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御 注意 

1) 本 書 の 内 容 の 一 部 又は 全部 を 無断 転載 する こと は 禁止 され て いま す . 

2) 本 書 の 内 容 に 関し て は 将来 予告 な た し に 変更 する こと が あり ます . 

3) 本 書 は 内 容 に つい て 万 全 を 期し て 作成 いた し まし た が , 万 一 御 不審 な 点 や 誤り , 記載 も れ な ど お 気 


付き の こと が あり まし た ら 御 連絡 くだ さい . 
4) 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は (3③) 項 に か か わら ず 責 任 を 負い か ね ます の で 御 了 承 く だ さい . 


5) 乱丁 , 落丁 は お 取り 替え 致し ます . 
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まえ が き 


Nass-BASIC は , ペー ソナ ル ュ ンピュータ PC-8001MKISR の 主 プ ログ ラミ ング 言語 で す . 

本 書 は , この Nas-BASIC の 命令 の 個々 に つい て , 詳細 に 解説 し た リフ ァ レ ンス マニ ュ ア ル 
で す 、 

さら に , PC-8001MKISR は , 従来 機種 と の 互換 性 を 保つ た め に , Ns-BASIC. N-BASIC を 備 
えて いま す . この 2 つの BASIC に つい て も ふも , 資料 で 解説 され て いま す . 

この マニ ュ ア ル を 読む 前 に , PC-8001MKISR ユ ー ザ ー ズ ガイ ド を よく 読ん で , 基本 的 な 操 
作 方 法 を 習得 する こと を お 勧め し ます . 

ュー ず ザ 各位 が , この リフ ァ レ ンス マニ ュ ア テル を 吾 読 され , 優れ た 機能 を 持つ BASIC ソ フト 
ウェア を , 数 多く 作り 出さ れる こと を 期待 いた し ます . 














この マニ ュ ア テル を お 読み に な る 前 に 必ず グリ ー テ ィング カー ド を 御覧 くだ さい . 








この マニ ュ ア ル の 構成 


本 書 で は Nss-BASIC の 各 機 能 , 命令 な ど を わか りや すく する た め に 2 章 , 3 章 そ し て 


資料 と いう 構成 に な っ て いま す . 
第 1 章 NassBASIC の 概要 
ステ ー ト メン ト な どの 説明 に 先だって 解説 し て 


NassBASIC の 特長 や 機能 を コマ ンド ・ 
いま す . その 内 容 は , BASIC 言語 の 定数 , 変数 の 意味 , 演算 の 決ま りな ど , BASIC 言 語 を 


使う 上 で の 最低 限 の 知識 と , Nasx-BASIC に 新しく 追加 され た 機能 の 紹介 や , それ を 使う 
上 で の 知識 で す . これ ら は 2 章 の 文法 の 説明 を 理解 する 上 で どう らし て も 必要 な 事項 で す 
必ず 読む よう に し て くだ さい . 
ステ ー ト メン ト ・ 関 数 ・ 予 約 変 数 

・ 関 数 ・ 予 約 変数 に つ 


第 2 童 コマ ンド ・ 
Nask-BASIC で 使用 する こと が で きる コマ ンド ・ ス テー トメ ント 
いて 解説 し ます . 


第 3 章 NsBASIC の 応用 
ここ で は 第 2 章 で 説明 し た Ns-BASIC の 命令 を 使っ て , プロ グラ ミン グ の 方 法 や プロ 


グラ ム の デバ ッ グ 方 法 , そし て 機械 語 プ ログ ラム の 呼び 方 に つい て 説明 し ます 


資 料 
Ns。-BASIC の 予約 語 や エラ ー メ ッ セ ー ジ , FM 音源 と シン セ サ イ ザー1IC の 解説 な ど フ 


ログ ラミ ング に 必要 な 資料 で 構成 され て いま す . 
PC-8001MKISR と PC-8000/8800 シ リー ズ と の 関係 や Ns-BASIC と N-BASIC 


さら に , 
の 解説 も ここ で まとめ て 取り 扱っ て いま す . 
この マニ ュ ア ル で 使わ れ て いる 記号 
この マニ ュ ア テル で は 解説 を わか りや すく する た め に , 次 の 記号 を 使っ て いま す . 
回 リタ ー ン キー の 入力 を 表し ます 
に スペ ー ス を 表し ます -. 
注意 : 特に 注意 が 必要 な 事柄 で ある こと を 表し ます . 
XXH 数 字 に HH を つけ て 16 進 数 を 表し ます . 
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3.1.2 320X200 ド ッ ト カ ラー モー ド で の 

表示 優先 順位 機能 の 使い 方 ーーーーー の 
83 7 ダイ ネリ ング ペイ ジン トド の 仁 あ IAS 本 
9 あッ の 全 入 衣 5 








3.2 サウ ンド 機能 を 使っ た プロ グラ ムード ーーーーー 3 一 7 
3.2.1 単音 に よる 演奏 上 上 ーー ド トート ドド bー ト トー ヨー トー ドド ドド トト トト トト ドッ ーー 3 一 7 
る ら 、 の ウツ - 半 色 を 交え て 清志 する coo 38 
の 、 各 果 導 の 便 届 、UO0022JK0 も aeoeYS esse 59 
3. の .. 4 演奏 し な が ら 絵 を 描く CH の 88S188 入 に UWY で 9 あ T81SCC 信 0、8 0C6S 2 一 11 
3.2.5 VOICE COPY 文 を 使っ て 音色 を 作 る 上 』 ト ババ ハード (ーー 3 一 12 
3.2.6 重 音 に よる 演奏 029YC SH7 あ 08 8728e 88 752C906 う 19 な の es 2 19 
3.3 デ 一 タフ ァイル を 作る AORS SG 13102808O2 Ne Es 82 92 一 15 
3.3.1 カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ を 使用 する 場合 "…" "に ーー 3ー15 
3.3.2 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ を 使用 する 場合 ・…………・…・… 3 一 19 
3.4 ーー テバ ベッ ンク ドド に に に に に に に に に に に に に に に に に に に に に に に に デデデ 3 一 26 
92 RON マジ ンド な 人 の つの の パパ ツ ク グ 60900ree な soa 3 一 26 
3.4.2 スイ ッ チ を 使っ て の デバ ッ プ グー ドド ドー ドー ドゥ ピー レー 3 一 27 
の ポポ ペッ グ の れん め (に くも の 5 の 02 の 3 で の ZSSY VS る so wi 2_ 28 
3.5 機械 語 プ ログ ラム の 呼び 方 上 …ー ド ーー ドーーーーーーー 3 29 
3.5.1 メモ リ の 配置 Seed 2 ゥ 一 29 
3.5.2 機械 語 プ ログ ラム の 準備 上 トバ ーーー ト ドー( ド ババ ーー ヨーー ヨ ジー ジー ドド ドド ーーー 3 一 30 
3. 5 . 3 USR 関数 の 呼び 出 隊 こっ まま 定まっ まあ の] 
3.5.4 VARPTR 一 ーー ドド ドド ドド ドド ドド に トド トゥ レレ に に レト に レレ レレ に レレ レー 3 一 34 
3.6 RS-232C 通 信 ポ ー ト を 使っ た プロ グラ ム ……………… 3 一 35 
資料 1 PC-8000/78800 シリ ー ズ で の 位置 付け 上 偽 - 
資料 2 Nao-BASIC と N-BASIC tinit モ ーー に に に に に に に に に ビ 次 一 2 
資料 2. 1 NaosBASIC と の 関係 に ピク クローン 資 一 2 
資料 2.2 Nao-BASIC/N-BASIC コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 
関数 ・ 予 約 変 数 一 覧 2 資 一 3 
資料 2.3 Naosnm-BASIC と 一 部 異な る 機能 ・ 命 令 ………ーーー… 次 一 5 
資料 2.4 Nao-BASIC/N-BASIC 専用 命令 上 ー バ ドー ドー 資 一 6 


ー Yi 一 


資料 3 
資料 4 


資料 5 


資料 6 
資料 7 
資料 8 
資料 9 
資料 10 
資料 11 
資料 12 
資料 13 


Nsosn-BASIC の 予約 語 ……ーー ド ーー ーー 資 一 48 
FM 音源 と シン セ サ イ ザーIC RESSO SH63 80 eS 次 一 49 


1 FM 音源 628 きのこ 5 つど あ 28018 6 人 216/ 6 880 き RCeE 9718 08628 次 一 49 
ディ スク ファ イル の 構造 な 次 一 96 
1 フロ ッ ピ イィ イィ ディスク EE 次 一 96 
2 トラ ッ ク の 割り 当て PE 次 一 98 
4 デイ ビク トリ の mm プッ 次 三 102 
5 FAT WU 2 EE ER 生生 入室 生 次 一 102 
6 ID… バ トド ドド にし トト に に に に に に に し に に に に て た " ド で で で で rr erresreeeeees 一 103 
PD8251 の 使い 方 PP 次 一 105 


キャ ラク タコ ーー ドド ドド ドド ドー ピー 次 一 108 


エラ ー メ ッ セ ー ジ ドド ドド ドド ドー ドー 次 一 111 
洪 字 コー ド 表 ee 125 
人 3: 凍 関 半 人 の eS2200220RGoERRSESSSSSe82 RSIB 
メモ リマ ッ 4 SeSSNS33638SRdSSIi2KS、S2S 88S3S eS の の な SG のみ の 3 資 一 138 


ーYVii 一 


尼 能 別 索 引 


1. 一 般 的 な 命令 


III 敗 川 一 般 コ マ ン ド III 


AUTO 1 YY 2 2 0 し 1 2 = 1 1 LIST/LLIST 人 2 = ] 12 
CONT ドド に ドド ドー に ーーー 2ー 36 NAME 還 EGR 2ー 127 
DELETE 作っ 生計 し 0 池 し 生 0 0 の 2 一 54 NEW 清和: 寺 。 あ め 間 Si) 20 ン 78209. 室生 に 2 一 128 
FIIES/LRILES、 人 に 5 ょ oo 2 一 74 ・ コ 11 7 ま の らぶ を メメ ドア さ を で ザキ 2 一 176 
KEY LIST PE 2 = 102 RUN 2 皿 寺 185 
KILL 国 SS ee 2 103 TRON/TROFF ーー 2- 209 


DATA ドド ドド ドド に に に に に に ーーー 2ー46 KEY ーー ドー ドド ドド ドド に ドド に に 2 一 100 
DEF_FN ーー 2 一 49 LET ーーー ドド に ドレ に レレ ピー ゥ に ゥ レッ ゥ レッ レー 2ー106 
DEFINT/SNG/DBL/STR ‥…・ 2-50 ON...GOSUB/ON. ..GOTO・ 2-132 
DIM・ ド ドド ドド ドド ドー ドド ーー ピー 2 一 55 READ ドド ドド ーー ドー ドド ーーー 2 一 174 
END ドド ドド ドド ドー ドー ドー に に ーー トーーーーーー 2 一 63 REM ドー ドド ドド ドド に ドー ニレ トー トー 2 一 175 
ERASE 「ーーー ド ーー 2 一 66 RESTORE ーー 2 一 177 
FOR.. TO. . .STEPNEXT-…. 2-76 RETURN ーー 2-180 
GOSUB 一 ーー ドー 2 一 85 STOP 一 ーー ドー ドー ドド ーー 2ー9701 
GOTO/GO TO …・ 2 一 86 SWAP ドー ドー ドド ドー ドド ドー に ーー ドー 2 一 205 
IF .. .THEN. . .ELSE/ 

馬 GOTO EESE とい の 2 一 88 


ーVii 一 


2. 入出 力 に 関す る 命令 ・ 関 数 


ぐ MM 
IUUUUUUUUUUUUUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 入出 力 コ マ ン ト 用 有朋 有 用 肌 田 田 吊 岬 


フロ ッ ピ イィ ディス ク ・ カ セッ ト テ ー プ 


BLOAD 国 HE 太 あま ま まま 2 一 14 LOAD 症 …ー ド ーー ドド ーー ドー 2 ウー 114 
BSAVE 較 ……… パ ド t ト ドビー 2-15 。 MERGE 同 ーーーーー… 5 
CLOAD PE 2 一 23 MOTOR CC 2ー126 
CLOAD 2 に に ドド ドド つつ 2 一 24 SAVE 開 SS DSYS 2ー 186 
CSAVE PCE 2ー41 還 


IMIIIDUIUUUUIUIIUUIUUUUUUUUUUUUUUUI ゆ 出 | ス 5 aa: ト メ ン ト I 山 用 IUUUUUIIIUUUUUUUUUUUUUUUUUE 凌 


フロ ッ ピ イデ ィ ス ク 


CLOSE 還 OO の の Do な 2 一 25 LSET/RSET 「5] ーー 2ー 120 
DSKO$ 国 ROSS Ser も 2 一 61 OPEN 国 DRe3 2 一 133 
FIELD 較 …… パ t ロ 2-72 PRINT# 還 …… ーー 2 一 162 
GET# 国 ………… 2-81 PRINT## USING [ 敵 ……… 2 一 168 
INPUT # 還 を 2 一 94 PUT # SEP 582 2ー 170 
LINE INPUT 婦 国 ee ae 2ー110 eSET 閥 | 上 {の tn バー ドド ーー ドー 2 ゥ ー 191 


カセ ッ ト テ ー プ 
INPUT mm 2-94 PRINT 志 USING…………… 2 一 168 
PRINT esse ooo ee 2 一 162 


画面 ・ キ ー ボ ー ド ・ プ リン タ 


COPY 「 1 上 ーー ドー ドー ドーーーーー 2 一 38 PRINT/LPRINT 一 | 2 一 160 

INPUT に に に に に に ーー に ーー に ーー 2ー92 PRINT USING/ 

LINE INPUT し に に 2 一 109 LPRINT USING 2 一 165 
スピ ー カ 

BEEP の 2 = 12 


ーiX 一 


RS-232C 通 信 ポ ー ト 


INIT ee 2 一 89 LINE INPUT め なの 3 な 2 210 2ー 111 
INPUT CEEE 富 人 2ー97 PRINT め EE 2ー164 


II 上 上 上 山上 由 上 貞 川 人 入 出 7 ) 関 数 III 


フロ ッ ピ イィ イィ ディスク 


ATTRS$ 国 PH 2 一 9 FPOS [ 遇 ドー ドー ドー 2 一 78 
DSKF 国 また まま まま まま まま まま 2 一 57 INPUTS 83 お 人 入 GSSSS 2 一 95 
DSKIS$ 国 まあ が お な あああ 2 一 59 LOC 国 を キジ 2ー 115 
EOF 国 ーー 2 一 64 LOF 国 ON 2 一 117 


キー ボー ド ・ プ リン タ 
INPUT$ 上 … ビ ドド ドド ーーー 2 一 95 LPOS ド ドド ドド ドー に ーー ドー 2ー 119 


RS-232C 通 信 ポ ー ト 
INPUT$ WP あ ee 8 e 2 一 95 PORT 生ま いう おう 2 か 1 2ー156 


画面 制御 に 関す る 命令 ・ 関 数 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


CLS・ ド ドド ドド ドー ドド ーー りー27 EINE@⑯ mo 2 一 108 
COLOR ドド ドド ドー ドー ドー 2 一 99 ECOCATEE に こう さい 5 スリ 20 や < 2 一 116 
COLOR@…… ド ーー 2ー39 SCREEN・・・ ト バ トト ーー 2ー187 
CONSOLE・… ド ドー 2 一 34 WIDTH… 上 トード ーー ドド ーー 2 一 9230 


ン の 
山中 画 面 制 御 関 数 IMIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIHIIIIIIIHIIHIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


II 


CSRLIN 上 上 ーー 


画 面 制 御 予 約 変 数 il 軸 人 仙 較 


人 4. グラ フィ ックス に 関す る 命令 ・ 関 数 


II 上 II 上 グ ラ プ イ ツ ク 人 履 ーー ト メ ン 


CIRCLE ドド ドド ドド に ーーー 2 一 19 
COLOR= 人 2 クー31 
四 記 めじ tb eeekhetes 2 一 83 
回 | | 生れ 2 一 107 
人 AINT teeouerc で 2 一 138 
(2)PAINT 国 CR 2 一 139 


CE 


CE 


2 一 154 


< 
2 
つ . ミ 


ト II 


90242484638R 82 2 ゥ ー1592 
RY 2ー158 

LGS CI を あな 2 一 169 
BU の Dts を Spe 2 一 171 
国 Se と we 2 一 189 

0 お SD が の の RS 人 ES 2 一 215 


CE 


2 一 217 


ュー ジッ ク に 関す る 命令 


I 川 II 和 IIIIII に EL ジ ツ ク ス デ の ト メ ン トト 上 UNHHNWWtWtttWttttttttttttttt 


BGM ドド ドド ドド ドド ドー ドド ーー 2 一 13 

OUTM PE 2 一 136 
PE 2 一 143 
SOUND PE 2 一 195 
STOPM ドー 2 一 202 


VOICE 
VOICE 
VOICE 


ー ヌ 1 一 


SPA 2 一 218 
CODYW ossi pos 2 一 225 
上 ER の 2 Po ry esa 2 一 226 
旧記 人 6 Noess 2 一 228 


6. 算術 演算 に 関す る 関数 


II 上 則 峯 風 数 値 関 数 川上 則 I 旧 I 峯 衝 


CSNG 6 の 2 一 42 SIN 由季 0 2 0 2ー194 


7. 文字 列 操作 に 関す る 命令 ・ 関 数 


mm うっ スズ ジウ 呈 kr ト メ ン ト II 上 上 III 


ASC ee 2ー7 OCTS$ と 2ー129 
CHRS$ 人 2180F 2ー17 RIGHTS$ RE 区 2ー181 
HEX$ ee 2ー87 SPACE$ 昌和 の 2ー198 


MIDS ドド ドド 2 一 123 WALL 1 2 一 212 
MKI$SMKS$S/MKD$ 2 一 124 


II 上 則 I 則 I 出 文 ー テ 4 約 変 数 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUUIINIUIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIUUIIUIIIIIIIUIIIUIIIUII 


DATE$S ドド ドド に に に ドド ーー に ーー 2 一 48 TIME$ ドド ドド に ドー ドゥ レレ ーー レー 2 一 208 


8. 特殊 な 命令 や 関数 


IIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIII 特殊 ョ 』 マ ン ド II 上 上 上 上 I 


CE 放 PSVAAsb aya 2 一 21 OM AmY5 Aoeyneaosa う の ニ 195 
DEF _ USR …… ド バー ドド ーー ドー ドー 2 一 52 POMEE 00 の で の の SA が OS りこ っ 15 
ERRORI SeeteNacoseryse 2 一 69 RESUME ドド ドド ーー 2 一 178 
ON ERROR GOTO の APD2KebBSS2dn な る 2 一 229 


FRE 一 ーーーーーー ド ドー ドー ドー トー に ーー 2 一 80 USR が っ が な 2 一 210 
INP 生生 人 0 あま) し も 人 な 2ー91 VARPTR eS 2 一 213 
PEEK 上 ーー ドー ドー ドー ドー ドー 2ー 142 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 特殊 予 約 変 数 UI 
ERL/ERR ーー 


ーxii 一 / 一 xiv 一 


Naosa-BABIC の 概要 


.1 Nsss-BASIC の 主 な 特長 


Ns-BASIC は 新しい 機能 と し て 次 の よう な 特長 を 持っ て いま す . 

1. Nas-BASIC は N-BASIC を も と に グラ フィ ッ ク 機 能 , サウ ンド 機能 を 中 心 に 強化 され た 
BASIC で す . 一 部 の 命令 を 除い て N-BASIC と 盛 換 性 が あり ます の で , N-BASIC か ら の 変 
更 が 容易 に 行え ます . 

2. 48K ベ イト の グラ フォ ッ ク 専 用 RAM を 持ち , 次 の よう な 多種 の グラ フィ ッ ク モ ー ド を 
サポ ー ト し ます . 


1. 640X200 8 色 カ ラー 1 画面 
2. 640X200 白黒 3 画面 (合成 表示 可 ) 
3. 320X200 8 色 カ ラー 2 画面 ( 健 先 順位 付 合 成 表示 可 ) 
4. 320X200 白黒 6 画面 (合成 表示 可 ) 


3. 独立 し た テキ スト 画面 を 持ち も , グラ フィック 画面 と 合成 し て 表示 する こと が で きま す . 
この と き , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 間 に 優 先 順位 を 付け る こと も で きま す . 

4. グラ フィ ッ ク の 人 色 の 指定 は ベレ ッ ト を 使っ て 行う こと が で きま す の で , 多彩 な カラ ー を 
表示 する こと が で きま す . 

5. シン セ サ イ ザーIC( 略 称 OPN…FM Operator Type-N) を 内 蔵 し て お り , FM 音源 3 声 , 
SSG 音源 3 声 に よる 6 重奏 が 可能 で す . 5 

さら に , オー ディ オア ンプ 等 を 接続 する こと に よっ て , 本 格 的 な 演奏 を 楽し むこ と が で 

に 者 

6. 漢字 ROM ボ ー ド (別売 ) を 接続 すれ ば , 日 本 語 の 文章 を 表示 する こと が で きま す . 


1.2 動作 モー ド 


本 体 の 電源 を 入れ BASIC を 起動 する と 画面 に メッ セー ジ が 表示 され , その あと "Ok" と いう 
文字 が 表示 され ます . 

この "Ok" が 表示 され て いる 状態 を TBASIC が コマ ンド レベ ル に ある .」 と いい ます . BASIC 
が コマ ンド レベ ル に ある と き は , その BASIC の あら ゆる コマ ンド を キー ボー ド か ら 入 力 す る 
こと が で きま す . BASIC の コマ ンド は , ダイ レク トモ ー ド , プロ グラ ム モ ー ド の いずれ か で 使 
用 する こと が で きま す . 


1.g>0 グイ レク トモ ーー ド 


行 番号 を 付け ず に BASIC の 文法 に 沿っ た 文 を キー ボー ド か ら 入 力 し , [ 過 キ ー を 押す と , そ 
の 文 は すぐ に 実行 され ます . これ を ダイ レク トモ ー ド の 実行 と いい ます . 入力 され た 文 は ふ 々 モ 
リ に は 残り ませ ん . 


1.2. の 2 プロ グラ ム モ ー ド 


行 番号 (0 て 65529 まで の 整数 ) を 付け て 文 を 入力 し た 場合 , [ 記 キ ー を 押し て も すぐ に は ば 実行 
され ず , メモ リ の 中 に プロ グラ ム と し て 行 番号 順に 格納 され ます . この 格納 され た プロ グラ ム 
は , RUN コマ ンド , GOSUB 文 , GOTO 文 に より 実行 さき せる こと が で きま す . これ を プロ グラ 
ム モ ー ド の 実行 と いい ます . な お , 1 つの 行 を 入力 後 [ 選 キー を 押し た 場合 , "Ok" の 表示 は さ 
れ ま せん が , BASIC は コマ ンド レベ ル に あり ます . 


1.3 行 の 形式 


BASIC の プロ グラ ム は 行 の 集まり に よっ て 構成 され ます . そし て 行 は , 行 番号 と 1 つま た は 
複数 の 文 か ら 成 り 立 っ て いま す . 





文 は BASIC が 行う 手続 き (PRINT A, C=SIN(B), GOTO 100 な ど ) を 表し て いる 最小 単位 で 
す . コロ ン (:) で 区 切る こと に より , 1 つの 行 に 2 つ 以 上 の 文 を 入れ る こと と が で きま す . これ 
を 複 文 (マル チ ス テー トメ ント ) と 言い ます . な お , 1 行 ( 行 番号 を 含む ) の 長 さ は 255 文 字 ま で 
許さ れ て いま す . 


1.4 行 番号 

BASIC の 各 ブ ログ ラム 行 は 行 番号 で 始ま ら な けれ ば な り ま せん . 行 番号 に は 0 て 65529 まで 
の 整数 を 用 いま す . 行 番号 は プロ グラ ム 行 を メモ リ に 格納 する 順序 を 示し , 実行 も 行 番号 の 若 
い 方 か ら 行 われ ます . また 分 岐 や 編集 の 目印 と し て も 使用 され ます . 

行 番号 の 代わ り に ビリ オド (.) を 使う こと が で きる 場合 が あり ます . 

ビリ オド は , エラ ー が 発生 し た 行 , ある い は 編集 時 に お いて 現在 の 行 の 行 番号 の 値 を 持ち , 
LIST ュ コマンド, AUTO ュ コマ ンド, DELETE コ マン ド 等 で 使う こと が で きま す . 

例 ) 10 PRINT "abc" 


20 PLINT "def" 
30 PRINT "ghi" 
run 
abc 


Syntax error in 20 
Ok 

list . 

20 PLINT "def" 
Ok 


1.5 特殊 記号 の 使い 方 


BASIC で は , 演算 子 ( 十 , 一 , ※, / な ど . 1.10 式 と 演算 参照 ) の 他 に も 特別 な 意味 を 持つ 記号 
が あり ます . ここ と で その 意味 を まとめ て 説明 し て お きま す . 


1. ダブ ルク ォ ー テ ーション 〈") 
ダブ ルク ォ ー テ ーション で 囲ま れ た 内 容 を 文字 列 と し て 扱い ます . 文字 を ダブ ルク ォ ー 
テー ショ ン で 囲ん で 表示 させ た 場合 と , 囲ま ず に 表示 させ た 場合 の 蛋 い は 次 の よう に な り ま す . 
例 ) 10 ABC テ 123 
20 PRINT "ABC" ーー 文字 列 と し て 扱う 
30 PRINT ABC 一 変数 と し て 扱う 
40 END 


run 
ABC 


123 
Ok 
ER 9 
ピリ オド は , エラ ー が 発生 し た 行 , また は 編集 時 に お いて 現在 の 行 の 行 番号 の 値 を 持ち ます . 
例 ) 10 FOR | ニ 1 TO 10 
20 PRINT | 
30 NEXT 
40 END 
list 40 
40 END 
Ok 
delete 
Ok 
list 
10 FOR |=1 TO 10 
20 PRINT I 
30 NEXT 
Ok 


3. ハイ フン (-) 
LIST ュ コマンド, DELETE コ マン ドド な ど で 行 の 範囲 を 指定 する と き , 何 行か ら 何 行 ま で と 
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4. 


5. 


6. 
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いう 場合 に 使い ます . 


例 ) delete 100 一 200 


コロ ン (:) 
マル チ ス テー トメ ント の 区 切り と し て 使い ます . マル チ ス テー トメ ント と は ば は, 1 行 (255 文 


字 以 内 ) に 複数 の 命令 を 書い た も の で す . 


例 ) 10 AB 十 C 
20 PRINT A 





10 AB 十 C:PRINT A 


コン マ (,) 
PRINT 文 , INPUT 文 な ど ペ ラメ ー タ が 並ぶ 場合 , その 区 切り と し て 使い ます . 
例 ) input a,b,c 
color 7 ,,,7 
セミ コロ ン (〈5) 
PRINT 文 な どの 区 切り と し て 使い ます . この 場合 , 前 の 表示 の あと に 続け て 表示 する こと 


が で きま す . 


例 ) 10 PRINT "A=",123 
20 PRINT "B ニ =ー":456 


run 
A 三 123 
Bー 456 

Ok 


アポ スト ロフ ィ (「") 
REM( リ マー ク ) 文 の 代用 と し て 使え ます . 
例 ) rem test 


sarmple 


クエ スチ ョ ンマ ー ク (〈?) 
PRINT 文 の 代用 と し て 使え ます . 
例 ) ? 2 氷 2 

4 


イコ ー ル ( 三 ) 
"ー" は 次 の 2 つの 意味 で 用 いら れ ます . 


① 代入 文 を 表し ます . 
例 ) pi 王 3.14159 


② 関係 演算 子 で 等 号 を 表し ます . 詳し く は 1.10.2 関係 演算 を 参照 し て くだ さい . 


トト >: ね) スク グリーン エディタ 


Nas-BASIC は , ディ スプ レイ を 使用 し て プロ グラ ム の 作成 お よび 修正 が 簡単 に 行え る よう 
に, 「 ス クリ ー ン エディ タ ]」 と 呼ば れる 画面 編集 機能 を 備え を て いま す . この 機能 に より , 修正 し 
た い 行 を 最初 か ら 改 め て 入力 する 必要 が な く な り , プロ グラ ム の 入力 や 訂正 を 短 時 間 で 行う こ 
と が で きま す . 

以下 に 出 て くる キー 操作 の 説明 の 中 で [CTRL] [HI な どの よう な 記述 は , [CTRL| キー を 押し な が 
ら [| キー を 押す こと を 示し ます . 


1.6.1 入力 中 の 修正 お よび エラ ー の 訂正 
プロ グラ ム を 入力 し て いる 途中 で 誤り に 気付 き , それ を 修正 し た い 場 合 , ある い は 実行 し た 
結果 エニ ラー が 生じ た プロ グラ ム を 訂正 し た い 場 合 に は , 次 の よう な 方 法 を 使う めこ と が で きま 
す . 
(1) カー ソル の 直前 の 文字 の 消去 
カー ソル の 前 の 文字 を 消す 場合 , を 押し ます . 十 で も 同じ 働き を し ま 
す : 
(2② 文字 の 修正 
押し 間違え た 文字 を 正しい 文字 に 置き 換え た い 場 合 は , カ ー ソ ル 移 動 キ ー([ 回 ) と 
キー を 使用 し て , 間違え た 文字 の と ころ へ カー ソル を 移動 し , 正しい 文字 を 入力 
し ます . [j を 押す と カー ソル は 上 方 向 へ 移動 し , [SHIFT] 十 [ 抽 を 押す と 下方 向 へ 移動 し 
ます . また 同 | を 押す と カー ソル は 右 方 向 へ 移動 し , [SHIFT]+ 号 | を 押す と 左 方 向 へ 移動 
し ます . 
(3③) 文字 の 消去 
押し 間違え た 文字 を 消 示 し た い 場 合 は , カー ソル 移動 キー([ 宙 [ 世 ) と [SHIFT | キー を 使 
用 し て , カー ソル を 消し た い 文 字 の 次 の 文字 の 所 へ 移動 し , [ 忠 ]】 を 押し ます . [ 嗣 ] を 1 回 
押し た 場合 は , カー ソル の 前 の 1 文字 が 消さ きれ, カー ソル か ら 右 の 文字 列 が 1 文字 分 左 へ 移 
動 し ます . (た だ し , [ 忠 ]】 キ ー を 約 1 秒間 以上 押し 続け た 場合 , 連続 し て 文字 が 消去 され ま 
す . 同様 に , 他 の キー を 約 1 秒間 以上 押し 続け て も , 連続 し て 文字 が 表示 され ます .) 
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⑩ 文字 の 挿入 
文字 を 挿入 する 場合 は , 挿入 し た い 位 置 に カー ソル を 移動 させ , 挿入 する 文字 の 数 だ け 
二 嗣 ) を 押し て か ら 文 字 を 入力 し ます . [SHIFT]+[ 距 ) は (CTRLT [R] で も 代用 
で きま ず , 
スク リー ン エ ディ タ の 機能 を た 用 いて プロ グラ ム を 訂正 し た 場合 , 各行 の 訂正 が 終わ る 度 に 必 
ず [ 過 キー を 入力 し て くだ さい . 





1.6.2 便利 な 編集 機能 
PC-8001MKISR は , 前 節 で 説明 し た 機能 の 他 に も 次 の よう な 編集 機能 を 持っ て いま す . 
(1) カー ソル か ら そ の 行 の 終わ り ま で の 消去 …… [CTRL+ [E] 
カー ソル が 点滅 し て いる 文字 か ら そ の 行 の 終わ ちり ま で を 消去 する 場合 は [CTRL] + [E] を 
入力 し ます . この 後 で [キー を 入力 すれ ば , メモ リ の 内 容 も 訂正 きれ ます . で すか ら , 行 
番号 の すぐ 次 の 位置 に カー ソル を 移動 し , [CTRL 二 [E] を 入力 し て か ら [ 記 キ ー を 入力 す 
る と , その 行 番号 の 文 は プログ ラム か ら 削 除 さ れ ま す . ( 行 番号 だ け を 入力 し , その 後 回 
キー を 入力 し て も , その 行 を プロ グラ ム か ら 削 除 す る こと が で きま す -.) 
(2) カー ソル の 移動 …… [CTRL|[N] , [CTRL [Bl 
[CTRL| 十 [N] を 入力 する こと に よっ て , カー ソル を 次 の 項目 の 先頭 に 移動 させ る こと が 
で きま す . また , [CTRL 十 [B] を 入力 する と , カー ソル を 1 つ 前 の 項目 の 先頭 に 移動 させ 
る こと が で きま す . 
ここ で いう 項目 と は , "0" て "9 "AT て" Va" て "7 " 。 "(キャ ラク タコ ー ド AI1H) て 
"" "(キャ ラク タコ ュー ド DFH) で 始ま る 文字 列 の こと で す . 
⑬③) 行 の 分 割 
1 行 の 内 容 を 2 行 に 分 割 し た い 場 合 は , 区 切り た い 場 所 の 最初 の 文字 に カー ソル を 移動 
し , [CTRL 二 を 押し ます . カー ソル の ある 文字 以降 の 文 が 次 の 行 に 移動 し ます . カー 
ソル は 次 の 行 の 先頭 に 移り ます . 行 番号 の 文字 数 分 [SHIFT] [ 員 ] を 押し た 後 , 行 番号 を 
入力 し [ 過 キ ー を 押し ます . これ に より , 1 行 の 内 容 を 2 行 に 分 割 す る こと と が で きま す . 


例 ) (a) 10 INPUT A$ 装 PRINT A$ 
(b) 10 INPUT As 一 ター ソル を 意味 し ます . 








(c) 10 INPUT A$ 
20 PRINT A$ 


(4) で は コロ ン ( : ) の 所 に カー ソル を 移動 させ , [CTRL| 二 [』] を 押し て いま す . これ に よ 
り , コロ ン 以 降 の 文 が 次 の 行 に 移動 し ます (D). コロ ン を 消去 し , 行 番号 を 付け る こと に 
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よっ て , (⑦ の よう に 2 行 に 分 割 す る こと が で きま す . 


その 他 の コン トロ ー ル コー ド に つい て は ば は , 資料 ′" コン トロ ー ル コー ド 表 を 参照 し て くだ さ 


リ 守 数 


1.7.1 定数 の 種類 
Nass-BASIC の 定数 に は 以下 の も の が あり ます . 
文字 定数 r10 進 形式 
を 


邊 数 弄 十 8 進 形 式 
Pe] し 16 進 形式 
実数 型 単 精度 弄 


- 倍 精度 弄 





1.7.2 文字 定数 
文字 定数 と は , ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 囲ま れ た 255 文 字 以 下 の 英 数 字 , カナ 文字 , 記 
号 な どの 文字 列 の と と で す . また , 何 も な い 文 字 列 の と と を ヌル スト リン グ と いい ます . な 
お , (") を 文字 列 の 中 に 記述 する 場合 は CHRS$ 関数 を 用 いま す . 
例 ) print "Good Morning " 
Good Morning 


print chr$(34) 十 "Hello " 十 chr$(34 ) 


"Hello " 


1.7.3 数 値 定 数 

数 値 定数 は , 整数 型 , 実数 型 に 分 けら れ , それ ら は 正 あ る い は 負 の 数 , また は 0 で す . 

負 の 数 の 前 に は 必ず マイ ナス 符号 を 付け な けれ ば な り ま せん が , 正 の 数 の 前 の プラ ス 符 号 は 
省略 する こと が で きま す . 


1.7.4 整数 型 


(1) 10 進 形式 
ー32768 一 十 32767 まで の すべ て の 整数 , また は 数 の 後に %( 幣 数 型 を 表す 型 宣言 文字 ) を 


付け た も の で す . た だ し 小数 点 を 付け る こと は で きま せん . 
例 ) 32767 
ー123 
32767% 一 整数 を 表す . 


(2) 8 進 形式 
頭 に &O(&o) ま た は & を 伴っ た 、0 か ら 7 ま で の 数 字 の 並び で 表し ます . 扱う こと が で 
きる 範囲 は &0 一 和 &177777 まで で , &0 一 &77777 は 正 の 数 を , &100000 一 多 177777 は 負 の 
数 を 表し ます . 
例 ) &12345( 53494 ) ゅ は 10 進 数 を 表し ます . 
&o7777( 4095( ) 
&123456 ( 一 227384 ) 


(3) 16 進 形式 
頭 に &H(&h ) を 伴っ た , 0 か ら F ま で の 並び で 表し ます . 扱え る 範囲 は を HO て &HFFFF ま 
で で , &wH0 て &H7FFF まで は 正 の 数 を , &H8000 か ら &HFFFF まで は 負 の 数 を 表し ます . 
例 ) &h100 (2560 ) 
&h7fff ( 32767 ) 
&h9000 ( 一 286720 ) 


注意 : 8 進 形 式 ま た は 16 進 形式 で 入力 され た 数 値 は , PRINT 文 , LPRINT 文 で は 10 進 形式 で 
出力 され ます . 


例 ) 10 進 数 , 8 進数 , 16 進 数 の 関係 


軸 





ド 
テー の つの (の ぐ コ の の ぴの 尽 の (ーー の 


+ー 
つう 














1 .7.5 実数 弄 
実数 型 は , 単 精度 地 と 倍 精度 弄 に 分 けら れ ま す . 
1 単 精度 型 


有効 桁 7 桁 の 精度 で 格納 され ます . 出力 の と き は 7 桁 目 が 四 捨 入 され , 6 桁 以 下 で 表示 さ 


ドー 和 1 


れ ま す . 
扱え る 数 値 の 範囲 は 次 の と お り で す . 
ー1.70141E 二 38 ニー2.93874E セ ー39, 
0, 

2.93874 セ ー39 て 1.70141E 十 38 

7 桁 以下 の 実数 

E( 大 文字 に 限る ) を 使っ た 指数 形式 (この EE は 10 の べき 乗 を 意味 し ます ) 
最後 に ! ( 単 精度 実数 型 を 表す 型 宣言 文字 ) を 伴っ た 数 


ーー へ ーー ンス 
CO トト つう 
ンー バン ヽ トン 


例 ) 1.23 
ー7.09Eー06 ニ ー7.09X10 パ ーー0.00000709 
3525.68 
3.14! 
2 倍 精 度 弄 


有効 桁 16 桁 の 精度 で 格納 され , 16 桁 以下 で 表示 され ます . 
扱え る 数 値 の 範囲 は 次 の と お り で す . 
ー1.701411834604692D 十 38 マ ー2.938735877055719D 一 39 , 
0, 
2.938735877055719D 一 39 て 1.701411834604692D 十 38 
8 桁 以 上 の 数 
D( 大 文字 に 限る ) を 使っ た 指数 形式 (この D は 10 の べき 乗 を 意味 し ます ) 
最後 に ( 倍 精 度 実数 型 を 表す 型 宜 言 文字 ) を 伴っ た 数 
例 ) 1234567890 
0.3141592653D 十 01 ニ 0.3141592653 x 10' 三 3.141592653 
56789.0 旭 
8657036 .1543976 


ーー 一 の 
CO k ト つ う 過 
ニン ペン ミン 
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1.8 変 数 


1.8.1 変数 と は ? 
変数 と は , 数 値 や 文字 列 を 記憶 きせ て お く 場 所 で , 英 数 字 か ら な る 名 前 (た と えば CT, XP な ど ) 
が 付い て いま す . この 名 前 を 変数 名 と 呼び ます . 
この 変数 を 使う こと に よっ て , ある 値 を 記憶 きせ て お いた り , 取り 出し た り , ある い は 参照 
し た りす る こと が で きま す . 
例 ) pi 三 3.14159 記憶 させ る 
print pi 米 2 一 取り 出す 


定数 と 同じ よう に 変数 に も 数 値 型 (数 値 変数 ) と 文字 型 (文字 変数 ) が あり ます . 数 値 変 数 は 数 
値 を 記憶 きせ て お くも の で , 文字 列 を 入れ る こと は で きま せん . 逆 に 文字 変数 に 数 値 を 入れ る 
こと も で きま せん . 数 値 変数 は 値 が 割り 当て られ る 前 に 参照 され た ら 0 が 代入 され , 文字 変数 
は ヌル スト リン グ ( 空 の 文字 列 ) が 代入 され ます . 

次 の 例 は 悪 い 例 で す . 


例 ) pi 王 "Bad example " ーー 数値 変数 に 文字 列 を 代入 し て いま す . 
a$ 三 3.14159 ーーー 文字 変数 に 数 値 を 代入 し て いま す . 


1.8.2 変数 名 と 型 宣言 文字 
Nsss-BASIC に お いて , 変数 名 は 何 文 字 っ て も か まい ませ ん . た だ し Nas-BASIC で は 最初 
の 2 文字 まで の 判別 し か し ませ ん . また 最初 の 文字 は 英字 で な けれ ば な り ま せん が , 残り の 文 
字 は 英字 また は 数 字 の どれ で も か まい ませ ん . た だ し 変数 名 は 資料 3 NssBASIC の 予約 語 
に 示す 予約 語 を 含ん で は いけ ませ ん . 
例 ) 10 NEC= テ 123 
20 PRINT NEC 
30 PRINT NED 
40 PRINT NFD 
50 END 


run 
123 
123 


0 
Ok 
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同じ 変数 名 で も 替 が 違え ば 区 別 さ れ ま す . 変数 の 型 は 理 宣 言 文字 に よっ て 決ま り , 下 宣 言 文 
字 は 変数 名 の 最後 に 付け て , その 変数 の 型 を 表し ます . 境 宣言 文字 を 省略 する と , "!" が 付い て 
いる と みな され ます ( 単 精度 実数 弄 変 数 と な る ). 

2% 整数 規 
! 単 精度 実数 弄 


型 定 言 文字 OS 
存 倍 精度 実数 刑 
$ 文字 型 
A 
A 尋 9 1 
2 これ ら は 区 別 さ れ ま す が , A と A! は 同じ で 単 精度 実数 刑 を 意味 し ます . 
0 
A$ 


學 の 例 は , 実数 を 単 精度 型 の 数 値 変数 に 代入 (10 行 ) し た に も か か わら ず , 20 行 で 整数 型 の 数 
値 変 数 を 指定 し た た め 0 が 表示 され た 例 で す . 
例 ) 10 AB ニ =0.123456789 
20 PRINT AB% 


run 
0 
Ok 


この よう に , 倍 っ た 型 の 数 値 変数 に 代入 され た も の を 参照 する 場合 , 変数 名 の 指定 に は 注意 
が 必要 で す . 

変数 の 型 を 宣言 する の に も う 一 つ 便 利 な 方 法 が あり ます . それ は DEFINT, DEFSNG, 
DEFDBL, DEFSTR の 型 宣言 文 を プロ グラ ム 中 で 用 いる 方 法 で す . これ に つい て は 2 章 で 詳し 
説明 し ます . 


1.8.3 配列 変数 

配列 と は 同じ 性 格 の デー タ が 複数 個 集まっ た も の で あり , その 配列 を 記憶 させ て お く 場 所 を 
配列 変数 と いい ます . 配列 変数 は DIM 文 (2 章 参照 ) で 宣言 し , 要素 (デー タ ) は 添字 に よっ て 順 
序 付 けら れ ま す . 次 元 は "添字 の 最大 値 "の 個数 に よっ て 決ま り , 1 次 元 か ら 多 次 元 ま で 指定 で 
きま す . 
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例 ) 1 次 元 配列 2 次 元 配列 


dim b$(2,3 ) 








B$(2.0) | B$(2. 1) | B$(2. 2) | B$(2, 3) 


要素 の 数 3x4 三 12 





各 添 字 は 0 から 始 まり ます か ら , 実際 の 要素 の 数 は 添字 の 最大 値 十 1 に な り ま す . 添字 の 最 
大 値 は , 整数 形式 で 0 て 32767 まで の 範囲 を 指定 し ます . た だ し , メモ リ の 空き 領域 の 大 き さ に 
よっ て 添字 の 最大 値 お よび 次 元 は 制限 され ます . 

また , 添字 の 最大 値 が 10 以 下 の と き は , DIM 文 に よる 宮 言 を 省略 する こと が で きま す . この 
場合 , 添字 の 最大 値 は 10 と みな され ます . 

要素 の 参照 は , 変数 名 と 各 次 元 の 添字 を 指定 する こと に よっ て 行い ます . 


例 ) 10 DIM D(15) 
20 FOR | 三 0 TO 15 





30 D(I) 三 | ーー 一 要素 を 配列 変数 に 格納 
40 NEXT 
50 PRINT _D(12) 添字 が 12 の 場合 の 要素 を 参照 


60 END 


1.8.4 予約 変数 

Nasx-BASIC に は , BASIC 自 身 が 専用 に 使う 変数 が あり ます . これ ら の 変数 は , ユー ザ に 

よ ょ っ て 一 般 の 変数 と し て 使う こと は で きま せん .( 詳 し い 使い 方 は 第 2 章 を 参照 し て くだ さい .) 
TIME$ 現在 の 時 分 秒 を HH: MM: SS の 形 で 持っ て いま す . また , 時 分 秒 を 代入 する 


こと も で きま す . 

DATE$ 現在 の 年 月 日 を YY/MM/DD の 形 で 持っ て いま す . また , 年 月 日 を 代入 する 
こと も で きま す 、 

ERL テラー が 生じ た と き , エラ ー が 発生 し た 行 番号 を 持っ て いま す . 代入 する こ 
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と は で きま せん . 
ERR ェ エラー が 発生 し た と き , 生じ た エラ ー の エラ ー コ ー ド を 持っ て いま す . 代入 


† 8、 ち カー ベー ジコ ョ レタ ショ シン 

一 般 的 に , 文字 列 領 域内 に は 文字 列 が 順番 に 存在 する も の で は な く , あちこち に 存在 し て い 
て , その 間 に は 不要 に な っ た 文字 列 が あり ます (下図 A). そし て , 次 々 に 文字 変数 に 文字 列 が 
与え られ 文字 列 領域 が いっ ぱい に な る と , 現在 使わ れ て いる 文字 列 の 領域 と 不要 に な っ た 文字 列 
の 領域 の 2 つ に 分 け て 使用 可能 な 領域 を 確保 し ます (下図 B) この こと を ガー ベー ジコ レク ショ 
ン と 言い ます . 


レ <4 は 不要 に な っ た 文字 列 を 表し ます . 





文字 列 領域 
A 前 AAlPsI と <] BBBl と elc| | 


この 文字 列 領域 が 
いっ ぱい に な る と 


ンク 


使用 可能 に な っ た 領域 





この ガー ベー ジコ レク ショ ン は , ブロ グラ ム を 実行 し て いる と き な ど 自動 的 に 行わ れ , 場合 
に よっ て は 処理 に 時 間 が か か る こと が あり ます . 文字 列 を 多く 扱う ブロ グラ ム を 実行 中 に 
PC-800IMKISR が スト ッ フ し た 状態 に な る の は , この 処理 を 行っ て いる た めで す . な お , 
ガー ベー ジコ レク ショ ン を 行っ て いる 最 中 は , キー ボー ド か ら の 入力 は きき ませ ん . また , 画 
面 表 示 も 停止 し た まま と な り ま す . 
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1.9 弄 変換 
Nsss-BASIC の 数 値 デ ー タ は , 必要 に 応じ て その 型 か ら 他 の 型 に 自動 的 に 変換 され ます . 
(1) ある 型 の 数 値 デ ー タ が 違っ た 刑 の 数 値 変数 に 代入 され た 場合 , 数 値 は , その 変数 名 に 
よっ て 宣言 され た 型 に 変換 され ます . 
例 ) 10 AB% 三 1 .234 一 実数 を 整数 に 変換 
20 PRINT AB% 
rur 
1 
(②) 精度 の 違う 数 値 問 の 演算 の 場合 , 精度 の 高い 方 に 変換 され て 演算 が 行わ れ ま す . た と え 
ば , 10 尋 /3 の 場合 は 10 尋 /3 尋 と し て 演算 が 行わ れ ま す . 
例 ) print 10/3 ,10/3 旭 , 10 存 /3 10 存 /3 旭 
3.33333 3.333333333333333 


3 .333333333333333 
3.333333333333333 


(3③) 論理 演算 の 場合 , 扱わ れる 数 値 は すべ て 整数 に 変換 され , 結果 は 整数 で 呈 え られ ます . 
例 ) print 12.34 , not 12.34 
12 . 34 ー13 


NOT は 否定 を 意味 し ます . 詳し い 説 明 は , 1.10.3 論理 演算 を 参照 し て くだ さい . 
(4) 実数 が 整数 に 変換 され る 場合 は , 小数 点 以 下 は 切り 捨て られ ます . 
この と き , 整数 型 で 扱え る 範囲 を 超え た 場合 は テラ ー が 起こ り ま す . 


例 ) 10 A% 三 34.4 10 A 尋 三 1.234E 十 07 
20 B% 三 34.5 20 B% 三 A 尋 
30 PRINT A% ,B% 30 PRINT B% , A 昔 
run run 
34 34 Overflow in 20 


⑤) 倍 精度 変数 が 単 精度 変数 に 代入 され た と き は , 変数 の 値 は 有効 数 字 7 桁 に 四 捨 陸 入 さ れ 
た も の と な り ま す . 単 精度 変数 の 精度 は 7 桁 で あり , も ゃ と の 倍 精 度 の 数 値 と の 誤差 の 絶対 
値 は 6.3x10" 以 下 と な り ま す . 

例 ) 10 A 媒 三 1.23456789 婦 
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20 B! 三 A 尋 
30 PRINT A 旭 ,B! 


TU 


1 .23456789 1 .23457 


1 .10 式 と 演算 


式 と は 定数 や 変数 を 演算 子 で 結合 させ た も の で す . また , 式 の 演算 結果 は 1 つの 数 値 あ る い 
は 1 つの 文字 列 に な り ま すか ら , 単なる 文字 や 数 値 , ある い は 変数 だ け の も の も ゃ も 式 に な り ま 
す . 式 は 単独 で 使用 さき れる こと は な く , PRINT 文 や 代入 文 な ど で 引 用 され ます . 

例 ) "BASIC " 

3.14 


10 十 3/5 
a 十 b/c 一 d 
tan( do ) 


BASIC の 演算 は 次 の 5 つ に 分 類 さ れ ま す . 
1. 算術 演算 
2. 関係 演算 
3. 論理 演算 
4. 関数 

5. 文字 列 演算 


1 .10.1 算術 演算 
算術 演算 子 に は 次 の よう な も の が あり ます . 


実行 順序 | 演算 子 演 





指数 演算 

負 号 

乗算 、 実 数 の 除算 
整数 の 除算 
整数 の 剰余 


加算 、 減算 


























エー ゴ 8 


演算 の 実行 順序 を 変更 する 場合 , カッ コ を 使用 し ます . カッ コ 中 の 演算 子 は 他 の 演算 子 よ り 
も 先 に 実行 され ます . カッ コ 内 に お いて は 上 記 の 実行 順序 に 従っ て いま す . 
次 に 実行 例 を 示し ます . 


代数 表記 BASIC の 表記 
1) 2X 士 Y 2 ポメ 十 Y 
め 《 
2) で 2 X/Y 十 2 
3) と (X 十 Y)/2 
4) XX" 十 2X 十 1 X 2 十 2 玉 X 十 1 
5) X" 02 
6) ("が し 
7 Cs) Y*※( 一 多 ) 


(1) 整数 の 除算 と 剰余 の 計算 
整数 の 除算 は \ に よっ て 行わ れ ま す . 扱わ れる 数 値 が 実数 の 場合 は , 演 算 が 実行 され る 
前 に 小数 点 以 下 が 切 り 捨 て ちら れ ま す . 商 も 小数 点 以下 が 切り 捨て られ た 整数 と な り ま す . 
例 ) 10\3 一 >3 (10/73=3…・ 余 り 1) 
23 .75\5- 一 >4 (23/54…・ 余 り 3) 
剰余 の 計算 は MOD に よっ て 行わ れ ま す . 扱わ れる 数 値 が 実数 の 場合 は , 演算 が 実行 さ 
れる 前 に 小数 点 以 下 が 切 り 捨 て られ ます . 結果 は 整数 の 割り 算 の 余り で す . 
例 ) 13.3 MOD 4 一 一 >1 (13/4=3…・ 余 り 1) 
25.68 MOD 6.99 一 一 >1 (25/6=4… 余 り 1) 





注意 : や , MOD で 扱う こと が で きる 数 値 は , 小数 点 以 下 を 切り 捨て た 値 が ー32768-32767 の 
範 陸 に ある 各 数 また は 実数 で す . この 範 囲 外 の 数 値 を 指定 し た と き は "Overflow" エ 
テー に な りり ます 。 

(2) 0 で の 除算 

式 の 実行 時 に 0 で の 除算 が 行わ れ た 場合 は , エニ エラー メッ セー ジ を 出力 し , ユマ ンド レベ 
ル に 戻り ます . 
また , べき 乗 の 実行 時 に , 0 に 対し て 負 の べき 乗 を 行っ た 場合 も 同様 に な り ま す . 
例 ) print 2/0 
Division by zero 
print 0 一 ] 
Division by zero 
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3③ 桁 あ ふれ (オー バー フロ ー) 
代入 や 演算 の 結果 が その 変数 の 型 内 で 表現 する こと の で きる 範囲 を 超え た 場合 , 桁 あ る 
れ が 発生 し ます . 
桁 あ あふれ が 起こ っ た 場合 , BASIC は "Overflow" エ ラー を 出力 し ます . 
例 ) print 300 300 


Overflow 


(4) 0 の べき 乗 , 0 乗 
0 の べき 乗 は 次 の と お り に 定義 きれ て いま す 。 
0  ( 正 の 数 ) 


0 0 ニー タテ ュ 





> 0 


0 (人 負 の 数 ) 一 > "Division by zero'" エラ ー 


また , 0 乗 を 行っ た 場合 は 結果 と し て すべ て 1 が 返さ れ ま す . 


1.10.2 関係 演算 


関係 演算 子 は 2 つの 数 値 を 比較 する と き に 用 いま す . 結果 は , 真 (一 1), 偽 (0 ) で 得 ら れ , 条 
件 判定 文 な ど プ ログ ラム の 流れ を 変え る の に 用 いら れ ま す ( 第 2 章 IF 文 参 照 ). 


関係 演算 子 


























注意 : は 代入 文 に も 使い ます . 
IF 文 の 中 で の 使い 方 の 例 を 次 に 示し ます . 
例 ) if x 三 0 then 1000 


if a 十 b こ >0 then x 三 x 十 1 : y ニ y 二 1 


1 .10.3 論理 演算 
論 埋 演算 子 は , 複数 の 条件 を 調べ た り , ビッ ト 操 作 や 論理 演算 を 行っ た りす る と き に 用 いま 


1 一 20 


す . 論理 演算 は ビッ ト ご と に 0 また は 1 を 結果 と し て 与え ます . 各論 理 演算 の 内 容 を 次 に 示し 
ます . (この 記述 は 数 値 と し て の 1 , 0 で は な く , 各 ビ ッ ト の 1,0 を 示し て いま す .) 
NOT= テ not( 人 否定 ) 


X NOT X 

1 0 

0 1 
AND 三 and( 論 理 積 ) 

2 。 潤 X AND Y 

1 1 1 

1 0 0 

0 1 0 

0 0 0 
OR= テ inclusive or( 論 理 和 ) 

XY X OR Y 

1 1 1 

1 0 1 

0 1 1 

0 0 0 
XOR 三 exclusive or( 排 他 的 論理 和 ) 

XX ーY X XOR Y 

1 1 0 

1 0 1 

1 ! ] 

0 0 0 
IMP=implication( 包 含 ) 

XX ーY X IMP Y 

1 1 1 

1 0 0 

0 1 1 

0 0 1 
EQV 三 equivalence( 同 値 ) 

XY X EQV Y 

1 1 1 

1 0 0 

(0) 1 0 

0 0 1 


論理 演算 も 関係 演算 子 の よう に プロ グラ ム の 流れ を 変え る の に 用 いら れ ま す . この 場合 , 論 
理 演算 子 は 2 つ 以 上 の 関係 演算 子 と 結ぶ こと が で きま す . 


TH 


例 ) (1) if x<0 or 99<x then 1000 
(2) if 0<x and x<100 then x 三 0 


(3) if not (a=0) then 20 
(1) x が 負 , また は 99 よ り 大 きけ れ ば 行 番号 1000 へ 飛ぶ . 
(2②) x が 上 正 で , か つ 100 よ り 小 さけ れ ば x に 0 を 代入 する . 
(3 a が 0 で な けれ ば 行 番号 20 へ 飛ぶ . 
注意 : 論理 演算 で 扱う こと が で きる 数 値 は ー32768 か ら 32767 の 整数 で , この 範囲 外 を 指定 
し た と き に は "Overflow" エラ ー に な り ま す . 


以下 に 論理 演算 子 か が どの よう に 働く か を 例 を あげ て 示し ます . 例 の 中 で (0011)。 と ある の は 
( ) 内 の 数 字 が 2 進数 で 表記 され て いる こと を 表し ます . 


例 ) NOT 2 ユー3 2 三 (0000000000000010)。 
し た が っ て NOT 2 三 (1111111111111101)。 ニ ー3 
ー1 AND 3 3 ー1 三 (1111111111111111)。 3 三 (0011) 
し た が っ て 一 1 AND 3 三 (0000000000000011)。 三 3 
4 OR 3 っ 7 4 三 (0100)。, 3 三 (0011) 


し た が っ て 4 OR 3 三 (0111)。 ニ 7 
ー2 XOR 4 っ ユー6 一 2 三 (1111111111111110), 4 三 (0100) 

し た が っ て 一 2 XOR 4 三 (1111111111111010) ニ ー6 
ー2 IMP 一 3 ユー3 一 2 三 (1111111111111110),。 一 3 三 (1111111111111101) 

し た が っ て 一 2 IMP 一 3 三 (1111111111111101)。 ニ ー3 
5 EQV 一 4 つ 6 5 三 (0101)。, 一 4 三 (1111111111111100)。 

し た が っ て 5 EQV 一 4 三 (0000000000000110), 三 6 


1.10.4 関 数 


ある 値 (引数 ) を 引き 渡し て , 決ま っ た 演算 処理 を 行っ た 結果 を 値 と し て 返し て くる も の が 関 
数 で す . 図 で ぶす と 次 の よう に な り ま す . 







値 (引数 ) 
に 関数 に 値 を 
引き 渡す 


関数 は 単 狐 で 使わ れる こと は な く , PRINT 文 や 代入 文 な ど で 引 用 され ます . 


うめ 


BASIC は “組み 込み 関数 > と し て SIN( 正 弦 ), SQR( 平 方 根 ) な どの 数 値 関数 や CHRS 
LEFTS$ な どの 文字 関数 を 本 体内 に 持っ て いま す . 

また , BASIC は “ユー ザ 定 義 関数 "7 と し て ユー ザ が 自由 に 定義 で きる 関数 機能 を 持っ て いま 
す . これ は 2 章 の DEF FN 文 で 説明 し ます . 

引数 整数 し か と ら な いも ゃ の は , 小数 部 分 を 切り 捨て て か ら 演 算 を 行い ます . 

次 に 関数 の 使い 方 の 例 を 示し ます . 

例 ) a 三 sin(3.14) 十 cos(3.14) 

print sqr(2) 


1 .11 文字 列 の 演算 


1.11.1 文字 列 の 連結 
文字 列 は 演算 子 " 十 " に よっ て 連結 する こと が で きま す . 
例 ) 10 A$= ニ "NEC" :B$ ニ "Personal " : C$ー "Computer " 
20 D$ テ A$ 十 " " 土 B$ 十 " " 士 C$ 
30 PRINT D$ 


ru 


NEC Personal Computer 


1.11.2 文字 列 の 比較 

文字 も 数 値 の 比較 に 用 いら れる も の と 全く 同じ 関係 演算 子 を 用 いて 比較 する こと が で きま 
す . 

ーー 一 

文字 列 の 場合 , それ ぞ れ の 文字 列 の 最初 か ら 1 文字 ずつ 文字 の 比較 を 行い ます . も し 相 万 に 
全く 同じ 文字 列 の 場合 は , その 2 つの 文字 列 は 等 し く な り ま す が , 1 筒 所 で も 違っ た 場合 は , 
その 文字 の キャ ラク タコ ー ド (資料 8 キャ ラク タコ ー ド 参照 ) の 大 きい 方 の 文字 列 が 大 きく な 
り ま す . 文字 列 の 片方 が 短く て 比較 が 途中 で 終わ っ た 場合 は , 短い 文字 列 の 方 が 小さ く な り ま 
ら 

文字 列 の 比較 に お いて は 空白 な ども 意味 を 持ち ます か ら 注 意 し て くだ さい . 

例 ) "AA"<"AB" 

"BASIC" ニ \BASIC" 


で めそ 
EPRN ジン PENY 
"cm" >" CM" 
"DESK" く "DESKS" 


この よう に 文字 列 の 比較 は , 文字 列 の 内 容 を 調べ た り , 文字 李 アル ファ ベッ ト 順 に 並べ た り 


(ソー ト ) す る こと に 使う こと が で きま す . 


1 .12 演算 の 優先 順位 


演算 は 次 の 順位 に よっ て 行わ れ ま す . 
1. カッ コ で 囲ま れ た も の 

関数 

指数 (べき 乗 ) 

負 号 (一 ) 

玉 , / 

\ 

MOD 

3 

関係 演算 子 ( く , >, ニ な ど ) 

NOT 

。 AND 

12. OR 

13. XOR 

14. IMP 

15. EQV 


OO oO 2 SS 


ーー 
ーー の 





式 の 中 の 演算 は 上 記 の 演算 順位 で 実行 きれ ます . 同じ 優先 順位 の 演算 子 の と き は , 左側 か ら 


先 に 実行 され ます . 


1 .13 数 値 演算 に お ける 詞 差 


通常 の 演算 方 到 で プロ グラ ム を 組ん だ と ころ , どう し て も 正しい 答え が 表示 され な いと き に 
深 限 しく 過 き さい 。 


1.13.1 詞 差 

ュ ン ピュータ で の 計算 が 紙 の 上 で の 計算 と 全く 同じ と 考え て いる 方 が 多く いら っ し ゃ る と 思 

いま す が , 次 の よう に 必ず し ゃ 同じ で ある と は いえ な いこ と が あり ます . 

例 ) (1) 実数 型 変数 の プロ グラ ム 
100 C テ 0 :A テ 0 
ERO 民 INE CCDA 演 5 八 
120 IF A=1 THEN 150 
130 C= ニ C 十 1 : AA 十 0.1 
140 GOTO 110 
150 END 


この プロ グラ ム は , カウ ント C と 変数 へ を 0 に し て か ら , 変数 へ 人 が 1 と な っ た と ころ で 終わ 
る も の で す . カウ ント C は 1 ずつ , 変数 へ は 0.1 ず つ 増 えて いき ます . この プロ グラ ム を 実行 し 
て み ま し ょ う . 
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不思議 な こと に , A ニ 1 と な っ て も プロ グラ ム は 止ま り ま せん . 
例 ) (2②) 関数 の プログ ラム 

100 S ニ 15 

110 FOR Y= テ 0 TO S 

120 A= ニ 2"Y 

130 PRINT "2 "5Y:7 三 7 和 A 

140 NEXT Y 

150 END 


この プロ グラ ム は 〆 ダ か ら 2” ま で を 計算 し て 表示 する も の で す . 実行 させ て み ま し ょ う . 


の ク 己 4 

2” 3 三 8 

2~4=16 

2 5 王 32 

2~6=64 

2 7128 

2 8 ニ 256 

2 9 三 512 

2 10= テ 1024 

2 11 三 2048 

2 12 三 4096 

2 13=8192.01 

2 14 ニ 16384 

2 15 三 32768 

ここ で , 2~13 に 注目 し て くだ さい . 8192.01 と いう よう に , 小数 点 以 下 2 桁 ま で 表示 され て 

まま 。 


例 ) (3) 数 値 家 示 プ ログ ラム 
100 A 尋 0.0075 


110 PRINT A 媒 
120 END 
この プロ グラ ム を 実行 し て み ま し ょ う . 

ruUT 
7 .500000298023224D-03 

例 の (1) の プロ グラ ム で は , A= ニ 1 と な っ て いる の に プロ グラ ム が 止ま ら ず , ②⑫⑳ と (3) の プロ グ 

ラム で は 予想 に 反 し た 結果 が 表示 され ます . 

その 理由 を 簡単 に 説明 する と 次 の よう に な り ま す . 

(1) の プロ グラ ム で は , A= テ 1 と 表示 され た と き に , 実は ちょ うど 1 に な っ て いな いか ら で 
す . この 現象 は , コン ピュ ー タ に お ける 数 値 の 内 部 表現 形式 が 原因 と な っ て 起こ り ま す . 後 
で 詳し く 説 明 し ます . 

(2②) の プロ グラ ム で 小数 点 が 現れ た の は , 関数 の 値 を 近似 計算 式 で 求め て いる た めで す . そ 
し て , 他 の 関数 (SIN, COS, TAN, etc.) に つい て も 同じ よう に 近似 計算 を 行っ て いる た め の 誤 
差 が 含ま れ て 出力 され ます . 

(③ の 場合 は , デー タ を 内 部 表現 形式 に 変換 する 場合 に 生ま れる 誤差 の 影響 で す . 


1 .13.2 対 策 
それ で は , どう すれ ば 誤差 の 影響 の 少な い プ ログ ラム に な る で し ょ うか . 主 な 対策 を あげ て 
み ま し ょ う . 


a. 実数 型 変数 を 比較 する 場合 は 等 号 (一 ) で は な く , 不 等 号 (>, <) を 使用 し ます . 
b. FOR て NEXT ルー プ の 変数 に は 整数 型 変数 を 使用 し ます . 
c. 結果 を 整数 値 と し て 表示 する 場合 は INT 関数 や FIX 関数 を 使用 し ます . この と き 注 意 し 
な けれ ば な ら な い の は , 理論 上 , 結果 が 
a 三 1 


と な る も の が 


と な っ て いる 場合 で す . この と き , この まま で INT 関 数 を 使用 する と , 
print int(a) 
0 
と な り , 結果 が 0 に な っ て し まう と き が あり ます . これ は , INT 関数 が 与え られ た 引数 の 
整数 部 分 だ け を 取り 出す か ら で す . この よう な 場合 は , INT 関 数 に 代入 する 前 に 0.1 を 加 
えて お く と いう 手段 が 有効 で す . 
d. 結果 を 画面 や プリ ンタ に 出力 する 場合 は PRINT USING 文 を 利用 し ます . 
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例 (1) の 場合 に は , a に 従い , 行 番号 120 の 文 を 次 の よう に 変更 し ます . これ で 小数 点 以 下 4 桁 
の 精度 を 必要 と する 場合 の 比較 を 行う こと が で きま す . 


120 IF 0.9999 ぐ A AND A ご 1.0001 THEN 150 


単 精度 の 数 値 は 有効 桁 6 桁 , 倍 精度 は 有効 桁 16 桁 で す の で , この こと を 考慮 し て 精度 を 決定 
し て くだ さい . 


1 .13.3 数 値 の 内 部 表現 形式 
一 般 に コン ピュ ー タ 内 部 で の 数 値 の 演算 方 式 に は 次 の 2 通り の 方 式 が あり ます . 
2 進 演算 方 式 …… 入力 され た 数 値 を 計算 機内 部 で 2 進数 に 変換 し た 後 , いろ いろ な 演算 を 行 
う . 
例 ) 入力 値 123。 
内 部 値 1111011。 
10 進 演算 方 式 …… 入力 され た 数 値 を 10 進 数 の まま 計算 機内 部 に 記憶 し , 演算 を 行う . 
例 ) 入力 値 123。』 
内 部 値 00000001。 00000010。 00000011。 
! 


123』 





これ ら 2 つの 演算 方 式 の 大 き な 違 い は , 数 値 を 2 進数 に 変換 する と ころ で す . つま り , 10 進 
数 の 形 で 残す か , 2 進数 の 形 に 変換 し て し まう か に よっ て , 再び 10 進 数 と し て 表示 する 場合 に 
誤差 が 生ま れる か どう か が 決ま っ て きま す . 

た と えば , 0.83 を 2 進 演算 用 に 変換 する と 次 の よう に な り ま す . 

0.83 ニ 1/2' 十 1/2 十 1/2 十 1/2" 十 1/2" 十 1/20 十 1/2『 十 …… 
し た が っ て , 計算 機内 部 で は , 
1101010001111…… 
と いう 形 に な り ま す . し か し , 計算 機 の メモ リ に は 限度 が あり , 通常 は 32 ビ ッ ト と か 64 ビ ッ ト 
と いう よう に だ 制限 され て いま す . し た が っ て , 再び 10 進 数 に 変換 する と , 前 と は 異な っ た 値 に 
な り ま すす 

で すか ら , 2 進 演算 方 式 を 採用 し て いる PC-8001MK ISR で は 多少 の 誤差 が 現 れ ま す が , こ 
れ は 特に 異常 と いう こと で は あり ませ ん . 

で は な ぜ 多 く の ペ パー ソナ ルコ ンピュータ が 2 進 演算 を 採用 し て いる の で し ょ うか . 主 な 理由 
は 次 の 2 つ で す . 

1. 演算 を 早く 行う . 
2. 大 き な 数 値 で も 少な い バ イト 数 (メモ リ 容 量 ) で 表現 で きる . 


1 一 28 


例 ) 255a 
10 進 演算 
00000010 00000101 00000101 
(3 ベイト) 
2 進 演算 
11111111 
(1 バイ ト ) 


1 .14 画面 モー ド 


テキ スト 画面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 各 画 面 モ ー ド に つい て 解説 し ます . な お , Nask-BASIC は 
テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 独立 し て 持っ て いま す の で , テキ スト 画面 を 変化 させ て も 
グラ フィ ッ ク 画 面 が 影響 を 受け る こと は あり ませ ん . また , その 逆 の 場合 も 影響 を 受け ませ 
ん . 


1 .14.1 テキ スト 画面 

キー 入力 され た 文字 な ど を 表示 する 画面 を シ を テキ スト 画面 と 呼び ます . 

テキ スト 画面 の 表示 行 数 は 20 行 と 25 行 で あり , また 1 行 に 表示 で きる 桁 数 は 80 桁 と 40 桁 が 許 
され て いま す . これ ら の 設定 は WIDTH 文 を 使っ て 行い ます . (た だ し , カラ ー モ ー ド を 指定 し 
た 場合 , 1 行 の 桁 数 は 79 欄 また は 39 杵 に な り ま す .) 


テキ スト 画面 


表示 文字 数 ( 横 X 縦 ) 
40x20 


80 x20 
40 x25 
80 x25 





















さら に , Nsss-BASIC で は どの 表示 文字 数 の と き で も 白黒 モー ド と カラ ー モ ー ド を 選ぶ こと 
が で きま す . 

カラ ー モ ー ド の 場合 , 8 色 の カラ ー を キャ ラク タ ( 文 字 ) 単 位 で 設定 する こと が で きま す . ま 
た , 白黒 モー ド の 場合 , リバ ベース , ブリ ンク , シー クレ ッ ト の 3 つの 機能 を 組み 合わ せる こと 
(に より , 8 つの 機能 を キャ ラク タ 単 位 で 設定 する こと が で きま す . た だ し , これ ら の 人 色 や 機能 
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を 1 行 中 で 19 回 以上 指定 し て も , 19 回 目 以降 は 無視 され ます . 
モー ド や 人 色 , 機能 の 設定 の 仕方 は , 2 章 の COLOR 文 , CONSOLE 文 を 参照 し て くだ さい . 


1 .14. の 2 グラ フィ ッ ク 画 面 

グラ フィ ッ ク 画 面 と は , 図形 を 描い た り , 漢字 な どの グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン を 表示 し た りす 
る 画面 の こと と で す . 

Nsss-BASIC で 使用 する グラ フィ ッ ク 画 面 に は , 次 の 表 に 示す よう な 4 種類 の 画面 モー ド が 
あり ます . 


画面 モー ド 


画面 モー ド 解像度 





カラ ー モ ー ド TI | 640※X200 





白 時 モー ド I 640X200 





カラ ー モ ー ド II | 320X200 





自 時 モード 320X200 








解像度 と は , その 画面 が いく つの ドッ ト ( 点 ) で 構成 され て いる か を 示し ます . 

た と えば 640X200 と ある の は , 1 画面 が 横 640 個 , 縦 200 個 の 点 の 集まり か ら 成 り 立 っ て いる 

と と を 表 じ ます 。 

ペー ジ 数 と は , 同時 に 何 枚 の グラ フィ ッ ク 画 面 を 持っ て いる か を 示す も の で す . 

画面 モー ド の 切り 替え 方 法 に つい て は , 2 章 の SCREEN 文 を 参照 し て くだ さい . 

(1) カラ ー モ ー ド 

各 ド ッ ト ご と に 任意 の 色 (8 色 の うち か ら 1 色 ) が 指定 で きる 画面 モー ド で す . 解像度 , 

ベ ペー ジ 数 の 違い に より , カラ ー モ ー ド 1 と カラ ー モ ー ド II が あり ます . (両方 の モー ド を 
合わ せ て カラ ー モ ー ド と 呼び ます .) 





カラ ー モ ー ド 1 


ペー ジ 0 2 り 


320X200 320 X 200 





カラ 垂 三 下 測 


カラ ー モ ー ド I は 2 ペー ジ か ら と 成り , それ ぞ れ を 独立 に 表示 し た り , 合成 し て 表示 し た 
りす る こと と が で きま す . 

2) 有 碧 昧 モー ド 
ドッ ト が ある か な いか で 表示 を 行う 画面 モー ド で す . 
各 ド ッ ト ご と に 色 を 付け る こと は で きま せん が , カラ ー モ ー ド に 比べ て 3 倍 の 数 の ベー 
ジ を 持ち ます . 
解 像 度 , ペー ジ 数 の 違い に より , 白黒 モー ド 1 , 白黒 モー ド が あり ます . (両方 の モー 
ド を 合わ せ て , 白黒 モー ド と 呼び ます .) 





ペー ジ 0 ペー ョ ラッ ンジ 1 人 キッ ンク 


640※ 200 640 ※X 200 640 X 200 





白黒 モー ド 【I 


ペー ジ 1 ペー ジ 2 


320 ※ 200 320 X 200 


ペー ジ 0 


320 X 200 


ページ 4 ペー ジ 5 


320 ※ 200 320 ※ 200 


ペー ジ 3 


320 X 200 





白黒 モー ド I 


白黒 モー ド で は 複数 の ペー ジ を 持ち ます の で , 各 ベ ペー ジ を 独立 に 表示 させ た り , 任意 の 
ペー ジ を 合成 し て 表示 さき せ た り する こと が で きま す . 

また 白黒 モー ド で は , 各 ド ッ ト に 色 を 付け る こと は で きま せん が , テキ スト 画面 の アト 
リ ビ ュ ー ト (文字 の 色 や , リバース な どの 機能 ) を 使う 2 こと に より キャ ラク タ 単 位 で 色 を 付 
ける こと が で きま す . 


1 .14.3 画面 合成 
PC_8001MKISR は , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 を 独立 に 持っ て お り , これ ら は 合成 
され て 表示 され ます . 
画面 合成 の 方 法 は , カラ ー モ ー ド と 白黒 モー ド で 異な り ま す . 
(1]) カラ ー モ ー ド で の 画面 合成 
カラ ー モ ー ド で は , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 間 に 優 先 順 位 が 付い て お り , そ 


1 


の 優先 順位 に 従っ て 合成 され た も の が 表示 され ます . 

な お , カラ ー モ ー ド で は グラ フィ ッ ク 画 面 2 ペー ジ 間 に も ゃ 優先 順位 が 付き ます . (2 章 
の SCREEN 文 参 照 ) 

優先 順位 の 付け 方 を 下図 に し ます . 


カラ ー モ ー ド 1 (テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 1 ペー ジ ) 


グラ フィ ッ ク 画 面 





⑪ グラ フィ ッ ク 画 面 テ テキ スト 画面 





カラ ー モ ー ド I( テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 2 ページ) 


1 
1 
1 
1 

す ! 
1 
1 
1 
1 





実際 の 画面 
(ペー ジ 1) 


グラ フィ ッ ク 画 面 
(ペー ジ 0) 


(i) テキ スト 画面 シア グラフィック 画面 (ペー ジ 0)> ラ グラフィック 画面 (ベー ジ 1) 





グラ フィ ッ ク 画 面 
(ペー ジ 0) 





グラ フィ ッ ク 画 面 
(ペー ジ 1) 


(0 テキ スト 画面 > グラフィック 画面 (ペー ジ 1)> グ ラフ ィ ッ ク 画 面 ( ペ ー ジ 0 ) 


グラ フィ ッ ク 画 面 
(ペー ジ 0) 





グラ フィ ッ ク 画 面 
(ペー ジ 1) 


人 グラ フィ ッ ク 画 面 ( ペ ー ジ 0)> グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 ( ペ ー ジ 1)> テ キス ト 画 面 
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テキ スト 画面 実際 の 画面 


グラ フィ ッ ク 画 面 
(ペー ジ 0) 


(1W グラ フィ ッ ク 画 面 ( ペ ー ジ D)> ラ グラフィ ッ ク 画 面 ( ペ ー ジ 0)> ラ テキ スト 画面 


(2②) 白黒 モー ド で の 画面 合成 
白黒 モー ド で は , テ キス ト 画 面 お よび 選択 し た グラ フィ ッ ク 画 面 の ドッ ト の 論理 和 
(OR) を と っ た も の が 表示 され ます . すなわち , 少な く と も ーー つ の 画面 に で も 点 が あれ ば , 
それ が 表示 され ます . 
さら に , テキ スト 画面 の アト リ ビ ュ ー ト 情報 (文字 の 色 , 機能 ) が それ に 重なり , キャ ラ 
クタ 単位 に 色 や リバ ベー ス な どの 機能 が 設定 で きま す . ( ト 図 参照) 


白黒 モー ド 






テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 
と の 合成 画面 


テキ スト アト リピ ュー ト 
(文字 の 色 な ど ) 






選択 し た ペー ジ の 各 ド ッ ト の 値 が OR( 論 理 和 ) さ れ て 
合成 され る . 







テキ スト 画面 グラ フィ ッ ク 画 面 


1 .14.4 アク ティ プペ ー ジ と ディ スプ レイ ペー ジ 
PC-8001MKISR は , カラ ー モ ー ド 1I , 白黒 モー ド 1, II に お いて 複数 の グラ フィ ッ ク 画 面 


を 持っ て いま す . 

一 般 に グラ フィ ッ ク 命 令 (LINE 文 , PAINT 文 , ROLL 文 な ど ) は , 一 度 に すべ て の グラ 
フォ ッ ク 画 面 に 対し て グラ フィ ッ ク 操 作 を 行う の で は な く , 1 つの グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て 
の み グ ラフ ィ ッ ク 操 作 を 行い ます . この 操作 の 対象 と な る グラ フィ ッ ク 画 面 を アク ティ ブ ベ ー 
ジ と 呼ん で いま す . 

アク ティ ブ ベ ペー ジ は SCREEN 文 の 第 3 パラ メー タ で 指定 し ます . 指定 する ペー ジ の 範囲 は 
各 画 面 モ ー ド に よっ て 異な り ま す . 








白 時 モー ド 1 





白黒 モー ド L 





ディ スプ レイ ペー ジ と は , どの ペー ジ を 表示 する か を 指定 する も の で す . カラ ー モ ー ド HI, 
白 時 モー ド 1 , I で は , 単数 ある い は 人 複数 の ペー ジ を 指定 し て 表示 する こと が で きま す . 

ディ スプ レイ ベー ジ の 指定 は , SCREEN 文 の 第 4 パラ メー タ で 指定 を し ます . 詳し く は 第 2 
章 の SCREEN 文 を 参照 し て くだ さい . 


1 .15 ディ スプ レイ 画面 上 の 座標 系 


テキ スト 画面 に 文字 を 表示 し た り , グラ フォ ィ ッ ク 画 面 に 点 を 描い た りす る に は 画面 上 で の 位 
直 を 決め る 必要 が あり ます . この 位置 の こと を 座標 と いい ます . 

座標 の 決め 方 に は いろ いろ な も の が あり ます が , 一 般 に パー ソナ ルコ ンピュータ で は 2 次 元 
の 直交 座標 系 を 用 いま す . 

PC-8001MKISR は , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 2 つの 独立 し た 画面 を 持っ て お り , 
それ ぞ れ に つい て 座標 系 が 決め られ て いま す . テキ スト 画面 に 対す る も の が キャ ラク タ 座 標 
系 , グラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る も の が グラ フィ ッ ク 座 標 系 で す 。 と ゃ も に 原点 を 画面 左上 と し , 
画面 の 横 方 向 を XX 軸 , 縦 方 向 を Y 軸 と し た 2 次 元 の 直交 座標 系 で す . 


1 .15.1 キャ ラク タ 座 標 系 


テキ スト 画面 に 対し て 決め られ て いる 座標 系 で , 一 文字 の 大 き さ が 一 つの 単位 と な り ま す . 
座標 系 の 値 の 範囲 は , WIDTH 文 に よっ て 設定 され る 画面 モー ド に よっ て 異な り ま す . さら に , 
テキ スト 画面 が カラ ー モ ー ド の 場合 は 左端 の 縦 一 列 が 使用 さき され ませ ん の で , 桁 数 が 1 つ 少 な く 
な り ま す " 


(0, 0) (< 桁 数 >ー1, 0) 


(0, < 行 数 > 一 1) (< 橋 数 > 一 1, < 行 数 > 一 1) 
白 里 モー ド の 場合 


(0, 0) (< 桁 数 > 一 2, 0) 


使用 で き 
な い 部 分 


(0, < 行 数 >ー1) (< 桁 数 > 一 2, < 行 数 >ー1) 


カラ ー モ ー ド の 場合 


1 .15.2 グラ フィ ッ ク 座 標 系 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て 決め られ て いる 座標 系 で , 一 つの ドッ ト が 一 つの 単位 と な り ま 
す . 解像度 の 違い に より , 次 の 2 つの 座標 系 が あり ます . 


(0, 0) (639, 0) 


640X200 ド ッ ト モ ー ド 


(カラ ー モ ー ド [【, 白 黒 モ ー ド 1{) 








(0. 199) (639, 199) 


(0, 0) (319, 0) 


320X200 ド ッ ト モ ー ド 
(カラ ー モ ー ド II, 白黒 モー ド ) 





(0, 199) ( 319, 199) 


6 2652 ポ や 小 


シス テム 起動 時 や SCREEN 文 (第 1 パラ メー タ 指 定 ) の 実行 後 は , グラ フィ ッ ク 座 標 と 実際 
の グラ フィ ッ ク 画 面 の ドッ ト は 1 対 1 に 対応 し て いま す . 


(0. 0) (639, 0) 


(Go. 199 ) (639, 199 ) 
グラ フィ ッ ク 座 標 系 





湯 


実際 の 画面 


640X200 ド ッ ト モ ー ド の 場合 
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Nss-BASIC で は , ビュ ー ポ ー ト と いう 概念 を 取り 入れ て , この グラ フィ ッ ク 座 標 と グラ 
フィ ッ ク 画 面 の 対応 を 変え る こと を 可能 に し て いま す . 

ビュ ー ボ ポート と は , グラ フィ ッ ク 命 令 の 操作 の 対象 と な る ( 点 や 線 を 描く ) グ ラフ ィ ッ ク 画 面 
上 で の 領域 の こと で す . ビュ ー ポ ー ト は VIEW 文 に よっ て 設定 し ます . 

た と えば , (320, 100) と (639, 199) の 2 点 を 対 角 と する 長方形 の 領域 を ビュ ー ボ ー ト と する 場 
合 は , 次 の VIEW 文 を 実行 し ます . 

view (320 , 100) 一 (639 , 199) 

カラ ー モ ー ド 1 で 上 の VIEW 文 を 実行 する と , グラ フィ ッ ク 座 標 系 と 実際 の グラ フィ ッ ク 画 
面 は 次 の よう に 対応 する よう に な り ま す . 





実際 の 画面 
640X200 ドッ トモ ー ド の 場合 


1 


SI( ) の 部 分 が ビュ ー ポ ー ト で , こと の ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 が グラ フィ ッ ク 座 標 
の 原点 と な り ま す . つま り , グラ フィ ッ ク 座 標 (0, 0) が , 実際 の グラ フィ ッ ク 画 面 上 の (320, 


100) の 点 と な る わけ で す . 
すべ て の グラ フィック 命令 は ビュ ー ボ ポート 内 で の み 働 きま す . 線 な ど を 描い た と き , ビュ ー 


ボー ト か ら 外 に 出 た 部 分 に つい て は 表示 され ませ ん . 
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1 .17 座標 の 指定 の 仕方 


1.16 で 2 つの 座標 系 を 説明 し まし た が , ここ と で は この 2 つの 座標 系 に 対し て 種々 の グラ 
フィ ッ ク 命 令 を 使う 場合 の 座標 の 指定 の 仕方 を 説明 し ます . 

最も 一 般 的 な 座標 の 指定 は "絶対 座標 "に よる も の で , キャ ラク タ 護 標 , グラ フィ ッ ク 座 標 の 
両方 で 用い られ ます . さら に グラ フィ ッ ク 座 標 系 で は "相対 座標 "に よる 指定 も 許さ れ て いま 
29 

次 に この 2 つの 指定 の 仕方 に つい て 説明 し ます . 


1 .17.1 絶対 座標 に よる 指定 の 仕方 

絶対 席 標 と は , 双 座 標 , Y 座 標 が 決ま る こと に よっ て 一 意 的 に 決ま る 座標 の こと で す . た と 
えば 下図 の よう な 座標 が あっ た と する と , 左上 の 頂点 は 常に (0, 00) で あり , 右 下 の 頂点 は 常に 
(639, 199) で す . “絶対 座標 に よる 指定 "” と は この 絶対 座標 を 使っ て 位置 を 表す 方 法 を いい ま 
す . 





639(X ) 





(639, 199 ) 


199 
(Y) 


絶対 座 酔 (640X200 ドッ トモ ー ド の 場合 ) 

これ は 最も 一 般 的 な 指定 法 で , Nas-BASIC が 持つ すべ て の 座標 系 に 対し て 有効 で す . 2 章 
で 解説 する グラ フィ ッ ク 命 令 な ど に お いて 座標 を 指定 する 場合 , 普通 は この 方 法 に より 行い ま 
す . た と えば PSET(gx, gy) と い う 命 令 は グラ ウォ ク 座 櫻 素 内 の ] 県 に ド 0 ト 村 。 の 
す が , これ は 次 の よう に 書く こと が で きま す . 

例 ) pset(100 , 100) 

この 場合 , グラ フィ ッ ク 座 標 の (100, 1000 に ドッ ト が 描か れ ま す . その 他 の 命令 の 場合 も , 
絶対 座標 に よる 指定 で は すべ て この よう に (gx, gy) と いう 形 に な っ て 表 さ れ ま す . 


1 .17.2 相対 座標 に よる 指定 の 仕方 
相対 座標 と は , 座標 系 内 の ある 1 点 を 基点 と し た と き , 双方 向 , Y 方 向 に どれ だ け 相 対 的 に 
移動 する か に よっ て 決め られ る 座標 で す . “相対 座標 に よる 指定 "と は , この 相対 座標 を 使っ て 


上 =ー39 


位置 を 表す 方 法 を いい ます . 
た と えば , 次 の よう な 座標 系 が あり , 基点 が (320, 100) に 設定 され て いた と する と , 左上 の 
頂点 は (一 320, 一 100) で あり , 右 下 の 頂点 は ( 填 319, 填 99) と な る わけ で す . 


0 ーーーーーーーーー 一 - 639( X ) 


(一 320, 一 100 ) 
基点 


@ 
( 320, 100 ) 





この 指定 法 の 優れ て いる 点 は , 相対 移動 重 を 表す (sx, sy) は 常に 同じ 値 で あっ て も , 基点 の 
位置 を 動か すこ と に よっ て 人 違っ た 位置 を 表現 する こと が で きる こと で す . 

N。sss-BASIC は この 基点 に 当たる も の と し て , Last referenced Point( 以 後 "LP" と 遇 す ) を 
持っ て いま す . この LP は 最後 に 参照 され た 座標 と いう 意味 で , グラ フィ ッ ク 命 令 で 座標 を 与 
えた 場合 , 最後 に 指定 され た 座標 を 値 と し て 持ち ます . 

た と えば POINT(gx, gy) と いう 命令 が 実行 され た 場合 , LP は (gx, gy) と いう 座標 に 設定 さき 
れる こと に な り ま す (2 章 POINT( ス テー トメ ント 及び 関数 ) 参 照 ). 

グラ フィ ッ ク 命 令 で 相対 座標 を 使っ て 座標 指定 を 行う 場合 は 次 の よう な 書式 に な り ま す . 

例 ) pset step( sx , sy ) 

これ は ドッ ト を 描く 命令 で す が , その 他 の 舌 合 ゃ 同様 で , 座標 を 表す (sx, sy) の 前 に 
"STEP" を 付け て (Ssx, sy) が 相対 量 で ある こと を 表し ます . 

グラ フィ ッ ク 命 令 で 相対 座標 の 指定 が 許さ れ て いる の は 次 に 示す 命令 で す ( お の お の の 命令 
の 機能 に つい て は 2 章 で 説明 し ます ). 

PSET PRESET 

LINE (1) PAINT 

CIRCLE (2 PAINT 

GET@ POINT( ス テー トメ ント ) 
PUT@ 
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9 カラー 


Nsss-BASIC で は , 黒 , 青 , 赤 , 紫 , 緑 , 水色 , 黄色 , 白 の 8 色 を 使う 2 こと が で きま す . ま 
た , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 が 分 離し て いる た め , 個々 に カラ ー 指 定 を 行え ます . 
(1) テキ スト 画面 の カラ ー 

テキ スト 画面 の カラ ー は 下記 の カラ ー コ ー ド に よっ て 指定 し ます . 








これ ら は キャ ラク タ 単 位 で 指定 する こと が で きま す . し た が っ て , キャ ラク タ 文 字 を 1 
文字 ずつ 塗り 分 ける こと が で きま す が , 1 行 中 で 19 回 以上 の カラ テー 指定 を 行っ た 場合 , 19 
回 目 以降 は 無視 され ます . 

テキ スト 画面 の カラ ー の 設定 に つい て は , 2 章 の CONSOLE 文 , COLOR 文 を 参照 し て 
くだ さい . 

(2) グラ フィ ッ ク 画 面 の カラ ー 

640x200 あ る い は 320x200 の 解像度 を 持つ グラ フィ ッ ク 画 面 で は , ドッ ト 単 位 で カ 
ラー を 指定 する こと が で きま す . これ に より , ユー ザ は 各 ド ッ ト ご と に 8 色 の 中 か ら 任 意 
の 1 色 を 指定 する こと が で きま す . 

テキ スト 画面 の カラ ー 指 定 は "カラー コー ド " で 行い まし た が , グラ フィ ッ ク 画 面 の カ 
ラー 指定 は "パレット " で 行い ます . 

(3) カラ ー コ ュー ド と ペレ ッ ト 番 号 

カラ ー コ ー ド と は 色 そ の も の を 表す コー ド 番 号 (0 一 黒 , 1 一 青 , 2 一 赤 , …) で すか 
ら , 融通 性 や 汎用 性 に 欠け て いま す . た と えば 人 色 指 定 を 1 と し て 再 に し て し まっ た も の は 
絶対 的 に " 青 " と いう 意味 を 持ち , 変更 する こと が で きま せん . 

そこ で , グラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る カラ ー 操 作 に は "バレット "と いら 概念 が 導入 され て 
いま す . "パレット " と は , その 名 の 示す と お り 絵 を 描く と き に 使う ペレ ッ ト と いう 意味 で 
す . Nass-BASIC で は 0 番 か ら 7 番 ま で の 8 つの ペレット を 持っ て いて , ユー ザ は これ ら 
の パレ ッ ト に 好み の 人 色 を 設定 する こと が で きま す . 


次 の 図 は バレット の 設定 の 一 例 で , パレット 0 が 黒 , パレ ッ ト 1 が 青 , ペレ ッ ト 2 が 
赤 , … と いう よう に 対応 きせ て いま す . Nss-BASIC が 起動 し た 最初 の 状態 は , この よう に 
〈 ペ レッ ト 番 号 〉 ニ く カ ラー コー ド 〉> に な っ て いま す . 


<〈 パ レッ ト 番 号 〉 く 〈 カ ラー コー ド > 
0 一 一 一 ーーーーーーー 0 ( 黒 ) 
1 - 一 一 一 一 一 ーーーーーー- 1 ( 青 ) 
( 赤 ) 
( 紫 ) 
( 緑 ) 
(水色 ) 
(黄色 ) 
( 白 ) 


つの の 忌 〇 の [DO 
つ へ の の 尽 の DO 


また 湊 の よう に 対応 させ る と , バ ペレット の 0^ へ 3 は 黒 , 4 て 7 は 自 と な り , 画面 に 表示 され 
る 色 は 白 と 黒 の 2 色 と い うこ と に な り ま す . 
<〈 パ レット 番号 > く < く カ ラー コー ド > 


0 0 
1 1 


っ の の 玉 の 〇 の 「O 
つの の 玉 の DO 


た だ し , 決 の よう に 1 つの ペレ ッ ト に 複数 の 色 を 対応 させ て 混合 する こと は 許さ れ て い 
ませ ん . 


<〈 パ レッ ト 番 号 〉 <〈 カ ラー コー ド > 
0 
1 


の 】 


っ へ の の 玉 の DO 
っ つの の トー oO DO 一 


この よう に し て ペレ ッ ト が 設定 され る と , その 瞬間 か ら , グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 され 
て いる 色 及 び こ れ か ら グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 描こ うと する 色 は すべ て 変更 され た パレ ッ ト の 
影響 を 受け ます . た と えば , 最初 バレット 番 号 1 に 赤 が 設定 され て いる 状態 で 画面 に 線 を 
描い た と し ます . 次 に その ペレ ッ ト 番 号 に 青 を 設定 し た と する と , 画面 に 描い て あっ た 赤 
の 線 は 瞬時 に 青 の 線 に な っ て し まう の で す . 

この よう に パレ ッ ト に は 決ま っ た 色 と い うら 概念 は な く , いつ で も 色 を 切り 替え る こと が 
で きま すか ら , プロ グラ ム に 融通 性 が あり , 多彩 な 色 の 変化 を 実現 する こと が 可能 で す . 
実際 に パレット を 設定 する に は COLOR= 文 を 用 いま す . 第 1 ペラ メー タ に ペレ ッ ト 番 
号 を 指定 し , 第 2 ペラ メー タ に は カラ ー コ ー ド を 指定 し ます . 詳し い 説明 は 2 章 の 
COLOR= 文 を 参照 し て くだ さい . 


1 .19 ファ イル と ファ イル 名 


カセ ッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 に ある 意味 の ある 情報 (デー タ ) の 集まり を ファ イル 
と 呼び ます . 

Nass-BASIC で 取り 扱う こと が で きる ファ イル に は , プロ グラ ム フ ァ イル (BASIC プ ログ ラ 
ム や 機械 語 プ ログ ラム が 入っ て いる ) や デー タフ ァイル (デー タ が 入っ て いる ファ イル ) が あり 
ます . な お , BASIC プ ログ ラム を アス キー セー ブ し た も の は デー タ と し て 入出 力 が で きる の 
で , デー タフ ァイル に も な り ま す . 

個々 の ファ イル は 名 前 で 管理 され , この 名 前 を ファ イル 名 と 呼び ます . ファ イル 名 は 次 の 形 
式 か ら 成 る 文字 列 で 定義 きれ ます . た だ し , カセ ッ ト テ ー プ の デー タフ ァイル に は ファ イル 名 
は あり ませ ん . 

・ カ セッ ト テ ー ブ プ の 場合 

く フ ァ ル 名 > 
に ーーー 1 文字 以上 6 文字 以内 の 文字 列 
例 ) csave "demo" 


cload "graph" 


*・ フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場合 
〔〈 ド ライ プ 番 号 >:〕 く ワ ア 4 ル 名 >〉 〔.〕 < 拡張 子 >] 
[ 1 に 3 文字 以内 の 文字 列 ( 省 略 可 ) 
1 し 1 文字 以上 6 文字 以内 の 文字 列 
に ニラ ロッ ピ ィ ディ スク の 入っ て いる ドラ イブ 番号 で , 省略 し た 場合 は 1 
と みな され ます . 

〈 フ ァイル 名 〉 お よび <〈 拡 張子? の 中 に キャ ラク タコ ー ド 0^31 の 文字 を 含む こと と は で きま 

せん . また , 〈 フ ァイル 名 >〉 の 最初 の 1 文字 キャ ラク タコ ー ド 255 の 文字 以外 を 使い ま 

す . 

例 ) save "demo.nsr" 


open "2:telphn" as 趣 1 


第 己 草 
コマ ンド ・ ス テー トメ ント 
関数 ・ 予 約 変 数 


2 章 の 見 方 


Nass-BASIC の すべ て の コマ ンド , ステ ー ト メン ト , 関数 , 予約 変数 を 2 章 で 解説 し ます . 
CLOSE と いう ステ ー ト メン ト を 解説 し た ペー ジ を 例 に あげ て , 使わ れ て いる 記号 や 表記 方 法 
を 説明 し ます . 


表記 例 






CLUSE 証言 


0 

② 

ディ スク ファ イル を 閉じ る ③ ④ 

CLOSE〔 〔#〕 く ファ イル 番号 〉[ , [#] く < ファ イル 番号 〉〕..〕 

ファ イル 番号 〉 に 対応 する ファ イル を 閉じ ます . 以後 , CLOSE 文 に よっ て 指 
定 さ れ た 〈 く ファ イル 番号 〉 は , 異な る ファ イル を 開く た め に 再び 利用 する こと が で 
きま す . また , 閉じ らち れ た ファ イル は , 同じ ある い は 異な っ た ファ イル 番号 に 





定 す る こと に より 一 度 に 複数 の ファ 
省略 され た 場合 に は , その と き 
・R オ ブ プション 指定 の な い RUN コマ ン 
と 自動 的 に すべ て の ファ イル を 閉じ ます . ST 
グラ ム の 実行 を 中 止 し た 場合 , ファ イル を 閉じ る 作業 は 行い 
くだ さい . 
し 多 | cLosE 
・ オ ー ブ プン され て いる すべ て の ファ イル を 閉じ ます . 
CLOSE 婦 2 
・ フ ァイル 番号 2 の ファ イル を 閉じ ます . 
mum0000 ブ プログ ラム 人 中 ido 


iittttittittttttttttttihttttiittitHIIIIIItttIIl TUUUUUUUUUIUI 





′ CLOSE sample 

UPEN "2jdata4" FUR DUUTPUT AS 則 1 
PRINT 昔 1。"file data 1" 

CLOSE 音 1 

OPEN "2:data5" FDR DUTPUT AS 1 
PRINT 1 "file data 2" 

CLOSE 香 1 

END 


・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に "data 4".。 "data 5"『 と いう ファ 
ィ ル を 作り ます . 


mm 


⑪-ーーーー* 注意 : ・ フ ァイル を 開い た まま フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 取り 出す と , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
の 配置 表 (FAT ) を 填 す 項 れ が あり ます . し た が っ て , ファ イル を オー ブン し た 
ぁ 合 , 必ず ファ イル を 閉じ て か ら フ ロッ ピ ィ ディ スク を 取り 出し て くだ さい . 
⑪⑬⑫)- 一 ーー 一 > 参照 : OPEN 


① 機 能 別 分 類 
BASIC 上 に お ける 機能 を 示し ます . その 機能 を 大 きく 分 ける と 次 の 4 つ に 分 類 さ れ ま す . 


(1) コマ ンド 
プロ グラ ム の 実行 や 編集 な ど を 指示 する 命令 で す . 一 般 的 に ダイ レク トモ ー ド で 使用 
(2 
(2) ステ ー ト メン ト 
単独 で ある 動作 を 行う 命令 で す . 主 に プロ グラ ム 中 で 使用 し ます .( コ マン ド と ステ ー 
トメ ント は 必ず し も ゃ 明確 に 分 か れ て いま せん .) 
(3③ 関数 
ある 値 (引数 ) を 引き 渡し て 処理 され た 結果 を , 値 と し て 返す 機能 を 持ち ます . 単独 で 
使わ れる こと は な く , 代入 文 や コマ ンド , ステ ー ト メン ト 中 で 使わ れ ま す . 
(4) 予約 変数 
BASIC が 専用 に 使っ て いる 変数 で す . 
さら に この マニ ュ ア ル 中 で は , これ ら の 機能 を 次 の よう に 分 類 し て いま す . 


*・ 一 般 コ マン ド , 一 般 ス テー トメ ント 

プロ グラ ム を 作る , 動作 させ る , 停止 させ る , 変数 な どの 定義 を する と いっ た 基本 的 
な 動作 や , プロ グラ ム の 流れ の ユン トロ ー ル (繰り 返し や 分 岐 ) を 行い ます . 

・ 入 出力 コマ ンド , 入出 力 ス テー トメ ント , 入出 力 関数 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス クニ ユニ ユニット, カセット テー プレ ュ コーダ , 画面 , キー ボー ド , ブリン 
タ , スピ ー カ , RS-232C 通信 ポー ト な どの 操作 を 行い ます . 

・ 画 面 制御 ステ ー ト メン ト , 画面 制御 関数 , 画面 制御 予約 変数 

テキ スト 画面 お よび グラ フィック 画面 の 初期 化 や テキ スト 画面 に 対す る 操作 を 行い ま 
人 

・ グ ラフ ィ ッ クス テー トメ ント , グラ フィ ッ ク 関 数 

グラ フィ ッ ク 画 面 に 対す る 操作 を 行い ます . 

・ ミ ュー ジッ クス テー トメ ント 

音楽 演奏 や シン セ サ イ ザー1IC の 操作 を 行い ます . 

・ 数 値 関数 

数 値 演算 を 行い ます . 

・ 文 字 ス テー トメ ント , 文字 関数 , 文字 予約 変数 

文字 列 の 操作 を 行い ます . 

・ 特 殊 コ マン ド ・ 特 殊 ス テー トメ ント ・ 特 殊 関数 ・ 特 殊 予 約 変 数 

機械 語 モ を ニタ に 入る と き , エラ ー 処 理 , 機械 語 や 入出 力 ポ ボート の 操作 な どの 特殊 な 働 


2 一 2 


⑤ 


@@@@ 


ぎ き を も ます , 
「S | この マー ク が 付い て いる 命令 は DISK バ ー ジ ョ ン で サポ ー ト され て いま す . し た 
ヌ ぇ 2 が っ て , ROM バ ベー ジョ ン で 使う こと は で きま せん .("Disk BASIC Feature" エ 
ジー どなり まず 


機 能 や の 機能 を 仙 に 説明 し ます . 
書 。 式 | 命令 の 記述 の 仕方 を し ます . 実際 に 入力 を 行う 場合 は 次 の よう な 決ま り に 
従っ て くだ さい . 
カギ カッ コ ユ 〈,〉》 に 囲ま れ て いな い 文 字 や 記号 は その まま 入力 し ます . 入力 する 文字 
は 大 文字 で も 小文字 で も か まい ませ ん . 
た だ し , 次 の 場合 は 大 文字 と 小文字 を 区 別 し な けれ ば な り ま せん . 
(1) ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 囲ま れ た 文字 列 は 大 文字 と 小文字 を 区 別 し ま す . 
例 ) "dskut5 .nsr "ーーーー フ ァイル 名 
に 1-) 属性 文字 
(② 数 値 を 指数 形式 で 表す 場合 に 用 いる EE と D は 大 文字 で な けれ ば な り ま せん . 
例 ) A! 王 ー7 .09Eー06 
B 尋 三 1 .094328564D5 
カギ カッ コ 〈,〉> で 囲ま れ た 項目 は , ユー ザ が 具体 的 に 指定 し ます . 項目 の 主 な 種類 
は 次 の と お り で す . 





数 式 〉 : 数 値 定数 や 数 値 変数 を 単独 で , ある い は 演算 子 で 結合 し た も の で 
す . 
例 ) 1, 10, 1/SIN(A!), B2, C*D 
(文字 列 〉 : 文字 定数 ある い は 文字 型 変 数 を 表し ます . 
例 ) "ABC", ST$ 
〈 式 〉 : < 数式 > また は く 文字 列 〉 を 表し ます . 


《 機 能 >, く ス イッ チ > : 
0, 1, 2, 3 な どの 整数 で , コマ ンド や ステ ー ト メン ト の 機能 を 指 
定 す る も の で す . 

く 〈 く ファ イル 名 〉: カセ ッ ト テ ー プ や フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の ファ イル を 表す 名 前 で 
す . カセ ッ ト テ ー プ の 場合 ! フ ァイル 名 "の 形式 を , フロ ッ ピ ィ 
ディ スク の 場合 「 ド ライ ブ 番 号 ファ イル 名 . 拡張 子 " の 形式 を 持 
ち ま す . 


例 ) "2:sysgen .nsr', "demo1" 

〈 く ファ イル 番号 〉 : デー タフ ァイル を オー プン する と き に だ 定義 し ます . フロ ッ ピ ィ 
ディ スク を 使用 する 場合 は , Nssk-BASIC DISK バ ベー ジョ ン を 起動 
し た と き に 設定 し た 数 の 範囲 内 で 指定 し ます . カセ ッ ト テ ー プ を 
使用 する 場合 は , デー タフ ァイル を オー プン する 必要 は な く , 
ファ イル 番号 に は ー1 を 指定 し ます . 

〈 ド ライ ブ 番 号 〉: フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト の 各々 の ドラ イブ に 割り 当て られ る 
番号 で す . 


5.25 イン チ ナ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト | 8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディス ク ユ ニッ ト 








FC-80531 PC-80S32 PC-8881 PC-8882 
FC-8031-2W | PC-8032-2W PC-8881(1) PC-8882(1) 
PC-8031-1W | PC-8032-1W 


drive4 | drive1| drive 2 | drive 3 | drive 4 
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表 中 の 1 て 8 まで の 番号 が 割り 当て られ る ドラ イブ 番号 で す . 空 哲 は , 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス クニ ユニ ッ ト が 接続 され て いな いこ と を 表し ます . 
く 〈 カ ラー コー ド > : 画面 に 表示 可能 な 8 色 の 色 に つけ られ た 番号 で す . 
0 : 黒 1 : 青 2 < 赤 3 : 紫 
4 : 緑 5 : 水 色 6: 黄 色 7: 白 
3 角 カ ッ コ 【〔(, 〕 で 囲ま れ た 項目 は , 省略 する こと が で きま す . 省略 し た 場合 , デ 
フォ ルト 値 (BASIC に よっ て 設定 され る 値 ) ま た は 以前 に 指定 し た 値 が 適用 され ます . 
4 省略 記号 (..…) の 続く 項目 は , 1 行 の 許す 長 さ (255 文 字 ) 内 で 繰り 返す こと が で きま す . 
例 ) 〈 定 数 >[ , 〈 定 数 〉.. .] の 場合 0,10,15 
5 座標 指定 に つい て は 次 の よう に 表し て いま す . 
(gx , gy)… グ ラフ ィ ッ ク 座 標 
(cx , cyy… キャ ラク タ 座 標 


(sx , sy)… 相対 座標 
の 命令 の 使用 方 法 や 詳し い 機能 , それ に 関し て 注意 し な けれ ば な ら な い 点 な ど 
を 説明 し ます . 
実際 の 入力 の 見 本 と し て 箇 単 な 例 と それ に つい て の 解説 を 示し ます . 
命令 が 関数 の 場合 は , と いう 記号 を 使っ て 処理 され た 結果 も 同時 
に 示し ます . 
⑨ プロ グラ ム 例 また は 実 行 例 
プロ グラ ム 例 に は , その 命令 と いく つか の 文 を 混ん た プロ グラ ム と その 実行 結果 , お よ 
び 解 説 が 示さ れ て いま す . 実行 例 に は , その 命令 の 実際 の 使い 方 と 解説 が 示さ れ て いま 
ら 
アミ ( 較 議 ) の 部 分 は ユー ザ が 実際 に 入力 する 部 分 で , 記述 され て いる と お り に 入力 し た 
合 は , 続く 実行 結果 と 同じ こ な り ます . た だ し , シス テム の 構成 が 違う 場合 な ど 必 ず し 
も 同じ 実行 結果 に な ら な いこ と が あり ます . 
⑩ シス テム 構成 
ブロ グラ ム 例 ある い は 実行 例 を 実行 する 際 , 本 体 と ディ スプ レイ の 他 に 必要 な 機器 を 示 
し ます . 以下 の マー ク が 付い て いな い 場 合 は , 本 体 と ディ スプ レイ の み で 実行 で きま す . 


」 カ セッ ト テ ー プ レコー ダ 
9 か カセ ッ ト テ ー プ 


カセ ッ ト テ ー プ ブ 





フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト 
SS 

プリ ンタ 

用 紙 

人 湯 2 7 | 
RS-232C ケ ー ブ ル 

⑪ 注意 : 特に 注意 し て ほし い 点 を 示し ます . 

⑫ 参照 : 関連 の 深い 項目 を が し ます . 





プリ ンタ 


RS-232C 


数 値 関数 




















ABS 


絶対 値 を 返す 
ABS (< 数 式 > ) 


解 ・<〈 数 式 > の 値 の 絶対 値 を 返す 関数 で す . 
・ABS 関 数 の 演算 結果 は , < 数 式 > に 倍 精度 実数 が 含ま れる 場合 は 倍 精度 に , その 
他 の 場合 は 単 精度 に な り ま す . 


ABS( 一 2 .4) 2.4 
ABS(2 .4) 2.4 
ABS(0) 0 


mt プ 口 グラ ム 例 有用 有用 和 田 軸 用 有 FE 策 策 UIUUUUIUUUUUUUUUUUUU 








アプ ソリ ュー ト : absolute 





1igt[ 応 

1 の の / BS =amp1 

11 の INPUT "テン フ 1 ノ サー ヒョウ 0 xy "3X1。Y1 
12 の INPUT "テン 2 ノ サー ヒョウ 0gi xy "3X24Y2 
13 の D=SGR(QBS(X1--X2) ^2+QBS(Y1-Y2) へ 2) 

14 の 9 PRINT siPRINT " テ ノ 1 ト テリ ッ 2 ノ キョ リ NN "ggD 
15 の END 

Dk 


8 


フ っ 1 ノ ザ Ea ウ ni xxy 2 @59 回 
フ 2 ノ サ ^ ヒ ョ ウ い : x。y ? 499。@ 回 


| 


テ フ 1 ト テッ っ 2 ノ キョ リ いい 1 の の 
Ok 
・ 2 点 の 座標 を 読み 込ん で , 距離 を 出力 し ます . 
・ 2 点 の 座標 を (X1, Y1), (X2, Y2) と する と 距離 は , 
距離 三 Y IX1 一 X21* 十 |Y1 一 Y21 
に よっ て 得 ら れる の で , プロ グラ ム で は 130 行 の よう に な り ま す . 


II 有用 軸 用 有 IIIUUUUUUUUUUUUU 





ASC 


解 


アス キー : ascii 


文字 に 対応 する キャ ラク タコ ー ド を 返す 

ASC ( く 文 字 列 〉 ) 

・ バ 文字 列 〉 の 最初 の 文字 を , 対応 する キャ ラク タコ ー ド (数 値 ) に 変換 し ます . 

・ バ 文字 列 2 に ヌル スト リン グ を 与え た と き に は "Illegal function call" エ ラー が 起 
こり ます . 


ASC( "9" ) EE 
EE ゆん 


ll ンク ん z ア All 


ニ 還 


\ー 


ASC( "NEC" ) 


ASC(" ず ) "llegal function call" エラ ー 





1 ig も 回 

1 の の / BC samp1e 

11 の 人 Q 和 ま =INFUT も を (1 ) 

12 の IF QASC( ま ) =13 THEN END 

13 の 9 PRINT 人 Q ま 』" ノー キャラ 2 コー ト ^ in "BC(N ま ) 』" テ " ス 。" 

14 の 9 BT 11 の 

ロ k 

Fun 回 

品 ノ キャ ラフ タダ コー ト ^ いい 97 テ * ス 。 

人 ノ キャ ラ 72 コー ト * いい 65 テス 。 

9 ノ キャ ラウ コー トト" in 1 の 3 テ * ス 。 

1 ノ キャ ラ 22 コー ト * いい 1 の 5 テス 。 

呈 ノ キャ ラ 22 コー ト ^ in 1 の 91 テス 。 

F ノ キャ ラ 22 コー ト " いい 79 テス 。 

O ノ キャ ラ 22 コー ト " in 111 テ " ス 。 

8 ノ キャ ラ 22 コー ト * jn 56 テ " ス 。 

X ノ キャ ラ 22 コー ト " いい 42 テ " ス 。 

Ok 

・ キ ー ボ ー ド か ら 1 文字 読み 込み , その キャ ラク タコ ー ド を 出力 し ます . 
内 1 10 行 で ] 文字 読み 込み ます - 実行 例 で は MP AN 4 Me し "FE", "Oo", 


"8"," 氷 "そし て [キー を 入力 し て いま す . [ 記 キ ー を 押す と 120 行 で プロ グラ ム 
が 終了 し ます (| キー の キャ ラク タコ ユー ド は 13 で す ). 


MUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll 


CHR$, 資料 8 





参照 : 


ジグ ジ の ヾ 


キャ ラク タコ ー ド 


数 値 関数 


ATN 


逆 正 接 (アー クタ ンジ ェ ン ト ) を 返す 
ATN(< 数 式 >) 


解説 | ・< 数 式 > の 値 の 逆 正 接 ( ア ー ク タン ジェ ント ) を 返し ます . 
・ 返 され る 値 の 単位 は ラジ アン (z/180x 角 度 ) で , 返さ れる 値 の 範囲 は ー ァ /2 
か ら ァ z/2 ま で で す . 
・ATN 関 数 の 演算 は 単 精度 で 行わ れ ま す . 


ATN(1 785398 
ATN(0) 0 


出山 の) 口 グラ ム 例 m 川上 川上 川 上 II 


アー ク ・ タ ンジ ェ ン ト : arc tangent 


ュ ン 


1ist 回 

199 ′ 人 TN samp1e 

11 の INPUT "va] ue(--1 to 1) "saiIF BS() >1 THEN 11 の 
12 の 9 IF ABS(Q)=1 THEN AS=1 .579 の 8 :QC= の 』iBUTU 15 の 
13 の AS=RTN(A/SQR(-QXR+1 ) ) 

14 の 9 QAC= ニ -TN(A/SRR(ーAX+1 ) ) +d .14159/2 

1 の FRINT "ancCOS(" ii")= リ saC 

169 FRINT "aPCSIN(" ss")=" ュ AS 

17 の ENHI 

Qk 

Fun 回 

val uue(-1 to 1)2 。 依 較 

anPCCUS( 。 王 )= 1 . の 472 

APCSIN( 5 )= .523599 

ロ k 


・ 一 1 か ら 1 まで の 数 値 を 読み 込ん で , 逆 余弦 , 逆 正弦 の 値 を 求め ます . 


・130 行 と 140 行 で は , 
arcsin A 三 arctan (A/Y 1 一 AX ) 


ア 
arccos A ニ ーarctan (A/Y 1 一 A* ) 十 テ 
を 使っ て 計算 し て いま す . 
山 UUUUUUUUUUUUUIIIII 串 用 田 有用 軸 llll 和 ll 用 ll 


参照 : SIN, COS, TAN 


to っ 
| 
oo 


入出 力 関数 























ク 
アト リ ビ ュ ー ト ・ ダ ラー : attribute $ 


ATTRS 


ファ イル また は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 属性 を 返す 

ATTR$(〈 ド ライ ブ 番 号 >〉 ) 
ATTR$( 尋 < フ ァイル 番号 〉 ) 
ATTR$(<〈 フ ァイル 名 > ) 

解 説 ・ 指 定 し た ファ イル , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 属性 を 返す 関数 で , 与え を られ る パラ 
メー タ に よっ て 次 の 値 を 返し ます . 





く 〈 く ドラ イブ ゴ 番 号 〉…… 指定 し た ドラ イブ に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 
属性 

〈 フ ァイル 番号 〉…… ファ イル 番号 に よっ て オー プン され て いる ファ イル の 
属性 

《 フ ァイル 名 の men ファ イル 名 で 指定 され た ファ イル の 属性 


・ 属 性 は , 3 文字 の 文字 列 で 返さ れ 次 の よう な 意味 を 持ち ます . 
"コー < 属性 は "な し "で す . 読み 込み お よび 書き 込み が 可能 な 状態 で 


2 


"R : ": 書き 込み の と き に リー ドア フタ ー ラ イト (書き 込ん だ 内 容 と メ 
モリ 上 の 内 容 の 比較 チェ ッ ク ) を 行い ます . 
| 8 PS 書き 込み が 禁止 され て いま す . 
・ 属 性 を 表す 文字 列 の 2 文字 目 は 常に 空白 で 意味 を 持ち ませ ん . 


ATTR$(1) 固 * な % 値 ) (ドラ イブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 必 性 ) 
ATTR$(#2) (ファ イル 番号 2 で オー プン し て いる ファ イル の 属性 ) 


ATTR$( "demo .nsr" ) | 返さ れる 値 ) ("demo.nsr" と いう ファ イル 名 が つい た ファ 
イル の 属性 ) 





山肌 自由 


mt ブー ブ グラ ム 人 中 人 NNNHNlHitttWttWftNttttttttttttttttittttttttttttttttttttttttttttttttttltt 8 





1 15 も 

1 の 6 の / QTTR あ お sample 

11 の 9 INPUT "ファ イル メイ ー ョ リョ F 

12 の QT ま =QTTR ま (F) 

139 FRINT "ファ イル " 放 ま 紀 フフ が 2 セイ 0 g " ョ 
14 の = リカ イジ ョ リ 

1S の 1F QAT ま ="R  " THEN 人 本 = リリ ー ト ~ アフ ター ライ トリ " 
16 の TIF 人 QT ま =" 。 P" THEN 人 本 = リラ イト フロ テウ ト " 
17 の 9 PRINT を +! テー ス 。" 


18 の END 
Dk 

Fun 回 

ファ イル メイ =』 ? data 回 

ファ イル data ノ パフ セイ nn 』 カイ ジ " ョ テ " ス 6 
Ok 


・ 指 定 さ れ た ファ イル の 属性 を 出力 し ます . 
・120 行 で , 指定 され ん た ファ イル の 属性 を 表す 文字 を 変数 AT$ に 代入 し て いま 


す . 


山肌 和 利用 軸 有利 軸 軸 和 前 吊 間 四 胃 血 前 田 軸 和 IUUUUUIUUUUUUUOUUUUUUUUUUUUUUUUI 


AU | 計 寺 寺 寺 寺 二葉 


行 番号 を 自動 的 に 発生 させ る 

AUTO〔 く 行 番号 >] [ , く 増分 >〕 

解説 | ・AUTO コ ュ マ ンド は , ブロ グラ ム 入 力 時 に 行 番号 を 自動 的 に 発生 させ る モー ド を 
指定 し ます . 
・〈 行 番号 〉 は , 最初 に 発生 させ る 行 番号 で , 以後 , [ 記 キ ー の 入力 ご と に < 増分 〉 を 
加え た 行 番号 を 発生 させ ます . 
*・ く 〈 行 番号 〉 は 0 て 65529 ま で , 〈 増 分 > は 1 て 65529 ま で の 整数 で あり , 指定 の な い 
と き は , それ ぞ れ 10 と みな され ます . 
・ [STOP] キー を 押す と , AUTO モ ー ド か ら 抜 け 出し , BASIC の コマ ンド レベ ル 
に 戻り ます . この と き , 最後 に 発生 させ た 行 番号 の 行 は 格納 され ませ ん . 
・AUTO モー ド で は , 現在 編集 中 の 1 行 以外 の 行 を スク リー ン エ ディ タ に よっ て 
編集 する こと は で きま せん . AUTO モ ー ド を 抜け 出し て か ら 修 正 し て くだ さい . 


AUTO 
・10 行 か ら 10 行 刻み で 行 番号 を 発生 させ る モー ド に 入り ます . 
AUTO 1000 , 10 
・1000 行 か ら 10 行 刻み で 行 番号 を 発生 させ る モー ド に 入り ます . 


lk コ 行 mm 


au も to 1 の の 。2 の al 

1 の 9 ? AUTO samp] g 回 
12 の pn1nt "auto 上 gg も "回 
14 の end 回 

16 の [To 

0Uk 

1 1 5 モ 回 

1 の 9 の 9 / aUTO samp1]e 
12 の 9 PRINT "autO も gt" 
14 の END 

DUk 


・ 行 番号 を 自動 的 に 発生 させ て プロ グラ ム を 入力 し ます . 

・ こ の 実行 例 で は , 100 行 か ら 20 行 刻み に 行 番号 を 発生 させ て いま す . 

・140 行 まで 入力 し た ら , 160 行 が 発生 し た 時 点 で キー を 押し て コマ ンド 
レベ ル に 戻り ます . 


IDUUIUUUIUUIUUIIIUIIIIIIII 田 加 有 有田 用 有用 UIUULU 


入出 力 ス テー トメ ント 





BEEP 


ブザー を 鳴ら す 
BEEP〔 く スイ ッ チ 〉〕 


・ 内 蔵 ス ピー カ に より ブザー を 鳴ら し た り , 止め た り し ます . 
・< ス イッ チ >〉> が 1 の と き ブ ザー は 鳴り 続け , く < ス イッ チ >〉 が 0 で 止ま り ま す . 
<・< ス イッ チ 〉 を 省略 し た 場合 に は , 一 定時 間 ブ ザー を 鳴ら し ます . 
これ は , PRINT CHR$⑦): を 実行 する か , 十 [回 を 入力 し た の と 同じ で 
す . 
BEEP 
・ 一 定時 間 ブ ザー を 鳴ら し ます . 
BEEP 0 
・ ブ ザー を 止め ます . 








ビー プ : beep 





II の / 口 グ ラ ム 例 ] 中 ittiitttttttttttttttttttitttiti(( ぐ IIIttIIiiIiHiNiHitHOHiHHHHHHHIHHHUUUUU 


11g モ 回 

1 の の / BEEP sample 
11 の FUR Is&H41 TH &H44 

12 の PRINT CHR ま (1) 』" ヲ ニュ ウリ ョ フ シテ フタ "サイ 。 リョ 

13 の 人 まま =INPUT ま (1 ) 

14 の IF =CHR ま (1 ) THEN PRINT QR ま ELSE BEEP』iBOTOU 139 
15 の 9 NEXT 1i 

16 の 9 ENII 

ロ k 

Fun 生 

谷 9 ニュ ウリ ョ フ シテ ワウ グ "サイ 。 
ヲ ニュ ウリ ョ ワ シテ 9" サイ 。 
ヲ ニュ ウリ ョ フ シテ 2 グ 2" サイ 。 
ヲ ニュ ウリ ョ フ シテ 2 タ 9" サイ 。 


ロロ 


ロロ ロロ 


k 


・ 入 力 する 文字 を 間違え た と き ブ ザー を 鳴ら し ます . 

・"A" か ら "D "まで の 文字 を 順番 に 入力 する よう に メッ セー ジ を 表示 し ます の 

で , 指定 され た 文字 を 入力 し て くだ さい . 違う 文字 を 入力 し た 場合 は ブザー が 鳴 

り , 正しい 文字 を 入力 する まで 待ち 続け ます . 

・140 行 で 入力 し た 文字 と 指定 し た 文字 が 同じ で あれ ば , その 文字 を 出力 し , 同 

じ で な けれ ば ブザー が 鳴り , 130 行 の 入力 待ち 状態 に 戻り ます . 
WI 


参照 資料 7 コン トロ ー ル ュ コー ド 表 


ミュ ー ジ ックス テー トメ ント 




















BN 


並列 動作 モー ド の 制御 を 行う 
BGM く スイ ッ チ >〉 
・ 普 列 動作 を 行う か 行わ な いか を 決め ます . 
・〈 ス イッ チ >〉 の 値 が 1 で 並列 動作 モー ド に な り , 0 で 並列 動作 モー ド が 解除 され 
ます . 
・ 普 列 動作 モー ド は , PLAY 文 な ど で 音 を 出し な が ら 次 の 命令 を 実行 し ます の 
で , 音 を 中 断 さ せる こと な く 実 行 す る と と が で きま す . 
・ こ の モー ド を 解除 し た 状態 で は , 音 を 出し て いる 間 , 次 の 命令 の 実行 を 待ち ま 
す . ' 
・ シ ステ ム 起 動 時 に は 並列 動作 モー ド に な っ て いま す . 
し 例 | BeMi 
・ 音 楽 機能 を 並列 動作 モー ド に し ます . 
アウ Am ドク ルン ア パ (LUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 








ビー・ ジ ー・ エ ム : bgm 


1 1g も 回 

1 の の / BGNM samp1G 

11 の STOPN 

12 の BGM の 

13 の 6 FUR 1= の TO 61 

14 の PRINT "ネイ ロ いい" ラフ ゴウ = リョ 1 
15 の PLAY "@=1 iCEG" 

169 NEXT 1 

17 の 9 ENH 

Ok 


・ 現 在 演奏 中 の 音色 番号 を 表示 し な が ら 音 を 出し ます . 
・120 行 で 並列 動作 モー ド を 解除 し て いる た め , 150 行 の PLAY 文 が 終わ る まで は 
次 の 音色 番号 が 表示 され ませ ん . 


IIIIIIIIII 有 LIL 田山 山肌 山肌 IIIIIIIUUUIUUIUUIUUUUUI 出 


入出 力 コ マン ド 





BLUAD 国 言 


ビー・ ロ ー ド : binary load 





フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら 機 械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 

書式 BLOAD く 〈 フ ァイル 名 >〉〔[ , ロー ドア ドレ ス >〉〕 [, R〕 

・〈 フ ァイル 名 〉 に よっ て 指定 され た フロ ッ ピ ビィ ディ スク 上 の 機械 語 プ ログ ラム 
ファ イル を メモ リ に ロー ド し ます . この ファ イル は , BSAVE ュ コマ ンド で 作成 さ 
れ た も の で な けれ ば な り ま せん . 
・〈 く ロー ドア ドレ ス 〉 が 省略 され た 場合 , BSAVE コ マン ド で 指定 し た 番地 か ら 
ロー ド さ れ ま す . また , < ロー ドア ドレ ス >〉 が 指定 され る と その 番地 か ら ロ ー ド さ 
れ ま す . 
・R オ フシ ョ ン を 指定 する と , プロ グラ ムロ ー ド 後 , セー ブ の 際 に 指定 され た 
く 〈 く セーブ ア ドレ ス 〉 か ら , プログラム を 実行 し ます . この と き 既 に 開か れ て いる 
ファ イル は その 状態 を 保持 し ます . < ロー ドア ドレ ス 〉 が 指定 され て いる 場合 は , 
〈 く ロー ドア ドレ ス 〉 か ら プ ログ ラム を 実行 し ます . 

BLOAD "demo .bin" , &HD000 
・"demo. bin" と いう ファ イル 名 の 機械 語 フ ァイル を , DO00H 番 地 か ら ロ ー ド し 
ます . 


し 月 
っ J- 有 
UI コ 人生 例 | 中 上 HHNNWNttititittttttttWttttiitttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttm 車山 川 





C1 ear 512。&hdf ず f 回 

ロ k 

bload "23test 。m' 。&he の の の 回 
HUk 


・&he000 番 地 か ら 機 械 語 プ ログ ラム を ロー ド し ます . 

*・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 中 の "test.m'" と いら ファ イル 

を , &he000 番地 か ら ロ ー ド し ます . BLOAD ュ マン ド の 前 の CLEAR 文 で 機械 語 

プ ブログ ラム 領 域 を 確保 し て いま す . 
mm 


参照 : BSAVE 


2 一 14 





入出 力 コ マン ド 





















BSAVE 


機械 語 プ ログ ラム を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ す る 

BSAVE く < ファ イル 名 〉 , < セ ー プ アド レス >〉 , 〈 長 さ 〉 

・ メ モリ 上 に 置か れ て いる 機械 語 ブ プロ グラ ム を 指定 され た く フ ァイル 名 〉 で フロ ッ 
ビィ ディ スク へ ヘ セ ー ブ し ます . 
・<〈 セ ー ブ プア ドレ ス >〉 で 指定 され た 番地 か ら , 〈 長 さき 〉 バ イト の 内 容 を 機械 語 プ ログ 
ラム と し て セー ブ し ます . 
<・〈 セ ー ブ ア ドレ ス >〉 を 実行 開始 番地 と し て お く と , BLOAD ュ コマンド に より , 機 
械 語 プ ログ ラム の ロー ド と 同時 に 実行 を 開始 する この が で きま す . 

BSAVE "demo .bin" , &HE000 , 500 
・E000H 番 地 か ら 500 バ イト の 機械 語 ブ ログ ラム を , "demo. bin'" と いう ファ イ 
ル 名 で セー ブ し ます . 





ディ スク 


ーー ニー ニー ニー テー ニー ニー ニー ニー ニー ニュー ニー ニー ニーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


ビー・ セ ー ブ : binary save 


ゥ 一 1 選 
mt 守 人生 例 | 中 tttttttttttttitttttttttttttttlttti(tIIIItIIItINIIIIHINIIOHIINIINOHOHHINIHNIHIIIININ II 山 





ディ スク 





bgave "2 』ta5 モ 。m' 。&he の の 9 。&h 1 の の ば 











s&he000 番地 か らく る he0ff 番地 まで の 内 容 を , "test. m"* と いら ファ イル 名 で ドラ 
イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ し ます . 


IDUUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 山 用 IIIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU0UU 


参照 : BLOAD 


クー15 





数 値 関数 


CUBL 


整数 値 , 単 精度 実数 値 を 倍 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 返す 

CDBL (< 数 式 >) 

・< 数 式 〉 の 値 を 倍 精度 実数 値 に 変換 し ます . た だ し , 弄 変 換 が 行わ れる だ け で 有 
効 桁 数 の 変化 は あり ませ ん . 
・ 結 果 の 値 の 精度 は , 変換 する 前 の 型 と 同じ (整数 型 な ら 整 数 部 の み , 単 精度 実 
数 型 な ら 有 効 数 字 6 桁 ) こ な り ま す . 


om) 四 ー 
CDBL (1 . 23) 1 .230000019073486 


tt!""!("("( プロ グラ ム 例 | 中 上 上 HHHNiWititititttttttttititm 


コン バー ト ・ ダ ブル : convert to double 





1 it 回 
1 の 9 の / CDBL sample 

11 の 人 n=1 .23456 』BUSUER 15 の 

12 の 人 Q=123456! sGHSUB 15 の 

13 の =1 .23456E+ の 8 』iGBUSUB 15 の 
14 の ENH 

15 の 内 =CDBL (人 ) 

16 の 9 PRINT R。 村 





17 の 9 RETURN 

ロ k 

Fun 回 
1 .234S6 1 。234S59 ヨ 936 の 8993 
123456 123456 
1 .23456E+ の 8 12346 の の の 

Uk 


・3 つの 単 精度 実数 を 倍 精 度 実数 に 変換 し て 出力 し ます . 
・150 行 目 か ら の サブ ルー チン で , 変数 A 人 に 与え られ て いる 単 精度 実数 を 倍 精度 
実数 に 変換 し て 表示 し ます . 

川上 川上 山上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIII 


参照 : CINT, CSNG 


2 一 16 


























CHRS 


キャ ラク タコ ー ド に 対応 する 文字 を 返す 
CHR$ (< 数 式 > ) 


解 s < 数 式 > の 値 を キャ ラク タコ ー ド と し , 対応 する 文字 , また は コン トロ ー ル ュ コー 
ド を 返し ます . 
・< 数 式 > は , 0 て 255 の 値 と し ます . も ゃ し, この 範囲 に な い 場 合 は , “Ilegal 
function cal" エ ラー と な り ま す . 


CHRS(&H41) 攻 Ecs> "A" 
CHR$(12) 、[ 画面 消去 コード 


II 7 ログ ラ luUUUUUUUUUUUW 


キャ ラク タ ・ ダ ラー : character $ 


1 gt 回 

1 の の 9 / CHR ま =amp1 

11 の 9 INPUT "numben( の -255) "ia 

12 の 9 IF < の DUR 255 く QA THEN ENH 

13 の PRINT "キャ ラフ 27 コー ト " リョ sm フ モ E が ON "gaEHR ま () ョ 9 デス o リ 
14 の 9 BUTOU 11 の 

0k 
nu 回 
numbern( の -25S) ? 57 編 
キャ ラグ 9 コー ト " 7 ノ モジ CN 9 デ “ ス 。 
numben( の -255)? 65 回 
キャ ラグ コー ト " 65 。 ノ モジ | nn テ " ス 。 
number( の 9-255)? 4 回 
キャ ラ 27 コー ト " 34 。 ノ モモ 0 リリ デス 。 
numben( の 9-255)? 42 回 
キャ ラ 29 コー ト " 42 0 ノ モジ CN % デス 。 
numben( の -255)? =3 回 
Ok 


・ キ ャ ラク タコ ー ド を 読み 込ん で , それ に 対応 する 文字 を 出力 し ます . 

・120 行 で , 0 か ら 255 以 外 の 値 を 読み 込ん だ 場合 アプ ログ ラム を 終了 し ます . 

・130 行 で CHRS 関数 を 使っ て 文字 を 出力 し て いま す . 
IDUUHUUIIIIIIIIIIIIII 軸 軸 田 田 軸 lllllUUIUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUOUUUUUU 


参照 : ASC, 資料 8 キャ ラク タコ ー ド 

















数 値 関数 


UINT 


機 能 ] 単 策 度 実数 値 , 倍 精度 実数 値 を 整数 値 に 変換 する 
CINT (< 数 式 )) 


・< 数 式 〉 の 値 の 小数 部 分 を 切り 捨て て 整数 刑 に 変換 し た 値 を 返し ます . 
・ 結 果 の 値 が ー32768…32767 の 範囲 に な いと き に は , "Overflow" エ ラー が 起こ 


コン バー ト ・ イ ン テ ジ ャ ー : convert to integer 


り ま す . 
・ こ の 関数 は , INT 関 数 の よう に た だ 数 値 を 整数 化す る だ け で な く , 型 の 変換 も 
行い ます . 


し 例 ] CINT(1 .2345) 医 さ れ 3 値 う 1 


CINT( 一 3 . 456 ) | 肥 ょ れ s 値 う 一 4 


CINT(56789) " Overflow " エラ ー 


mt プ 口 グ ラ ム 例 UIIIIIII 軸 田 回 田 和 田 田 田 田 ll 軸 ll 


1 st 回 

1 の 6 の ′ CINT samp1e 
11 の 9 INPUT "Hs 。DX 
12 の 9 GUSUE 14 の 

139 END 

14 の 9 AH=CINT (AX1 の へ ロメ + 。 呈 ) / 1 の へ DX 
1S の FRINT A。aD 

16 の RETURN 
Dk 
の un 回 
RI7 4 。2345 。3 回 

1 。2345 1 。235 
Dk 


・ 小 数 点 以下 を 任意 の 桁 数 で 四捨五入 し ます . 

・ 変 数 へ は 値 , D% は 桁 数 を 表し ます . 

・140 行 で は , まず A に 107% を か け て , 必要 な 桁 数 を 整数 部 に 持っ て いき ます . そ 

れ に 0.5 を 加え CINT 関 数 に よっ て 小数 点 以下 を 切り 捨て る こと に より 四捨五入 

し ます . 最後 に 10"\ で 割っ て 小数 部 で あっ た 部 分 を も と に 戻し て いま す . 
ttttttttttttttttttittttiiitttitittitttttttitti0(t(iWittttmtttttmtttttttttttttitttttttWittimmtimmmmmmmmmmmmmmmtmmmtmtttmtmmmimim 


参照 : CSNG, CDBL, INT 


機 能 


CIRCLE 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


サー クル : circle 


円 ( 椿 円 ) を 描く 


CIRCLE |(gx , gy ) | 〈 半 筆 >[ , く パレ ッ ト 番 号 〉>〕 【 , 〈 開 始 角度 >]【 , 〈 終 
STEP(sx , sy ) 

了 角 度 >]〔[ , く 比率 >〕 
・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 座 標 (gx, gy) を 中 心 と し , < 半径 > で 指定 され る 大 き さ の 円 を 描き 
ます . < 半径 > が 負 の と き は , "Tegal function cal" エ ラー と な り ま す . また < 半径 > 
(に 16384 以 上 の 値 を 使用 する と 正しく 動作 しない 場合 が か あります. 
・〈 バ レッ ト 番 号 〉 が 指定 され る と , 指定 され た ペレット の 人 色 で 円 を 描き ます . 省 
略 さ れ た 場合 に は , COLOR 文 で 指定 され て いる 〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー> で 円 
を 描き ます . 
・ く 開始 角度 >, < 終了 角度 ? が 指定 され る と , 指定 され た 角度 の 範囲 内 に 円 弧 を 描 
きま す . 角度 の 指定 の 単位 は ラジ アン ( ァ z/180X 角 度 ) で , 省略 値 は それ ぞ れ 0 と 
2 ァ です. 〈 開 始 角度 〉, 〈 終 了 有 角度 > は , 一 2 ァ z て 2 の 範囲 で 指定 し ます . 範囲 を 
超え た 場合 "Overflow" エ ラー と な り ま す . 
・ く 開始 角度 >, 〈 終 了 角 度 > が 負 で あっ た 場合 に は , その 絶対 値 を と り , 正 に し た 
角度 が 用 いら れ ま す が , その と き 中 心から 半径 が 描か れ ま す の で 扇形 を 描く こ 
が で きま す . 


ょ | の 
に | 
NI 
| 


4 0(2z) 


ょ |m 
当 
よ | 


う ィ 々 ァ ニ 31415 


・ く 比率 > は , (垂直 方 向 の 半径 )/( 水 平方 向 の 半径 ) で 指定 し ます . 省略 され た 場 


合 に は , 640X200 ド ッ ト の モー ド で は 0.5, 320X200 ド ッ ト の モー ド で は 1 が 用 
いら れ ま す . 

・〈 比 率 > が 1 以下 の 場合 に は , 〈 く 半径? は 水平 方 向 の 半径 を 意味 し ます . また 1 以 
上 の 場合 に は , < 半径 > は 垂直 方 向 の 半径 を 意味 し ます . 

・CIRCLE 文 を 実行 する と , LP は 円 の 中 心 座標 (gx, gy) に 設定 され ます . 


2 一 19 

















CIRCLE(100 ,100) ,50 


・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 (100, 100 ) を 中 心 に , 半径 50 の 円 を 描き ます . 
mm ププ 口 グラ ム 例 川 川 上 上 上 和風 上 上 II 上 上 III 


1 ig も 図 

1 の 9 の 9 ′ CIRCLE samp1e 

11 の 9 SCREEN の 4 の 9sCLS 3 

12 の 9 LHRTA 28。。49』13。17 

139 FOR ii=1 TO 5 

14 の REALI LAT :iEN=ST+LIQT/ 1 の 9 の 。14155X2 
1 ロ の CIRCLE (2 の 。 1 の 9 の) 』15 の 。 1 。ーST 。-EN 
1 6 の 5T=EN 

179 NEXT 1 

18 の ENLII 

ロ k 


・ 円 グラ フ を 描き ます . 
・ 変 数 ST, EN は , それ ぞ れ 開始 角度 , 終了 角度 を 表し ます . 
・ 120 行 の デー タ を 比率 と し て 円 グラ フ を 描き ます . 


参照 : COLOR 


特殊 ステ ー ト メン ト 


CLEAR 


変数 の 初期 化 お よび メモ リ 領 域 の 設定 を 行う 


クリ ア : clear 


書 式 CLEAR[ く 〈 く ストリ ング 領 域 の 大 き さ >[ , く メ モリ の 上 限 >]] 


・ す べ て の 数 値 変数 を 0 に , 文字 変数 を ""( ヌ ルス トリ ング ) に 初期 化し ます . 
また , 配列 宣言 も る 無効 と な り ま す . 
・〈 く スト リン グ 領 域 の 大 き さ > は BASIC が 文字 列 を 処理 する た め に 用 いる メモ リ 
領域 の 大 き さ を バイ ト 数 で 指定 し ます . 多く の 文字 列 演算 を 行っ た り 大 き な 文 字 
配列 を 用 いる 場合 に は , この 領域 を 大 きく 設定 し て くだ さい . リセ ッ ト 後 の 初期 
化 き れ た 状態 で は , この 領域 は 512 に 設定 され て いま す . 
・< メ モリ の 上 限 > は BASIC が 使用 する メモ リ の 上 限 番地 を 指定 し ます . その 番 
地 以後 に 置か れ た デー タ や 機械 語 プ ログ ラム は , BASIC に よっ て 破壊 され る こ 
と は あり ませ ん . 
・CLEAR 文 が 実行 され る 以前 に , DEF 文 (DEF FN 文 , DEF USR 文 , DEF 
INT 文 ) に よっ て 定義 ある い は 指定 され た 情報 は , CLEAR 文 の 実行 に よっ て すべ 
て 無効 と な り ま す . 


・ 変 数 を 初期 化し ます . 
CLEAR 2000 , &HCFFF 


・ 変 数 を 初期 化し , 文字 列 領域 を 2000 バ イト と し , さら に , BASIC で 使用 する メ 
モリ の 上 限 を CFFFH 番 地 と し ます . 


ーー 
II 上 / ログ ラ Am 


1 1 も 回 

1 の 6 の 9 ′ CLEQR samp1e 

11 の AXZ=213』B=74 。7543 』 じ =76346 。43263654 コ の 
12 の 9 GUSUB 16 の 

13 の 9 CLEAR 

14 の GUSUB 16 の 

1S の ENH 

16 の 9 FRINT "AZ= ニ "IAZ "EBI = リ 0 gsBI 。" じ 提 三 " リ ョ ビ 提 

17 の PRINT sPRINT 

18 の 9 RETURN 

0Uk 

PUP 回 

QX= 213 B!= 74。7543 = 76346 .43263654393 


RX ニ の B! 


の じ ## 三 の 


Ok 


























・CLEAR 文 を 実行 する 前 と 実行 し た 後 の 変数 の 値 を 出力 し ます . 
・130 行 で 数 値 変数 を 0 に 初期 化し て いま す . 


II 山田 利 軸 軸 IM 軸 軸 利和 軸 山 


参照 :FRE, 3.5 機械 語 プ ログ ラム の 呼び 方 


入出 力 コ マン ド 


CLUAD 


カセ ッ ト テ ー プ か ら プ ログ ラム を 読み 込む 
CLOAD< フ ァイル 名 )〉 


・CLOAD コマ ンド は , カセ ッ ト テ ー プ か ら 指 定 し た く フ ァイル 名 〉 の プロ グラ ム 
を 読み 込む 命令 で す . 
・〈 フ ァイル 名 〉 は 文字 列 で 指定 し , 先頭 の 6 文字 が 有効 と な り ま す . 
・CLOAD コマ ンド の 後 , カセ ッ ト テ ー プ か ら 指 定 し た く フ ァイル 名 〉 を 見 つけ る 
と 


シー・ ロ ー ド : cassette load 


Found : く フ ァイル 名 >〉 
と 表示 し , プロ グラ ム を ロー ド し ます . その と き , 画面 右上 に アス タリ スク ( 素 ) 
が 点滅 し , ロー ド 中 で ある こと を 示し ます . 
・ も し , 指定 し た く 〈 フ ァイル 名 〉 と 違っ た く 〈 く ファ イル 名 〉 を 見 つけ る と 

Skip : く フ ァイル 名 >〉 


と 表示 し て , 目的 の < ファ イル 名 〉 を 探し 続け ます . 
s・ ブ プロ グラ ム を 正常 に 読み 込む と 画面 に "Ok" と 表示 し ます . 


CLOAD "demo" 
sdemo" と いう ファ イル 名 の プロ グラ ム を ロー ド し ます . 
ーー っ 


ラー 
mt 容 行 人 ] 上 上 上 上 HUNNNfttWttttttttttttttttiitiittttttttttttttitttittItiIIIIIIIINIIIIIIIINIIII II 
カセ ッ ト テ ー プ 
Cc1oad "samp] "回 
Found isamp] 
ロ k 


* カ セッ ト テ ー プ か ら "sample" と いう ファ イル 名 の プロ グラ ム を ロー ド し ま 
9 


II 上 上 II 卓上 II 川 


参照 : CLOAD?, CSAVE 


























入出 力 コ マン ド 


CLUAD? 


メモ リ 上 の プロ グラ ム と テー プ 上 の プロ グラ ム と を 比較 する 
CLOAD?< フ ァイル 名 > 


・CLOAD? コマ ンド は 。, 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム と く < ファ イル 名 >〉 で 指定 さ 
れ た テー プ 上 の ブロ グラ ム を 比較 (ベリ ファ イ ) し ます . 
・ す べ て の 内 容 が 等 しけれ ば "Ok" と 表示 し , そう で な けれ ば "Bad" と 表示 し て 
か ら コ マン ドレ ベル に 戻り ます . 


シー・ ロ ー ド ・ ク エス チョ ン : cassette load ? 


・CLOAD? コマ ンド は , メモ リ 上 の プロ グラ ム が ミス な く カ セッ ト テ ー プ 上 に 
セー ブ さ れ て いる か を 確認 する た め の も の で あり , CSAVE コマ ンド に 引き 続い 
て 実行 し ます . 

CLOAD? "demo" 


・ demo" と いう ファ イル 名 で セー ブ し た プロ グラ ム の 比較 確認 を 行い ます . 


ー ーー 
ll トヨ 行 人 Nm III 


CSAVB 提唱 同 NN 
Ok 

C1O0ad? り モ 昌 品 も 回 

FOund 』 て も 

ロ k 


・ 現 在 メ モリ 上 に ある プロ グラ ム を "test" と いう 名 前 で カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ 
し ます . その 後 , カセ ッ ト テ ー プ を 巻き 戻し て か ら カ セッ ト テ ー プ 上 と メモ リト 上 
の プロ グラ ム を 比較 し ます . 
mml 
注意 : ・CLOAD? コマ ンド は CSAVE コ マン ド の 直後 に 行っ て くだ さい . 
・CSAVE コ マン ド の あと 1 度 プ ログ ラム を 実行 する と , CLOAD? コマ ンド で プ 
ログ ラム の 比較 を 行っ て も 正しく 実行 で き な い こと が あり ます . 
参照 : CSAVE, CLOAD 


入出 力 ス テー トメ ント 


CLUSE 


機 能 ディ スク ファ イル を 閉じ る 


CLOSE〔 〔#] く ファ イル 番号 〉[ , [ 参 ] く ファ イル 番号 〉] .. 

・< フ ァイル 番号 〉 に 対応 する ファ イル を 閉じ ます . 以後 , CLOSE 文 に よっ て 指 
定 され た く フ ァイル 番号 〉 は , 異な る ファ イル を 開く た め に 再び 利用 する こと が で 
きま す . また , 閉じ られ た ファ イル は , 同じ ある い は 異な っ た ファ イル 番号 に 
よっ て 再び 開く と と が で きま す . 
・CLOSE 文 で は , < ファ イル 番号 〉 を 複数 指定 する こと に より 一 度 に 複数 の ファ 
イル を 閉じ る こと が で きま す . 〈 フ ァイル 番号 > が 省略 され た 場合 に は , その と き 
開い て いる ファ イル を すべ て 閉じ ます . 
・ 閉 じ て い る ファ イル に 対し て , デー タ の 入出 力 を 行う と こと は で きま せん . 
。 フ ァイル が 出力 用 に オー プン され て いた 場合 に は , 必ず CLOSE 文 を 実行 し な 
けれ ば な り ま せん . 
<R オ プシ ョ ュ ョ ン 指 定 の な い RUN コマ ンド , END 文 , NEW コマ ンド を 実行 する 
と 自動 的 に すべ て の ファ イル を 閉じ ます . STOP 文 また は , STOP キー で ブロ 
グラ ム の 実行 を 中 止 し た 場合 , ファ イル を 閉じ る 作業 は 行い ませ ん の で 注意 し て 
くだ さい . 

CLOSE 


s オ ー プ ン さ れ て いる すべ て の ファ イル を 閉じ ます . 


クロ ー ズ : close 





CLOSE 刀 2 
・ フ ァイル 番号 2 の ファ イル を 閉じ ます . 

mlit ブ プ 曲 グラ ム 人 | 中 上 上 上 HitittttititttttittttttttttttittttittitiIIINIIIIIIIINIIINNIIHUNHHHHHHHHHHHHHHHIHHH 6 III 上 上 
1 ig も 回 


1 の の ′ CLOSE samp1le 

11 の OPEN "2sdata4" FUR UUTPUT GS 昔 1 
12 の 9 PRINT #1』"file data 1" 

13 の 9 CLUSE #1 

14 の UPEN "2gdatas" FUR UUTPUT AB #1 
15 の PRINT #1』" 和 fi data 2" 

16 の CLODUGSE 昔 1 

17 の 9 END 

ロ k 


・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に "data 4"。 "data 5" と いう ファ 
イル を 作り ます . 


II 有用 有用 用 用 





注意 :・ フ ァイル を 開い た まま フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 取り 出す と , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
の 配置 表 (FAT ) を 壊す 恐れ が あり ます . し た が っ て , ファ イル を オー プン し た 
合 , 必ず ファ イル を 閉じ て か ら フ ロッ ピ ィ ディ スク を 取り 出し て くだ さい . 
参照 : OPEN 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


CLS 


画面 を 消去 する 
CLS〔< 機 能 〉] 


機能 > は , 1, 2, 3 の 値 を と り , それ ぞ れ 次 の よう に 働き ます . 
省略 され た と き は 1 が 選択 され ます . 


シー・ エ ル ・ エ ス : clear screen 


1 : テキ スト 画面 を 消 友 し ます . 

2・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の ビュ ー ボ ポー ト 内 を 消去 し ます . グラ フィ ッ ク 画 面 
が カラ ー モ ー ド の と き は , COLOR 文 で 指定 し た く パ バ ベッ ク グ ラウ ンド カ 
ラー/ で 消 夫 し ます 。 

3 ・ テ キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を 消 友 し ます . 


・ テ キス ト 画 面 の 消去 を 指定 し た と き , COLOR 文 で パス ヌメ ル キャ ラク タコ ー ド 〉 が 
指定 され て いる 場合 は , その 文字 で テキ スト 画面 を 塗り つぶ し ます . 
・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 消去 を 指定 し た と き , 消去 され る の は その と き に アク ティ 


ン な ペー ジ だ け で す : 

・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を 消 友 し た と き , LP は ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 に 移動 し 
ます . また , テキ スト 画面 を 消去 し た と き , カー ソル は ホー ム ポ ジン ショ ン ( 画 面 の 
左上 ) に 移動 し ます . 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の ビュ ー ボ ー ト 内 を 消去 し ます . 


ll 口 グ ラ ム 例 出川 和 有用 有 征 川 


1 5 も 回 

1 の の 9 ′ CLS samp1e 

11 の 9 SCREEN の 。 の 

12 の 9 BUSUB 1 の 』BEEP sCLG 1 

13 の 9 BOSUB 18 の 9:』EEEF' iCLS 2 

14 の 9 BUSUB 189』sBEEF'sCLS 3 

15S の 9 BUSUB 18 の 』VIEM(29 の ,5 の ) 一 (4 の の 。 15 の ) 
16 の 9 BEEPiCLS 3 

17 の ENII 

1 の FUR 1=1 TO 2 の 

19 の FUR J=1 TU 5 の iFPRINT "%"』gNEXT J 
2 の の LINE( の ⑦, の ) (1X3 の ,199) 7 

21 の 9 NEXT 1 

22 の RETURN 

Dk 


・ テ キス ト 画 面 に " 玉 " を 表示 し , グラ フィ ッ ク 画 面 に 線 を 引い て , CLS 1, CLS 2. 
CLS 3 を 実行 し ます . 


* 150 行 で ビュ ー ポ ー ト を 設定 し て いる た め , 160 行 の CLS 3 で は , グラ フィ ッ ク 
画面 は ビュ ー ポ ー ト の 中 だ け 消 去 さ れ ま す . 
川 川上 上 III 上 I 上 則 和 上 衝 和 II 


参照 : SCREEN, COLOR, VIEW 


CULUR 


機 能 
書 苑 
解 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


カラ ー : color 


テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 色 の 指定 を 行う 
COLOR 〔 く ファ ンク ショ ンコ ー ド >〕] 〔[ , く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー> ] [ , く ヌル 

キャ ラク タコ ー ド >]〕 [ , く フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー>〕 
*・〈 く ファンク ショ ンコ ー ド > は , テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 色 な ど を 設定 し ま 
す . この 機能 は , テキ スト 画面 が カラ ー モ ー ド の と き と 白 黒 モ ー ド の と き と で 働 
き が 異な り ま す . 
白黒 モー ド の 場合 (CONSOLE , , , 0) 

0 一 ノー マル (通常 の 表示 ) 

1 一 シー クレ ッ ト ( 文 字 を 表示 し な い ) 

2 一 ブリ ンク (点滅 する ) 

3 一 シー クレ ッ ト (1 と 同じ ) 

4 一 リ ベ ー ス (反転 する ) 

5 一 リバ ベ バース シー クレ ッ ト ( 反 転 し て 文字 は 表示 され な い ) 

6 一 リ ベ ー ス ブリ ンク (反転 し て 点滅 する ) 

7 一 リバ ベ バース ブリ ンク シー クレ ッ ト (5 と 同じ ) 

カラ ー モ ー ド の 場合 (CONSOLE , , , 1) 

0 一 黒 , 1 一 青 , 2 一 赤 。 3 一 革 

4 一 緑 , 5 一 水 多 。 6 一 臣 色 。 イー 自 
・<〈 バ バッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉 と は , グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の 色 の こと で す . グラ 
フィ ッ ク 画 面 が カラ ー モ ー ド の と き は ば は, CLS 文 に よっ て グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 
する と きこ の 人 色 で 塗り つぶ な され, ペレット 番号 で 指定 し ます . 
白黒 モー ド の と き は , COLOR 文 の 実行 後 , 地 の 色 が 〈 く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー> 
と な り ま す . この と き の 色 は , パレット 番号 で は な く カ ラー コー ド で 指定 し ま 
す . 
・〈 ヌ ルキ ャ ラク タコ ー ド > は , テキ スト 画面 を 消去 する と き 使 用 する 文字 の キャ 
ラク タコ ー ド を 指定 し ます . 通常 は 32 (20H) を 指定 し ます . 
・〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー〉> と は , グラ フィック 画面 に 点 や 線 を 描く と き に 使わ 
れる ペレ ッ ト 番 号 の こと で す . 種々 の グ ラフ ィ ッ クス テー トメ ント で ペレ ッ ト 番 
号 を 指定 し な か っ た 場合 , この 〈 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー> が 用 いら れ ま す . 


COLOR ,0, ,7 


























グラ フィ ッ ク 画 面 の フォ アグ ラウ ンド カラ ー を 7( パ レッ ト 番 号 7), ベック グ 
ラウ ンド カラ ー を 0( パ レッ ト 番 号 0 ) に 設定 し ます . 


Am クル z が Al 


1 ig も 回 


1 の の 
11 の 
12 の 9 
13 の 9 
14 の 
15 の 
1 6 の 
17 の 
1 の 
199 
2 の の 
ロ k 


/ CHLHR samp1le 
SCREEN の の 』CHNSULE 。。』1 
COLHR 7。1」。7sCLS 3 
BUSUE 1 の 
FOUR 1=1 TO 7 

CULOR 1 。』 1 BUSUB 1 の 
NEXT 1 
ENII 
PRINT "COLOR" 
LINE (1 の 9 。 記 の ) STEF( 29 の 。 1 の の) 。 。BF 
RETURN 


・ 黒 以外 の 7 色 で , 四角 形 を 描き ます . 

* 120 行 で , テキ スト 画面 の 文字 を 白 , ベック グラ ウン ドカ ラー を 青 , フォ アグ ラ 
ウン ドカ ラー を 白人 設定 し て いま す . 次 の CLS 3 が 実行 され る と , グラ フィ ッ ク 
画面 が 再 に な り ま す . 

・180 行 の "COLOR" と いう 文字 は , 直前 に 実行 され た COLOR 文 の < ファ ンク 
ショ ンコ ー ド > で 指定 され た 色 で 出力 され ます . 

・190 行 の LINE 文 で は , 直前 に 実行 され た COLOR 文 の < フォ アグ ラウ ンド カラ ー> 
で 指定 され た 色 で , 四角 形 を 描き ます . 


山肌 明和 利和 軸 吊 有 有 有 有 有 用 軸 軸 刺 加 田 皿 


参照 : CONSOLE, SCREEN, CLS , 資料 8 キャ ラク タコ ー ド 


CULUR= 


グラ フィ ックス テー トメ ント 





カラ ー・ イ コー ル : color 三 


機 能 | カラ ー パ レッ ト を 変更 する 

COLOR 三 ( く パ レッ ト 番 号 〉 ,〈 カ ラー コー ド 〉) 

・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 へ の 色 の 指定 に は , カラ ー パ レッ ト を 用 いま す . この 命令 
は , どの ペレット に どの 人 色 を 対応 させ る か を 決め る も の で す . 
<・< ペ レッ ト 番 号 〉? と は , 0 か ら 7 まで の 8 つの カラ ー パ レッ ト に つけ られ た 固有 
の 番号 で , それ ぞ れ の ペレット に どの 色 を 持っ て くる か は 〈 カ ラー コー ド 〉 に よっ 





て 指定 し ます . 
・< く ペレット 番号 〉 と く カ ラー コー ド >〉 の 関係 は 次 の と お り で す . 
〈 パ レッ ト 番 号 〉 < カラ ー ラ コード) 
0 0 ( 黒 ) 
1 1 ( 青 ) 
2 どの カラ ー パ レッ ト に ヒ に 2 ( 赤 ) 
3 どの カラ ー コ ー ド を 3 ( 紫 ) 
4 対応 させ る か を 任意 に 4 ( 緑 ) 
5 決め る こと が で きる 5 (水色 ) 
6 6 (黄色 ) 
7 7 ( 白 ) 


・ シ ステ ム 起 動 時 に は , カラ ー パ レッ ト は その ペレット 番号 と 同じ カラ ー コ ー ド 
が 割り 付け られ て いま す . し た が っ て , も し カラ ー バ レッ ト を 全く 変更 し な けれ 
ば , カラ ー パ レッ ト と カラ ー コ ー ド は 同じ も の と し て 使っ て か まい ませ ん . 

<・ カ ラー パレット の 変更 後 は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 され て いる 色 , お よび こ 
れ か ら 使 うす べ て の グラ フィック 命令 (PSET 文 , LINE 文 な ど ) に お ける カラ ー 
表示 は , その ペレット 番号 に 割り 付け られ て いる カラ ー コ ー ド に 設定 され ます . 
<・ ペ レッ ト は , グラ フィ ッ ク に 対し て の み 有 効 で す . し た が っ て , テキ スト 画面 
の カラ ー は ペレ ッ ト の 変更 に 影響 され ませ ん . 

COLOR 三 (1 ,4) 


・ カ ラー ペレット 1 に , カラ ー コ ー ド 4 ( 緑 ) を 割り 付け ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 7 口 グラ ム 例 ] 中 ittttiititttttttittttttttlttttttittItItIIItIIIlIIINUIUINININININIIINIIIHIIIINININIIIIINININININIIIINININIIININI 


1 1 も 回 


1 の の ′ COLUR= samp1@g 
11 の SCREEN の , の 』CLB diCULUR=(7。7) 


2 一 31 


129 CIRCLE (32 の 。19 の ) 。5 の 7 
13 の PQINT (329 。169) 。7。7 
14 の 9 FOR J=1 TD 199 

15 の 9 FOR 1=1 T ロ 7 


1 6 の CULUR=(7 。 1 ) 

17 の FUR K= の TO 1 の の kNEXT に K 
18 の NEXT 1 

19 の 9 NEXT J 

2 の 9 の ENH 

Ok 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 中 央 に 白く 塗っ た 円 を 描き , 色 を 次 々 と 変化 させ ます . 

・120 行 と 130 行 で 白い 円 を 描い て , その 中 を 白く 塗り つぶ な し ます . 

・150 行 か ら 180 行 で , COLOR= 文 を 使っ て パレット 番号 7 の 色 を , カラ ー コ ー 

ド 1 か ら 7 の 色 に 次 々 と 変え て いき ます . これ に よっ て 円 の 色 が 次 々 と 変化 し ま 

ずら 
Im 


参照 : COLOR 


CULUR@ 


機 能 
書式 
解 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


カラ ー・ ア ッ ト マ ー ク : color @ 


テキ スト 画面 に 書か れ た 文字 に 色 や 機能 を 設定 する 

COLOR@(cx1 , cy1) 一 (cx2 , cy2) , く ファ ンク ショ ンコ ー ド > 

・ テ キス ト 画 面 の キャ ラク タ 座 標 の 2 点 (cxl, cy1), (cx2, cy2) を 対 角 と する 四角 
形 の 領域 に 書か れ て いる 文字 に 色 を 付け た り , ブリ ンク な どの 機能 を 設定 し た り し ます . 
・ 指 定 する 座標 は , キャ ラク タ 座 標 で 次 の 範囲 と な り ま す . 


0 一 (〈 桁 数 >ー 1 ) 白黒 モー ド 
0 一 〈 桁 数 >ー 2 ) カラ ー モ ー ド 
cy1, cy2 三 0 一 《 行 数 >ー 1 ) 
〈 桁 数 〉, 〈 行 数 > は WIDTH 文 で 指定 され た 値 で す . 
・〈 く ファンクション コード 〉 は , CONSOLE 文 に よっ て 設定 され て いる モー ド に 
よっ て 持つ 意味 が 異な り ま す . この 機能 及び 指定 の 仕方 は COLOR 文 の < ファ ン 
クシ ョ ンコ ー ド > の 場合 と 全く 同様 で すか ら , そちら を 参照 し て くだ さい . 
COLOR@(0 , 0) 一 (9 ,9),4 (カラ ー モ ー ド の 場合 
・ テ キス ト 画 面 の 左上 (10 桁 Xx10 行 ) を 緑 に 設定 し ます . 


cxl, cx2 三 


川 川 上川 峯 / 口 グラ ム mmm 


1 ig も 回 

1 の の / CULORG@ samp1e 

11 の CUNSULE の 。25 。 の 1 

12 の MIUHTH の,25』CL5 

13 の FR 1= の TO 15 

14 の PRINT "CULUR@test" 
15 の 9 NEXT Ii 

16 の 9 FUR I= の TO 7 

17 の 9 CULUR@ (の 。1X2) 一 (9 。1X2+1 ) 。1 
189 NEXT 1 

19 の END 

Ok 


・"COLOR@test" と いう 文字 を 8 色 に 分 け て 出力 し ます . 


・130 行 か ら 150 行 で , "COLOR@test" と いう 文字 を 縦 に 16 行 分 表示 し ます . 
・160 行 か ら 180 行 で , テキ スト 画面 を 2 行 ど と に 色 を 指定 し ます . 


II 上 則 上 上 和則 則 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIII 


注意 : ・ テ キス ト 画 面 が カラ ー モ ー ド の と き , グラ フィック 画面 の 左端 に 重 な ら な い の 


で , グラ フィ ッ ク 画 面 の 全 領 域 に 色 を 付け る こと は で きま せん . 
また , この 命令 に よっ て 設定 され た 領域 の 上 に 新しく 文字 を 書い た 場合 , 書か れ 
た 文字 は この 影響 を 受け ませ ん . 


2 デ 33 


























画面 制御 ステ ー ト メン ト 

















CUNSULE 


機 能 テキ スト 画面 の モー ド 設 定 を 行う 
書式 |】 CONSOLE〔〈 ス クロ ー ル 開始 行 〉] 〔 , < スク ロー ル 行 数 〉 〕 [ , < ファ ンク ショ ン 
キー 表示 スイ ッ チ > ] [ , く カラ ー ノ 白黒 スイ ッ チ >]〕] 〔 , く 文字 フォ ン 
ト >〕 

解 説 ・ テ キス ト 画 面 に 関す る を さま ざま な モー ド 設 定 を 行い ます . 
・ く スク ロー ル 開 始 行 〉> と く ス クロ ー ル 行 数 〉 を 指定 する こと に より , 画面 上 で の ス 
クロ ー ル する 領域 (スク ロー ルウ ィ ン ド ウ ) を 指定 し ます . 
・〈 く スクロール 開始 行 ? は , どの 行か ら ス クロ ー ル を 開始 する か を 指定 し ます . 
・ く ファ ンク ショ ン キ ー 表 示 ス イッ チ >〉C 1 を 指定 する と , 画面 最 下 行 に ファ ンク 
ンション キー に 登録 され て いる 文字 列 を 表示 し ます . 0 を 指定 し た 場合 は 表示 され 
ませ ん . 
・〈 カ ラー ング 白黒 スイ ッ チ > を 1 に する と テキ スト 画面 を シカ ラー モー ド に し , 0 を 
指定 し た 場合 に は 白黒 モー ド と な り ま す . 
*〈 文 字 フ ォ ン ト 〉 は , テキ スト 画面 に 表示 され る 文字 フォ ント を 選択 し ます . 0 
を 指定 する と , 標準 モー ド ( カ タカ ナ モ ー ド ) に , 1 を 指定 する と ひら が な モー ド 
(に な り ま す . 
・ シ ステ ム 起 動 時 は , < ス クロ ー ル 開始 行 〉, く < スク ロー ル 行 数 〉, < ファ ンク ンション 
キー 表示 スイ ッ チ 〉, 〈 カ ラー/ ノ 白黒 スイ ッ チ 〉, 〈 文 字 フ ォ ン ト 〉> は , それ ぞ れ , 
0, 20, 1, 0, 0 に 設定 され ます . 
・ そ れ ぞ れ の パラ メー タ を 省略 し た と き は , 現在 定義 され て いる 値 と 同じ に な り 
ます . 


CONSOLE 0, 10, 1, 1 
・ 最上 行か ら 10 行 を スク ロー ルウ ィ ン ド ウゥ とし, ファ ンク ンション キー を 表示 する 
カラ ー モ ー ド に 設定 し ます . 
CONSOLE, , , ,1 
・ 文 字 フ ォ ン ト を ひら が な モー ド と し ます . 











コン ソー ル : console 


mm"(" プ 曲 グラ ム 例 IIIIIIUI 四 加 和 II 軸 四 四 車 軸 軸 田 用 有用 肌 有 用 山 軸 


1 1s も 回 

1 の の ′ CHNSHLE sample 

11 の 9 CLSsCONSDLE の ②。25 の 。1 
12 の FOR ii=1 TO 25 BTEP 4 
13 の CONBOULE の 。1 

14 の BUHSUB 17 の 


ト つ 
| 
て っ 
店 


15 の NEXT 1 

16 の 9 ENH 

179 CLS 

1 の FUR J=1 TO 49 

19 の FRINT J 

2 の の FUR K= の 9 TO 1 の siNEXT K 
21 の 9 NEXT J 

22 の RETURN 

ロ k 


・ ス クロ ー ル 行 数 を 変え て , 1 か ら 40 ま で の 数 字 を 出力 し ます . 
* 130 行 で , スク ロー ル 行 数 を 設定 し て いま す . 
WW 
注意 : ・ プ リン タ に ひら が な を 出力 する 場合 は , あら か じ め プ リン タ を ひら が な モー ド 
に 設定 し て お く 必 要 が あり ます . 詳し く は , 資料 8 キャ ラク タコ ー ド 「 プ リン タ 
を 標準 モー ド , ひら が な モー ド に 切り 替え る 方 法 」 を 参照 し て くだ さい . 
参照 : 資料 8 キャ ラク タコ ー ド 


一 般 コ マン ド 














CUNT 


停止 し た プロ グラ ム の 実行 を 再開 する 
CONT 


・CONT コマ ンド は , [STOP] キ ー や , STOP 文 , END 文 で 停止 また は 終了 し た 文 
の 次 の 文 か ら 実 行 を 開始 する コマ ンド で す . 
・ 通 常 は , ブロ グラ ム の 誤り を 探す と き に , STOP 文 と 共に 用 いま す . 
・ 実 行 を 停止 し た 後 , ダイ レク トモ ー ド で 変数 の 値 を 変更 し た り , 表示 し た 後 , 
CONT ュ マン ドド に よ ょ よっ て 実行 を 再開 する こと が で きま す . 
・INPUT 文 , LINE INPUT 文 で 入力 待ち も の と き に 実行 を 停止 し た 場合 , それ ら 
の 命令 か ら 実 行 が 再開 され ます . 
・ ブ ログ ラム を 変更 し た と き , ある い は キー ボー ド か ら 入 力 を 行う INPUT$ 関数 
を キー で 止め た 後 は , CONT コ ユマ ンド と よる 実行 再開 は で きま せん . 
CONT 
・ ブ ログ ラム の 実行 を 再開 し ます . 


トコ 行 mil 








コン ト : continue 


1 ig も 回 

19@ の 9 ? CUNT samp1e 
11 の 1=1 の 

12 の PRINT 1.。SQR(1 ) 
13 の 9 STOP 

14 の 1 エ =1+1 

15 の GUTO 12 の 


1 の 3 。1 6228 
Brneak in 139 
Ok 
Cont 図 

1 1 d。31663 
Brneak in 139 
0k 
と ロロ も 回 

12 。4641 
Break in 139 
Ok 


・10 以 上 の 整数 の 平方 根 を STOP 文 で 止め な が ら 出 力 し ます . 


・ 実 行 例 は , 130 行 が な けれ ば 10 以 上 の 整数 と その 平方 根 を 次 々 と 出力 する も の 
cr 


・ 実 行 さ れる と , 10 と その 平方 根 を 出力 し て すぐ 停止 し ます . STOP 文 に よる 停 
止 な の で , CONT 文 を 入力 する こと に よっ て STOP 文 の 次 の 140 行 か ら 実 行 を 再 


2 一 36 


開 す る こと が で きま す . 


HIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 則 卓上 上 上 に 上 上 上 に 和 衝 上 III 


参照 : STOP, END 


入出 力 ス テー トメ ント 
































CUPY 


機 能 | 画面 に 表示 され て いる 情報 を プリ ンタ に 出力 する 
書式 | COPYC< 機 能 >〕 
・ テ キス ト 画 面 ,。 グラフィック 画面 に 表示 され て いる 文字 や 図形 を プリ ンタ に 出 


ディ スク 








コピ ー : copy 


だま チ ィ 
* バ 機能 > は , 1 か ら 5 まで の 値 を と り , 次 の よう に 働き ます . 省略 され た と き は , 
3 が 選択 され ます . 


1 : テ キス ト 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます . 

2 : グラフィック 画面 の み を プリ ンタ (に に コ ピー し ます . 

3 : テ キス ト 画 面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 ル を プリンタ に コピ ー し ます . 

4 : グラ フィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に , 縦 方 向 を 2 分 の 1 に 縮小 し て コ 
ビー し ます . 

5・ テ キス ト 画 面 , グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 両方 を プリ ンタ に , 縦 方 向 を 2 分 
の 1 た 縮小 し て コピ ー し ます . 

COPY 2 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に 出力 し ます . 


ささ フラ 


ml ププ 口 グラ ム 人 中 上 NHNNHNWNifttititttttttWWttitttttttttmm |6 | 5 し 川 川 川 
フリ ンタ 





1 igt 各 

1 の 6 の 9 / COPY samp1le 

11 の 9 SCREEN の 4 の sMIDTH の 。25』CLS 3 
12 の 9 FUR 1=1 TO 2 の 

13 の X=RNLI( 1 ) X75 sgY=RND( 1 ) X19 
14 の LUCATE X 。Y iPRINT "COPY" 
15 の CIRCLE(XXB 。YX1 の ) 。3 の 

16 の 9 NEXT 1 

17 の 9 FDR 1I=1 TO 5 

18 の COPY 1 

19 の 9 NEXT 1 

2 の の END 

ロ k 


・ テ キス ト 画 面 の いろ いろ な 位置 に "COPY" と いら 文字 を 出力 し , グラ フィ ッ ク 
画面 の いろ いろ な 位置 に 円 を 描い て か ら , 画面 を プリ ンタ に 出力 し ます . 
・120 行 か ら 160 行 で , 画面 に "COPY" と 円 を 描き ます . 
・170 行 か ら 190 行 で , COPY 1 か ら COPY 5 まで , 順番 に 実行 し ます . 
ll 
注意 : ・COPY 文 が 使用 可能 な プリ ンタ は 次 の と お り で す . これ ら 以 外 の プリ ンタ に 対 
し て の COPY 文 の 動作 は 保証 され ませ ん . 
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・ 縦 横 の 比率 が ほぼ 画面 上 と 同等 に コピ ー で きる も ゃ も の 
PC-8023, PC-8023C, PC-8024, PC-8027, PC-8824, PC-8825, PC-PR101, 
PC-PR201 お よび これ ら の 同等 品 
・ 縦長 ( 約 4/3 倍 ) に な る が コピ ビー で きる も の 
PC-8821, PC-8822, PC-PR103, PC-PR202, PC-PR403 お よび これ ら の 同 
等 品 
・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の コピ ー に お いて , 画面 に 表示 され た も の と , プリ ンタ に コ 
ピー され た もの と で は , いく ら か イメ ー ジ が 異な り ま す . た と えば , 画面 上 で 
は 真 円 で あっ て も , プリ ンタ に 出力 し た 場合 に 多少 縮ん だ 形 に な り ま す . 


CUS 


COS(< 数 式 〉) 


























コサイン : cosine 


余弦 (コサイン ) の 値 を 返す 


・〈 数 式 > の 値 の 余弦 (コサイン ) を 返し ます . 


・ < 数式 > の 値 の 単位 は , ラジ アン (z/180xX 角 度 ) で す . 
・COS 関 数 の 演算 は 単 精度 で 行わ れ ま す . 


COS (3.14159/180*30) 866026 (COS (30*) の 値 


COS (3.14159/180* ネ 60) .500001 (COS (60') の 値 ) 


ut プ 口 グラ / ふ rm 


1 gt 
1 の 9 の 9 ”" 
11 の 
12 の 
13 の 
14 の 
15 の 


CUS =ample 
INFUT "2 ト " (トド “* ) 

PRINT "COS "USING 
PRINT "SEC" saUSING 
IF QBS(CS) く =1 ビ ー の 6 


16 の 
k 

Fun 回 

カフ 2 フト“ ( ト “ ) 
CUS 45 = 
ロ k 


EN 


ロ 


』 ? 45 図 
。・7 の 71 の 7 SEC 


・ 角 度 を 度 で 読み 込ん で 


グラ ム で す . 


S "spD 
CS=CUS(D/ 1 の Xd .14159265d5 ヨ 979 欄 ) 


" 提 拉 "isPRINT 
ME Ds 

THEN PRINT " = 
ELSE PRINT " = 


Ii ー "CS 


テイ キ ^ サレ マセ フリ 
"31/CS 


45 = 1。.41421 


, コサイン (COS) と セカ ント (SEC) の 値 を 出力 する プロ 


・ セ カン ト の 値 を 求め る に は 


sec の 9 三 1/cos の 


を 用 いて 計算 し ます . 


scos の 値 が 0.000001 以下 に な る と , 単 精度 実数 で は 包 の つい た 指数 形式 に な る 
の で , 150 行 で は その よう な 場合 は オー バー フロ ー と みな す よ うに し て あり ます . 


有用 有 有 有利 前 川 山 用 有 U ロ llll 用 有川 DUUUUUUUU 


入出 力 コ マン ド 


CSAVE 


カセ ッ ト テ ー プ へ プロ グラ ム を セー プ ブ す る 
CSAVE く ファ イル 名 〉 


・CSAVE コ マン ド は メモ リ 上 の プロ グラ ム を 指定 され た く 〈 フ ァイル 名 〉 で カセ ッ 
ト テ ー プ に セー ブ し ます . 
・ く ファ イル 名 〉 は , 先頭 の 6 文字 が 有効 と な り ま す . 
・ プ ログ ラム の セー ブ が 完了 する と , 画面 に "Ok" と 表示 し て コマ ンド レベ ル に 
戻り ます . 


CSAVE "demo" 


* メ モリ 上 の プロ グラ ム を "demo" と いう ファ イル 名 で カセ ッ ト テ ー プ に セー ブ 
し ます . 


シー・ セ ー ブ プ : cassette save 


UE 行 例 II 上 上 上 上 上 目 上 上 III ( 1 1 8 II 峯 





で る &V@ "BaME1“" 回 
0Uk 
・ 現在 メ モリ 上 に ある プロ グラ ム を , "GAME1" とい うら ファ イル 名 で カセ ッ ト 
テー プ に セー ブ し ます . 
川上 上 利和 

注意 : ・CSAVE ュ コマ ンド を 実行 し た 後 は , CLOAD? ユマ ンド を 実行 し て プロ グラ ム が 
正常 に セー ブ で き て いる か を 確認 し て くだ さい . 

参照 : CLOAD, CLOAD? 


























数 値 関数 




















CSNG 


機 能 | 整数 値 , 倍 精度 実数 値 を 単 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 返す 
CSNG< 教 式 ) 
・< 数 式 > の 値 を 有効 数 字 6 桁 の 単 精度 実数 値 に 変換 し た 値 を 返し ます . 
千 果 の 値 が ー1.70141E 十 38 て 1.70141E 十 38 の 範囲 に な いと き は , "Overflow"* 
エラ ー が 起こ り ま す . 


CSNG (123) 返さ れる 値 》 123 
CSNG (3.14159) 3.14159 
CSNG (一 1E 十 40) "Overflow" エ ラー 


II / 口 グラ 7 催 MAU 








コン バー ト ・ シ ング ル : convert to single 


1 im 回 

1 の の / CSNGB samp1e 

11 の 9 1INPUT "AD Ra 柱 。HX 

12 の 9 GUSUR 14 の 

13 の 9 ENH 

14 の Lt=INT (1 の へ HIX+ 。 呈 ) /19^ へ DX 
1S の PRINT @Q# 。CSNB (AD# ) 

16 の 9 RETURN 

Ok 

PUun 回 

nH で 1。25。3 回 
1 。25 1 。3 

Ok 

Fun 回 。 

nH? の 。1234567 。5 回 
・1234567 。12346 

0k 


・ 小 数 点 以 下 を 任意 の 桁 数 で 四 捨 入 し ます . 

・140 行 で は , CINT 関 数 の プロ グラ ム 例 と 同じ こと を 実行 し て いま す が , ここ で 
は , CINT 関 数 で な く INT 関 数 を 使っ て いま す . 

・150 行 で 変数 AD 井 を その まま 出力 する と , 誤差 を 含ん だ 結果 が 出 て くる の で , 
CSNG 関数 を 使っ て 有効 桁 数 は その まま で 単 精度 実数 に 変換 し て か ら 出 力 し て い 
索 。 


IllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUU0UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


らい 


画面 制御 予約 変数 























CSHLIN 


カー ソル の 垂直 位置 を 返す 


肥 ・ 現在 の カー ツル の 垂直 位置 を 行 単位 で 返し ます . 
・ 得 られ る 値 は , 25 行 モー ド で 0 か ら 24, 20 行 モー ド で は 0 か ら 19 と な り ま す . 
な お , 画面 の 最上 行 が 0, 最 下 行 が 24( ま た は 19) と な っ て いま す . 


CSRLIN 


* 現在 の カー ソル の 垂直 位置 を 返し ます . 





カー ソル ・ ラ イン : cursor line 


川 川 峰 II 7 口 グラ ム mmmmmmmmtmtmmimlmmmmmmmmmmmmlll 


13igt 回 

1 の の " CSRLIN samp1e 

11 の 9 MIHTH 日 の ,25』CLS 

12 の F=1 :X= コ 39 』Y=2 

13 の 9 BUSUB 15 の 

14 の 9 BUTO 13 の 

15S の LOCATE X』YgPRINT "の リョ 

16 の IF CBRLIN>=22 UR CSRL IN く <=1 THEN F=FX-1 
129 Y=Y+FiLOCATE X,YIPRINT "7 』 
18 の RETURN 

ロ k 


・ カ ー ソ ル の 位置 を 調べ な が ら " @ "を 上 下 に 動か し ます . 

・160 行 で , カー ツル の 位置 を 調べ , 1 行 目 か 22 行 目 の ひと き に 動く 方 向 を 変え ま 
す . 
・ 変 数 は 方 向 を 表し , 1 の と き は 下 , 一 1 の と き は 上 を 表し ます . こう する こと 
(に よっ て 次 の Y 座 標 は Y+F で 求め る こと が で きま す . 


III 用 上 II 上 上 上 上 上 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


参照 : POS 





CVUCVS/CVD 


シー・ ブ イ ・ ア イ : convert to integer 
シー・ ブ プイ ・ エ ス : convert to single 
シー・ ブ プイ ・ デ ィ : convert to double 





ディ スク 


文字 列 を 数 値 デ ー タ に 変換 し た 値 を 返す 

CVI( く 2 文字 の 文字 列 )) 
CVS(<4 文字 の 文字 列 〉) 
CVD( く <8 文字 の 文字 列 〉) 

解 説 ・ フ ロッ ビィ ディ スク 上 の ラン ダム ファ イル か らち 読み 込ん だ デー タ は 文字 型 に 
な っ て いる た め CVI, CVS, CVD 関 数 を 使っ て , 数 値 デ ー タ に 変換 し ます . 
・CVI 関 数 は 2 文字 の 文字 列 ( す な わ ち 2 ベイ ト の デー タ ) を 整数 値 に , CVS 関 数 
は 4 文字 の 文字 列 を 単 精度 実数 値 に , CVD 関 数 は 8 文字 の 文字 列 を 倍 精度 実数 
値 に それ ぞ れ 変換 し ます . 
・ 指 定 し た 関数 の 文字 列 よ り 長 い 文 字 列 を 代入 し た 場合 , 代入 し た 文字 列 の 左側 
か らち 指定 さ れ て いる 文字 数 まで が 変換 され ます . た と えば , CVI('" ABCD") と し 
た 場合 , "AB" だ けが 変換 され ます . 


CVI( "AB" ) 16961 


・2 ベ イト の 文字 コー ド "AB" を 整数 値 16961( 内 部 表現 4241H) に 変換 し ます . 
数 値 の 内 部 表 限 に つい て は , VARPTR 関数 を 参照 し て くだ さい . 





II 


II 口 アル 7 パル, ll : 1 | 





11gt 回 

1 の 9 の 9 / CViI/CV8/CVD samp1e 

11 の UPEN "2grdata" QB 1 

12 の 9 の FIELD 1 。2 QG D1 本 。4 QB D2 を ま 。 日 AB D3 ま を 
13 の 9 BET 拉 1。1 

14 の QZ=CV1I (1 を ) 

1S の B=CVG (2 を) 

16 の C# せ = じ CVD (を ) 

17 の 9 PRINT "人 = リュ AX 

1 ヨコ の PRINT "B ="sB 

19 の PRINT "CC = リョ j じ 

2 の 9 の CLOSE 

21 の END 

ロ k 

に un 回 

全 = 123 

BE = BS34 。13 

C = 3。141592654 の の の の 9 

HUk 

・ ラ ンダ ム フ ァ イル か ら デ ー タ を 読み 取り 数 値 に 変換 し て 表示 し ます . 
・MKI$ /MKS$ /MKD$ の プロ グラ ム 例 を 実行 する と と に よっ て 作成 され た 


"rdata" と いら ファ イル の 内 容 を 出力 し ます . 
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* 140 行 か ら 160 行 で , 2 バイ ト の 文字 列 を 整数 型 , 4 ベイ ト の 文字 列 を 単 精度 実数 
型 」。8 ベ イト の 文字 列 を 倍 精度 実数 型 に 変換 し て いま す . 


山肌 II 肌 利 有用 軸 有 有用 用 有用 和 山 軸 軸 軸 II 


参照 : MKI$/MKS$/MKD$ 


DATA 


一 般 ス テー トメ ント 


























デー タ : data 


READ 文 で 読み 込ま れる 数 値 , 文字 定数 を 格納 する 

書式 | DATA< 定 数 >〔, く 定数 〉.……] 

解 ・DATA 文 は , READ 文 で 読み 込ま れる 数 値 や 文字 定数 を 格納 し ます . 
・ こ の 命令 は , REM 文 な ど と 同じ よう に 非 実行 文 ( 何 の 動作 も 行わ な い 命令 ) 
で , プロ グラ ム の どこ に お いて も か まい ませ ん . 
・ 1 つの DATA 文 に は , プロ グラ ム の 1 行 (255 文 字 ) に 入る だ け の デー タ を セッ 
ト す る こと が で き , また 1 つの プロ グラ ム 中 に いく つも の DATA 文 を 置く こと 


が で きま す . 


・READ 文 は , 行 番号 の 小さ い 方 か ら 順 番 に DATA 文 の 中 の デー タ を 読み 込ん 


で いき ます . 





・〈 定 数 〉 は , 


・READ 文 で 読ま れる 回 数 より デー タ の 個数 が 少な い 場合 (READ 文 に 対応 する 
デー タ が な い 場 合 )"Out of DATA" エ ラー と な り ま す . 


数 値 定数 (整数 , 固定 小数 点 , 浮動 小数 点 , 8 進数 , 16 進 数 ), 文字 定 


数 の いずれ か で す . た だ し , 定数 式 (2 十 3 など) は 許さ れ ま せん . また , READ 文 
で 読み 込ま れる 場合 , READ 文 で 指定 され て いる 変数 の 型 は , 対応 する デー タ の 
定数 の 型 と 一 致し な けれ ば な り ま せん . 

・DATA 文 の 中 の デー タ は , コン マ (,) で 区 切ら れ ま す が , 文字 定数 の 中 に ュ ン 
マ , コロ ン (:), また は 文字 列 の 前 後に 意味 の ある 空白 を 含む と き は , その 文字 
定数 全体 を ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 囲む 必要 が あり ます . 
・RESTORE 文 に よっ て READ 文 で 読み 込む DATA 文 を 行 単 位 で 指定 する こと 


が で きま す . 


DATA 8001, 


"COMPUTER " 


・ デ ー タ と し て , 8001 と いう 数値 デー タ , "COMPUTER" と いう 文字 列 デー タ を 


格納 し ます . これ ら は , READ 文 に よっ て 読み 出さ れ ま す . 
mlit" プ 口 グラ ム 例 川上 上 上 
1 5 も 


1 の の / DaTQ amp1e 
11 の DaTQ 1 の 9。2 の 

12 の READ Aa。Q ま 

13 の 9 PRINT QiPRINT を 


14 の END 

ロ k 

Fun 回 
1 の 

2 の 

ロ k 


・DATA 文 に 格納 され て いる 定数 を 読み 取り , 出力 し ます . 

・110 行 で , 10 と 20 と いう デー タ を 設定 し ます . 

・120 行 の READ 文 で は , A と A$ と いう 変数 に , 10,. 20 と いう デー タ を それ ぞ れ 
代入 し ます . 10 は , 単 精度 実数 型 , 20 は 文字 型 と し て 読み 込ま れ ま す . 


Il 川上 上 風 山上 


参照 : READ, RESTORE 


文字 予約 変数 


UATES 


内 蔵 の カレ ンダ 時 計 の 日 付 を 返す 


DATES 
・DATES$ 変 数 を 参照 する こと に より 内 蔵 カ レン ダ 時 計 の 日 付 が 得 ら れ ま す . 
・ 日 付 は , 8 文字 の 文字 列 で 返さ れ , 文字 変数 に 代入 し た り , PRINT 文 で 内 容 を 
表示 する こと が で きま す . 
・ 日 付 を 設定 する に は , DATES$ 変 数 に 次 の 形式 の 文字 列 を 代入 し ます . 
"YY/MM/DD" 
YY 年 (00 一 99) 
MM・ 月 (01 一 12) 各 2 文字 で 指定 し ます . 
DD 日 (01 一 31) 


DATES (現在 の 日 付 を 返す ) 
DATE$ 三 "85/08/19" 
・ 内 蔵 カ レン ダ 時 計 に , 1985 年 8 月 19 日 を 設定 し ます . 


デー ト ・ ダ ラー : date $ 


mm" ププ 日 グラ ム 例 中 上 NN 
1 5 も 
1 の 6 の ′ DATE$ mample 
11 の PRINT "キョ ウリ 197』 
12 の 6 PRINT LEFT を (DATE ま 2) 7 ネフ リョ 
13 の PRINT MIH ま (HATE ま 』4』2) 37 が か リリ" ョ ュ 
14 の 9 PRINT _ RIGHT ま (DATE も を 2) 』" ニチ テ " ス リ " 
15 の END 
ロ k 
Fun 回 
キョ ウリ い 1985 ネフ の 1 カナリ 12 ニチ テ * ス 
ロ k 
・ 日 付 を 出力 し ます . 


lll 

注意 : ・ 内 歳 の カレ ンダ 時 計 は バッ テリ ー バ ベッ クア テッ プ に より 常に 日 付 を 更新 し て いま 
す . た だ し , 年 の 値 は 保持 され て お ら ず , シス テム ュ 起 動 時 に , "85" に 初期 化 さ れ 
ます . 年 の 値 と し て "85" 以 外 を 使用 する 際 は , シス テム 起動 時 ご と に 再 設定 を 
行っ て くだ さい . 
・DISK バ ベー ジョ ン を 使用 すれ ば , 付属 の テー ティ リティ を 使用 する こと に よっ 
て この 手間 を 省く と と が で きま す .( 詳 し く は , Nss-BASIC (DISK バ ー ジ 』 ン ) 
ユー ザー ズ ガ イド を 参照 し て くだ さい .) 

参照 : TIMEs$ 


UEF FN 


書 式 


一 般 ス テー トメ ント 


ディ ファ イン ・ フ ァ ン クシ ョ ン : define function 


新しく 関数 を 定義 する 

DEF FN〈 名 前 >〔( く パラ メー タリ スト >)〕 三 く 関 数 の 定義 式 〉 

・ 関 数 の 名 前 は "FN" 十 < 名 前 〉 で 定義 し ます ( 例 :FNPW). 

・〈 名 前 〉 は 変数 名 と し て 正しい 形 を し た も の で な く て は な ら ず 最初 の 2 文字 の み 
が 区 別 さ れ ま す . 

・〈 パ ラメ ー タ リス ト 〉 は その 関数 が 呼ば れ た と き に , (関数 の 定義 式 > 中 の 同じ 変 
数 名 に 対応 し ます . 変数 名 の 間 は ュ ン マ で 区 切り ます . 

・〈 ペ パラ メー タリ スト 〉 に 書か れ た 変数 名 は 〈 関 数 の 定義 式 > を 評価 する 際 に の み 有 
効 と な り ま す . し た が っ て ブログ ラム 中 に 同じ 変数 名 が あっ て ゃ 影響 は あり ませ 
5 

・ く 関数 の 定義 式 > は , その 関数 の 演算 内 容 を 記述 する 式 で , 1 行 の 範囲 に 限ら れ 
ます . この ユー ザ 定 義 関 数 は , 数 値 関数 , 文字 関数 , その 混在 の いずれ で も か ま 
いま せん が , 〈 パ ラメ ー タ リス ト 〉 内 の 変数 と , それ に 渡さ れる 変数 と が 同一 の 下 
で な けれ ば な り ま せん . 

・ < 関数 の 定義 式 > 中 で 使わ れ て いる 変数 が , < パラ メー タリ スト > 中 に な い 場 合 
は , その 変数 が , その 時 点 で 持っ て いる 値 が 使わ れ ま す . 

s DEF FN 文 は ダイ レク トモ ー ド で 使用 する こと は で きま せん . 

DEF FNLG(X) 三 LOG(X)/LOG(10) 

・ 常 用 対数 を 求め る 関数 と し て "FNLG" を 定義 し ます . 以後 , プロ グラ ム 中 で , 
FNLG(< 数 式 〉) を 使う と , < 数 式 > の 常用 対数 値 を 得る こと が で きま す . 


II / 口 シル アパ [mlllUUUUUMUMMM 


1 gt 回 

1 の の ′ DEF FN samp1e 
11 の hEF FNPM(X 。Y) =X^Y 
12 の 9 INPUT "wayP XsY 
13 の 9 PRINT "x^y=" ョ FNPM(X 。Y) 
14 の ENI 

Ok 

Fun 回 

xy? 2。 昌 回 

ヘッ y= 256 

ロ k 


・2 つの 実数 x, y を 読み 込ん で , x" を 出力 し ます . 
・110 行 で 引数 x, y を 持ち , x" を 返す 関数 FNPW を 定義 し て いま す . 


II 有用 用 有 UI 用 川間 UI 


2 一 49 























UEFINT/SNG/DBL/STR 


一 般 ス テー トメ ント 


























ディ ファ イン ・ イ ント / シ ング ル / ダ ブル / ス トリ ング : define integer/single/double/string 


変数 の 型 宣言 を 行う 
DEF | INT | < 文字 の 範囲 >〉[ , < 文字 の 範囲 〉 . . 〕 


解 


誤 


SNG 
DBL 
STR 


・〈 文 字 の 範囲 ? で 指定 され た 文字 で は じ ま る すべ て の 変数 名 の 型 を , 次 に 示す 型 


宣言 に より 定義 し ます . 


DEFINT : 変 数 を 整数 型 に 
DEFSNG : 変数 を 単 精度 型 に 
DEFDBL : 変数 を 倍 精 度 型 に 
DEFSTR : 変数 を 文字 型 に 


芽 
| 
で 
% 穫 
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・〈 文 字 の 範囲 >? は, 1 文字 の 英字 で 指定 し ます . また , ある 範囲 に わた っ て 指定 
する と き は , 1 文字 の 英字 と 1 文字 の 英字 を ハイ フン (- ) で つなぎ ます . た だ し , 
最初 の 英字 は , 後 の 英 字 よ り も アル ファ ベッ ト 順 で 先 の も の で な けれ ば な り ま せ 


言 文字 で 指定 し た 場合 ,。 これ ら の DEF 宮 言 より ゃ 優先 され ます . 
宣言 が 行わ れ て いな い 文字 で 始ま る 変数 は , すべ て 単 精度 実数 弄 変 数 と みな 


DEFINT |,J 


*・ 」 


と で 始 まる 変数 を 整数 と し て 宣言 し ます . 以後 , プロ グラ ム 中 で は 整数 型 


と し て 扱わ れ ま す . た と えば , IX は IX% と 等 し く な り ま す . 


II プロ グラ ム 例 中 上 上 上 WNW 


1ist 回 


1 の の 
11 の 9 
12 の 9 
13 の 
14 の 
15 の 
1 6 の 
17 の 
18 の 
19 の 
2 の の 
21 の 
2 の 
23 の 


/ LEF INT/BNB/DBL/STR samp1le 
HEFINT 1-M 

HEFSNG AB 

DEFDBL hn 

ThEFSTR 8 

1 1=1 。23:J=65 643 

QB=1 .23 :BB=655 .643 

= コ . 1 415926535B9792 間 

ロメ = 。141592654 の の の の の 1 提 
8=" BTRING" 

FRINT "11 =" ョ 11 。 "= リョ ゴ 


PRINT "AB ="iAB。」"BB ="sBB 
FRINT "h ="sH"X = リョ 
PRINT "S ="j8 
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24 の 9 END 


ゴミ = 65 
・23 BE = 65。.643 
・14159265d3SB9792 IX = 
TRING 


の 


・ 整 数 型 , 単 精度 実数 型 , 倍 精 度 実数 型 の 数 を , それ ぞ れ 出力 する プロ グラ ム で 
・110 行 で 1, 」, K, L, M で は じ ま る 変数 を 整数 型 , 120 行 で A, B で は じ ま る 変数 を 
単 精度 実数 型 , 130 行 で D で は じ ま る 変数 を 倍 精度 実数 型 , 140 行 で S で は じ ま る 
変数 を 文字 型 に それ ぞ れ 定義 し ます . 

・180 行 で は , D で は じ ま る 変数 名 に 倍 精度 実数 値 を 代入 し て いま す が , 弄 宣 言 
文字 % で , 整数 型 に 指定 され て いる の で , D% と いう 変数 は , 3 と いう 値 を 持つ 
こと に な り ま す . 


利用 朋 加 融 有 月 有用 有 有用 腹 川 衝 用い ロロ ロ l 有 DUOUUUUUUUUU 


特殊 ステ ー ト メン ト 


UEF USR 


機械 語 で 作ら れ た ユー ザ 関 数 の 実行 開始 番地 を 定義 する 

DEF USR[ く 番号 〉] ニ 開始 番地 ) 

・USRK 関数 (ユー ザ 関 数 ) が 呼び 出す 機械 語 プ ログ ラム の 実行 開始 番地 の 設定 を 
行い ます . 
*・〈 番 号 〉 は 0 て 9 まで の 値 で , USR 十 < 番 号 〉 が 関数 名 と な り , 関数 名 に よっ て 機械 
語 で 作ら れ た プロ グラ ム が 呼び 出さ れ ま す . < 番号 〉 を 省略 し た と き は 0 と みな さ 
れ ま す . 
・ く 開始 番地 〉 は 機械 語 プ ログ ラム の 実行 開始 番地 を 指定 し ます . 
・DEF USR 文 に よっ て 定義 さ 8 れ て いな い USR 関数 を 参照 する と , "Ilegal 
function call" エ ラー に な り ま す . 


DEF USR3 ー &HDA00 


・USR 関数 の 実行 開始 番地 を , DA00H 番 地 に 設定 し ます . 


ディ ファ イン ・ ユ ー ザ : define user 


UIUUUll ァ / 口 グラ ム 人 中 上 上 NN 


1 iss も 回 

1 の 9 の 9 ′" DEF USR samp1le 

11 の CLEAR 3 の 99 。&HBFFF 

12 の DEF UBR=&HC の 999 &GUSUB 21 の 

13 の 9 CUNSOULE の 。28 。 の 。1 MIDTH B の 。25 CELS 
14 の 9 FUR 1=1 THU の X24 

159 PRINT "@9』 

169 NEXT 1 

179 CLSiFUR 1=1 TO S の の 9gNEXT 1 

18 の 9 VADX=&HFdC8 

199 Ii=USR(VADX) igFUR エ =1 TU S の の 9iNEXT 1 
2 の 9 の END 

21 の 9 FDR RaL=&HC の の 9 の TO &HC の 15 

22 の RE _ DaiPUKE AaD。Da 

23 の 9 NEXT aD 

24 の 9 RETURN 


25 の HATA &H7E L Aa。(HL) 
269 haTa &H23 INC HL 
27 の DATA &H66 LL 。H。(HL) 
28 の DATA &H6F LD 。 L,A 
229 DATA &HS3E ,&HE タ 1 LD 6,」"" 
3 の 9 の hATA &H11 ,&H2B 。&H の の si LD HE,4@ 
31 の HATA &HOE 。&H19 LD  C,25 


2 の DRTA _&HO の 6 。&HS の 
33 の haTR &H77 


L1: LD  B,B の 
L2』 Ln (HL),a 


aa PF ae 
くく ささ ささ ふふふ 


34 の HaTRa &H23 日 INC HL 
35 の LT &H1 の 9 。&HFC H DJNZ L2 
6 の DaTA _&H19 日 DD HL,DE 
379 HaTA &HO の H 日 IEC ヒビ 

8 の naQTn &H29 。&HF6 JR NZ 。L1 
399 HaTQ &HC9 RET 


ロ k 
・BASIC と 機械 語 の プロ グラ ム で , テキ スト 画面 全体 に " 弄 " を 2 回 書き ます . 
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・] 回 目 は 140 行 か ら 160 行 の BASIC プロ グラ ム で 実行 し ます が , 2 回目 は 250 行 
以下 の DATA 文 で 定義 され て いる 機械 語 で 実行 し ます . 

・120 行 で , 機械 語 の 開始 番地 が C000H 番 地 で ある こと を 定義 し ます . 

・180 行 で 変数 VAD% に テキ スト VRAM の 開始 番地 を 代入 し , 190 行 で , それ を 
引数 と し て 機械 語 ル ー チ ン を 呼び 出し ます . 

・210 行 か ら 240 行 まで の サブ ルー チン で , DATA 文 に 定義 され て いる 機械 語 デ ー 
タ を メモ リ に 書き 込み ます . 





則 軸 軸 四 加 四 MM 回 自由 軸 軸 軸 田邊 胃 間 田 軸 軸 間 導 IIIUUUUIUIUIUI 身 吊 


参照 : USR 


一 般 コ マン ド 




















UELETE 


プロ グラ ム を 行 単位 で 削除 する 

書式 | DELETE[〔〈 始 点 行 番号 >][ 一 終点 行 番号 >〕 

解 ・ < 始点 行 番号 〉 か らく 終点 行 番号 〉) ま で の プ ブログ ラム 行 を 削除 し ます . 
・< 始 点 行 番号 〉 だ け を 指定 し た 場合 は その 行 だ け を 削除 し ます . この 場合 , 
DELETE コマ ンド を 省略 し て 行 番号 だ け を 入力 し た の と 同じ こ に なり ます . 
・ ハ イフ ン (- ) と < 終点 行 番号 〉 の み を 指定 し た 場合 , ブロ グラ ム の 先頭 か ら 指定 
行 ま で を 削除 し ます . 

DELETE 一 990 


・ プ ログ ラム の 先頭 か ら 990 行 まで を 削除 し ます . 








デリ ー ト : delete 


mt 杜 行 UM 


1 it 回 

1 の 9 の / LELETE samp1le 

11 の 9 ? 

12 の 9 / HELETE コマ フト" いい シテイ シグ ま " ョ ウラ 

13 の 9 / サワ シル " ョ シマ スズ 

149 FRINT " LELETE sample" 

15 の PRINT " HELETE コマ ーッ ト ^ いい シテ イ シク キ ギョウ 3" 
169 PRINT " サウ ショ シマ スリ" 

17 の END 


ロ k 
1 @ も gg 1 1 の -13 の 


ロ k 

1 gt 回 

1 の の / LELETE =ample 

14 の 9 PRINT " hnELETE sample" 

15 の PRINT " LELETE コマ ント " いい ジテ イ シグ キョ ウ ラリ" 
16 の 9 PRINT ". サ フシ ジョ ニー ジ シマ スリ 

17 の END 

Ok 


・100 行 か ら 170 行 まで の プロ グラ ム の うち , 110 行 か ら 130 行 まで を DELETE コ 
マン ド を 使っ て 削除 し て いま す . 


IIIUUUUUUUUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 有 II 田 田 軸 用 有 有田 山 UMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


一 般 ス テー トメ ント 





UIM 


配列 変数 の 要素 の 大 き さ を 指定 する 
書 式 ] DIM< 変 数 名 〉(<〈 添 字 の 最大 値 〉 , < 添字 の 最大 値 〉..…〕) 


・ 配 列 を 使用 する 前 に は , DIM 文 に よっ て 配列 宮 言 を 行い ます . 
・DIM 文 は , 配列 変数 の 添字 の 最大 値 を 設定 し , 同時 に スモ リト 上 に その 配列 の 領 


ディ メン ジョ ン : dimension 


域 を 割り 当て る も の で す . 

・ 添 字 の 最大 値 が 10 以 下 の 場合 は , 配列 宜 言 を する 必要 は あり ませ ん . この と 
き , 配列 を 使用 し た 時 点 で メモ リ 上 に , 添字 の 最大 値 を 10 と し て 領域 を 割り 当て 
ます . 


・〈 添 字 の 最大 値 〉 の 個数 は , その 配列 変数 の 次 元 を 直し ます . また , 次 元 は メモ 
リ 容 量 の 許す 限り 255 次 元 ま で 使用 で きま す . 
・〈 添 字 の 最大 値 > よ り 大 きい 値 の 添字 を 持つ 配列 が 用 いら れ た 場合 は , 
"Subscript out of rangee" エ ラー に な り ま す . 
・DIM 文 が 実行 され た 時 点 で , その 配列 の すべ て の 要素 の 値 は 0 (文字 型 の 場合 
は ヌル スト リン グ ) 人 設定 され ます . 
・ 既 に , DIM 文 で 配列 宣言 され て いる 配列 変数 を 再度 DIM 文 で 配列 宣言 する と , 
"Redimensioned array' エ ラー に な り ま す . この よう な 場合 は , ERASE 文 で , 配 
列 宜 言 を 取り 消し た 後 , DIM 文 を 実行 し て くだ さい . 

し 例 ] DIM MT(3,3,3) 
*3x3X3 次 元 の 配列 変数 MT の 配列 宜 言 を 行い ます . この 場合 , 添字 の 最大 値 
が 10 以 下 な の で , 配列 宣言 の 必要 は な い の で す が , メモ リ の 節約 の た め に DIM 文 
を 実行 し ます . 


mmt000 ブ プロ アル ZAI 


1igt 回 

1 の 9 の 9 / LIM samp1 

11 の 9 HIM KU(9。9) 

12 の 9 FUR 1=1 TU 9iFUR J=1 TH 9 

13 の KU【( 1T 。J) = エ ※J 

14 の 9 NEXT J。 エ 

1S の FUR 1=1 TU 9gFOR J=}1 TH 9 

1 6 の PRINT USING "枯草 井 寺 "saKU(T ゴゴ ) 
17 の 9 NEXT JiFRINTiNEXT Ii 


1 の END 

0Uk 

PU 回 
1 2 3 人 4 1 に = アプ に 】 9 
2 4 6 BB 19 12 14 16 18 
3 6 9 。 12 1 ち 1 昌 21 24 27 
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B 12 16 2 の 9 24 2 32 836 
1 の 9 15 2 の 9 25 39 35 4 の 4S 
18 24 39 36 42 48 54 
14 21 28 35 42 49 5S6 63 
16 24 32 4 の 9 4B 5E6 64 72 
18 27 36 4 54 63 72 81 


の ひけ ひ 可 お 
ュー 
N い 


0k 


・ 九 九 の 表 を 出力 し ます . 
・110 行 で 9X9 の 2 次 元 配 列 KU を 宣言 し て いま す . 


山肌 肌 上山 軸 山 血 軸 和 有用 有 UIIIIUIIUIIUUUIUUUUUIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


参照 : ERASE 


USKF 


機 能 
解 説 


入出 力 関数 








ディ スク 


ディ スク ・ エ フ : disk file 





フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 各種 情報 を 返す 
DSKF (〈 ド ライ ブ 番 号 >〔 , < 機能 >]) 
*〈 ド ライ ブ 番 号 〉 で 指定 され た ドラ イブ , お よび そこ と に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ 
ディ スク に 関す る 情報 を 関数 の 値 と し て 返し ます . 
・ バ 機能 > は 値 と し て 返す 情報 の 種類 を 指定 し ます . 〈 機 能 > と し て 指定 する 値 と , 
その と き に 返さ れる 関数 の 値 の 意味 は 次 の よう に な っ て いま す . 
省略 し た と き : 指定 し た ドラ イブ に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 残り 容 
量 を クラ スタ 数 で 返す . 
指定 し た と き : 指定 し た ドラ イブ の 下記 の 情報 を 返す . 
0 : 最 大 トラ ッ ク 番 号 ( 三 緒 面 あ た り の トラ ッ ク 数 一 1) 
1 : 1 トラ ッ ク あ た り の セク タ 数 
2 : 片 面 フ ロッ ピ ィ ディ スク (0 を 返す ) あ る い は 両面 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
(1 を 返す ) 
・1 ト ラッ ク あ た り の クラ スタ 数 
・ フ ロッ ピ ィ ディ スク 1 枚 あ た り の クラ スタ 数 
・ デ ィ レ クト リ の ある トラ ッ ク 番 号 
・1 クラスタ あたり の セク タ 数 
・ FAT の 開始 セク タ 番 号 
: FAT の 終了 セク タ 番 号 
・ FAT の 数 
10 : ID の ある セク タ 番 呈 
・ ド ライ ブ の 種類 や ディ レク トリ , クラ スタ , FAT に つい て は , 資料 5 ディ ス 
ク フ ァ イル の 構造 を 参照 し て くだ さい . 


( 〇 oO ^ こ ーー の O の の 員 尽 OO 


DSKF(1) EGG (ドラ イブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 残り 容 
量 ) 


DSKF (2 , 0 ) 区 きれ る 値 う (ドラ イブ 2 の 最大 トラ ッ ク 番 号 ) 


・5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の と き 39, 8 イン チ フ ロッ ピ ィ 
ディ スク の と き 76 を 返し ます . 


コ 
LU 


ml"… プ グラ ム 例 中 上 上 上 上 NNNNNNNNNNNWNWfWfNNtttNWmm 





tist 回 

1 の の / DSKF samp1e 

11 の 9 INPUT "drive number" shHR 

12 の 9 PRINT "Track =" ョ ESKF (HIR 』 の 9) 9 /Lnive" 
13 の 9 PRINT "Sectorn =" ョ DSKF (HR 。1) 』"/Tnack " 
14 の 9 FRINT "hisk space ="』DSKF (DR ) 

15 の ENH 

ロ k 

run 回 

drive number? あ 回 

Track = 39 /Drive 

Sectorn = 16 /Track 

his5k = ロ pacCe = 12 の 

ロ k 


・ 指 定 さ れ た ドラ イブ の 最大 トラ ッ ク 数 , 1 トラ ッ ク 当 り の セク タ 数 及び フロ ッ 
ビィ ディ スク の 残り 容量 を 出力 し ます . 


II 上 II 上 II 上 




















DSKIS 


機 能 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら 直 接 デ ー タ を 読み 込む 
DSKI$( く ドラ イブ 番号 >[ , く サ ー フ ェ ス 番号 〉 ] , く トラ ッ ク 番 号 〉 , く セ クタ 番 
号 >) 

唐 説 ・ フ ロッ ピ ィ ディ スク 上 の 指定 し た セク タ か ら 直 接 デー タ を 読み 込み ます . 
・ デ ー タ は 0 番 ベ ッ フ ァ に 読み 込ま れる と と も に , 256 文 字 の 文字 列 を 値 と し て 
返し ます . 
・ 文 字 列 の 長 さ は 255 文 字 で し か 許さ れ ま せん か ら , DSKIS$ 関数 の 値 と し て 256 
バイ ト の デー タ す べ て を 一 度 に 得る こと と は で きま せん . そこ と で , デー タ を 得る と 
き は , 次 の 方 法 を 用 いま す . 

(1) ラン ダム ファ イル の 場合 と 同じ よう に FIELD 文 に より , 0 番 ベ バッファ へ ス 複 
数 の 文字 変数 を 割り 当て る . 
(②) VARPTR 関 数 に より , 0 番 ベ ッ フ ァ の 置か れ て いる メモ リ 番 地 を 調べ , そ 
の 人 訟 域 を PEEK 関 数 を 使っ て 読み 出す . 

・ 指定 する 〈 く ドライブ 番号 y? の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 5.25 イ ンチ 片面 倍 密度 ミニ フ 
ロッ ピ ィ ディ スク の と き は , し , く サー フェ ス 番 号 〉] を 省略 し ます (コン マ を 含め 
省略 ) . 
・ く トラ ッ ク 番 号 〉, く セ クタ 番号 〉 と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は , 指定 され た く ド 
ライ ブ 番 号 ? の ディ スク ドラ イブ の 種類 に よっ て 異な り ま す . 
これ ら の 情報 は , DSKF 関数 に よっ て 得る こと が で きま す . 

DSKI$(1,0,18,1) 
*・ ド ライ ブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の , サー フェ ス 0, トラ ッ ク 18, 
セク タ 1 の 内 容 を , 0 番 ベ ッ フ ァ に 読み 込み ます . 


ディ スク ・ ア イ ・ ダ ラー : disk input $ 


1 川 川 川 川 


ll ッ Amk ク ル z/ 人 Hm Oo 1 





1 sg 回 

1 の の / LIBSKI 本 samp1le 

11 の FIELH の 。128 QB 本 (の ) 。12 AG 人 Q ま (1) 

12 の 9 INPUT "Linive 。Surface 。Tnack 。Secton" 』DR 。SU 。TR 。BE 
13 の LIU ま =DSK1I 和 本 (DR 。SU 。TR 。SE ) 

14 の FUR I= の @ TO 1 

15 の FUR J= の TO 7 


16 の FUR K=1 TO 16 

17 の D を =HEX ま (AGC (MID ま (人 本 (1 エ ) ,JX16+K 。 1 ) ) ) 
18 の PRINT RIBHT ま ("の "TH 2) 87 リョ 

19 の NEXT KsPRINT 

2 の の NEXT J。IgiEND 

Ok 








un 回 

inive Surface 。Tnack 。Secton? 3 33 愛人 回 

4 F2 11 2 の 8 2 の 4a F1 の F FF dQ 49 F1 49 F4 12 
の の の BE QA 9E の 2 5 32 F1 8 3 59 32 F1 59 3a 58 
F1 Sd3 SB 28 49 2C 4Q 29 3 59 F1 53 59 28 49 2C 
4 29 の の 4C QQ QB の 2 BE 29 4 F4 12 F2 11 2 の HB 
2 の BB 2 の 49 F4 12 F2 11 2 の HB 2 の 4LI F1 11 d 9 
2 の 9 の E C6 の 2 2 の 9 dQ an1 29 4 4 F1 の F FF 3 49 49 
F1 49 F4 12 2 の dQ n1 2 の 9 4 4Q F1 4 F4 12 3 49 
49 F1 49 6 の の 9 7B QAQ B2 の 2 BB 2 の 9 5B F1 53 58 28 49 
49 2C 4 4Q 29 2 の DB 2 の BB 2 の 9 59 F の 53 59 28 49 
49 2C 4Q 4Q 29 2 の PhB 29 4LI F1 13 29 da a1 2 の 9 4h 
F1 15 の の 9 an QnA BC の 2 BB 29 59F1 53 59 2 49 49 
2C 4 4 29 2 の LI ヨ B 29 BB 2 の 9 58 F@ の 53 5 28 49 49 
2C 4Q 4 29 2 の 9 HB 2 の 9 4D F1 12 2 の 9 3 an1 29 4D F1 
14 の の IC AN C6 の 2 BB 2 の 9 B3 28 5 日 F6 13 2C 59 29 
2C 12 2C 14 2C F4 1D 6E 12 の 3 77 3 BB 29 B3 28 
SB _ 32 F6 13 2C 5S9 32 29 2C 12 2C 13 2C F4 1h 6E 
k 


・ 指 定 さ れ た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の セク タ の 内 容 を 表示 し ます . この プロ グラ ム 

例 は 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の も の で す . 

・120 行 で ドラ イブ 番号 , サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 を 読み 込み 

ます . 

・130 行 で 指定 され た セク タ の 内 容 を 0 番 の バッ ファ に 取り 込み , 最初 の 256 文 字 
を 変数 DU$ に 代入 し ます . し か し 文字 型 の 変数 は 255 文 字 以 上 は 許さ れ な い の 

で , 最後 の 1 文字 は 無視 され ます . 

・170 行 で バッ ファ の 内 容 を 1 文字 ずつ 順に 2 桁 の 16 進 数 に 変換 し て 変数 D$ に 代 

入 し , 180 行 で 出力 し ます . 


山肌 有 有 有 有用 軸 有 有 加 有 有 有用 


参照 : DSKO$, FIELD, DSKF, VARPTR, PEEK 


入出 力 ス テー トメ ント 

















ィ ス ク 


ディ スク ・ オ ー・ ダ ラー : disk output $ 








DSKOS$ 


機 能 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 直接 デー タ を 書き 込む 
DSKO$ く ドラ イブ 番号 >〉[ , く サー フェ ス 番 号 〉〕, く トラ ッ ク 番 号 〉 ,<〈 セ クタ 番号 > 


解説 |" ・ フ ロッ ピ ィ ディ スク 上 の 指定 し た セク タ へ 直接 デー タ を 書き 込み ます . 
・DSKO$ 文 は , その パラ メー タ に より 指定 し た セク タ に 0 番 ベ ッ フ ァ の 内 容 (256 
ズバ イト ) を 書き 込み ます . 

・ 書 き 込 む デ ー タ は , 次 の 方 法 で 準備 し ます . 

(1) ラン ダム ファ イル の 場合 と 同じ よう に FIELD 文 に より , 0 番 バ ベッ ファ に 変 
数 領域 を 割り 当て た 後 , LSET 文 , RSET 文 に より 行う . 

② VARPTR 関 数 に より , 0 番 ベ ッ フ ァ の 置か れ て いる メモ リ 番 地 を 調べ , 
POKE 文 に より デー タ を 書き 込む . 

・ 指 定 す る く 〈 く ドラ イブ 番号 〉 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が 5.25 イ ンチ 片面 倍 密度 ミニ フ 

ロッ ピ ィ ディ スク の と き は , 〔, く サー フェ ス 番 号 〉] を 省略 し ます (コン マ を 含め 省 

略 ) . 

・〈 ト ラッ ク 番 号 〉, く セ クタ 番号 〉 と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は , 指定 され た 〈 ド 

ライ ブ 番 号 ? の ディ スク ドラ イブ の 種類 に よっ て 異な り ま す . 

これ ら の 情報 は , DSKF 関数 に よっ て 得る こと が で きま す . 


DSKO$ 1,0,18,2 


 * ド ライ ブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の , サー フェ ス 0, トラ ッ ク 18, 
セク タ 2 に , 0 番 ベ ッ フ ァ の 内 容 (256 バ イト ) を 書き 込み ます . 


uttttttt(0(0 ブ プロ グラム 人 中 上 上 人 ititNtttttHfift0tNWiiitttttttttttmmmmm o 


1 1 も 回 

1 の の / HGSKOU を ま sample 

11 の FIELD ## の 』1 QB ま 。1 QG B ま 。2S4 AS C 生 

12 の LSET 生 =CHR ま (の ) 

13 の 9 INPUT "Drnive" DR siIF ER く < の UR 1 く <LIR THEN 13 の 9 

14 の 9 INPUT "How many fil 5" 』H ま 

1S の H=VAL (H を ) 

16 の 9 IF H く < の ロ R 15<H THEN 14 の 

17 の LSET B$ ま =CHR ま (日 ) 

1 ヨ 8 の LINE INFPUT "NMessege? "jiM 季 

19 の 9 LSET に ま =M ま 

2 の の 9 IF ISKF (HIR 。2) = の THEN HSKOU ま HR。18,13 
ELSE DSKU ま DR 。1 。18。13 


川 川 II 峯 





21 の ENLI 

Uk 

か UP [回 

hrive? 回 

How many files? 作図 
ららら 9B ツ 9 まそ モロ 8 の 。25 和央 
ロ k 








・ フ ロッ ピ ィ ディ スク の ID セク タ を 書き 換え ます . この プロ グラ ム 例 は 5.25 イ 
ンチ 片面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ビィ ディ スク と 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ 
ディ スク の 場合 で す . 

・ID セ クタ は , 5.25 イ ンチ 片面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 トラ ッ 
ク 18, セク タ 13 で , 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 サー 
フェ ス 1 , トラ ッ ク 18, セク タ 13 で すか ら , 200 行 の よう に し て ID セク タ 人 書き 
込み ます . 


II 利 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 上 敗 上 III 
注意 : ・ こ の 命令 は 現在 の ディ スク ファ イル を 壊す 恐れ が あり ます の で , フロ ッ ピ ィ デ 


ィ ス ク お よび ファ イル の 構成 を 正しく 理解 し た 上 で 用 いて くだ さい . 
参照 : DSKI$, FIELD, DSKF 


一 般 ス テー トメ ント 


エン ド : end 


プロ グラ ム を 終了 する 
END 


江 [ 員 |[ 共 
避 問 恒 


・ ブ ログ ラム の 実行 を 終了 し , すべ て の ファ イル を クロ ー ズ し て コマ ンド レベル 
に 戻り ます . 

・END 文 は , ブログ ラム の 実行 を 終了 させ た いと ころ に 置け ば よく , また , いく 
つ 置 いて も か まい ませ ん . 

・ ブ ログ ラム の 最後 の END 文 は 省略 する こと が で きま す . た だ し , この 場合 , 
ファ イル の クロ ー ズ は 行わ れ ま せん . 

例 END 

・ ブ ログ ラム を 終了 する . 


tttt(((000 ブ プログ ラム 人 ii 


1 st 回 

1 の の 9 ^ END samp1e 

11 の 9 PRINT "Hit key to mnd!" 
12 の 9 人 Q 和 を =TNPUT ま (1 ) 

13 の IF まま ="e" THEN EN ELSE PRINT 本 5BDTD 12 の 
Ok 

Fun 回 

Hit /e/ key to end! 

紀 

h 

ュ 

い 

U 

Ok 


・e" が 入力 され る まで , 入力 し た 文字 を 出力 し ます . 

・130 行 で . プロ グラ ム を 終了 させ る か , 入力 され た 文字 を 出力 し て 次 の 入力 を 
待つ か を 判断 し て いま す . 

・ 実 行 例 で は "g", "h",。 還 の "ww" "u" そし て "e" を 入力 し て いま す . 





UI 明和 加 有朋 回 加 加 軸 有 有用 有 有用 有用 胃 四 


注意 : ・ カ セッ ト テ ー プ に セー ブ す る プロ グラ ム に は 最後 に END 文 を 付け る 習慣 を つ 
け て くだ さい . END 文 が 付い て いな い プ ログ ラム を ロー ド し た 後 実行 し た 場合 , 
正 常に 動作 し な いこ と が あり ます . 


EUF 





エン ド ・ オ プ ・ フ ァイル : end of file 


機 能 | ファ イル が 終了 し た か どう か を 値 で 返す 


EOF(< フ ァイル 番号 〉) 


・ シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル (ディ スク ファ イル ) に お いて , 〈 フ ァイル 番号 〉 で 指定 


され た ファ イル が 終わ り に 達し た か どう か を 調べ る 関数 で す . 


・ フ ァイル が 終わ り に 達し た と ぎ き , EOF 関数 は 真 (-1)), そう で な けれ ば 偽 ( 0 ) 


を 返し ます . 


・ フ ァイル 番号 で 指定 され ん た ファ イル は , 入力 モー ド (INPUT モー ド ) で オー プ 


ン され て いな けれ ば な り ま せん . 


EOF(1) ー1( フ ァイル が 終わ り に 達し て いる ) 


0( ま だ 終わ り で は な い ) 


・ フ ァイル 番号 1 の ファ イル が 終わ り に 達し て いれ ば "一 1", そう で な けれ ば 


"0 "の 値 を 返し ます . 


mt プ 口 グラ ム 何 中 上 上 NNNNNNWWWWNiNWttNWtmmmmm Rg 


1 ist 回 

1 の の / E ロ F sample 

11 の 9 QPEN "tdata" FUHR _UUTPUT AG 昔 1 
129 FUR Is=1 TO 1 の 

13 の PRINT 1。I 

14 の 9 NEXT Ii 

15 の CLUBSE 

16 の 9 UPFEN "tdata" FUR INPUT 人 S #1 
17 の 9 IF EUF(1) THEN 2 の 9 の 

18 の INFUT 1。AgFPRINT 

199 GUTOU 17 の 9 

2 の の ENL 

ロ k 

か un 回 


の 


だ ズー ココ 0OmOJJ ひ お ロ | ロビ 


ロ 





・ "tdata" と いう シー ケン シャ ルフ ァイル を 作っ た 後 , その 内 容 を 読み 出し て 画 


面 に 出力 し ます . 
・110 行 か ら 150 行 で , 1 か ら 10 ま で の 数 を ファ イル に 書き 込み ます . 


2 一 64 


・170 行 で ,。 ファ イル を 最後 まで 読み 込ん だ か どう か を 判断 し て いま す . 


II 用 ll 用 ll 刺 UIUUUUUUUUUUUUUUUUU 


一 般 ス テー トメ ント 


ERASE 


配列 変数 の 宣言 を 取り 消す 

書式 | ERASE< 配 列 名 〉〔, く < 配列 名 〉...〕 

・ 指 定 し た 配列 変数 の 宮 言 を 取り 消し ます . 以後 , 同一 変数 名 の 配列 変数 を 
DIM 文 で 宣言 する こと が で きま す . 
・ERASE 文 は , 配列 変数 が 専有 し て いた メモ リ 領 域 を 解放 し ます . 不要 に な っ 
た 配列 変数 を 消す こと に ょ っ て , より 効率 よく メモ リ を 使う こと が で きま す . 
・DIM 文 で 配列 家 言 を 行っ て いな い 配 列 変数 に 対し て ERASE 文 を 実行 する と 
"Illegal function call' エ ラー と な り ま す . 


ERASE A,B$ 


・ 配 列 変数 ^A と B$ の 配列 宣言 を 取り 消し ます . 


イレ ー ズ : erase 


川 川 川 川 峰 III プ ログ ラ ム rmmmmmmmm' ゃ ll 


1 1 も t 

1 の 6 の 9 ′ ERASE samp1e 

11 の HINM 人 (19 の の) 。B(10 の の ) 

12 の 9 PRINT FRE( の ) 』ERASE QiFRINT FRE( の ) 
13 の 9 HINM QA(29 の ) :gPRINT FRE( の ) 

14 の DINM B(2 の の ) 』 ソ セン ケ " -。 テ * キ マセ -/ ! 
15 の 9 END 

Ok 
Pun 骨 

6174 

656 

5774 
Redimensioned anray in 14 の 
Ok 


・ 一 度 宣 言 し た 配列 を ERASE 文 で 取り 消し , 別 の 大 き さ で 再度 宜 言 を 行い ま 
3 

・110 行 で 配列 A, B を 宣言 し て いま す . 

・120 行 で , 配列 A を 消去 する 前 と 消去 し た 後 の メ モリ の 未 使用 領域 の 大 き さ を 
出力 し ます . 

・130 行 で 配列 A を 宮 言 し 直し て , メモ リ の 未 使用 領域 の 大 き さ を 出力 し ます . 
・140 行 で 配列 B を 宣言 し 直 そ うと し て いま す が , B は 消去 され て いな いた め ェ 
ラー が 発生 し ます . 

・ 実 行 例 の 数 値 は , シス テ ュ 構 成 に よっ て 異な り ま す . 


川上 II 上 利和 利和 上 III 


参照 : DIM 


特殊 予約 変数 


EHL/EHR 


機 能 エラ ー が 起こ っ た と き の エ ラー の 発生 し た 行 番号 と エラ ー コ ー ド を 返す 
ERR 

・ エ ラー が 発生 し た 時 点 で , ERL 変 数 は テラ ー が 発生 し た 行 番号 を , ERR 変 数 は 
その エラ ー コ ー ド を 持っ て いま す . この 値 を 参照 す も こ と に よっ て , エラ ー の 起 
こっ た 行 番号 と , エラ ー の 種類 を 知る こと が で きま す . 
・ エ ラー が ダイ レク トモ ー ド で 生じ た 場合 は , ERL 変 数 は 値 と し て , 65535 を 返 
し ます . 
・ 通 常 , ERL 変 数 お よび ERR 変 数 は ON ERROR GOTO 文 に ょ っ て 指定 し た 処 
理 ル ー チ ン に お いて , 処理 の 流れ を 制御 する た め に 使わ れ ま す . 


ERL 医 Ews02(= ラ ー が 発生 し た 行 の 行 番 
ERR (エラ ー の 種類 を が す エ ラー コー ド ) 


川 III / 口 グラ ム 例 山肌 


エラ ー・ ラ イン / エ ラー・ ナ ン バ : error line/error number 


1 is も 回 

1@ の 9 / ERL/ERR samp1e 
11 の UN ERRUR BUTOU 16 の 
12 の 9 INFUT "xy"iX。Y 
13 の 9 AN=X^Y 

14 の 9 FRINT XX ブリ 8Y ョ リア ョ ウ nn "iANS 9 テ " ス 。" 
1 紀 の ENIH 

16 の 9 "error tnap 

17 の 9 IF ERR=11 AND ERL=13 の 9 THEN PRINT " 22? テイ キ " サレ マセ 。 "gsEND 
1 ヨ 8 の 9 UN ERRR BUTO @ 
Ok 
run 回 

xy? 243 回 

2 ノミ が ョ ウ in 日 テ * ス 。 
ロ k 
Pun 固 
xy? ー1。8 回 
ー1 2 3 ジョ ウ ハー1 テ " ス 。 
ロ k 
un 回 

XY の 。-1 回 

の ウー テイ キサ レ マ セ フ 。 
Ok 


・2 つの 実数 x, y を 読み 込ん で xY を 出力 し ます . 
・160 行 以降 の エラ テー 処理 ルー チン に お いて , 130 行 で モエ ラー ュー ド 11, "Division 
by zero"” エラ ー が 生じ た と き , "??7?% テイ ギ サレ マセ モン 。" を 出力 し て 終わ り 


2 一 67 


























ます . その 他 の エラ ー の と き は 180 行 を 実行 し て 通常 の エラ ー 処 理 に 入り ます . 


山肌 軸 有田 有 有 有用 肌 軸 用 有用 川 


参照 : ON ERROR GOTO 


特殊 ステ ー ト メン ト 


EHHUR 


エラ ー の 発生 を シミ ュ レ ー ト する 

ERROR〈 エ ラー 番号 > 

解説 ・〈 エ ラー 番号 >〉 の 値 は 1 一 255 ま で の 数 値 で 指定 し ます . 
・ 指 定 し た 値 が BASIC で エラ ー コ ー ド と し て 使わ れ て いる 場合 は , ERROR 文 が 
実行 され る と , 〈 エ ラー 番号 〉> に 対応 する エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し , コマ ンド レ 
ベル に 戻り ます . また , 指定 し た く エ ラー 番号 〉 に 対応 する テラー メッセ ー ジ が な 
いと き は ば は, "Unprintable error" を 表示 し ます . 
・ON ERROR COTO 文 が ある 場合 , ERROR 文 が 実行 され る と , エラ ー 処 理 ル ー 
チン へ 分 岐 し ます . この と き , ERR 変 数 は 指定 し た く エ ラー 番号 〉 の 値 を 持ち ま 
す . 


ERROR 5 


* "Illegal function call" エ ラー を 起こ し ます . 


エラ ー : error 


IIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 7 口 グラ ム 化 | 中 iiittttttttitttttttttttttitit((tititItIIIIIttIINIIIHIIIIIIIIIHIIIIINIINHHIHOHOHIHIHIHIUUNUHIUHIUIIUHUIHN 


T3wt 回 

1 の の / ERROR samp1G 

11 の ON ERROR BOTU 18 の 

12 の INPUT " コ サケ ノ セイ スウ (+) ヲ ニュ ウリ ョ フ シテ 9" サイ sg リョ N 

13 の 9 IF FIX(N) く >N THEN ERROR 2551 

14 の IF N<1 の の UR N>999 THEN ERROR 25 の 

1 の PRINT USINB "< 持 提 杜 >" ョ N 

16 の DUN ERROR BUTU の 

179 ENLI 

18 の IF ERR=25 の 9 THEN PRINT " 3 ケタ トリ 1 の の カラ 999 111 
19 の IF ERR=251 THEN FRINT " シリ スウ いい ニュ ウリ ョ フ テ " キマ セフン " 

26@ の PRINT 

21 の RESUME 12 の 9 

Ok 

run 回 

コ ケリ ノ セイ スウ (+) ヲ ニュ ウリ ョ フ = ミ テ フグ 9" サイ 』? 452369 回 
コ ケタ ト い 1 の の カラ 999 !!! 





3 カグー ノ セイ スウ (+) ヲ ニュ ウリ ョ フー シテ 9" サイ ョ ウラ 2 お 回 
シト リズ スウ いい ニュ ウリ ョ ワ テ ^ キマ セ フ 





3 7 グ ノ セイ スウ (+) ヲ ニュ ウリ ョ ク ミ テ フク "サイ ミ マ 1 呈 多 回 





く 159 ッ > 

0Dk 

・ 入 力 さ れ た 数 値 の チェ ッ ク を 行い , 誤り に 対し て エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し ま 
す 


・ も し 実数 が 入力 され た ら , 130 行 で 251 番 の エラ ー を 発生 きせ ます . 
・100 か ら 999 の 間 に な い 数 を 入力 し た ら , 140 行 で 250 番 の エラ ー を 発生 させ ま 
す . 


























・160 行 で は プロ グラ ム を 終了 する 前 に , 通常 の エラ ー 処 理 に 戻し て いま す . 


有朋 軸 有用 有用 II 間 還 軸 軸 軸 衝 軸 軸 軸 軸 和 征 胃 胃 導 II 明 間 吊 吊 思 思 胃 首 胃 導 IM 皿 | 


参照 : ERL/ERR, 資料 10 エラ ー メ ッ セ ー ジ 


数 値 関数 


EXP 


e(2.7128) を 底 と する 指数 関数 の 値 を 返す 
書式 | EXP(< 数 式 >) 


・< 数 式 > の 値 で ある 指数 関数 の 値 を 返し ます . た だ し , < 数 式 〉 の 値 が 87.33655 よ 
り 大 きい 場合 に は "Overflow" エ ラー と な り ま す . 
・EXP 関数 の 演算 は 単 柄 度 で 行わ れ ま す . 


EXP(3) 四宮 め 20.0855 


EXP( 一 12 ) | 挟 さ れる 値 ) 6 .14422E 一 06 


EXP(100) "Overflow" エラ ー 


川 川 用 用 川 プロ グラ ム 例 川上 川上 上 上 上 上 上 上 上 用 川 II 


イク スポ ネン シャ ル : exponential 


1 gt 回 

1 の の ′ EXP sample 

11 の INFUT ii 

12 の 9 HS=(EXF (Li) EXP(-L) ) /2 giHC=(EXF'(LI) TEXF'( 一 器 ) ) /2 
13 の 9 PRINT "SINH" iUSING " 提 半 "sisPRINT " = " ュ HSs 
14 の 9 PRINT "COSH" 』USING " 提 提 "sigPRINT "= ニー リョ HCI 
15 の ENII 

ロ k 
Fun 回 
2 回 

SINH 2 = 3.62686 CUSH 2 = 3.7622 
Qk 





・EXP 関 数 を 使っ て ハイ バボ リッ ク ・ サ イン (SINH) と ハイ ペパボ リッ ク ・ コ サイ 
ン (COSH) の 値 を 求め ます . 
* sinh 2 三 (e”ーe~9)/2 

cosh 9 三 (e? 十 e~?)/2 

で 求め て いま す . 


川上 II 上 上 上 上 上 上 上 目 上 上山 車 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 























入出 力 ス テー トメ ント 








FIELD 


機 能 ラン ダム ファ イル の バッ ファ に 変数 領域 を 割り 当て る 
書式 | FIELD 〔#] く ファ イル 番号 〉 , < く フィー ルド 幅 >AS く 文字 変数 >[ , く フィ ー ル ド 
幅 〉 AS〈 文 字 変 数 〉 ..… 

朋 ・ フ ァイル ベッ ファ を ラン ダム ファ イル ベッ ファ と し て 使用 する た め に , ファ イ 
ル バ ベッ ファ の 中 に 文字 変数 の 領域 を 割り 当て ます . 
・FIELD 文 は ラン ダム ファ イル の 入出 力 を 行う 前 に 実行 し ます . 
・〈 フ ァイル 番号 > は OPEN 文 に よっ て ファ イル を オー プン し た と き に 指定 し た 
番号 で す . また , 特に く フ ァイル 番号 〉 が 0 の と き DSKIS$ 関数 , DSKO$ 文 に お い 
て 使用 され る ラン ダム ベッ ファ を 定義 し ます . 
・〈 フ ィ ー ル ド 幅 > は く 文字 変数 y に 割り 当て る 文字 数 (バイ ト 数 ) で す . バッ ファ の 
大 き さ は 256 ベ イト な の で , 各 文 字 変数 の < フィ ー ル ド 幅 > の 合計 は 256 バ イト 以内 
で な けれ ば な り ま せん . 
・ 1] つの ベッ ファ に 対し て , 何 回 か に 分 け て FIELD 文 を 実行 する こと が で きま 
す . 2 回 目 以降 FIELD 文 を 使用 する 場合 , 以前 の FIELD 文 で 指定 し た フィ ー ル 
ド 幅 の 合計 を ダミ ー と し て 他 の 変数 に 割り 当て , その あと に 追加 する フィ ー ル ド 
を 指定 し て くだ さい . 
・FIELD 文 で 指定 し た く 文字 変数 > は LSET/RSET 文 で 定義 し ます . また , この 
変数 を INPUT 文 , LET 文 の 左辺 で 使用 する こと は で きま せん . も し 使用 する と , 
その 変数 は , 一 般 の 文字 変数 領域 に 登録 され , FIELD 文 で の バッ ファ の 割り 当て 
が 無効 と な り , 正しい ファ イル の 入出 力 が 行わ れ な く な り ま す . 
・EFIELD 文 で 指定 し た 変数 は , FIELD 文 を 実行 し た 時 点 で , < く フ ィ ー ル ド 幅 > で 指定 
し た 文字 数 の ヌル キャ ラク タ ( キ ャ ラク タコ ー F ド が 0 の キャ ラク タ ) が セッ ト さ れ 
ます . 

FIELD #1,128 AS A$,128 AS B$ 
・ フ ァイル 番号 1 の ファ イル ベッ ファ に , 文字 変数 A$, BS$ の 領域 を 名 128 バ イト 
ずつ 割り 当て ます . 





ディ スク 


フィ ー ル ド : field 








1 IIIIIIIIIIIIUIIIIIIII 


有朋 
itttttttttttl イプ 口 グ ラプ ム 例 ll 
) 





1 it 回 

1 の 6 の 9 ′ FIELLI samp1e 

11 の 9 FEN "2jdata1"' aS #1 

12 の FIELH 1 15 QG QR ま 。15 QB B ま 。1S QS じ ま 
139 LSET Q ま ="NEC" 


1 4 の 
1S の 
1 6 の 
17 の 
18 の 
19 の 
0k 


NEC 


Ok 


LSET B ま ="Persona1" 
LSET C ま ="COmputer" 
PUT 埋 1。1 

BET 欄 1。1 

PRINT 内 ま 』 昌 本 記 を 

END 


Persona1 


COmputern 


・ "datal'" と いう ラン ダム ファ イル を 作り ます . 
・120 行 で 始め の 15 バ イト を A$, 次 の 15 バ イト を BS, 次 の 15 バ イト を CS に それ ぞ 


れ 割 り 当 て ます . 


INNIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 II 上 上 上 上 上 上 上 上 II 


参照 : OPEN, GET, PUT, LSET/RSET 


ジ バ さ 


一 般 コ マン ド 


FILES/LFILES 講 語 臣 三 


ファ イル ズ / エ ル ・ フ ァイル ズ : files/list files 























機 能 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 入っ て いる ファ イル の 情報 を 出力 する 

書式 | (1) FILES[ く ドラ イブ 番号 〉〕 
(2) LFILES[ く ドラ イブ 番号 >〕 

・〈 く ドラ イブ 番号 〉 で 指定 され た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 に 登録 され て いる ファ イル 
の 名 前 , 種類 お よび その 大 き さ を 出力 し ます . 
・ 書式 (1) の 場合 ディ スプ レイ 画面 に , (2) の 場合 プリ ンタ に 出力 し ます . 
・〈 ド ライ ブ 番 号 〉 が 省略 され た と き は , ドラ イブ 1 が 選択 され ます . 
・ フ ァイル の 種類 は , 出力 され る 〈 フ ァイル 名 〉 と く 拡 張子 > と の 区 切り 記号 が 空白 
の 場合 に は , その ファ イル は アス キー セー ブ さ れ た プロ グラ ム フ ァ イル , また は 
デー タフ ァイル で ある こと を 示し ます . 区 切り 文字 が , ピリ オド の 場合 に は , バ 
イナ リセ ー ブ に よっ て 作ら れ た プロ グラ ム フ ァ イル , アス タリ スク の 場合 に は 
BSAVE ュ コマンド に よっ て 作ら れ た 機械 語 プ ログ ラム ファ イル で ある こと を 表し 
ます . 
・ フ ァイル の 大 き さ は , クラ スタ を 単位 と し て 表示 され ます . 5.25 イ ンチ ミニ 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 1 クラ スタ は 8 セク タ (2048 バ イト ), 8 イン チ フ ロッ ピュ 
ディ スク の 1 クラ スタ は 26 セ クタ (6656 バ ベイト) です. 


FILES 2 


。 ド ライ ブ 2 に 入っ て いる ファ イル の 情報 を 画面 に 表示 し ます . 


ll: コ 行 人 |! 上 上 上 (HHNtNtfttititittttttitttttitittttittttttitttliltttltllilltiNINIIIIIIIIIIINININININOIINIIIIININIII 了 1 IIIIIIIIIIIIUII 





11 eg [| 

demO  .n5rn 2 demo 。 ※bin 2 donau .nsr 3 mai1 <n5r 1 mai 1 dat d 
maz  .n5sn d CCO55 nsr 1 plane .-nsr 2 te1l phn nsr 4 te1991 dat 2 
tarn  .nsr 1 stan  ※bin 3 tar2 Xbin d 

Ok 


。 ド ライ ブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 内 容 を 表示 し ます . 
IIIIIIIIRIIIHIIIIIIHIIHIIIIIHIIHIHIIIHIIIIIIIHHIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIUUIUIIUIILIUIIIIIUUUUUUIUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : SAVE, BSAVE 


数 値 関数 


FIX 


機 能 ] 数 値 の 整数 部 の 値 を 返す 

FIX (< 数 式 〉) 

解説 | ・< 到 式 〉 の 絶対 値 の 小数 点 以下 を 切り 捨て , < 数 式 〉 の 符号 を 付け た 値 を 返し ま 
あ 
・FIX 関数 と INT 関数 の 値 は く 数 式 > の 値 が 正 の と き 等 し く な り ま す が , 負 の と き 
は 値 が 異な り ま す . ( 例 :INT (一 3.5) = ー4,. FIX (一 3.5) = ニ ー3) 


FIX(1 .23) 1 
FIX( 一 3.2) 臣 め ー 


lll プ 口 フル アパ [lllUUUUUUUU 


フィ ックス : fix 


115t 回 

1 の 9 の / FIX samp1e 

11 の 9 FUR =-2 TO 2 STEP 5 

12 の 9 FRINT "AA =" リ ia。"FIX(A) =" ョ FIX() "INT(A) = リョ INT(R) 


13 の 9 NEXT AA 

14 の 9 END 

DUk 

run [ 思 

人 =ー2 FIX(A) =ー2 INT() =ー タ 2 
人 Q =ー1 5 FIX() =ー1 INT(R) =ー2 
内 =ー1 FIX() =ー1 INT(R) =ー1 
人 Q = テー。5 FIX() = の INT() =ー1 
人 Q = の FIX(A) = の INT(Q) = の 
人 Q = .5 FIX(A) = の INT(Q) = の 
仙 = 1 FIX() = 1 INT(aA) = 1 
人 Q = 1 記 FIX(A) = 1 INT(a) = 1 
人 Q = 2 FIX(A) = 2 INT() = 2 
0k 


・ い くつ か の 実数 に 対し て , FIX 関 数 と INT 関 数 を 実行 し た 結果 を 出力 し ます . 
・FIX 関数 は 小数 点 以 下 を 切り 捨て ます . 
・INT 関数 は , た と えば A ニ = ニー1.5 の と き , 一 1.5 を 超え な い 最 大 の 整数 に な り ま 
すか ら INT( 一 1.5) ニ ー2 に な り ま す . 

II 有用 有 和 用 有 有 肌 用 軸 軸 軸 肌 UIUUUUUUUUUUI 


参照 : INT 


一 般 ス テー トメ ント 


FOR.…T0...STEP-NEXT 言 計 


機 能 
書 式 


フォ ー・ ト ゥ ー・ ス テッ プ ・ ネ クス ト : ..Step--next 


ー 連 の 命令 を 指定 回 数 だ け 繰 り 返 し 実行 する 

FOR く 変 数 > 三 く 初 期 値 >TO〈 終 値 ?LSTEP< 増 分 >] 
( 

NEXT〔 く 変数 >〔[ , く 変数 > ..… ]] 


・FOR 文 と NEXT 文 で は さま れ た 一 連 の 命令 を 指定 し た 回 数 だ け 繰 り 返 し 実行 
し ます . 回 数 の 指定 は , 〈 初 期 値 〉, < 終値 〉, 〈 増 分 > で 決ま り ま す . 
・〈 変 数 > に は 整数 変数 , 単 精度 変数 を 使用 し ます . 文字 変数 , 倍 精 度 変数 は 使用 
で きま せん . 

・〈 初 期 値 >, < 終値 〉, 〈 増 分 > は 数 式 で す . 
・FOR-NEXT の 動作 は 次 の よう に な り ま す . 


ーー へ 


1) 〈 変 数 〉 に く 初 期 値 > が 設定 され ます . 
2) FOR 以後 か ら そ れ に 対応 する NEXT まで 実行 され ます . 
(3③ STEP に よっ て 指定 され た く 増 分 > を < 変数 〉 に 加え, それ を 新しい < 変 
数 > と し ます . 

〈 変 数 〉 の 値 が く 終値 > と 比べ られ , 〈《 終 値 > に 達し て いな けれ ば (2② へ ^ 移 
り , 同じ 処理 が 繰り 返さ れ ま す . 


ンー へ 





PS 


これ を FOR て NEXT ル ー プ と 呼び ます . 

・STEP が 省略 され た 場合 く < 増分? は 1 と みな され ます . また < く 増 分? は 負 の 値 を と 
る こと も で きま す . この と きく < 初期 値 y? は , 〈 終 値 > よ り 大 きく し な けれ ば な り ま せ 
ん . この 場合 < 変数 > が < 終値 > より も 小さ く な る まで FOR て NEXT ル ー プ が 繰り 
返さ れ ま す . 

・ 次 の 場合 FOR て NEXT ル ー プ は 1 回 だ け 実 行 さ れ ま す . 


(1) < 増分 > が 正 の 値 で , 〈 初 期 値 〉 が く 終値 > より 大 きい 場合 . 
(2②) < 増分 > が 負 の 値 で , 〈 初 期 値 > が く 終値 > より 小さ い 場 合 . 
(3  〈 初 期 値 > と く 終 値 > が 同じ 値 で く 増 分 > が 0 の 場合 . 


た だ し , < 変数 > こはく 初期 値 > が 代入 され て いま す . 
・FORCNEXT ル ー プ は 入れ 子 構造 に する こと が で きま す . これ は , 1 つの 
FOR て NEXT ルー プ 中 に ゃ もう 1 つの FOR て NEXT ル ー プ を 置く こと が で きる と 
いう こと で す . この と き , それ ぞ れ の < 変数 > は 別 の も の を 使い ます . 


・ ] つの FOR に 対し て , 入れ 子 構造 さき ええ 正しけれ ば , NEXT は いく つ あ っ て も 
か まい ませ ん . た だ し , メモ リ 容 量 に よっ て 制限 され ます . メモ リ 容 量 が 不足 し 
た 場合 は , "Out of memory' エ ラー に な り ま す . 


FOR | 三 1 TO 10:PRINT " *※"::NEXT | 


・PRINT "" : を 10 回 実行 し ます . すなわち , " 素 " を 10 個 表示 し ます . 


川 川 風 川 7 口 グラ ム mmm 


1 gm も [回 

1 の 9 の 9 / FDR.。.TU...STEF で NEXT sample 
11 の 9 FOUR I=1 TO 4 

12 の PRINT "STEF" ョ 』 ェ 

13 の 9 FUR コ =1 TO 1S STEF 1 
14 の PRINT J』 

15 の NEXT J 

1 6 の FRINT 

179 NEXT 1 

18 の ENL 

Ok 


un 回 
STEF 1 
1 

6 

11 


1 の 9 


テト ] トロ 


+) 
テー の 0 お 


STEF 2 
1 


は ロ 
還 
っ J 
o 


11 
STEP 3 

1 4 フ 19 13 
STEP 4 


1 紀 9 13 
Ok 


・] か ら 15 ま で の 数 値 を 増分 を 十 1, 十 2, 填 3, 填 4 と し て 出力 し ます . 
・120 行 か ら 160 行 まで が 4 回 繰り 返し 実行 され , さら に その 中 で 140 行 を 繰 り 返 
し 実行 し て いま す . 


川 川上 上 上 上 上 衝 上 川 上 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIINIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


FPUS 


入出 力 関数 











ディ スク 





エフ ・ ポ ボ ポジ ショ ン : file position 


機 能 ファ イル 中 で の 物理 的 な 位置 を 返す 


FPOS ( く フ ァイル 番号 〉) 


解 ・< フ 


ァイル 番号 > に よっ て 指定 され た ファ イル が 最後 に 読み 書き し た フロ ッ ピ ィ 


ディ スク 上 の 物理 的 な 位置 を 返し ます . この 値 は , トラ ッ ク 0, サー フェ ス 0, 
セク タ 1 を 0 と し た と き の 通 し 番号 で す . 


・5.25 イ ンチ 両面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 , 通し 番号 は 次 の よう に 


割り = 


中 て て いき ます . 


Ca 潤 。 首 00Ym0DO 1 Ji 上 0.0 テ 7 
トラ ッ ク 000…00000…00111… 
セク タ 1 2 3…・1516 1 2 3…・1516 1 2 3・… 
通し 番号 0 1 2…・14151617 18・‥・3031323334・… 


FPOS (2) 


・ フ ァイル 番号 2 の ファ イル 中 で の 現在 位置 を 返し ます . た と えば , 物理 的 な 位 


トラ ッ ク 2 , サ ー フ ェ ス 0 , セ クタ 4 (5.25 イ ンチ 両面 倍 密 度 ミ ニ フ ロ ッ 


ビィ ディ スク の 場合 ) の と き は , 67( 王 32X 2( ト ラッ ク ) 十 16X 0 (サー フェ ス ) 十 4 
(セク タ )ー 1 ) を 返し ます . 


川 II プ 口 


IM 


グラ ム rm フ 





すま も 回 


16 の 


/ FPS samp1e 


11 の PEN "2ifdata" FUR UUTPUT AS ##1 
12 の PRINT FPOS(1 ) sPRINT 
13 の 9 FOUR Im1 TU SS 


1 4 の 
1S の 
16 の 


PRINT 1 。STRINB ま (126 "19) 
PRINT 拉 1 。BTRINB を (126 "19) 
PRINT FP0S(1 ) 


179 NEXT 1 
18 の 9 END 


Ok 
Pung 
664 


666 
667 
668 
6699 
67 の 9 
OK 


・ フ ァイル に デー タ を 書き 込み な が ら , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の 書き 込ん だ 位置 
を 出力 し ます . 


・ 120 行 で 。 フ ァイル の オー プン で 読み 書き し た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 位 軒 を 出 

Ne 束 3 た 。 

・140 行 , 150 行 で 256 バ ベイ ト の デー タ , つま り 1 セクタ 分 の デー タ を 書き 込ん で 

いま す . 

・160 行 で フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の デー タ を 書き 込ん だ 位置 を 出力 し ます . 
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIII 上 上 III 上 II 


参照 : LOC 


特殊 関数 


FHE 


メモ リ の 未 使用 領域 の 大 き さ を 返す 

書式 | FRE (< 機能 >) 

解 ・< 機 能 〉 が 数 値 型 で あれ ば , 未 使用 の プロ グラ ム お よび 変数 領域 の 大 き さ , ま 
た , 文字 型 で あれ ば 未 使用 の 文字 領域 の 大 き さ を ベイト 数 で 返し ます . 
・< 機 能 〉 の 値 は 型 だ けが 意味 を 持ち , 値 そ の も の は 何で も か まい ませ ん . 


FRE (0) (本 使用 の プロ グラ ム お よび 変数 令 域 の 大 き さ ) 
FRE (" ")[43( ボ 使用 の 文字 入 成 の 大 き さ ) 


mt プ ログ ラ / ふ rm 


フリ ー :free 


1 5 も 回 

1 の の 9 / FRE samp1l 

11 の CLEAR 1 の の 9 。&HD の の の 

12 の 9 PRINT "フロ フラ ム オヨ ヒ ^" ヘソ フス ウー ノ ミ シ ヨ ウー リョウ イキ N'sFRE (の) "WT イ ト テス リ 
13 の 9 PRINT "モジ トレ リー ノー ミ シ ヨ ウ リョ ウイ キ NN" saFRE ("Va") 5 イト テ * ス " 
14 の 9 END 

Ok 

Fun 回 

フ " ロフ "ラム オヨ ヒ "。 パフ スウ ニーノ ー ミ シヨ ウー リョ ウイ キ いい 1937 の 9 "イト テ " ス 

モジ シー レ リ ノー ミ シ ヨ ウ リョ ウイ キ いい 1 の 9 の 9 の 9 いい "イト テ " ス 

0k 


・ CLEAR 文 を 実行 し て か ら プ ログ ラム と 文字 列 の 未 使用 領域 の 大 き さ を 出力 し 
ます . 
・ 実行 例 の 数 値 は , シス テム 構成 に よっ て 異な り ま す . 


UIUUIUUUOUUIIIIIII 軸 mllmlllllllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


バハ い 














トド と 





前 








ディ スク 





GE T# 


機 能 ラン ダム ファ イル の デー タ を バッ ファ に 読み 込む 


GET〔#〕 く ファ イル 番号 〉[, く レコ ー ド 番号 〉]〕 


解 説 ・<〈 フ ァイル 番号 〉 で 指定 され た ファ イル 中 の デー タ を , 対応 する ベッ ファ の 中 に 
読み 込み ます . 指定 され た ファ イル は ラン ダム アク セス の モー ド で オー フン され 
て いな けれ ば な り ま せん . 
<〈 レ ュー ド 番 号 y は ファ イル の レ ュ コード 番号 で , 指 定 さ れ た レコ ュー ド (256 バ イト ) 
が ベッ ファ に 読み 込ま れ ま す . レコ ュー ド 番 号 が 省略 され た 場合 に は , 直前 に 行わ 
れ た GET 孝文 , PUT 婦 文 で 指定 され た レコ ュー ド の 次 の レ ュ ー ド が 読み 込ま れ ま 
す . 
・ GET 女 文 で 読み 込ん だ デー タ を 参照 する に は , あら か じ め FIELD 文 で 割り 当 
て られ た 変数 を 使い ます . 

GET #3,5 
< ファ イル 番号 3 で オー プン し た ラン ダム ファ イル の 5 番目 の レコ ー ド を ベッ 
ファ に 読み 込み ます . 





ゲッ ト ・ シ ャ ー プ : get 婦 


1 II 


II / ログ ラ し mm デン 


ディ スク 





1 も 回 

1 の の / BET 持 5ampl 

11 の 9 UPEN "2jaddress" AG #1 

12 の FIELLI 1 3 の RG 本 。2 の QB HB ま 5 の AS C ま 
139 FUR 1=1 TO LOF(1) 

14 の BET #1。1 

1 の PRINT "NRME" 。 他 

16 の PRINT "TEL " 。B ま 

17 の PRINT "AUDIRES8" 』 じ まま 


18 の 9 NEXT 1i 

19 の 9 CLOSE 』END 

Dk 

Fun 回 

NANE アイ カワ フサ コ 

TEL 1 15ー7 昌 7ー9898 
RLLIRESS ナカ ~ ワリ ケー カワ サキ トカ イ 
NaME リ チ ヤ ヒ テ " ミ 

TEL 1 14ー12 コ 3ー6565 
HHRESG トウ キョ ウト シナ カ ^~ ワ ワ 2 イナ カ 
Ok 


s PUT 女 文 の プロ グラ ム 例 で 作っ た デー タフ ァイル を 読み 込ん で 画面 に 出力 し 
注 :。 
・130 行 か ら 180 行 の 間 で , すべ て の デー タ を GET 尋 文 で 読み 込み 出力 し ます . 


山肌 有用 有利 II 軸 用 有 山 用 UIUUUUUUUUUUUUUU 


注意 : ・GET 旭 文 を 実行 し た 後 INPUT 婦 文 , LINE INPUT 婦 文 等 で 同一 の パフ ァイル 番 
号 〉 を 指定 する と , その ベッ ファ に 入っ て いる デー タ か ら 入 力 が 行わ れ ま す の で 


注意 し て くだ さい . 
参照 : OPEN, FIELD, PUT な 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


GET@ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 に 読み 込む 
書式 | GET@ 


ゲッ ト ・ ア ッ ト マ ー ク : get @ 


(gx1 , gy1) (gx2 , gyZ ) 
STEP(sx1 , sy1 ) STEP( sx2 , sy2 ) 
, く 配列 変数 名 >[( く 要素 ナン バ >〉) 〕 

解 _ 対 ・ ク ラフ ィ ッ ク 座 標 系 の 2 点 (gxl,gy) と (gx2,gy2) を 対 角 と する 長方形 の 領 城 
を < 配列 変数 名 〉 で 指定 され た 配列 変数 に 読み 込み ます . 
・< 配 列 変数 名 〉 は , グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン を 読み 込む 数 値 型 の 配列 変数 の 名 前 で 
す . また , この 配列 変数 に 対し て 〈 要 素 ナ ン ベ 〉 を 指定 する こと も で きま す . この 
< 要素 ナン バ 〉> は , グラ フィ ッ ク バ ター ン を 配列 変数 に 読み 込む 際 に , どの 要素 か 
ら 格 納 し 始め る か を 指定 する も の で す . 省略 し た 場合 は , 配列 の 最初 〈 く 要素 ナン 
ズバ > は 0) か ら 格 納 し ます . 
・GET@ 文 を 実行 する 前 に , この 配列 変数 に 必要 な 大 き さ を DIM 文 で 確保 し て 
お きま す . この 配列 変数 の 大 き さ は , 読み 込む 領域 の 大 き さ , 画面 モー ド , 配列 
変数 の 型 に よっ て 異な り ま す . 
。] つの 配列 に 1 つの ペタ ー ン し か 読み 込ま な い 場 合 は , 次 の 計算 式 で 求め る こ 
と が で きま す . 複数 の パタ ー ン の 場合 は , それ ぞ れ の パタ ー ン に つい て の 大 き さ 
を 合計 し , その 分 確保 し な けれ ば な り ま せん . 

< 必要 な バイ ト 数 〉=((< 横 の ドッ ト 数 〉 十 7)\8 ) 玉 < 縦 の ドッ ト 数 >*※ M 十 4 











< 添字 の 値 〉 ニ < 必要 な バイ ト 数 >\N 十 ! 
整数 型 配列 の と き ……… N ニ 2 
単 精度 型 配 列 の と き …… N 三 4 
倍 精度 型 配列 の と き ……N=8 


・GET@ 文 は , PUT@ 文 と 密接 な 関係 に あり , 通常 ペア で 使用 され ます . 
・GCET@ 文 の 実行 後 , LP は (gx2, gy2) に 移動 し ます . 
GET@(0,0) 一 (15,15),G% 
・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 座 標 (0, 0) て (15, 15) の 範囲 に ある グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 
変数 C% に 読み 込み ます . 


川 川 の / 口 グラ rl 


11swt 回 


1 の の 
11 の 
12 の 
13 の 
14 の 
1 の 
1 6 の 
17 の 
1B の 9 
19 の 
2 の の 
21 の 
マジ の 
Ok 


^。 BET@ samp1e 

SCREEN の @。 の iCLS 3 

XH=4 の 』 Y リ =2 の 
EYTE=((XH+7) \ 日 ) XYUX3+4 
FACT=BYTE\2+1 

TIM BZ(FACT ) 
CIRCLE(XD/2ー1 。YH/2ー1 ) ,YD/2 6 
FATINT(XH/2ー1 。YH/2ー1 ) 。6。6 
BET@ (の ⑦。 の ) BTEP(XD-1 。YD-1 ) 。GZ 


FUR X= の TO 5 の 6 の STEP 1@ の 

PUT@(X 。1 の 6 の) 。BZ iPUTG(X 。199) ,BZ 
NEXT X 
END 


・ 画 面 左上 に 黄色 の 円 を 描き , それ と 同じ 円 が 左 か ら 右 に 移動 し ます . 

・130 行 , 140 行 で 配列 宣言 で 必要 な 添字 の 数 を 計算 し て いま す . 

・180 行 で 160 行 , 170 行 で 描い た 円 を 配列 に 取り 込み ます . 

・190 行 か ら 210 行 で , 取り 込ん だ 円 を 6 ヶ所 に 表示 し ます . 

・2 回 PUT@ 文 を 実行 し て いま す が , この 場合 機能 が XOR な の で , 2 回 目 を 実 
行 す る と 画面 が も と の 状態 に 戻り ます . つま り , 一 度 描い た 円 を 消 夫 す る こと に 
な り ま す . 


! 川 川上 上 に 上 上 則 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
注意 : ・ 配 列 変数 は 数 値 型 の 一 次 元 配列 で な けれ ば な り ま せん . 
参照 : PUT@ 


一 般 ス テー トメ ント 


GUSUB 


機 能 サブ ルー チン へ 制御 を 移す 
書式 | GOSUB< 行 番号 〉 





ゴー サブ : go to subroutine 


解 ・< 行 番号 〉 か ら 始ま る サブ ルー チン プロ グラ ム に 制御 を 移し ます . つま り , 指定 
し た < 行 番号 > を 呼び 出し , その 行か ら 実 行 を 続け ます . 
・ サ ブル ー チ ン で , RETURN 文 を 実行 する と , サブ ルー チン を 呼び 出し た 
GOSUB 文 の 次 の 文 に 制御 が 戻り ます . 
・] つの サブ ルー チン の 中 か ら 他 の サブ ルー チン を 呼び 出す こと も で き , これ を 
サブ ルー チン の 多重 化 ( ネ ステ ィング ) と 呼び ます . この 多重 化 は 々 モリ の スタ ッ 
ク 領域 の 容量 が 許す 限り 行う こと が で きま す . も し , スタ ッ ク 領 域 が 足り な く 
な っ た 場合 に は "Out of memory" エ ラー と な り ま す . 
・GOSUB 文 で 呼び 出さ れる サブ ルー チン は , RETURN 文 で 制御 を 戻し ます . 


GOSUB 1000 


・1000 行 か ら 始ま る サブ ルー チン を 呼び 出し ます . 


II プ 口 グラ ム 例 II 山肌 吊 肌 征 有利 IIUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


1 1 を 回 

1 の 9 の ′ BUSUB sample 
11 の 9 INPUT "テイ バフ giBA 
12 の 9 INPUT "2 カサ HH 
13 の 9 GOSUB 169 

149 PRINT "メン セキ NT jaR 


15 の END 

16 の AR= ニ BAXH/2 
17 の 9 RETURN 

Ok 

ど un 回 

テイ ヘソ :? 78 回 
タカ サ  :? 8 回 
メッ セキ いい 12 

ロ k 


・ 三 角形 の 底辺 と 高 さ を 読み 込ん で , 面積 を 出力 し ます . 
・160 行 と 170 行 が , 面積 を 計算 する サブ プ ル ー チ ン で す . 
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIHIIIIIIIIHIIIIIIIII 有 II 有利 山国 


参照 : RETURN 





GUTOU/GU TU 


指定 し た 行 へ 制御 を 移す 


一 般 ス テー トメ ント 


























ゴー トゥ ー:go to 


GOTO く 行 番 号 〉 ま た は GO TO く 行 番号 〉 

・ く 行 番号 〉 で 指定 し た 行 へ 制御 を 移し ます . つま り , く 行 番号 〉 で 指定 し た 行か ら 
実行 を 続け ます . 
・"GO" と "TO" の 間 に 1 文字 の スペ ー ス を 置く と と が で きま す . 


GOTO 1000 


・1000 行 へ 制御 を 移し ます . 


III プロ ルプ 人 UML 


13st 回 


1 の の / GUTO samp1le 
11 の 9 PRINT "How do you do?" 


12 の 9 GOTO 11 の 


ロ k 

run 回 

How do yoOu 
How do you 
How do yoOu 
How do you 
How do you 
How do _ you 
How do you 
How do you 
bi IN 


do? 
HO? 
HO? 
HO 
dO ァ 
HO? 
dO? 
HO? 


Beak in 11 の 


0k 


・ キー を 押す まで "How do you do?" を 続け て 出力 し ます . 
・ 実 行 例 で は 8 回 ルー プ し た と ころ で [STOP] キー が 押さ れ , 110 行 で ブ プログラム 


が 終了 し て いま す . 


ULULDUIIIllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUWU 























HEXS 


10 進 数 を 16 進 数 の 文字 列 に 変換 し た 値 を 返す 


HEX$ (< 数 式 〉) 


・< 数 式 > の 値 を 16 進 数 に 変換 し て , その 文字 列 を 返し ます . 
・〈 数 式 > の 値 の 範囲 は , 一 32768 て 65535 で す . < 数 式 > に 小数 点 が 含ま れる 場合 
は , 小数 点 以 下 を 切り 捨て た あと 変換 し ます . 


HEX$( 一 32768) "8000" 
HEX$(5000) "1388" 


HEX$(65535 ) [返さ ょ れる 値 う "FFFF" 





へ キサ ・ ダ ラー : hexadecimal $ 


ly/ 口 グラ / い rm 


1 wt 回 
1 の 9 ′ HEX 和 を samp]le 
11 の 9 PRINT " ー の 9 -1 -2 -d3 -4 -5 -6 -7 - 日 -9『" 
129 FUR 1I= の TO 9 
13 の PRINT STR ま (1) 9ー リョ 
14 の FOR J=@ TO 9 
15 の FRINT RIGHT ま ( "の"+HEX ま (1X1 の 6+J) 2) 87 リョ 
1 6 の NEXT J 
17 の FRINT 
18 の NEXT 1 
19 の 6 ENH 
Ok 
PuMn 
ー の -1 -2 -d -4 - 呈 -6 -7 - 日 -9 
の 9- @ の 9 の 1 @2 の 3 @4 の 5 @6 の 7 の の 9 
1 の の HB の C の HL @E の F 1 の 11 12 13 
2- 14 1S 16 17 1 19 1 1B 1C 1h 
コー 1E 1F 29 21 22 23 24 25 26 27 
4ー 28 29 2 2B 2C 2h 2E 2F 39@ 1 
5- 32 33 34 35 36 37 3 39 3 3B 
6- 3C 3 dE 3dF 4@ 41 42 43 44 45 
7ー 46 47 4 49 4 4BEB 4C 4hD 4E 4F 
8- S の S1 5S2 53 54 55 56 7 5 日 59 
9- Sa SB SC SD SE 5F 6 の 61 62 63 





・ 0 から 99 ま で の 10 進 数 を , 16 進 数 に 変換 し た 表 を 出力 し ます . 
・150 行 で は 16 進 数 の 値 が 1 桁 の 場合 , 上 位 の 桁 に 0 を 付け て 2 桁 で 表示 させ て 
いま す . 


UUUUUUUUUUUUUUUUUUIIUIIII 和 ll 


参照 : OCTS 


























F T 一 般 ス テー トメ ント 
ニー 本 目 目 HEN. 上 上 FLGE/ 
ーー 上 F.…GUTOU..ELSE 
イフ ・ ゼ ン ・ エ ルス / イ フ ・ ゴ ー ト ウゥ ウー・ エ ルス : if...then...else/if. . .goto.. .else 
機 能 論理 式 の 条件 判断 を 行い 次 に 実行 する 文 を 選択 する 


四 
典 


IF く 論 理 式 >|ITHEN | <〈 文 > [ELSE 
く 行 番号 〉 

GOTO 〈 行 番号 〉 
・ 論理 式 の 条件 に よっ て プロ グラ ム 実 行 を 制御 し ます . 
・< 論 理 式 > が 真 (0 以外 ) な ら ば THEN また は GOTO 以 降 を 実行 し , 偽 (0 ) な ら 
ば ELSE 以降 が 実行 きれ ます . も し ELSE 以 降 が 省略 され て いる 場合 , 次 の 行 が 
実行 され ます . 
sIF. . .THEN . . .ELSE 文 に お いて , THEN や ELSE に 続け て 別 の IF を 置い 
て 多重 に する こと が で きま す . 
IF A$ ニ "y" THEN 200 ELSE END 
・ 文 字 変数 A$ が "y" の と き 200 行 へ 制御 が 移り , それ 以外 の と き は プロ グラ ム の 
実行 を 終了 し ます . 


2 























測 
謀 


II プ 口 レン アパ mmm 


1 ist 回 
1 の の / IF.。.THEN 。 。 .ELSE/ 1F 。 . .BUDTD . . .ELSE sample 
11 の INPUT 
12 の FL= の 
13 の 1F < の THEN =QABS() 』FL=1 
149 PRINT SQR(R) s 
15 の IF FL THEN PRINT "1i" ELSE FRINT 
16 の 9 END 
0k 
Fun 回 
? 還 回 
2 .23697 
Ok 
Fun 回 
? ー1 の 回 
3 。1622 日 1 
ロ k 
Fun 回 
2 =25 回 
に 7 


Ok 

・ 単 精度 実数 を 読み 込ん で , その 平方 根 を 出力 し ます . 

・ 負 の 数 の 場合 130 行 で , その 絶対 値 を と り , 変数 FL を 1 に し て お きま す . 
・150 行 で FL が 1 , つま り 負 の 数 が 入力 され た と き は , 答 が 虐 数 な の で , 品 を 出 
力 し て いま す . 


IIImmmllllllllllllllllllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUU 





入出 力 ス テー トメ ント 


INIT* 


RS-232C 通信 ポー ト を 初期 設定 する 


INIT% く ポー ト 番 号 〉 , く モ ー ド 〉 , く コ マン ド 〉 


解 ・RS-232C 通 信 ポ ー ト お よび その 入力 ベッ ファ の イニ シャ ライ ズ を 行い ます . 
・〈 く ポー ト 番 号 〉 は 1 を 指定 し ます . 
・ RS-232C 通 信 ボ ポー ト の 制御 は PD8251AFC と い 5 USART( Universal 
Synchronous/Asynchronous Receiver/Transmitter) を 使用 し て お 8 り , く モー ド 〉 お 
よび 〈 く コマ ンド 〉 で その 通信 方 式 を 設定 し ます . 詳細 に つい て は , 資料 6 ヶ PD8251 
の 使い 方 を 参照 し て くだ さい . 


INIT %1,&HFB , &H37 


・〈 モ ー ド 〉=FBH, < コマ ンド 〉=37H で , PD8251 の 設定 を 行い , 入力 ベッ フ 


イニ ッ ト ・ パ ー セ ント : initialize 





ァ を 初期 化し ます . 
mlt0 プロ グラ ム 人 mi の 8 め 川 川上 敗 川 川 
HS-232C 
1 3 も を [ 記 


1 の 9 の 9 / INITX sample 

11 の 9 INIT 1 。&HFA 。&H37 

12 の IF PRT(1) THEN PRINT INPUT ま (PURT(1 ) 。Z1)』 

13 の 9 C ま =TNKEY ま IF C じ を まく > "9 THEN PRINT ん 1 。 じ ま 』 

149 BOTOU 129 

Ok 

・RS-232C 通 信 ポ ー ト を 通し て 入っ て きた デー タ を 画面 に 出力 し , キー 入力 され 
た 文字 を RS-232C 通 信 ポ ー ト に 出力 し ます . 

・2 公 の PC-8001MKISR を RS-232C と ケー ブル (リバ ベー ス ) で つない で , 両方 で こ 
の ブロ グラ ム を 実行 さき せれ ば , コン ピュ ー タ 同士 で 通信 が 行え ます . 

*110 行 で ストップ ビッ ト 2, 偶数 リティ, ペリ ティ イイ ネーブル, キャラ クタ 
長 7 ビッ ト , ボー レー ト フ ァ ク タ 16, セン ド 要 求 ON エラ ー リ セッ ト , 受 
信 イ ネー ブル , デー タタ ー ミ ナル レデ ィ ON, 送信 イネ ー ブ ル に 初期 設定 し て い 
ます . 


UIUII 田 ll 有 UI 


参照 : PRINT%, INPUT%, LINE INPUT%, INPUT$, PORT 


才 - i05 


INKEY$ 


洗 
壮 
編 
難 


イン キー・ ダ ラー :input key $ 


押さ れ た キー の 文字 を 返す 


INKEY$ 


解 ・ キ ー 入 力 が あれ ば その 文字 を 返し ます . キー 入力 が な い 場 合 は メル スト リン グ 


が 返さ れ ま す . 


・ キ ー 入 力 さ れ た 文字 は 画面 に 表示 され ませ ん . 


・INKEY$ 関 数 で は [STOP] キ ー の 入力 を 知る こと は で きま せん . INKEY$ 関数 を 
含む な ステー トメ ント 実行 中 に [STOP| キー を 押す と , プロ グラ ム の 実行 が と まる 


た めで す . 


INKEY$ (押さ れ た キー の 文字 ) 


ly』 還 アル >/ 人 rlUUUUUUUMMMMMM 


13 gt 回 


1 の の / INKEY 多 samn1 
11 の PRINT "Enter any key to end。.." 


12 の 人 Q ま =INKEY ま 


13 の IF Q ま = リリ THEN 11 の 9 ELSE ENID 


Ok 

の un 回 

Enter any key 
Enter any key 
Enter any key 
Enter any key 
Enter any key 
Enter any key 
Enter any key 
Entern any key 
Ok 


end 。 。 
end 。。 
End 。 。 
nd 。。 
End 。 。 
end 。 < 
end 。。 
End 。。 


・ 何 か キー を 押す まで , "Enter any key to end . ." を 出力 し ます . 
・ 実 行 例 で は 8 回 "Enter any key to end . ." を 出力 し た と ころ で , ある キー を 押 


し て いま す . 


II 有用 和 軸 軸 田 田 田 軸 山 lllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


特殊 関数 




















INP 


入力 ポー ト か ら 得 た 値 を 返す 

書 。 戒 】 INP(<|/O ア ドレ ス 〉) 

。 <1/O ァ ドレ ス 〉 で 指定 され た 入力 ポー ト か ら 8 ビッ ト の デー タ を 読み 込み , そ 
れ を 関数 の 値 と し て 返し ます . 
・①/O ア ドレ ス 〉 と し て 指定 で きる 値 の 範囲 は 0 て 255 で す . 


INP(&H33) (33H ポー ト か ら の 入力 デー タ ) 


mt プ 口 グ ラ ム 例 用 有用 軸 山肌 胃 軸 軸 加 吊 前 胃 吊 吊 有 則 軸 軸 前 山肌 








アイ ・ エ ヌ ・ ビ ピー : input 


1 5 も 回 

1 の の 9 / INP sample 

11 の 9 PRINT "Type "ee′ key to end。." 
12 の IF INF(2) =223 THEN END 

13 の LNM ま =INPUT ま (1) giFRINT LIM ま 

149 BUT 12 の 

Uk 

PUn 回 

Type "= key to end・.・ 

ゴ 


ロロ mmC ロ ビー ロー 


k 


・"e" の キー を 押す まで , 押し た キー の 文字 を 出力 し 続け ます . 

・120 行 は 入力 ボー ト の 2 番 の 値 が , 2 進数 で 11011111 に な っ て いる か と うか を 

判断 し て いま す . これ は "e" の キー が 押さ れ た か どう か の 判断 で す . 

s 実行 例 で は 。 "To 7 。'e の 須 に 入力 し て いま す . 
WI 


らい 


入出 力 ス テー トメ ント 




















INPUT 


キー ボー ド か ら 入 力 し た デー タ を 指定 し た 変数 に 代入 する 

書 式 INPUT[ ! く プロ ンプ ト 文 〉 " :] く 変数 名 〉〔 , < 変数 名 〉 ..〕 

・INPUT 文 が 実行 され る と , 画面 に 疑問 符 (? ) と 1 文字 の スペ ー ス を 表示 し, 
キー ボー ド か ら の 入力 待ち の 状態 に な り ま す . この と き , 〈 く プロ ンプ ト 文 〉 が ある 
場合 , く < プ ブロ ンプ ト 文 > に 続い て 細 問 符 を 表示 し ます . 
・ デ ー タ は [| キー を 押す こと に よっ て 入力 され , 変数 に 代入 され ます . < 変数 
名 > を コン マ で 区 切っ て 複数 個 指 定 し た 場合 に は , 入力 する デー タ も コン マ で 区 
切っ て < 変数 名 〉 の 数 だ け 入 力 す る か , 1 つ ず つっ [ 記 キ ー を 押し て 入力 し ます . この 
電 合 , 2 回目 か ら は " ? ? "が 表示 され 入力 待ち と な り ま す . 
・< 変 数 名 > と 入力 され た デー タ の 型 が 一 致し な か っ た と き に は , "?Redo from 
start" と 表示 し , 再び 入力 待ち に な り ま す . また , デー タ が < 変数 > の 個数 よ 
り 多 い 場 合 に は "?Extra ignored" と 表示 し , 余分 な デー タ は 捨て られ ます . 
・[ 過 キー だ け を 押し た 場合 , 変数 は 現在 の 値 が 採用 され ます . つま り , INPUT 
文 を 実行 する 前 の 値 と な り ま す . 
・ 文 字 変数 に 文字 列 を 代入 する 場合 , ユン マ や 文字 列 の 前 後 の 意味 の ある 空白 を 
入力 し た いと き は , ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 文字 列 を 囲み ます . 
・ 値 と し て ダブ ルク ォ ー テ ーション (") を 入力 する こと は で きま せん . 

INPUT "DATAー":D$ 
・"DATA=? "と 表示 し , 文字 列 の 入力 を 待ち ます . 文字 列 が 入力 され る と 文字 
変数 DS$ に 代入 し ます . 








イン プッ ト :input 


IM 朋 章 胃 因 胃 胃 中 プ 口 グラ rl 


1 3 も 回 

1 の 9 の / INPUT sample 

11 の INFUT "ナマ エ " ョ N 人 Q ま 
12 の 9 INPUT "TAY り "BE ま 
13 の INFUT "ネフ レイ "DD 
149 PRINT "ナマ エ NR 
15 の PRINT "セイ "リー "SE* 
16 の 9 PRINT "ネフ レイ gs"。OD 
179 ENH 

Ok 


に Un 回 

ナマ エ ? ナカ \ ラ ユカリ 回 

セイ ベリー? 半 チ 回 

ネフ レイ の 9 チ 思 

ReHO POm 5 上 ap キモ 

ネン レイ ? 2@ 回 

ナマ エ H ナカ ハラ ユカ リ 


2 一 92 


セイ ^ バ "リー ョ オンナ 
ネフ レイ 2 の 
Ok 


・ 名 前 , 性 別 , 年 齢 を 読み 込ん で , それ を 出力 し ます . 
・ 実行 例 で は 年 齢 を 入力 する と き に 数 値 を 入力 し な か っ た た め に , "?Redo from 
start" と いら メッ セー ジ が 表示 され , 再び 入力 待ち に なっ て いま す . 


I 川 峰山 上 衝 上 III 


入出 力 ス テー トメ ント 


9 < ファ イル 番号 > が 1 一 15 の 場合 





INPUT# 


シー ケン シャ ルフ ァイル か ら デ ー タ を 読み 込む 

INPUT 孝 く ファ イル 番号 〉 , < 変数 〉[ , 変数 〉.…〕 

・ フ ロッ ピ ィ ディ スク また は カセ ッ ト テ ー プ に 書き 込ま れ た シー ケン シャ ルフ ァ 
イル か ら デ ー タ を 読み 込み ます . 
・ フ ロッ ピ ィ ディ スク の 場合 , < ファ イル 番号 〉 は , 1 て 15 の 値 を と り ま す . これ 
は , OPEN 文 に よっ て オー プン し た と き に 指定 し た ファ イル 番号 で す . 
・ カ セッ ト テ ー プ で は , 〈 フ ァイル 番号 > に 一 1 を 指定 し ます . この 場合 , ファ イ 
ル を オー プン する 必要 は あり ませ ん . 

INPUT # 一 1,DT 


・ カ セッ ト テ ー プ か ら , 数 値 デ ー タ を 読み 込み 変数 DT に 代入 し ます . 


イン プッ ト ・ シ ャ ー プ : input 














ll 口 グラ ム 何人 NN 


1 II 





1 1s モ 回 
1 の 9 の 9 / INPUT 拉 ample 

11 の 9 UPEN "2ianima1 " FUR INPUT GS #1 
12 の 9 1IF E ロ F(1) THEN ENI 

13 の 9 INPUT 揚 1 。 人 ま 

14 の PRINT を 

15S の BUTO 129 の 

16 の END 

Ok 

Fun 回 

ワッ ワッ 

ニャ ー オ 

本 思 ー ウ 

ビ * ご ビ "ー 

Ok 


・PRINT 婦 文 の ブ プログ ラム 例 を 実行 する こと に よっ て 作成 され た シー ケン シャ ル 
ファ イル の 内 容 を 出力 し ます . 
・120 行 で は ファ イル が 終わ り に 達し て いた と 実行 を 停止 す あ よう に な っ て いま 
。 
ttitttttttttttmtmtttmttmtttmtttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttttitttttttttttttttttttttttttttttititttttttil 
注意 : ・ フ ロッ ピ ィ ディ スク を 使用 し て デー タ を 読み 込む 場合 , 書き 込ん だ と き の デ ー 
タ の 型 と 一 致す る よう に < 変数 〉 を 指定 し て くだ さい . また , カセ ッ ト テ ー プ を 
使用 し て デ ー タ を 読み 込む 場合 は , 書き 込ん を だ と き の デ ー タ の 型 と 数 が 一 致す 
る よう < 変数 〉 を 指定 し ます . (詳し く は , 3 章 デー タフ ァイル を 作る を 参 照 
し て くだ さい ). 
参照 : OPEN, PRINT 尋 , PRINT 尋 USING 











入出 力 関数 











イン プッ ト ・ ダ ラー :input $ 


機 能 キー ボー ド , フ ァイル な どか ら 指 定 さ れ た 長 さ の 文字 列 を 読み 込み その 値 を 返す 

INPUT$ ( く 文 字数 〉[ , | 〔#] く ファ イル 番号 〉 | ]) 

%〈 ポ ー ト 番号 〉 

解 説 ・〈 文 字数 > は 文字 列 の 長 さ を 指定 する も の で , 0 へ 255 の 値 を と り ま す . 
・〈 フ ァイル 番号 > が 省略 され た 場合 に は , キー ボー ド か ら 指 定 さ れ た く 文字 数 〉 だ 
け 読 み 込 み ま す . この と き , 入力 され た 文字 は 画面 に 表示 され ませ ん . 
・〈 フ ァイル 番号 〉 が 指定 され る と , ファ イル か らく 文字 数 〉 分 の 文字 列 を 読み 出し 
ます . 〈 フ ァイル 番号 〉> は 1 て 15 の 値 を 指定 し ます . これ は OPEN 文 で オー プン さ 
れ た と き に 指定 し た ファ イル 番号 で す . 
・〈 ポ ボー ト 番 号 〉> を 指定 する と RS-232C の 入力 ベッ ファ よ りく 文字 数 〉 分 の 文字 列 
を 読み 出し ます . た だ し INPUT$ 関 数 を 実行 する 前 に は , INIT% 文 で RS-232C 通 
信 ポ ー ト を 初期 化し て お きま す . 
・INPUT$ 関 数 は , 指定 され た く 〈 文 字数 > の 文字 が 入力 され る の を 待ち 続け ます 
が , 既に ベッ ファ に 入力 済み の デー タ が ある 場合 に は , ベッ ファ の 先頭 か ら 文字 
を 拾っ て きま す . また , INPUT$ 関 数 は , [CTRL| 十 [C], [STOP] キ ー を 除く すべ 
て の 文字 を その まま 読み 出し ます の で , INPUT 文 や LINE INPUT 文 で は 入力 す 
る こと の で き な い 制御 文字 等 も 入力 する こと が で きま す . 


INPUT$ (5) (キー ボー ド か ら 5 文 字 読み 込ん だ 文字 列 ) 


ーー 
II プ 口 グラ ム 全 NNNNNNm 








1 ist 回 

1 の 9 / INFUT ま sample 

11 の 仙 和 本 =INPUT ま (1 ) 

12 の IF Q ま =CHR 生 (&H1B) THEN EN 

13 の IF 人 Q ま =CHR ま (13) THEN PRINT ELSE PRINT 人 ま 』 
14 の 9 BHT 11 の 

ロ k 

PU 回 

DEP5Ona1 

Ok 


・[ESC] キー が 押さ れる まで , キー ボー ド か ら 入 力 し た 文字 を 表示 し ます . 
・110 行 で , キー ボー ド か ら 1 文字 読み 込み ます . 
・120 行 は , 入力 し た 文字 が [ESC] キー か どう か 判断 し て いま す . 

・[ 記 キー を 入力 し た 場合 , 現在 文字 が 表示 され て いる 行 の 先頭 に カー ソル が 移 
動 し て し まう の で , 130 行 で 改行 する よう に し ます . 


グー95 





INPI | 0 還 庄 1 1 < ファ イル 番号 > が 1-15 の 場合 一 





@ 実行 例 で は 2 0 Me CS 9 1 MM と 入 し た あと に と, [ESC」 キ ー を 
入力 し て いま す . 


IIIIIIIIIIIIIIIIII 有 II 有朋 胃 胃 軸 軸 III 有 IIMIM 胃 毅 利 IIIUUIDUOUIIUIIIUUIUIUIUIU 軸 


参照 : INPUT, LINE INPUT 


入出 力 ス テー トメ ント 




















INPUT% あ 


RS-232C 通信 ポー ト の 入力 バッ ファ か ら デ ー タ を 入力 する 

INPUT% < ポー ト 番 号 〉 , < 変数 名 〉〔, く 変数 名 〉 .… 

解 ・RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入力 ベッ ファ より デー タ を 入力 し , その 値 を < 変数 名 〉 で 
指定 され た 変数 に 代入 し ます . 〈 ポ ー ト 番号 〉 は 1 を 指定 し ます . 
・ 入 力 さ れる デー タ は CR( キ ャ リッ ジリ ター ン ) コ ー ド (ODH) ま た は っ コ ジマ (9 
で 区 切ら れ ま す . バッ ファ の 先頭 か ら この 区 切り を 探し , 区 切り が 見 つか っ た と 
ころ で , それ ら を 変数 に 代入 し ます . も し , ベッ ファ 内 に CR コー ド ま た は っ コン 
マ ( ) が な けれ ば , RS-232C チ ャ ネル を 通し て この 区 切り が 入力 され る まで 待ち 








イン プッ ト ・ パ ー セ ント :input 


まっ すら 
・INPUT% 文 を 実行 する 前 に RS-232C 通 信 ま ポー ト は , INIT% 文 で 初期 化し て お 
きま す . 


INPUT %1.,A$ 


・RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入力 ベッ ファ より デー タ を 入力 し , 変数 A$ に 代入 し ま 





きん 
因 剛 
le ァ ンク アル z ア Ar Illlmlllllllllllllllll ジータ ム III 
RS-232C 
1 ig も 回 


1 の の / INFUTX samp1le 

11 の 9 INIT %1 。&HFA 。&H37 

12 の 本 =" "saINPUT 1 。 人 Q ま 

13 の IF 人 ま ="end" THEN UT &HE6 。 の ENH 

14 の PRINT 台本 

15 の GUTO 12 の 

DUk 

・RS-232C 通 信 ポ ー ト か ら デ ー タ を 受け 取っ て , 画面 に 出力 し ます . 

・120 行 で , RS-232C 通 信 ポ ー ト か ら の デー タ を 受け 取り , 変数 A$ に 代入 し て い 
ます . 

・ 受 け 取 っ た デー タ が "end" で あれ ば , 130 行 で プロ グラ ム の 実行 を 終了 し , 
"end" で な けれ ば 140 行 で その デー タ を 画面 に 出力 し ます . 

・ こ れ は 受信 側 の プロ グラ ム で す . 送信 側 の プロ グラ ム 例 は PRINT% 文 を 参照 
し て くだ さい . 


II 上 上 上 に 上 上 III 上 上 


参照 : INIT%, PRINT%, PORT 




















INSTR 


機 能 | 文字 列 の 中 か ら 任意 の 文字 列 を 探し , その 文字 の 位置 を 返す 
INSTR (〔 く < 数式 〉 , ] く 文字 列 1 〉 , 文字 列 2 〉) 


解 ・〈 文 字 列 1〉 の 中 か らく 文字 列 2 > を 探し , 見 つか れ ば その 位置 を 返し ます . この 
と き , < 数 式 > は 探し 始め る 位置 を 指定 し , 省略 し た 場合 は く 文字 列 1 〉 の 先頭 か ら 
探し 始め ます . 
・〈 文 字 列 2 > が 見 つか ら な か っ た と き , < 文字 列 1> が ヌル スト リン グ で あっ た と 
き , < 数式 〉 が く 文 字 列 1 > の 長 さ より 大 きい と き は 0 を 値 と し て 返し ます . 
・〈 文 字 列 2>? に ヌル スト リン グ を 指定 する と , < 数 式 〉> と 同じ 値 を 返し ます . 


INSTR (TX$," the ") (TX$ に 含ま れる "the" の 位置 ) 


ml ププ 口 グ ラム 人 NN 








イン スト リン グ : instring 


1 is も 回 

19⑦ / INSTR samp1e 

11 の まま ="abcdefghiJ ド 1 mnODdn5tuvwx yz " 

12 の QALP ま =INFUT ま (1 ) 

13 の ALP=ASC(QLP ま ) 

14 の 9 の IF ALP>64 NL RLFP く 91 THEN ALP=ALP+32 

1S の =INSTR (人生 。EHR ま (RLP ) ) 

16 の 9 1F 内 = の THEN PRINT QLP ま も 』" in アル ファ パリ ト テ " アリ マセ" sENH 
17 の 9 FRINT USING "! i) 拓 提 NT フ メ ノ アル ファ "リト テト スリ" ョ ALF 生 。 
18 の ENI 

ロ k 

Pun 固 

t いい N 2 の "ラフ メ ノニ アル ファ ベト リト テ " ス 

Oi 


Fun 加 
ZN 26 いい "ラメ ノブ アル ファ "リト テ " ス 
Uk 


・ キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し た 文字 が , アル ファ ベッ ト の 何 番目 に ある か を 出力 し ま 
すり 

・150 行 で , 入力 され た アル ファ ベッ ト が 何 番 目 に ある か 調べ て いま す . この 例 
で は 小文字 で 調べ て いる の で , 入力 され た アル ファ ベッ ト が 大 文字 の 場合 は 140 
行 で , 大 文字 か ら 小 文字 に 変換 し て いま す . 

・ 実 行 例 で は "t" と "Z" を 入力 し て いま す . 


UIlll 有 有用 I 軸 有 有 ll 


数 値 関数 


INT 


小数 点 以下 を 切り 捨て た 整数 値 を 返す 


INT (< 数 式 〉) 


イン テ ジ ャ ー : integer 


[解読 | < 数 式 > の 値 を 赴 え な い 最 大 の 整数 値 ( 小 数 点 以下 を 切り 捨て た 値 ) を 返し ます . 


INT (1 .23) ] 
INT (3.21) 還 szs 4 


ll 口 グラ / い mm 


1 ia も 回 

1 の 9 の 9 / INT sampl1e 

11 の FOR =-2 TO 2 STEP .。 

12 の 9 PRINT "Aa = リ "AN。"FIX() =" ミ FIX(Q) 。"TNT() ="』INT(R) 


139 NEXT A 

14 の 9 END 

ロ k 

Fun 図 

和 N = ニー2 FIX(Q) =ー2 INT(Q) =ー2 
人 =ー1 5 FIX(A) =ー1 INT() =ー2 
仙 ピー1 FIX(R) =ー1 INT(R) =ー1 
介 = ミー。5 FIX(Q) = の INT(Q) =ー1 
QA = の FIX(A) = の INT(A) = の 
人 = 5 FIX(Q) = の INT() = の 
人 Q = 1 FIX() = 1 INT(A) = 1 
Q = 1.5 FIX(A) = 1 INT(A) = 1 
n = 2 FIX(A) = 2 INT(A) = 2 
Uk 


・ い くつ か の 実数 に 対し て , FIX 関 数 と INT 関 数 を 実行 し た 結果 を 出力 し ます . 
・ こ の ブロ グラ ム 例 は FIX 関 数 と 同じ も の で す . 
mmlmlllllllmllmmlllllmlmlllllllllllllllllllllllllllll 
注意 : ・ こ の 関数 は CINT 関 数 と 異な り , 数 値 の 型 変換 は 行い ませ ん . 
参照 : FIX, CINT 














一 般 ス テー トメ ント 

















KEY 


機 能 | ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 定義 する 
KEY 〈 キ ー 番 号 〉 , く 文字 列 〉 
・ フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 内 容 を 定義 し ます . 
・ 各 ファ ンク ショ ン キ ー に は , 最大 15 文 字 ま で の 文字 列 ( ュ ント ロー ル 文 字 を 信 
む ) を 定義 むす も こと が で きま す . 
・ キ ー ボ ー ド か ら と 直接 入力 で き な い 文字 は , CHRS$ 関 数 を つない で 使い ます . 
・〈 キ ー 番 号 〉> は 1 て 10 で 指定 し ます . 
・ シ ステ ム 起 動 時 , ファ ンク ンション キー に は 








キー : key 


f・1…・load " f・ 6・・Save 
{・2…・width {・ 7・・screen 
{・3…・go to {f・ 8・・print 
{・4・…・ljist {f・ 9…・jist.CR† 1 
{f・5…・run CR {f・10…・cont CR 


が 定義 され て いま す . 


KEY 1."width 80" 十 CHR$ (13) 


< ファ ンク ショ ン キ ー 1 に , "width 80Cm" と いう 内 容 を 定義 し ます . 
tt プ 口 グ ラム 例 Tl 用 有川 肌 吊 吊 還 0 


1 ig も 回 

1 の 9 の 9 ′ KEY sample 

11 の 9 EEYLIST 

12 の FOR 1=1 TO 5 

13 の REAU KK まま sKEY 1 。K 





14 の 9 NEXT Ii 

15S の KEYLIST 

16 の 9 END 

179 DAT "auto "リリ "file5 リリ go5ub "1 is も "PPnun" 
Ok 

Fun 回 

1oad " av 『" 
width ら ヒ と いら ロ 

gO to PPint 

1 is も 1ist。Cs1 1 
run CR cont CR 
utO av 『" 

†i1 5 5 こら 
O5 い ub pFPint 

] it 1igt.CR1 1 
un COnt CR 

Ok 
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・ 現在 の ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 と , 定義 し 直し た 後 の フ ァ ン クシ ョ ン キ ー の 
内 容 を 表示 し ます . 

・130 行 の KEY 文 で , 1 番目 の ファ ンク ショ ン キ ー に , 170 行 の デー タ の 1 番目 の 
文字 列 を 割り 当て ます . 


用 加 胃 山 用 有 有用 胃 有利 用 I 利 胃 用 風 軸 貞山 用 II 軸 腹 有用 軸 有 用 I 有 用 利 軸 利 軸 前 有朋 唱和 II 中 


バ い 
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KEY LIST 


一 般 コ マン ド 


























キー・ リ スト : key list 


機 能 | ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 表示 する 


書式! KEY LIST 


解 ・ 現 在 , ファ ンク ショ ン キ ー に だ 定義 され て いる 内 容 を 画面 上 に 表示 し ます . 
・ コ ント ロー ルコ ー ド も ふも 表示 し ます . 


KEY LIST 


s。 フ ファンクション キー の 内 容 を 表示 し ます . 


ッ ー 
mm 実 人生 例 IIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIUUUIIIIUIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIINIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIUUIIUUIUI 


kewy 11st 回 


1oad 『" 


wid モ h 
0 to 
1 is も 
Fun CR 
Ok 


AV " 
CCPGBn 
PPint 
1ist。Cn1 1 
Cont CR 


< ファ ンク ショ ン キ ー の 内 容 を 表示 し ます . 


有川 用 有田 有 軸 用 有 有用 軸 軸 利 有川 策 軸 腹 UIUUUUUUUUUUUUUUOOUUUW 


参照 : KEY 


2 一 102 


KILL 


機能 | フロ ッ ピ ビィ デ ィ ス ク 上 の ファ イル を 削除 する 
KILL く フ ァイル 名 〉 


解 ・〈 フ ァイル 名 〉 で 指定 し た ファ イル を フロ ッ ピ ビィ ディ スク か ら 削 除 し ます . 
・ 削除 する ファ イル は クロ ー ズ され て いな けれ ば な り ま せん . も し , オー プン 状 
硬 の ファ イル を 削除 し よう と する と "File already open'" エ ラー と な り ま す . ま 
た , 書き 込み 禁止 属性 の 付い た ファ イル を 削除 し よう と する と "File write 
protected" エ ラー と な り ま す . この 場合 SET 文 で 書き 込み 禁止 属性 を 解除 し て か 
ら KILL ュ コマ ンド を 実行 し て くだ さい . 
・KILL コ マン ド は , すべ て の ディ スク ファ イル (プロ グラ ム フ ァ イル , ラン ダム 
ファ イル , シー ケン シャ ルフ ァイル ) に 対し て 使用 で きま す . 
・ ド ライ ブ 番 号 は ファ イル の 前 に "n:" と 指定 し ます . 省略 され た と き ド ライ ブ 1 
が 指定 され た と みな され ます . 


KILL "2:demo" 


・ ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の "demo" と いう ファ イル を 削除 し ます . 





キル : kil 


ul イプ 口 グラ ム 例 川 川上 上 上 目 IIIIIIIIIIIIIIIIIIII II 





ディ スク 
1 ま gt[ 過 
1 の 6 の 9 ′ KILL sample 
11 の OPEN "2jdatad" FUR 0UUTPUT AG 幕 1 
12 の PRINT 欄 1 "KILL statement tegt" 
13 の CLOSE 
14 の FILEB 2r』PRINT 
15 の KILL "2idatad" 
16 の 9 FILEB 2 
17 の END 
Ok 
run 加 
data1 1 data2 1 data4 1 data5 1 data6 1 
data7 1 data 晶 1 data9 1 addneg 5 1 rdata 1 
an1ma1 1 test  。nsrn 1 test2 。ngr 1 tggt3 ngn 1 test4 。ngsrn 1 
newtesg も 1 fdata 1 U5 い 1 data3 1 
data1 1 data2 1 data4 1 dat ぁ 5 1 data6 1 
data7 1 data 日 1 data9 1 addres ら 1 ndata 1 
anima1 1 も est  。nsrn 1 test2 。nsrn 1 test3 nswr 1 test4 。nsgn 1 
newtesg 1 fdata 1 Un 1 
Ok 


*・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に "data3" と いう ファ イル を 作 

り , その 後 そ の ファ イル を 削除 し ます . 

・110 行 130 行 で 作成 し た ファ イル を 150 行 で 削除 し て いま す . 

・ フ ァイル を 作成 し た 後 と , 削除 し た 後に FILES コ ュ マ ンド を 行っ て いま す . 
lm 


参照 : SET 
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LEFTS 


文字 列 の 左側 か ら 指定 され た 長 さ の 文字 列 を 返す 

書 式 LEFT$( く 文字 列 〉 , < 数 式 >) 

解 ・LEFT$ 関 数 は く 文字 列 > の 左側 か ら <〈 数 式 > で 指定 され た 長 さ の 文字 列 を 取り 出 
し , それ を 値 と し て 返し ます . 
・< 数 式 > の 範囲 は 0 て 255 で す . 
・< 数 式 > が く 文字 列 〉 の 総 文字 数 以上 の 場合 は く 文字 列 > 全 体 を , また < 数式 > が 0 な 
ら ば ヌル スト リン グ を 返し ます . 

LEFT$(TIME$ , 2 ) gs め (TIMES 変 数 の 左側 2 文字 ) 
・ カ レン ダ 時 計 の "時 "だ け を 取り 出し ます . 





レフ ト ・ ダ ラー :left $ 


IIUIUIIIIIIIIIIIIII テ アウ / 口 グラ ム 例 用 有用 有 有用 征 胃 山肌 肌 吊 有 IIUIUIUUUUUUUUUUUUUUUUIU 


1 1 も 回 

1 の の ′ LEFT ま =amp1le 

11 の INPUT 倫 を 

12 の 9 FOUR 1=1 TO 1 の 9 

13 の PRINT LEFT を ま ( 倫 要 。1) 
14 の 9 NEXT I 

15 の ENIH 

Ok 


run 回 

ッ の 1234S6789 回 
の 

⑦1 

@12 

の 123 

の 1234 

の 12345 

の 123456 

の 1234567 

の 1234567 晶 
の 123456789 
Ok 


・ 読 みみ 込ん だ 文字 列 の 左 か ら 1 番目 まで , 2 番目 まで ……10 番 目 ま で の 文字 を 出 
力 し ます . 
・130 行 で , A$ の 左 か ら 1 番目 まで の 文字 を 出力 し ます . 


II 山肌 朋 利 軸 征 用 軸 IOUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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潤 
判 
紀 
難 


LEN 


文字 列 の 長 さ を 返す 
LEN ( く 文字 列 〉) 


解 < 与え られ た 文字 列 の 長 さ の 値 を 返し ます . 
・ LEN 関 数 は 普通 の 文字 の 他 に , 空白 や , 文字 と し て 表示 され な い 文 字 も 数 えま 
ら 


LEN(TIMES) 8 ( 王 TIMES 変 数 の 長 さ ) 


ーー 
II プ 口 グラ ム 例 UIIIIIIIIIIIIIII 軸 llUUUUUUUUUUUU 


レン グ ス : length 


1 も 

1 の 6 の / LEN sample 

11 の INPUT Q 和 本 = し =LEN(R ま ) 
12 の 9 BUSUB 16 の 

13 の 9 PRINT "% "ja まり ※" 
14 の GUSUB 16 の 

15 の 9 END 

16 の 9 ′/ 和 †Cam 

17 の 9 FUR 1=1 TH L+4 

18 の PRINT "%" ョ 

199 NEXT Ii 

296 の 9 PRINT 

21 の RETURN 

Uk 

Pu 回 

で NEC Persona]1 Computer 回 
XXXXX 光 XX メ XXXXXXXX※XX 
X NEC Personal COmDuten ※ 
XXXXXXXXX メ XXXXXXXXXXXXXXX え 
0k 


・ 読 み 込 ん だ 文字 列 を " 素 " で 囲ん で 出力 する プロ グラ ム で す . 

・110 行 で , 入力 し た 文字 列 の 長 さ を 変 数 し に 代入 し て いま す . 
・160 行 か ら 210 行 まで は , 入力 し た 文字 列 の 長 さ より "※" を 4 つ 多 く を 出力 する 
サブ ルー チン で す . 120 行 と 140 行 で この サブ ルー チン を 呼び 出し て 枠 を 作っ て い 
ます . 


ImmmmmmmmmmmlllllllllllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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一 般 ス テー トメ ント 

















LEI 


書 式 








レッ ト : let 


変数 に 値 を 代入 する 

[LET〕 く < 変数 名 〉 ニ < 式 >〉 

・LET は 省略 で きま す . 

・〈 式 > の 内 容 は 数 値 , 文字 列 の いか な る 型 で あっ て も か まい ませ ん が ,< 変 数 名 〉 
と 〈 式 〉 の 値 の 型 が 一 致し な けれ ば な り ま せん . つま り , 右辺 が 数 値 式 の と き 左 辺 
は 数 値 変数 , 右辺 が 文字 式 の と き 左 辺 は 文字 変数 で な けれ ば な り ま せん . 
し 例 ] Pi=3.14is9 


・ 数 値 変数 PT に , 3.14159 と いう 数 値 を 代入 し ます . 


上 II プロ グラ ム 人 中條 HHNINWWWHNtfNNttttttttttttttttttttttttttttttttttttttitttttttttttttttttttttttittttttttttl 


1 も 回 

1 の の 9 / LET sample 
11 の 9 LET =123 

12 の 9 LET B=。21 

13 の 6 選 =A+BH 

14 の 9 PRINT "QA ms 人 na 
15 の PRINT "B ="sBH 
16 の 9 PRINT "A+B="j ビ 
17 の END 

Ok 

Pun 回 

全 = 123 

B = 。21 

R+B= 123.21 

Ok 


・ 変 数 A, B に それ ぞ れ 123, 0.21 を 代入 し , その 和 を 求め て 出力 し ます . 
・130 行 で は , LET を 省略 し た 代入 文 を 使っ て いま す . 


UI 有利 有用 軸 和 有 用 和 有 有用 有 用 有 有朋 有 田 有 中 
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グラ フィ ックス テー トメ ント 


LINE 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 に 直線 や 長方形 を 描く 


書 式 1002 - (gx2 , gy2 ) し , く パレ ッ ト 番 号 >] 
STEP( sx1 , sy1 ) STEP(sx2 , sy2 ) 


B |J 

解説 ・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 系 の 2 点 (gx1, gy1), (gx2, gy2 ) を 結ぶ 直線 を 描き ます . 指 
定 で きる 範囲 は ー16384 て 16383 ま で で す . (gx1, gy1) が 省略 され た 場合 , LP の 値 
を と り ま す . 
・ 線 の 色 は , 〈 パ レッ ト 番 号 〉 に よっ て 指定 し ます . 省略 され た 場合 は , COLOR 
文 で 指定 され た く < フォア グラ ウン ドカ ラー> が 用 いら れ ま す . 
・"B" お よび "BF" は , 指定 し た 2 点 を 対 角 と する 長方形 を 描き ます . "B" は 
Box の 意味 で , 枠 の み を 描き ます . また , "BF" は Box F の 意味 で , その 長方形 
を 塗り つぶ し ます . 

LINE(100 , 100) 一 (200 , 150) ,1,B 
・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 座 標 (100, 100), (200, 150) の 2 点 を 対 角 と する 長方形 を パレ ッ 
ト 番 号 1 の 色 で 描き ます . 


ライ ン : line 


を 


ll ウッ / 口 ン / 仙 mm 


1 1 色 も 回 

1 の 9 の ′ LINE sample 

11 の 9 SCREEN の , の siCLS 3 

12 の 9 X1=RND( 1 ) X639 giY1=RND( 1 ) X199 

13 の X2=RND( 1 ) X639 』 Y2=RND( 1 ) X199 

14 の 9 CL=RND( 1 ) X6+1 』MD=INT(RND( 1 ) X コ + 1 ) 
15 の UN MI GOTO 169。17 の 9 。18 の 

16 の 9 LINE(X1 。Y1) 一 (X2。Y2) 。EL siBUTU 19 の 
17 の 9 LINE(X1 。Y1) 一 (X2。Y2) 。CL 。BsBUTD 19 の 
1 の LINE(X1 。Y1)--(X2。Y2) 。CL 。BF 

19 の IF INKEY 人 本 ="" THEN 12 の 9 

2 の 6 の END 

Ok 


・ 何 か キー を 押す まで , いろ いろ な 線 や 四角 形 を 描き ます . 

・120 行 か ら 140 行 で , 乱数 を 使っ て 座標 や 色 を 求め て いま す . MD と いら 変数 に 
は , 1 か ら 3 まで の 数 が 入り , その 値 に よっ て 直線 , 四角 形 , 塗り つぶ し た 四角 
形 を 描き ます . 


UI 有田 用 軸 用 有 有用 加 有 軸 有用 有 有用 胃 軸 軸 軸 田 帆 


参照 : COLOR 
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画面 制御 ステ ー ト メン ト 


LINE@ 


テキ スト 画面 を 行 単位 に 機能 設定 する 
LINE@ く 行 指定 〉 , く ファ ンク ショ ンコ ー ド > 
・ テ キス ト 画 面 の カラ ー モ ー ド に お いて , 行 単 位 に 機能 を 設定 し ます . 
* バ 行 指定 > は 0 か ら ( 行 数 )ー 1 まで の 値 を と り , < ファ ンタ ンション コー ド 〉 は 次 の 
よう に な っ て いま す . 
0 また は 4 一 ノー マル 
1 また は 5 一 ブリ ンク 
2 また は 6 一 リバ ベー ス 
3 また は 7 一 リ ベ バース ブリ ンク 


LINE@ 7 ,1 


・ テ キス ト 画 面 の 8 行 目 を ブリ ンク させ ます . な お , この 命令 を 白黒 モー ド で 実 
行 す る と "Syntax error'" と な り ま す . 


ライ ン ・ ア ッ ト マ ー ク : line @ 


川 川 川 川 川 プ 口 グラ ム 例 山肌 有 用 


1 it 回 

1 の の ′ LINE@ samplie 

11 の CUNSOLE の ,25。1 。1 :MIDTH の ,2 の 
12 の FUR 1= の TO 7 

1 コ 3 の COLOR TI 

14 の FOR J= の TO 7 

15 の PRINT "LINE@TEST" 』 
16 の NEXT J 

17 の PRINT 

1 の LINE@ I。I 

19 の 9 NEXT 1 

2 の の END 

ロ k 


・ テ キス ト 画 面 の 0 行 目 か ら 7 行 目 ま で に , 機能 設定 を 行い ます . 

・110 行 で , テキ スト 画面 を カラ ー モ ー ド に し , 表示 桁 数 を 80 桁 に し ます . 
・140 行 か ら 160 行 で , 130 行 で 指定 され た 色 で "LINE@TEST" と いう 文字 列 を 8 
回 続け て 出力 し ます . 

・180 行 で , 上 で 出力 し た 行 に 機能 1 を 設定 し ます . 


MUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUm の lllllllWIII 和 UMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


2 一 108 


入出 力 ス テー トメ ント 


LINE INPUT 


1 行 全体 (255 文 字 以内 ) を 区 切る こと な く 文 字 変数 に 入力 する 

LINE INPUT [" く プロ ンプ ト 文 〉" : ] く 文字 変数 〉 

・〈 プ ロン プ ト 文 ) は , 入力 デー タ を 受け る 前 に 画面 に 表示 され る 文字 列 で す . 
・[ 紀 キー の 入力 まで に キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た 文字 列 デ ー タ が 文字 変数 に 代 
入 さ れ ま す . な お , 文字 列 デ ー タ を 入力 せ ず [キー だ け を 押し た 場合 , 文字 変数 
は ヌル スト リン グ が 入力 され た と みな され ます . 
・LINE INPUT 文 の 実行 は , +[C] , また は キー に よっ て 中 断 する 
こと が で きま す . その 場合 , コマ ンド レベ ル に 戻り ます が , この と き CONT ュ コマ 
ンド を 入力 する と LINE INPUT 文 の 始め か ら 実 行 が 再開 され ます . 

LINE INPUT " Name ? " : NAS 
・"Name?" を 表示 し , 文字 列 の 入力 を 待ち ます . 文字 列 が 入力 され る と , それ を 
NA$ に 代入 し ます . 


ライ ン ・ イ ンプ ッ ト :Iline input 


川 II 7 ログ ラ rl 


1 3 wt 罰 

1 の の 9 / LINE 1INPUT sample 

11 の INPUT "INPUT 』 " ョ 人 ま 

12 の 9 LINE INPUT "LINE INPUT :』 ?"jB 生 
13 の PRINT sPRINT "INPUT E 「。 人 まま 
14 の 9 PRINT "LINE INPUT : "4B 
15 の END 

Ok 

ru 回 

INPUT : ? abcd 。 人 ABCD 。1234 思 
?Ex モ い & 1qn ロ PE ロ 

LINE INFUT 』 ?abcd。 人 BCD 。1234 回 


INPUT s 8DCdH 


LINE INPUT 』 abcd,ABCD 1234 
ロ k 


・INPUT 文 と LINE INPUT 文 で 文字 列 を 入力 し , 画面 に 出力 し ます . 
・110 行 で INPUT 文 , 120 行 で LINE INPUT 文 を 使っ て 文字 列 を 読み 込み で , 130 
行 と 140 行 で 出力 し て いま す . 

・ 実 行 例 で は , INPUT 文 で 1 個 の 変数 を 指定 し て ある に も か か わら ず , 3 個 の 
デー タ が 入力 され た た め , "?Extra ignored" と いう メッ セー ジ を 表示 し て いま す . 
この 場合 , 最初 の デー タ は 変数 A$ に 代入 され ます が , 残り の 2 個 の デー タ は 無 
視 さ れ ま す . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 II 卓上 上 和則 上 上 則 上 上 上 昨 上 川 
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入出 力 ス テー トメ ント 


LINE INPUT# 


ライ ン ・ イ ンプ ッ ト ・ シ ャ ー プ : line input 婦 





機 能 | 1 行 全体 (255 文 字 以 内 ) を 区 切る こと な く シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル か ら 文 字 変 数 


に 代入 する 
書式 | LINE INPUT# く ファ イル 番号 > , く 文字 変数 〉 
解 ・〈 フ ァイル 番号 > は OPEN 文 に よっ て 指定 し た ファ イル 番号 で す . 


・〈 文 字 変 数 > は , 行 全体 が 代入 され る 文字 変数 名 で す . 
・LINE INPUT 基文 ト に シーケンシャル ファ イル か ら , CR コー ド ま で の , すべ て の 
文字 を 区 切る こと な く 読 み 込 み ま す . 読み 込め る 文字 数 は 255 文 字 ま で で す . 
・LINE INPUT 尋 文 は デー タフ ァイル の それ ぞ れ の 行 が いく つか の 欄 に 分 割 さ れ 
て いる と き や , アス キー セー ブ さ れ た プロ グラ ム を デー タ と し て 読み 込む と き な 
ど に 有効 で す . 

LINE INPUT#1 , T$ 
・ フ ァイル 番号 1 で オー プン し た ファ イル か ら 1 行 分 の デー タ を 読み 込み , 変数 
T$ に 代入 し ます . 


8 衝 梓 用 有 上 


II プロ グラ ム 例 上 II 上 則 則 峯 に 





1 1 反 も 回 

1 の の / LINE INPUT 柱 samp1e 
11 の 9 UPEN "2gdata2" FOR INPUT AG 拉 1 

12 の IF EOF(1) THEN ENH 
13 の 9 LINE INPUT 欄 1 本 

14 の PRINT a$ 
15 の GUTH 12 の 
Ok 
run 回 

In 5Om Ca55 己 5 。Du ら 1 らら COmDuUten15t5 becCom 
0O 1nCen=d a 紀 上 ロ wag ら 8 menta] wan with = 一 
Of 上 waP@ 。dG モ rmined キロ uccCeed in SDit Of 
も he documen モ at ion 。 1 know ロ f nOn 与 Du ら 1n 与 ら ー 
man whoO acCtua1] 1 y nefused モ O 1oOok at th dd ロー 
Cum ら nta モ ion モエ ha モ 上 aCCOmDan15 。 any 5 ロ f キ 上 war 
he acquire5s 。 Mhen 1 asked him why 。he smi1]ed 
sly1y 。" エモ worth1 es=。" Now ther ら 15 a man 
Obaes5@ 。 


Uk 

・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の "data2" と いう ファ イル の 内 容 
を 表示 し ます . 

・130 行 の LINE INPUT 婦 文 で は , 変数 AS に CR コー ド の 前 まで の すべ て の 文字 
列 が 入り ます . 


UIUUUIUIIIIIUIIIIIIIIUIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUI 軸 征 胃 I 有 朋 加 加 軸 UIUUIUIU 四 中 


参照 : OPEN 
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入出 力 ス テー トメ ント 


LINE INPUT% 


ライ ン ・ イ ンプ ッ ト ・ パ ー セ ント : line input 


1 行 全体 (255 文 字 以 内 ) を 区 切る こと な く RS-232C 通信 ポー ト の 入力 バッ ファ か 
ら 文 字 列 デ ー タ を 入力 する 

書式 】 LINE INPUT%〈 ポ ー ト 番号 〉 , く 文字 変数 〉 

・ く ポー ト 番 号 〉 で 指定 され た RS-232C 通信 ポー ト の 入力 ベッ ファ か ら 文 字 列 
デー タ を 入力 し , その デー タ を く 文 字 変数 〉 で 指定 され る 変数 に 代入 し ます . 
〈 ポ ー ト 番号 > は 1 を 指定 し ます . 
・ 入 力 さ れる デー タ の 区 切り は CR コー ド で す . 
・LINE INPUT% 文 を 実行 する 前 に , RS-232C 通信 ま ポー ト は INIT% 文 で 初期 化し 
て お きま す . 


LINE INPUT %1 , T$ 





・RS-232C 通信 ポー ト の 入力 ベッ ファ か ら , 1 行 分 の デー タ を 読み 込み , 変数 
T$ に 代入 し ます . 
lyA』 還 ドア ルン ア ん や, UUUUUUUUUUUUUMMM ま UI いし | 【 
1 も 回 2 


1 の 9 の ′ LINE INFUTXZ samp1le 

11 の 9 INIT 1 ,&HFA 。&H37 

12 の 9 LINE INPUT X1 。 人 季 

13 の 9 PRINT 谷 ま 

149 BUTOU 129 の 9 

0k 

・RS-232C 通 信 ま ポー ト か ら デ ー タ を 受け 取っ て 画面 に 出力 し ます . INPUT% 文 の 
プロ グラ ム 例 と の 違い は , CR コード の み を 区 切り 記号 と し て 扱っ て いる こと で 
す . 

・INPUT% 文 の プログ ラム 例 も 参照 し て くだ さい . 


用 用 ff 用 有 用 有用 用 川田 吊 田 軸 OU 


参照 : INIT%, PRINT%, INPUT% 
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一 般 コ マン ド 


LIST/LLIST 


機 能 | プロ グラ ム の 内 容 を 出力 する 


書式 | (1) LISTC< 行 番号 〉][ 一 〔 く 行 番 号 〉]〕 
(②  LLIST〔< 行 番号 >〉][ 一 〔 く 行 番号 >〕]〕 

解 ・ ブ ログ ラム の 内 容 を 画面 に 表示 し た り , プリ ンタ に プリ ント アウ ト し ます . 
LIST コマ ンド は 画面 に , LLIST コマ ンド は プリ ンタ に 出力 し ます . 
・ バ パラ メー タ を 省略 する と , プロ グラ ム の 全部 が 出力 され ます . 
・ く < 行 番号 〉 を 1 つ だ け 指 定 す る と その 行 の み が 出 力 さ れ ま す . 
・2 つ の < 行 番号 y? を ハイ フン (- ) で つない で 指定 する と , 指定 し た 範囲 の プロ グ 
ラム が 出力 され ます . この と き , 最初 の <〈 行 番号 〉 を 省略 し た 場合 は , プロ グラ ム 
の 先頭 か ら ハ イフ ン に 続く < 行 番号 >? まで が 出力 され ます . 後 の < 行 番号 〉> を 省略 し 
た 場合 は , 指定 され た <〈 行 番号 〉> か ら プ ログ ラム の 終わ り ま で が 出力 され ます . 
・LIST/LLIST コマ ンド は 実行 し 終わ る と , コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 


LIST 一 190 


・ ブ ログ ラム の 先頭 か ら 190 行 まで を 画面 に 表示 し ます . 


リス ト / エ ル ・ リ スト :list/lpt list 


III 実 行 例 川上 II 


(a) 5 も を 回 
1 の 9 の 9 ′ LIST sample 
11 の N=1 
12 の / start 
13 の 6 PRINT N 
14 の N=N+1 
15 の IF _N<1 の THEN 14 の 
16 の 9 END 
ロ k 
(b) 1ist 159 回 
15 の IF _N く 1 の THEN 14 の 
Ok 
(c) 15t 12 の =-159 回 
12 の / = 上 ar セキ 
13 の 6 FRINT _N 
14 の N=N+1 
15 の IF N<1 の THEN 14 の 


ロ k 
(d) mt =14 の 回 
1 の 9 の ′ LIST sample 
11 の N=1 
12 の / ar も 
13 の 9 PRINT _N 
14 の NN+1 
Ok 
(e) 本 も 314 の = 回 
14 の 9 N=N+1 
15S の IF _N く 1 の THEN 14 の 
16 の END 
ロ k 
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e 二 
ウシ 


プロ グラ ム を 全部 出力 し ます . 

150 行 だ け を 出力 し ます . 

120 行 か ら 150 行 まで を 出力 し ます . 

プロ グラ ム の 先頭 か ら 140 行 まで を 出力 し ます . 
(e@) 140 行 か ら プ ログ ラム の 終わ り ま で を 出力 し ます . 


IO 用 胃 用 有 肌 UIUIUIUUIUIIIUUL 吊 


SS 
の 電 に 


= 紀 
マン ー ャ ン 
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入出 力 コ マン ド 




















LUAD 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら プ ログ ラム を ロー ド す る 
LOAD く ファ イル 名 〉 C ,R) 


*・<〈 フ ァイル 名 〉 で 指定 され た プロ グラ ム フ ァ イル を メモ リト 上 に ロー ド し ます . こ 
の と き , 以前 え モ リ 上 に あっ た プロ グラ ム は 消さ れ , 変数 の 値 も 初期 化 さ れ ま 
す . まだ, 開 いて いる ファ イル が あっ た 場合 は , すべ て 閉じ られ ます . 
*R オ プシ ョ ン を 付け る と , ファ イル を 開い た まま プロ グラ ム を ロー ド し , た だ 
ち に 実行 を 開始 し ます . 
s LOAD コ マン ド は , 指定 され た ファ イル を 見 つけ て 実際 に プロ グラ ム の ロー ド 
を 開始 する まで は , メモ リ 中 の プロ グラ ム を 保存 し ます . 

LOAD " 2 : demo " 
・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら "demo" と いう ら フ ァイル 名 の 
付い た プロ グラ ム を ロー ド し ます . 








II 実 行 例 UI II 


ディ スク 





Ok 
(b) 三 語 計 


・() は ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら "test. nsr'" と いう ファ 
イル を ロー ド し ます . 

・①⑪) は , 現在 開い て いる ファ イル を 開い た まま で , ドラ イブ 2 に 入っ て いる フ 
ロッ ピ ィ ディ スク か ら "test. nsr'" と いう ファ イル を ロー ド し て 実行 を 開始 し ま 
す . 


UI 田 田 ll 


参照 : SAVE, MERGE, RUN 





1 ug >】 テ 
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入出 力 関数 





LUC 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク フ ァ イル 中 で の 論理 的 な 現在 位置 を 返す 


LOC( く ファ イル 番号 〉) 


解 ・<〈 フ ァイル 番号 〉 で 指定 され た ファ イル が ラン ダム ファ イル で あっ た 場合 に は , 
その ラン ダム ファ イル に 対し て 最後 に 読み 書き され た レ ュ ー ド 番号 (GET# 文 , 
PUT 参 文 で 指定 し た 番号 ) を 返し ます . 

・< フ ァイル 番号 〉 で 指定 され た ファ イル が , シー ケン シャ ルフ ァイル で あっ た 場 
合 に は , その ファ イル が オー プン され て か ら , 読み 書き され た レコ ュー ド 数 を 返し 
ます . とこ で 言う ら レ ュー ド 数 と は , セク 数 を さ し ま す . 


LOC(2) (ファ イル 番号 2 で オー プン され た ファ イル の 現在 位置 ) 


UI プ 口 グ ラ ム 例 fl 用 腹 用 軸 llllllFFDO000UOUUUUUUU IM 


ディ スク 


エル ・ オ ー・ シ ー : location counter of a file 








1igt 回 

1 の の / LOC samp1e 

11 の ロ PEN "2sdata6" AG 音 1 

12 の FIELI 拉 1 。2 の AS Q も を も, 日 S B ま 

13 の INPUT "ナマ エリ" ョ NQ ま INPUT "キュ ウヨ リョ KY 柱 

14 の LSET 人 ロ 生 =NA 本 sRSET B ま =MKLI ま (KY 揚 ) gPUT 1 

15 の PRINT NA ま 0 サフ ノノ テ "ー グ nsLHE(1) "NT ソフ テ " ス 。" 
16 の 9 INPUT "Continue?(y/n) " ョ じ 生 

17 の IF C ま ="y" THEN _ PRINT :BHTO 13 の 

18 の 1F まく >"n" THEN 16 の 9 ELSE ENI 


Ok 
の un 税 
ナマ エマ デラ が * 回 


キュ ウヨ ? 3S の の の の 回 

テラ タダ” サフ ノ テー ワ in 1 いい" ラフ テ デ " ス 。 

Continue?(y/n)? 生還 

ロ k 

・ ラ ンダ ム フ ァ イル を 作成 し な が ら , 登録 し た レコ ュー ド 番 号 を 出力 し ます . 
・140 行 で 書き 込ま れ た レ ュ ー ド 番号 を , 150 行 で 出力 し て いま す . 


IIIIIIII 軸 軸 軸 田 田 田 田 田 田 田 軸 田 田 田 軸 軸 軸 田 田 加 UUUUUUUUU000000 


参照 : OPEN, PRINT 旭 , PUT 尋 
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oo 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 

















LUCATE 


カー ソル 位置 を 移動 させ る 

LOCATE(cx) ,(cy)[ , く カ ー ソ ルス イッ チ 〉]〕 

解 ・ カ ー ソ ル 位置 を テキ スト 画面 の キャ ラク タ 護 標 (cx), (cy へ 移動 し ます . 
・(cx) は 水平 座標 を 表し , 〈c》 は 垂直 座標 を 表し ます . 
・(cx), Cyy は , テキ スト 画面 の 左上 を (0 , 0) と する キャ ラク タ 座 標 に より 指定 
し ます . これ ら の 値 を と る 範囲 は , WIDTH 文 で 指定 され た く 桁 数 〉 と く 行 数 〉 に 
よっ て 決ま り ま す . 





ロケ ー ト : locate 


が 9 1 ) 白黒 モー ド 
0 一 〈 桁 数 >ー 2 ) カラ ー モ ー ド 
(cy) 三 0 一 (<〈 行 数 >ー 1 ) 


<・〈 カ ー ソ ルス イッ チ 〉 は , カー ソル の 状態 を 決め る スイ ッ チ で , 1 で 表示 され , 
0 で 表示 され な く な り ま す . 


LOCATE 0,10 
s キ ャ ラク タ 座 標 (0 , 100) に カー ソル を 移動 させ ます . 
LOCATE 0,0,0 


s 画面 左上 に カー ソル を 移動 させ , さら に カー ソル を 消し ます . 


川 II 7 口 グラ / い 例 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIHIII 有 II 上 帳 胃 軸 四 軸 肌身 軸 UIUUUUUUUUUUUUUUUUU 員 


1 ist 回 

1 の 9 の ′ LUCATE samp1le 

11 の CUNSULE の ②。25。 の 1 iMIDTH の 。25 sgCLB 
12 の 9 INPUT "wayP IXY 

13 の 9 LUCATE X。YiPRINT "LUCATE" 

14 の BUTO 12 の 


Qk 

・ テ キス ト 画 面 の 座標 Cx, y) を 読み 込ん で , その 位置 に "LOCATE" を 出力 し ま 
す . 

・130 行 で , x お よび y で 指定 され た 位置 に カー ソル を 移動 させ て "LOCATE" を 
出力 し て いま す . 


II 和 IllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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ディ スク 





LUF 


機能 ファ イル の 大 き さ を 返す 

書式 | LOF(< フ ァイル 番号 〉) 

・〈 フ ァイル 番号 〉 に より 指定 され た ディ スク ファ イル の 大 き さ を セク タ 数 で 返し 
ます . その ファ イル が ラン ダム ファ イル で あれ ば , ファ イル に 書き 込む と き 
PUT 婦 文 で 指定 し た 最大 の レ ュ ー ド 番号 に 相当 し ます . 

・GET 婦 文 で LOF 関数 の 返す 値 よ り も 大 き な レ ュー ド 番 号 を 指定 する と , 最大 
の レコ ー ド 番号 より 大 き な 値 を 指定 し た こと に な り , "Input past end" エ ラー と 


エル ・ オ ー・ エ フ : length of a file 





だ がり ます 。 
LOF ②) 医 gs 仙 う (ファ イル 番号 2 で オー プン し た ファ イル の 大 きき) 
wmmmmm ブ ログ ラム 倒 mmmmrmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmm | 5 | mm 
1 3t 回 1 


1 の の 9 / LOF samp1e 

11 の 9 UPEN "2idata7" FUR HUTPUT aG #1 

12 の PRINT 1 。123』CLODSE 

13 の 9 UPEN "2sdata7" FUR INPUT aG #1 

14 の 9 UPEN "2:data ヨ " SB #2 

15 の FIELL 失 2.12H AG QR ま 。12 ヨ AS B ま 

16 の 9 PRINT "data7 ノ せ 22 スウ nn"sLUF(1) 』" テ " ス 。" 
17 の 9 PRINT "data 日 ノ レコ ー ト “スウ nn" saLHF(2) "テス 。" 
18 の END 

ロ k 

PUT 回 

data7 ノ セ 22 スウ in 1 テ " ス 。 

data ノ レコ ー ト "スウ リハ の テ デ " ス 。 

Ok 


・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に "data7" と "data8" と いら ファ 
イル を 作り , その 大 き さ を 表示 し ます . 

・ "data7" で は 120 行 で 123 と いう デー タ を 書き 込ん で いる た め , セク タ 数 が 1 に 
な り ま す が , "data8" で は デー タ を 書き 込ん で いな いた め レ コー ド 数 は 0 に な り 
ま *。 


II 上 上 上 上 川上 上 上 和 上 軸 II 


クー よ 7 








数 値 関数 




















LUG 


自然 対数 を 返す 
書 式 LOG( く < 数 式 〉) 


・ < 数 式 > に よっ て 与え られ た 値 の 自然 対数 (2.71828 を 底 と し た 対数 ) を 返し ま 
す . 
・< 数 式 > に は 正 の 数 を 指定 し ます . 
・ LOG 関数 の 演算 は 単 精度 で 行わ れ ま す . 


LOG(100) 4.60517 


LOG(1) 0 
LOG( 一 5) " lllegal function call "エラ ー 


山川 プロ グラ ム 例 II 用 田 田 軸 lmlmhnlllUUUUUUUUUUUUUUU 
11gt 回 
1 の の ′ LOG samp1le 
11 の INFUT X 
12 の 9 =LUG(19) 
13 の E=LOG(X) 
14 の 9 PRINT "1og1 の ("30)= リ "リョ B/ 人 a 
15S の END 
Ok 
Fun 
? ィ # ま の @ の 回 
1og1 の ( 1@ の の 9 )= 2 
Ok 





ログ : logarithm 


Fun 回 

ィ は 24S 回 

1 og1 の ( 。1245 )=ー.9948d1 
Ok 


・ 自 然 対数 を 用 いて 常用 対数 を 計算 し ます . 

・x が 与え られ た と き の logiiX は , 
logix(X) 三 log。(X)/log。(10) 

で 与え られ ます . 


TI 有朋 軸 有 有用 有 有 用 軸 用 用 肌 用 有 用 用 有用 山 有用 山肌 山上 和 IIUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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入出 力 関数 


LPUS 


現在 の プリ ンタ の ヘッ トド 位 置 を 返す 


Pos(<) 
・ 現 在 , プリ ンタ の ヘッ ド が と の 位置 に ある か を 桁 数 で 返し ます . 
・〈 式 > の 値 は 意味 を 持た ず , 通常 は 0 を 指定 し ます . 


LPOS(0) (ブリ ンタ の ヘッ ド 位 置 ) 


川 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIHIII プ 口 グラ ム 例 川上 


115t 回 

1 の 9 の 9 / LFPUS samp1e 

11 の FOR 1I= の TOU 29 

12 の IF _LFUB( の ②) ふ =4 の THEN LPRINT 
13 の 9 LPRINT SQRK(I) 。 

14 の 9 NEXT 1 

15 の END 


ライ ン ・ ポ ポジション : line position 










に gl 





・ 0 から 20 ま で の 平方 根 を , プリ ンタ 人 に 出 力 し ます . 
・120 行 で プリ ンタ の ヘッ ド が 40 桁 目 を 超え た 場合 は , 改行 する よう に し ます . 


ll 有用 有 有 用 和 腹 用 用 有 有 有用 有川 有朋 川 山 UIUUUUUUIIUIIIUUUUUUUUUUUUU 


注意 : ・LPOS 関 数 の 値 は BASIC が 管理 し て いる 値 で , プリ ンタ に よっ て は , 実際 の 
ヘッ ド 位 置 と この 位置 と が 異な る 場合 が あり ます . 
参照 : POS 


らい 
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入出 力 ス テー トメ ント 




















LSET/RSET 


エル ・ セ ッ ト / ア ー ル ・ セ ッ ト : left set/right set 








ディ スク 





機 能 | ファ イル バッ ファ ヘ デ ー タ を 書き 込む 

LSET く 文字 型 変数 〉 ニ く 文字 列 〉 
RSET く 文字 型 変数 > ニ く 文字 列 〉 

・FIELD 文 で 定義 し た 文字 型 変数 に 該当 する ファ イル ベッ ファ 領域 に デー タ を 
格納 し ます . 
・ 格 納 す る デー タ は 文字 型 デ ー タ で す . 数 値 デ ー タ は , MKI$, MKS$, MKD$ 関 
数 の いずれ か に より 文字 型 デ ー タ に 変換 し て か ら 格 納 し ます . 
・< 文 字 列 > の 長 さ が , FIELD 文 で 割り 当て られ た 長 さ より 短い 場合 , LSET 文 で 
は 左 詰め , RSET 文 で は 右 詰め で フィ ー ル ド を 満た し , 余っ た 部 分 に は 空 提 
(CHR$(&H20)) が 代入 され ます . また <〈 文 字 列 >〉 が フィ ー ル ド よ り 長 い 場 合 は , 
LSET 文 , RSET 文 と も 右側 の 部 分 が 無視 され ます . 
・MKI$, MKS$, MKDS$ 関数 に よっ て 返さ れ た 〈 く 文字 列 > の 長 さ が , FIELD 文 で 定 
義 き され た 文字 型 変数 の 長 さ より 短い 場合 は , LSET 文 を 使い ます . 
・〈 文 字 型 変数 y は , FIELD 文 で あら か じ め 定 義 S さ れ て いな けれ ば な り ま せん . 定 
義 さ れ て いな い 変 数 を 用 いる と エラ ー と な り ま す . 

LSET A$ =" BASIC " 
・FIELD 文 で ファ イル ベッ ファ に 割り 当て られ た 文字 型 変数 A$ の 領域 に , 
"BASIC" と いう デー タ を 左 詰め で 書き 込み ます . 


ーー 
川中 プ 口 グラ / ふ 例 II 1 


1 mt 回 

1 の の ′ LSET/RSET sample 
11 の OUFEN "1rdata" AG 拉 1 
12 の 9 FIELH 村 1 1 の SG まま 。1 の QS HB ま 
13 の INPUT じ ま 

14 の LSET QR ま =C ま 

15 の RSET B 本 = じ キ 

16 の 9 PUT 1。1 

17 の BET #1。1 

18 の PRINT 本 iPRINT B 本 
19 の 9 END 

Uk 

Fun 回 

2 ABC 回 

人 BC 


川 II 





BC 
0k 


・ 文 字 列 を 読み 込み , それ を 左 詰め と 右 詰め で 書き 込み ます . 
・140 行 で 左 請 め , 150 行 で 右 詩 め で 読み 込ん を だ デー タ を 格納 し て いま す . 


II 上 III 上 上 上 旧 上 上 則 風 上 風 上 II 


参照 : FIELD, PUT 
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入出 力 コ マン ド 

















ディ スク 


マー ジ : merge 


MERGE 


メモ リ 上 に ある プロ グラ ム に フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の プロ グラ ム を 結合 する 


書式 | MERGE< フ ァイル 名 〉 
・ メ モリ 上 の プロ グラ ム に <〈 フ ァイル 名 >〉 で 指定 し た プロ グラ ム を メモ リ 上 で 結合 
じ ま す 
・ 指 定 す る プロ グラ ム フ ァ イル は , 前 も っ て アス キー セー ブ し た も の で な けれ ば 
な り ま せん . 
・ フ ァイル 中 の プロ グラ ム と , メモ リ 上 の プ ブログ ラム に 同一 行 番号 が あっ た 場合 
(に は , メモ リ 上 の 行 は ファ イル の 中 の 行 に 置き 換わり ます . 
・MERGE コ マン ド は 実行 を 終了 する と 必ず コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 
MERGE ” 2 : result . asc " 
* ドラ イブ 2 に 入っ て いる "result. asc" と いう ファ イル 名 の プロ グラ ム フ ァ イル 
を , メモ リ 上 に ある プ ブログ ラム に 結合 し ます . 


ーー ーー- 朋 
mW("“‥"…" 座 行 rm # II 





旭 昌 "2 ョ test3 。nsrn" 回 
ロ k 


s・ 現在 , スモ リ 上 に ある プロ グラ ム と ドラ イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス 
ク に アス キー セー ブ さ れ て いる "test3. nsr" と いう プロ グラ ム を 結合 し ます . 


川 II 上 峰 上 上 川 卓 用 目 卓上 


参照 : LOAD. SAVE 
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文字 ステ ー ト メン ト 


MIDS 


機 能 | 文字 列 の 一 部 を 指定 され た 文字 列 で 置き 換え る 

書式 | MID$(< 文 字 変 数 〉 , < 式 1>〔[ ,< 式 2>]) < 文字 列 〉 

・ 〈 文 字 変数 〉 の く 式 1 番目 の 文字 か らく 式 2 〉 個 の 文字 を , < 文字 列 〉 の 最初 か ら 
〈 式 2 > 個 の 文字 列 で 置き 換え ます . 
・< 式 1 〉 の 値 は 0 より 大 きく , < 文字 変数 > の 長 さ 以下 で な けれ ば な り ま せん . 
・< 式 2 ) が 省略 され た 場合 , < 式 2 〉 の 値 を 〈 文 字 列 〉 の 文字 数 より 多く 指定 し た 場 
合 , < 式 2 〉 の 値 が < 式 1 〉 番 目 か ら 右 の 文字 数 (残り の 文字 数 ) よ り 大 きい 場合 , 
< 式 2 〉 の 値 は (< 文字 変数 〉 の 長き )ー〈 式 1 > 1) と みな され ます . 
< < 文字 変数 y に ヌル スト リン グ を 指定 する こと は で きま せん . 

A$ 王 " ABCDEF " 
MID$(A$, 4 ,3) 三 "XYZ “" 
・ 変 数 A$ の 4 文字 目 か ら 3 文字 ("DEF') を "XYZ" に 置き 換え ます . 


ミッ ド ・ ダ ラー : middle $ 


mt イプ 口 グ zi 


1 3 gt 回 

1 の の / MIL ま samp1@e 

11 の DaTQ My name is !UU11111 
12 の 9 HAT Kako。』aikawa 。Tenada 。Nak ahara 
13 の 9 RED を 

14 の FUR 1=1 TO 4 

15 の READ NQ$』MID 和 を (人 Q 移 。12) = ニ NR ま 
1 6 の PRINT を 

17 の 9 NEXT 

18 の 9 END 

Ok 

ぞ run 回 

My name is Kako!!!! 

My name i5 ikawa!! 

My name is Terada!! 

My name is Nakahara 

Ok 


・120 行 に 用 意 し て ある 名 前 を 読み 込ん で , "My name isS…… "と いう 文 を 出力 す 
る プロ グラ ム で す . 


NA$ に 読み 込ん だ 文字 列 で 必要 な 文字 数 だ け 置 き 換え て いま す . 


II 有用 軸 ll 有 ll 軸 UIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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ミッ ド ・ ダ ラー : middle $ 


機 能 | 文字 列 の 指定 され た 位置 か ら 任意 の 長 さ の 文字 列 を 返す 

MID$( く 文字 列 〉 , < 式 1>[, く < 式 2〉]) 

・ く 文字 列 > の く 式 1 番目 か らく < 式 2 〉 個 の 文字 列 を 取り 出し , 値 と し て 返し ます . 
・< 式 1〉> は 1 て 255, 〈 式 2 > は 0 て 255 の 範囲 の 値 を と り ま す . 
・< 式 2 を 省略 し た と き , また は <〈 式 2 〉 が < 式 1 > 番目 か ら 右 の 文字 数 (つま り , 
残り の 文字 数 ) よ り 大 きく な っ た と き , 〈 式 1 番目 より 右 の 文字 列 全部 が 結果 と 
し て 返さ れ ま す . 
・< 式 2 > が 0 の と き , また は く 文 字 列 > 全 体 の 文字 数 が く 式 1 > より 小さ い 場 合 
MID$ 関数 は ヌル スト リン グ を 返し ます . 


MIDs(TIMES ,4.2) 医 5 を 5 )) 


・TIMES$ 変 数 の 4 文字 目 か ら 2 文字 ( 三 分 ) を 返し ます . 
川 川 川 プ 口 グラ ム 例 出 IIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIINIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIII 


1 ig も 回 

1 の の 9 / MI samp1e 

11 の MIDTH 4 の 。25 iCLB 

12 の 人 Q ま ="NEC Computen"+STRINB ま (1 の "7 の ) 
139 LUCATE 9。1 の 9:GUSUB 199 
14 の PRINT 人 ま 

1 の HH ま =LEFT ま (人 ま 。1 ) 

16 の Q ま =MIL ま (本 。2) +H ま 

179 BUTO 139 

18B の / wait POutine 

19 の FUR 1=1 THU 199 giNEXT 
29 の RETURN 

Ok 


"NEC Computer" と いう 文字 を 次 々 と 左 に 流 し で 23 
。 こ の プロ グラ ム で は , "NEC Computer | 1 ま 1 と いう 文字 列 を 
同じ 場所 で 左 に 回 転 さ きせ な が ら 表 示し , 流れ て いく よう に 見 な てい ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 則 上 利和 II 
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MKISMKS$MKDS 


ディ スク 
エム ・ ケ ー・ ア イ ・ ダ ラー : make integer $ 
エム ・ ケ ー・ エ ス ・ ダ ラー : make single $ 
エム ・ ケ ー・ デ ィ ・ ダ ラー : make double $ 


数 値 を 文字 コー ド に 変換 し て 返す 
書式 | MKI$(< 整 数 表記 >) 
MKS$( く 単 精度 表記 >) 
MKD$( く 倍 精度 表記 >) 
解 説  ・ こ れ ら の 関数 は , 数 値 シ ラン ダム ファ イル ベッ ファ に 対し て LSET/RSET 文 
で 書き 込む 際 に 使用 し ます . 
・ 数 値 か ら 文字 列 へ の 変換 は 数 値 が 持つ 内 部 表現 (2 進数 表現 ) の 値 を その まま そ 
れ に 対応 する 文字 コー ド に する こと に よっ て 行わ れ ま す . この 逆 の 動作 を する 関 
数 と し て , CVI/CVS/CVD 関 数 が 用 意 さ きれ て いま す . 
・ 各 関数 の 機能 は 次 の と お り で す . 
MKI$ 一 整数 値 を 2 文字 ( 2 ベイト) の 文字 列 に 変換 し ます . 
MKS$ 一 単 精度 数 値 を 4 文字 (4 ベイト) の 文字 列 に 変換 し ます . 
MKD$ 一 倍 精度 数 値 を 8 文字 (8 ベイ ト ) の 文字 列 に 変換 し ます . 


MKI$(16961) "AB " 
・ 整 数 値 16961( 内 部 表現 = 4241H) を 2 バイ ト の 文字 コー ド "AB" に 変換 し ます . 


軒 川 


川 II プロ ルレ アパ ml is 


1 st 回 

1 の の ′ MKI ま ま /MKS ま /MKD 本 samp1e 

11 の 9 ロ HPEN "2srdata" AaG 拉 1 

129 FIELI ##1 。2 AS 1 本 。4 AB h2 ま ,B AS LU3* 
13 の QX=123』B=B5d4 。 1 3 』 じ 半 = コ 。 1 4 1592654 の の の の の 2 
14 の LSET 1 まま =MKT ま (AZ) 

15 の LSET D2 ま =MKG ま (B) 

16 の LSET 3 ま =MKD ま ( ビ 音 ) 

17 の 9 PUT 拉 1。1 

18 の 9 の CLOSE 

199 の END 

Ok 


・130 行 に ある デー タ を , "rdata" と いう ラン ダム ファ イル に 書き 込み ます . 

・140 行 か ら 160 行 で , 整数 型 を 2 バイト の 文字 列 , 単 精度 実数 型 を 4 バイト の 文 

字 列 , 倍 精度 実数 型 を 8 ベイ ト の 文字 列 に 刑 変 換 を し て いま す . 
III 卓上 利和 和風 卓上 III 


参照 : CVI/CVS/CVD 
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特殊 コマ ンド 


MON 


機 能 | 機械 語 モ ニタ に 制御 を 移す 
書式 !】 MoN 


解 説 | ・BASIC モ ー ド か ら 機 械 語 モ ニタ に 制御 を 移す た め の ュ コマ ンド で す . 
* 機械 語 モ ニタ が コマ ンド レベ ル に 入る と , " 来 " と いう ブロ ンプ ト を 表示 し , ュ 
マン ド 待 ちの 状態 に な り ま す . 
・ 十 [B] で BASIC モ ー ド に 戻り ます . 
・ 機 械 語 モ ニタ の 使い 方 に つい て は , PC-8001MKISR ユ ー ザ ー ズ カイ ド を 参照 
し て くだ さい . 


・ 機 械 語 モ ニタ に 制御 を 移し ます . 


モニ タ : monitor 


ーー 
川 川 和 II 実 人生 例 山 ll 有 ll 


GO 回 
X (@TRH+ 瑞 
Ok 


・BASIC モ ー ド か ら 機 械 語 モ ニタ に 制御 を 移し ます . アス タリ スク ( 来 ) が 表示 
され た あと 士 [B] を 押し て , BASIC の コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 


UMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU ゆ lllUUUUUUUUUUUUUUUI 


入出 力 コ マン ド 


MUTUR 


カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の モー タ を 制御 する 

書式 |】 MOTOR〔[〈 ス イッ チ >]〕 

・〈 ス イッ チ 〉 を 0 に すれ ば モー タ は OFF に , 0 以外 の 値 に すれ ば ON の 状態 に な 
り ま す . 
・<〈< ス イッ チ 〉 を 省略 し た 場合 , モー タ が OFF の 状態 な ら ON に , ON の 状態 な ら 
OFF に な り ま す . 


MOTOR 1 


* カ セッ ト テ ー プ レコ ー ダ の モー タ を ON に し ます . 


モー タ : motor 


へ ーーー っ 
= (0 
山田 中 プロ グラ ム 例 fl 有田 用 田 田 田 田 融 田 軸 中 回 ) | I 山 吊 
カセ ッ ト テ ー プ 
1 gt 回 
1 の の ′ MTHR samp1e 
11 の MOTOR 1 
12 の PRINT "Rewind and set the tape・" 
13 の INPUT "Are you ready (y/n) " 』R を 
14 の IF LEFT ま (人 Q ま 。1) く >"y" THEN ENH 
15 の PRINT IMUTUR の 
16 の PRINT "Pusgh PLAY button 。" 
17 の 9 INPUT "Are you ready (y/n) " ョ 人 季 
18 の IF LEFT を (人 A ま 。1) く >"y" THEN END 
19 の 9 NMUTOR 
2 の の END 
run 回 
Rewind and = 上 th taD@・。 
Rnre you ready (y/n)? 回 


Push PLAY button 。 


ane you Peady (y/n)? ツ 回 
Dk 


・110 行 で ,」 カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ の モー タ を ON の 状態 に し て , カセ ッ ト テ ー 
プ を 巻き 戻す こと が で きる よう に し ます . 130 行 で "y" を 読み 込ん だ 場合 , カセ ッ 
ト テ ー プ が セッ ト さ れ , 巻き 戻さ れ た と 判断 し て ひと まず モー タ を OFF に し て 
お きま す . 次 に , 170 行 で "y" を 読み 込ん だ 場合 , PLAY ボタ ン が 押さ れ て いる と 
判断 し て モー タ を ON に し ます . 


IlllllllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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NAME 


機 能 | フロ ッ ピ ビィ ディ スク 上 の ファ イル の 名 前 を 替え る 


NAME く I 旧 ファ イル 名 〉 AS< 新 ファ イル 名 ) 

・< 旧 ファ イル 名 〉 で 表 き され て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の ファ イル を く < 新 フ ァ イ 
ル 名 > に 変更 し ます . 
・ ド ライ ブ 番 号 は , ファ イル 名 の 前 に "n:" を 付け て 指定 し ます ( 例 : 
"2 : sample"). 省略 し た 場合 は , ドラ イブ 1 が 指定 され た と みな され ます . 
・NAME ュ コマ ンド に より ファ イル 名 の 変更 を 行う と き , その ファ イル は 閉じ ら 
れ た 状態 で な けれ ば な り ま せん . 

NAME " sumple " AS " sample " 
。 ドラ イブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の "sumple" と いう ファ イル 名 
を , "sample" に 替え ます . 

















II 


IIIMUIUIU 軸 上 プ 口 グラ ム 例 川 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 





1 は et[ 記 

1 の 6 の ′ NQNME sample 

11 の UPEN "2』oldtest" FOR DUTPUT AB 音 1 
12 の 9 FUR J=1 TO 1 の 

139 PRINT 1 。J 

14 の NEXT JiCLOSE 

15 の FILEB 2jPRINT 

16 の NAME "2oldtegt' AB "2 ョ newtegt リ 


179 FILES 2 

1 の END 

Ok 

run 回 

data1 1 data2 1 data4 1 data5 1 data6 1 
data7 1 data 晶 1 data9 1 adHdPe 志 1 rdata 1 
animal 1 test  .nsrn 1 test2 。ns5r 1 testd 。 nsrn 1 tegt4 。ngn 1 
fdata 1 Un 1 oldtes も 1 

data1 1 data2 1 data4 1 data5 1 data6 1 
Hata7 1 data 日 1 data ヲ 1 aHdCeg 5 1 rdata 1 
anima1 1 test  。nsr 1 test2 。nsgrn 1 testd nsr 1 test4 。ngrn 1 
fa モ a 1 U5 1 newtes も 1 

Ok 


s ドラ イブ 2 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に "oldtest" と いう ら フ ァイル を 作成 し , 
"newtest" と いう ファ イル 名 に 変更 し ます . 


II 有用 UI 川 軸 UUUUUUUUUUUUUUUUUUUOUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : KILL 
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NEW 


書式 


一 般 コ マン ド 


ニュ ー・ neW 


メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を 消去 する 

NEW 

・ メ モリ 上 に ある プロ グラ ム を 消去 し ます . 同時 に , すべ て の 変数 を 初期 化し ま 
す 、 

・NEW コマ ンド は コマ ンド レベ ル に ある と き , 新しい プロ グラ ム を 入力 する 前 
に 実行 し ます . NEW コマ ンド の 実行 が 終わ る と コマ ンド レベ ル に 戻り ます . 
NEW コマ ンド は オー プン され て いる ファ イル が ある 場合 , それ を 自動 的 に 閉じ 
ます . 

NEW 

・ プ ログ ラム を 消去 し ます . 


ーー 
II の / 口 グラ ム 例 TI 用 和田 田 田 用 田 田 加 加 皿 田 田 用 山 ll 山肌 川 0 


1 1 mt 回 

1 の の / NEM samp1e 

11 の / NEM initial iz 己 ら th DCOgPam 。 
12 の 9 PRINT "Lion*t use NEM in a pFPaognam 1ike this!" 
13 の 9 PRINT "Program 15 deleted." 

14 の 9 NEM 

1S の ENL 

Ok 

run 回 

ion *t use NEM in a pFPOgPam 1 ik thi5! 
Prognam is deleted。 


ロ k 
1 gt【 
0k 


・120 行 と 130 行 で メッ セー ジ を 出力 し て , 140 行 で プロ グラ ム を 消し て いま す . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 加 llUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 




















UCT$ 詩 = 





オク タル ・ ダ ラー : octal $ 


機 能 | 10 進 数 を 8 進数 の 文字 列 に 変換 し た 値 を 返す 


中 
貞 


OCT$(< 数 式 〉) 


1 
器 


s < 数 式 > の 値 の 範囲 は , 一 32768- て 6553 


・<〈 数 式 > の 値 を 8 進数 に 変換 し て , その 文字 列 を 返し ます . 


5 で す . < 数 式 > の 値 に 小数 点 以 下 の 値 が 含 


まれ る 場合 は , 小数 点 以 下 を 切り 捨て た あと 変換 し ます . 


OCT'$( 一 100) "177634 " 
OCTs$(100) "144" 


OCT$(65535 ) 7 


IIIIIIIIIIIIIUUIIIIIIIIIII / 口 グラ ム 例 ! 中 tttttttttttiiitttttttttlttlltttit(iititititiIIIIIlINIIININININIIIHIHHHIHHHHNIHIIHHHHHHOHIHHHHHHHHHHHHHNHHHNINHHHHH 


1 3 も 回 

1 の 6 の / 0CT を ま samp1e 

11 の FOUR 1I= の TO 16 

12 の DE を *=RIGBHT 多 ("  "+BTR ま (1 ) 。3) 

1 コ 3 の 0C ま =RIBHT 多 ("! "TUCT ま 本 (1 ) 3) 
14 の HE ま =RIGHT ま ("!  "+HEX 生 (1 エ 1) 3) 
15 の FRINT "hECIMAL 』 "iLHE ま "OCTaL 


16 の 9 NEXT 1 

17 の 6 ENH 

ロ k 

Fun 回 

ECIMQL』 の UCTQL』 の HEXs 
DECINMaL s 1 CTAL * 1 HEX s 
HECIMALI 2 UCTALI 2 HEXs 
LECIMALi 3 ロ CTALI 3 HEX s 
LECIMaL 人 4 DCTQLI 4 HEXs 
DECIMQLi 5 CTaLI HEX* 
IECIMQLI ら 6 DUCTALI 6 HEXs 
hECIMAL』 7 CTALI 7 HEX s 
LECIMaALi 8 CTAL』 1 の HEXs 
DECIMALI CTaAL』 11 HEX * 
DECIMAL』 1 の ロ CTAL 』 12 HEX s 
DECIMAL』 11 CTAL 』 1 コ 3 HEXs 
HECIMaLI 12 OCTALI 14 HEXs 
DECIMAL』 13 CTaLI 15 HEXs 
HECIMaL』 14 DCTAL』 16 HEXs 
DECIMALI 15 CTALI 17 HEXs 
IECIMAL ェ 16 OCTAL 』 2 の HEX』 1 
Ok 


"DC ま 」"HEX "HE を 


ふ 過 ロロ ピア QmJ ひ や よい ロビ S 


・ 0 か ら 16 ま で の 10 進 数 を , 8 進数 と 16 進 数 で 表す プロ グラ ム で す . 


・120 行 か ら 140 行 で RIGHTS$ 関 数 を 使 
桁 を そろえ て 出力 する た めで す . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 II 和則 III 


参照 : HEX$ 
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っ て いる の は , 空白 を 含め , 3 文字 に し て 


上 III 用 軸 肌 胃 胃 軸 吊 則 軸 日 軸 軸 朋 吊 軸 肌 山 明 軸 吊 遇 胃 胃 毅 呈 吊 加 四 | 





_ 特殊 ステ ー ト メン ト ト 


ON EHROH GOT0 甘 計 


オン ・ エ ラー・ 時 CS DLGHPOPPSDIDC っ ゥ ー:on error goto 


機 能 | エラ ー ト ラッ プ を 可能 に し , エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 開始 行 を 定義 する 

書式 | ONERROR GOTO< 行 番号 > 

解 説 ・ エ ラー トラ ッ プ 機能 が 可能 に な る と エラ ー が 検出 され た と き , 指定 され た エラ 
一 処理 ルー チン へ プロ グラ ム の 制御 が 移り ます . 
* < 行 番号 > の 行 が 存在 し な けれ ば , "Undefined line number" (未定 義行 ) の ェ エ 


ラー に な り ま す . 
*・ エ ラー トラ ッ プ 機能 を 無効 に する に は , ON ERROR GOTO 0 を 実行 し て くだ 
さい 。 


・ エ ラー 処理 サブ ルー チン の 実行 中 に エラ ー が 起き た 場合 に は , それ に 対応 する 
エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され , 実行 は 停止 し ます . エラ ー 処 理 サ ブル ー チ ン の 中 
で は , エラ ー ト ラッ プ は 起こ り ま せん . 
・ エ ラー 処理 後 , プロ グラ ム の 実行 を 再開 する に は RESUME 文 を 使い ます . 
・ エ ラー 処理 ルー チン に ON ERROR GOTO 0 の 文 が ある 場合 に は , BASIC は ェ 
ラー トラ ッ プ の 原因 と な っ た エラ ー の エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し , プロ グラ ム の 
実行 を 停止 し ます . すべ て の エラ ー 処 理 ル シー チン に お いて , エラ ー 回 復 処理 を 行 
わな い エ ラー を トラ ッ プ し た 場合 に は , ON ERROR GOTO 0 を 実行 する こと と を 
お 和 勧め し ます . 

ON ERROR GOTO 1000 
・ エ ラー トラ ッ プ を 可能 に し ます . これ を 実行 し た 後 , エラ ー が 発生 したら 1000 
行か ら 実 行 し ます . 


川 II / 口 グラ ム 例 川上 III 上 上 風 則 峰 IIIIIIIIIIIIIIIII 


1 の の ′ ON ERRUR GUTO samp1e 

11 の 9 ロ N ERROR BOT 169 の 

12 の 9 INPUT "X kaXgTINPUT "マッ ます 

13 の IF X= の QAND Y< く の THEN ERRUR 25 の 

14 の Z=X^YsPRINT "yy"siPRINT " X=" ョ 』Z 

15 の 9 BUTH 12 の 

16 の IF ERR=25 の THEN PRINT "' テイ キ " サレ マセ ン 。" 
17 の 9 IF ERR=6 THEN PRINT " オー ハー フロ ー テ " ス 。" 
18 の RESUME 12 の 

Ok 
Pa 
し 信 証 が 

y :? 1@ 回 





Y 
X= 1 の 24 
x 7 まあ の 回 
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y :2 3 の の 回 

オー ハー フロ ー テ * ス 。 
x :? の 回 

y :? ーー2 回 

テイ キ ^ サレ マセ フン 。 

Xs? (TOPl 

Break in 12 の 
k 


・2 つの 実数 X と Y を 読み 込ん で , X" を 出力 し ます . 

・110 行 で , エラ ー が 発生 し た ら 160 行 か ら 実 行 す る よう に 設定 し て いま す . 

・X に 0 , Y に 負 の 数 を 入力 し た 場合 , 130 行 で 250 番 の エラ ー を 発生 させ , 160 行 
で メッ セー ジ を 出し ます . その 他 の エラ ー で 160 行 に 実行 が 移っ た と き は , オー 
バー フロ ー だ け は メッ セー ジ を 出力 し ます が , それ 以外 は 何 も し な いで 120 行 に 
戻り ます . 


IIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIIUIIIIIIIIIIIIII 和 用 軸 和田 軸 軸 和 有用 軸 有 軸 有 軸 軸 軸 胃 回 胃 四 回 胃 衛 皿 皿 


参照 : RESUME, GOTO 
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一 般 ス テー トメ ント 











UN..GOSUB/OUN..GOTO 


オン ・ ゴ ー サ プ / オ ン ・ ゴ ー ト ゥ ー : on...qgo to subroutine/on.. .go to 








機 能 | 指定 され た いく つか の 行 に 分 岐 する 

ON< 数 式 ?〉GOSUB く 行 番号 〉 〔 , く 行 番号 〉 .〕 
ON く < 数 式 >GOTO く < 行 番号 >[ , く 行 番号 > .. . 

解 説 ・< 数 式 > の 値 が プロ グラ ム の どの 行 番号 の 行 に 分 岐 す る か を 決定 し ます . < 行 番 
号 〉 の 並び は 1 か ら 始 まる 数 に 対応 し ます . た と えば , < 数 式 > の 値 が 3 で あっ た 
な らち , 行 番号 の リス ト の 3 番目 の 行 が 分 岐 点 と な り ま す . 
・<〈 数 式 > の 値 の 範囲 は 0 て 255 で す . 値 が 0 また は 行 番号 リス ト の 個数 より 大 き 
く な っ た 場合 に は , 次 の 行 へ プロ グラ ム の 制御 が 移り ます . 


ON N GOTO 100 , 200 , 300 
・N の 値 に よっ て , 100 行 (N= テ 1) , 200 行 (N テ 2), 300 行 (N=3) , 次 の 行 ( そ れ 以 外 ) 
へ 分 岐 し ます . 


II プ 口 グラ ム 例 風 腹 四 目 胃 征 胃 胃 胃 胃 軸 軸 軸 回生 田 加 胃 軸 軸 用 和 用 胃 四 四 軸 胃 四 四 軸 胃 胃 軸 加 皿 皿 吊 


1 is も 回 

1 の 9 の 9 ′ UN..BOSUB/ON . .BDTU =amp1e 
11 の INPUT "N=" jiN 

12 の SB=SBN(N) +1 

13 の UN SG BUTU 159 ,16 の 

14 の PRINT "MINUS!" igBOTU は 1 の 

15 の 9 PRINT "ZEROU!" iBT 11 の 

16 の PRINT "PLUS!":gBUTD 11 の 


Ok 
ea 
N=? 義 國 
ZERO 


N=? 豆 較 
PLUS ! 

N=? =24 回 
MINUS! 
N=? 倒 6 

Break in 11 の 
ロ k 


・ 単 精度 実数 を 読み 込ん で , その 数 が 正 か 負 か あ る い は 0 か を 出力 する プロ グラ 
ム で す . 

・120 行 で 変数 SG の 値 は , N が 負 の と き は 0, N が 0 の と き は 1, N が 正 の と き 
は 2 に な り ま す . 130 行 で , それ ぞ れ の メッ セー ジ を 出力 する 行 に 分 岐 し ます . 


山 胃 胃 胃 UI 有朋 間 症 有 軸 II 有 軸 四 回 加 回 回 加 加 回 田 有朋 四 田 四 


参照 : GOSUB, GOTO 
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機 能 
書式 


解 


UFEN 


入出 力 ス テー トメ ント 








フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の ファ イル を オー プン する 

OPEN く 〈 フ ァイル 名 〉[FOR く モー ド >〉]AS[] く ファ イル 番号 〉 

・〈 フ ァイル 名 >〉 で 指定 され た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の ファ イル を , 指定 され た 
< ファ イル 番号 〉? で オー プン し ます . 以後 , オー プン され た ファ イル へ の 入出 力 は , 
く 〈 フ ァイル 番号 〉> を 指示 する こと に より 行い ます . 

・〈 く モード > は, ファ イル の アク セス 方 法 を 指定 し ます . モー ド に は 次 の 4 種類 が 
あり ます . 


INPUT 一 一 一 一 既存 の シー ケン シャ ルフ ァイル か ら 入 力 を 行う 2 こと を 
指示 する 

OUTPUT 一 - 新しく シー ケン シャ ルフ ァイル を 作り 出力 を 行う こと 
を 指示 する 

APPEND 一 一 一 - 既存 の シー ケン シャ ルフ ァイル の 終わ りか ら 追 加 を 行 
うこ と を 指示 する 

省略 し た と き 一 FOR〈 モ ー ド > が 省略 され る と , ラン ダム ファ イル に 対 


し て 入出 力 を 行う こと を 指示 する 


・INPUT, APPEND モー ド で は 指定 され た ファ イル が 存在 し な いと , "File not 
found" エ ラー と な り ま す . OUTPUT モー ド で は , 常に 指定 され た 名 前 の ファ イ 
ル を 新しく 作り , 同一 名 の ファ イル が あっ た 場合 その ファ イル は 削除 され ます . 

ラン ダム アク セス で ファ イル が 存在 し な い 場 合 に は 新た に ファ イル が 作ら れ ま 
す . 

・〈 フ ァイル 番号 〉> は 1 て 15 の 値 を 用 いる こと が で きま す が , これ は , シス テム 起 
動 時 に "How many files(0 一 15)?" で 指定 し た ファ イル の 数 を 超え て は いけ ませ 
ん . 

・OPEN 文 は 以後 の 入出 力 の 際 に 用 いる ベッ ファ 領域 を 確保 し , ファ イル が 閉じ 
られ る まで の 間 そ の バッ ファ は , 指定 し た ファ イル へ の 入出 力 操 作 専用 に 使わ れ 
ます . この バッ ファ は ファ イル 番号 と 同一 の 番号 で 参照 され ます . 

OPEN " sample "FOR _INPUT AS 姓 1 

・ "sample" と いう ファ イル 名 の シー ケン シャ ルフ ァイル を 入力 ファ イル と し て 
ファ イル 番号 1 で 開き ます . 
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川 川 川 


川 IIIIIIIIHIIII 和 プロ グラ ム 例 山間 IM 胃 加 四 | 四 胃 首 有 M 胃 四 皿 皿 


ist 回 ディ スク 
1 の の / PEN samp1 

11 の 9 ロ HPEN "2idata9" FUR INPUT RS 1 

129 ロ PEN "2inewdata9" FUHR HUTPUT SB #2 

139 IF EUF(1) THEN 17 の 9 

14 の INPUT 揚 1 。R ま 

15 の PRINT 2 。 人 を 

16 の 9 GUTOU 13 の 

179 CLOSE 

1 の EN 





・ ド ライ ブ 2 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ヒ 入 っ て いる "data9" と いら シー ケン シャ ル 
ファ イル の 内 容 を , ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の "newdata9" 
と いら シー ケン シャ ルフ ァイル に コピ ー し ます . 


II 上 利 IIIIIIIIIIIIIIIII 上 旧 III 上 則 IIIIIIIIIIIIIIIIII 出 


参照 : CLOSE, VARPTR, FIELD 
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特殊 ステ ー ト メン ト 


UUT 


出力 ポー ト に 1 バイ ト の デー タ を 送る 

書式 】 OUT〈I/O ア ドレ ス >〉 , < 数 式 〉 

・</O ア ドレ ス 〉 は 出力 ポー ト の 番号 , < 数 式 〉 は 出力 する 1 バイ ト の デー タ で す . 
・ 1/O ア ドレ ス 〉, < 数 式 〉 は 共に 0 て 255 の 整数 値 で 指定 し ます . 


OUT &H54 , &H03 


。 カ ラー バレ ッ ト 0 に , 3( 紫 ) を 指定 し ます . (54H ポ ボー ト は , カラ ー パ レッ ト を 
制御 する ポー ト で す .) 


アウ ト : out 


IIIIIIIIIIIIIUIIIUIIIIIIIII プ 口 グラ ム 例 有用 I 軸 FEUU ロ OUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


1 も 回 

1 の 6 の / DUT samp1l1e 

11 の SCREEN の 9』CULUR=( 7 7) 
12 の 9 CIRCLE (329 。19 の ) 。5 の 9 。7 
13 の PAINT(329 ,19 の 9) 』7 7 
14 の 9 FUR J=1 TO 1@9 

15 の FOR 1=1 TOU 7 


16 の DUT &HSB 。1 

17 の FOR K= の 9 TO 19 の 9 の:NEXT KK 
18 の NEXT 1 

199 NEXT J 

29 の 9 ENLD 

Ok 


・COLOR= 文 の プロ グラ ム 例 と 同じ 動作 を し ます . 
・160 行 で 。OUT 文 を 使っ て 直接 だ レッ ト を 書き 換え て いま す . 
TU 
注意 : ・OUT 文 は 十分 な ヘー ドウ ェ ア の 知識 を 持た ず に 使う と , BASIC が 正常 に 動作 
し な く な る こと が あり ます . 
参照 : INP 
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ミュ ー ジ ックス テー トメ ント 


UUTM 


























アウ ト ・ エ ム : output midi 


機能 MIDI ポ ー ト へ 1 バイ ト の デー タ を 送る 

書式 | OUTM< 数 式 >〔 , < 数 式 〉 .……〕 

解 ・ こ の ステ ー ト メン ト は , 本 体 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド C(PC-8801- 
10) が 接続 し て ある と き に 使用 し ます . 
・ 音 程 は 0 て 127 の 範囲 で 指定 し ます . 


三 財 


60 6162 63 64 656667 68 69 70 71 72 


半音 上 が る ご と に 十 1 され ます . 第 4 オク ター ブ の C( ド ) の 音 は キー ナン バ が 60 
(に な り ま す 

・ 音 量 は 0 て 127 の 範囲 で 設定 し ます . PLAY 文 の "V" の 値 と OUTM 文 の 音量 の 
対応 は 次 の よう に な り ま す . 


PLAY 文 の "V" の 値 2 間 ・ ) 2 113 1 14 








OUTM 文 の 音量 2 88 | 96 |104|1121 120 





< 詳し く は ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド 人 添付 され て いる ユー ザー ズ マ 
ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 


OUTM 60 


・MIDI ポート へ 1 バイト の デー タ (60) を 送り 出し ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プ 口 グラ ム 例 川 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 
こと の プロ グラ ム を 実行 する 場合 に は , 別売 の ミュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー 
ド が 必要 で す . 
1 1 も 


1 の の " UUTNM samp1le 

119 UUTN _&H9 の 

12 の 9 OUUTNM 69 

139 UTNM 64 

14 の 9 FUR M= の TO S9@ の giNEXT MM 
15S の UTM &HB の 

16 の OUUTNM 6 の 

179 DUTM の 
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18 の 9 END 
ロ k 


・ 第 4 オク ター ブ の C の 音 を 出力 し , その 後 音 を 消し ます . 

・110 行 か ら 130 行 で , ステ ー タ ス る &H90, 音程 60( 第 4 オク ター ブ の CO の 音 ) お よび 

音量 64(PLAY 文 の "V8" と 同音 量 ) を MIDI ポ ー ト に 送り ます . 

・150 行 か ら 170 行 で , ステ ー タ ス &H80, 音程 60, 音量 0 を 送り ます . 
有用 有用 NII 用 IIIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 

注意 : ・ 本 体 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 接続 し て 使用 する 場合 , ミ ュー ジッ 
クイ ンタ フェ ー ス ボー ド の ジャ ン パ スイ ッ チ の ジャ ン パ コネ クタ は 取り 外し て く 
だ さい . 


グラ フィ ックス テー トメ ント 




















[1JPAINT 


機 能 | 指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た 色 で 塗る 


MI 0 
STEP(sx , sy ) 








ベイ ント : paint 


解 ・ グ ラフ ォ ッ ク 座 標 Cgx, gy) で 指定 され た 点 を 含む < 境界 色 〉 で 囲ま れ た 領域 を , 
指定 され た < 領域 色 〉 で 塗り つぶ し ます . 
・< 領 域 色 〉, < 境界 色 > は と も に パレット 番号 で 指定 し ます . く 領域 色 >〉 が 省略 され 
た 場合 に は , COLOR 文 で 指定 され た 〈 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー> が 用 いら れ ま す . 
< 境界 色 〉 が 省略 され た 場合 に は < 領域 色 > と 同じ ペレット 番 号 の 色 が 用 いら れ ま 
す . 
・(gx, gy) は 塗り 始め る 座標 を 指定 し ます . も し この 点 が , すでに 指定 され た 境 
界 色 と 同じ 色 で あっ た 場合 に は , PAINT 文 は 何 の 画面 操作 も 行い ませ ん . 
PAINT 文 は ビュ ー ポ ボー ト 内 で の みみ 働き ます の で , ビュ ー ポ ー ト の 境界 は 
PAINT 文 の 動作 の 境界 と みな され ます . 
・ 塗 り 始め の 座標 が ビュ ー ボ ー ト の 範囲 外 に ある 場合 は , "Ilegal function call' 
エラ ー と な り ま す . 

PAINT(50, 50),4,7 
< パレット 番号 7 の 色 で 囲ま れ た 領域 を , グラ フィ ッ ク 座 標 (50, 50) を 基点 と し 
て , パレ ッ ト 番 号 4 の 色 で 塗り つぶ し ます . 





IIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIII の / 口 グラ ム 例 山肌 有 II 和 有 E 策 利 有 I 有 UIUUUUUUUUUUUUUUUUU 


1 1st 回 

1 の の / PaINT samplg 

11 の 9 SCREEN の, の gkCLS 3 

12 の 9 X=INT(RND( 1 ) X639) :Y=INT(RNL( 1 ) X199) 
13 の 9 R=RND( 1 ) XS の + 1 i ビ =RND( 1 ) X6+ 1 

14 の 9 CIRCLE(X 。Y) 。R。 ビ 

15S の 9 PAINT(X 。Y) 。 ビ 

16 の 9 GUTO 129 の 

ロ k 


・ い ろ い ろ な 円 を 描き , その 円 の 中 を 円 を 描い た 色 で 落 り つぶ し ます . 
・120 行 お よび 130 行 で 円 の 中 心 座標 , 半径 , 色 を 乱数 を 使っ て 求め て いま す . 
II 有用 IIUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
注意 : ・ 複 雑 な 図形 を 塗り つぶ ぶす と き , "Out of memory" エ ラー と な る こと が あり ま 
す . 
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機 能 


【2JPAINT 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ーー テー 
ーー 
ーー 


ペイ ント : paint 


指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た タイ ル パ タ ー ン で 埋め る 


。 lm , gY ) 「 , く タイ ルス トリ ング >〉]〕][ , く 境界 色 >〕 
STEP(sx , sy ) 


・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 (gx, gy) で 指定 され た 点 を 含む く 境 界 色 > で 囲ま れ た 領域 を , 
指定 され た 模様 で 埋め ます . この 動作 は タイ リン グ と 呼ば れ , 模様 の つい た タイ 
ル を 領域 内 に 敷き つめ た り , 中 間 色 で 領域 内 を 塗っ た よう な 効果 を 出す こと が で 
きま す . 
・ く タイ ルス トリ ング 〉> は , タイ リン グ に 用 いら れる 基本 タイ ル の 模様 と 大 き さ を 
決め る 文字 列 で す . タイ ル の 大 き さ は , 横 方 向 は 8 ドッ ト 分 と 決め られ て いま す 
が , 縦 方 向 の 長き さ は, タイ ルス トリ ング の 長 さ で 指定 する こと が で きま す . 縦 方 
向 が N ド ッ ト の タイ ル を 指定 する た め に は , 白黒 モー ド で N 文 字 , カラ ー モ ー ド 
で 3N 文 字 の 長 さ を 必要 と し ます . タイ ルス トリ ング と し て 用 いら れる 文字 の 長 
さ は 最大 64 文 字 ま で で , それ 以上 は 無視 され ます . 
・ タ イル の 模様 は , < タイ ルス トリ ング > に 対応 する キャ ラク タコ ー ド の ビッ トペ パ 
ター ン (2 進数 表 現 ) に より 表現 され ます . < タイ ルス トリ ング >〉 の 指定 の 方 法 は , 
カラ ー モ ー ド と 白黒 モー ド と で 異な り ま す . 白黒 モー ド で は , 文字 を 横 8 ビ ッ ト 
の 線 に 対応 させ て 指定 し ます . 文字 コー ド は 8 ドッ ト の うち どの ドッ ト を 描き , 
どの ドッ ト を 消去 する か を 決定 し , 2 進数 表現 で 1 の ビッ ト に 対応 する ドッ ト は 
描か れ , 0 に 対応 する ドッ ト は 消去 され ます . < タイ ルス トリ ング > が N 文 字 の 長 
さ で あれ ば , その スト リン グ の 表す 模様 は , この よう に し て 決定 され る 横 8 ド ッ 
ト の ペタ ー ン を 縦 に N 文 字 の パタ ー ン 分 だ け 並 べた も の に な り ま す . し た が っ 
て , タイ ルス トリ ング を 構成 する 文字 が すべ て 同じ 文字 で あっ た り , 1 文字 だ け 
で あっ た 場合 に は , 縦 線 模 様 に な り ま す . 


例 ) CHR$(&HAA) 十 CHRS$(&H55) 


16 進 数 表現 2 進数 表現 ドッ トペ ター ン 
&HAA 10101010 人 @ 〇 @ 〇 @ 〇 @ 〇 
&H55 01010101 〇 欠 〇 旬 〇 @ 〇 @ 


この 例 は , 2 文字 か ら な る 簡単 な タイ ルス トリ ング の 例 で す . この ペタ ー ン を 基 
本 タイ ル と し て 指定 され た 領域 を 埋め れ ば , 細か い 市 松 模様 に な り ま す . 
・ カ ラー モー ド で も る 白黒 モー ド と 同じ よう に , 模様 は タイ ルス トリ ング に 対応 す 
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る ビッ トペ ター ン に よっ て 決定 され ます が , 白黒 モー ド と は 異な り 3 文 字 で 横 8 
ドッ ト が 構成 され ます . スト リン グ 中 の 文字 は 先頭 か ら , 青 , 赤 , 緑 の ド ッ ト ペ 
クー ンジ を 決定 し で いき ます, 

・ カ ラー モー ド の と ぎ き , スト リン グ の 長 さ に 余り が あっ た 場合 に は , 残り の 文字 
は 無視 され ます . また , 3 文字 に 満た な い 場 合 に は , "Ilegal function call'" エ ラー 
と な り ま す . 

例 ) CHR$(&H55 ) 十 CHR$(&H33 ) 十 CHR$(&H0OF ) 

16 進 数 表現 2 進数 表現 


&H55 01010101 
&H33 00110011 
&HOF 00001111 

RAR 


バレット 番号 一 一 >01234567 


上 の 例 は , 3 文字 の ら な る タイ ルス トリ ング の 例 で , 8X 1] ドット の ライ ン ペ 
ター ン を 作る こと が で きま す . この 3 文字 を 並べ た 状態 で 各 ビ ッ ト を 上 記 の よう 
に "た て "に 読む と , 左 か ら 順 に 0, 1, 2…… 7 と な り ま す . これ が 各 ド ッ ト の ズ ペ 
レッ ト 番 号 に な り , この 例 で タイ リン グ を 行う と , 各 ド ッ ト ご と に 異 っ た 色 を 持 
つ 8 ド ッ ト の ライ ン で 領域 が 埋め られ ます . また , COLOR= テ 文 に よっ て ペレ ッ 
ト へ の カラ ー コ ー ド の 割り 付け を 変化 させ る と 各 ド ッ ト 単 位 で 色 を 変え た る こと が 
で きま す 


PAINT(50,50)," 33 フ ",7 
・ パ レット 番号 7 の 色 で 囲ま れ た 領域 を , グラ フィ ッ ク 座 標 (50, 50) を 基点 と し 
て , タイ ルス トリ ング (CHRS(&H33)+CHRS(&H33) 二 CHR$S(&HCC)) で 埋め ま 
す . カラ ー モ ー ド で 実行 する と , 緑 と 紫 の 縦 模 様 と な り ま す . 


ut イプ グラ ム 例 上 II 上 上川 上 IIIIIIIII 


11 ぁ st 回 

1 の 9 の 9 / PaINT samp1e 
11 の 9 SCREEN の の 9ikCLS 3 
129 FUR Y= の 9 TO 3 

13 の FUR X= の TO 7 





川上 II 





149 LINE ( XXB の 。YX59 ) -STEF (B の ,5 の ) ,7 。E 
15 の H ま =CHR ま を (RNHI( 1 ) X255) :R ま =CHR 本 (RND ( 1 ) X255 ) 
1 6 の G ま =CHR ま (RND ( 1 ) X255 ) 

17 の TILE ま = 民主 

18 の PAINT (XXB の +49 , YX 王 の +25) 。TILE ま を ,7 

199 NEXT X 

26 の 9 NEXT Y 

21 の EN 

k 
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*・ タ イル ペタ ー ン を 32 個 表示 させ ます . 
・150 行 か ら 160 行 で , 青 , 赤 , 緑 , それ ぞ れ の ドッ トペ ター ン を 作っ て いま す . 
RND1)※ ま 255 で , 16 進 の OH か ら FFH まで の 乱数 が 得 ら れ ま す . 

・170 行 で 文字 型 変数 TILE$ に , 150 行 お よび 160 行 で 作っ た タイ ルス トリ ング を 
代入 し て いま す . 

・140 行 で 白い 四角 形 を 描き , 180 行 で その 中 を タイ ル パ ペタ ー ン で 沙 りつ 記し ま 


ず 、 


上 IIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 上 上 上 上 則 上 上 上 IIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIII 


注意 : ・ 既 に タイ リン グ さ れ て いる 領域 を 異な ちあ パタ ー ン で タイ リン グ し よう と する 
と , 時 間 が か か っ た り , メモ リ が 不足 し て "Out of memory'" エ ラー と な る こと 


が あり ます . 
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特殊 関数 


tititiIititititl 
5O5Of 々 OO 
Eiritililil+l+iIiI+it 
そそ て テテ _ カ カ 定 カ うう U ヘ る U る る ーー ろ 5 ろ 5 ろ 5 ろ 5 ろ 5O5O5O5O5〔5〔5ORRREBEEBEEBEE 
ge 憲 ⑮ ニ EE モモ BRRaESEEESEESESESERSRRRRRRERERRRRREREEEEEEEE 
ピー ク : peek 
メモ リ 上 の 指定 され た 番地 の 内 容 を 返す 
PEEK (< 番地 
朋 ・< 番 地 〉 に よっ て 指定 され た メモ リ 番 地 の 内容 を 0 て 255 の 値 で 返し ます . 
・< 番 地 > の 範囲 は 0 て 65535 で す . 小数 点 が 含ま れる 場合 は 小数 点 以 下 が 切り 捨て 
られ ます . 
PEEK(&H9000) (9000H 番 地 の 内 容 ) 
II プ 口 グ ラ ALL 山 UMUUMUUUUUUUU 
11gt 回 


1 の 6 の 9 / FEEK samp1e 

11 の INPUT "=tarnt addness(hex ) "SR 本 

12 の 9 SA=VAL( "&h"+GR) 

13 の 9 INPUT "end adHdHne55 (hex ) "ER 本 

14 の 9 EA=VAL("&h"+EA を ) 

15 の C0=1 

16 の PRINT RIBHT を ("の の 6 の "+HEX 和 本 (SR) 。4) 575 の 

17 の 9 FUR 1=SQ TU SaQ+15 

18 の DaQ=PEEK【( 1 ) 

19 の PRINT RIBHT を ("の "+HEX 本 (DA) 。2) 87 リョ 

29 の 9 NEXT 1 

21 の Ga=SQ+16』PRINT 

22 の IF SQ<=EA THEN 16 の 

23 の 9 END 

ロ k 

Fun 回 

Start addressg(hex ) ? 軸 の @@ 因 | 

end addres ら =(hex ) ? 昌 の あめ 固 

B の の の 』 Cd BB BB C3 5Q BA Cd C2 BB C3 Fa 92 C3 AL 92 C3 
の 1 の 9』 3C B9 Cd 29 の 2 Cd F の の Cd 9@9 1 Cd 32 9 の 5 Cd JE 
B の 2 の 』 の 5 Cd3 4B の 2 Cd 5F の 2 Cd3 74 @5 C3 EQ の 5 Cd3 FB の 2 
B の 3 の 』 C3 3E の Cd 16 日 1 3E FF Id3 E4 32 SB E6 C9 FS 3 
の 4 の 』 6 EC FE の 1 2 @2 F1 C9 ES CS da BF EC B7 29 1 日 
B9 の 5 の 』 dn 47 EC 4F GE 9 の 5 ED 79 21 9 の 2 @ の 9 CD DF 9@4 dE の F 
Ok 


・ 指 定 さ れ た 範囲 の メモ リ の 内 容 を 16 進 数 で 表示 し ます . 

・160 行 で は , 16 進 数 を 4 桁 に , 190 行 で は 2 桁 に そろ えて 出力 する た め に , 
RIGHT$ 関 数 を 使っ て , それ ぞ れ の 桁 よ り 少 な い 値 の と き は 左側 に 0 を 補っ て 出 
力 し ます . 


Im パル パ mmmm 昌 mlUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : POKE 
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ミュ ー ジ ックス テー トメ ント 





プレ イ : play 
機 能 音楽 を 発生 する 
書式 PLAY 〔 若 < 音源 > ,][ く 文字 列 1>]〔, く 文字 列 2 >] 〔, く 文字 列 3 >] [ , く 文字 列 
4][, く 文字 列 5 >]〔, く 文字 列 6 >] 
解 説 ・ 6 和音 まで 演奏 する こと が で きま す . 


・< 文 字 列 1〉, < 文字 列 2〉, 〈 文 字 列 3〉 は チャ ネル 1, 2, 3 に , < 文字 列 4〉, < 文 

字 列 5>, < 文字 列 6?2 は チャ ネル 4, 5, 6 に 対応 し ます . 

・〈 音 源 > は 0 て 4 の 値 で 指定 し ます . この < 音源 ? を プロ グラ ミン グ 時 に 変数 に し て 

お く と , 切り 替え が 容易 こ な り ます . 

者 0: 別売 の ※ ュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド の SSG 音 源 を 指定 し ま 

す . この ボー ド に は PSG が 2 個 実 装 さ れ て お り , チャ ネル 1, 2, 3 
で PSG1 の 各 SSG 音源 を , チャ ネル 4, 5, 6 で PSG2 の 各 SSG 音源 
を 制御 し ます . 





PSG1 





SSG 音 源 SSG 音源 








万 1 : 別売 の ※ ミ ュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド の MIDI イ ンタ フェ ー ス 
を 指定 し ます . この 場合 , MIDI 仕様 の シン セ サ イ ザー が 必要 で す . 
接続 され た キー ボー ド に より チャ ネル の 最大 数 は 異な り ま す が , 
PLAY 文 で は 最大 が 6 と な り ま す . 

尋 2: 省略 時 の 場合 の 初期 値 で す . 内 蔵 シ ン セ サイ ザーIC(OPN) の FM 音 
源 , SSG 音源 を 指定 し ます . チャ ネル 1, 2, 3 が 各 FM 音 源 を , 
チャ ネル 4, 5, 6 が 各 SSG 音 源 を 制御 し ます . 








チャ ネル 1 | チャ ネル 2 | チャ ネル 3 | チャ ネル 4 | チャ ネル 5 





尋 3: OPN を 効果 音 モ キー ド た 切り 替え を ます. PLAY 文 中 の ヤマ ュ マ ンド に 
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よっ て OPN の レジ スタ の 内 容 を 書き 換え る こと に より 音 を 出し ま 
す . 
尋 4: OPN を CSM( サ イン 濾 ) モ ー ド に 切り 替え ます . PLAY 文 中 の Y ュ 
マン ド に よっ て OPN の レジ スタ の 内 容 を 書き 換え る こと に より 音 
を 出し ます . 
注意 : 通常 , 音源 の モー ド は 尋 0, 尋 1, ある い は 者 2 で お 使い くだ さい . 尋 3, 存 4 で 


使用 する 場合 に は OPN の 構造 を 充分 に 理解 する こと が 必要 で す (資料 4 
FM 音源 と シン セ サ イ ザー1C 参 照 ) . 


・ 各 チャ ネル の 文字 列 は , MML(Music Macro Language) と いい , 次 の よう ら な 竜 
味 を 持ち ます . 


Mx(SSG 音 源 の み ) エン ベロ ー プ 周期 の 設定 .(1 ミ x ミ 65535 ) 
Sx (SSG 音源 の み ) エン ベロ ー プ 形状 の 設定 .(0 =x ミ 15 ) 
Vx 音量 の 設定 .(0 ミ x ミ 15 ) 
Lx 長 さ の 設定 .(1 ミ x ミ 64 ) 
Qx 音 の 長 さ の 割合 .(1 ミ x ミ 8) 
Ox オク ター ブ の 設定 .(1 ミ x ミ 8) 
> オク ター ブ を 1 つ 上 げ る . 
オク ター ブ を 1 つ 下 げ る . 
x で 指定 され た 高 さ の 音 を 発生 する .(0 ミ x ミ 96 ) 
テン ポ の 設定 .( 32 ミ x ミ 255 ) 
休 待 の 設定 .(1 ミ x ミ 64 ) 
音 を 半音 上 げ る . 
音 を 半音 下げ る . 
音符 の 長き さや 休 待 の 長 さ を 1.5 倍 に する . 
タイ . 前 後 の 音 を 継 な ぐ . 
連 待 . 指定 され た 長 さ の XX 分 音 待 を | ! の 中 の 音程 の 
個数 で 等 分 に し た 音 を 発生 する . 
x(FM 音源 の み ) x で 指定 され た 音色 番号 に 切り 替え る .( 音 色 番 号 表 参 照 ) 
Yr, d(OPN の み ) OPN の レジ スタ r ェ の 内 容 を d に する . 
Zd( MIDI のみ ) MIDI に デー タ d を 送る . 
@Vx(FM 音源 、MIDI のみ) | 音量 を 細か く 調 整 す る .(0 ミ x ミ 127 ) 
@Wx x で 指定 され た 長き さだ け 状 態 を 維持 する .(1 ミ x ミ 64 ) 














初期 値 を 持っ て いる パラ メー タ は , 省略 し た り , PLAY 文 実行 中 キー 
で 止め た り , "Ilegal function call" エ ラー 等 で スト ッ プ する と , 初期 値 に 戻り ま 
す . 
1. 音程 (Cx, Dx, Ex, Fx, Gx, Ax, Bx) 
音程 は に て B で 表し , パラ メー タ x は 音 の 長き さき を 表し ます . その 対応 は 次 
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の と お り で す . ペラ メー タ x が 省略 され た と き は 上 コマ ンド の 値 が 設定 され 
た も の と みな し ます . 





2. タイ (る @) 
前 後 の 音 を つなぎ ます . 前 後 の 音程 が 異な る 場合 と 後に 音程 以外 の 文字 を 
指定 する と , 前 の 音 だ け "Q8" を 指定 し た 場合 と 同じ 効果 に な り ま す . 
3. シャ ー プ ( 十 , 女 ) 
音 を 半音 上 げ ま す . た だ し , "B 十 (B 尋 )" と し て も 1 オク ター ブ 上 の "C" に 
は な り ま せん . 同じ オク ター ブ の "C" に な り ま す . 
4 ルプ ジッ PF 一 
音 を 半音 下げ ます . た だ し , "C-ー" と し て も 1 オク ター ブ 下 の "B" に は な 
り ま せん . 同じ オク ター ブ の "B" に な り ま す . 
5. 符 点 (.) 
音符 や 休 符 の 長 さ を 1.5 倍 に し ます . 
6. 連 符 (}x%) 


指定 され た 長 さ x . 
(に よっ て 等 分 され た 長 さ で 音 を 発生 し ます . 等 分 し 
{ }) の 中 の 音符 の 数 等 長 音 を 発 等 


た 際 , 1 音 の 長 さ が 64 音 符 よ り 短 く な る 場合 は ヒ テラー に な り ま す . また 1{ } 内 
で 音符 の 長 さ を 変え る コマ ンド を 指定 し た 場合 , 連 符 に は な り ま せん . 
ん V コ マン ド (VS) 
音量 の 設定 を し ます . パラ メー タ x は 0^15 の 範囲 の 値 で 設定 し , 初期 値 
は "V8" で す . "V15" が 最大 音量 に な り ま す . 
8 肌 KCE) 
音 の 長 さ を 設定 し ます . ペラ メー タ x は 1 へ 64 の 範囲 の 値 で , 初期 値 は 
"L4" で す . パラメータ x と 音符 の 対応 は , 音程 の パラ メー タ x と 同様 で す . 
9. Q コ マン ド (Qx) 
1 音 中 の 音 の 長 さ の 割り 合い を 設定 し ます . ペラ メー タ x と 長 さ の 割り 合 
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い の 対 応 は 次 の と お り で す . 


ラッ [elwlwlelwlewlwlel 


初期 値 は , 1 音 中 の 音 の 長 さ が すべ て 出力 され る "Q8" が 指定 され ます . 
MIDI を 使用 し て いる 場合 に , "Q8" を 指定 し て 同じ 高 さ の 音 を 続け て 注 奏 
する と , シン セ サ イ ザー の 機種 や 音色 に よっ て , 第 2 音 以降 の 音 が 出 な いこ 
と が あり ます . その と き は ペラ メー タ x の 値 を 小さ く 設 定 し て くだ さい . 
10. 〇 コマ ンド (Ox) 











オク ター ブ の 設定 を し ます . パラ メー タ x は 1^ へ 8 の 値 で , 初期 値 は 


"O4" で す . 
林寺 ]。 


な お , 〇 コマ ンド と は 別に 現在 の オク ター ブ か ら 1 オクターブ 上 げ る 
> のみ グー プ ド ば る る) が あり ます 

11. R コ マン ド (Rx) 
休 符 の 設定 を し ます . パラ メー タ x は 1 へ て 64 の 値 で 初期 値 は "R4" で す . パ 
ラメ ー タ と 休 符 の 対応 は 次 の と お り で す . 


還 | 茹 (7 本 9 


パラ メー タ x な し の R コ マン ド を 設定 し た 場合 , その 休 符 の 長 さ は , 葉 コ 
マン ド が 設定 され て いた 場合 は その 長 さ と 同じ に な り ま す . また , 各 チ ャ ネ 
ル の 音 を 発生 する 長 さ が 違っ た 場合 , 長 さ の 短い 方 の 残り の 部 分 は すべ て R 
(レス ト ) と みな され ます . 

12. エコ ュ コマンド (Tx) 









テン ポ の 設定 を し ます . パラ メー タ x は 32^255 の 値 で , 初期 値 は 
"T120" です. "T120" と は 1 分 間 に 4 分 音符 が 120 回 演奏 で きる 速 さ で , 楽譜 
に よく 書か れ て いる 』 = テ 120 に 当たり ます . 

エコ マン ド と コマ ンド の パラ メー タ x を 両方 と も 大 き な 値 に する (速い 
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テン ポ で 短い 音符 を 演奏 する な ど ) と , 時 間 の 計算 の 誤差 に より , 実際 の 速 
さや 長 さ と 異な っ て 聞こ える 場合 が あり ます . 
13. N コ マン ド (Nx) 

バ パラメータ x で 指定 され た 高 さ の 音 を 発生 し ます . パラ メー タ x は 0<96 
の 値 で す . な お , FM 音源 の 場合 , "N96" は "NO0" に 等 し く な り ま す . その 他 
は 次 の と お り で す . 


N コ マン ド ペ パラメータ と 音程 の 対応 


|ol | oz |os | o4 |os oe |oz |os oe 
24 48 1e0 |72 |s4 lee 
96 | 







































IEEEIEIE 
= lelslelslslsle 


14. @W コマ ンド (@Wx) 
パラ メー タ x で 指定 され た 長 さ だ け , 現在 の 状態 (Key-on/off) を 維持 し ま 
す . Key-on の 状態 を 続け る に は , Y コ マン ド で Key-on し た 後 だ け 有 効 で す . 
音程 (CC て B) は Key-off し て か ら 次 の MML コマ ンド に 実行 を 移し ます の で , 
R コ マン ド と 同じ 効果 し か 得 ら れ ま せん. パラ メー タ x が 省略 され た 場合 
は , 上 コマ ンド の 値 が 設定 され た も の と 見 な し ます . 
15. @ コ マン ド (@x) 
FM 音源 を パラ メー タ x で 指定 され た 音色 番号 の 音色 に 切り 替え ます . 音 
色 番 号 と 音色 の 対応 は 音色 番号 表 を 参照 し て くだ さい . また , @ コ マン ド を 
指定 し た 場合 は パラ メー タ x を 省略 する こと が で きま せん の で , 必ず パラ 
メー タ を 設定 し て くだ さい . た だ し , @ コ マン ド が 実行 され る まで は 音色 番 
号 0 が 指定 され て いる と みな され ます . 
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音色 番号 表 


音色 番号 ・ 音 色 名 音色 番号 : 音色 名 






























































0 : Default VOICE | 31:EBASS 2 
1: BRASS 2 32 : EORGAN 1 
2:STRING 2 33 : EORGAN 2 
3: EPIANO 3 34 : PORGAN 1 
4 :EBASS 1 35 ・ PORGAN 2 
5 :EORGAN 1 36 FLUTE 
6 : PORGAN 1 37 : PICCOLO 
7 : FLUTE 38 : OBOE 
8 : OBOE 39 : CLARINET 
9:CLARINET 40 : GROCKEN 
10 : VIBRPHN 41 : VIBRPHN 
11 : HARPSIC 42 : XYLOPHN 
12 : BELL 43 : KOTO 
13 : PIANO 44 : ZITAR 
14 : MUSHI 45 : CLAV 
15 : DESCENT 46 : HARPSIC 
16 : UEFO 47 : BELL 
17 : GRANPRI 48 : HARP 
18 : LASER 1 49 : BELL/BRASS 
19: LASER 2 50 : HARMONICA 
20 : SIN WAVE 51 : STEEL DRUM 
21 : BRASS 1 52 : TIMPANI 
22: BRASS 2 53 : TRAIN 
23・TRUMPET 54・ AMBULAN 
24 : STRING 1 55 : WEET 
25 : STRING 2 56 : RAIN DROP 
26 : EPIANO 1 57 : HORN 
27・EPIANO 2 58: SNARE DRUM 
28: EPIANO 3 59・COW BELL 
29: GUITAR 60 : PERC 1 





て っ 
つ 


・EBASS 1 





・PERC 2 


音色 番号 1 か ら 12 ま で は , 他 の PC シリ ー ズ と の 互換 性 を 保つ た め に 用 意 き され て 
いま す . 


0 : 音色 番号 が 全く 指定 され な か っ た と き , ハー プシ ュー ド が 割 
り 当 で られ ます 。 
1,21,22 : プラ ス 系 の 音 
2,24,.25: スト リン グ ス 系 の 音 
3.26227.28 さ デジ みみ ト サッ クビ アク 
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4,30.31: エレ クト リッ クベ ー ス 
5,32,.33: エ レク トリ ッ ク オ ル ガ ン 
6,34,35 : パイ プ オ ル ガ ン 
10,41: ビ ブラ ホン 
11,46 : ハー プシ ュー ド 
14 : 虫 の 鳴き 声 
15 : 高空 か ら 降 下す る 音 
16 : UFO が 遠ざかる 音 
17: レー シン グ カ ー の エン ジン 音 
18,19: レー ザー ガン 
20: チ ュー ニン グ 用 の 正弦 濾 
40: グロ ッ ケ ン 
42 シロ ホン 
44: ツ ィ タ ー 
45: ク ラビ ネッ ト 
49: ス タッ カー ト で ベル , ロン グ ト ー ン で ブラ ス の 音 
53 : 列車 の 警笛 
54 : 救急 車 
55 : 小鳥 の さえ ずり 
56 : 雨 の 落ち る 音 
58: スネ アド ラム 
60,.61: パー カッ ショ ン 
16. ⑯V ュ コマンド (@Vx) 

FM 音源 と MIDI の 音量 を 細か く 設 定 し ます . パラ メー タ x は 0 て 127 の 値 
で す . な お , この コマ ンド は V コ マン ド と 関係 な く 設定 され ます . "V15" と 
設定 し て あっ て も , "@V0" と すれ ば 音量 は 0 に な り ま す . "@V127*" が 最大 
音量 で す . コマ ンド と @V コ マン ド の ペラ メー タ x の 対応 は 次 の よう に な 


り ま す . 
回 回 回 止 回 思 回 


V コ マギ 


@⑯V ュ コマ ンド を 指定 し た 場合 は パラ メー タ x を 省略 で きま せん の で , 必ず 
パラ メー タ x を 指定 し て くだ さい . 
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17. マコ マン ド (Yr, 
OPN の レジ スタ r の 内 容 を d に 設定 し ます . OPN レジ スタ 及び 設定 値 に 
つい て は , 資料 4 FM 音源 と シン セ サ イ ザー1IC を 参照 し て くだ さい . 
18. クコ マン ド (Zd) 
MIDI に デー タ d を 送り ます . 
19. M ュ コマンド (Mx) 
SSG 音源 の エン ベロ ー プ 周期 の 設定 を し ます . ペラ メー タ x は 1 へ 65535 
の 範囲 の 値 で 設定 し , 初期 値 は "M255' で す . パラ メー タ x は 次 の 式 に よっ 
て 求め る こと が で きま す . 
x 王 fclock※T/256 fclock: 基本 周波 数 (1996800Hz) 
0 周期 ( 秒 ) 
20. S コ マン ド (Sx) 
SSG 音源 の エン ベロ ー プ 形状 の 設定 を し ます . パラメータ x は 0^15 の 範 
囲 の 値 で 設定 し , 初期 値 は "S1" で す . パラ メー タ x と エン ベロ ー プ 形状 の 関 
係 は SOUND 文 を 参照 し て くだ さい . 


・MML の 各 パ ペラ メー タ に は 変数 を 使う こと が で きま す . MML の あと に 
" 三 変数 名 :" で 指定 し ます . 
例 ) 10 VL 三 15 : RG 三 40 : DT 三 240 
20 PLAY 姓 2 ,"V 三 VL : CDE " 
30 PLAY 尋 2,"Y ニ RG j , 三 DT :@W1" 
また , 音程 の あと に 長 さ を 指定 する 場合 に も 変数 を 使う こと が で きま す ( た だ し , 
ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド に 添付 の カセ ッ ト テ ー プ の 中 に 入っ て いる プ 
ログ ラム を 実行 し て 拡張 され た BASIC で は 使用 で きま せん ). 
例 ) 10 LN 三 2 
20 PLAY 姓 2,"L4C 三 LN : DE " 


PLAY 大 2"or Ver Pgr 
・ 内 蔵 の OPN の FM 音源 で "ドミ ツ の 和音 を 出し ます . な お , この 場合 , " 孝 2,” は 
省略 で きま す . 

mmmmmwmmmm プ ログ ラム 合 則 rmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmimmmmiiiWiiWmWiWitWimttiimimmim 


せま 回 
1 の の ′ PLAY samp1 

1 1 の 8=2sT=1 1 

12 の 9 PLAY 半日"@=TgT1 ヨ の 90514" 

13 の 人 Q 全 m"BB-206CD4 。EBDC20SAF 4 .GBA" 
14 の B を ="U6F2FB .R16F4 。EBDC20SQF4 。BBA" 
15 の PLAY 半 S 。Q ま + "ヨー2BB4 。F+BBQ2F+D2" 
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16 の PLAY 所 。 仙 本 +"Bー4 .RBBF+4 。EBF+G2GH 。R16G2 。" 
17 の FLRY 拉 G 。H 本 +"Bー26 は 4 .F+BBA2F+LI2 。『" 

1 の PLRY 欄 5 BB ま +"Bー4 。QRBBF+4 。EBF+B2GB 。R16G2 、" 
19 の 9 END 

k 


・ グ リー ンス リー ブス を 演奏 し ます . 
WI 
注意 :・ エ ラー が 生じ た 場合 , 音色 は Default VOICE( ハ ー プ シュ ー ド ) に 戻り ます . 

s PLAY 文 で 発生 さき せ た 音 程 は , A ニ 440Hz を 基準 と し た 音程 と 多少 誤差 が あり 
ます . 

・ バ パラ メー タ を 複雑 に 設定 する と 音 が 出 な く な り ま す . こ の 場合 は STOPM 文 
を 実行 し て くだ さい . それ で も ゃ 音 が 出 な い 場 合 は , プロ グラ ム を セー ブ し た あと 
リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て も ゃ もう一度 実行 し な お し て くだ さい . 
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PUINT 


グラ フィ ックス テー トメ ント 





ポイ ント : point 


LP(Last referenced point) を 変更 する 


POINT 


(gx , gy ) 
STEP( sx , sy ) 





解 説 ・N。scBASIC は , 最後 に グラ フィック 操作 の 行わ れ た 座標 を 覚え て いま す . こ 
の 基点 の こと を LP(Last referenced point) と いい ます . 
・POINT 文 は , グラ フィック 操作 な し に 単に LP を 設定 する 場合 に 使い ます . 
POINT(10, 30) 


・LP の 値 を (10, 30) に 設定 し ます . 


mn ブ プ 口 グ ラ ム 例 IIIUUIIIIIUIIIIIIIIIIIUIIIIUIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


1 も 回 


1 の の 『" 


11 の 9 
12 の 
13 の 
14 の 
15 の 
16 の 
179 
1 の 
19 の 
2 の 9 の 
Ok 


POINT sample 
SCREEN の の iCLS 3 
FOR 1= の TO 35 
POINT STEP(B 3) 
BOBUB 17 の 
NEXT 1 
END 
LINE -STEP(-5 の 』S の ) 。1 
LINE -STEP( 1 の の の) 。 
LINE -STEP(-5@ 。-S の ) 。d 
RETURN 


・ 画 面 の 左上 か ら 右 下 に 向け て 三角 形 を 描き ます . 
・130 行 で LP を 少し ずつ 右 下 に 下げ て いき ます . 
・170 行 か ら 190 行 で 三角 形 を 描き ます . 


II 用 軸 田 用 有 用 軸 軸 軸 軸 IOUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


[JPOINT 


書 式 


グラ フィ ッ ク 関 数 


ポイ ント : point 


LP(Last referenced point) の 値 を 返す 
POINT(< 機 能 〉) 
・ 最 後に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た グラ フィ ッ ク 座 標 (LP) を , < 機能 > の 指定 
に より グラ フィ ッ ク 座 標 で 返し ます . 
・〈 機 能 >〉 は 0 と 1 の 整数 値 で 指定 し , 返す 値 は 次 の よう に な り ま す . 
0 : 双 座標 を 返し ます . 
1 : Y 座 標 を 返し ます . 


POINT(0) (X 座 標 ) 


POINT(1) (Y 座 標 


mt プ 口 グ ラ ム 例 上 川上 上川 山 III 


1 は gg も 回 

1 の の ” POINT sample 

11 の SCREEN の の sCLS d 

12 の 9 X=RNH( 1 ) X639 』Y=RNH( 1 ) X199 : ビ =RNH( 1 ) X6+1 
13 の 9 PSET(X 。Y) 

14 の 9 PRINT "x=" iPOINT( の ) "7 y=" sgPOINT(1) * 

15 の 9 PRINT " color=" PHINT (PHINT (9) 。PUINT(1 ) ) 
16 の 9 IF INKEY ま ="" THEN 12 の 9 ELSE END 

ロ k 


・ 何 か キー が 押さ れる まで 点 を 描き , その 点 の 座標 と 色 を 表示 し ます . 
・120 行 で , 乱数 を 使っ て 点 を 描く 座標 と 色 を 求め て , 130 行 で 点 を 描き ます . 
・140 行 お よび 150 行 で , POINT 関 数 を 使っ て 点 を 打っ た 座標 と 色 を 出力 し ます . 


II 川上 上 上 上 上 上 上 川 上 風 上 上 II 


参照 : 2②) POINT 
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グラ フィ ッ ク 関 数 


[JPOINT 


機 能 アク ティ ブ ペ ー ジ 上 の 指定 され た 座標 に ある ドッ ト の パレ ッ ト 番 号 を 返す 


POINT(gx, gy) 
・ ア クティ ブ ベ ペー ジ に お いて , グラ フィック 座標 (gx, gy) で 指定 され た 座標 上 に 
ある ドッ ト の 人 色 を 返し ます . 
・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 が カラ テー モード の と き は ペレ ッ ト 番 号 が 返さ れ , 白黒 モー ド 
の と き は , 点 が ある と き 1, な いと き 0 が 返さ れ ます . 
・ 指 定 され た 座標 が ビュ ー ボ ポー ト の 外 に ある 場合 は ー1 を 返し ます . 
POINT(100 ,100) 堅 品 め (グラ フィ ッ ク 座 標 (100, 100) に ある ドッ ト の ペ 
レッ ト 番 号 : グラ フィ ッ ク 画 面 が カラ ー モ ー ド の と 
き ) 


ポイ ント : point 


川 II プ 口 グラ rm 


1 ist 回 

1 の 6 の ′ FUINT samp1le 

11 の 9 SCREEN の 9。 の iCLS 3 

12 の X=RNLI( 1 ) X639 』Y=RNH( 1 ) X199 iC ビ =RND( 1 ) 6+1 
13 の PSET(X 。Y) 』 ビ 

14 の 9 PRINT "x="sFUINT( の ②) 9 y= リ "saPOINT(1) 

15S の PRINT " colnr=" saPHINT(PHINT (の) 。PUINT(1 ) ) 
16 の IF INKEY を ="" THEN 12 の 9 ELSE ENLI 

ロ k 


・ 何 か キー が 押さ れる まで 点 を 描き , その 点 の 座標 と 色 を 表示 し ます . 
・ こ の プ ブログ ラム 例 は (1) POINT 関 数 と 同じ も ゃ の で す . 


Il 有 有 有用 用 有 用 有 用 有 有田 有 ダケ ケ LR 
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特殊 ステ ー ト メン ト 


> べ RE 
キテ ポポ RE 
OK 
ニー 人 RE 
EE oo キキ †1『 ょ 1 
ウヨ ぶ ぶ 人 シミ ミ EE 
ポー ク : poke 

機 能 メモ リ 上 の 指定 され た 番地 へ ヘ へ データ を 書き 込む 

書式 | POKE< 番 地 > , 〈 式 〉 

解 説 ・ 指 定 さ れ た メモ リ 上 の 番地 に 1 バイ ト の デー タ を 書き 込み ます . 


・< 番 地 > は デー タ が 書き 込ま れる 番地 で , 2 バイ ト の 整数 値 (0 て 65535) の 値 を と 
り ま す . 


・〈 式 > は 書き 込ま れる デー タ で , 


1 バイ ト の 整数 値 (0 て 255) の 値 を と り ま す . 


・<〈 番 地 >, 〈 式 > と も に 小数 点 以 下 は 切り 捨て られ ます . 


POKE &HD000 , &H41 


・D000H 番 地 に 41H と いう デー タ を 書き 込み ます . 


mlitttttl プ 日 レル レア 催 
1ist 回 


1 の の 
11 の 


12 の 9 ”" 


13 の 9 
14 の 
15 の 
1 6 の 
17 の 
1 の 
199 
2 の の 
ロ k 


/ PUKE sample 

CLEAR 3 の 9 の 。&HLFFF 

い WP1t キロ memOorny 

FUR AD=&HE の の 9 の TOU &HE@ の F 
PUKE AD 。DR iDQ=DR+1 


_NEXT an 


/ read fnOm mmOny 
FUR Ll=&HE の 9 の TO &HE の 9F 
PRINT RIBHT ま (" の "+HEX ま (PEEK(QD) ) 。4)* 
NEXT AD 
END 


Fu 人 回 


の 9 
Ok 


の 1 の 2 の 3 の 4 の 5 96 97 の 8 の 9 @Q の B の 9C の D 9 の E @F 


・ 直 接 メ モリ に 0 か ら 15 ま で の 値 を 書き 込み , それ を 読み 出し て 出力 し ます . 
・130 行 か ら 150 行 で , メモ リ に 0 か ら 15 ま で 値 を 書き 込ん で いま す . 


IIUUUIIIIIIIIIIIIIllllllllllIUUUUIUUUUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


注意 : ・ こ の 命令 は メモ リ の 内 容 を 書き 換え て し まう た め , 不用 意 に 使用 する と 
上 


ZS し て し まい , 誤動作 の 原因 と な る こと が あり 
ます . メモ リマ ッ プ の 状態 を よく 理解 し た 上 で 使用 し て くだ さい . 


ン 
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入出 力 関数 


PUHT 


RS-232C 通信 ポー ト の 入力 バッ ファ に 入力 され て いる 文字 数 を 返す 


PORT (〈 ポ ー ト 番号 〉) 

・RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入力 ベッ ファ に 何 文字 入力 され て いる か を 返し ます . 
〈 ポ ー ト 番号 〉 は 1 を 指定 し ます . 
・RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入力 ベッ ファ は 127 文 字 分 あり , デー タ が その バッ ファ 
の 容量 を 超え た 場合 "Communications Buffer Overflow" エ ラー と な り ま す . し た 
が っ て , PORT 関 数 で , ベッ ファ が ある 程度 いっ ぱい に な っ た か どう か を 確認 し 
て か ら INPUT% 文 な ど で デ ー タ の 読み 出し を 行っ て くだ さい . 


PORT(1) (RS-232C 通 信 ま ポー ト の 入力 ベッ ファ に 入力 され て いる 文 


ポー ト : port 






数 ) 
mt プ 口 グラ ム 例 II 用 LIU の 有り 間 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIII 
RS-232C 
1ist 回 
1 の 9 の / PORT samp1e 
11 の 9 INIT 1 。&HFA 。&H37 
12 の IF PDURT(1) THEN Q ま =INPUT ま (PURT( 1 ) 。Z1) ELSE 12 の 
13 の PRINT 人 Q ま + 
14 の GUTD 129 
Ok 
・RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入力 ベッ ファ に 文字 が 入っ て いた 場合 に その 文字 を 出力 
し ます . 
・120 行 で ,」 ベッ ファ に 文字 が 入っ て いた ら , その 文字 数 だ け 変 数 A$ に 読み 込み 
ます . 


II 用 lllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : INIT% 
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画面 制御 関数 


PUS 


カー ソル の 水平 位置 を 返す 
書式 | POS< 式 >) 


. テキ スト 画面 上 の 現在 の カー ソル の 水平 位置 を 返し ます . 
. < 式 》 の 値 は 意味 を 持ち ませ ん . 通常 は 0 と し ます . 
。 返さ れる 値 は , 0 か ら , その と き の 画 面 の 表示 桁 数 まで の 整数 で す . 


POS(0) (カー ソル の 水平 位置 


ーー 
IO の / 口 グラ ム ハ UMUUUUUUMMMMOAMMAM 


ポジ ショ ン : position 


1 it 回 

1 の 6 の / PUS samp1e 

11 の FUR 1=32 TO 127 

12 の IF PUS( の )=>32 THEN PRINT 
13 の PRINT CHR を (1) 7 リョ 


14 の NEXT 1 
15 の END 
ロ k 
の un 思 

し に し" 間 ま 之 7 ( ) % キ ュー ・/ 
の 1 23456789 』 』 く ニッ 
e ABCnEFGH1IJKLMNO 
PDRSTUVMXYZELE\ ぎ 1 ぐー 
ab CdefghiJjJk 1 mno 
p drPrst uvw%y と た エフ 
Ok 


s。 キャラ クタ コー ド の 32 か ら 127 ま で の 文字 を 出力 し ます . 
。 120 行 で , 32 桁 を 超え た ら 改 行 す る よう に し て いま す . 
DDDUDUUUIIIIllllllllllllllllUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : CSRLIN, LOCATE, WIDTH 
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PHESET 


機 能 
書 式 
解 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ピー・ リ セッ ト : point reset 


グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 任意 の ドッ ト を 消去 する 


PRESET |(gx , gy ) [ , く パレ ッ ト 番 号 〉〕 
| STEP ( sx , sy ) 
・ 指 定 し た グラ フィ ッ ク 座 標 の ドッ ト を 消去 し ます . 通常 < パレ ッ ト 番 号 〉 は 省略 
し , COLOR 文 に よっ て 設定 され て いる 〈 バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉 で ドッ ト を 描 
きま す . 
<・< ペ レッ ト 番 号 〉 を 指定 し た 場合 は PSET 文 と 同じ 動作 を し ます . 
・PRESET 文 の 実行 後 , LP は (gx, gy) に 移動 し ます . 
PRESET(30 , 40 ) 
・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 (30, 40)0 の ドッ ト を 消去 し ます . 





II プ 口 グラ ム mMUUUUMMMMMMMM 


1 st 回 

1 の の / PRESET samp1e 

11 の 9 SCREEN 2 の gkCULUR 1gCELS 3 
12 の LINE( の 。1 の 9 の) 一 ( づ 19 。19 の 9) 。6 

139 LINE (5 の 。 の ) (5 の 。2 の の ) 。6 

14 の "CirnC1B 

15 の F=3 。14159 

16 の FUR T= の TU 2XFP STEF 2XP/1 の の 
17 の X=5 の +5 の XCUS(T) 』:Y= ニ 1 の の 5 の XSINK(T) 
18 の 9 PRESET(X 。Y) 。 の 

19 の X=5 の +4 の XT sPRESET(X 。Y ) の 
2 の 9 の 9 NEXT T 

21 の END 

Ok 


・ 点 で , 円 と 正弦 曲線 を 描き ます . 
・110 行 で グラ フィ ッ ク 画 面 を 再 に し ます . 
・120 行 と 130 行 で 座標 軸 を 描き ます . 原点 は (50, 1000 に な り ま す . 
・150 行 は 変数 P に 円 周 率 (z ) を 代入 し て いま す . 
・160 行 か ら 200 行 で 円 と 正弦 曲線 を 描き ます . 
・ こ こ で 描く 円 は 中 心 座標 (50, 100), 半径 50 の 円 で すか ら , 角度 〒 と する と , 円 
周 上 の 点 (X, Y) は , 
メー50 十 50 cos 征 
Y=100 十 50 sinT 
で 得 ら れ ま す . た だ し , グラ フィ ッ ク 座 標 の y 座 標 は 普通 の 座標 と 逆 で 下 に いく 
ほど 値 が 大 きく な る の で , 170 行 の 計算 は 
Y テ 100 一 50sin T 
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で 求め て いま す . 


UI 有明 昌和 軸 用 有用 軸 有 有 有 有 用 有 田 四 


参照 : COLOR, PSET 
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カス テー トメ ント 


PRINT/LPRHINT 半 革 編 


プリ ント / エ ル ・ プ リン ト : print/lpt print 


機 能 | 数 値 や 文字 列 を 画面 や プリンタ に 出力 する 


PRINT〔< 式 〉.…] 
LPRINT〔 く 〈 式 >.……〕 

・ 指 定 し た < 式 〉 の 値 を ディ スプ レイ 画面 に 表示 (PRINT) し た り , プリ ンタ に 出力 
(LPRINT) し た り し ます . 
・< 式 〉 が 数 値 式 の 場合 は 数 値 を , 文字 式 の 場合 は 文字 列 を 出力 し ます . 〈 式 > が 省 
略 さ れ て いる と 改行 の み を 行い ます (キャ リッ ジリ ター ン と ライ ン フ ィ ー ド を 出 
力 し ます ). 
*〈 式 > の 区 切り 記号 と し て セミ コロ ン ()) を 使う と , 直前 に プリ ント し た も の の 
すぐ 後に 続い て 次 の 数 値 や 文字 列 を 出力 し ます 。 
・PRINT 文 で 値 を 出力 する 領域 は , あら か じ め 各 行 が 14 文 字 毎 に 分 割 さ れ て い 
ます . 〈 式 > の 区 切り 記号 と し て コン マ (〈 , ) を 使う と , この 領域 毎 に 出力 が 行わ れ 
ます . 
・〈 式 〉 の 最後 に セミ コロ ン お よび コン マ を 付け る と 改行 動作 を 起こ し ませ ん . 
・ 変 数 と ダブ ルク ォ ー テ ーション (") で 囲ま れ た 文字 列 と の 区 切り に 限っ て セミ 
コロ ン を 省略 で きま す . 
・ 数 値 を 出力 し た 場合 , その 後ろ に は 1 文字 の 空白 が 挿入 され ます . また , 数 値 
の 前 に は 符号 の た め の 桁 を 確保 し ます ( 正 の 数 の と き 空 白 , 負 の 数 の と き " 一 " と 
な り ま す ). 
・ 単 精度 の 数 値 で , 指数 形式 で な く て も 6 桁 以 下 の 桁 数 で 精度 に 影響 を 及ぼ さ ず 
表示 で きる も の は 実数 形式 で 表示 され ます . 同様 に 倍 精 度 の 数 値 は , 16 桁 以下 の 
桁 数 で 精度 に 影響 を 及ぼ さ ず 表示 で きる も の は 実数 形式 の 表示 に な り ま す . 
・ 表 示す る 数 値 の 長 さ , 文字 列 の 長 さ が 現在 の カー ソル 位置 より 後方 に と れ な い 
(それ を 表示 する と 次 の 行 に わた っ て し まう ) 場 合 , 改行 し て それ を 表示 し ます . 
・"PRINT" と いう キー ワー ド は , 入力 時 に "?" で 代用 で きま す . 

PRINT "computer" 
scomputer" と いう 文字 列 を ディ スプ レイ 画面 に 表示 し ます . 

mmt ゃ ィ ョ 上 暫 イロ イグ ラム 合唱 中 BdiiiiiiiiiiumiituuiiittituliiiituiilitlliiliitiNiNiUUNNNIUUMNIUNUOUUNNUUNUUNMUUUNNN 
1igt 回 
1 の の 9 / FRINT/LPRINT samp1l 
11 の 9 INFPUT "ナマ エー " ョ NR まま 


12 の 9 INFUT "リセ イベ リー リョ SE まま 
13 の 9 INFUT "ネフ レイ "OH 
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14 の 9 PRINT "ナマ エ NR まま 
15 の 9 PRINT "セイ ベト リー" 。BE 生 
16 の PRINT "ネフ レイ iP 。OD 


179 END 
Ok 

ナマ エ ? 

ャ イベ ベリ ? 区 計 回 

ネン レイ ? 区 回 

す ナマ エ 8 ライ オン 
セイ ベリ ー ョ ォ ト コ 
ネッ レイ H 2 
Ok 


・ 名 前 , 性 別 , 年 齢 を 読み 込ん で , それ を 出力 し ます . 
・ こ の プロ グラ ム 例 は INPUT 文 と 同じ も ゃ の で す . 


山田 用 用 有 有利 肌 軸 用 軸 山 軸 用 和 有 一軸 身 軸 
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入出 力 ス テー トメ ント 








に 加 ザ ドド E 此 具 | 
| N ー 座 玉 宝 ッッ ン ッ ンク 陸 陵 ト グ 加 上 | < く フ ァ イ ル 番 号 > が 1 一 15 の 場合 
sa ディ スク 





プリ ント ・ シ ャ ー プ : 


機 能 シー ケン シャ ルフ ァイル に デー タ を 出力 する 
書式 | PRINT 尋 く ファ イル 番号 > , [〈 く 式 〉..…] 


Drint 


・<〈 フ ァイル 番号 y〉 ほ は , その シー ケン シャ ルフ ァイル を オー プン し た と まき 指定 し た 


番号 で す . 


・ カ セッ ト テ ー プ へ 出力 する と き は 〈 フ ァイル 番号 > に 一 1 を 指定 し ます . な お , 


この 場合 , ファ イル を オー プン する 必要 は あり ませ ん . 


・< 式 >) は, ファ イル に 書き 込ま れる 数 値 式 や 文字 式 で す . 〈 式 〉 が 2 つ 以上 ある と 


き は , その 間 を セミ コロ ン (,:) ま た は コンマ ( ,) で 区 切り ます . 
・< 式 > の リス ト の 中 の 数 値 式 は セミ ュ ロ ン で 区 切り ます . (も し 区 切り 


ンマ を 使う と , 数 値 の 間 に 挿入 され る 余分 な 空白 も 書き 込ま れ て し まい 


1 号 -? と 
記 ケ に コ 


家 ま 0 


・ 数 値 式 と 文字 式 を 並べ て 出力 する 場合 , 及び 文字 式 の 値 (文字 列 ) を 連続 し て 出 
力 す る と き は , その 間 に 区 切り 記号 と し て コン マ を 出力 させ ます . そう し な い 
と , 文字 列 を 続い て 出力 し た と き , それ ら の デー タ は 連続 し た 文字 列 と な り ま 
す . また , 文字 列 自 身 が デー タ と し て コン マ , セミ コロ ン , 意味 の ある 空白 , 

キャ リッ ジリ ター ン (CHR$(13)), ライ ン フ ィ ー ド (CHR$(10)) な ど を 含む 場合 


引用 符 (CHR$(34)) に よっ て 囲 ん で 出力 し ます . 


PRINT 尋 1 ,CHR$(34) 上 "width80 , 25" 上 CHR$(34): "page 3": 


1 。 
M M 


* "width 80, 25" と "page 3" と いう 2 つの 文字 列 を シー ケン シャ ルフ ァイル に ヒ 書 


き 出 す 例 で す . 


* "width 80, 25" と いら 文字 列 は , コ ンマ を 含ん で いま す の で 引用 符 (CHR$(34) ) 
で 囲み ます . また , 文字 列 の 直後 に は ュ ユン マ を 出力 し , 各 値 を 区 切っ て いま す . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プロ グラ ム ym 


1 ぇ wt 回 

1 の の ′/ PRINT 杜 5amp1 

11 の HFPEN "2ganima1 " FOR UUTPUT AG 昔 1 
12 の INPUT 人 * 

13 の 9 IF 本 = リ "end" THEN ENL 
14 の PRINT 欄 1 。 人 本 

15 の BOTOU 12 の 

16 の END 

Ok 

"Un 較 

? ワン ワン 回 
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1 川 川 川 峯 


・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に "animal'l と いう シー ケン シャ 


アァ イル を 作り まず , 
・140 行 で , 読み 込ん だ 文字 列 を ファ イル に 書き 込ん で いま す . 


<INPUT 婦 文 の プロ グラ ム 例 で , こと こと で 作成 し た ファ イル の 内 容 を 見 る こと と が 


(でき ます 。 


有用 軸 山 遇 軸 肌 肌 征 征 首 四 衝 有 有用 田 胃 四 前 岬 胃 軸 用 用 肌 軸 軸 軸 軸 軸 首 加 岬 UIUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


参照 : PRINT 尋 USING, OPEN, INPUT 旭 
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入出 力 ス テー トメ ント 


PHINT% 


機 能 | RS-232C 通 信 ポ ー ト に デー タ を 出力 する 

PRINT % く ポー ト 番 号 〉 , 〔〈 式 >..…〕 

・RS-232C 通 信 ポ ー ト に デー タ を 出力 し ます . 使い 方 は PRINT 婦 文 と 同じ で す . 
・ く < ボー ト 番 号 〉 は 1 を 指定 し ます . 


PRINT %1,"Hello": 
・RS-232C 通 信 ポ ボー ト に "Hello" と いう 文字 列 を 出力 し ます . 


プリ ント ・ パ ー セ ント : print 


名 
| 


只 
避 軸 





とら 川 衝 II 


ultltttttttt ププ 口 グラ ラム 何 Nm と 
RS-232 
1 gt 回 ac 
1 の 9 の 9 ′ PRINTX sample 

11 の INIT XX1 ,。&HFA 。&H37 

12 の LINE INPUT "me5sage? リ ョ 人 を 

13 の PRINT 1 。 人 を 

14 の 9 BUTOU 12 の 

Ok 


・ キ ー ボ ー ド か ら 入 力 し た メッ セー ジ を RS-232C 通 信 ポ ー ト に 出力 し ます . 
・ こ れ は 送信 側 の プロ グラ ム で すか ら , 受信 側 は INPUT % 文 , また は LINE 
INPUT % 文 の プロ グラ ム 例 を 参照 し て くだ さい . 


UIUUUUUUUUUUUUIIUIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 朋 軸 毅 利 和 胃 軸 前回 有田 有 用 軸 田 軸 回 四 四 軸 有 用 有 和 有 田中 軸 


参照 : INIT% 
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入出 力 ス テー トメ ント 


PRINT USING/LPHINT USING 購 三 


プリ ント ・ ユ ー ジ ング / エ ル ・ プ リン ト ・ ユ ー ジ ング : print using/Ipt print using 


機 能 | 文字 列 , 数 値 を 指定 し た 書式 で 出力 する 


書 式 障 昌 に (書式 制御 文字 列 〉 :〈 式 〉 
LPRINT 





al 


・< 書 式 制御 文字 列 〉 こ よっ て , 〈 式 > の 出力 され る 領域 や 書式 を 決定 し ます . 
< < 書式 制御 文字 列 〉 で 指定 し た 書式 制御 の 数 が < 式 〉 の 数 より 少な いと き は , <〈 書 
式 制 御 文字 列 〉 が 繰り 返し 使わ れ ま す . 


文字 の 書式 制御 
! … 与 えら れ た 文字 変数 や 文字 定数 の 最初 の 1 文字 だ け を 出力 し ます . 
& ぐ n 個 の (空白) を … 与 えら れ た 文字 変数 や 文字 定数 の 先頭 か ら (n 十 2) 
文字 の 文字 列 を 出力 し ます . 与え られ た 文字 列 が (n 十 2) 文字 より 長い 場合 
は 余分 な 文字 は 無視 され , 短い 場合 に は 文字 列 は 左 詰め に 出力 され , 残っ 
た 部 分 に は 空白 が 出力 され ます . 


数 値 の 書式 制御 

尋 … 数 値 を 出力 する 桁 数 を 指定 し ます . 指定 し た 桁 数 より 数 値 の 桁 数 が 小さ い 
と き に は 右 詰め で 出力 され ます . 

… 小 数 点 の 位置 を 指定 し ます . 小数 点 以 下 の 部 分 で 有効 で は な い 桁 に は 0 が 
出力 され ます . 

填 …〈 書 式 制 御 文字 列 > の 最初 また は 最後 に 付け た 場合 , 数 値 の 符号 か が それ ぞ れ 
前 また は 後に 出力 され ます . 2 個 以 上 の " 十 " を 並べ た 場合 に は , 余分 の 
" 土 " は 後述 の 制御 文字 以外 の 文字 と 同じ 扱い に な り ま す . 

ー… く 書式 制御 文字 列 〉 の 最後 に 付け た 場合 , 数 値 が 負 の 数 の と き に 数 値 の 後ろ 
に "一 " が 出力 され ます . 前 に 付け た り , 2 個 以上 並べ た 場合 に は , 後述 の 
制御 文字 以外 の 文字 と 同じ 扱い に な り ま す . 

玉 氷 …〈 書 式 制 御 文字 列 〉 の 先頭 に 付け た 場合 , 数 値 領域 の 左側 に 空白 部 分 が で 
きた と き , そこ を " 素 " で 埋め て 出力 し ます . この " 玉 玉 "は 2 桁 分 の 領域 
を 確保 し ます . 

\ ぎ \… く < 書式 制御 文字 列 > の 先頭 に 付け た 場合 , 出力 され る 数 値 の 直前 に "\" を 
出力 し ます . "\\" は 2 桁 分 の 領域 を 確保 し ます が , この うち 1 桁 分 は 
"\" の 出力 領域 と し て 使わ れ ま す . 後述 の 指数 形式 の 書式 指定 を 行っ た 場 
合 に は , 正しく 出力 され な いこ と が あり ます . 
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玉 \…< 書 式 制御 文字 列 〉 の 先頭 に 付け た 場合 , 上 記 の 2 つ ( 氷 氷 と \\) の 両 
方 の 機能 と な り ま す . "ネネ ※\" は 3 桁 分 の 領域 を 確保 し ます が , こと の うち 
1 桁 分 は "\" の 出力 領域 と し て 使わ れ ま す . 

,… 桁 数 指定 の " 志 " の 並び の 中 に 置い た 場合 , 数 値 の 整数 部 が 3 桁 毎 に ", "で 
区 切ら れ て 出力 され ます . た だ し , " ." より 右側 に 置い た 場合 は , 数 値 の 
最後 に " ," が 出力 され , 3 桁 毎 の 区 切り は 行わ れ ま せん . 


す . 


… 桁 数 指定 の " 尋 " の 後に 付け た 場合 , 数 値 は 指数 形式 で 出力 され ま 


制御 文字 以外 の 文字 
以上 の 制御 文字 以外 の 文字 ( 英 数 字 , カナ , グラ フィ ッ ク 記 号 等 ) を 置い た 場 
合 , 数 値 の 前 や 後 の る の に その キャ ラク タ が 出力 され ます . 

数 値 の 人 域 を 超え た 場合 
指定 し た 数 値 領域 より 数 値 の 桁 数 が 大 きい 場合 , 数 値 の 直前 に "%" が 出力 され 
ます . また , 指定 し た 数 値 領域 より 数 値 の 小数 点 以下 の 桁 数 が 大 きい 場合 , 指 
定 し た 小数 点 領域 の 次 の 桁 数 で 四捨五入 を 行い ます . た と えば 領域 を 
" 趣 存 存 . 即 "と し た と き 数 値 に 123.45 が 指定 され て いた 場合 , 小数 点 第 2 位 で 四 
捨 入 され , 123.5 に な り ま す . し た が っ て , 四 捨 元 入 さ れ た 数 値 が 領域 より 大 
きく な る 原因 と な っ た 場合 も , 数 値 の 前 に "%" が 出力 され ます . 

PRINT USING " 尋 大 . 弁 存 ":A,B: ! 


・ 数 値 変数 A, B の 値 を 5 桁 (小数 点 以下 2 桁 ) で 出力 し ます . 


ml プ 口 グ ラム 例 則 吊 用 有朋 毅 有 I 軸 軸 軸 胃 胃 四 軸 軸 有 和 有 肌 胃 四則 四 四 中 四則 四 四 皿 四 四 軸 

1 is も 回 
1 の 9 の / PRINT USBING samp]e 
11 の 9 FRINT USBINB "0 4 リ NEC Computer" 
12 の 9 PRINT USINGB "%& gs"NEE Computern" 
13 の 9 PRINT USING " 柱 韻 欄 拉 析 " ョ 123.。456 
14 の 9 FRINT USING "林間 拓 半 幸 。 間 " ュ 123 。4 ニ 6 
15 の PRINT USING " 十 提 韻 拉 電電 ョ 123。.456 
16 の 9 PRINT USBING " 村 提 拉 柏 井 。 提 リョ ー123 .。4 ら 
179 PRINT USBING "XX 手間 折り ョ 123。456 
18 の 9 PRINT USINGB " 学 半 韻 栖 林間 ョ 123。4 王 6 
19 の 9 FRINT USBING !"X※ 学 柏井 。 提 123.456 
2 の の FRINT USING " 提 提 提 提 井 。。 韻 " ョ 1234。6 
1 の PRINT USING " 拉 揚 杜 揚 り ョ 123456! 
22 の 9 ENI 
ロ k 
un 回 
N 
NEC COmDuter 

123 

まき 。5 
の FC の すっ 

ょ な 5ー 
XX12d. 詞 
\12 コ 3。 品 
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X\123. 后 

1 4234 。6 
123456 
OF 


・ 指 定 し た 文字 列 あ る い は 数 値 を 指定 し た 領域 や 書式 で 出力 し ます . 


IIIIIIIIIUIIIIIUIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 上 和則 上 上 則 上 上 則 IIIIIU 
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入出 力 ス テー トメ ント 














く < ファ イル 番号 > が 1-15 の 場合 





PRINT# UBING 言語 * 


ディ スク 





プリ ント ・ シ ャ ー プ ・ ユ ー ジ ング : print 旭 using 


文字 列 , 数 値 を 指定 し た 書式 で ファ イル に 出力 する 
PRINT # く ファ イル 番号 〉 , USING く 書式 制御 文字 列 〉 : < 式 〉 〔 


5 








MI 


朋 ・〈 フ ァイル 番号 〉 で 指定 され た ファ イル に 対し て , 文字 列 や 数 値 を 書式 指定 し て 
出力 し ます . 
・PRINT 尋 USING 文 は , その 対象 が ファ イル で ある こと と を 除け ば PRINT 
USING 文 と 同じ で す . 
・ カ セッ ト テ ー プ へ 出力 する 場合 は く フ ァイル 番号 〉 に 一 1 を 指定 し ます . な お , 
この 場合 は ファ イル を オー プン する 必要 は あり ませ ん . 

PRINT 尋 2.USING " 存 志 志 ":A 


・ 数 値 変数 A の 値 を 4 桁 右 詰め で ファ イル に 書き 込み ます . 


III 


mt(0 プ 日 フル と アパ, 還 





11gt 回 

1 の 2 の ′ PRINT# USING samp]e 

11 の 9 UPEN "stest dat" FHR HUTPUT GS #1 
12 の 9 FOR 1= の 9 TO 19 

13 の PRTINT 村 1 。UBING " 揚 手 " ョ 1 ペ 2 

14 の 9 NEXT 1i 

15 の END 

0k 


・ 0 から 10 ま で の 2 乗 の 値 を 3 桁 ず つ 右 詰め で ファ イル に 書き 込み ます . 


II 川上 上 峰 IIIIIIIIIIIIIIIIIHIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


参照 : PRINT USING, PRINT 婦 , OPEN 
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グラ フィ ックス テー トメ ント 


PSET 


セッ ト : point set 


機 能 グラフィック 画面 上 の ドッ ト を 描く 
書 式 PSET |(gx , gy ) 


由 , く パレ ッ ト 番 号 >〕 
STEP( sx , sy ) 


・ 指 定 し た グラ フィ ッ ク 座 標 に ドッ ト を 描き ます . 

・ ド ッ ト の 色 は 〈 パ レッ ト 番 号 〉 に よっ て 指定 し , 省略 され た 
の <〈 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー> が 用 いら れ ま す . 

s PSET 文 の 実行 後 , LP は (gx, gy) に 移動 し ます . 
PSET(30 , 40) , 5 

< グラ フォ ッ ク 護 標 (30, 400 に ペレ ッ ト 番 号 5 の 色 で ドッ ト を 描き ます (カラ 
ー モ ー ド の と き ). 


貞 プ ト 
用 


に は COLOR 文 


mml プ 口 グ ラ ム 人 上 上 上 ttttittttttttttttttttttttttttitittliiiHHHHNHHHHHHHHIHHHHHHHHHHHUUUUUUU 
11%t 回 





1 の の 


/ FPSET sample 


11 の SCREEN 2 の 9:COLOR 』 の ,。SiCLS 3 
12 の LINE( の ② ,1 の の) (319 1 の 9) 6 

13 の 9 LINE(5 の 。 の ) 一 (5 の 。29 の ) 。 ら 6 

14 の "CirC1B 

15 の P=3.14159 

16 の FDR T= の TU 2XP STEP 2XP/1 の の 
1 7 の X=5 の +5 の XCUS(T) :Y=199-5 の XSIN(T) 
1 の PSET(X 。Y) 

19 の X=5 の +4 の 9XT :PSET(X 。Y) 

2 の 9 の NEXT T 

21 の 9 END 

Ok 


。 点 で 円 と 正弦 曲線 を 描き ます . 


・ 詳 し い 説 明 は , 


PRESET 文 の ブロ グラ ム 例 を 参照 し て くだ さい . 


DLLUUULUUUIIlllllllllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : COLOK, 


PRESET 
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入出 力 ス テー トメ ント 








PUT# 


機 能 | バッ ファ 中 の デー タ を ラン ダム ファ イル に 書き 出す 


PUT 〔[#〕 く ファ イル 番号 〉〔, く 数 式 > 


解 ・<〈 フ ァイル 番号 〉> で 指定 され た ベッ ファ の 内 容 を ラン ダム ファ イル へ 書き 込み ま 
す . 指定 され た ファ イル は , ラン ダム ファ イル の モー ド で オー プン され て いな け 
れ ば な り ま せん . 
・< 数 式 > は ファ イル の レ ュ コー ド 番 号 で す . < 数 式 > が 省略 され た 場合 , 直前 に 行わ 
れ た GET 虹 文 , PUT 女 文 で 参照 され た レコ ュー ド の 次 に 書き 込ま れ ま す . な お , 
書き 出す デー タ は あら か じ め FIELD 文 , LSET/RSET 文 で 準備 し て お か な けれ 
ば な り ま せん . 


PUT #3,5 


< ファ イル 番号 3 で オー プン し た ラン ダム ファ イル の 5 番目 の レ ュ ー ド に , 現在 
バッ ファ に 入っ て いる デー タ を 書き 込み ます . 


mt ププ 曲 グラ ム 人 中 NNtNtNtititttitittttiittttttttttittttlttti(iINIININIIIINIIINININIIINININONNNIININIHl 電電 


叶 山 ll 
11gt 回 

1 の 6 の / PUT 村 5ample 

11 の ロ PEN "2:addness" RS 持 1 

12 の 9 FIELD 柱 1 3 の AG を ,2 の 9 QG B を 5 の SB じ ま 

13 の 9 LINE INFUT "NRME? "NR 

14 の 9 IF Na を *="end" THEN 2 の 

15 の 9 LINE INPUT "TEL? リョ TL を 

16 の LINE 1INPUT "ADHRESS? " 』RR 生 

17 の LSET を =NQ 多 gsLSET B ま =T し 本 iLBET じ ま = 人 QR 生 





ディ スク 


プッ ト ・ シ ャ ー プ : put 世 





1 の PUT 音 1 
19 の 9 BUTO 13 の 9 
2 の 6 の 9 END 

Ok 


Fun 回 

NQME? "97 フサ コ 回 

TEL? # す 41787-989B 回 

HLIRESS? "ワケ ッ カワ ウサ 9 キジ トカ イ 回 
NAME? 区 に "きき 回 

TEL? 414-123-656S 回 
RUDRESS? ウ 生 ウ ト シナ カカ" ワウ イナ カ 回 
NAME? 登 m 旭 回 

Ok 


* 住所 録 の ファ イル を 作り ます . 
・170 行 で , 入力 し た デー タ を バッ ファ に セッ ト し て , 180 行 で フロ ッ ピ ィ デ ィ ス 
ク に 書き 込ん で いま す . 


IIIIIUUUmmm パ mm' ヂ Rmm ポ mmmmmllllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : OPEN, FIELD, LSET/RSET, GET 
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PUT@ 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


プッ ト ・ ア ッ ト マ ー ク : put @ 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 に グラ フィ ッ ク パ ター ン や ぜ や 漢字 を 表示 する 
書 式 (1) PUT@ |(gx , gy ) . < 配列 変数 名 〉 [( く 要素 ナ ン バ >)〕] [, く 機能 >] 


STEP( sx , sy ) 
[ , く フォ アグ ラウ ンド カラ ー>][, く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>〕 


(2 PUT@ |(gx, gy) , KANJI( く 漢字 コー ド >〉)〔, く 機能 >] し , く フォ ア 





STEP( sx , sy ) 





グラ ウン ドカ ラー>〕〔[ , く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー>]〕 


1 
唱 


・① の 書式 は , GET@ 文 に よっ て 配列 に 読み 込ま れ た グラ フィ ッ ク ペ ター ン を 


グラ フォ ィ ッ ク 画 面 上 の 任意 の 位置 に 表示 し ます . 

・ < 配列 変数 名 〉 は , 表示 し た い グ ラフ ィ ッ ク バ ター ン が 格納 され て いる 配列 名 で 
あり , < 要素 ナン バ 〉 は 配列 内 の どこ か ら デ ー タ を 取り 始め る か の 指定 で す . 〈 要 
素 ナ ン バ 〉 が 省略 され た 場合 は , 配列 の 最初 (< 要素 ナン バ 〉 は 0) か ら 取 り 始 め ま 
す . これ ら の 指定 は , GET@ 文 で 使っ た も の を 指定 し ます . 

・< 機 能 > と は , グラ フィ ッ ク バ ペタ ー ン を 画面 に 表示 する 際 , いろ いろ な 機能 を 指 
定 す る も の で , 次 に 示す も の が 用 意 き れ て いま す . 


PSET 
PRESET 


OR 


AND 


XOR 


配列 内 の グラ フィ ッ ク ペ ター ン を その まま 表示 し ます . 

自 黒 モ ー ド の 場合 は 配列 内 の ベタ ー ン を 反転 させ て 表示 し ま 
ボッ 

カラ ー モ ー ド の 場合 は , 各 ド ッ ト の ペレ ッ ト 番 号 を 7 一 (その 
ドッ ト の パレット 番号 ) と し て 表示 し ます . 

配列 内 の グラ フィ ッ ク ペ ター ン と , 既に 画面 上 に 表示 され て 
いる グラ フィ ッ ク ペ ター ン を 1 ドッ ト ご と に OR( 論 理 和 ) し , 
その 結果 を 画面 に 表示 し ます . 

配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ター ン と 画面 上 の パタ ー ン を ドッ ト ご 
と に AND( 論 理 積 ) し , その 結果 を 画面 上 に 表示 し ます . 
配列 内 の パタ ー ン を ドッ ト ご と に XOR( 排他 的 論理 和 ) し , そ 
の 結果 を 画面 に 表示 し ます . 


・ こ れ ら の < 機能 〉 は 画面 モー ド に よっ て 演算 の 対象 が 違い ます . 白黒 モー ド の 場 
合 , ドッ ト が ある か な いか を 対象 と し , カラ ー モ ー ド の 場合 , ペレット 番 号 を 対 
象 と し ます . も し < 機能 > が 省略 され た 場合 は XOR と みな され ます . 
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・〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー〉, 〈 バ ッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉 は , 白黒 モー ド の と き 
に 読み 込ん だ パタ ー ン を カラ ー モ ー ド に お いて 表示 する と き に の み 有 効 な オプ 
ショ ン ペ パラメータ で す . 
・〈 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー> は , 白黒 モー ド で 読み 込ん だ 際 に 白 で あっ た ドッ ト 
に 対し て の 人 色 指 定 で , こと これ を カラ ー モ ー ド に お いて 実行 する と 任意 の 色 に 変え る 
こと が で きま す . 省略 され た 場合 , COLOR 文 の < フォ アグ ラウ ンド カラ ー> が 用 
いら れ ま す . 
・〈 く バック グラ ウン ドカ ラー> は , 同様 に 軒 で あっ た ドッ ト に 対し て の 人 色 指 定 で 
す . 省略 され た 場合 , COLOR 文 の < バッ ク グ ラウ ンド カラ ー〉> が 用 いら れ ま す . 
これ ら は と も に 0 か ら 7 の パレット 番号 に よっ て 指定 し ます . 
・GET@ 文 と PUT@ 文 は , 上 記し た く 〈 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー〉, 〈 バ ッ ク グ ラウ 
ンド カラ ー> を 指定 し て 白黒 モー ド で 読み 込ん だ パタ ー ン を カラ ー モ ー ド で 表示 
する 用 途 の 他 は , 原則 と し て 同一 画面 モー ド で 使用 する よう に し て くだ さい . 
・PUT 文 の 実行 後 , LP は (gx, gy に 移動 し ます . 
・②⑫② の 書式 は , 別売 の 漢字 ROM ボー ド を 接続 する こと に よっ て , 〈 漢 字 コ ー ド > 
で 指定 され た 漢字 な どの 文字 を 画面 に 表示 し ます . 
・ こ の 書式 で は , 配列 内 の デー タ に 当たる も の を あら か じ め 用 意 す る こと を 除い 
て , その 使い 方 お よび 機能 は (1) の 書式 の 場合 と ほぼ 同様 で す . た だ し , 漢 字 ペ 
ター ン は 原則 と し て 縦 16 ド ッ ト , 横 16 ド ッ ト の 大 き さ と 決め られ て いま す (8Xx8, 
8xX16 の も の も あり ます ). また , 漢字 ペタ ー ン は 白黒 モー ド で 読み 込ん だ 場合 と 
同じ 形 で 格納 され て いま すか ら , カラ ー モ ー ド に お いて 〈 く フォ アグ ラウ ンド カ 
ラー〉>, 〈 バ ベック グラ ウン ドカ ラー>〉 で 指定 し て カラ ー 表 示さ せる こと も 可 
能 で す . 

PUT@(10 , 10) , G% , PSET 
・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 (10, 10) を 始点 と し て , 配列 G% に 格納 され て いる グラ 
フィ ッ ク パ ター ン を 表示 し ます . 


川 川 II プ 口 グラ ム 人 中 人 NNNiiitNttittttltttttttitttitittttittttttttttttitltttlittttttIIUNOIIIIINIII0IIIIUNUIONUHIIIINIOHNIUNIIINMHIINHII 
次 の プロ グラ ム を 実行 する 場合 は , 別売 の 漢字 ROM ボー ド か が 必要 で す . 
1igt 回 


1 の 9 の 9 / PUTG@ sample 

11 の 9 SCREEN 2:COLOR 2 

129 AH=&H3921 iCLS 3 

13 の 9 LUCATE の 9。 の gPRINT "JIS COUHE =" ョ HEX ま (aH) 』"H" 
149 FUR Y=22 TO 122 STEP "2@ 

15 の FUR X= 2 TO d92 STEP 2@ 

16 の 9 PUT@(X 。Y) 。KaNJI (ah) 。FSET 

179@ Li=H+1 
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1 の IF AD MOD 256=&H7F THEN AD=AD+SzHA2 


19 の NEXT X 
29 の 9 NEXT _Y 


21 の IF ahH>&H4FSF THEN END ELSE 13 の 
Ok 


・JIS コ ー ド の 第 1 水準 の 漢字 を 表示 し ます . 
・160 行 で , 変数 AD の 値 に 対応 する 漢字 を 出力 し ます . 


II 上 上 上 上 上 上 利和 III 


参照 : GET@ 
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一 般 ス テー トメ ント 


HEAD 


DATA 文 中 に 格納 され て いる 値 を 変数 に 読み 込む 

書式 | READ< 変 数 名 リス ト > 

解 ・READ 文 は , DATA 文 中 に 格納 され て いる 定数 を 変数 に 読み 込み ます . 
READ 文 の 変数 は 数 値 変数 で も 文字 変数 で も か まい ませ ん が , 対応 する DATA 文 
中 の 定数 の 型 と 一 致し て いな けれ ば な り ま せん . 
・ ブ ログ ラム の 実行 中 読み 出さ れる 定数 の 個数 が , DATA 文 で 定義 され て いる も 
の より 多い 場合 , "Out of DATA" エ ラー と な り ま す . 
・RESTORE 文 を 実行 する こと に より , 読み 出す DATA 文 の 位置 を 行 単位 で 指 
定 で きま す . 

READ NM$ , AG 
・DATA 文中 に 格納 され て いる 文字 定数 , 数 値 定数 を 変数 NM$, AG に 読み 込み 
ます . 


リー ド : read 


mit" プ 口 グラ ラム 例 中 Nitttiitittitttttiittttttttttttitttttttt(((((((((ItIiIiINIINIIUHIIHIIIHINIIIIIIININIHIIIHNHHIIHIHUHIHHHH 


1 1st 回 
1@ の ′ REAL samp1Ge 
11 の FOUR 1= の 9 TO 3 
12 の REAL RsPRINT as 
13 の 9 NEXT 1 
14 の 9 READ 人 Q 和 ま kPRINT を 
15 の ENU 
16 の 9 HATA 3。2。1 の 。Fire ! 
Ok 
Fun 回 
3 2 1 の @ の Fire ! 
Ok 


に 3 0 Fire "と いう 文字 列 を 出力 する プロ グラ ム で す . 
・110 行 か ら 130 行 で DATA 文 か ら 数 値 デ ー タ を 読み 込ん で 出力 し , 140 行 で 
DATA 文 か ら "Fire !"" と いう 文字 列 を 読み 込ん で 出力 し ます . 


IIIIIIlllllllllllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


ェ 一 


























一 般 ス テー トメ ント 


HEM 


機 能 プロ グラ ム 中 に 注釈 を 入れ る 

書 式 |】 REM[< 注 釈 文 >〕 
*【 く 注釈 文 〉〕 

・REM 文 は , プ ブログ ラム を 見 や すく し た り , コメ ント を 書い た りす る た め に 使 
われ ます . ブロ グラ ム の 実行 に は 影響 を 手 え ませ ん . 
・REM 文 で は コロ ン (:) も 注釈 の 一 部 と な り ま す の で , コロ ン で 区 切っ て 他 の 文 
を 続け る こと は で きま せん . 
・REM 文 は , BASIC に よっ て 実行 され る 文 の 後に コロ ン で 区 切っ て 付け 加え る 
こと が で きま す . 

REM ※*※ 来 COMMENT ネネ キネ 


s 注釈 行 を 示し ます . 


ーー 
IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII / 口 グラ ム rm 


1 ist 回 
1 の 9 の 9 / RENM sample 

11 の 9 RENM RENMN ステ ー ト メー ト ニニ ヨ ゅ テ フ ? ロフ "ラム ノ ナカ ニ 
129 REN コメ - ト 力 ~ カケ マス 。 

139 ? REM いい リリ テリ グリ イ ヨ ウ テキ マス 。 

14 の EN 
ロ k 
Fun 回 
Ok 


。 こ の ブロ グラ ム は すべ て 注釈 文 の た め 何 も 実行 し ませ ん . 
・100 行 と 130 行 で は """ で REM 文 の 代用 を し て いま す . 


IllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


リマ ー ク : remark 








ピロ 
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一 般 コ マン ド 

















HENUM 


プロ グラ ム の 行 番号 を 付け 替え る 

RENUM 〔 く 新 行 番号 〉]〔 , く 旧 番号 〉]〔, く 増分 〉〕 

唐 説 | ・< 新 行 番号 〉 は , 新しく 付け る 行 番号 の 最初 の 行 番号 で , 省略 時 は 10 と みな され 
ます . 
・〈 旧 行 番号 〉? は , 行 番号 の 付け 替え を 始め る 現在 の プロ グラ ム の 行 番号 で す . 省 
略し た と き は , その プロ グラ ム の 最初 の 行 番号 で す . 
*〈 増 分 y は , 新しく 付け る 各行 番号 の 間 の 増分 で , 省略 し た と き は 10 と みな され 
ます . 
・RENUM コマ ンド は , GOSUB 文 , GOTO 文 , ON . . .GOSUB 文 , ON. . . 
GOTO 文 お よび ERL 変数 な ど で 参 照 し て いる 行 番号 ゎ も 新しい 行 番号 に 対応 し て 
変更 し ます . これ ら の 文 が 参照 し て いる 行 番号 の 行 が RENUM ュ ユマ ンド を 実行 
する 前 の プロ グラ ム 中 に 存在 し な い 場 合 に は "Undefined line xxxxx in 
yyyyy" と いう メッ セー ジ が 表示 され ます . 
この 場合 , 存在 し な か っ た 行 番号 (xxxxx) は RENUM コマ ンド に よっ て 変更 され 
ませ ん が , その 文 の 行 番号 (yyyyy) は 変更 され ます . 

RENUM 1000 
・ メ モリ 上 に ある プロ グラ ム の 行 番号 を 付け 直し ます . 実行 後 , 行 番号 は 1000, 
1010, 1020, . . . と な り ま す . 











リナ ン バ ー : renumber 


UI 行 ml 
1igt 回 


1 の 9 の ′ RENUM sampl ge 

11 の 9 ′ RENUM コマ ント "1 リテイル シダ キョ ウ カラ 

12 の 9 / キョ ウフ コウ 9 りり カエ マス 。 

13 の * 

14 の 9 FRINT " RENUM コマ トド 1N シテイ シタ ま " ョ ウ カラ " 
1S の PRINT "! ま " ョ ウリ "ラフ コ " ウ ヲリ カエ マズ 。" 

16 の 9 END 

ロ k 

renum 299 。139 。29 回 


ロ k 

1 imt 回 

1 の の ” RENUNM samp1le 

11 の 9 ′ RENUM コマ ント ~ (いい ジテ イル タ キ ^ ョ ウ カラ 

12 の / キ " ョ ウ ハフ コウ ラリ カエ マス 。 

2 の 9 の 

22 の 9 PRINT " RENUM コマ フト ~ いい ジテ イル グ キョ ウ カラ リ " 
24 の PRINT " キ " ョ ウ nn" フ コ ゴウ ブー リ 7 カエ ニー マ ス 。 "| 

26 の 9 ENH 

Ok 


・130 行 以降 の 行 番号 を , 200 行 か ら 20 行 ご と に 付け 替え ます . 


II 上 上 上 上 上 則 旧 上 II 則 則 上 
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一 般 ス テー トメ ント 


HESTUHE 


READ 文 で 読む DATA 文 の 位置 を 指定 する 

書式 】 RESTORE [< 行 番号 >〕 

・READ 文 で 読み 込み を 開始 する DATA 文 の 位置 を 行 単位 で 指定 し ます . 
・< 行 番号 〉 を 指定 する と , 指定 され た 行 以降 の DATA 文 の 内 容 か ら 読 み 始 め ま 
す . < 行 番号 〉> を 省略 し た と き は , プロ グラ ム 中 の 最初 の DATA 文 の 内 容 か ら 読 み 
始め ます . 


RESTORE 800 


・READ 文 で 読み 出さ れる DATA 文 の 位置 を 800 行 に 設定 し ます . 


リス ト ア : restore 


III プ 口 グラ Ar 


1 1 も 回 
1 の 6 の 9 / RESTORE samp1le 
11 の REaD Ra。B 
12 の 9 RESTORE 』REAH C。D 
13 の RESTURE 18 の 』READ EE 』F ま 
14 の 9 PRINT 人 Q。BsPRINT CHiFRINT E* 。F ま 
15 の END 
16 の 9 DaT 1。2 
17 の 9 haTQ d,4 
18 の 9 haTA Aa。BB 
Ok 
Fun 回 
1 2 
1 2 
4141 BB 
Ok 


・160 行 の デー タ を 2 回 出力 し , 次 に 180 行 の デー タ を 出力 する ブロ グラ ム で す . 
・120 行 の RESTORE 文 に よっ て , 次 の READ 文 は 160 行 の デー タ か ら 読 むこ と 
(に な り ま す . 

・130 行 で は , 170 行 の DATA 文 を 飛ば し て 180 行 の デー タ を 読み 込ん で いま す . 


II 上 卓上 III 上 上 上 上 上 上 上 上 上 川 上 上 IIIIIIII 





参照 : DATA, READ 


ト つ っ 


ー177 


























特殊 ステ ー ト メン ト 


HESUME 


機 能 | エラ ー 回 復 処理 終了 後 , プ ログ ラム の 実行 を 再開 する 
書式 | RESUME 

RESUME NEXT 

RESUME く 行 番 号 > 


リ ジ ュ ウ ム : resume 


解説 | ・RESUME 文 は , ON ERROR GOTO 文 に よっ て テラー 処理 ル ー チ ン に 分 岐 し た 
あと , ブロ グラ ム の 実行 を 再開 する 場合 に 用 いま す . 
・ ブ ログ ラム の 実行 を 再開 する 場所 に 応じ て 次 の よう (に 3 つの 書式 を 選ぶ こと が 


で きま す .. 
RESUME…… | エラ ー の 原因 と な っ た 文 か ら プ ログ ラム の 実行 が 再 
開 さ れ ま す . この と き エ ラー と な っ た 原因 を 取り 除 
か な いと , 再び エラ ー 処 理 ル ー チ ン へ 戻り ます . 
RESUME NEXT……… エラ ー の 原因 と な っ た 文 の すぐ 次 の 文 か ら 実 行 が 


再開 され ます . 
RESUME く 行 番号 >… 〈 行 番号 〉 で 指定 し た 行か ら 実行 が 再開 され ます . 


RESUME 1000 


・ エ ラー 処理 ルー チン で エラ ー 回 復 処理 後 , 1000 行 か ら 実 行 を 再開 し ます . 


ーー 
川 川 II 7 口 グ ラフ ム mmllmlmllmlllllllllllllllllll 


1 も 回 

1 の の ′ RESUME samp1e 

11 の 9 UN ERROR GUTH 3 の 9 

12 の 9 INPUT "XYVIX。Y 

13 の 9 nsX/Y 

14 の 9 PRINT "X/Y miAa 

15 の END 

3 の 9 の PRINT "XX サイ サン テ ^ キ マセ -/ ※※" 
31 の RESUME 12 の 


Dk 

Fun 回 

X ,Y? 3 の @』1@ 回 
X/Y = 1 の 9 

ロ k 


XX サイ サン テキ マセ フ ※%※ 


XY? 5 旨 頃 
X/Y = フィ 
Dk 


・2 つの 実数 X, Y を 読み 込ん で X/Y を 出力 し ます . 
・130 行 の 除算 で エラ ー が 生じ た 場合 , 300 行 で 々 メッセー ジ を 出力 し て , 310 行 の 
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RESUME 文 で 120 行 か ら 実 行 を 再開 し ます . 


出 有 吊 山 
用 II 有朋 軸 軸 月 有 UIUIIUIUIUOUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


参照 : ON ERROR GOTO 


ーー179 


一 般 ス テー トメ ント 


HETURN 


サブ ルー チン か ら 抜 ける 
RETURN 


解 語 ・GOSUB 文 に よっ て 呼ば れ た サブ ルー チン か ら 抜 け 出 し , GOSUB 文 の 次 の 文 
へ 実行 を 移し ます . 
・RETURN 文 は GOSUB 文 と 正しく 対応 し て いな けれ ば な り ま せん . も し 単独 
で 実行 し た 場合 , "RETURN without GOSUB" エ ラー と な り ま す . 


RETURN 


サブルーチン か らち 抜け 出し ます . 


リタ ー ン : return 


mt プ 口 グラ ム 例 UI 和田 軸 加 用 軸 田 田 加 用 軸 和 田 田 田 田 加 皿 回 四 四 帆 


1 st 回 

1 の 9 の 9 ′ RETURN sample 
11 の INPUT "テイ バフ "BR 
12 の INPUT "2 カサ ー giH 
13 の BUSUB 16 の 9 

14 の 9 PRINT "メン セキ n い "saR 
15 の 9 END 

16 の AR=BQXH/2 

17 の 9 RETURN 

Ok 

nun 回 

テイ ヘー で 7 日 國 . 

2 カサ 』? 8 図 

メン セキ id12 

k 


・ 三 角形 の 底辺 と 高 さ を 読み 込ん で 面積 を 出力 する プロ グラ ム で す . 
*・ こ の ブロ グラ ム 例 は GOSUB 文 と 同じ も ゃ の で す . 


OUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUIUIUIUUIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 軸 有朋 有 用 有 有朋 用 中 


参照 : GOSUB 
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RIGHTS 


機 能 | 文字 列 の 右側 か ら 指 定 さ れ た 長 さ の 文字 列 を 返す 

書 RIGHT$ ( く 文 字 列 〉 , く 数 式 〉) 

解 ・RIGHTS 関数 は く 文字 列 〉 の 右側 か らく < 数 式 > で 指定 され た 長 さ の 文字 列 を 取り 出 
し , それ を 値 と し て 返し ます . 
・〈 数 式 > の 範囲 は 0 て 255 で す . 
・< 数 式 > が く 文字 列 》 の 総 文字 数 以上 の 場合 は く 文字 列 > 全 体 を , また < 数 式 > が 0 な 
ら ば ヌル スト リン グ を 返し ます . 

RIGHT$(TIMES ,2) 医 s&s> (TIMES 変 数 の 右側 2 文字 ) 


・ カ レン ダ 時 計 の “ 秒 " だ け を 取り 出し ます . 


ライ ト ・ ダ ラー : right $ 


て 


江 


ml プ 口 グ ラム 例 風 III 川上 上 上 上 峯 出 


1 gt を [ 選 

1 の の / RIBHT ま =amp1le 

11 の INPUT を 

129 FOR 1=1 TO 19 

13 の PRINT RIBHT ま (人 Q 。1) 
14 の 9 NEXT 1 

15 の END 

ロ k 


Un 

っ の @123456789 回 
9 

B9 

79 

679 

567 ヨ 9 
456 7 日 9 
3456789 
2345678B9 
123456789 
の 123456789 
Uk 


・ 読 み 込 ん だ 文字 列 を , 右 か ら 1 文字 , 2 文字 ……10 文 字 表示 し ます . 
・130 行 で , 変数 A$ の 右 か ら T 番 目 ま で を 出力 し ます . 


TI 用 用 有用 有 軸 軸 有用 用 有 山肌 山 UIUUUUUUUUUUUUUU 


いい 
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HND 


数 値 関数 


























ラン ド : random 


乱数 の 値 を 返す 
RND (< 数 式 〉 ) 


解 ・ 0 以上 1 未満 の 乱数 値 ( 単 精度 実数 型 ) を 返し ます . 


・ 発生 


され る 乱数 は , 〈 数 式 > の 値 に よっ て 次 の よう に な り ま す . 

く (数式 > が 負 の 場合 一 一 あら か じ め 決 め ら れ た 乱数 系 列 の 初期 値 に 戻し ま 
す . 

< 数 式 > が 0 の 場合 一 一 1 つ 前 に 発生 し た 乱数 の 値 を と り ま す . 

〈 数 式 > が 正 の 場合 一 一 次 の 乱数 を 発生 し ます . 


RND(1) (乱数 の 値 ) 


ul プ 口 グラ / ふ 例 UIIIIIIIUIUIUUUIIIIIIIIIIII 四 皿 四 


1igt 回 


1 の の ? 


RNL samp1e 


11 の HIM GUNM(6) 
12 の FOR 1=1 TO 1 の の 


139 
1 4 の 


Ha=INT (RND( 1 ) X6+ 1 ) 
SUN (DA) =SUN (LA)+1 


15 の NEXT 1 
16 の 9 FOR 1=1 TO 6 


FRINT 1"ー" ョ BUM(T) "2" 


18 の 9 NEXT 1i 
19 の 9 END 


* ] か 


ュー 
1 の 1 
NN NN SS 


ら 6 まで の 数 を 乱数 で 発生 さき せ て , それ ぞ れ 発生 し た 割合 を 出力 する プロ 


グラ ム で す . 
・130 行 で 1 か ら 6 まで の 整数 を 発生 させ て いま す . 


出山 UI 利用 利 軸 胃 上 有朋 岬 還 軸 軸 上 征 有 衝 岬 四 和 用 有 軸 還 岬 回 岬 貞和 軸 有 有 用 有 用 有 有 用 
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グラ フィ ックス テー トメ ント 





HULL 


機 能 グラ フィ ッ ク 画 面 を スク ロー ル さ せる 
式 |】 ROLL〈 ス クロ ー ル 数 〉>〔, く 方 向 >〕 


・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 を 上 下 左右 方 向 に スク ロー ル さ せま す . 

・< ス タロ ー ル 数 〉 で , スク ロー ル さ せる ドッ ト 数 (上 下方 向 ), ベイ ト 数 (左右 方 
向 ) を 指定 し ます . 左右 方 向 の スク ロー ル は 8 ドッ ト が 1 つの 単位 と な り ま す の 
で , これ を バイ ト 数 と 呼び ます . 
s< ス クロ ー ル 数 > の 値 の 範囲 は 次 の と お り で す . 

上 下方 向 … 一 200200 

左右 方 向 …… ー80 一 80(640X200 ド ッ ト モ ー ド ) 

ー40 一 40(320x200 ド ッ ト モ ー ド ) 


ディ スク 


ロー ル : rall 





な お , 負 の 数 を 指定 し た 場合 は , 指定 し た 〈 方 向 〉 と は 反対 方 向 に 絶対 値 の 分 だ け 
スク ロー ル し ます . 
・ < 方 向 y は , スク ロー ル さ せる 方 向 を 0 て 3 の 値 で 指定 し ます . 
0( 上 ) 
| 
( 堪 )1 一 〇 一 3( 右 ) 


! 
2( 下 ) 


省略 され た と き は 0( 上 ) と みな され ます . 
。 ス クロ ー ル に よっ て 表示 され な く な っ た グラ フォ ッ ク デ ー タ は 消去 され , 新た 
に 実 画面 に 入っ た 領域 は バック グラ ウン ドカ ラー で 塗り つぶ なさ れ ま す . 


ROLL 16 


グラ フィ ッ ク 了 画面 を 上 方 向 へ 16 ド ッ ト ス クロ ー ル させ ます . 






1 II 上 


mm(" プ 口 グラ ム 例 fmmmmmllllllllllllllllllll 計 着 
ディ スク 
1 5 も [ 記 

1 の の / ROLL sample 

11 の 9 SCREEN 99 の iCLS d:SCREEN 2 。。 3 

12 の ビ = の 

13 の 9 FUR Y= の TO 119 STEP 3 

14 の FUR 1I= の TO 1 

1 の SCREEN 。。1 

16 の LINE( の 9 』Y) 一 (319 。Y) 』。(E MOH 7)+1 

1 7 の NEXT 1i 

1 の = ビ + 1 
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ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー ュ ーーーーーーーーーー | 
1 

ーーーーー ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 

ューーーーーーーーーーーーー ーー デーーーーーーーーーーーーーーーー 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー・ 

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 


199 NEXT Y 
299 FUR K=1 TO 49 

21 の BCREEN 。, の iRDLL 時 。 の 
2G の SCREEN ,。1:ROLL 5,2 
23 の NEXT K 

24 の SCREEN の >:END 

Ok 


・ カ ラー モー ド Il で 2 画面 に 線 を 描き , 一 方 の 画面 を 上 に , も ゃ う 一 方 の 画面 を 下 
(に スクロール さ せま す . 

・210 行 で 0 ペー ジ を 上 に 5 ドッ ト 分 スク ロー ル さ せ , 220 行 で 1 ペー ジ を 下 に 5 
ドッ ト 分 スク ロー ル さ せま す . 


IM 山 吊 有利 用 有用 軸 衝 有 征 軸 有 車軸 胃 軸 軸 山 朋 胃 前 吊 胃 胃 四 前 中 胃 岬 着用 UIDIIIIDIIUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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HUN 


機 能 プロ グラ ム を 実行 する 

(1) RUNC< 行 番号 〉] 
(2) RUN く ファ イル 名 >[ , R] 

・RUN の 後に 何 も 指定 し な い 場 合 は 。 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム の 先頭 か ら 実 
行 を 開始 し ます . 
*・ < 行 番号 〉> を 指定 する と , その 行か ら 実 行 が 開始 され ます . 
・〈 フ ァイル 名 > を 指定 する と , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か らち 指定 し た く フ ァイル 名 〉 の 
プロ グラ ム を ロー ド し , 実行 し ます . 
・RUN コマ ンド を 実行 する と , すべ て の 開い て いる ファ イル を 閉じ ます が , R オ 
プシ ョ ン を 付け た 場合 に は , すべ て の ファ イル は 開い た まま に な り ま す . 

RUN "demo" 
・ ド ライ ブ 1 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 に ある "demo" と いう ファ イル 名 の プ ブログ 
ラム を ロー ド し , 実行 し ます . 











1 II 山 


FT 
II 行 例 | 中 上 人 tltiiiititttttttttttttitittttttHttttttttltitttItItIIIIIIINIIIININIIIIIIIINIHIIIII の 
り ) 





(a) 、 旨 内 

(b) run 1 の 9 の 回 

(c) run'2』test 。nsr" 回 
(d) 。 run "2 モモ 。nsP" 。F 回 


・(⑧) は , 現在 メモ リ 上 に ある ブロ グラ ム の 先頭 か ら 実 行 を 始め ます . 

・b は , 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム の 1000 行 か ら 実 行 を 始め ます . 

・(C) は , ドラ イブ 2 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 入っ て いる "test. nsr" と いう プロ グ 
ラム を ロー ド し て , 先頭 か ら 実 行 を 始め ます . 

・d は , 現在 オー プン し て いる ファ イル を 開い た まま , ドラ イブ 2 の フロ ッ ピ ィ 
ディ スク に 入っ て いる "test. nsr" と いう プロ グラ ム を ロー ド し て , 先頭 か ら 実 行 
を 始め ます . 


山腹 有 用 和 有用 山 軸 有 有 有 有 有 肌 有田 有 有用 軸 
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AA 


5AVE 


機 能 メモ リ 上 の プロ グラ ム を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ す る 

書式 | SAVE〈 フ ァイル 名 >〉[,A]J 

・< フ ァイル 名 >〉 で 指定 され る ファ イル に メモ リ 上 の プロ グラ ム を 書き 込み ます . 
指定 し た ファ イル 名 と 同じ 名 前 の ファ イル が 存在 し た 場合 に は , 古い 内 容 は 和 失わ 
れ て 新しい も の に 変更 され ます . 
<・A オ プシ ョ ン が 指定 され た 場合 に は , プロ グラ ム は アス キー 形式 で セー ブ さ れ 
ます . オプ ショ ン の 指定 が な い 場 合 に は , バイ ナリ 形式 に 圧縮 され て プロ グラ ム 
の セー プ が 行わ れ ま す . アス キー 形式 の セー ブ は , ベイ ナリ 形式 より ゃ 多く の 
ファ イル スペ ベース を 必要 と し ます が , MERGE コ マン ド の よう に , セー ブ さ れ た 
プロ グラ ム フ ァ イル を 操作 する 場合 に 用 いら れ ま す . また , アス キー 形式 で セー 
ブ プ さ れ た ファ イル は , デー タフ ァイル と し て 読み 出す こと が で きま す . 

SAVE "2 : sample " 
・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に , メス モリ 上 に ある プロ グラ ム を 
"sample" と いう ファ イル 名 で セー ブ し ます . 





It 行 UMUUUM 還 UUUUUUUUUU 





(a) AVe "2 も モ g 包 も 4 。ngn"[ 思 





0Dk 
(b) Save "2 も gs も 3。n5gPP 4a 回 
ロ k 


・(@) は , 現在 メス モリ 上 に ある プロ グラ ム を "test4 .nsr'" と いう ファ イル 名 で ドラ 
イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ し ます . 

・(b) は , 現在 メモ リ 上 に ある プロ グラ ム を "test3 . nsr'" と いう ファ イル 名 で ドラ 
イブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に アス キー 形式 で セー ブ し ます . 


II 有用 有 有 軸 軸 岬 山 有用 用 川 首 UUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : LOAD, MERGE 
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画面 制御 ステ ー ト メン ト 




















5CHEEN 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て 種々 の モー ド 設 定 を 行う 
書式 』】 SCREENL< 画 面 モ ー ド >]〕[ , < 画面 スイ ッ チ >]〔 , く ア クティ ブ ペ ー ジ >〉〕[ , く デ 
ィ ス プレ イペ ー ジ >]〕 








スク リー ン : screen 


解き ・< 画 面 モ ー ド 〉 は , グラ フィ ッ ク 画 面 の 最も 基本 的 な モー ド を 設定 する も の で 
す . PC-8001MK ISR は 4 種類 の 画面 モー ド を 持ち , それ ぞ れ 次 の よう に 設定 し 
ます . 


0: カ ラー モー ド [(640x200 ド ッ ト , 1 画面 ) 

1 : 白黒 モー ド 1 (640X200 ド ッ ト , 3 画面 ) 

2: カ ラー モー ド 1I(320xX200 ド ッ ト , 2 画面 ) 

3 : 白黒 モー ド I (320X200 ド ッ ト , 6 画面 ) 
・ < 画面 スイ ッ チ > は, 1 ビッ ト で 表現 され る "グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ "と 2 
ビッ ト で 表現 され る "優先 順位 スイ ッ チ "の 2 つの スイ ッ チ を 合わ せ 持 っ た バラ 
メー タ で す . 
"グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ "を 1 に する と , グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 を 禁止 
し ます . た だ し 表示 内 容 は 残っ て いま す の で , この スイ ッ チ を 0 に する こと に 
よっ て 再 表 示す る こと が で きま す . 
"優先 順位 スイ ッ チ "は , カラ ー モ ー ド に お いて , グラ フィ ッ ク 画 面 と テキ スト 
画面 間 に 表 示 の 際 の 優先 順位 を 決め る も の で す . 
< < 画面 スイ ッ チ 〉> の 2 つの スイ ッ チ は 次 の よう に 3 ビッ ト 人 対応 し て お り , 
0<7 の 値 で 指定 し ます . 


ビッ ト 2 。 ピット 1 ピッ ト 0 


優先 順位 スイ ッ チ グラ フィ ッ ク マ スク スイ ッ チ 


グラ フィ ッ ク 画 面 ( ペ ー ジ 1) と の 優先 順位 


2 画面 (ペー ジ 0) と 
(カラ ー モ ー ド II の み 有 効 ) 


優先 順位 


6 ッ ク 画 面 と テキ スト 画面 と の 
(カラ ー モ ー ド の み 有 効 ) 
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パラ メー | パラ メー タ の 値 





4 了 の 優先 順位 | グラ フィ ッ ク 画 面 








ーーー | 





表示 する 
表示 し な い 






TX>GO>G1 














TX>G1> GO 
表示 し な い 













表示 する 


G1>GO> TX 










GO0>G1> TX 









TX: テキ スト 画面 
GO: グラ フィ ッ ク 画 面 ( ペ ー ジ 0) 


G1l: 


グラ フィ ッ ク 画 面 ( ペ ベー ジ 1) 


・〈 ア クティ ブ ベ ペー ジ 〉> は , グラ フィック 命令 で 操作 の 対象 と な る ペー ジ の こと で 
す . 指定 する 値 は グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド に よっ て 上 異なり , 次 の よう に な り ま 


3 


カラ ー モ ー ボド 1 


白黒 モー ド 1 


白黒 モー ド I 


ーー ジー なり ます 。 


・ 0 (常に 0 を 指定 し ます ) 
・ 0 一 2 
カラ ーー ド 下 


0 一 1 


・ 0 一 5 
どの モー ド に お いて も ゃ も 上 


記 の 範囲 を 超え て 指定 し た 場合 , "Ilegal function call" 


・〈 デ ィ ス プレ イベ ページ > は, 複数 の ペー ジ の うち どの ペー ジ を 表示 する か を 指定 
し ます . この 指定 は 各 ペ ー ジ が ビッ ト に だ 対応 し た 6 ビッ ト の 2 進数 表現 (0 て 63) 


で 行い ます . 


ビッ ト 5 


ビ ピッ ト 4 ビッ ト 3 ビッ ト 2 ビッ ト 1 ビ ピット 0 
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た と えば ぱ ば, 
0=000000 ぁ の と き -… 全 ペー ジ 表 示し な い 
4=000100 ゅ の と きっ ペー ジ 2 の み 表 示す る 
5=000101 ぁ ゅ の と きっ ー ペ ー ジ 0 と ペー ジ 2 を 合成 し て 表示 し ます 
63=111111 ゥ の と きつ 全 ペ ー ジ 表示 し ます 
と な り ま す . 
この ペラ メー タ の 値 の 範 胃 は グラ フィ ッ ク 画 面 の モー ド に よっ て 異な り , 次 の よ 
うに な り ま す . 
カラ ー モ ー ド 1 : 0-1 
白黒 モー ド 1I  : 0-7 
カラ ー モ ー ド I : 0-3 
白黒 モー ド FI  : 0 一 63 
どの モー ド に お いて も 上 記 の 範囲 を 超え て 指定 し た 場合 , "Ilegal function call" 
エラ ー に な り ま す . 
・ こ の 〈 ア クティ ブ ベ ー ジ 〉> と 〈 く ディ スプ レイ ペー ジ 〉 の 設定 は 気 を 付け な いと , 間 
違っ て ペー ジ を 設定 し た り , 書き 込ん だ は ず な の に 表示 ペー ジ に な っ て いな いな 
どの た め , 思っ た と お り に 表示 で き な い こと が あり ます . 
・SCREEN 文 に よっ て 画面 モー ド を 設定 する と , 設定 され て いる ビュ ー ポ ー ト , 
LP の 値 は 初期 状態 に 戻さ れ ま す . つま り , ビュ ー ポ ボー ト は , 
(0 ,0) 一 (639 , 199)‥.640X200 ド ッ ト モ ー ド 
(0,0) 一 (319 ,199 ) 320X200 ド ッ ト モ ー ド 
に , また LP の 値 は (0, 0) に 設定 され ます . 
・〈 画 面 モ ー ド > を , 640X200 ド ッ ト モ ー ド (カラ ー モ ー ド 1 , 白黒 モー ド 1) か ら 
320X200 ド ッ ト モ ー ド (カラ ー モ ー ド IM, 白黒 モー ド 1) へ 変更 し た 場合 , また は 
その 逆 の 場合 , グラ フィ ッ ク 画 面 が 消去 され ます . 
・ 白 黒 モ ー ド に お いて , グラ フィ ッ ク 命 令 で (パレ ッ ト 番 号 〉> を 指定 し た 場合 は , 
0 か 0 以外 か に よっ て 黒 か 白 か を 判定 し ます . また 〈 バ レッ ト 番 号 〉 を 省略 し た 場 
合 は , カラ ー モ ー ド と 同様 , COLOR 文 に よっ て 設定 され て いる 〈 く フォ アグ ラウ ン 
ドカ ラー〉> の パレット 番号 が 採用 され ます . その 際 も , 0 か 0 以外 か の 判定 に より 
愚 , 白 を 決定 し ます . 
・ シ ステ ム 起 動 時 の モー ド 設 定 は , 
SCREEN 0 ,0,0,1 (カラ ー モ ー ド 1 , グラ フィ ッ ク 画 面 表 示 , テキ スト 
画面 優先 , ア クティ ブ ベ ペー ジ 0, ディ スプ レイ ペー ジ 
全 画 面 ) 
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と な っ て いま す . 


SCREEN 2 , 4 
・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 の モー ド を カラ ー モ ー ド 1I に 設定 し ます . さら に 表示 の 際 の 
優先 順位 を , 
グラ フィ ッ ク 画 面 ペ ー ジ 0 グラ フィ ッ ク 画 面 ペ ー ジ 1 テキ スト 画面 
だ し ます 


mt プ 口 グラ / rm 


1ist 回 

1 の 6 の 9 / SCREEN samp1e 

11 の SCREEN の 9 の iCLS diSCREEN ヨ 。9。9。63 
12 の FUR R= の 9 TU 3 の の STEP 6 の 9 

13 の X=4 の 9XCUS(R/ 18 の X3 。14)+16 の 
14@ Y=1 の 9 の 4 の XSGIN(R/ 1 の X3 14) 
15 の SCREEN ,』R/6 の 

16 の CIRCLE(X 』。Y) 9。7 

17 の 9 PAINT(X 。Y) 。1 。1 

189 NEXT R 

199 FOR 1=1 TO 1 の 

2 の 9 の FUR P= の TH 豆 


21 の SCREEN 』。 2^P 

22 の FUR WM= の TO 1 の isNEXT 
239 NEXT P 

24 の 9 NEXT 1 

2S の END 

0k 


・ 白 黒 モ ー ド で, それ ぞ れ の 画面 に 一 つ ず つ 円 を 描き , 画面 を 順番 に 表示 させ 
る こと に よっ て , 円 が 動い て いる よう に 見 せま す . 


IIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 和 和 肌身 箇 朋 利和 胃 胃 軸 作 II 


参照 :1.14 画面 モー ド 
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入出 力 ス テー トメ ント 








ET 


機 能 | ファ イル また は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 属性 を 設定 する 


書式 | SET<〈 ド ライ ブ 番 号 〉 , く "属性 文字 "〉 
SET 尋 く ファ イル 番号 〉 , く "属性 文字 "> 
SET く ファ イル 名 〉 , <" 属性 文字 "> 





ディ スク 


セッ ト : set 





[解説 ・ 指 定 し た ファ イル や フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に , ぐ ' 属 性 文字 "〉 に よっ て 指定 され た 
属性 を 付け ます . 属性 文字 は 大 文字 の "P", "R" で 指定 し , それ ぞ れ ライ トブ プロ テ 
クト (書き 込み 禁止 ,, リー ドア フタ ー ラ イト (書き 込み 確認 ) の 属性 を 付け ます . 
これ 以外 の 文字 が 属性 文字 と し て 指定 され た 場合 に は , 現在 設定 され て いる 属性 
が すべ て 解除 され ます . 

・< ド ライ ブ 番 号 〉 が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た ドラ イブ の 中 に 入っ て いる 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対し て 属性 が 付け られ ます . 

<・< フ ァイル 番号 〉 が 指定 され た 場合 に は , 以後 その ファ イル へ の 出力 に 対し て 指 
定 さ れ た 属性 が 作用 し ます . 

・〈 フ ァイル 名 〉 が 指定 され た 場合 に は , 指定 され た ファ イル の み に 属 性 が 付け ら 
れ , 同一 つの フロッピ ビィ ディ スク 中 の 他 の ファ イル に は その 影響 は 及び ませ ん . 

・P 属 性 を 付け る と , PRINT 尋 文 , PUT 尋 文 な どの 書き 込み 動作 が 禁止 され る 
と と も に , ファ イル の 削除 も ね で き な く な り ま す . 

・ 民 属性 を 付け る と , 書き 込み を 行っ た 直後 に 読み 出し を 行い , 正しく 書き 込み 
が 行わ れ た か の 確認 が され る よう に な り ま す . 確認 の 結果 , 正しく な か っ た 場合 
は "Disk I/O error'" エ ラー に な り ま す . 


SET: 沈 "PS 


。 ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 書き 込み 禁止 の 属性 を 付け ま 





す . 

Il 行 例 昨 目 和風 II 上 上 上 上 風 上 上 昨 に 上 III ーッ 較 IIIIIIIIIIIIIIIIHIIH 
呈 ら "の ォ モ 昌紀 。 ロ 后 の " の PPE 回 
0k 


Ki11 1 2 上 gs も 。nSrn "回 
F 1 1 弓 WC1t 司 DC ロモ e ヒ モ ted 
ロ k 

・ 実行 例 で , 始め に ドラ イブ 2 の フロ ッ ピ ィ ュ ディ スク に 入っ て いる "test .nsr" と 
いら ファ イル に SET 文 で ライ ト プ ロ テク ト を か け て いる た め , KILL コマ ンド で 
は ファ イル を 消す こと が で きま せん . 


lll 有 ll 和田 軸 有 山肌 用 用 有 II 山 UIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUOU 
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参照 : ATTR$S 
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数 値 関数 


エス ・ ジ ー・ エ ヌ : sign 


数 値 の 符号 を 返す 
書式 | SGN(< 数 式 >) 
解 説 ・< 数 式 > が 正 の 場合 は 1 を , 0 の 場合 は 0 を , 負 の 場合 は 一 1 を 返し ます . 


・< 数 式 > に は , 整数 型 , 単 精度 実数 型 , 倍 精 度 実数 型 が 指定 で きま す . 
SGN(0 .5) 1 


SGN(0) 0 
SGN( 一 0.5) = 


ーー 
II の / ログ ラ ム ハ し UM 


1 1 も 回 

1 の 9 の ′ BBN sampl@e 

11 の 9 SCREEN の , の 』CLS d 

12 の 9 LINE( の ,1 の の) 一 (639 。1 の 9 の) 。1 
13 の X=5 

14 の 9 FOR 1= の TO 31 .42 STEPF . の 5 
15 の =SGN (INT (CUS( 1 ) X2 の 9) ) 

1 6 の UN 5S+2 BUSUB 2 の の 。22 の 。24 の 
17 の 9 X=X+1 

18 の 9 NEXT 1 

19 の END 

2 の の 「D1U5 

21 の 9 PSET(X 2 の) 5 siRETURN 

22 の "zePO 

23 の 9 LINE(X 2 の) -(X 。179) 。5sRETURN 
24 の 「minug 

25 の FPSET(X 。179) 。5:RETURN 

ロ k 


・ 知 形 流 を 描き ます . 

・140 行 か ら の FOR 文 の 制御 変数 1 は , 角度 (ラジ アン) を 表し ます . 

・150 行 で 余弦 の 値 が 正 か 負 か を 調べ , 正 な ら 画 面 の 上 方 , 負 な ら 画 面 の 下方 に 
点 を 打ち ます . 


II 用 軸 胃 軸 用 有 山田 四 軸 軸 上 IIUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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区 
記 
滅 
敵 


ロ IN 


機 _ 能 | 正弦 (サイ ン ) の 値 を 返す 
書式 | SIN(< 数 式 >) 


・< 数 式 > の 値 の 正弦 (サイ ン ) を 返し ます . 
・< 数 式 > の 値 の 単位 は ラジ アン (z/180x 角 度 ) で す . 
・SIN 関 数 の 演算 は 単 精度 で 行わ れ ま す . 


SIN(3 .14159/180*30) 0 .5(SIN30*) の 値 ) 
SIN(3 .14159/180*60) 0 .866025(SIN(60) の 値 ) 


ーー 
II 7 口 グラ / ゝ 人 tttttttttttiitttttttttttttttttittt((( ぐ (IIII(I(INININIIIIIIINIIINIHNNIHNHNIHHNHHUHUHNHHHHHHHHHHHHIH 


サイ ン : sine 


1ist 回 

1 の 9 の / SIN sample 

1 1 の F ま ="CSE ビ (欄間 揚 " ) 三井 提 提 。 村 間 拉 拉 音 り 

129 INPUT "72 ト "VsH 

13 の 9 R=L_ MOL 1 の 

14 の IF R= の THEN PRINT "テイ キ ^ サレ マセ っ "ENLI 
15 の じ =1/GIN(R/ 1 の Xd.1416) 

16 の 9 FRINT USINB F を LC 

17 の ENH 

Ok 


Pt 回 
カ 2 ト " =? 鞭 副 回 
CSEC( 15" )= 3.637 の 


ロ k 
Pun 


カフ ト " :? る @ 回 
ESEC( 6 の 9)= 1.1 所 47 の 
0k 
・ 角 度 を 度 で 読み 込ん で , コ セ カ ント (CSEC) の 値 を 出力 する プロ グラ ム で す . 
・ 150 行 で 
csec の =ー1/sin の 


を 用 いて 計算 し て いま す . 


UIIIIIIl 山 lllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUWU 


参照 : COS. TAN, ATN 
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ミュ ー ジ ックス テー トメ ント 























SUUND 


機 能 | PSG の レジ スタ に デー タ を セッ ト す る 

書式 | SOUND く レジ スタ 番号 〉 , 数 式 〉 

解 。・ こ の ステ ー ト メン ト は 本 体 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド (PC-8801-10) 
が 接続 し て ある と き に 使用 し ます . 
s SOUND 文 は , ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド に 実装 され て いる 2 個 の 
PSG レジ スタ に 直接 デー タ を 書き 込み ます . 
・< 数 式 > は 0 て 255 ま で の 整数 で 指定 し ます . 
・2 個 の PSG に は それ ぞ れ 16 個 の レジ スタ が あり , 次 の よう な 機能 を 持っ て い 
まず 。 





サウ ンド : sound 


SOUND レジ スタ 表 





8BIT FT-A 
チャ ネル A 周 波 
4BIT CT-A 
8BIT FT-B 
チャ ネル B 周 波数 
4BIT CT-B 
8BIT FT-C 
4BIT CT-C 


























チャ ネル C 周 波数 








ノイ ズ 周 波数 5BIT NP 








チャ ネル 設定 








チャ ネル 4 ん 音量 





チャ ネル 日 音量 








チャ ネル C 音 量 











エン ベロ ー プ 周期 








ェ ン ベロ ー プ 形状 E3 | gz 





I/O ボー ト A デ ー タ | 8BIT パラ レル 1/O ポ ボー ト A 











I/O ポ ボート B デ ー タ | 8BIT パラ レル I/O ポ ー ト B 
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FT は 徴 調整 , CT は 主 調整 , NP は 周波 数 調整 を 意味 し ます . 

R7, R23 の 第 6, 7 ビッ ト お よび R14, R15, R30, R31 は , 音 を 出す に は 直接 関係 あ 
り ま せん (1/O ポ ー ト の 機能 は 無効 で す ). 

R8, R9, R10, R24, R25, R26 は , エン ベロ ー プ ・ モ ー ド に する と 音量 の 設定 は で 
きま せん . 

・ エ ン ベ ロ ー プ の 形状 に は 次 の よう な も の が あり ます . 


エン ベロ ー ブ プ 形 状 


R13, R29 の 値 エン ベロ ー プ パタ ー ン 




















*・ 詳 し く は , ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド に 添付 され て いる ユー ザー ズ マ 
ニュ アル を 参照 し て くだ さい . 

SOUND 7 , 0 

*・ ミ ュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド の PSG1 の レジ スタ 7 に 0 を 書き 込み ま 
す . 
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川 川 II プ 口 グラ ム 人 中 上 上 上 NHNNNiitttttttttiitttititititttttttittttttttttttttttttttttt(ttt(t(t(((((((((((t(t(((t(((((((((((((((t(tItttttttt0WitIIINUItl 
と の プロ グラ ム を 実行 する 場合 に は , 別売 の ※ ミ ュー ジッ クイ ンタ フェ ー ス ボー ド 
が 必要 で す . 





1 の の 9 / SHUNL 

11 の STOFN 

12 の 9 SOUNL 7。7 

13 の 9 SOUND 23。7 

14 の SUND 6.。39 

15 の SUUNLI 22 ..439 

16 の SHUND 13。』12 

17 の 9 SOUND 29。12 

1 の FUR 1!=1 TO 3 の 9 
19 の FOR し = の TO 15 
2 の の SHUNI 日 4 し 
21 の 9 NEXT L 

22 の FUR L=15 TO の BTEF -3 
23 の SOUNI 日 4 上 
24 の NEXT し 

25 の NEXT 1 

26 の 9 END 

ロ k 


・ 燕 気 機関 車 が 走る 音 を 出し ます . 

・120 行 と 130 行 で ノイ ズ の 設定 を , 140 行 と 150 行 で は ノイ ズ の 周 渡 数 を コン ト 

ロー ル し て いま す . 

・160 行 及び 170 行 で は エン ベロ ー プ の 形状 を 設定 し て お り , 200 行 と 230 行 で 音 

出し て いま す . 
WW 

注意 : ・ 本 体 に ミュ ー ジ ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド を 接続 し て 使用 する 場合 , ミュ ー ジ 
ッ ク イ ンタ フェ ー ス ボー ド の ジャ ン パ スイ ッ チ の ジャ ン パ コネ クタ は 取り 外し て 
くだ さい . 
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SPACES 


指定 し た 長 さ の 空白 文字 列 を 返す 
SPACE$( く < 数式) 


* バ 数 式 > の 数 だ け の 空白 を 持っ た 文字 列 を 返し ます . < 数 式 〉 の 値 の 範囲 は 
0 て 255 で す . 


SPACE$(7) 攻 srs 人 すす すす すす 


・7 個 の 空白 を 持っ た 文字 列 を 返し ます . 





スペ ー ス ・ ダ ラー : space $ 


ul イプ 口 グラ ム 何 NNNNNNm 


1 is も 回 

1 の 9 の ′ SPACE ま samp1e 

11 の 9 MIHTH 8B9 。25 

12 の FUR 1=-6 TO 6 

13 の 9 人 ま = じ CHR ま (&HB8B ) +SPACE ま (1 へ 2)+"%" 
14 の 9 PRINT 人 * 

15 の NEXT 1 

16 の 9 END 


" 玉 " で 放物線 を 描く プロ グラ ム で す . 
・130 行 で 
"1" 士 " エ の 2 乗 個 の 空白 " 十 "※" 
を 変数 A$ に 代入 し て いま す . IT は ーー6 か ら 6 ま で 変化 する た め , 変数 A$ を 順に 
出力 する と , " 玉 " が 放物線 を 描い て いる よう に 見 えま す . 


UIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 昌 II 岬 有用 軸 有 山肌 山上 山肌 用 軸 章 胃 還 前田 


参照 : SPC 
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エス ・ ピ ー・ シ ー : SDace 


指定 し た 数 だ け 空白 を 出力 する 
SPC (< 数 式 〉) 


・SPC 関 数 は , PRINT 文 な どの 出力 文中 で の み 使 用 する こと が で きま す . 
・〈 数 式 > の 値 の 範囲 は 0 て 255 で す . 


SPC(7) 匠 sns 値 う すす 


・ た だ し , PRINT 文 な どの 出力 文中 で 使用 し ます . 


! 


= 一 
II / 口 グラ ム rm 


1 igt 回 

19 の 9 / SFC samp1e 

11 の 9 MIHTH 8 の ,25 

12 の 9 FUR 1=-6 TO 6 

13 の 9 PRINT CHR ま (&HBB) jSPC( エ 2) 5"※ り 
14 の 9 NEXT 1 

15 の 9 END 

ロ k 


s・ SPACE$ 関 数 の ブ プログ ラム 例 と 同じ 動作 を し ます . 
・SPACE$ 関数 の 例 で は , 連結 し た 文字 列 を A$ に 代入 し て か ら 出 力 し て いま し 
た が , ここ で は "|" と 空白 と " 玉 " を 順に 直接 画面 に 出力 し て いま す . 


II 用 llUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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数 値 関数 


ouR 


機 能 | 平方根 (スク ウェ アル ー ト ) を 返す 
書式 | SsQR(< 数 式 >) 


・< 数 式 > で 指定 され た 値 の 平方 根 を 返し ます . 
・SQR 関数 の 演算 は 単 精度 で 行わ れ ま す . 
・〈 数 式 > の 値 が 負 の と き は "Ilegal function call'" エ ラー と な り ま す . 


SQR(2) 1 .41421 
SQR( 一 2 ) "lllegal function call" エラ ー 


川 川 II / 口 グラ / ゝ 人 NN 


スク ウェ ア ・ ル ー ト : square root 


1 it 回 

1 の の / SQR samp1le 

11 の PRINT " << SGUARE RUT TABLE >>" 
12 の 9 FUR N= の TO 1 の 

139 の PRINT "N ="』iN。 "ROOT (N) = リョ 

14 の PRINT SQR(N) 


15 の NEXT _N 

16 の END 
0k 
Fun 回 

くく SQRUARE ROOT TABLE >> 
N = の RUUT(N) = の 
N = 1 RUUT(N) = 1 
N = 2 RUT(N) = 1 .41421 
N = 3 ROOT (N) = 1 .7326@5 
N = 4 RUUT(N) = 2 
N = 品 RUUT (N) = 2.236 の 7 
N = 6 RUUT(N) = 2.44949 
N = 7 ROOT (N) = 2.645 フ 5 
N = RUT(N) = 2. ヨ 243 
N = 9 ROOT(N) = 3 
N = 1 の RUT(N) = .1622 昌 
ロ k 


・0 か ら 10 ま で の 平方 根 を 出力 し ます . 


MMUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI リ llUUUUUUUUUUUUM 
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51UP 


一 般 ス テー トメ ント 


o 


スト ッ プ : stop 


プロ グラ ム の 実行 を 停止 し て コマ ンド レベ ル に 戻る 


書式 | STOP 


・STOP 文 は ブ プログラム の 実行 を 停止 する も る ので, プロ グラ ム 中 の どこ に 置い て 
も か まい ませ ん . 
・STOP 文 を 実行 する と , 次 の メッ セー ジ が 表示 され , コマ ンド レベ ル に 戻り ま 


g 


Break in xxxxx 


(xxxxx 


・END 文 と 異 


は 停止 し た 行 の 行 番 号 ) 
な り , STOP 文 は ファ イル を 閉じ ませ ん . 


s CONT 文 に より , 停止 し た STOP 文 の 次 か ら プ ログ ラム の 実行 を 再開 する こと 


が で きま す . 


・ ブ ログ ラム の 実行 を 停止 させ ます . 


Pe 
IIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIII プ ログ ラ 7 や mMUUUUUUUUUUUUU 


1 st も 回 

1 の 9 ′ GTOP = 
11 の 1=1 の 

12 の 9 PRINT 1。 
13 の STOUP 

14 の 1=1+1 
15 の BUTOU 12 の 


Break in 13 の 
Ok 


amD1 


SQR(1 ) 


・ こ の ブロ グラ ム 例 は , 130 行 が な けれ ば 10 以 上 の 整数 と その 平方 根 を 次 々 と 出 
力 す る も の で す . 

・ 実 行 さ れる と , 10 と その 平方 根 を 出力 し て すぐ 停止 し ます . STOP 文 に よる 停 
止 な の で , CONT 文 を 入力 する こと に よっ て STOP 文 の 次 の 140 行 か ら 実行 を 続 


ける こと が で きま す . 
山肌 有朋 胃 軸 有 用 IIIIIUUUUUUUUUUUUUUI 
参照 : CONT 
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ミュ ー ジ ックス テー トメ ント 


TUPM 


スト ッ プ ・ エ ム : stop music 


機能] 初期 設定 を 行う 
STOPM 


更 
誤 


・ ボ リュ ー ム , オク ター プ ブ 等 の 音楽 機能 の 初期 化 を 行い ます . 

・PLAY 文 , SOUND 文 , VOICE REG 文 で 発生 きせ た 音 で , Key-on 中 (鍵盤 楽器 
に た と えれ ば , 鍵盤 を 押し た 状態 ) の 音 は STOPM 文 で 止め る こと が で きま す . 
た だ し , Release Rate の 設定 値 に よっ て は 音 が 残る も の が あり ます . 

STOPM 

・ 初期 設 定 を 行い ます . 


=ー 
川 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プ 口 グラ / ゝ 例 川上 上 上 和 III 


1 ist 

1 の の / GTOFM samp1e 

11 の 9 EBM @:ST ロ FN 

12 の 9 PLAY "@6 ロ STB の L1" 

13 の 9 PLAY "Vi1SC&C" 

14 の 9 FUR M= の TU 5 の 9:iNEXT 
15 の STOFM 

169 FLAY "VM15C&C" 

17 の 9 ENH 

ロ k 


・120 行 で 音色 を パイ プ オ ル ガ ン に し て , 130 行 で 音 を 出し ます . 150 行 で 
STOPM を 実行 する と , 160 行 で は オク ター ブ 4, テン ポ 120, 音符 の 長 さ 4(4 分 
音符 ) の パイ プ オ ル ガ ン の 音 で 演奏 され ます . 


UIl 有 有田 田 田 和田 田 有田 ll 田 ll 





STRS 


























エス ・ テ ィ ー・ ア ー ル ・ ダラ ー String $ 


機 能 | 数 値 を 文字 列 に 変換 し た 値 を 返す 

書式 | STR$(< 数 式 〉) 

・〈 数 式 ) に よっ て 指定 され た 値 を 文字 列 に 変換 し た 値 を 返し ます . < 数 式 > の 値 は 
すべ て の 数 値 型 を 使う 9 こと が で きま す . 
・ 変 換 さ れ た 文字 列 の 最初 の キャ ラク タ は 符号 で す . ( 正 の 数 の 場合 は 空白 , 負 
の 数 の 場合 は "ー" と な り ま す .) 


STR$(123) 


返さ れる 値 ) "123" 


STR$( 一 1 .5E 二 10) "ー1 .5E 二 10" 


UI 7 ログ ラ mmlUUUUUUUU 


1 igt 回 


1 の の / BTR ま =amp1e 
11 の INPUT 本 :1TF 仙 井 く の 提 HR 1 ロ +16 ニ < 谷井 THEN 11 の 
1 2 の 0 本 =GTR ま ( 谷 析 ) iL=LEN( 人 まま) 一 1 


13 の 9 K=L MOL 


3:IF ド K= の THEN KK=3 


1 4 の BE ま =LEFT ま (谷本 。K+1 ) : 人 本 =M1L 生 ( 介 ま 。K+2 ) 
1 の IF 人 Q ま ="! THEN 199 

1 6 の 本 = 日 本 +! リキ LEFT 生 (年 。3) 

1 7 の 人 Q ま =MIH ま (人 まま 。4) 


18 の 9 BUTO 15 の 9 
19 の 9 PRINT B 生 


2 の の ENLI 
Ok 
記 


ロ k 

PUun 回 

2 128 紹 
123 

ロ k 

"un 回 


un[ 記 
2 123456789 回 
123 。456 。 789 


っ 1234567B9 の 1234567 回 
? 1234567899 の 123456[ 丹 
1 234 。567 。 ヨ 9 の 。 1 23 ,456 


Ok 


・ 正 整数 を 読み 込ん で , 3 桁 ご と に "," を 付け て 出力 し ます . 
・ 倍 精度 実数 は 16 桁 まで は 指数 形式 を 用 いな いで 表示 で きま す . し た が っ て , 読 
み 込 ん だ 数 値 が 16 桁 を 超え た 場合 は , 110 行 で も う 一 度 読み 込む よう に し て いま 


す . 


・120 行 で 読み 込ん だ 数 値 を 文字 列 に 変換 し て いま す . 


II 有用 衝 軸 昌和 軸 国 I 利 衝 軸 軸 IIUUUUUUUUUUUUMIUUII 


参照 : VAL 
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5TRINGS 


























スト リン グ ・ ダ ラー : string $ 


機 能 ! 指定 し た 文字 か ら な る 指定 し た 長 さ の 文字 列 を 返す 


書 式 STRING$ (< 式 〉 , 


く 文字 列 > | ) 
数 式 〉 





解 説 ・ 与 える 文字 は , 〈 文 字 列 〉/ ま た は < 数 式 > に よっ て 指定 し ます . 〈 文 字 列 > の 場合 , 
最初 の 1 文字 が 有効 で す . < 数式 > の 場合 は キャ ラク タコ ー ド (0 へ 255 の 範囲 の 値 ) 
で 指定 し ます . 


STRING$(5," 玉 ") 医 s れ る 値 う "「 玉 来 来 来 ※" 


STRING$(2 , 75) 返さ れる 値 う "KK" 


UI の / 口 グラ ム 例 上 川上 上 上 上 II 風 


1 も 回 


1 の の ′ STRING ま $ sample 


11 の INPUT 


り "モミ バレ リ ヨ ニュ ウリ ョ フ シテ フグ "サイ リョ 人 生 


129 し =LEN (人 Q ま ) 


13 の 9 PRINT 
14 の 9 PRINT 
1 の PRINT 
16 の 9 PRINT 
17 の 9 PRINT 
1 の END 
Ok 

Fun 回 


モリ 。 ラコ ュ 


STRING ま (L+4 。"+ け ) 
"キリ sBPC(L+1) "キリ 
FDL 

リコ LU sSPC (し +1 ) 本 
STRING ま (L+4 "オキ すげ) 


ウリ ョ ワー シテ 27" サイ GTRING samp1@ DCOP& 人 回 


キキ キキ 二 十 二 十 二 二 二 キ キ 二 キ 二 二 二 キ 二 キ 二 二 士 二 二 


十 
+ STRING ま * 
十 


十 
amD1 己 DCOgdPam 
二 


キキ キキ キキ キキ キキ 二 二 キ 二 二 二 二 二 キキ 二 


Ok 


・ 読 み 込 ん だ 文字 列 を " 十 " で 囲ん で 出力 する プロ グラ ム で す . 
川上 川上 上 上 上 上 III 上 和則 上 III 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


参照 : 資料 8 キャ ラク タコ ー ド 


一 般 ス テー トメ ント 


SWAP 


2 つの 変数 の 値 を 交換 する 

書式 | SWAP< 変 数 名 1〉 , < 変数 名 2> 

・ ど の 型 の 変数 (整数 , 単 精度 , 倍 精度 , 文 字 , 単 純 変数 と 配列 変数 に か か わら 
ず ) で も , SWAP 文 に より その 値 を 入れ 替え る こと が で きま す . た だ し , その 2 
つの 変数 の 型 は 一 致し て いな けれ ば な り ま せん . 
・〈 変 数 名 2> が 単純 変数 (配列 変数 以外 の 変数 ) の と き , その 変数 に は 値 が 定義 さ 
れ て いな けれ ば な り ま せん . < 変数 名 1〉 の 変数 は , 定義 きれ て いな く て も か まい 
ませ ん . 


SWAP A$,B$ 


*・A$ と B$ に 入っ て いる 値 を 入れ 替え ます . 
ul イプ 各 アル パル mmm 


スワ ッ プ : swap 


1 1st 回 

1 の 9 の / SMAP sample 

1 1 の 人 Q 生 = リグ ロー"』B 本 = リリ ナ コリ ョ ビ 本 = リア イジ テイ マス "本 = リキ ラリ テイ マス " 
12 の GUSUB 16 の 

13 の SMAP 人 本 ,B 和 を :SMAP を, 本 

14 の BUHSUB 16 の 

1S の END 

16 の 9 PRINT USINB "& & jn & & ラ & 0 ョ 人 本 。 昌 本 。 じ ま 
17 の 9 RETURN 

Ok 

un [ 

ダ ロ ー いい いす ナコ アイ シテ イマ ス 

いい ナコ i\ タロー 9 キラ w テ イマ スズ 

Ok 


2 


4 


ハナ コ ヲ アイ ン テ イ マス "と , "ハナ コ ハー タロ ー ラ ヲ 
補 ラ ッ テ イ マス” と いう 丈 を 軸 力 する プロ グラ ム で す . 

・130 行 で , "タロ ー" と "ハナ コ ", "アイ シテ イマ ス " と "キラ ッ テ イ マス " を それ 
ぞ れ 入れ 替え て いま す . 


II 上 II 旧 上 上 上 上 利 則 旧 上 旧 上 和 上 上 
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に 
\ 


TAB 


藻 
軸 


| 
避 届 


指定 され た 桁 位置 まで 空白 を 出力 する 
TAB (< 数 式 〉) 
・TAB 関 数 は PRINT 文 な どの 出力 文中 の み で 使用 され ます . 


・< 数 式 > の 値 の 範囲 は 0 て 255 で す . 
"< 数 式 〉 の 値 が 1 行 当たり の 桁 数 より も 大 きく な っ た と き は 自動 的 に 改行 きれ ま 


す . 


TAB(20) (20 桁 目 ま で の 空白 ) 


・ た だ だし, PRINT 文 な どの 出力 文中 で 使用 し ます . 


潤 
導 
導 
幣 


・tab 


Il 口 アル アパ mil 


1 gt 回 


1 の の / TB samp1e 
11 の FUR LEG= の TU 1 の STEP 2 の 
RQD=DEG/ 1 8 の Xd .14159 


12 の 
13 の 
14 の 
1S の 


PRINT "DEB =" ョ DEGs 


PRINT TaB(15) "SIN(DEG) ="』SIN(RAD) 


FRINT TAB(4 の ) "CUS (HEG) =" 』CUDS (RaD ) 
16 の NEXT DEG 


17 の 9 ENH 


ロ k 
Fun 回 
LEG = 
DEG = 
HEG = 
IEG 


HEG 
DEG 
LEG 


DEG 
THIEG 
DEG 
Ok 


@ 
2 の 
4 の 
6 の 
B の 
1 の の 
12 の 
14 の 
16 の 
1 の 


SIN(HEG) 
SIN(DEG) 
SIN(DEG) 
SIN(DEG) 
SIN(HEG) 
SIN(DEG) 
SIN(HEG) 
SIN(DEG) 
SIN(HEB) 
IN(DEG) 


HH HHMHHHH 


に リ 


・34292 
・642787 
日 66925 
7B4B の 8 
・984B の 8 
・B66@26 

・ ら 427B 

・ づ 42923 

2 . ヨ の BBEー の 6 


COS (LEG) 
CUS (DEG) 
CUS (HEG) 
CO0S (DEG) 
CUS (HEG) 
CO0S (DEB) 
CO08S (HEG) 
COS (DEB) 
CDS (HEG) 
CUS(DEG) 


・ 角 度 と , その 正弦 と 余弦 を 出力 する プロ グラ ム で す . 


・140 行 と 150 行 の TAB 関 数 で , 


ろ え て 出力 させ て いま す . 


IIIUIIIIIIIIII 有 II 山 和 有用 山 軸 岬 田 用 胃 利 軸 有朋 利 軸 胃 朋 軸 軸 四 軸 軸 軸 有 用 胃 回 田 軸 用 有 有田 


参照 : SPC 
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= ニー.939693 
= 。766 の 45 
= 。5 の の の 9 の 1 
ヨー。17d3649 
= ミー・1 7d647 
ニー 。499999 
ニー 。 766 の 4 
= モー . ワ 939692 


"SIN" と "COS" を それ ぞ れ 15 桁 目 と 40 桁 目 に そ 


数 値 関数 





TAN 


正 接 (タン ジェ ント ) を 返す 
書式 | TAN(< 数 式 >) 


・ < 数式 〉 の 値 の 正 接 ( タ ンジ ェ ン ト ) を 返し ます . 
・ < 数式 > の 値 の 単位 は ラジ アン (z/180 x 角度 ) で す . 
・TAN 関 数 の 演算 は 単 精度 で 行わ れ ま す . 


TAN(3 .14159/180*30) 0.57735(TAN(30) の 値 ) 
TAN (3 .14159/180*60) 1 .73205(TAN(60) の 値 ) 


mit" プ 口 グラ ム 例 TI 有用 用 有 有用 山腹 有用 用 有用 有 有用 四 胃 軸 胃 軸 目 由 軸 軸 軸 吊 軸 UIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 





タン ジェ ント : tangent 


1 1 も 回 

1 の の / TaN samn1G 

1 1 の F 人 年 = "CDUT ( 揚 村 盾 ) 三 枯 装 韻 。 提 提 拉 拓 提 
12 の 9 INPUT "2 ト ~ "sh 

13 の 9 R=D MOD 1 の 

14 の 1F R= の 9 THEN PRINT "テイ キ ^ サレ マセ フ " sENI 
15S の C=1/TQN(R/ 18 の Xd。1416) 
16 の 9 PRINT USINB F*$』h。 ビ 

17 の 9 END 

Ok 

Fun 回 

カ 2 ト " 』2 4 き 回 

CUT( 45*)= 1 . の 999 の 

Ok 

PUun 回 

カ 2 ト "kk? 3 の 回 

COT( 3 の 9? )= 1.732 の 5 

Ok 


・ 角 度 を 度 で 読み 込ん で ユタ ンジ ェ ン ト (COT) を 求め る プロ グラ ム で す . 


・150 行 で 
cot の 9 三 1/tan の 
を 使っ て 求め て いま す . 


fl 有用 有 用 岳 有 用 有 Ip 前 胃 胃 用 UUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
注意 : ・TAN 関 数 は 
TAN(〈 数 式 >) = SIN(〈 数 式 >) /COS( く 数 式 〉) 
と いう 式 で 算出 し て いる た め , COS 関 数 の 値 が 0 と な る と き ( つ まり , < 数 式 > の 
値 が z/2, 3z/2, 5z/2, . . . の と き )"Division by zero" エ ラー と な り ま す . 
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書 式 


TIMES 


文字 予約 変数 


タイ ム ・ ダ ラー :time $ 


内 蔵 の カレ ンダ 時 計 の 時 刻 を 返す 


TIME$ 
・TIMES 変数 を 参照 する こと に より 内 蔵 カ レン ダ 時 計 の 時 刻 が 得 られ ます . 
・ 時 刻 は 8 文字 の 文字 列 で 返さ れ , 文字 変数 に 代入 し た り , PRINT 文 で 内 容 を 表 


示す る こと が で きま す . 
・ 時 刻 を 設定 する に は , TIMES$ 変 数 に 次 の 形式 の 文字 列 を 代入 し ます . 
"HH : MM : SS " 
HH …・ 時 (00 一 23) 
MM・・・ 分 (00 一 59) [ 各 2 文 字 で 指定 し ます . 
SS ・…・ 秒 (00 一 59) 


TIME$ (現在 の 時 刻 ) 


TIME$ 三 "21:11:00”" 
・ 内 蔵 カ レン ダ 時 計 に 21 時 11 分 を 設定 し ます . 


mtt( ブ プ 口 グラ / い UM 


1 wt 回 

1 の の 9 ′ TIME ま samp1l 

11 の 9 MIDTH 49。29 iCLS 

129 LUCATE 13』7 

13 の PRINT "22" イマ ノミ が コ 2" 
14 の 9 LUCATE 15。9 

15S の PRINT TIME ま 

16 の GOUTO 14 の 

ロ k 


。 画面 上 に 時 刻 を 表示 させ ます . 


TIDUUUUUl 山 lllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUWUUU 


の 
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一 般 コ マン ド 


THUN/TROFF 


トレ ー ス ・ オ ン / ト レー ス ・ オ フ : trace on/trace off 


実行 トレ ー ス モー ド を 制御 する 
RON 


TROFF 


・ プ ログラム の デベ バッグ の た め だ 実 行 ト レー スモ ー ド が あり ます . トレ ー ス モー 
ド で プロ グラ ム を 実行 する と , 実行 され て いる 行 の 行 番号 が 表示 され ます . 
・TRON コマ ンド で 実行 トレ ー ス モー ド に 入り ます . TROFF コマ ンド は , それ 
を 解除 する コマ ンド で す . NEW コマ ンド を 実行 し た 場合 も , 実行 トレ ー ス モー 
ド は 解除 され ます . 


・ 実 行 ト レー スモ ー ド に 入り ます . 


mt((("(m 守 行 rm 


1 1 も 

1 の 9 の 9 ” TRON/TRUFF samp1e 
11 の 1=1 

12 の 9 PRINT Ii 

13 の エニ 1+1 

14 の IF I<=d THEN 12 の 
15 の ENH 

ロ k 

も pon 回 

ロ k 

Pu 

[1 の 9 の 9][11 の 9][129] 1 
[13 の][ 149][ 129] 2 
[139][14 の 9][129] 3 

[ 13 の ][ 14 の ][ 15@] 





・TRON コマ ンド を 使っ て , 上 記 の プロ グラ ム の 実行 され て いる 行 番号 を 表示 し 
て いま す . TROFF コマ ンド に より , 通常 の 実行 状態 に 戻っ て いま す . 


山田 有田 
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特殊 関数 


USR 


書 式 


ユー ザ : user 


機械 語 で 作ら れ た ユー ザ 関 数 ルー チン を 呼び 出し , その 値 を 返す 

USR 〔 く 番号 >] (〈 引 数 >) 

・USR 関数 は , ユー ザ の 作成 し た 機械 語 関数 シー チン を 呼び 出し ます . 

・USR 関数 は , DEF USR 文 で 実行 開始 番地 を 設定 し た 上 で 使用 し ます . 

・< 番 号 〉 は 0 て 9 の 値 で , DEF USR 文 に より 定義 され た 番号 に 対応 し ます . 〈 番 
号 〉 が 省略 され た 場合 は 0 と 見 な され ます . 

・< 引 数 > に より BASIC か ら 機 械 語 ル ー チ ン へ の 値 の 受け 渡し を する こと が で き 
ます . 

・USR 関数 の 詳し い 使 い 方 は , 3 章 機械 語 プ ログ ラム の 呼び 方 を 参照 し て くだ 
さい . 


USR3(0) CUSR3 関数 を 呼び 出し て 返さ れる 値 ) 


II / 口 グラ ム rmmmmmmmmUUUUUUUMMMM 





1:st 回 

1 の 9 の / USR samp1le 

11 の CLEAR 3 の 9 ,&HBFFF 

12 の HEF USR=&zHC の の の 5: BUSUB 21 の @ 

13 の 9 CUNSULE の 9。25 の 。1 :MIDTH 8 の ,2S iCLS 
14 の 9 FUR 1=1 TU B の X24 

159 PRINT "の 7 

16 の 9 NEXT 1 

17 の 9 CLS:FUR 1=1 TH 5 の の giNEXT 1 

1 の VaDX=&HF3CB 

19 の 1=USR(VQADX) sFHR ユエ =1 TO S@3gNEXT 1 
2 の 9 の END 

21 の FOR AL=&HC の の の TH &HC の 15 





22 の REQH DaiPUKE AD 。DAa 

23 の 9 NEXT AD 

24 の RETURN 

25 の DaTaA &HZE ョ 7 LD 代 。(HL) 
26 の DaTaA &H23 7 INC HL 
27 の DaTA _&H66 ョ 7 LD H。』 (HL ) 
28 の DaTQ &H6F s 7 LH La 
229 DaATA &H3E ,&HE タ 5 LD に すん 
3 の 9 の DaTA &H11 。&H2B 。&H の の sg" LD DE ,4 の 
1 の DaTa &HOE 。&H19 0 LD C 2S 
32 の DaTQ &H の 6 。&HS の s/ L1s LD B , ヨ の 
33 の 9 DAaTA &H77 s/ L2g LHD (HL) 。 
34 の DaTA &H23 s7 INCE HL 
35 の DATA &H1 の 9 。&HFC 9 hJNZ L2 
36 の DaTaA &H19 7 DD HL。DE 
37 の LQTA &HO の D 7 HEC ヒ C 

3 の DATA _&H29 。&HF6 7 JR NZ ,L1 
39 の HaTR &HC9 s? RET 

ロ k 


・BASIC と 機械 語 の プロ グラ ム で テキ スト 画面 全体 に " 章 " を 2 回 描き ます . 
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・ こ の ブロ グラ ム 例 は DEF USR 文 と 同じ も の で す . 
川上 卓上 和則 上 上 上 敗 川上 III 


参照 : DEF USR 
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VAL 


機 能 | 文字 列 








バリ ュー : value 


の 表す 数 値 を 返す 


書式 | VAL ベ 文字 列 >) 


・ く 文字 列 〉 を 数 値 に 変換 し た 値 を 返し ます . 
・ く 文字 列 )》 の 最初 の 文字 が "オリ ー リ "あし リリ また は 数 字 で な けれ ば VAL 関 


数 の 値 


は 0 に な り ま す . また , 数 字 以 外 の 文字 (た だ し , 16 進数 の 場合 の "4 ん "一 


"F".。 &H の "H",。 お よび 指数 表現 の "D" と "E" を 除く ) が 含ま れ て いる 場合 


れ 以 降 
e 文字 


we 


の 文字 は 無視 され ます . 
列 中 の スペ ー ス は 和 無視 し ます . 


123") [ 吾 品 123 


VAL("&HFF") 255( 一 &HFF) 


II 7 口 グラ ム 、 人 中 itititiitttttttttttttttitttt(( ぐ "(tt 


12 の H=VaL (LEFT ま (T* ま 。2) ) 

13 の M=VAL (MI を (T ま 4 。2) ) 

149 =VAL (RIBHT ま (T* 。2) ) 

15 の GS=HX コ 6 の の +MX6 の +8 

16 の PRINT "の の : の の: の の カラ "iT を" マテ TO" s 
129 PRINT SSj" タ " ズ " 

1 の END 


uf 回 
99:99』 
0Uk 


99 カラ 15i12:94 マテ "nn 54Z24 丸 デ デ ズ 


・00 : 00 : 00 か ら 現 在 の TIME$ 変数 の 時 刻ま で の 秒 数 を 出力 する プロ グラ ム 


で す . 


参照 : STK$ 





・120 行 か ら 140 行 で , 時 , 分 , 秒 を 表す 文字 列 を 数 値 に 変換 し て いま す . 


IIIIIIUUUUmmmlmm パ ルク mllllllllUUUUUUUUUWUMMMMU 


特殊 関数 


VAHPTR 


機 能 | 変数 の 格納 され て いる メモ リ 番 地 , ファ イル に 割り 当て られ て いる バッ ファ の 先 
頭 番地 を 返す 

書式 | VARPTR (< 変数 名 > ) 
VARPTR ( 存 く フ ァイル 番号 〉) 

解 ・ 引 数 と し て < 変数 名 〉 を 指定 する と , その 変数 の デー タ が 格納 され て いる 変数 領 
域 の メモ リ 番 地 を 返し ます . この と き 指 定 さ れる 変数 は 値 が 代 人 され て いな けれ 
ば な り ま せん . 


バリ アブ ル ・ ポ ボ ポイ ンタ : variable pointer 


変数 テー ブル 多久 VARPTR の 値 で 示さ れる 


下位 番地 上 位 番 地 一 









ーー ニーー プ 
2 バイ ト 2 バイ ト ( 下 位 , 上 位 の 順 ) 


本 [4 gae の ー2 
ーーーーーーーー ご 





2 バイ ト 4 バイ ト 





倍 精 度 型 
ーーーー 
2 バイ ト 8 バイ ト 
文字 型 「3 | 変数 名 用 トリ ング ディ スク リプ タ 
ーー 





2 バイ ト 3 バイ ト 


スト リン グ デ ィ ス クリ フタ 


実際 に 文字 列 が 格納 され て いる メモ リ の 先頭 番地 
文字 列 の 長 さ 


・ 引 数 と し て く 〈 フ ァイル 番号 〉 を 指定 する と , その 〈 フ ァイル 番号 > に 割り 当て られ 
て いる 入出 力 ベ ッ フ ァ の 先頭 番地 一 9 を 返し ます . 


VARPTR(#1) 眉 s3 (入出 力 ペッ ファ 1 の 先頭 番地 


MI 上 利 プ 口 グラ ム mmm 





1 jst 回 
1 の の / VaRPTR samp1e 
11 の 9 HEFINT 人 

12 の INFUT "Value"s 人 n 
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13 の 9 QAD=VQRPTR(A) 
14 の 9 AL=(/2) MOD 256 
15 の H= ニ (人 Q ギ 2 ) \2 呈 6 
16 の 9 FUKE RaLI。QL 
17 の 9 PURE an+1 。aH 
18 の PRINT a 

199 GOTO 12 の 

Ok 

Pu 回 

Val ue? 32Z45 固 
622 

Val ue? 品 3@ 因 

255 

Val ue? ダ @3 呈 較 
4517 

Va] ue? (Te 困 

Break in 12 の 

Ok 


・ 整 数 値 を 読み 込ん で , その の 値 を 出力 し ます . 小数 点 以 下 は 切り 捨て ます . 
・130 行 で , 実数 A の 値 が 格納 され て いる アド レス を 変数 AD に 代入 し ます . 


・140 行 と 150 行 で 上 位 バ イト と 下位 ベイト を 別々 に 求め て , 160 行 と 170 行 で 直接 
値 を 書き 替え て いま す . 


II 上 III 上 II 
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グラ フィ ックス テー トメ ント 


VIEW 


グラ フィ ッ ク 画 面 上 で の ビュ ー ポ ー ト を 設定 する 


VIEW(gx1 , gy1 ) 一 (gx2 , gy2 ) 
解説 ・(gxl, gy), (gx2, gy2) を 対 角 と する 長方形 の 枠 内 を グラ フィ ッ タ ク 領域 と し て 
指定 し ます . グラ フィ ッ ク 領 域 と は , グラ フィ ッ ク 命 令 の 操作 対象 と な る 座標 系 
の こと で , ビュ ー ボ ポー ト と 呼び ます . 
・VIEW 文 は グラ フィ ッ ク 領 域 の 指定 を 行う だ け で , 実際 の 画面 に 対す る 操作 は 
行い ませ ん . 
・gxl ぐ gx2, gy1 ぐ gy2 が 成り 立た な い 場 合 , ある い は これ ら の 座標 が 次 の 範囲 に 
な いと き は "Ilegal function cal" エ ラー と な り ま す . 
0 芋 gx1 , gx2 (639(640X200 ド ッ ト モ ー ド ) 
319(320X200 ド ッ ト モ ー ド ) 
0 ミミ gy1 , gy2 ミ 199 


ビュ ー・view 


・LP は , ビュ ー ボ ポー ト の 左上 の 頂点 (gx1, gy1) に 設定 され ます . 
・ シ ステ ム 起 動 時 , SCREEN 文 (第 一 パラ メー タ が 設定 され て いる ) 実 行 後 の 
ビュ ー ボ ポー ト は 次 の よう に 設定 され て いま す . 
640X200 ド ッ ト モ ー ド (SCREEN 0 又は SCREEN 1) 
VIEW(0,0) 一 (639 ,199) 
320x200 ド ッ ト モ ー ド (SCREEN 2 又は SCREEN 3) 
VIEW(0,0) 一 (319 , 199) 


・CLS 2 また は 3 を 実行 し た 場合 , グラ フィ ッ ク 画 面 は ビュ ー ポ ー ト 内 の み が 消 
去 さ れ ま す . 


VIEW(0,0) 一 (99 , 99) 


・ ビ ュー ポート を (0, 0) て (99, 99) に 設定 し ます . 


II プロ グラ ム 人 中 上 人 NNNNWWfHWNWWliNtHtttttmmmmm 


1 3 も 固 

1 の の 9 / VIEM samp1 

11 の 9 SCREEN の 。 の iCLS 3 

12 の 9 FUR 1I= の TO 19 の 

13 の X1=RNH( 1 ) X64 の 』 X2=RNH( 1 ) X※64 の iTIF X1>=X2 THEN 13 の 
14 の Y1=RND( 1 ) X2 の の 』Y2=RND( 1 ) X2 の の IF Y1>=Y2 THEN 14 の 
1 5 の COLUR 』RNH( 1 ) 7+1 

1 6 の VIEM(X1 。Y1) 一 (X2。Y2) 

1 7 の CLS 2 

18 の 9 NEXT 1 


























199 ENH 
Ok 


・ い ろ い ろ な 四角 形 を 描き ます . 

・130 行 か ら 140 行 で 乱数 を 使っ て ビュ ー ポ ー ト の 座標 を 求め , 150 行 で バッ ク グ 

ラウ ンド カラ ー を 設定 し ます . 

・160 行 で , 130 行 お よび 140 行 で 求め た 座標 で ビュ ー ポ ー ト を 設定 し ます . 

・170 行 で , 150 行 で 指定 され た バッ ク グ ラウ ンド カラ ー で ビュ ー ポ ー ト 内 を 消去 

し ます . つま り , ビュ ー ポ ボー ト 内 を バッ ク グ ラウ ンド カラ ー で 沙 り つぶ すこ と に 

よっ て 四角 形 が 描か れる こと に な り ま す . 
mWititttitiWiWitiWitttiWititiWiiitttiiWtiiWiWitiWitiliWitttiWiittiWtitttittttttttttWttttttttittittttiiiitttItttiiiilit 


参照 : SCREEN, CLS 


グラ フィ ッ ク 関 数 


VIEW 


ビュ ー ポ ー ト の 設定 位置 を 返す 


VIEW (< 機能 〉 ) 
・VIEW 文 に より 設定 され て いる ビ ピュー ポート の 位置 (gx1, gyl) 一 (gx2, gy2) を 
返し ます . 
・〈 機 能 > は 0 て 3 の 整数 値 で 指定 し ます . 
0: ビ ュー ボー ト 左 上 の 頂点 の 叉 座標 Cgx1) 
1: ビ ュー ポー ト 左 上 の 頂点 の Y 座 標 (gy1) 
2: ビ ュー ボー ト 右 下 の 頂点 の X 座 標 (gx2) 
3: ビ ュー ポー ト 右 下 の 頂点 の 座標 gy2) 


VIEW(0) (ビュ ー ポ ボー ト 左 上 の 頂点 の XX 座 標 値 ) 


ll ウッ M 軸 | レル 7/ パ mm 


1 1wt 回 

1 の の / VIEM samp1e 

11 の VIEM(19 の 9 。2 の ) (3 の 。4 の ) 

12 の IF VIEM( の ) =1 の QAND VIEM( 1 ) =2 の AND VIEM(2) =d の QND VIEM(3) =4 の 
THEN PRINT "Bood VIEM function" 

13 の ENI 

ロ k 


・VIEW(10, 20) 一 (30, 400) で ビュ ー ポ ー ト を 設定 し た あと , VIEW 関数 で 読み 
込ん だ 座標 と 指定 し た 座標 が 一 致し て いた ら "Good VIEW function" を 出力 し ま 
す . 
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ビュ ー : view 


参照 : VIEW 


の の 7 


VUICE 


機 能 | 音色 を 設定 する 


ミュ ー ジ ックス テー トメ ント 











ボイス : voice 


VOICE く 整数 配列 名 1 〔, く 整数 配列 名 2〉]〔, く 整数 配列 名 3] 
・ 指定 され た 配列 変数 の 値 を 音色 設定 の ベラ メー タ と し て FM 音源 に 送り , 音色 


を 設定 し ます . 


・ 整 数 配列 名 1 て 3 は , それ ぞ れ チャ ネル 1^ へ 3 に 対応 し ます . 
・ 配列 変数 は DIM 文 で 定義 し , 添字 は (4, 9) で 宣言 し ます . 
・ 各 配列 変数 の 意味 は 次 の よう に な り ま す . ここ で は 配列 変数 名 を V% と し て 説 


明 し て いま す . 


V%(0, 0)・ Feedback( フ ォ ィ ー ド ベッ ク )/Algorithm( ア ル ゴ リ ズム ) 
これ は 6 ビッ ト の デー タ に な っ て いて , 以 下 の 意 味 を 持っ て いま す . 


[oolssl54lpslpslglopel 
ューーーーーーーーーーーーーーーーーーー 





Feedback Algorithm 


使用 例 ) V%(0 .0)=8※ ポ FB 十 AR 
FB は Feedback を 意味 し , 0 て 7 の 値 を 指定 し ます . 
AR は Algorithm を 意味 し , 0 て 7 の 値 を 指定 し ます . 
Feedback 
第 1 オペ レー タ の 変調 度 を 決め ます . 指定 で きる 男 囲 は 0 て 7 まで で , 大 
きく 指定 する ほど 金属 的 な 音 に な り ま す . 
第 1 オペ レー タ は 自分 自身 の 出力 を 変調 信号 と し て いる た め , この 変調 
度 を これ に より 制御 し ます . 








Algorithm 
4 つの オペ レー タ の 接続 の 仕方 を 決定 し ます . 指定 で きる 範囲 は 0~7 ま 


で で し 


それ ぞ れ 次 の よう な アル ゴリ ズム を 選択 し ます . 
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V%(0, 1): Operator mask( オ ベレー タ マス ク ) 
各 オ ペレ ー タ を 使用 する か 耕 か を 決定 し ます . 0 で オペ レー タ を 
OFF, 1 で オペ レー タ を ON に し ます . それ ぞ れ の 値 は 次 の と お り で 
す . 


オペ レー タ 


| 値 
oOP4 | ops | opz | op 
0 








つ 
に 2 








つど ー ビ ロー ビビ ビジー ご 
oo = の の 心 やこ (や ビーO 


0 
0 
0 
0 
0 
0 
0 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 
1 


ェ エー ルト らら ご ビビ o ら ロビ ご ご どら どど ビビ ンマ CC のど 











V%(0, 2). Wave Form( ウ ェ ー ブ フォ ー ム ) 


十 
0: ノコ ギリ 波 レン シン 


〇 


十 

「mgn 中 ーー ゴー ヒコ 
十 

2 : 三角 波 0 の ノー ヘラ 
3 : Sample & 
Hold 本 


Sample & Hold( サ ンプ ルアン ド ホ ー ル ド ) 
は ラン ダム 値 が 出力 され ます . 


V%(0. 3). Sync( シ ンク ) 
0: Key-on( 鍵 盤 楽器 に た と えれ ば , 鍵盤 を 押し た 状態 ) と 無関係 に 
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LOF(Low Frequency Oscillator) が 動作 し ます . 
1: Key-off( 鍵 盤 楽 器 に た と えれ ば , 鍵盤 か ら 指 を 離し た 状態 と 同 
期し て LFO が 動作 し ます . 
: Speed( ス ピー ド ) 
LFO の 速度 を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 16383 ま で で , 大 きい ほ 
ど 速 く な り ま す . 


: Pitch Modulation Depth( ビ ピッ チ モ ジ ュ レ ーション デプス ) 


音程 に 対し て LFO を か ける 深 さ を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は 
ー127 て 127 ま で で , 絶対 値 が 大 きい ほど 深く か か り ま す . 負 の 値 を と 
る と , 濾 形 の 極性 が 逆 に な り ま す . 

: Amplitude Modulation Depth( ア ンプ リ チ ュ ー ド モジ ュ レ ーション デ 
プス ) 

音量 に 対し て LFO を か ける 深 さ を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は 
ー127 て 127 ま で で , 絶対 値 が 大 きい ほど 深く か か り ま す . 負 の 値 を と 
る と , 波形 の 極性 が 逆 に な り ま す . 


: Pitch Modulation Sensitivity( ピ ビッチ モジ ュ レ ーション セン シテ ィ ビ 


ティ ) 

音程 に 対す る LFO を か ける 度合 い を 決定 し ます . 指定 で きる 範囲 は 
0 て 15 ま で で , 数 値 が 大 きい ほど 変化 の 峠 が 大 きく な り ま す . 通常 , 
Pitch Modulation Sensitivity で 大 ま か な 調 整 を し て お いて , Pitch 
Modulation Depth で 細か く 調 整 し ます . 


: 未 使 用 
: 未 使 用 


OP は オペ レー タ 番 号 を 意味 し ます . 1 て 4 の 値 を 指定 し ます . 
V%(OP, 0): Attack Rate( ア タッ クレ ー ト ) 


音 が 発生 (Key-on) し て か ら EG(Envelop Generator) の 出力 レベ ル が 
最大 に な る まで の 時 間 を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 31 ま で で , 
数 値 が 大 きい ほど 短く な り ま す . 


V%(OP, 1): Decay Rate( デ ィ ケ イレ ー ト ) 


EG の 出力 レベ ル が 最大 に な っ て か ら Sustain Level に 達する まで の 
時 間 を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 31 ま で で , 数 値 が 大 きい ほ 
ど 短 く な り ま す . 
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V%(OP, 


V%(OP, 


V%(OP, 


V%(OP, 


V%(OP, 


V%(OP, 


V%(OP, 


V%(OP, 


2)・ 


3): 


5): 


6): 


9): 


Sustain Rate( サ ステ ィ ー ン レー ト ) 

Sustain Level か ら EG の 出力 レベ ル が 0 に な る まで の 時 間 を 決め ま 
す . 指定 で きる 範囲 は 0 て 31 ま で で , 数 値 が 大 きい ほど 短く な り ま 
の: 

Release Rate( リ リー スレ ー ト ) 

Key を 離し て か ら EG の 出力 レベ ル が 0 に な る まで の 時 間 を 決め ま 
す . 指定 で きる 範囲 は 0 て 15 ま で で , 数 値 が 大 きい ほど 短く な り ま 
す . 


:・ Sustain Level( サ ステ ィ ー ン レベ ベル) 


Decay か ら Sustain に 移る と き の レ ベル (減衰 量 ) を 決め ます . 指定 
で きる 範囲 は 0 て 15 まで で , 数 値 が 大 きい ほど EG の 出力 レベ ル が 
低く な り ま す . 

Output Level( ア ウト プッ トレ ベル ) 

これ は 減衰 量 の た め , 0 が 最大 出力 に な り ま す . 指定 で きる 範囲 は 
127 て 0 まで で す . 

Keyboard Rate Scaling Depth( キ ー ボ ー ド レー トス ケー リン グ デ プ 
ス ) 

高音 に な る ほど EG の 変化 速度 を 速く する 度合 い を 決め ます . 指定 
で きる 範囲 は 0 て 3 まで で す . 


: Multiple( マ ル チ プ ブル ) 


周 小数 比 を 決定 し ます . 指定 で きる 範囲 は 0 て 15 ま で で , 0 で に 
な り ま す . 


: Detune( デ チュ ー ン ) 


音程 の ずれ の 度合 い を 決め ます . 指定 で きる 範囲 は ー33 まで で 
ず 。 

Amplitude Modulation Sensitivity( ア ンプ リ チ ュ ー ド モジ ュ レ ー 
ショ ン セ ン シ テ ィ ビ ティ ) 

音量 に 対す る LFO を か ける 度合 い を 決定 し ます . 指定 で きる 範囲 
は 0<C15 ま で で , 数 値 が 大 きい ほど 変化 の 幅 が 大 きく な り ま す . 通 
常 , Ampltude Modulation Sensitivity で 大 ま か な 調 整 を し て お い 、 
て , Amplitude Modulation Depth で 細か く 調 整 し ます . 


・ EG(Envelop Generator… エ ン ベ ロ ー プ ジェ ネ レ ー タ ) 
楽器 の 音 は 時 間 と と も に 音量 , 音色 が 変化 し ます . この 時 間 的 な 変化 を ェ ン 
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ベロ ー プ と いい ます . そし て , この エン ベロ ー プ を 人 工 的 に 作る 機能 を EG 
(Envelop Generator) と いい ます . 

EG は 以下 の ペラ メー タ を 持っ て お り , それ を 設定 する こと と に よっ て , より 
自然 の 楽器 に 近い 表情 を 付け る こと が で きま す . 


ON OFF 


Key-on/off | | 


Envelop 


こ ル | 
EG 出 カレ ベル 










Sustain Level 














| Attack 
Rate 


Decay Rate Sustain Rate 


iRelease 


VOICE A%, B% , C% 


* 整数 配列 変数 A%, B%, C% に 入っ て いる 音色 デー タ を 各 チ ャ ネル に 設定 し ま 
す . 


mt プ 口 グ ラム 例 UIUUUUIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 岬 軸 軸 軸 軸 軸 軸 軸 軸 軸 


115 も 回 

1 の の / VOICE samp1e 

11 の 9 DIM aX(4。9) 

12 の BGNM の 

139 VUICE CUPY 29。 人 X 

14 の 9 VUICE aX 

15 の 9 の PLAY " ロ 6V15L1C&C&C&C" 
16 の FOUR M= の TU 1 の 9 の 9』NEXT W 
17 の QZ( の 9。2)=1 

1 の QZ( の ⑦。3)=1 

19 の 人 Z( の 。4) =4 ロ の 

2 の の QXZ( の 5) =1 の の 

21 の QZ( の 。7) = 

22 の VOICE AX 

239 FLY " ロ 6V1S5L1C&C&C&C" 
24 の END 


0k 


・ 2 種類 の 音 を 出し ます . 
・130 行 で 配列 A% に 音色 番号 20( 正 弦 濾 7) の デー タ を コピ ー し ます . 
・140 行 で , 音色 番号 20 の デー タ を その まま FM 音源 に 送り , 150 行 で 音 を 出し ま 


まく 
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・170 行 か ら 210 行 で デー タ を 多少 書き 換え ます . 
・220 行 で , 変更 し た デー タ を FM 音源 に 送り , 230 行 で 音 を 出し ます . 


用 用 軸 有 和 和 有 般 用 軸 有 用 肌 有 衝 有用 有田 


参照 : 資料 4 FM 音源 と シン セ サ イ ザー1C 


| 


VOICE CUPY 


書 式 


音色 デー タ を 配列 変数 に コピ ー す る 
VOICE COPY く < 音色 番号 > , 〈 整 数 配列 名 〉 


ミュ ー ジ ックス テー トメ ント 


ボイス ・ コ ピー : voice coODy 


・< 音 色 番 号 〉 で 示さ れ た FM 音源 の パラ メー タ の 値 を , 〈 整 数 配列 名 〉 で 指定 され 


た 配列 変数 に コピ ー し ます . この 配列 変数 は , VOICE 文 で 新しく 音色 を 設定 する 


た だ ため に 用 いま す . 


・ 配 列 変数 は DIM 文 で 定義 し , 添字 は (4, 9) で 宣言 し ます . 
< < 音色 番号 y? に つい て は PLAY 文 を 参照 し て くだ さい . 


VOICE COPY 7 ,F% 


。 フ ルー ト の 音色 デー タ を 整数 配列 変数 F% に コピ ー し ます . 


ーー 
IIIIUUUUUIUUIIUUUUUIUI プ ルン アパ: UUUUUUUUUUUUUUUUMMOOOUMM 


1 1 も 

16@ の 9 ′ VOICE CUPY samp1 
11 の DINM X(4.9) 

12 の 9 BGNM @ 

13 の VOICE CUPY 29。Z 

14 の 9 VOUICE 人 XZ 

15 の PLAY "06V15L1C&C&C&C" 
16 の FOR MM= の TU 1 の 99:NEXT M 
17 の 9 AZ(②。2) =1 

18 の AZ( の 。3) =1 

19 の QXZ( の 。4) =45 の 

2 の の AZ( の 。 己 ) = ニ 1 の の 

21 の 9 XZ( の 。7) =B 

229 VOICE Z 

2 っ 23 の PLAY "6V1SL1C&C&C&C" 
24 の ENLI 

ロ k 


・2 種類 の 音 を 出し ます . 


<・ こ の プロ グラ ム 例 は VOICE 文 と 同じ も の で す . 


WUIUUUUUUUUUUUU 山 和 llllllllllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUWU 


参照 : DIM, PLAY, VOICE 
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VUICE LFO 


ミュ ー ジ ックス テー トメ ント 











ボイス ・ エ ル ・ エ フ ・ オ ー : voice lfo 


各 チ ャ ネル に LFO 効 果 を 与え る 
VOICE LFO < チャ ネル 番号 >〉>〔[, く wf>][, く sync ス イッ チ 〉>][ , く スピ ー ド >] 
[, く pmd>][, く amd>][, く pms >] 
・ 指 定 し た チャ ネル の 音 に ビブ ラー ト ( 音 程 を 細か く 変 化 さ せる こと ) や トレ モロ 
音量 を 細か く 変 化 さ せる こと) を 付け ます . 
・ ビ ブラ ー ト や トレ モロ の 効果 の 度合 い は , LOF(Low Frequency Oscillator) と 呼 
ば れる 低 周波 発振 器 の パラ メー タ に よっ て 制御 し ます . パラ メー タ は 次 の よう に 
設定 し ます . 
<〈 チ ャ ネル 番号 〉…1 て 6 の 値 を 指定 し ます . この 値 に より , LFO 効 果 を 付け 
る チャ ネル を 設定 し ます . 
く WDeoeoeeeitit… Wave Form. 濾 形 に より LFO の 変化 の 仕方 を 設定 し ま 
す . 0^3 の 値 を 指定 する こと に より , 次 の よう な 波形 を 
選ぶ こと が で きま す . 


十 
・ ノ コギ リ 波 0 
3 : Sample & 
Hold 


〇 


1 : 知 形 波 


1 の 十 


〇 の 十 


2 : 三角 波 


十 





〇 


Sample & Hold( サ ンプ ルアン ド ホ ー ル ド ) 
は ラン ダム 値 が 出力 され ます . 


<Sync ス イッ チ >〉…synchro スイ ッ チ が 1 の 場合 , 音 を 発生 きせ る と 同時 に 
LFO 波 形 を 発生 させ ます. 0 の 場合 , 音 の 発生 と 無関係 
に LFO 波 形 を 発生 さき せま す . 

<〈 く スピ ー ド >)……… 0 て 16383 の 値 を 指定 する こと に より , LFO の 周波 数 を 
決定 し ます . 数 が 大 きい ほど 周 濾 数 が 高く な り ま す . 
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Pitch Modulation Depth. 音程 に 対し て LFO を か ける 深 
さ を 決 定 し ます . つま り , ビブ ラー ト を か ける 場合 に 使 
いま す . 指定 で きる 値 は ー127 て 127 ま で で , 絶対 値 が 大 
きい ほど 変化 の 幅 が 大 きく な り ま す . 負 の 値 を 指定 する 
と , LFO 濾 形 の 極性 が 逆転 し ます . 

Amplitude Modulation Depth. 音量 に 対 し て LFO を か 
ける 深 さ を 決定 し ます . つま り , トレ モロ を か ける 場合 
に 使い ます . た だ し , 〈amd〉 が 設定 で きる の は FM 音源 
の と きだ け で す . 指定 で きる 値 は ー127 て 127 ま で で , 絶 
対 値 が 大 きい ほど 変化 の 幅 が 大 きく な り ま す . 負 の 値 を 
指定 する と , LFO 濾 形 の 極性 が 逆転 し ます . 

Pitch Modulation Sensitivity. 〈pmd〉 と 同様 , 音程 に 対 
し て LFO を か ける 度合 い を 決定 し ます . 指定 で きる 値 
は 0 て 15 ま で で , 数 値 が 大 きく な る ほど と 変化 の 幅 が 大 き 
く な り ま す . 通常 , <pms> で 大 ま か な 調 整 を し て お いて , 
〈amd〉 で 細か い 調 整 を し ます . 


VolcE LFO 1,2,1,100,90 


・ チ ャ ネル 番号 1 の 音 に LFO 効 果 を 設定 し ます . 


tt プロ グラ ム 例 有朋 肌 軸 軸 有用 和 車軸 山肌 軸 軸 山肌 軸 軸 利用 軸 UIUUUIUUUDIUUIUIUUIUUUUUUIUUUIUI 


1 gt 回 


1 の の / VOICE LFO samp1e 


11 の 
12 の 
13 の 
14 の 9 
1S の 
16 の 
17 の 
Ok 


BBM の 
PLAY "@29V1506L1" 
PLAY "C&C&C&C" 
FOR M= の TO 19 の 9 の 』NEXT M 

VOICE LFU 1,3。1 ,19 の 99,1 の の 。15 
FLAY "C&C&C&C" 
END 


・ 正 弦 渡 の 音 に LFO 効 果 を 設定 し て , ラン ダム な 音 を 出し ます . 
・150 行 で ,。 チャ ネル 1 に ビブ ラー ト を か ける た め に , wf 三 3, スピ ー ド テ 10000, 
pmd 三 100, pms=15 に 設定 し ます . 

II 上 上 に 目 上 上 上 


注意 :・ チ ャ ネル 1C6 の すべ て に LFO を か ける と , 多少 テン ポ が 狂う 場合 が あり ます . 
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ミュ ー ジ ックス テー トメ ント 


| 








VUICE REG 


機 能 シン セ サ イ ザーIC(OPN) の レジ スタ に 値 を 設定 する 

書 式 | VOICE REG<OPN レジ スタ 番号 > , 〈 数 式 〉 

・ 指 定 さ れ た OPN の レジ スタ に , < 数 式 > こよ っ て 指定 され た 値 を 代入 し ます . 
・< 教 式 > の 値 の 範囲 は 0 て 255 で す . 
・OPN レジ スタ に つい て は , 資料 4 FM 音源 と シン セ サ イ ザー1IC を 参照 し て く 
だ さい . 


VOICE REG &HA0 , 1 


sOPN の レジ スタ (AOH) に デー タ (1) を 設定 し ます . 








ボイス ・ レ ジ : voice register 


lt プロ グラ / ゝ 例 上 III 上 上 上 II 


1 ist 回 

1 の の / VICE REG samp1 

119 STOPN 

129 VOICE REG 7。7 

13 の 9 VUICE REG 6,3 の 

14 の 9 VUICE REG 13,12 

15 の 9 FUR 1=1 TO 3 の 9 

1 6 の FUR L= の 9 TO 15 

17 の VOICE REG BL 

1 の NEXT L 

19 の FDR L=15 TU の STEP -3 
2 の の VICE REG 日 。L 

21 の NEXT L 

22 の @ IF 1 MOD 15= の THEN PLQY "@53V1505CC2" 
23 の 9 NEXT I 

24 の END 

ロ k 


・ 共 気 機関 車 が 走っ て いる 音 を 出し ます . 

・120 行 で SSG 音源 の 3 音 が すべ て ノイ ズ を 出力 する よう に 設定 し ます . 
・130 行 と 140 行 で , ノイ ズ の 発生 周期 及び エン ベロ ー プ タイ プ を 設定 し ます . 
・150 行 か ら 230 行 で 音量 の 調節 を 行い ます . 


IMIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 III 


2 一 228 


特殊 ステ ー ト メン ト 


WAIT 


入力 ポー ト を モニ タレ し , その 間 プ ログ ラム の 実行 を 中 断 する 


WAIT 〈|/O ア ドレ ス 〉 ,〈 式 1>〔, く 式 2>〕 

・WAIT 文 は , 指定 し た 入力 ポー ト の ビッ トペ ター ン が 指定 し た 状態 に な る まで 
プロ グラ ム の 実行 を 中 断 し ます . 
・ 指 定 し た ポー ト か ら 読 み 込 ん だ デー タ と < 式 2> と の XOR の 結果 と < 式 1>〉 と の 
AND が 取ら れ , その 結果 が 真 (0 以外 ) に な る まで ポー ト の デー タ を 読み 続け ま 
す . XOR と AND の 結果 を A と し て 式 で 表せ ば 次 の よう に な り ま す . 

A 三 (( 読 み 込ん だ デー タ ) XOR< 式 2>) AND< 式 1> 
この 結果 (この 場合 A) が 0( 偽 ) で あれ ば , BASIC は も うら 一度 ポー ト の デー タ 

を 読み 込み 同じ 操作 を 繰り 返し ます . も し 結果 が 0 で な けれ ば ( 真 な ら ば ), プロ 
グラ ム の 実行 は 次 の 文 に 移り ます . 
・〈 式 2 が 省略 され た 場合 は 0 と みな し ます . 

WAIT 4,8,255 
・1/O ボ ポー ト の 4 を モニ タ し , ビッ ト 3 が 0 に な る の を 待ち ます . つま り , 『"s" 
キー が 押さ れる の を 待ち ます . 


ウェ イト : wait 


ーー 
川上 II プ 口 グラ ム mmmm'billllllllllllllllll 


1 gm も 回 

19 の / MAIT sample 

11 の 9 PRINT "Type =/ to start 。" 
129 MAIT 4.8。255 

13 の 9 END 

Ok 

Fun 回 

Typ "5/ tO tart 。 

ロ k 

呈 


・"s "キー を 押す まで 待ち 続け ます . 
・120 行 で , "s" の キー が 押さ れる まで 待ち 続け ます . 
ttttttttitittittttttitititttttttititttttmtttttttitt(t'tttttttttttttttttttttmttttttttttttttttttimttmmmmmmmmmmmmmmmmtmmtttmtttiiimmmmmmmimimmm 
注意 : ・WAIT 文 は , 式 の 指定 を 誤る と 無限 シー プ に 入っ て し まう 場合 が あり ます . そ 
の 場合 に は PC-8001MKISR を リセ ッ ト し な けれ ば な り ま せん . 
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画面 制御 ステ ー ト メン ト 


WIUTH 


機 能 テキ スト 画面 に 表示 する 文字 の 行 数 と 桁 数 を 指定 する 

書式 | WIDTH[< 桁 数 >]〔, く 行 数 >〕 

・ テ キス ト 画 面 に 表示 する 1 画面 当たり の < 行 数 〉 と 1 行 当たり の く 〈 桁 数 〉 を 指定 し 
ます . 
・〈 桁 数 y は 80 か 40 の どちら か を 指定 し ます . た だ し , テキ スト 画面 が カラ ー モ ー 
ド の 状態 に ある と き は , 1 行 当 た り に 表示 する 桁 数 は く 桁 数 〉ー1 と な り ま す ( 日 時 
モー ド の 場合 , 表示 桁 数 < 桁 数 〉y に な り ま す ). また , 〈 桁 数 〉 が 省略 され た 場合 , 
現在 の 〈 桁 数 > が 採用 きれ ます . 
・< 行 数 > は 20 か 25 の どちら か を 指定 し ます . 省略 され た 場合 , 現在 の く 行 数 〉 が 採 
用 され ます . 
・WIDTH 文 を 実行 する と , テキ スト 画面 は 消 友 され ます . 

WIDTH 80, 25 
・ テ キス ト 画 面 を 80 桁 , 25 行 に 設定 し ます . 


mt ぞ プ 口 グ ラ Ar 


ウィ ドゥ ス : width 


1 ふも 

1 の の / MILHTH sample 

11 の MILTH B9 ,29 』CLS 

129 BUSUB 179 

13 の 9 IF INKEY ま ="" THEN 139 

14 の MILTH B9 2 iCLS 

15 の BUSUE 179 

169 ENH 

1Z8 PRINT " ーーーーー デ ーーーー ィ ーーーーーーーー つ 
189 PRINT "|ーーーー ト ーーーー ト ーーーーーーーー " 
129 PRINT "レーーーー 上 ーーーーー ト ーーーーー ル ーーーーー」『 
2 の の RETURN 

Ok 


・ 初 め に テキ スト 画面 を 80 桁 X20 行 に 設定 し て 野 線 を 描き , 次 に 80 桁 X25 行 で 描き ます . 
・110 行 か ら 120 行 で , 80 桁 X20 行 で 野 線 を 描き ます . この 場合 , 線 が 接続 され な 
い 部 分 が あります. 

・130 行 は , 80 桁 X20 行 で 昧 線 を 描い た あと , 次 の 時 線 を 描く の を 待つ た め に あ 
り ま す . 任意 の キー を 押す こと に よっ て 次 の 処理 に 移り ます . 

・140 行 か ら 150 行 で , 80 桁 25 行 で 欠 線 を 描き ます . この と き は 線 が すべ て 接続 
され ます . 


II 用 田 田 田 lOUU000U00000000 
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第 ご コ 草 
Naosn-BASIC の 応用 


3.1 グラ フィ ッ ク 命 令 を 使っ た プロ グラ ム 


Nssk-BASIC は CIRCLE 文 , PAINT 文 , GET@ 文 , PUT@ 文 な どの 様々 な グラ フィック 命令 
を 持っ て いま す . さら に Nsss-BASIC は 4 種類 の 画面 モー ド を 持ち , 画面 の 優先 順位 を 付け る 
こと も で きま す . これ ら を 組み 合わ せる こと に よっ て Ns--BASIC は 多彩 な グラ フィ ッ ク を 表 
示す る と と が 可能 で す . 

ここ とこ では, いろ いろ な グラ フィ ッ ク 命 令 を 組み 合わ せ た プ ログ ラム を 紹介 し ます . 


3.1.1 白黒 モー ド で の グラ フィ ッ ク の 使い 方 


Nsss-BASIC の 白黒 モー ド で は , 640X200 ド ッ ト の 画面 を 3 ペー ジ , 又は , 320X200 ド ッ ト 
の 画面 を 6 ペー ジ 使 用 する こと が で き , 任意 の ペー ジ に 書き 込ん だ り 表 示す る と と が で きま 
す . し た が っ て , 表 ペ ー ジ を 見 せな が ら 裏 ペー ジ に 書き 込ん だ り , 既に 各 ペ ー ジ に 書き 込ん で あ 
る 図形 を 重ね 合わ せ た り し て , より 効果 的 な 画面 を 作る こと が で きま す . 

ここ で は , 320X200 ド ッ ト の 白黒 モー ド の 各 ベ ー ジ に それ ぞ れ 比率 の 異な る 析 円 を 描き , 描 
き 終わ っ た 時点 で 1 ページ ず つ 順 に 表示 する プロ グラ ム を 紹介 し ます . 

・130 行 か ら 140 行 まで は , 椿 円 を 描く た め に 画面 モー ド の 設定 や 画面 の 消去 を 行っ て いま 

す . 

*・ 150 行 か ら 170 行 まで は , ディ スプ レイ ペー ジ 及 び ア クティ ブ ペ ー ジ を 切り 甘 えな が ら , 比 

率 の 異な る 椿 円 を 描い て いま す . 

・180 行 か ら 260 行 まで は , 実際 の 画面 切り 替え で , ここ で ディ スプ レイ ペー ジ を 高速 で 切り 

茜 え る こと に よっ て 析 円 が 振動 し て いる よう に 見 せ て いま す . 

・270 行 で は , 画面 の 切り 替え 後に "PC-8001mk2SR" と 表示 し て いま す . 

プロ グラ ム 中 で は 2 つの 変数 が 使わ れ て お り , 使用 目的 は 次 の と お り で す . 


使用 し た 変数 名 変数 の 使用 目的 
I ペー ジ 番 号 を 増加 ・ 減 少 さ せる た め 








J 画面 の 切り 替え 回 数 を 数 える た め 





1 の の / 2 の X2 の の ト " リト Ez ロフ ロモ ー ト "の "ラフ ィ ッ リク フ 

119 ソ サッ ファル フッ ロフ "ラム 
12 の 9 ソ 

139 MIHTH 4 の 。25 =CDNBHLE の ,255。9 。1 

149 CULUR 7,1 の,。7:SCREEN 9 の 9:CLS 

15 の FOR 1I=@ TH 品 

16 の 9 BCREEN 3。』 の 。T 2 へ 1 iCIRCLE(159 。99) 。5 の 。。」 2 ペー 
179 NEXT 1 

18 の FUR J=1 TD 2o 

19 の 9 PLAY"@1BV15B" 

2 の の FDR 1I= の TO 


21 の 9 SCREEN  。。,2^T 

22 の 。 NEXT 1 

239 。 FOR Im4 TU 1 BTEP -1 

ご 4 の SCREEN  。 」 21 

2 の 。 NEXT 1 

6 の 9 NEXT J 

デ 7 の 9 LOCATE 13,12:FRINT "FC- ヨ 9 の の 1 mk SSR" 
SB の ENH 





3.1.2 320X200 ド ッ ト カ ラー モー ド で の 表示 優先 順位 機能 の 使い 方 


N。ss-BASIC の カラ ー モ ー ド で は , 320X200 ド ッ ト の 画面 を 2 ペー ジ 使 用 する こと が で きま 
す . 叉 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 各 ベ ペー ジ に 対し て 表示 優先 順位 を 付け た り , テキ スト 画面 と グラ 
フィ ッ ク 画 面 の 間 に 表 示 優 先 順 位 を 付け る こと が で きま す . 

ここ で は , 0 ペー ジ 目 に 正方 形 と 円 を 描き , 1 ペー ジ 目 に 表示 させ た 絵 を 移動 させ な が ら 画 面 
の 表示 優先 順位 を 切り 替え る プロ グラ ム 例 を 示し ます . 

・130 行 か ら 170 行 まで は , 画面 モー ド の 設定 及び 画面 の 消去 を 行い , 1 ページ 目 で 移動 させ 
る 絵 を 格納 する た め の 数 値 配 列 を 確保 し た 後 , 画面 に "PC-8001mk2SR' , ”N80SR-BASIC" 
と 表示 し ます . 

・180 行 か ら 200 行 まで は , 第 0 ペー ジ 優 先 表 示 ・ 第 0 ペー ジ 書 き 込 み モ ー ド ・ 全 画面 表示 
モー ド に 設定 し , (30, 50) と (130, 150) の 2 点 を 対 角 と する 正方 形 を 描き , 次 に (219,100) 
を 中 心 と し て 半径 50 の 円 を 描き ます . 

・210 行 か ら 310 行 まで は , 第 0 ペー ジ 優 先 表示 ・ 第 1 ペー ジ 書 き 込 み モ ー ド ・ 全 画面 表示 
モー ド に 設定 し 絵 を 描き , GET@ 文 を 用 いて (84, 85) か ら (117, 118) ま で の 領域 を 数 値 配列 
に 読み 込み ます . 

・320 行 で は , 第 1 ペー ジ の み を 消去 し て いま す . 

・330, 340 行 で は 第 1 ペー ジ を 表示 優先 に し て , 第 1 ペー ジ 上 で 図形 を 移動 きせ て いま す . 
・350, 360 行 で は 第 0 ペー ジ を 表示 優先 に し て , 第 1 ペー ジ 上 で 図形 を 移動 きせ て いま す . 
・370, 380 行 で は 第 1 ペー ジ を 表示 優先 に し て , 第 1 ペー ジ 上 で 図形 を 移動 させ て いま す . 
・390, 400 行 で は 第 0 ペー ジ を 表示 優先 に し て , 第 1 ペー ジ 上 で 図形 を 移動 きせ て いま す . 
・410 行 か ら 460 行 で は , テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 表示 優先 順位 を 切り 替え な が 
ら , 画面 に "NEC presents. "と 表示 し ます . 

・470 行 か ら 520 行 で は , 再度 グラ フィ ッ ク 画 面 の 優先 順位 を 切り 替え な が ちら 第 1 ベ ペー ジ 上 で 
図形 を 移動 させ ます . 

この プロ グラ ム で は 変数 が 4 つ 使 われ て お り , その 使用 目的 は 次 の よう に な り ま す . 


使用 し た 変数 名 変数 の 使用 目的 
G 多 絵 を 読み 込む た め の 整 数 型 配列 (要素 数 257 個 ) 
X 座 標 を 順次 変化 させ る た め 
"NEC presents. " を 表示 する 回 数 を 数 える た め 
何 番目 の 文字 か ら 表 示す る か を 数 える た め 

















ィ 2 の %2 つ の の ト “ リト カラ ー モ ー ト "2" ラフ ィ リ ワ / テ キッ スト 

* ユウ セー モバ ュ フイ ニーノ サー ッ フ 5 ルフ ロウ ラム 
CONSOULE の 9 の 25 の 1 iCEULHR 7 の 9 の 9 。7gSCREEN の 
MIITH 49 25sCLS 3 

IM GX(25E6) 

LUCATE 3。』11 igFRINT "FC-B の 9 の 91mESSR" 
LUCATE 21』12 isFRINT "NB の 9SR-BAS1C" 
SCREEN 2 49 49 3 

LINE (39 。 旨 の ) 一 (139 。 1 所 の ) 。 1 。BF 
CIRCLE(219 1 の 9 の ) の 2 FRINT(219 1 の 9) 。2 2 
SCREEN 2 の 9。1 3 
LINE(98。1 の 8) 一 (96 。118) 。d。BF 
LINEー(9d。113) .3。EF 

LINE (1 の @ 呈 198)ー(194 112) 。3。EF 
LINE-(197,113) 3 ,BF 
LINE(B9 1 の 9) 一 (9 の 9 。1 の 8B) 3 .EF 
LINE(111 199) 一 (119.1 の 287 3。BF 
CIRCLE(19 の 9 』1 の 9 の 9) 。19。6kFREINT(1 の の 1 の の) 。6 6 
e ウ 90 CIRCLE(77.97) 3 。9 kiCIRCLE(193 97) 。1 の 
399 LINE(99 193) 一 (1 の 1 。193) 。 め 

31 の 9 BET@(B4 。B5) 一 (117。11 昌 ) 。GZ 

32 の 9 CLS 2 

339_ SCREEN 』2sFUR I= の TO 14 の 9 STEP 品 

49 FUT@(T 99) BZ FPSETENEXT 1! 

d5g の SCREEN 。』 の giFUR 1J=145 TO SB の STEPF 王 
369 PUT@(1 99) 。BZ 。PSET iNEXT 

3G79 SCREEN 2sFHR J=27 ほ TO 145 STEP -55 
3 の 9 PUT@(T 99) 、BZ 。FSET :NEXT 1 

399 SCREEN 』 の kgFUR =149 TU の STEP -55 

4 の 9 の 9 PUT@(T 9 の 9) 。BZ 。FSET :NEXT 1 

全 1 の 9 人 ま = リ "NEC DPe5Bn キ 5 。 人 ま ー 谷 ます 内 ま 

429 FUHR J=1 TO 1 の 9kFLRY"@1604T31 ら 6 の gL4C" 

439 FOUR ド =1 TO 14kLUCATE 19。14 

44 の 9 CHLOR (ドー1) MOH 7+1 

45 の FRINT MILH ま (人 Q ま EE。14) giNEXT 記 

46 の 9 GCREEN 。2+4X( コ MOE で) ENET J 

479 SCREEN 」 の siFUR エ = の TO 9 の 9 STEF 一 

4B9 FUTG@(1 9 の 9ー1) BZ 。FSET :NEXT 1 エ 

49 の 9 SCREEN 2 kiFUR T=95 TO 人 S5 滞 STEF' 5 

5 の 0 の 9 PUT@(T エ 。 エ ー9 の ) 。GZ 。FSET kNEXT エ 

1 の 9 LUCEATE 39 42 の 9 sFRINT "Thanks" 

2 の 9 ENH 









3.1.3 タイ リン グ ペ イン ト の 使い 方 

タイ リン グ は "タイ ル " の 大 き さ と ペタ ー ン を 適度 に 設定 する こと に よっ て , 服地 の 模様 の 
シミ ュ レ ーション や 中 間 色 の 表現 な と 広範 囲 な 応用 が 考え られ ます . 

次 の プロ グラ ム は , 2 つの 点 を 組み 合わ せ て の 27 色 表現 と , 乱数 に よる 37 パ ター ン の タイ ル 
を 表示 する も の で す . この プロ グラ ム を 実行 する 場合 は , Nsoss-BASIC DISK バ ー ジ ョ ン を 起 
動 し て くだ さい . 

・120 行 か ら 150 行 まで は 初期 設定 で , 画面 の モー ド の 設定 等 を 行っ て いま す . 

・160 行 か ら 190 行 まで は , 27 色 の 基本 と な る ペタ ー ン を 設定 し て いま す . この と き BASIC は 

自動 的 に 10 個 の 配列 を 確保 し て くれ ます . 

・200 行 か ら 220 行 まで は , 縦 線 を 9 本 描く た め の も の で す . 

・230 行 か ら 250 行 まで は , 横線 を 9 本 描く た め の も の で す . これ で , 64 個 の 長方形 を 描き ます . 

・260 行 か ら 320 行 まで は , 27 色 の タイ リン グ ベ イン ト を する も の で , 300 行 で タイ リン グ ペ 

ター ン を 作成 し , 310 行 で ペイ ント し て いま す . 

・330 行 か ら 380 行 まで は , 乱数 で タイ リン グ ペ ター ン を 作成 し ベイ ント し て いま す . タイ リ 

ング パタ ー ン の 長 さ は 0.5 ず つ 増 加 さ せ て いま す . た だ し , カラ ー モ ー ド で PAINT 文 を 実行 

し た 場合 , スト リン グ 中 の 文字 数 を 3 で 割っ た 余り の 文字 は 無視 され ます . た と えば , 8 文 

字 か ら な る タイ ルス トリ ング が あっ た 場合 , 7 文字 目 と 8 文字 目 は 無視 され ます . 

この ブロ グラ ム の 中 で 使わ れ て いる 変数 と その 使用 目的 は 次 の と お り で す . 





使用 し た 変数 名 | 変数 の 使用 日 的 
タイ ル の 基本 パタ ー ン を 格納 する 文字 置 配列 





縦 線 を 引く た め の X 座 標 





横線 を 引く た め の Y 座 標 





タイ ル 基 本 パタ ー ン の 配列 要素 番号 








ペイ ント する 箱 の 番号 


タイ ルス トリ ング の 長 さ を 数 える た め 











ペイ ント する タイ ルス トリ ング 





1 の の / グイ リフ ワウ" ヘタ イン トー ノ サフ フタル ファ ロブ "ラム 
119 ? 

12 の CLEAR 1 の の の 

139 CUNSULE の ②,』25 』 の 1 iCULUR 7 の の 。7 
14 の 9 SCREEN 2 』 の 4 の 。1 

15 の 9 CLS 3gPRINT"PAINT Ti1 ing =amp1g" 
16 の 本 (の ) =CHR ま (の ) : 則 生ま (1) = ビ HR ま (&H55 ) 

1 7 の 9 Q ま (2) =CHR を ま (&HFF ) 

1 昌 の H ま (の ②) = じ HR ま (の ) :B 本 (1 ) = ビ HR ま (&HAA) 


19 の H* ま (2) =CHR を ま (&HFF ) EBINT Tiling sample 
2 の の FUR X= の TO d12 GTEP 39 
21 の LINE(X 。15) -(X 。199) 。7 





22 の 6 NEXT X * 

23 の FDR Y=15 TOD 199 STEP 23 用 
249 LINE(②』Y)-(312。Y) 7 | 川 目 | 
25 の 9 NEXT Y 
26 の 9 FDR G=9・TO 2 

27 の 6 FDR R= の TO 2 

28@ FUR B= の TO 2 

29@ P=GX9+RX コ +B 

39@ T1 ま =Q ま (B) + 人 Q ま (R) + 人 本 ( は ) +EH 本 (BB) +B ま (R) TB ま (G) 

31 の PQINT((P MD 日 ) X39+1 。(P 半日 )X23+16) ,T1 を 。7 


329 NEXT B,R,G 
339 FUR P=27 TO 63 


349 TI* ま mr 
35 の FOR T=1 TU (P-26) /2+3 

369 TI*=T1T ま +CHR ま (RNH(1) %256) :NEXT 

37 の PAINT((P MOD 8) X39+1 。(P \ 日 )X23+16) ,TI を 。7 
3B9 の NEXT P 

399 END 


3.1. 和 4 パレ ッ ト の 使い 方 
Nasx-BASIC の ペレ ッ ト 機 能 を うま く 使 用 する こと に より , 画面 上 で 静止 し て いる 図形 を あ 
た か も 動い て いる か の よう に 見 せる こと も で きま す . 
ここ で は , 画面 に 放射 線 を 描い て ペレット 1 か ら 7 ま で を 回 転 き せる プ ブログ ラム を 紹介 し ま 
す . 
・120 行 か ら 130 行 まで は 画面 の 初期 設定 で , 画面 の モー ド を 設定 し 画面 を 消去 し て いま す . 
・140 行 , 150 行 は , カラ ー パ レッ ト 0 を 0( 黒 ) に , その 他 の パレット を 7( 白 ) に 設定 し て い 
ます . 
・160 行 か ら 230 行 で は , 第 0 ペー ジ を 用 いて 半径 45 ま で の 放射 線 と 半径 45 か ら 半 径 90 ま で の 
放射 線 を それ ぞ れ カラ ー バ レッ ト を 増加 、 減少 させ な が ら 描 きま す . 
・240 行 か ら 300 行 で は , カラ ー バ レッ ト を 順次 回 転 さ せ て いま す . カラ ー パ レッ ト 1 か ら 7 
まで の 内 容 を 1 ずつ 増加 (内 容 が 8 と な っ た 場合 は , 1 に 戻す ) さ せる こと に より 回 転 さ せる 
こと が で きま す . 
・310 行 で は , カラ ー パ ペレット を BASIC の 初期 値 に 戻し て いま す . カラ ー パ レッ ト を 使用 し 
た 後に , カラ ー ペ パレット を BASIC の 初期 値 に 戻さ な いと , 他 の プロ グラ ム を 実行 する と き に 
色 が お か し く な っ た り , グラ フィ ッ ク が 見 えな く な る 場合 が ある の で 注意 が 必要 で す . 
この プロ グラ ム で 使用 され て いる 変数 と その 使用 目的 は 次 の と お り で す . 


変数 の 使用 目的 





パレ ッ ト 番 号 





半径 45 の 放射 線 の カラ ー バ パレット 番号 





半径 45 か ら 90 まで の 放射 線 の カラ ー パ レッ ト 番 号 





放射 線 の 角度 ( 度 ) 





放射 線 の 角度 (ラジ アン ) 


パレ ッ ト を 回 転 き せる と き の パ レッ ト の 基準 値 














パレ ッ ト を 回 転 き せる 回 数 を 数 える た め 








1 の 9 / "レッ ウト ノ サン フマル ファ ログ ラム 

11 の / 

12 の 9 CONSOLE の ,25。 の 』1 :CHLUR 7 の 9。 の 。7 
13 の 9 SCREEN 2 の 4 の 9。1 :sCLS 3 

14 の CULUR=( の 。 の ) 

15 の FUR 1=1 TO 7:CULUR=(1 。7) :NEXT 
1 6 の C1=1 :C2=4 

17 の 9 FUR DE= の TO 359 STEP 4 

18 の RA=d 。 1 4159/ 1 の XDE 

19 の LINE (159 。99) 一 (159+45XGTN(RA) 。99-45XCUS(RA) ) 。 じ 1 
2 の 9 の LINE-( 159+9 の 6XGIN(RQN) ,99-9 の 9XCOS (RA) ) 。C2 
21 の C1=C1+1 :TF C1=B THEN ビ 1=1 

22 の CZ= ニ ビ 2ー1 : IF C2= の THEN C2= フ 7 

23 の 9 NEXT DE 

24 の ロ F=1 

25 の FUR K=1 TO 1 の の 

26 の 9 FOUR i=1 TO 7 

27 の CULOUR=(1 。 (DF+1) MOD 7+1 ) 

28 の 9 NEXT I 

9 の UF=UF+1 : IF UF=6 THEN DUF= の 

39 の 9 NEXT K 

1 の FOUR 1= の TO 7sCOLUR=(1 。1) :NEXT 

32 の 9 END 





3.2 サウ ンド 機能 を 使っ た プロ グラ ム 


PC-8001MKISR に は シン セ サ イ ザーIC( OPN ) が 内 蔵 さ れ て お り , その サウ ンド 機能 を 使用 す 
る こと に よっ て , さま ざま な 音色 を 出し た りあ る い は 重 音 演奏 する こと が で きま す . 
ここ では, サウ ンド 機能 を 使っ た プロ グラ ミン グ の 方 法 を 紹介 し ます . 


3.2.1 単音 に よる 演奏 


曲 の 演奏 は MML(Music Macro Language) を 使っ て , PLAY 文 で 行い ます . 

次 の プロ グラ ム 例 は チャ ネル 1 の FM 音源 で 単音 に ょ る 演奏 を 行い ます . 

・110 行 で STOPM 文 を 実行 し , ボリ ュー ム , オク ター ブ 等 を 初期 化し て いま す . この 命令 を 
実行 し な か っ た 場合 , 以前 に 設定 され た パラ メー タ の 影響 を 受け る こと が あり ます の で プロ 
グラ ム の 最初 で 必ず 実行 する よう に し ます . 

・120 行 で は 音色 を ハー プシ コー ド , オク ター ブ を 5, テ ン ポ を 170, 音符 の 長 さ を 8(8 分 音符 ) に 設定 
し て お り , それ 以外 の 機能 ( ボリ ュー ム や 音 の 長 さ の 割合 等 ) は 初期 値 が 設定 され て いま す . 

・130 行 か ら 200 行 で は 実際 に 出力 する 音 を 指定 し て , 曲 の 演奏 を し て いま す . 


1 の の / ダフ オフ テ " エフ ソウ スル 

11 の STOPM 

12 の PLQAY "@ の 0ST179L ヨ " 

13 の 9 PLAY "GB4CDEFG4Q3C4C4" 

14 の 9 PLAY "QBA4FGAB>C4 く GE4C4" 
15 の 9 PLAY "QBF く F >BFEDE く <E>FEHC く " 
16 の 9 PLAY "B く <B>>CDECE4QGD4 く B4>" 
179 PLAY "RBB4CHEFB4GQGC4C4" 
18 の 9 PLAY "QBA4FBAB>C4 く QdGC4C4" 
19 の 9 PLAY "QBF く F>BFEDE く <E>FEDC" 
296 の 9 PLQY "D<D>EDC く <B>Cd" 

21 の END 


3.2.2 音色 を 変え て 


演奏 する 


内 蔵 さ れ て いる OPN に は , いろ いろ な 楽器 の 音 が 用 意 さ きれ て いま す . これ ら の 楽 只 の 音 は 
音色 番号 0 か ら 61 ま で に 定義 され て お お り , PLAY 文 の @ コ マン ド で 音色 番号 を 指定 する こと に 


よっ て 演奏 で きま す . 次 の 表 


音色 番号 : 音色 名 


Goo ささ の m よ の いら ピー の 





2: BRASS 2 
23: TKRKUMPET 
24 : STRING 

5・ STRING 


2・ BELL 


13 : PIANO 
4: MUSHI 


)・UFO 


は 音色 番号 表 で す . 
音色 番号 表 


・Default VOICE 
・ BRASS 2 
・STRING 2 
・ EPIANO 3 
・EBASS 1 
・EORGAN 1 
・ PORGAN 1 
・FLUTE 

: OBOE 
・CLARINET 
・VIBRPHN 
・ HARPSIC 


AA は に に に C う 6 うぅ C う > ら う Cc う 6 うぅ う て うぅ うぅ う て う 
mm トト の Coー ら つらら の ココ ど の よら の ビビ 


・DESCENT 


RS 
Co = ③ 


・GRANPRI 
・LASER 1 
・LASER 2 
・SIN WAVE 
・BRASS 1 


つの の コロ の oO の CO ロコ ロロ の の O の の コ の 愉 
^=J] の の 尽く や OO らら 


つ 1 
Co 


1 
2 
・EPIANO 1 
・EPIANO 2 
・EPIANO 3 
・GUITAKR 

・EBASS 1 


の の < 
テー の ら 








音色 番号 : 
・EBASS 2 
・EORGAN 1 
:EORGAN 2 

: PORGAN 1 
・PORGAN 2 

: FLUTE 
・PICCOLO 
・OBOE 
・CLARINET 
・GROCKEN 

: VIBRPHN 

: XYLOPHN 

・ KOTO 
・ZITAR 

5 : CLAV 

・ HARPSIC 

: BELL 

: HARP 
・BELL/BRASS 
: HARMONICA 
: STEEL DRUM 
・TIMPANI 

: 下 RAIN 

: AMBULAN 

: WEET 

: RAIN DROP 
: HORN 

: SNARE DRUM 
: COW BELL 

: PERC 1 

: PERC 2 


音色 名 


PLAY 文中 に @ コ マン ド が 指定 され て いな い 場 合 、 以前 に 音色 番号 が 指定 きれ て いた と き は 
その 音色 で , そう で な い 場 合 は Default VOICE の ハー プシ ュー ド で 演奏 され ます . 
次 の ブロ グラ ム は 上 記 の 音色 番号 を 利用 し て いろ いろ な 音 で 単音 に よる 六 奏 を 行う ちゃ の で す . 
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・120 行 で "ネイ ロ バン ゴウ ヲ ニュ ウリ ョ ク シテ クダ サイ 。" と いう メッ セー ジ を 表示 
し , 音色 番号 の 入力 を 促し ます . 

・0 未満 や 61 よ り 上 の 数 字 を 指定 し た 場合 は , 130 行 で ビー プ 音 を 出し 120 行 に 戻り ます . 
・150 行 で は , READ 文 で 読み 込む DATA 文 の 行 番号 を 220 行 に 指定 し ます . 

・160 行 で , 音楽 機能 の 初期 化 を 行い , 並列 動作 モー ド を OFF に し ます . 平 列 動作 モー ド を 
OFF に する こと と に よっ て , 演奏 し て いる 間 は 次 の 命令 に 移る の を 待ち ます か ら , 演奏 し 終っ 
て か ら 120 行 の メッ セー ジ を 表示 する こと が で きま す . 

・180 行 の PLAY 文 で , 変数 N に 読み 込ん だ 音色 番号 を 定義 し ます . 

・190 行 の READ 文 で , "end" が 読み 込ま れる まで 音符 デー タ を 読み 込み , 200 行 で 演奏 し ま 
生 

プロ グラ ム を 終了 したい 場合 は [STOP] キー を 押し ます . 


1 の の / ネイ ロ ヲ カエ テ エフ ソウ スル 

11 の CL8 

12 の 9 INPUT "リネ イロ "ンコ ウ 9 ニュ ウリ ョ フウ シテ フグ" サイ 。 リョ N 
13 の IF N< の ② ロ R N>61 THEN BEEP 』GOTU 12 の 
14 の 9 ? 

1S の RESTORE 22 の 9 

16 の STUPM』BGNM の 

17 の PRINT "エフ ソウ チュ ウ 。 。 。" 

18 の PLAY "@=ns リ " 

19 の 9 READ MM を ま 』IF MM を を ="end" THEN 12 の 
29 の 9 PLRY MM を BUTO 199 

21 の 9 / 

22 の 9 DATA "OST179" 

239 DATQA "LBB4CDEFGB403C4C4『" 

24 の DATA "QBA4FBAB>C4 く 3C4C4" 

25 の HATA "QBF く F >GFEHE く E>FEDC く “ 

26@6 HaQTA "B く B>>CHECE4GdLI4 く B4>『 

27 の 9 HATA "RBB4CDEFG4QGC4C4『" 

28 の LATA "QBQ4FBAB>C4 く QGC4CZ 々 F 

29 の 9 DATA "QBF く F>BFEDE く E >FEJC" 

39 の 9 HaTA "D く <H>EDC く B>Cd『 

31 の DAT "end" 

329 END 


3.2.3 効果 斉 の 使い 方 
OPN に 用 意 さ れ て いる 音色 に は 楽器 の 音 の 他 に , 虫 の 鳴き 声 や レー ザー ガン な どの 効果 音 
も あり ます . これ ら の 効果 音 は PLAY 文 を 使っ て , 曲 を 演奏 する と き の プ ログ ラム を 多少 変え 
る だ け で 出す こと と が で きま す . ブロ グラ ム 例 を 3 つ ほ ど あ げ て , 説明 し て いき ます . 
(1) 汽車 の 音 を 鳴ら す に は 
音色 番号 53 を 使っ て 汽車 の 音 を 鳴ら ちら し ます . この 53 番 の 音 は オク ター ブ を 低く 設定 する 
こと に よっ て ノイ ズ を 強調 する こと が で きま す . 
・120 行 か ら 140 行 で , ノイ ズ を 利用 し て テン ポ を だ ん だ ん 速く し て いく と と に より 汽車 が 


うり 


③ 


走り 出 


「 す 蒸気 音 を 作り ます . 


・150 行 で は , オク ター ブ を 高く 指定 し て 和 警 笛 を 鳴ら し ます . 
・160 行 か ら 180 行 で , 再び オク ター ブ を 低く 設定 し 汽車 の 蒸気 音 を 出し ます . 


1 の の 
11 の 
12 の 
13 の 
14 の 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 


/ コウ カオ フン 1 ーーー キシ ャ ノオト 
STOPN 
FOUR TP=S の TO 2SS STEP 15 
PLAY "@S5dT=TP 』VBH4Q4CV5CCC" 
NEXT 
PLAY "VMBOH7QBCBR4C1" 


FOUR C=1 TH 2 の 9 

FLAY "T213VB04Q4CB .VSCB 。CB .C8B . " 
NEXT 
ENI 


救急 車 の サイ レン の 音 を 鳴ら す に は 
音色 番号 54 を 利用 し て 救急 車 の サイレン の 音 を 鳴ら し ます . 


次 の 


プロ グラ ム で は チャ ネル 1, チャ ネル 2 の FM 音源 を 利用 し て 音 作 り を し て いま す . 


・120 行 か ら 140 行 で , ボリ ュー ム を 次 第 に 大 きく する こと に よっ て , サイ レン の 音 が 近 づ 


いて く 


る 様子 を 表し て いま す . 


・150 行 か ら 170 行 で は , 逆 に サイ レン の 音 が 遠ざかる 様子 を 表す た め , ボリ ュー ム を 小さ 
くし て いき ます . 


@ ドッ 


に 


1 の の 
11 の 
12 の 
13 の 
14 の 
15 の 
1 6 の 
1 7 の 
1 の 


注 半 
ブ プラー 効果 を 表す た め 160 行 で 指定 し た 音程 は , 130 行 の 音 租 よ り も 半音 下げ て あり 


/ コウ カオ - 2 ーーー キュ ウキ ュ ウ シャ ノ オト 
BTOPN 
FUR VM= の TO 14 STEP 2 
PLAY "@54V=VN 』USB2「" 。 "で 54V=VN 』 5A 柱 2" 
NEXT 
FOR VM=14 TU の STEP -2 
PLAY "MV=VN 』 人 本 20 "VM=VNM 2" 
NEXT 
END 


ベル & み ブラス 
音色 番号 49 は これ 1 つ で ベル の 音 と ブラ ス の 音 を 出す こと が で きま す . スタ ッ カ ー ト に 


する と 


ベル の 音 に , 1 音 を 長く の ば す と ブラ ス の 音 に な り ま す . 


次 の プロ グラ ム は 音色 番号 49 を 使っ た プロ グラ ム で す . 








注 * 


と 


ドッ プラ ー 効 果 
救急 車 は 同じ 音 を 鳴ら し な が ら 走 っ て いる の で す が , 近づい て くる と き は 高い 音 に , 遠ざかる 
き に は 低い 音 に 聞こ えま す . この 現象 を ドッ プラ ー 効 果 と いい ます . 
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・120 行 と 150 行 で オク ター ブ 4, 音 の 長 さ 4(4 分 音符 ) に 設定 し た ブラ ス の 音 で 演奏 し ま 
と 
・130 行 と 140 行 で オク ター プ ブ 7, 音 の 長 さ 64(64 分 音符 ) に 設定 し た ベル の 音 で 演奏 を 行い 
ます . 
199 / コウ カオ ン 3 ーーー ペル ト ファ ラズ ノオト 

11 の 9 BTOPN 

12 の 9 PLAY "@4904L4CCGBAAG2F デ EEDDC2" 

13 の 9 PLAY "T12BD7L64GR4GBK4FR4FR4ER4ER4DRK2" 

14 の 9 PLAY "BR4BR4FR4FRK4ER4ER4DR2" 


15 の 9 PLAY 『T125H4L4CCGBBAAG2FFEEHDC2" 
169 END 


3.2.4 演奏 し な が ら 絵 を 描く 


音楽 を 演奏 し な が ら 画 面 に 絵 を 描く 場合 は , BGM 文 を 使用 し ます . 
この BGM 文 は 並列 動作 モー ド の ON, OFF を 行い ます . 並列 動作 モー ド を ON に する と , 演 
奏し て いる 間 に 次 の 命令 に 移る こと が で きま すか ら , 演奏 し な が ら 絵 を 描く と いっ た こと が 可 
能 で す . 並列 動作 モー ド を OFF に し た 場合 , 演奏 し て いる 間 は 次 の 命令 に 移り ませ ん か ら , 
「3.2.2 音色 を 変え て 演奏 する 」 の プロ グラ ム 例 の よう に , 演奏 が 終わ っ て か ら メ ッ セ ー ジ を 
表示 する こと が で きま す . 
次 の プロ グラ ム は 普 列 動作 モー ド を ON に し て , 演奏 し な が らい ろ い ろ な 色 で 四角 形 を 描い 
た り , 消し た りす る も の で す . 
・110 行 か ら 130 行 まで は 初期 設定 で , 変数 を 整数 型 に , 画面 シカ ラー モー ド 』 に し て か ら テ 
キス ト 画 面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を 消去 し て いま す . 
・150 行 で は , 音楽 機能 を 初期 化し , 並列 動作 モー ド を ON に し て いま す . 
・160 行 で , "end" を 読み 込む まで 音符 デー タ を 読み 込み ます . 
・170 行 で は , 演奏 を 行い ます . この と き , 並列 動作 モー ド が ON の 状態 で すか ら 演 奏し な が 
ら 絵 を 描く こと が で きま す . 
・180 行 で , 絵 を 描く サブ ルー チン を 呼び , 画面 上 に 絵 を 描き ます . 
・330 行 か ら 400 行 が その サブ ルー チン で , 330 行 か ら 360 行 で 座標 を 右 下 に ずら し な が ら 人 徐々 
に 大 き な 四 角形 を 描き , 370 行 か ら 390 行 で は 逆 に 座標 を 左上 に ずら し な が ら 四 角形 を 消し て 
いき ます . 
1 の の ′ オト ラダ "シナ カ " ラ エラ カフ 
11 の DEFINT 谷 -Z 
12 の SCREEN 2 。 の 。 の 。1 
13 の 6 CL8S d 
14 の 9 ? 
15 の STOPNM』BGBNM 1 


16 の READ MM を 』IF MM を ="end" THEN END 
17 の 9 PLAY MM 


1 の GUSUB 32 の 9 

19 の 9 GOTOU 16 の 

20 の ? 

21 の DaTA "US5T179@ の " 

22 の 9 DATA "LBB4CDEFG4Q3C4C4" 
23 の 9 DaTA "QBA4FBAB>C4 く 3C4C4" 
24 の 9 DATA "QBF く <F>BFEDE く E>FEDC く " 
2S の IATA "B く <B>>CHECE4QRGH4 く B4>" 
26 の 9 HATA "QBGB4CDEFB4QdC4C4" 
27 の DATA "QBA4FBAB>C4 く 3C4C4" 
28 の 9 DATA "QBF く <F >GFEDE く E>FEDC" 
29 の 9 DaTA "D く D>EDC く B>Cd" 

39 の の 9 DATA "end" 

31 の END 

32 の ^? 

33 の 9 FUR 1=2 TO 9 の 9 STEP 2 

4 の =((T 党 2) MOD 7)+1 

3S の 。 LINE(IX1 。6。1) -STEP(1 。1) 
d6 の 9 NEXT 

37 の FOUR I=9 の 9 TO 2 STEP -2 

38 の 9 LINE(1IX※1 。6。1) 一 STEP【(1 。1) の 。B 
39 の 9 NEXT 

4 の の RETURN 





3.2.5 VOICE COPY 文 を 使っ て 音色 を 作る 
OPN に は 49 種 類 ぉ も の 音色 が 用 意 さ きれ て いま す が , さら に ユー ザ が 新しく 音色 を 作る こと も 
可能 で す . 音色 を 作る に は , すでに OPN に 用 意 き れ て いる 音色 を 変え て いく こと に より 新 し 
く 音 を 作る 方 法 と , 全く 何 も な いと ころ か らち 新しい 音色 を 作っ て いく 方 法 の 2 種類 が あり ま 
す . 
ここ で は , VOICE COPY 文 を 使っ て 音色 番号 37 の ピッ コロ の 音 か ら 口 笛 の 音 を 作る ブロ グ 
ラム を 紹介 し ます . 
口 符 の 音 は ピッ コロ に 比べ る と 
1. 音 の 立ち 上 り が 遅い 
2. 音 が 細い 
3. ビブ ラー ト ( 音 程 を 細か く 変 化 さ せる ) が 強く か か っ て いる 
等 の 特徴 が あげ られ ます . 音色 番号 37 の 以上 の 点 を 変更 し , 演奏 を 行う の が 次 の プロ グラ ム で 
す . 
・130 行 で , 音色 デー タ を 格納 する 配列 変数 V% を 宣言 し ます . 
・140 行 で , 音色 番号 37 の ピッ コロ の デー タ を V% に コピ ー し ます . 
・ 細 い 音 を 出す た め に , 150 行 で アル ゴリ ズム 7 を 指定 し , 160 行 で オペ レー タ 1 の 使用 を 禁 
止 し ます . 
・170 行 か ら 190 行 で は , 音 の 立ち 上 り を 遅く さす る た め オ ペレ ー タ 2 , 3 ,4 の Attack Rate を 
10 に 設定 し ます . 
・200 行 で ビブ ラー ト の か か る 度合 い を 7 に , 210 行 で ビブ ラー ト の スピ ー ド を 6000 に 指定 し 
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ます . 
・220 行 で 配列 変数 V % の 口笛 の デー タ を チャ ネル 1 の FM 音源 に 送り , 240 行 か ら 280 行 で 
単音 に よる 演奏 を 行い ます . 


1 の の / ネイ ロ ラ 9 フル 

311 の 7 

12 の STOPNM 

13 の HiM VX(4。9) 

14 の 9 VOICE CUPY 37。VXZ 

15 の VZ( の 。 の ) =7 

16 の 6 VX( の 。1)=14 

7 の FOR ロ P=2 TO 4 

18 の VX(OP 。 の ) =1 の 

19 の NEXT 

2 の の VX( の 。7) =7 

21 の VX( の 。4) =6 の の の 

22 の VOICE VX 

23 の 9 『“ 

24 の 6 PLAY "DS" 

2S の PLAY "E2DBCBEBLIBC>C く AB>C4&C16 く <R16 は 2EC ロ CZ RA 
26 の 9 PLAY "E2DBCBEBDBC>C く AB>C4%C16 く R16BEBC ヨ HHC2 .R4“ 
27 の 9 PLAY "B4 。>CBH く BB4 。QBGB 。Ri ら >CC く AFAG2 4" 

289 PLAY "E2DBCBEBHBC>C く AB>C4&C16 く R16GEBCBLIDC2 。R2" 
29 の END 


音色 番号 で 指定 で きる 音色 か ら で な く , 全く な に も な いと ころ か ら 音 色 を 作る 場合 は , 資 料 4 
FM 音源 と シン セ サ イ ザーIC を 参照 し て くだ さい . 


3.2.6 重 斉 に よる 演奏 

重 音 演奏 を 行う プロ グラ ム を 作成 する 際 に 重要 な こと は , プロ グラ ム を 見 や すく 作る と い 
うら こと で す . PLAY 文 に よる プロ グラ ム は ほとん ど MML の か た まり で すか ら , ブログ ラム が 
見 づら いと 修正 や 変更 が 大 変 で す . 

次 の プロ グラ ム は READ 文 を 使っ て DATA 文 に 定義 きれ て いる 音符 デー タ を 読み 出し , 
PLAY 文 で 演奏 する も の で す . ここ で は 旋律 部 分 の デー タ ( 行 番号 が 偶数 の DATA 文 ) と 伴奏 
部 分 の デー タ ( 行 番号 が 奇数 の DATA 文 ) と に 分 け て 入力 され て いま すか ら , ブロ グラ ム が 見 
や すく 修正 や 変更 が 人 箇 単 に 行え ます . 

・130 行 で 音色 を ビア ノ に 設定 し ます . 

・140 行 の READ 文 で , 変数 M1$ に 旋律 部 分 の デー タ を , 変数 M2$ に 伴奏 部 分 の デー タ を 読 

み 込 み ま す . 変数 M1$ に "end'" が 読み 込ま れ た ら プ ログ ラム を 終了 し ます . 

・ そ れ 以 外 は 150 行 の PLAY 文 で , チャ ネル 1 の FM 音源 で 旋律 部 分 を , チャ ネル 2 の FM 

音源 で 伴奏 部 分 を 演奏 し ます . 


1 の の 
11 の 
12 の 
13 の 
1 4 の 
15 の 
1 6 の 
1 7 の 
1 の 
19 の 
19S 
2 の の 
21 の 
Z15 
で 2 の 
23 の 9 
235 
24 の 
25 の 
255S 
26 の 
27 の 9 
275 
2 の 
29 の 
295 
3 の の 
31 の 
315 
32 の 
の 
335 
4 の 
3 紀 の 
355 
36 の 
7 の 
375 
3 の 
37 の 9 
395 
人 の の 
人 1 の 


ィ ジュ ウオ フン テ ^ エン ソウ スル 

STOFN 

PLAY "@13" 。"@13" 

RE _M1 ま 。M2 ま ITF M1 和 本 ="end" THEN ENH 
PLAY NM1 生 。M2 ま BHTU 14 の 9 


/ Music data 
HATA "TB の @L 16V19" 
haTQA "TB の 9L16V19" 


HATA "USEH#tE 持 E く B>DC く ABR 16CEABBR 16EG 村 >CBR16 く E ッ EL" 
haTA "0U2RBR4 .Q>EARB 。 く E>EG 柱 RB 。. く >EARB ." 


HATA "EL#E く B>LC く ABR16CEABBR 16E >C く BA4" 
DATA "R4 . く QR>EARB 。 く E >EG#RB 。A>EAR16" 


HATA "USEELtEH 拉 EE く B>LIC く ABR 16CEQEBBR 1 6EB#H>CBR16 く E ッ ED 提 " 
HAT "02RBR4 .R>ERQRB . く E >EG ロ 林 RB 。. く >EAR 日 ." 


HATA "EL#E く <B>HC く ABR 16CEABBR16E>C く BABR16B>CL" 
DaTA "R4 。 く n>EARB 。 く E>EG 拉 RB 。A>EARB 。" 


HATA "USEEB .<B>FEDB . く F >EDCB . く E >LIC く BBR 1 6E>ERBE >ERB く DERBLI 拉 " 
DaTA "0U3CB>CRB 。. く く <B>GBRB 。 く QA>EARB . く DB2EQB >E >ERBE >ERBD#ERBD#ER16" 


DATA "OSEH#EU#E く B>hC く ABR 1 6CEABBR 1 6EB#B>CBR 16 く E >EH 栖 " 
HATA "2RBR4 .A>EARB . く E >E ロ RB 。 く A>EARB 。 " 


HATA "ELIfE く B>LC く ABR16CERNBBR 16E >C く BABR16 ヨ >CH" 
DATA "R4 . く >EARB 。 く E>EB 桂 KB 。A>EARB 。" 


HATA "OU5EB . く B>FEDB 。 く <F >EHCB . く E>HC く EBR 1 6E >ERBE >ERB く D 提 ERBHI 柱 " 
IaTA "03CG>CRB 。 く く B>BBR 。 く Q>ERRB 。 く Q2EGB >E >ERBE >ERBD せ ERBD##ER16"' 


[IATA "USEL#EH#E く B>HC く QBR 16CERBBR 16EG#tB>CBR16 く E>ED 栖 " 
HAT "2RBR4 。Q>EAR 。 く E >E ロ 村 RB 。 く >ERRB 。" 


EATA "EE#E く BHC く SABR16CEABBR 16 に ラビ く ロ 谷 4『 
JaTA "R4 CR>ERRB 。 く E >E ロ #RB 。 く 4『" 


Z 


DATA "nd Pt 


3.3 デー タフ ァイル を 作る 


デー タフ ァイル に は , シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン ダム ファ イル の 2 種類 が あり ます . 
シー ケン シャ ルフ ァイル と は , 連続 的 に 書か れ た デー タフ ァイル の こと で , 書い た 順序 で し 

か 読め な い フ ァイル で す . その 特徴 は 次 の と お り で す . 

1) デー タ の 書き 込み お よび 読み 込み は , ファ イル の 先頭 か ら 順番 に 行い ます . 

(② ファ イル 内 の 一 部 の デー タ を 書き 換え る こと は で きま せん . 

3) ファ イル の 変更 は , ファ イル の 最後 に 新た に デー タ を 追加 する こと だ け で す . 

) 

) 


ーー 


と 


(4) 比較 的 簡単 に 使え ます . 
5) 1 つ 1 つ の レ ュ ー ド (デー タ の 処理 の 単位 ) の 大 き さ は , 255 文 字 以 内 で 自由 に 変え られ 
ます , 
それ に 対し , ラン ダム ファ イル は ファ イル 内 の デー タ ( レ コー ド ) を 直接 読み 書き する こと が 
で きま す . その 特徴 は 


ーー 


1) ファ イル 内 の 各 レ コー ド に ラン ダム に 読み 書き で きる の で , デー タ の 書き 込み お よび 読 
み 込 み は フ ァイル の 先頭 か ら 順番 に 行わ れ な く て も か まい ませ ん . 

2) ファ イル 内 の 一 部 の デー タ を 書き 換え る こと が で きま す . 

3) ファ イル の 最後 に 新た に デー タ を 追加 する こと も で きま す . 

4) シー ケン シャ ルフ ァイル に 比べ て プロ グラ ム が 複雑 に な り ま す . 

5) 1 つ 1 つ の レ ュ ー ド の 大 き さ は 256 バ イト に 固定 され て いま す . 





フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で は シー ケン シャ ルフ ァイル , ラン ダム ファ イル の 両方 を 取り 扱う こと 
が で きま す が , カセ ッ ト テ ー プ は シー ケン シャ ルフ ァイル の み を 取り 扱い ます . こと で は カ 
セッ ト テ ー プ ブレ ュ コー ダ を 使用 する 場合 と フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ を 使用 する 場合 と に わけ 
て 説明 し ます . 


3.3.1 カセ ッ ト テ ー プ レコ ー ダ を 使用 する 場合 

カセ ッ ト テ ー プ レ ュ コー ダ を 使用 し て デー タ の 書き 込み , 読み 込み を 行う 場合 は , リモ ー ト 端 
子 (黒色 ) を 接続 し ます . 

リモ ー ト 端子 を 接続 し ます と , テー プレ ュー ダ の ON/OFEF は PC-8001MKISR が ュ コント 
ロー ル し ます . で すか ら , PLAY ボタ ン を 押し て いて も , PC-8001MKIHISR で カセ ッ ト テ ー プ 
を 使用 する 命令 が 実行 され な けれ ば カセ ッ ト テ ー プ は 回 り ま せん . この 機能 に よっ て , 必要 な 
間 だ け カ セッ ト テ ー プ を 回 すこ と と が で き , カセ ッ ト テ ー プ の むだ づか い が 防 げ , また 手間 も か 
か り ま せん . 

リモ ー ト 端子 を 接続 し な か っ た 場合 は , テー プレ コー ダ の スタ ー ト , スト ッ プ は すべ て 自 
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9 


タク 


で や る 必要 が あり ます . で すか ら , カセ モッ ト テ ー プ を 使用 する 命令 を 実行 する 前 に PLAY ボ 
ン を 押し , 終わ る と STOP ボ タン を 押す と いう 操作 が 必要 に な り ま す . 
デー タ の 書き 込み , 読み 込み を 行う 場合 は , リモ ー ト 端子 が 接続 され て いな いと うま く 動 作 


し な い 場 合 が あり ます . 以後 リモ ー ト 端子 が 接続 され て いる も の と し て 説明 し ます . 


1 


デー タ の 書き 込み 
(1) キー ボー ド か ら 次 の プロ グラ ム を 入力 し て くだ さい . 
1 の INPUT A,B,。CD 
11 の PRINT "Set tape 。then push PLAY and REC" 
12 の 9 INPUT "kj』 人 を 
13 の PRINT 一 1 4Q。B 


14 の 9 PRINT #-1 CD 
15 の END 


この プロ グラ ム を 仙 単 に 説明 し まし ょ うら. 
・100 行 で は キー ボー ド か ら 数 値 を 入力 し ます . 
・110 行 で メッ セー ジ が 表示 され ます か ら , カセ ッ ト テ ー プ を セッ ト し REC ボ タン ( ま 
た は SAVE ボ タン ) と PLAY ボタ ン ( ま た は LOAD ボ タン) を 押し て , 120 行 で [ 記 キ ー を 
入力 し ます . 
・130 行 と 140 行 の PRINT 存 文 で 。 カセ ッ ト テ ー プ に デー タ を 書き 込み ます . 
・]150 行 で プロ グラ ム を 終了 し ます . 
(② この プロ グラ ム を 実行 させ ます . 
run [| 
(3③ する と 画面 に " ? "を 表示 し ます . これ は 100 行 の INPUT 文 が キー ボー ド か ら の 入力 を 要 
求 し て いる の で す . 
そこ で 
1.2,3,4 
と 入力 し ます . 
(4) する と 今度 は 次 の メッ セー ジ が 表示 され ます . 
Set tape , then push PLAY and REC 
Ok? 

(5) そこ で , カセ ッ ト テ ー プ を テー プレ コー ダ に セッ ト し ます . この と き , テー プ カ ヵ カ ウン 
タ を 0 に し て お おけ ば , あと で どこ か ら デ ー タ が 入っ て いる か 一 目 で わか り 便 利 で す . 
(6) カセ ッ ト テ ー フ の セッ ト が 終わ っ た ら , テー プレ ュー ダ の REC ボタ ン (また は SAVE 
ボタ ン ) と PLAY ボタ ン ( ま た は LOAD ボ タン) を 押し ます . これ ら の 準備 が 終わ っ た ちら , 
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を 入力 し ます . 

⑦ すぐ に カセ ッ ト テ ー プ が 回 り 始め ます . し ば らく し て か ら 画 面 に "Ok" を 出力 し , ヵ 
セッ ト テ ー プ は 止ま り ま す . 

これ で キー ボー ド か ら 入 力 し た 数 値 が カセ ッ ト テ ー プ に 書き 込ま れ ま し た . 


2 デー タ の 読み 込み 
先程 , カセ ッ ト テ ー プ に 書き 込ん だ デー タ を 今度 は 読み 込ん で み ま し ょ う . 
(1) 次 の プロ グラ ム を 入力 し ます . 
1 の の PRINT "Push PLAY" 
11 の INPUT 間 1 。Q。B 
12 の INPUT 間 -1 CH 


13 の ERINT QA,B。C,D 
14 の 9 END 


プロ グラ ム の 意味 は 次 の と お り で す . 
・100 行 で , 画面 に "Push PLAY "と 表示 し PLAY ボタ ン ( ま た は LOAD ボ タン ) を 押す こ 
と を 促し ます . 
・110 行 と 120 行 の INPUT 婦 文 で 。 カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ を 読み 込み ます . 
・130 行 で 読み 込ん だ デー タ を 画面 に 表示 し ます . 
・140 行 で プロ グラ ム を 終了 し ます . 
(2) プロ グラ ム が 入力 で きた ら , デー タ の 書き 込み を 始め た と ころ まで カセ ッ ト テ ー ブ プ を 大 
き 戻 し ます . 
(3) カセ ッ ト テ ー プ の 人 準 備 が で きた ら 実 行 さ せま す . 
run|d| 
(4) "Push PLAY" と いら メッ セー ジ が 表示 され た ら PLAY ボ タン (また は LOAD ボタ ン ) を 押 
し ます . カセ ッ ト テ ー プ が 回 り 始 め て し ば らく する と , 読み 込ま れ た デー タ が ディ スプ レ 
イ に 表示 され ます . 


3③ データ の 型 と 数 の 一 致 

カセ ッ ト テ ー プ に デー タ を 書き 込む , ある い は 読み 込む 場合 の 注意 事項 と し て , 書き 込む と 
き と 読 み 込 むと き の 〈 デ ー タ の 型 と 数 の 一 致 〉 が あり ます . デー タ と し て 文字 を 書き 込ん だ の 
に , それ を 数 値 デ ー タ と し て 読み 込む こと は で きま せん . また , 1 つの PRINT 婦 文 で 4 つの 
デー タ を 書き 込ん で いる の に , INPUT 尋 文 で は 2 つ し か 読み 込ま な いと いう わけ に も いき ませ 
ん . た だ し , デー タ の 型 と 数 が 一 致し て いれ ば , 読み 込ん だ デー タ を 代入 する 変数 は , 書き 込 
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ん だ と き に 使っ た 変数 と 異な っ て いて も か まい ませ ん . 
[良い 例 1] 
書き 込む と き 
100 PRINT # 一 1,A,B,C 
読み 込む と き 
150 INPUT # 一 1,X,Y,Z 
デー タ の 型 (数 値 ), 数 (3 つ ず つ ) が 一 致し て いる の で OK です. 
[良い 例 2] 
書き 込む と き 
100 PRINT # 一 1 , A$,B$ 
読み 込む と き 
150 INPUT # 一 1,C$,D$ 
これ も , デー タ の 玲 ( 文 字 ), 数 (2 つ ず つ ) が 一 致し て いる の で OK です. 
〔 悪 い 例 1 ] 
書き 込む と き 
100 PRINT #ー1,A,B,C,D 
読み 込む と き 
200 INPUT #ー1,A,B 
210 INPUT # 一 1,C,D 
デー タ の 弄 ( 数 値 ) は 一 致し て いま す が , 1 つの PRINT 尋 文 で 4 つの デー タ を 書き 込ん だ 
の に 対し , 読み 込む せ と き は 一 度 に 2 つ し か 扱っ て いま せん . この 場合 , 200 行 で 4 つ デ ー タ 
を 読み 込み 最初 の 2 つの デー タ を 変数 に 代入 し ます が , 残 り の 2 つの デー タ は 無視 され 
"2Extra ignored "が 表示 され ます . そし て 210 行 で は 読み 込む デー タ を 探し 続け ます . 
[悪い 例 2] 
書き 込む と き 
100 PRINT # 一 1 , A$,B$ 
読み 込む と き 
200 INPUT # 一 1,A,B 
デー タ の 数 (2 つ ) は 一 致し て いま す が , デー タ の 型 が 一 致し て いま せん . と の 場合 , 200 
行 で "Bad File Data" エ ラー が 表示 され ます . 


3.3.2 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ を 使用 する 場合 


1 シー ケン シャ ルフ ァイル 
シー ケン シャ ルフ ァイル を 読み 書き する 際 に 使用 で きる ステ ー ト メン ト と 関数 は 次 の と お り 
5 で お 。 


OPEN 

CLOSE 
PRINT # 
PRINT# USING 
INPUT # 


LINE INPUT # 


INPUT$ 
EOF 
LOC 
LOF 








シー ケン シャ ルフ ァイル を 作り , その 中 の デー タ を 読み 書き する た め に 必要 な 手順 は 次 の よ 
うに な り ま す . 


シー ケン シャ ルフ ァイル の 作成 
(1) 書き 込み の た め の フ ァイル を オー プン し ます . 
例 ) open "TEST "for output as 尋 1 


(2) PRINT 婦 文 を 使っ て ファ イル に デー タ を 書き 込み ます . 
例 ) print 尋 1,n$:" "jp 


(3③) 必要 な だ け (② の 作業 を 繰り 返し た 後 , ファ イル を クロ ー ズ し て 終了 し ます . 
例 ) close 尋 1 


例 と し て キー ボー ド か ら 生 徒 の テス ト の 点数 を 入力 し て , シ ー ケ ン シ ャ ルフ ァイル 
"TEST" を 作る プロ グラ ム 1 と 実行 例 を 示し ます . 


1 の 6 の ′ フ 2" ロ の "ラム 1 

11 の PEN "TEST" FUR OUTPUT AB #1 
12 の 9 ?* 

13 の INPUT "ナマ エリ " ョ N を 

14 の IF N を mend" THEN 29 の 

15 の INPUT "カモ フリ 5K 多 

16 の 9 INPUT " ト フ 2 テ フ " ョ P ピ 

17 の 9 PRINT 柱 1JN を 0 "9K ま 0" P 
18 の 9 PRINT 

19 の 9 GOUTO 12 の 

29 の ”/ 


21 の CLOSBE #1 sEND 
PUT 

ナマ エマ テラ 9" ユカ リ 
カモ 2? エイ コ * 

トウ テン ? 71 

ナマ エア ナカ ハラ ミト シ 
カモ ファ エイ コ * 

トワ テン ? 43 

ナマ エ ? カネ タコ ユウ コ 
7 カモ フウ エイ コ “ 

トワ テン ? 45 

ナマ エー アイ カワ フサ ニ 
力 モ フラ エイ コ ~ 
トワ テ フ マ 62 


ナマ エイ gnG 
Ok 


シー ケン シャ ルフ ァイル を 作成 する プロ グラ ム に お いて , PRINT#USING 文 を 使用 す 
る こと に よっ て , 書式 制御 し た デー タ を 書き 込む こと も で きま す . た と えば , 
例 ) print 尋 1,using " 邦 尋 尋 存 . 尋 存 .":a,b,c,d 
を 使う と , 特に 区 切り 記号 を 付け る こと な く , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 数 値 デ ー タ を 書き 
込む こと が で きま す . この 区 切り 記号 と は , シー ケン シャ ルフ ァイル の 中 の デー タ の 読み 
込み に INPUT 尋 文 を 使用 する と き , 数 値 デ ー タ の 場合 は コン マ , キャ リッ ジリ ター ン , ラ 
イン フィ ー ド , 空白 な ど を 区 切り と し て デー タ を 読み 込む た め の も の で す . LINE 
INPUT 尋 文 を 使用 する 場合 は , キャ リッ ジリ ター ン の み を 区 切り 記号 と し ます . 
LOC 関 数 を シー ケン シャ ルフ ァイル に つい て 使用 する 場合 は , その ファ イル が 開か れ 
て 以降 , 読み 書き され た 総 セ クタ 数 を 値 と し ます . 
シー ケン シャ ルフ ァイル か ら の 読み 込み 
(1) 読み 込み の た め の フ ァイル を オー プン し ます . 
例 ) open "TEST " for input as 孝 1 
(2) INPUT 参 文 , LINE INPUT 参 文 等 を 使っ て ファ イル か ら デ ー タ を 読み 込み ます . 
例 ) input 尋 1,n$,p 


(3③ 必要 な だ け (②⑦ の 作業 を 繰り 返し た 後 , ファ イル を クロ ー ズ し て 終了 し ます . 
例 ) close 考 1 
次 に プロ グラ ム と し て , プロ グラ ム 1 で 作っ た ファ イル "TEST" か ら デ ー タ を 読み 込 
み , 50 点 未満 の 生徒 を 全部 表示 する 例 を 示し ます . 


19 の 9 / 2* ロ 7" う 342 
11 の 9 DPEN "TEST" FUR INPUT AS #1 
12 の 9 

13 の INPUT #1 。N ま 』K ま 。F 

14@ IF P>=5 の THEN 129 

155 の FRINT N ま に K 和 を ま 。P 

16 の BODTD 12 の 


Pun 
す カ リハ ラー ミト ェ エイコ ~ 43 
カネ ャ ネコ ユウコ ェ イ ゴ " 4 
Input pas5t end in 13 の 

ロ k 


ブロ グラ ム 2 で は ファ イル 中 の デー タ を 最初 か ら 順番 に 読み 込ん で いき ます . そし て , 
ファ イル の 最後 で も 2 読み 込む セ デ ー タ が な く な る と , 130 行 で "Input past end" エ ラー が 起 
こり ます . これ を 避け る た め に , 125 行 に 


125S IF EQF(1) THEN 2 の の 


を 挿入 し て ファ イル の 終わ り を チェ ッ ク し 
29 の CLOSE 持 1 
21 の ENLII 


の よう に 処理 し ます . 


シー ケン シャ ルフ ァイル へ の デー タ の 追加 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 に シー ケン シャ ルフ ァイル が 怒 に 作ら れ て いて , その 後に デー タ 
を 追加 し た い 場 合 に は , 次 の よう な 手順 で 行い ます . 
1) 追加 する た め の フ ァイル を オー プン し ます . 
例 ) open "TEST "for append as 孝 1 
(2) PRINT 女 文 を 使っ て ファ イル に 追加 し た い デ ー タ を 書き 込み ます . 
例 ) print 者 1,n$:" "ip 
3③) 必要 な だ け ⑫ の 作業 を 繰り 返し た 後 , ファ イル を クロ ー ズ し て 終了 し ます . 
例 ) close 存 1 
ブロ グラ ム 1 で 作っ た ファ イル "TEST" に デー タ を 追加 する 例 を プロ グラ ム 3 と し て 示 
し を ます. 


1 の の 9 / 27 ロ 2" ラム 3 

11 の 9 UPEN "TEST" FOR PPENH AB 1 
129 “ 

13 の 9 INFUT "ナマ エリ iN ま 

14 の 6 IF N ま = リ "end" THEN 2 の 9 

1 の INFUT "カモ ウリ 尼 ま 


169 INFUT "リト 2 テン リョ ビ 

17 の 9 FRINT 手 1JN ま 0 PE ま ま PsP 
1 の 9 PRINT 

199 BUTO 12 の 9 

2 の 9 /" 

210 CLOSE 拉 1』ENLI 


PU 

ナッ エマ すい ラ ミト シッ 
カモ 2 リカ 

ト フ テン で 99 


ナマ エア カカ マコ ユウ コ 
カモ 2? リカ 

トウ テッ“ BB 

ナ フ マエ“ テラ "ユカ リ 
カモ ファー サフ マ ワウ 
トウ 2 テン 44 

すう フエ マー アイ ガー フサ コ 
カモ 2 E ヤ カ イ 

トウ テン マー 41 


ナマ エ ツ end 
Ok 


この プロ グラ ム は , プログラム 1 の 110 行 の OUTPUT を APPEND に 変え た た だ け で す . 
し た が っ て , この プロ グラ ム で デー タ を 追加 し た ファ イル に 対し て プロ グラ ム 2 を 実行 し 
て チェ ッ ク す る こと が で きま す . 


Pun 
ナカ ハラ ミト シ エイ コ ~ 43 
カネコ ユウ コ エイ コ ~ 45 
テラ 9" ユカリ サフ スウ 人 44 
アイ カワ フサ コ シャ カイ 41 
Ok 


シー ケン シャ ルフ ァイル の デー タ の 修正 


シー ケン シャ ルフ ァイル で は , その ファ イル の デー タ を 修正 する こと が で きま せん . し 
た が っ て , 現在 の ファ イル か らち 読み 込ん で 修正 し た デー タ を 新しい 別 の シー ケン シャ ル 
ファ イル へ 書き 込ん で いく 作業 を 行わ な けれ ば な り ま せん . 以下 に プログ ラム 4 と し て , 
プロ グラ ム 1 や 3 で 作っ た ファ イル の 修正 を 行う 例 を 示し ます . 


1 の 6 の 9 / 27 ロ の "ラム 4 

11 の 9 UPEN "TEST" FUR INFPUT RS #1 
12 の UPEN "test" FUR _UUTFUT GS #2 
13 の 9 ・ 

149 IF EOUF(1) THEN 5 の の 

1 の INPUT 1 』N ま に ま 。F 

16 の 1F FLG=1 THEN 4 の の 

17 の 9 PRINT N ま に ま 。P 

1 の 9 “ 

199 PRINT "パフ コウ カ " アリ マス カマ リョ 

29 の 9 INFUT "(ye on no or delete or end) " 』 人 ま 


1) 


で 1 の まま =LEFT ま (人 まま 。1 ) 

2 の 1F まま = リリ" THEN FLG=1 siGHTOU 49 の 9 
で 3 の IF 人 ま ="d" THEN 139 

249 1F 内 和 ま = リ n リ " THEN PRINT iGBHT 有 4 の の 9 
2 の IF まく > リッ y リ THEN 18@ 

6 の 9 INPUT "ナマ エリ "IN ま 

ご 7② INFUT "カモ 2 sK 主 

<B の 9 INFUT "トウ テ - ル | ョ F 

< の 9 PRINT 

4 の 9 の 9 ? 

41 の FRINT 壮 2JN ま 0 PaK ま 0 PP 

42 の 9 GUTH 139 

SB の の ? 

S1 の CLOSE #1 

2 の CLUBSE #2 

539 KILL "TEBT" 

4 の 9 NaME "test リ AS _ "TEST" 

SS の END 


上 の ブログ ラム で は , ファ イル "TEST" か ら 読 み 込 ん だ デー タ に 修正 が な い 場 合 は そ 
の まま 新しい ファ イル "test" へ 書き 込み ます . も NE 260 て 280 行 で 新 し 

い デ ー タ を 入力 し "test" へ 書き 込み ます . 削除 する 場合 に は 書き 込ま ず に 次 の デー タ を 
"TEST" か ら 読 み 込 み ま す . 修正 が 終了 し た 場合 は , "TEST' か ら 読 み 込 ん だ デー タ を そ 
の まま "test" へ 書き 込む 作業 を , "TEST" の ファ イル の 終わ り ま で 繰り 返し ます . 

最後 に , 占い ファ イル "TEST" を 消去 し , "test" の 名 前 を "TEST "に 変更 し て か ら 終 了 し 
ます . 


ラン ダム ファ イル 
ラン ダム ファ イル を 読み 書き する 際 に 使用 で きる ステ ー ト メン ト と 関数 は 次 の と お り で す . 


OPEN 
CLOSE 
FIELD 
LSET 
RSET 
PUT # 


GET # 


LOC 

LOF 

CVI/ CVS/CVD 
MKI$ /MKS$/MKDS 











ラン ダム ファ イル を 読み 書き する 場合 に は , 次 の 手順 が 必要 と な り ま す . 
ラン ダム ファ イル を オー ブン し ます . 
例 ) open "TESTR" as 尋 1 


(2) ラン ダム ファ イル ベッ ファ に 文字 変数 を 割り 当て ます . 
例 ) field 婦 1,20 as n$,20 as k$,2 as p$ 


(3) デー タ を 書き 込む 場合 は , その 前 に LSET 文 また は RSET 文 を 使っ て , バッ ファ ヘ デ ー 
タ を 転送 し て お きま す . 


例 ) lset n$ 三 a$ 
また デー タ が 数 値 の 場合 は , 一 度 MKI$, MKS$, MKD$ 関数 を 使用 し て , それ ぞ れ 幣 数 


値 , 単 精度 実数 値 , 倍 精度 実数 値 を 2 ベイ ト , 4 バイト, 8 ベイ ト の 文字 に 変換 し て か ら 
バッ ファ へ 転送 し ます . 
例 ) lset p$ 王 mki$(p ) 
(4) デー タ の 書き 込み また は 読み 込み を 行い ます . 
例 ) put 尋 1 , nm% 
get 尋 1 ,nm% 
GET 尋 文 に よっ て 読み 込ん だ デー タ が 数 値 で ある 場合 に は , CVI, CVS, CVD 関 数 を 
使っ て 文字 列 か ら 数 値 へ 変換 し ます . 
例 ) p 三 cVi( p$ ) 
(5) ラン ダム ファ イル を クロ ー ズ し て 作業 を 終了 し ます . 
例 ) close 尋 1 


次 の ブ プログラム 5 は ば は, 生徒 番号 に よっ て ラン ダム に 読み 書き する も の で す . 新しく ファ イル 


を 作る 場合 は RUN コマ ンド 実行 後に "ファ イル メイ "を 入力 し た ら , 次 に 必ず "ファ イル ノ 
イニ シャ ライ ズ " を 実行 し て くだ さい . 


1 の 6 の 9 ?/ ファ ロフ "ラム 5 

11 の 9 。 CLSiINFPUT "ファ イル メイ ー リョ F 玉 

12 の 9 UPFEN F ま RS 1 

13 の FIELH #1 。1 QB ID まま 。2 の 9 RB N ま 。29 RS ド ま 。2 RS P ま 


14 の / メニ ュー 

1 の CL5 

16 の 9 PRINT "1: テ アーク サフ セ イフ コウ リ 

17 の 9 PRINT "2 テリー サン ジョ ウリ 

18 の FRINT " コテ フス ウ ニ ヨル サフ サ 2" 

19 の 9 PRINT "4 ょ ジュ ウリ ョ ウリ 

2 の の FRINT "999』 フ ァイル ノー イニ ジャ ライ ス ” 『 


21 の INPUT " エラン テ ^ 2 が サイ リョ F 
22 の IF F=999 THEN 769 

23 の UN F BOT 289 ,25 の ,5B の 。B 7 の 
24 の BUTO 14 の 

2 の / テーー タ サン ショ ウ 

2 で 6 の 5BF=ー1 

27 の BUTOU 39 の 

2B の / テ “"ー タ パフ コウ 

29 の  BF= の 

3 の 9 の 『 

31 の 6 GET 1。1 


32 の 
33 の 
d4 の 
3 の 
36 の 
37 の 
38 の 
d9 の 
44 の の 
41 の 
42 の 
43 の 
44 の 
45 の 
46 の 
47 の 
48 の 
49 の 
5 の の 
51 の 
82 の 
5 の 
4 の 
55 の 
6 の 
57 の 9 
SB の 
9 の 
6 の の 
61 の 
62 の 
63 の 
64 の 
65 ら の 
66 の 
67 の 
6B の 
69 の 
7 の の 
71 の 
72 の 
73 の 
74 の 
75 の 
76 の 
77@ 
78 の 
79 の 
B9 の 
8B1 の 
B2 の 
839 
B4 の 
BS の 
6 の 
7 の 
BB の 
B9 の 


MQX=CV1I (P ま ) 
FRINT "セイ ト いい ラフ ゴ ウー (1 一 "gaUSBING " 拓 提 井 " ョ MRX 一 1 
INPUT "on の 』 オ ワリ ) "sgNNMZ 
IF _ NMZ= の THEN 14 の 
NMZ=NMX+1 
BET #1 ,NMX 
IF ILI ま =CHR 本 (25 呈 ) NL SF= の 9 THEN 479@ 
IF TI まま =CHR ま (255) NL SF THEN 3 の の 
PX=CV1 (P ま ) 
PRINT 
PRINT "ナマ エー 7 jiN 多 
PRINT "カモ フー ij ョ K 生 
PRINT "トウ テー フー "9 ョ PX 
PRINT 
IF SF THEN 39@ の 
モウ 
INPUT "ナマ エ "人 生 
ITF まく > 0 THEN LSET N ま = 人 
INPUT "カモ フー " 』 人 本 
IF 人 Q 生 く >" 0 THEN LSET に K ま = 人 を 
INPUT "リト フ テ フ "人 
IF を まく >00 THEN LSET P ま =MK1 ま (VQL (人 ま ) ) 
PRINT 
LSET ID を =" ロ " 
FUT 半 1 。NMX 
BOT 28 の 
/ ガン サフ 
BET 提 1 。1 
MQX=CVI (PF ま ) 


INPUT " ナ フ テ フイ カ テ ^ ケガ フサ ウー シマ スカ "saK 
FRINT 
FUR_NMXZ=2 TO MAX 
BET 六 1 。NMX 
IF ID 本 = じ CHR 生 (255) THEN 699 の 
IF CVI(F ま ) >AK THEN 69 の @ 
FRINT USING " 柏 欄 寺 "aNMXー1』 
FRINT _N ま 』K 本 3USINB !' 桂林 提 揚 " ョ じ VI(P を ) 
NEXT_NNMX 
PRTINT 
PRINT "カフ サフ シュウ リョ ウ 。 RETURN ヲ オシ テ フグ" サイ" 
介 本 =INKEY ま IF 本 = リリ THEN 739 
BOT 14 の 
ィ ー イニ ミヤ ライ スズ ~ 


INPUT "セイ トコ ドウ ニーノ サイ ヴー イチ jn" saMAX 
INPUT "ファ イル ヲ イニ シャ ライ ス ^ シマ スカ (y OoP n) "』 人 皇 
IF 人 本 く >"y! THEN 14 の 
FR _NMX=1 TU MAX+1 
LSET ID 本 =CHR ま (255) 
PUT 柱 1 。NMZ 
NEXT_NNMX 
LSET F を =MK1 和 本 (MAX+1 ) 
PUT 欄 1』1 
GOTO 14 の 
/ ジュ ウリ ョ ウ 
CLOSE 草 1 
EN 


3. 和 4 デバ ッ グ 


プロ グラ ム が 思っ た と お り に 動作 し な いこ と を 「 プ ログ ラム に ベ バグ ( 虫 ) か が いる 」 と いい , それ 
を 直す こと を デベ バッグ ( 虫 と り ) と いい ます . ここ と では, BASIC で プロ グラ ム を 作っ た と き の デ 
バッ グ の 方 法 に つい て 説明 し ます . 


3.4.1 TRON コ マン ド を 使っ て の デバ ッ グ 
デバッグ の 際 注 目 す べき 点 と し て , プロ グラ ム の 実行 順序 と 変数 の 内 容 の 変化 の 2 つが 考え 
られ ます . 
まず プ ブログ ラム の 実行 順序 を 調べ て み ま し ょ うら . これ を 行う ら に は TRON コ マン ド を 実行 し ま 
す . TRON コマ ンド は ダイ レク トモ ー ド , プロ グラ ム モ ー ド の 両方 で 実行 で きま す . TRON ュ 
マン ド を 実行 する と , ブロ グラ ム が 実行 され た 順に 行 番号 が 表示 され ます の で , それ に よっ て 
プロ グラ ム の 実行 順序 を 調べ る こと が で きま す . また [ESC] キー を 押す と , プロ グラ ム の 実行 
を 一 時 停止 し , も う 一 度 [ESC] キ ー を 押す と 再開 する こと が で きま す . 
この よう に し て , 実行 順序 が お か し い 行 を 見 つけ た ら , その 1 つ 手 前 の 行 の 内 容 を LIST ュ 
マン ド に よっ て 表示 させ ます . そし て , その 行 で 参照 され て いる 変数 の 内 容 の 変化 が 指定 し た 
と お り に な っ て いる か を 調べ ます . これ を 行う に は 次 の よう に , その 変数 に 代入 が 行わ れ た 行 
(必ず し ゃ LIST ュ マ ンド に よっ て 表示 され た 行 と は 限り ませ ん ) の 前 後に PRINT 文 を 挿入 し ま 
ま : 
例 ) 
90 BーB 十 0 . 1 
100 A 三 SIN(B) 
110 CSC(A) ニ 1/SIN(A) 





注目 し て いる 行 


上 記 の プロ グラ ム に 次 の よう な PRINT 文 を 挿入 し ます . 
95 PRINT "debug line 尋 95:":A,B 
105 PRINT "debug line 尋 105:":A,B 
この よう に 変更 し た プログ ラム を 実行 し て , 変数 の 内 容 が 正しく 変化 し て いる か 調べ ます . 
数 値 変数 の 場合 , 一 度 も 代入 が 行わ れ な か っ た と き の 内 容 は 0 に な り ま す . し た が っ て , 上 
記 の 挿入 文 に よっ て 変数 の 内 容 を 表示 し た と き , 0 に な っ て いる も の が あれ ば , 表示 以前 の 行 
で 代入 が 正しく 行わ れ た か 確認 し て くだ さい . 
上 記 の よう な 現象 は , 変数 名 に ミス スペ ル が あっ た 場合 に よく 起こ り ま す . 
間違い を 見 つけ , 変更 する こと に よっ て 削除 し た い 行 が ある 場合 は , DELETE コマ ンド を 使 
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わ ず REM 文 (”) を 使用 し ます . この 理由 は , も し その 変更 が 間違い と わか っ た と き , 元 に 戻す 
の を 簡単 に する た めで す . 
例 ) 100 A 三 SIN(B) 
! 
100 'A 三 SIN(B) 
また , 挿入 し た い 行 が ある 場合 は , その 行 を 挿入 し , その 後に 新規 追加 し た 行 で ある 旨 を 
REM 文 () を 使っ て コメ ント と し て 残し て お く と 便利 で す . 
例 ) 100 A 王 SIN(B) 
110 CSC(A) 三 1/SIN(A) 
! 
100 A 三 SIN(B) 
105 A 三 A 十 1 'bug fix 
110 CSC(A) 三 1/SIN(A) 
この よう に し て デベ バッグ を 行い , 完成 し た ら , 不要 と な っ た 行 や コメ ント を 取り 除き ます . 
し か し , 実行 速度 や プロ グラ ムサイ ズ が その プロ グラ ム に 悪影響 を 与 えな い 場 合 は , コメ ント 
は 残し て お いた 方 が 後 の 変更 や デベ バッグ の た め に 便利 で す . 


3.4.2 スイ ッ チ を 使っ て の デバ ッ グ 


も っ と デベ ッ グ し や すく する た め に は , プロ グラ ム そ の も の を デベ バッグ し や すい よう に 作り 
ます . その た め に , スイ ッ チ と 呼ば れる 変数 を 用 意 し ます . 変数 の 値 を 0 ある い は 一 1 に 設定 
し , その 変数 の 値 を 切り 替え る こと に よっ て プロ グラ ム の 実行 順序 を 変え ます. 

スイ ッ チ は プロ グラ ム の 最初 の 行 で 設定 し ます . そし て プロ グラ ム の 実行 に より 一 度 代入 さ 
れる と , その 値 は 以後 変化 し ませ ん . 

た と えば DG と いう スイ ッ チ を 用 意 し て , DG で ニー1 の と き 変 数 を 表示 する よう に プロ グラ ム 
を 作る と , デバッグ を 行う の に 便利 で す . そし て デバ ベッ グ が 終わ っ た ら DG=0 に し て お きま 
の 

また スイ ッ チ は , デバ ベッ グ が 終わ っ て も , 後 で バグ が 見 つか っ た と き の た め に 残し て お いた 
方 が よい で し ょ う 。 

例 ) 10 FA=0 

20 TRーNOT FA 
30 DG 三 TR 'debug if true 


95 IF DG THEN PRINT "debug line 存 95:":A,B 
100 A= テ SIN(B) 
105 IF DG THEN PRINT "debug line 存 105:":A,B 


3.4.3 デバ ッ グ の た め に 
デベ ッ グ を 行う 際 の 注意 すべ き 点 , 参考 点 を あげ まし た . 
(1) プロ グラ ム の 見 や すさ を 重視 し て マル チ ス テー トメ ント は 避け る . 
10 INPUT "A=":A:INPUT "Bー":B 
20 CA*※B : PRINT C 
\ 
10 INPUT "A=":A 
20 INPUT "Bー":B 
30 C ニ A*B 
40 PRINT C 
(2) 演算 子 の 優先 順位 に 気 を 付け る . (自信 が な いと き は と りあ え ず ( ) を 付け る .) 
(3 整 数 化す る 際 の まる め 方 に 注意 する . (小数 点 以 下 は 切り 捨て られ ます .) 
(④) コロ ン (:) と セミ ュ ロ ン (!), ビリ オド (.) と コン マ (,), ゼロ (0) と オー(O), エル 
(1) と イチ (1) が 間違っ て いな いか 注意 を 払う . 
5) 必要 に 応じ て STOP 文 を 入れ , ブ ログ ラム の 実行 順序 や 変数 の 内 容 を 確認 する . (CONT 
ュ マ ンド を 使用 する と , STOP 文 の 次 の 行か ら 実 行 が 再開 で きま す .) 
(6) ON ERROR GOTO 文 を 使っ た プログ ラム を デベ バッ グ す る 場合 , ON ERROR GOTO 文 
が 実行 され る 状態 だ と エラ ー 処 理 を 行う 必要 が 生じ る た め , デバ ッ グ が や り に くく な る . 
デバ ッ グ 中 は ON ERROR GOTO 文 を コメ ント 文 (REM 文 を 使用 ) に 変更 し て お く . 


3.5 機械 語 プ ログ ラム の 呼び 方 


Nss-BASIC に は , 機械 語 で 書か れ た プロ グラ ム を 呼び 出す 機能 と し て USR 関数 が 用 意 さ れ 
て いま す . ここ で は 機械 語 プ ログ ラム を 作成 する 際 の 注意 と , USR 関数 と の 引数 の 受け 渡し 方 
に つい て 説明 し ます . な お , ここ で の 説明 を 正しく 理解 する た め に は , PD780 の ブロ グラ ミ 
ング に 関す る 知識 を 必要 と し ます . 


3.5.1 メモ リ の 配置 
機械 語 ル ー チ ン を 機械 語 モ ニタ に より 作成 し た り . ファ イル か ら ロ ー ド する 際 に は ,、 その た め の メ 
モリ 領域 を 確保 する 必要 が あり ます . この 機械 語 プ ログ ラム 用 の メモ リ 領 域 は , BASIC の 使用 
する 領域 と 重複 し て は な り ま せん . そう で な けれ ば , BASIC の 動作 が 異常 に な っ た り , 逆 に 
BASIC の 動作 に より 人 準 備 し た 機械 語 プ ログ ラム が 破壊 され た り し ます . メモ リ の 確保 は 
CLEAR 文 に より BASIC の 使用 する メモ リ の 上 限 を 設定 する こと に より 行い ます . 指 定 さ れ た 
ト 上限 か ら BASIC の 作業 領域 の 前 まで は BASIC は 利用 し な く な り ま す の で , 機械 語 プ ログ ラム 
領域 と し て 用 いる こと が で きま す . BASIC の 作業 領域 と は , BASIC 自身 が 使用 し て いる 領域 
の こと で ュ ユーザ が 使用 する こと は で きま せん . 
参考 : ニテ ー ザ が BASIC ブ ログ ラム や 機械 語 プ ログ ラム で 使用 可能 な メス モリ の 領域 は 次 の メ 
モリ マッ フ 上 で アミ ( 。 ) の か か っ て いな い 部 分 で す . それ 以外 の 領域 を 変更 し た 場 
合 BASIC の 動作 は 保障 され ませ ん . 


8000H 8000H 
DISK コ ー ド 
BASIC ブ プロ グラ ム アリ ルレ ZN 
XXXXH 


BASIC ブ ログ ラム 








E600H E600H 


BASIC 作業 領域 BASIC 作業 領域 





FFFFH 
(ROM バ パー ジョ ン ) (DISK バ ー ジ ョ ン ) 


水 XXXXHーpeek(&heae6 ) ネ 256 十 peek(&heae5 ) 
Nas BASIC の メモ リー ッ プ 


FFFFH 


ュー ジ 9 


8000H 
8020H 





EEE 
8020H 


BASIC プ ログ ラム BASIC プロ グラ ム 














玉 玉 
YYYYH 

DISK コ ー ド 。 

ファ イル バッ ファ 
(N) EA00H (N) EA00H | 
(Neo) E600H (Nso) E600H 
BASIC 作業 領域 BASIG 作業 領域 

FFFFH FFFFH 

(ROM バ ー ジ ョ ン ) (DISK バ パー ジョン) 


ポ 玉 YYYYH 三 peek(&hef55 ) ネ 256 十 peek(&hef54) (シス テム 起動 時 の 値 ) 
Ns-BASIC, N-BASIC の スモ リマ ッ プ 


3.5.2 機械 語 プ ログ ラム の 準備 
確保 し た 領域 に 機械 語 プ ログ ラム を 準備 する 主 な 方 法 と し て は , 次 の 3 つが あり ます . 
(1) 機械 語 モ ニタ を 用 いる 
MON コマ ンド に より 機械 語 モ ニタ に 移り , その モニ タ の 機能 を 利用 し て プロ グラ ム を 書き 
込む (PC-8001MKISR ユ ー ザ ー ズ ガイ ドド 参照 ). 
(2) BLOAD ュ マン ド に より ロー ド す る 
既に BSAVE コ マン ド に より セー ブ さ れ て いる 機械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る . 
(3) POKE 文 で プロ グラ ム を 書き 込む 
比較 的 短い プロ グラ ム で あれ ば , DATA 文 に より 機械 語 プ ログ ラム を デー タ の 型 で 表現 
し て お き , それ を READ 文 で 読み 出し た 後 , POKE 文 に より 書き 込む . 
また , 機械 語 プ ログ ラム を 作成 する 際 に は 次 の 点 に 注意 し て くだ さい . 
(4) BASIC に 制御 を 戻す た め に は , プロ グラ ム は リタ ー ン ノン 命令 (RET) を 用 いな けれ ば な り 
ませ ん . 
(b) USR 関数 で 機械 語 ル ー チ ン に 引き 渡さ れ た 引数 が 文字 列 で あっ た 場合 に は , [DE] レ ジ 
スタ ベア に ヒ に 次 の よう な 3 バイ ト か ら な る スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ と 呼ば れる 領域 の , 
先頭 番地 が 入り ます . 


・ ス トリ ング ディ スク リプ タ の 最初 の バイ ト は , その 文字 列 の 長 さき (0 か ら 255) を 保持 
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じす 。 
・ 2 番目 の ベイ ト は , 文字 列 の 置か れ て いる 先頭 番地 の 下位 8 ビッ ト を 保持 し ま 
す 、 
・ 最 後 の バ イト は , 文字 列 の 置か れ て いる 先頭 番地 の 上 位 8 ビット を 保持 し ます . 
機械 語 ル ー チ ン で は , この 3 ベイト の スト リン グ デ ヂ ディスク リプ タ を 書き 換え て は な り ま せ 
ん . また , スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ に よっ て 指 さ れ る スト リン グ の 内 容 は 変更 する こと は 
で きま す が , その 長 さ を 変更 し て は な り ま せん . 
(c) 機械 語 ル ー チ ン か ら BASIC に 戻る と き に は , 呼 び 出 され た と き と ス タッ ク ポ イン タ 
(SP) の 値 が 等 し く な っ て いな けれ ば な り ま せん . 
(d 機械 語 ル ー チ ン が 呼び 出さ きむ た と き , スタ ッ ク タク 領域 と し て は 8 レベ ル (16 バ イト ) 分 だ け 
利用 で きる よう に 設定 され て いま す . も し 機械 語 ル ー チ ン 内 で より 大 き な ス タッ ク を 必要 
と する 場合 に は , ルー チン 内 で 独自 に スタ ッ ク を 用 意 し な けれ ば な り ま せん . また この 場 
合 , BASIC に 戻る と き に スタ ッ ク ポ イン タ を 戻す こと を 忘れ て は な り ま せん . 


3.5.3 USR 関 数 の 呼び 出し 
USR 関数 は 次 の よう な 書式 で 使い ます . 
USR[< 番 号 >] (< 引数 〉) 

た だ し < 番号 〉 は 0 か ら 9 まで の 数 値 で , 引数 は 任意 の 数 値 式 また は 文字 式 で す . USR 関数 は 
書 式 上 < 引数 〉 を 必要 と し ます の で , 呼び 出さ れ た ルー チン が 引数 を 必要 と し な い 場 合 で も , 
ダミ ー の 引数 を 与え る 必要 が あり ます . 

USR 関数 が 呼び 出さ れ , 対応 する 機械 語 ル ー チ ン に 人 制御 が 移っ た と き , A レ ジス タ は , 渡さ 
れ た 引数 の 型 を 示す 値 を 持っ て いま す . その 値 と 意味 は 次 の よう に な っ て いま す . 


A の 値 引数 の 型 


2 整数 型 

3 文字 列 弄 
4 単 精度 型 
8 倍 精度 弄 


引数 が 文字 列 の 場合 に は , [DE] レ ジス タ ベ ア は 3 ベイ ト か ら 成 る スト リン グ デ ィ ス クリ プ タ 
を 指し て いま す . 

引数 が 数 値 の 場合 に は , [HLJ レ ジス タ に 浮動 小数 点 ア テキ ュー ムレ ー タ (FAC) と 呼ば れる 8 
バイ ト の 領域 の 5 ベイ ト 目 の アド レス が 入っ て いま す . 実際 の 引数 は , この FAC の 内 に 各 型 
に 応じ て 次 の よう に 格納 され て 渡さ れ ま す . 


・ 乏 数 刑 の と き 

FAC の 5 ベイ ト 目 (L[HLJ] レ ジス タ ベ ア が 指し て いる と ころ ) に 引数 の 下位 8 ビッ ト , 6 
バイ ト 目 に 上 位 8 ビット が 入り ます . 
・ 単 精度 実数 刑 の と き 

FAC の 8 ベイト 日 は 指数 部 に な っ て お り , (指数 一 128) の 値 が 入り ます . 小数 点 は 仮数 
部 の 最上 位 ビ ッ ト の 圧 に ある と 想定 し ます . 7 ベイ ト 目 は 仮数 部 の 最高 部 イ ビッ ト を 保持 
し ます . この ベイ ト の 最上 位 ビ ッ ト は 符号 を 示し , 0 で 正 , 1 で 負 を 表し ます . 6 バイ ト 目 
と 5 バイト 目 は それ ぞ れ 仮数 部 の 中 部 と 最低 部 の 8 ビッ ト を 保持 し ます . 
・ 倍 精度 実数 刑 の と き 

5 ベイト 目 か ら 8 ベイト 目 まで は 単 精度 実数 型 と 同じ よう に 指数 部 と 仮数 部 の 上 位 3 バ 
イト が 入り ます . 1 バイト 目 か ら 4 ベ イト 目 に は 仮数 部 の 下位 4 ベイ ト が 入り ます . 


x*g  :[s| オーー 回 己 


グー スト リン グ 和 領域 











整数 弄 
単 精 度 実数 型 
精度 実数 型 
整数 弄 
単 精度 実数 型 
倍 精 度 実数 型 


浮動 小数 点 ア キュ ー ム レー タ (FAC) 


USR 関数 が BASIC に 値 を 返す に は , 関数 値 を FAC に 設定 し て や る こと で 行え ます . 通常 , 
返す 値 は , 引数 と し て 渡し た 値 と 同じ 型 と な り ま す . 

次 に USR 関 数 を 使っ た サン プル プロ グラ ム と し て , UFO を 打ち 落と す ゲ ー ム を 作っ て みみ ま 
し た . スペース キー を 押す と ミサ イル が 発 端 され ます . (この プロ グラ ム は , Nsss-BASIC で 実 
行 し て くだ さい ) 

19 の 9 CLEnR 39 の 9 』HEBFFF 

11 の LIEFINT RA-YsHEFSTK ZsHIiM Z ま (1) 
12 の LEF USR=&HC の の の kBUSUB 42 の 

139 Z(9)= リ " / く "gsZ(1)= リ M ン フ リロ 


140 28=" "EZ2= ニ "1" 12 ヒー" 
15 の CUNSDLE 9 ,25 。 の @ 。1 :MIHTH 9 の,25 


1 6 の 
17 の 
1B の 
199 
2 の の 
1 の 
2 の 
23 の 
2 る 24 の 
25 の 9 
26 の 
27 の 9 
2 日 の 
29 の 
9 の 
319 
329 
339 
349 
35 の @ 
36 の 
37 の 
38 の 9 
39 の 
4 の の 
41 の 
42 の 
43 め の 
44 の 
45 の 
46 の 
47 の 
4 の @ 
49 の 
5 の の 
ら 1 の 
2 の 
53 の 
54 の 
SS の 
569 
S7 の 
SB の 


6 の の 
61 の 


6 の 
64 の 
らき の 
らら 6 の 
ら 67 の 
6 の 
699 の 
7 の 9 の 
71 の 


COLUR 6。。32 
FRINT CHR ま (12) 


N= の 』 に =9 5 し = ゴ 9 』 ロニ 2 5 昌 = ニ 24 5 ロニ 1 


LCATE K。BsPRINT ZS 
LOCATE L。asPRINT Zi 
H= の 


LUCATE_HNiPRINT Z(H MOH 2)』 


いい = の 


IF MM THEN BUSUB 279 の BUTU 25 の 
IF INP(9) =&HBF THEN =1 ELGE BUSUB 41 の 


LOCATE H,N:PRINT Z ビ i 

H=H+1 』TF H>76 THEN 21 の ELBE 
=A-1 』TF A>=N THEN 319 

人 =2d Ws の iLDCATE LNiFRINT " 
LOCATE し ,iPRINT Zk 

RETURN 


22 の 


REI=&HF3F の +QX12 の sh= ニ USR (AH) :IF D THEN 339 


RETURN 
FUR 1= の 9 TO 5 

LOCATE LNiPRINT "X" 
LOCATE LNiPFRINT " " 
LOCATE し -1,NgFPRINT " 
LOCATE し ,N+1 PRINT " "s 
NEXT 1 : 人 =2 :H= フ 7 』M= の 

LUCATE LiPRINT 2Z+ 

RETURN 

FDR J= の @ TO 1 の 9』sNEXT JiRETURN 
FUR AD=&HC の 99 TU &HC の 27 
READ naiPOKE ai。Da 
NEXT an 

RETURN 

HATA &HFE 。2 1 
DATA &HC の 9 19 ン 1 
DATA &HSE 1 
ATA &H23 : 
HATA &HS56 1 
ATA &HES 1 
HATA &HEB : 
DATA &H7E 1 
HAT &HFE 。&H76 k 
DATA &HCA。&H1F ,&HC の : 
DATA &H32,&H の る 1 
DATA &H11 。&H7B 。 の : 
DATA &H19 : 
DATA &H36 。&H29 : 


に 
ン > 9 


DATA &HE1 

DATA &H36 。 の 
HATA &H2B 

DaTA &H36 。 の 
DATA &HGE ,2 
ATA &HC9 

DATA &HE1 

DATA &H36 。&HFF 
DATA &H2B 

ATA &H36 。&HFF 
HATA &HGE 。2 
DATA &HC9 


jiBEEP 1:GOSUB 419 
EEBEEP の 』BUSUB 41 の 


CP 2 
RET 2Z 

Lh E,(HL) 

INE 。 HL 

Ln hi (HL) 

FUSH HL 

EX hiE ,HL 

Ln A。(HL) 

CFP 4W? 還 
JP Z ,HIT ST _ @ tv3 
LD HL) 』17 

LD DE ,12 の 

ADD HL,DE 

LD (HL)』/・ 

FOP HL 

LD (HL) ,@ 

DEC 。 HL 

Ln (HL) の 

LD A,2 

RET 

PUP HL 

LD (HL) ,&HFF 

EC 。 HL 

LD (HL) 。&HFF 

Ln A。2 


ここ で は , 機械 語 の プロ グラ ム は , DATA 文 で 用 意 し て お き POKE 文 で CO000H 番地 以降 に 





M 


縛 き 込ん で いま す . 
機械 語 ル ー チ ン は , 


ミサ イル の 表示 と , 


ミサ イル が UFO に 当たっ た の か どう か の 判定 を 行 


いま す . 310 行 で USR 関数 の 引数 と し て , 次 に ミサ イル を 表示 する 位置 の VRAM の アド レス を 
渡し て いま す . 機械 語 ル シー チン で は , その アド レス に UFO が いる か どう か 調べ で , も し いれ ば ー1, 
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いな けれ ば ミサ イル を 移動 し て 0 を 返し ます . 


3.5.4 VARPTR 


VARPTR 関 数 は , 指定 され た 変数 , ベッ ファ の 置か れん て いる 番地 を 返し ます . 

VARPTR 関数 の 引数 と し て 数 値 変数 名 が 与え られ た と き に は , その 変数 の 値 の 最 下 位 番地 
を 返し ます . 上 位 バ イト は 下図 に 示す よう に この 番地 以降 に 入っ て いま す . また , 文字 変数 名 
が 指定 され た 場合 に は スト リン グ デ ヂ ディスク リプ タ の 先頭 番地 が 返さ れ ま す . 


変数 テー ブル 脇 : VARPTR の 値 で 示さ れる 


本 下位 番地 上 位 番地 一 
整数 弄 | 2] 変数 名 デー タ | 
セン ーー 


2 バイ ト 2 バイ ト ( 下 位 , 上 位 の 順 ) 
14 | 変数 名 瞬 及 メー タ | | 
ーー ニー ター テー 
2 バイ ト 4 バイ ト 
N 度 嘆 。 [a| 数 る 芝 』 | テ < 外 | | 
2 バイ ト 8 バイ ト 
文字 弄 |3 | 変数 名 多 作 スト リン グ デ ィ ス クリ プ ブタ 
ニー 
2 バイ ト 3 バイ ト 


スト リン グ 
ラス クリ マタ 











ペコ ニニン ーー 


実際 に 文字 列 が 格納 され て いる メモ リ の 先頭 番地 
文字 列 の 長 さ 


変数 と し て 配列 要素 が 指定 され た 場合 に は , その 要素 の 置か れ て いる 番地 が 返さ れ ま す . 
引数 と し て ベッ ファ 番号 が 与え られ た 場合 に は , その ベッ ファ 領域 の 番地 を 返し ます . この 
領域 の 最初 の 9 ベイ ト は BASIC 作 業 用 の 領域 と な っ て お り , ファ イル と の 入出 力 に 用 いら れ 
る 256 バ イト の 領域 は , VARPTR 関 数 の 値 に 9 を 加え た 番地 か ら 始 まり ます . 


3.6 RS-232C 通 信 ポ ー ト を 使っ た プロ グラ ム 


PC-8001MKIHSR は , 通信 機能 と し て RS-232C 通 信 ポ ー ト を 持っ て いま す . この ポー ト は , 
紋 カ プラ や タブ レッ ト な どの 周辺 装置 や , 別 の RS-232C 通信 ポ ボー ト を 持つ パー ソナ ルコ ン 
日 和 
ここ と では, サンプ ルプ ログ ラム と し て , 2 台 の PC-8001MKISR を 使っ た 電子 メー ルプ ブロ グ 


ラム を 紹介 し ます . 
PC-8001MKIISR 


使用 する シス テム は 次 の と お り で す . 
(送信 側 ) (受信 側 ) 





十 PC-80S31 


PC-CA602 





PC-8001MKISR 


2 台 の PC-8001MK ISR を 準備 し ます (1 台 は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト 付 き ). 接続 に 
は , PC-CA602(RS-232C ケ ー ブ ル (リバ ベー ス )) を 使い ます . 

ボー レー ト は , 本 体 背面 の シャ ン バ パス イッチ で 1200 ボ ー に 設定 し て くだ さい . 
送信 側 の プロ グラ ム 

1 の の / テリ メイ ルル フ 29 ロフ "ラム ( ソウ ) 

119 INIT 1 。&HFR 。&H37 

12 の 9 CLG FRINT "メリ セー ジジ "ラー ニュ ウリ ョ ブフ シテ フタ "サイ 。 リ 

13 の 9 LINE INFPUT T ま 

14 の PRINT 1 。T ま BEEF 


1 の IF T ま く >Vend"! THEN 13 の 9 
16 の 9 ENII 


これ は ば は, 送信 側 で 使用 する プロ グラ ム で す . 
・110 行 で , 通信 方 式 を 決め , RS-232C 通 信 ポ ー ト を 初期 化し て いま す . 


通信 方 式 は , 
・ ス トッ プ ビ ッ ト テ 2 
・ パ リティ 偶数 


・ キ ャ ラク タ 長 三 7 ビ ッ ト 
で す . 
・130 行 か ら 150 行 が , 入力 お よび 出力 の ルー プ で す . 130 行 で ,。 キー ボー ド か ら 入 力 し た 
メッ セー ジ を 変数 T$ に 代入 し て いま す . それ を RS-232C 通 信 ポ ー ト に 送っ て いる の が 
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140 行 で す . 送信 し 終わ る と 短い ブザー を 鳴ら し ます . メッ セー ジ と し て "end" を 入力 す 
る と , 150 行 で この ルー プ か ら 抜 け ま す . 
受信 側 の プロ グラ ム 
1 の 9 の / テー モメ イル ファ ログ "ラム ( デュ 7 ) 
11 の INIT ん 1 。&HFR 。&Hd7 
12 の 9 UPEN "mai]1 dat" FOUR _UUTFUT AG 拉 3 
139 LINE INPUT XX1 。T ま 
14 の PRINT 
15 の 9 PRINT 拉 1 4 本 
16 の 1IF まく >"end" THEN 13 の 9 


17 の 9 CLOSE 
1 の END 


これ は , 受信 側 で 使用 する プロ グラ ム で す . 
・110 行 の INIT% 文 は , 送信 側 と 同じ モー ド を 指定 し ます . 
・120 行 は , 受け た メッ セー ジ を 格納 する ディ スク ファ イル を 開き ます . 
・130 行 か ら 160 行 が 入力 お よび 出力 の ルー プ で す . 130 行 で RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入力 
バッ ファ か ら メ ッ セ ー ジ を 取り 出し , 変数 T$ に 代入 し ます . 140 行 お よび 150 行 で は , そ 
の メッ セー ジ を , 画面 と ディ スク ファ イル に 書き 出し て いま す . そし て 160 行 で "end'" を 
受け た と 判断 し た ら フ ァイル を 閉じ て , ブロ グラ ム を 終了 し ます . 

参照 : INIT% 文 の パラ メー タ の 設定 の し か た に つい て は , 資料 6 PD8251 の 使い 方 を 参 

喉 し て くだ さい . 


資料 1 PC-8000/8800 シ リー ズ で の 位置 付け 
PC-8001MK IHSR は , PC-8001MKI の 後継 機種 として, その ハー ドウ ェ ア / ソ フト ウェ ア の 機 


能 を 継承 し た 上 で , 大 幅 な 機能 強化 か が な され た も の で す . 
PC-8000/8800 シリ ー ズ の 中 で 見 た 位置 付け は , 次 の 図 の よう に な り ま す . 


PC-8801MKI 






PC-8801 


十 Nss-BASIC 


PC-8001MKIISR 


十 Nsosam-BASIC 






PC-8001MKI 


十 Naso-BASIC 
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資料 2 N。-BASIC と N_-BASIC 


資料 2.1 Na-BASIC と の 関係 

PC8001MKISR は , Ns BASIC の 他 に , 従来 機種 と の 換 性 の た め , Ns-BASIC(PC-8001 
MKI で 使用 可 ) と N_-BASIC(PC-8001. PC-8801, PC-8001MK TI, PC-8801MKH で 使用 可 ) を 搭 
載 し て いま す . 

3 つの BASIC は , 核 の 部 分 は 共通 で すか ら , 一 部 の 命令 を 除い て 盛 換 性 が あり ます . この 関 
係 を 図 で 表す と 次 の よう に な り ま す . 





Nso-BASIC 


Nasosa-BASIC 
N-BASIC 


図 2.1 3 つの BASIC の 関係 
1 曽 っ 3 音 で は Nask BASIC に つい * て 解説 じ YC き まし た . こ の 飾 で は , N。-BASIC. N-BASIC 


を 使う 人 の た め に , Na。BASIC に 含ま れ な い 命 令 ( 図 の アミ 部 分 ) お よび Nss-BASIC と 
は 機能 が 一 部 異な る 命令 に つい て 説明 し て いき ます . 
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資料 2.2 Ns-BASIC/N-BASIC コ マン ド ・ ス テー トメ ント 関数 ・ 予 約 変数 一 覧 
NBASIC お よび N-BASIC の コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 関 数 ・ 予 約 変 数 を 次 に し ます . 


Ns-BASIC/N-BASIC コ マン ド ・ 


ステ ー ト スメント ・ 関 数 ・ 予 約 変数 一 覧 表 


コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 
関数 ・ 子 約 変数 
ABS 

ASC 

ATN 

ATTRS 

AUTO 

BEEP 

CDBL 

CHKS 

CINT 

CLEAR 
CLOAD 
CLOAD? 
CLOSE 

CMD BLOAD 
CMD BSAVE 
CMD CIRCLE 
CMD CLS 
CMD COLOR 
CMD COLOR@ 
CMD COPY 
CMD GETe 
CMD INIT 
CMD LINE 
CMD PAINT 
CMD POINT 
CMD PRESET 
CMD PSET 
CMD PUTe 
CMD SCREEN 
CMD VIEW 
COLOR 
CONSOLE 
CONT 

COS 

CSAVE 

CSNG 
CSRLIN 


コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 


レイ 


コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 
関数 ・ 子 約 変 数 


ン 





エー ーーー ルー ルー ルー ト う ト う 6 う くう ら う > ら う ら う > 5 C う > c う ら う ら う 5 う < う c う C う > くう o う っ 











ーー ッ ーー ーー ーー ルー k ト うー ト うっ 





CVICVS/CVD 
DATA 

DATES 

DEF FN 
DEFINT/SNG/DBL 
STR 

DEF USR 
DELETE 

DIM 

DSKF 

DSKIS 

DSKOS 

END 

EOF 

ERASE 

ERL/ERR 

ERROR 

EXP 

FIELD 

FILES LFILES 
FIX 
FOR…TO…STEP 一 
NEXT 

FORMAT 

FPOS 

FRE 

GET 参 

GETe 

GOSUB-RETURN 

GOTO/GO TO 
HEXS 

IF…THEN…ELSE 
IF…GOTO…ELSE 
INIT% 

INKEYs 

INP 

INPUT 

INPUT 
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= トー エラ エラ と アル トー トー ルー ロラ ルー つの トウ うー ーー ルー rm ーー ーー 


テー ーー デー ンー テー ビワ ビー の 


ェ mー リー テル ウ グ ト う 





INPUT$ 
INPUT 多 
INSTR 

INT 

KEY 

KEY LIST 
KILL 

LEFTS 

LEN 

LET 

LFILES 
LINE 

LINE INPUT 
LINE INPUT 姓 
LINE INPUT 多 
LIST/LLIST 
LOAD 

LOC 
LOCATE 
LOF 

LOG 

LPOS 
LSET/RSET 
MERGE 


MID$( ス テー トメ ント ) 


MID$S (関数 ) 
MKIS/MKS$/MKDS 
MON 

MOTOKR 

MOUNT 

NAME 

NEW 

OCTS 

ON ERROR GOTO 


ON…GOSUB/ 
ON…GOTO 
OPEN 





ーー トト テー テー < テー テー テー ビー テー デビ デー デー デー トド ト や デビ 








mm テテ ーー ビー の バ の テト トト ロー ビー ロニー ビー ラー ラナ ビワ テロ ビーナ ーー ビー トロ らい こい ケー テーoO テ ロビ ロー ロビー ビビ ーー ビー ビビ レー ビ ロー 


+ー 


トー 





コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 


関数 ・ 子 約 変 数 


す 


ン 


コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 


関数 ・ 子 約 変 数 


ン 





OUT 
PEEK 
POINT 
POKE 
PORT 
POS 
PRESET 


PRINT/LPRINT 


PRINT 尋 
PRINT め 


PRINT USING/ 
LPRINT USING 


PRINT 尋 USING 
PSET 

PUT 尋 

PUT@ 





ょ トー ト う ビビ (テーー ト や ビデ oo ビビ 


Co ご ぐー 





トー ト ら ( ーー ビビ (テト DO デデデ 


Co デ の 〇 つつ 





READ 
REM 
REMOVE 
RENUM 
RESTORE 
RESUME 
RIGHT$ 
RND 
RUN 
SAVE 
SET 

SGN 

SIN 
SPASES 
SPC 

SQR 





ーー ラテ テー ビー テー ビビ ビー ビー ビビ 





ーー ーー ーー ビー ワー ビビ ロビ ビー ビー ビー ビビ の ロビ 





コマ ンド ・ ス テー トメ ント ・ 


定 





関数 ・ 子 約 変数 
STATUS POINT 


STATUS VIEW 
STRS 
STRINGS 
STOP 

SWAP 

TAB 

TAN 

TERM 

TIMES 
TRON/TROEFF 
USKR 

VAL 

VARPTR 
WAIT 

WIDTH 





] : Nss-BASIC と 同じ 機能 で す . (使い 方 に つい て は 第 2 章 を 参照 し て くだ さい .) 


2 : Nsss-BASIC と 機能 が 一 部 異な り ま す . (資料 2.3 Nss-BASIC と 一 部 異な る 機能 ・ 命 


令 を 参照 し て くだ さい .) 
3 : N。-BASIC/N-BASIC 専用 命令 で す . (資料 2.4 Ns-BASIC/N-BASIC 専用 
し て くだ さい .) 





tc っ テー テー ビワ ロー ビーロ oC ロ ビビ ロビ ロビ ビーo の 
tc テテ テテ ーー ビーo ン cc テロ ロー ロビ ロビ ビワ ロ | 





プ S 


へ っ て け 
命令 を 参照 


“ー" は, Ns-BASIC あ る い は N-BASIC に その 命令 が な いこ と を 意味 し ます . 


資料 2 、③ Nss-BASIC と 一 部 異な る 機能 命令 


資料 2.3.1 Nss-BASIC と 一 部 異な る 機能 
N-BASIC, Ns-BASIC は 低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ タク 機能 を 持っ て いま す . この グラ フィック 機能 
は テキ スト 画面 で 操作 する こと が で き , グラ フィ ッ ク 画 面 は 使用 し ませ ん . 
低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク の 解像度 は , WIDTH 文 で 設定 され た 格 数 と 行 数 に 依存 し ます . 
横 く 桁 数 >〉X2 ド ッ ト 
縦 < 行 数 〉 X4 ド ッ ト 


が 低 解像度 グラ フィ ッ ク の 解像度 に なり ます . 

座標 は 画面 の 左上 が 原点 (0, 0) に な り , 最大 値 は 叉 座標 , Y 座 標 と も 必ず 各 人 解像度 一 ! に な 
更 圭 

た だ し , この 低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク で は , 相対 座標 に よる 指定 お よび ビュ ー ポ ボー ト を 設定 す 
る こと は で きま せん . 


資料 2. 3.2 Nsss-BASIC と 一 一 部 機能 が 異な る 命令 


ト 記 に あげ た 命令 は Nask-BASIC と 一 部 機能 が 異な っ て いる た め , Ns-BASIC お よび 
N-BASIC で の 機能 や 使い 方 を が し た も の で す . マー グッ [NI マ ー ク は その 命令 の 機能 が 違っ 
て いる BASIC を 表し た も の で す . 


・< ス トリ ング 領域 の 大 き さ > の 初期 値 
それ 以外 は Nsoss-BASIC と 同じ 機 


・ 次 の 書式 を 用 いま す . 


COLOR( く ファンクション コー ド >〕〔【, く ヌル キャ ラク タコ ー ド >〕 
〔, く グラ フィ ックス イッ チ >〕 


・ く < ファ ンク ショ ンコ ー ド >,。 < ヌ ルキ ャ ラク タコ ー ド > の 指定 は 
Nsoss-BASIC と 同様 で す 

・< グ ラフ ィ ッ クス イッ チ > は 。 低 解像度 グラ フィ ッ ク モ ー ド また は 
キャ ラク タモ ー ド の 選択 を 行い ます . 1 で 低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク 








は 300 に 設定 され て いま す . 
を を 持ち ます 








CONSOLE ・ 書 式 は 次 の よう に な り ま す . 

CONSOLE〔 く < スク ロー ル 開 始 行 >][(, く スク ロー ル 行 数 >]〔, く ファ 
ンク ショ ン キ ー 表 示 ス イッ チ >〕【〔, く カラー / 白黒 ス 
イッ チ >〕 

・< 文 字 フ ォ ン ト > 機 能 が つか な いこ と を 除け ば , その 機能 は Ns0sR- 
BASIC と 全く 同じ で す . 











・ 書 式 は 次 の よう に な り ま す . 
DSKF (< ドラ 2 
・< ド ライ ブ 番 号 > で 指定 きれ た フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク の 残り 容量 を ク 
ラス タ 単 位 で 返し ます . 
N-BASIC DISK バ ー ジ ョ ン で は ミニ フロ ッ ピ ィ デ ヂ ディス ク だ けし 
か 使用 で きま せん か ら 1 クラ スタ ニテ 8 セク タ (2K バ イト ) に 固定 
され て いま す . 


RS-232C 通 信 ポ ー ト Nsp- BASIC お よび N-BASIC モー ド で RS-232C 通 信 ポ ー ト を 使 
を 使う 命令 う 場 合 , 次 の 注意 が 必要 で す . 

INIT2 在 "ラム の 先頭 で 次 の 文 を 実行 し て くだ さい 
INPUT の の ① プロ グラ ム の 先頭 で 次 の 文 を 実 且 (6 こ で ご < 
LINE INPUT ク poke &h8000 , &h7f 

PORT poke &h8001, &h23 

PRINT め a 三 &h20 or peek(&hea66 ) 

poke &hea66 , a 

out &h30 , a 

out &he6 , 4 

out &he4 , &hff 


② プロ グラ ム 終 了 時 , 次 の 文 を 実行 し て くだ さき さい. 
out &he6 , 0 
a 三 &hdf and peek(&hea66 ) 
poke &hea66 , a 
out &h30 , a 

















・ コ マン ド の 種類 が 異な り 
・ 詳 し く は ユー ザー ズ ガ イ 


WIDTH Na| ・ 書 式 は Nsoss-BASIC と 同様 で す . 3 
・ 指 定 で きる < 桁 数 > は 80, 72, 40. 36 の いずれ か で あり , < 行 数 > は 
- は 20 の いずれ か に な り ま す . 白黒 モー ド あ る い は カラ ー 
ー ド に し た 場合 の 機能 は 2 BASIC の と き と 同 じ で す . 
< 数 ある い は < 行 数 > の どちら か を 省略 し た 場合 は Naoss 
_BASIC と 同様 現在 の < の 《 行 数 > が 採用 きれ ます . < 桁 数 > 
《 行 数 > の 両方 を 省略 し て 使う こと は で きま せん . 


ます . 
ド を 


参照 し て くだ さい . 














資料 2 の.4 N-BASIC/N-BASIC 専 用 命令 
Ns-BASIC お よび N-BASIC 専用 命令 を 
(1) Ns_BASIC と N-BASIC の 両方 で 使用 する こと が で きる 命令 
(2) Ns-BASIC だ け で 使用 する 命令 
(3 N-BASIC だ け で 使用 する 命令 
の 3 つ に 分 け て , その 個々 の 命令 に つい て 解説 し ます . 


資料 2.4.1 NBASIC お よび N-BASIC 専 用 命令 


GET@ 


解 


ビ 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


ゲッ ト ・ ア ッ ト マ ー ク : get @ 


キス ト 画 面 上 の 任意 の 範囲 の キャ ラク タ , また は 低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク パ ター 
ン を 配列 へ 読み 込む 

(1) GET@(cx1 , cy1) 一 (cx2 , cy2) , く 配列 名 > 

(2) GET@(lx1 , ly1) 一 (lx2 , ly2) , く 配列 名 〉 , G 

(3) GET@A(cx1 , cy1) 一 (cx2 , cy2 ) , 〈 く 配列 名 〉 

・①) の 書式 の 場合 , キャ ラク タ 座 標 に お いて (cxl, cy1) と (cx2, cy2) を 対角線 と す 
る 四角 形 の 内 側 に 表示 され て いる キャ ラク タ を 配列 へ 読み 込み ます . この 場合 の 
水平 位置 cx1, cx2 は 0 て (1 行 の 桁 数 )ー1 ま で の 値 , 垂直 位置 cy1, cy2 は 0 て (1 画面 
の 行 数 )ー1 まで の 値 で 指定 し , 配列 の 添字 の 値 は 次 の よう に な り ま す . 


由 


く 添字 の 値 >〉> ニ (キャ ラク タ 単 位 で 計っ た 面積 /N) 一 1 
N は 読み 込む 配列 の 型 に より 異な り , 整数 型 配 列 で 2, 単 精度 実数 型 配 列 で 4, 倍 
精度 実数 刑 配列 で 8 と な り ま す . 
・② の 書式 の 場合 , 低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク 座 標 に お いて (lxl, ly1) と (1x2, ly2) を 対 
角 線 と する 四角 形 の 内 側 に 表示 され て いる 低 人 解像度 グラ フィ ッ ク バ ター ン を 配列 
に 読み 込み ます . この 場合 の 水平 位置 lx1, lx2 は 0 て (1 行 の 桁 数 )X2 一 1 まで の 値 , 
牌 直 位 置 Iy1, ly2 は 0 て (1 画面 の 行 数 )x4 一 1 まで の 値 を と り ま す . 配列 の 添字 の 
値 は 次 の よう に な り ま す . 

く 添 字 の 値 > ニ (ドッ ト 単 位 で 計っ た 面積 /8 十 2)/N 
N は キャ ラク タ の 場合 と 同じ で す . 
・(③) の 書式 は , キャ ラク タ と 低 人 解像度 グラ フィ ッ ク バ パタ ー ン , ある い は 色 や 機能 
の 異な る 画面 上 | の デー タ を 配列 に 読み 込み ます . 座標 の 指定 は 書式 1) の 場合 と 同 
じ で , 配列 の 添字 の 値 は 次 の よう に な り ま す . 

く 添 字 の 値 > ニ (キャ ラク タ 単 位 で 計っ た 面積 /N ) * ネ 2 一 ] 


N は キャ ラク タ の 場合 と 同じ で す . 


























GET@(5 , 5) 一 (50,60),A%,G 


・ 低 解像度 グラ フィ ッ ク 座 標 (5, 5) て (50, 60) の 範囲 ある グラ フィ ッ ク ペ ター 
ン を 配列 A% に 読み 込み ます . 


川 II プロ グラ ム 例 UI 用 征 加 胃 軸 肌 征 有用 田 田山 軸 


1 は gm も 回 

199 ′ BETe 

11 の MIDTH 8 の ,25 :CUNSDLE の ,25。1 1 
129 CULUR 4 の 。1 iPRINT CHR ま (12) 』 
139 の DIM GX(199) 

14 の LINE( の 5 の ) (9 。59) 。PBET 。B 

15 の BET@ (の ,5 の ) (9 59) BZ 。 は 

16 の FDR Xs2 の TU 14 の BTEP 29 

17 の 9 PUT@(X,5 の ) -(X+9 59) ,BZ 。PBET 
18 の NEXT X 

19 の END 

Qk 


・ テ キス ト 画 面 に 四角 形 を 8 個 描 きま す . 
・140 行 で , 画面 左端 に 1 個 四 角形 を 描き ます . 
・150 行 で , 描い た パタ ー ン を 配列 C% に 読み 込み ます . 
・160 行 か ら 180 行 で , 読み 込ん だ パター ン を 7 個 出力 し ます . 
川 川上 I 上 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 


参照 : PUT@ 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


LINE 


低 解像度 グラ フィ ッ ク で 直線 や 長方形 を 描く 
キャ ラク タ で 直線 や 長方形 を 描く 


ライ ン : line 


書式 80 
BF 


(2) LINE(cx1 , cy1) 一 (cx2 , cy2) , く 文字 列 >〔, く ファ ンク ショ ンコ ー ド >〉[, 





BF 
・(1) の 書式 は , 低 解像度 グラ フィ ッ ク に より 直線 や 長方形 を 描き ます . < 機能 〉 
は , PSET ま た PRESET を 指定 し ます . PSET で 線 を 描き , PRESET で 線 を 消し 
ます : 
・(② の 書式 は , < 文字 列 〉 の 最初 の 文字 を 使っ て 直線 や 長方形 を 描く も の で す . 
・ 最 後に , B(Box) を 付け る と 指定 し た 2 点 を 対角線 と する 長方形 の 枠 を 描き , 
BF(Box Fil) を 付け る と 内 側 も 塗り つぶ し ます . 
<・<〈< フ ァ ン クン ショ ンコ ー ド 〉 は COLOR 文 に 用 いら れる も の と 同じ で , カラ ー モ ー 
ド の と き は 人 色 を , 白黒 モー ド の と き は リバ ベー ス な どの 機能 を 指定 する こと と が で き 
ます . 
LINE(0 ,0) 一 (100 , 50),PSET ,, B 
・ 低 解像度 グラ フィ ッ ク 座 標 (0, 0) て (100, 50) を 対角線 と する 長方形 を 描き ま 
まい 


IIUUUUI 7 口 グラ ム 例 川上 上 上 


解 


恒 


1 gt 回 

1 の 9 の 9 ′ LINE 

11 の MIUTH B の 2S iCEHNSOLE 925 。1 1 

12 の 9 CULOR 4 の 』1:PRINT CHR ま (12) ョ 

13 の 9 FUR 1=1 TO 39 

14 の 9 LINE(B9 。5 の ) 一 (RND(1) X158 。RNH(1 ) X7 の ) 。FSET 


1 の NEXT 1 
16 の 9 ENH 
Ok 
・ 低 解像度 グラ フィ ッ ク 有 座標 の (80, 50) を 始点 と し て いろ いろ な 長 さ の 直線 を 描 
きま す . 
・140 行 で , (80, 50) か ら , 乱数 で 求め た 座標 まで の 直線 を 描き ます . 
川 III 則 利 利 II 上 I 上 III 昨 IIIIIIIIIIII 旧 II 上 IIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 II 
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グラ フィ ッ ク 関 数 




















PUINT 


機能 提 定 し た 低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク 座 標 に ドッ ト が 描か れ て いる か いな いか を 返す 
書 式 ] POINT (lx , |y) 

解 説 ・ 指 定 し た 低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク 座 標 に ドッ ト が 描か れ て いる 場合 に は 一 1, 消 
去 さ れ て いた り キ ャ ラク タ が 表示 され て いる 場合 に は 0 を 返し ます . 


例 | POINT(10 ,10) 0 (ドッ ト が な い ) 


ー1( ド ッ ト が ある ) 








ボ ポイ ント : point 





プ ーー 
UIUUUUUUUUUUUUUUUUUU 口 グ ププ ム 例 II 


1 1s も 回 

1 の の 9 / POUINT 

11 の MILTH B@ 。25 ICUNSOLE の 。25。1。1 
12 の 9 CULOR 4 , の 。1 iPRINT CHR を (12)』 
13 の PSET(157 5 の) 

1 4 の X= の ss Y=5 の 

15 の IF PUINT(X 。Y)=ー1 THEN ENL 
16 の 9 PSET(X。Y) 

1 7 の X=X+1 

1B の 9 GUTO 1S5 の 

19 の END 

Ok 


・ 画 面 中 央 で , 横 に 直線 を 描き ます . 

・130 行 で , 画面 の 右端 中 央 に ドッ ト を 描い て お きま す . 

・140 行 か ら 180 行 で , (0, 50) を 始点 と し て 右 に ドッ ト を 描い て いき ます . そし 
て X が 157 に な っ た と き , 150 行 の IF 文 の 論理 式 が 真 に な っ て 実行 を 終了 し ます . 


UmlllllllllllllllUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU 
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グラ フィ ックス テー トメ ント 


PHESE T 


機 能 | 低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク 座 標 上 の ドッ ト を 消去 する 


PRESET (lx ,ly[, く ファ ンク ショ ンコ ー ド 〉)) 
・ 低 解像度 グラ フィ ッ ク に お いて 任意 の ドッ ト を 消去 し ます . 
・ こ こ で の 〈 く ファ ンク ショ ンコ ー ド > は 意味 を 持た ず , 通常 指定 し ませ ん . 


PRESET(100 , 50) 


・ 低 解像度 グラ フィ ッ ク 座 標 (100, 500 の ドッ ト を 消去 し ます . 
川 川 III プロ グラ ム 例 川 川上 II 上 上 上 上 風 上 上 風 上 上 上 衝 上 上 風 軸 


1 も 回 

1 の の * PRESET 

11 の MIDTH 8 の 。25 szCDNSDLE の ,25 。1 。1 
12 の CULOUR 4 。 の ,1 :PRINT CHR を (12) 3 
13 の FUR !=1 TD 19 の の 

14 の X=RND(1 ) X15B :Y=RND( 1 ) X96 

15 の C=RND(1 ) X7+1 

16 の 9 PSET(X 。Y ,C) 

17 の FOR W= の TU 99』NEXT M 

1 の PRESET(X 。Y) 


ピー・ リ セッ ト : point reset 


19 の 6 NEXT I 

2 の 9 END 

Ok 

・ 画 面 の いろ いろ な 位置 に ドッ ト を 描き , それ を 消去 し ます . これ を 1000 回 繰り 

返し ます . 

・140 行 , 150 行 で 乱数 を 使っ て 座標 と カラ ー ナ ン バ を 求め , 160 行 で ドッ ト を 描 

きま す . 

・170 行 で 少し 間 を お お いて か ら , 180 行 で その ドッ ト を 消去 し ます . 
mml 


参照 : PSET 


次 一 11 


























グラ フィ ックス テー トメ ント 


PSET 


低 解像度 グラ フィ ッ ク 座 標 上 の ドッ ト を 描く 

PSET (lx ,Iy[, く ファ ンク ショ ンコ ー ド 〉〕) 

・ 低 解像度 グラ フィ ッ ク 座 標 (lx, ly) に ドッ ト を 描き ます . 
<<〈 く ファンクション コー ド 〉> は COLOR 文 で 用 いる 場合 と 同じ で , カラ ー モ ー ド の 
と き は 人 色 を , 白黒 モー ド の と き は リバ ベー ス な どの 機能 を 指定 する こと が で きま 
す 、 

PSET(100 , 50,7) 
・ 低 解像度 グラ フィ ッ ク 座 標 (100, 500 に ファ ンク ショ ンコ ュー ド 7 で ドッ ト を 描 
きま す . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 7 ログ ラ USM 


ピー・ セ ッ ト : point set 


1 は 各 も 回 

1 の の / PSET 

11 の WIDTH の 。25 sCUNSHLE の 。25 。1 ,1 
12 の CULUR 4。 の 。1 :PRINT CHR を (12) 
13 の FOR 1=1 TO 199 

14 の X=RND(1 ) X15B :Y=RND( 1 ) X96 
15 の C=RND( 1 ) X7+1 

16 の PSET(X 。Y 。 じ ) 

17 の 9 NEXT 【『 

18 の END 

0k 


・ 画 面 の いろ いろ な 位置 に ドッ ト を 100 個 描き ます . 
・140 行 , 150 行 で 乱数 を 使っ て 座標 と カラ ー ナ ン バ を 求め , 160 行 で ドッ ト を 指 
きま す . 


ULUUIIlllllllllllllllllllUUUUUUUUUWUWUUU 


参照 : PRESET, COLOR 





グラ フィ ックス テー トメ ント 


PUT@ 


機 能 | GET@ 文 で 配列 へ 読み 込ん だ キャ ラク タ や グラ フィ ッ ク パ ター ン を 表示 する 


(①) PUT@( 時 < 配 列 名 , < 機能 〉 


lx2 , ly2 
(2) PUT@A(cx1 , cy1) 一 (cx2 , cy2) , 〈 配 列 名 〉 

解 説 | ・①) の 書式 は , GET@ 文 の 書式 (1), (② で 読み 込ん だ デー タ を 表示 させ る 命令 で 
す . 座標 の 指定 は , キャ ラク タ と し て 配列 に 読み 込ん で ある も の を 表示 させ る 場 
合 は キャ ラク タ 護 標 で , また , グラ フィ ッ ク パ ター ン と し て 読み 込ん で ある 場合 
は グラ フェ ィ ッ ク 座 標 で 行い ます . 
・< 機 能 > は , キャ ラク タ の 場合 は 色 ., ブリ ンク な どの ファ ンク ショ ンコ ー ド を 指 
定 し , また グラ フィ ッ ク バ ペタ ー ン の 場合 は PSET, PRESET, OR, AND, NOT, 
XOR を 指定 し ます . 
・ こ の 書式 は , GET@A 文 で 読み 込ま れ た デー タ に は 使え ませ ん . 

(② の 書式 は , GET@ 文 の 書式 (3 で 読み 込ん だ も の を 表示 させ る も の で す . 座標 

の 指定 は キャ ラク タ 座 標 で 行い ます . 


PUT@(20 , 20) 一 (30 , 24) , G% , PSET 
・ 配列 変数 G% に 入っ て いる グラ フィ ッ ク ペ ターン を , 低 解 像 度 グ ラフ ィ ッ ク 座 
標 (20, 20) て (30, 24) の 範囲 に 表示 し ます . 

Il アル >z ア ALT 


1 ist 回 

1 の の / PUT@ 

11 の WIDTH 8 の 。25 :CUNSDLE 9.。25 。1 。1 
12 の 9 CULOR 4。 の 9。1 giPRINT CHR を $ ま (12) ぉ 
13 の DINM BZX(109 の の) 

14 の LINE( の ,5 の ) (9 59) 。PSET 。B 

15 の GET@( の ,5 の ) -(9 ,59) 。BX 。B 

16 の FUR X=29 THU 14 の STEP 2 の 

17 の 6 PUT@(X。5 の ) -(X+9 。59) 。BZ 。PSET 
1 ヨ 8 の NEXT X 

19 の END 

Ok 


・ テ キス ト 画 面 に 四角 形 を 8 個 描 きま す . 
。 こ の プロ グラ ム は GET@ 文 と 同じ も の で す . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIiIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 上 上 上 上 峰 上 峯 上 |I 衝 II 峯 


参照 : GET@ 


プッ ト ・ ア ッ ト マ ー ク : put @ 


SN 








lx1 , ly1 
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TEHM 


機 能 
書 式 
解 


特殊 コマ ンド 


ター ミナ ル : terminal 


ター ミナ ルモード に 入る 

TERM く デー タ の ビッ ト 長 〉 , く パ リティ 〉 , < ボー レー ト 〉 , < フィ ー ド スイ ッ チ > 
・BASIC モ ー ド か ら タ ー ミ ナル モー ド に 入り ます . 

・ タ ー ミ ナル モー ド で は , RS-232C 通 信 ポ ー ト で 他 の ュ ユン ピュ ー タ や 周辺 機器 と 
の 通信 が 可能 と な り ま す . 

*・ く デー タ の ビッ ト 長 〉, 〈 パ リティ 〉, 〈 く ボーレート 〉, < フィ ー ド スイ ッ チ ) は 次 の 
よう に な っ て いま す . 


〈 く デー タ の ビッ ゥ ト 長 〉 8: 8 ビット モー ド 
J:7 イ ビッ トモ ー ド 
<〈 ペ リティ > 0 ペリ テ ォ な し 
1 : 奇数 ペリ ティ 
2 : 偶数 ペリ ティ ュ 
〈 ボ ー レ ー ト ファ クタ >〉 0 : x64 
1 : X16 
く 〈 く フィ ー ド スイ ッ チ > 0 : オ ー ト L/F し な い 


1 : オ ー ト L/FF す る 


・〈 く データ の ビッ ト 長 〉 は 8 ビッ トモ ー ド の 場合 , 最上 位 ビ ッ ト で カ ヵ ナ と 英文 字 の 
切り 替え を 行い , 7 ビッ トモ ー ド で は SI(Shift in), SO(Shift out) ュ ー ド で 英文 字 
と カナ 文字 の 切り 替え が 行わ れ ま す . 

・〈 バ リティ > は パリ ティ の 形式 , その 有無 を 指定 し ます . 

・ く ボー レー ト フ ァ ク タ > と , 本 体 後部 の シャ ン パ スイ ッ チ に よっ て 実際 の ボー 
レー ト を 決定 し ます . ボー レー ト フ ァ ク タ が X ぶ 16 の と き , 後部 ジャ ン パ バス イッチ 
の 値 が その まま 採用 され ます . X64 の と き は ジャ ンス イッ チ の 値 の 4 分 の 1 が 
実際 の ボー レー ト と な り ま す . 

・ く フィー ドス イッ チ > の 指定 を 1 に する と , CR コー ド を 受信 し た と き に CR 
(キャ リッ ジリ ター ン ) と LF( ラ イン フィ ー ド ) を 行い 改行 し ます . 

0 の と き は , CR, LF ュ コー ド が それ ぞ れ 独立 し て 働き ます . 

・ タ ー ミ ナル モー ド で は ファ ンク ショ ン キ ー の 6 て 10 が 次 の よう な 意味 を 持っ て 
いま す . ( ) で 囲ま れ た も の は , ター ミナ ルモード に 入っ た 直後 の 状態 を 表し ま 
す . 
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コン トロ ー ル コー ド の 表示 を 行う /( 行 わな い ) 
キー ボー ド か ら の 入力 を 表示 する /( 表 示し な い ) 
プリ ンタ に 出力 する /( 出 力 し な い ) 
画面 の 文字 を プリ ンタ へ 出力 する 
10 プリ ンタ の ライ ン フ ィ ー ド を 行う 
f.6-f.8 は 1 度 押 す と 現在 の 逆 の 状態 に な り ま す . 
。 十 [B] の 入力 で , ター ミナ ルモード か ら BASIC に 戻り ます . 
TERM 」,2,1,1 
・ デ ー タ の ビッ ト 長 を 7 ビッ トモ ー ド , 偶数 パリ ティ , ボー レー ト フ ァ ク タ を 
X16, オー ト L/F を 行う ター ミナ ルモード 入り ます . 


LUUUUUUUUUUUUUUUU 計 コ 行 開 !UUUNUNIUNUIWNIeIUl! 和 | 和 IDBUI 了 INNNIOMMID00ND 呈 WI Jo 
の スン 


f 
f 
t。 
f 
ft 。 


II 員 吊 





も Wnn 42。1 。1 回 RS-232C 
データ の ビッ ト 長 を 7 了 ビ ッ ト , 偶数 バリ ティ +。 ボ ポー レー トラフ ァ ク タ 16,。 オート 
L/F と し て ター ミナ ルモード に 入り ます . 


過 UUUUUUUUIUUUUUUUUUUII 朋 有用 有 用 軸 加 加 副 有用 有 用 有 有用 用 有 
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資料 2.4.2 Ns-BASIC 専 用 命令 


CMD BLOAD 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ビ ー・ ロ ー ド : cmd binary load 


入出 力 コ マン ド 


| 








ディ スク 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら 機 械 語 プ ログ ラム を ロー ド す る 
CMD BLOAD < フ ァイル 名 〉〔, く ロー ドア ドレ ス >〉]〕〔,R] 


解 ・〈 フ ァイル 名 〉 に よっ て 指定 され た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の 機械 語 プ ログ ラム 
ファ イル を メモ リ に ロー ド し ます . この ファ イル は CMD BSAVE コマ ンド で 作 
成 さ れ た も の で な けれ ば な り ま せん . 
・〈 ロ ー ド アド レス > が 省略 され た 場合 , CMD BSAVE ュ マン ド で 指定 し た も の と 
同じ こ な り ます . また , < ロー ドア ドレ ス >〉 が 指定 され る と その 番地 か ら ロ ー ド さ 
れ ま す . 
*R オ プシ ョ ン を 指定 する と , プロ グラ ムロ ー ド 後 , セー ブ の 際 に 指定 され た 
《 セ ー ブ ア ドレ ス 〉> か ら プ ログ ラム を 実行 し ます . この と き 皮 に 開か れ て いる ファ 
イル は その 状態 を 保持 し ます . < ロー ドア ドレ ス >〉 が 指定 され て いる 場合 は く ロ ー 
ドア ドレ ス 〉 か ら プ ログラム を 実行 し ます . 

CMD BLOAD "demo .bin " , &HD000 
・"demo.bin'" と いち ファ イル 名 の 機械 語 フ ァイル を D000H 番 地 か ら ロ ー ド し ま 
す . 


っ ーー 
II 実 行 例 ll IOUIUUI 





(a) で WWd b1oad “plydat 。b1n“ 回 
ロ k 
(b) -cWwd bioad “play。bin* 。&Hd@@@ 。P 回 


*・ (2 は , ドラ イブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら "plydat . bin" と いら 機 
械 語 フ ァイル を ロー ド し ます . ロー ドア ドレ ス は , CMD BSAVE コ マン ド を 実行 
し た と き に 指定 し た も の と 同じ に な り ま す . 

・(b) は , ドラ イブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら "play. bin" と いう 機械 
語 フ ァイル を , DO00H 番 地 か ら ロ ー ド し て , DO00OH 番 地 か ら 実 行 を 開始 し ます . 


山肌 有 用 有 用 II 


参照 : CMD BSAVE 








入出 力 コ マン ド 





ディ スク 


CMD BSAVE 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ビ ー・ セ ー プ : cmd binary Save 


機 能 | 機械 語 プ ログ ラム を フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ す る 

書式 』 CMD BSAVE〈 フ ァイル 名 〉 , く < セ ー ブ ア ドレ ス >〉 , く 長 さ >〉 

< メモ リ 上 に 置か れ て いる 機械 語 プ ログ ラム を 指定 され た 〈 フ ァイル 名 > で フロ ッ 
ビィ ディ スク へ セー ブ し ます . 
<・<〈 セ ー ブ ア ドレ ス 〉 で 指定 され た 番地 か ら , 〈 長 さき 〉 バ イト の 内 容 を 機械 語 プ ログ 
ラム と し て セー ブ し ます . 
・〈 セ ー プ ブ アァ ドレ ス 〉 を 実行 開始 番地 と し て お く と , CMD BLOAD コマ ンド に よ 
り , 機械 語 プ ログ ラム の ロー ド と 同時 に 実行 を 開始 する こと が で きま す . 

CMD BSAVE "demo .bin ", &HE000 ,500 
・E000H 番 地 か ら 500 バ イト の 機械 語 プ ログ ラム を "demo.bin' と いう ファ イル 
名 で セー ブ し ます . 


IIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIII 実 行 例 TI 用 有用 有用 軸 用 有用 有用 和 軸 征 軸 和 軸 山 還 UUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU IIIIIIIIIII 





Cd bgav@ "plydat 。bin" 。khd2 の の ,&hd の の 回 軸 
0k 


・D200H 番 地 か ら DEFFH 番 地 ま で の 機械 語 プ ログ ラム を , "plydat.bin" と いう 
ファ イル 名 で ドラ イブ 1 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に セー ブ し ます . 


HI 有用 用 有 軸 軸 軸 UIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUU000000000000 加 


参照 : CMD BLOAD 








CMDU CIRCLE 


機能 | 
書 式 
解 説 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ サ ー ク ル : cmd circle 


円 ( 棒 円 ) を 描く 
CMD CIRCLE | (gx , gy ) 〈 半 径 >〔, く カラ ー ナ ン バ >〕[, く 開始 角度 >] 
STEP (sx。 央 | 
[, く 終了 角度 >]〔, く 比率 >]〕 
・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 (gx, gy) を 中 心 と し , 〈 半 径 > で 指定 され る 大 き さ の 円 を 描き 
ます 
・〈 半 径 > は , 1 ドッ ト を 単位 と し た と き の 長 さ で す . また だ た, < 半径 > が 負 で あっ た 
協 合 は , その 絶対 値 を と り ま す . 
・ く カラー ナン バ 〉 を 指定 する と , 指定 され た カラ ー ナ ンズ バ の 人 色 で 円 を 描き ます . 
省略 され た 場合 , CMD COLOR 文 で 指定 され て いる 〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー ナ 
ンズ バ > で 円 を 描き ます . 
・〈 開 始 角度 >, く < 終了 角度 > を 指定 する と , 指定 され た 角度 の 範囲 内 の み に 円 弧 を 
描き ます . た だ し , 角度 は 真 円 を 基準 と し た と き の 値 で す . し た が っ て , 椿 円 で 
円 弧 を 描く 場合 , 実際 に 表示 され る 図形 の 中 心 角 は , 指定 し た 角度 と 異な る こと 
が あり ます . 
・ ま た , 〈 開 始 角度 〉, く 終了 角度 > が 負 で あっ た 場合 , その 絶対 値 を と り 正 に し た 
角度 が 用 いら れ ま す . その と き 中 心から 半径 が 描か れ , 〈 開 始 角度 >, < 終了 角度 
共に 負 で あっ た 場合 , 扇形 を 描く こと が で きま す . 
* く 開始 角度 >, 〈 終 了 角 度 〉 は ー2z か ら 十 2z の 範囲 内 に な いと "1legal function 
cal" エ ラー と な り ま す . 
・〈 比 率 > は , (垂直 方 向 の 半径 )/( 水 平方 向 の 半径 ) で 指定 し ます . 〈 比 率 > が 省略 
され た 場合 に は , 640X200 ド ッ ト モ ー ド で は 0.5, 320X200 ド ゥ ッ トモ ー ド で は 1.0 
が 採用 され ます . 
・320X200 ド ッ ト モ ー ド で 1 未満 の < 比率 > を 指定 し た と き , < 半径 > は 水平 方 向 の 
半 筆 が 基準 に な り ま す . また , 1 以上 の < 比率 > を 指定 し た と き に は , 垂直 方 向 の 
半径 が 基準 と な り ま す . 
・640X200 ド ッ ト モ ー ド で 1 未満 の < 比率 > を 指定 し た と き , 320X200 ド ッ ト モ ー 
ド と 同様 に , < 半径 > は 水平 方 向 の 半径 が 基準 に な り ま す . また , 1 以上 の < 比率 > 
を 指定 し た と き , < 比率 > が 1 の と き の 垂 直方 向 の < 半径 > が 基準 に な り ま す . 
・ 中 心 の 座標 は ビュ ー ボ ポート の 外 に 指定 する こと が で きま す . た だ し , 極端 に 大 
き な 円 < く 半 筆 > に 16384 以 上 の 数 値 を 指定 し た と き ) を 表示 させ た 場合 , 正しく 動 
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作 し な い 場 合 が あり ます . 


CMD CIRCLE(100 , 100),50 


・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 (100, 100) を 中 心 に , 半径 50 の 円 を 描き ます . 


II 5 口 グラ ム 例 川邊 用 有用 有 用 有 有 UIUUUUUUUUUUUIUIUUUU 


1 の の / CMD CIRCLE 

11 の CMD SCREEN 2。, の 

12 の 9 CMD CLS 3 

13 の FOUR R=1 TO 1 の 9 

14 の 9 CMD CIRCLE(16 の 。 1 の の) 。R 。R MOD d+1 
15 の NEXT R 

16 の 9 END 

0k 


・ 中 心 座標 が (160, 100) で , 半径 が 1 か ら 100 ま で の 同心 円 を , 半径 の 小さ いも ゃ も 
の か ら 順 に 描き ます . 

・130 行 か ら 150 行 の FOR 文 の 制御 変数 R を 半径 と し て 使っ て いま す . 

・140 行 で , 中 心 (160, 100), 半径 R, カラ ー ナ ン バ (R MOD 3) 土 1 の 円 を 描き ま 
9 カタ ーー ナジ パ は 。 が 変化 する に つれ で 2. 3.1。 2 em と 変化 し て いき 
ます . 


INNIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 上 上 川上 上 III 
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画面 制御 ステ ー ト メン ト 


CMDU CLS 


画面 を 消去 する 
CMD CLS 〔 く 機能 〕 


・< 機 能 > は 1, 2, 3 の 値 を と り , それ ぞ れ 次 の よう に 働き ます . 省略 され た と き 
は 1 が 選択 され ます . 
1 : テキ スト 画面 を 消去 し ます . 
2 : ビュ ー ポ ボー ト 内 の グラ フォ ィ ッ ク 画 面 を , CMD COLOR 文 で 指定 され 
た 〈 く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー ナ ンズ バ > で 消去 し ます . 
3 : テキ スト 画面 と グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を 消去 し ます . 
< グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 し た と き , LP(Last referenced point) は ビ ピュー ボート 
の 左上 の 頂点 に 移動 し ます . また , テキ スト 画面 を 消去 し た 場合 , カー ソル は 
ホー ム ポ ジ シ ョ ン ( 画 面 の 左上 ) に 移動 し ます . 
CMD CLS 


・ テ キス ト 画 面 を 消去 し ます . 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ シ ー・ エ ル ・ エ ス : cmd clear Screen 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プ 口 グラ ム 例 ll0006 各 
1 人 も 委 
1 の 6 の ′ CMD CLS 
11 の CMD SCREEN 2。 の 
12 の FOR B=3 TU の STEP -1 
13 の CMD COLOR ,B 
14 の 9 CHD CLS 2 
15 の NEXT B 
16 の END 
Qk 


・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 を 青 , 緑 , 赤 , 愚 の 順に 変化 させ ます . 

・130 行 の CMD COLOR 文 で バッ ク グ ラウ ンド カラ ー ナ ンズ バ を 指定 し て いま す . 
B は FOR 文 の 制御 変数 な の で , 3, 2, 1, 0 と 変化 し ます . 

・140 行 で , 130 行 で 指定 され た バッ ク グ ラウ ンド カラ ー ナ ン バ で グラ フィ ッ ク 画 
面 を 消去 し ます . 


fl IIIIIIMUIIIIUIIIIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUUIIIUUIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUUUIIIIUUIIIIUUIIIIH 


参照 : CMD SCREEN, CMD COLOR, CMD VIEW 


























機能 
書 式 


CMD CULUF 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ カ ラー : cmd color 


グラ フィ ッ ク 画 面 の フォ アグ ラウ ンド カラ ー, バッ ク グ ラウ ンド カラ ー を 指定 す 

る 

CMD COLOR 〔 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー ナ ン バ >〉][ , く バッ ク グ ラウ ンド カ 
ラー ナン バ >] 

< グラフィ ッ ク 画 面 の フォ アグ ラウ ンド , ベック グラ ウン ド の 色 を カラ ー ナ ンズ バ 

で 指定 し ます . 

・〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー ナン ズバ 〉> と は , グラ フィ ッ ク 画 面 に 点 や 線 を 表示 する 

と き に 使わ れる 色 の こと で す . グ ラフ ィ ッ ク 命 令 (CMD PSET 文 ,CMD LINE 文 , 

CMD CIRCLE 文 な ど ) で く 〈 カ ラー ナン バ 〉 の 指定 を 省略 し た 場合 , この 〈 く フォ アグ 

ラウ ンド カラ ー ナ ン バ >〉 の 色 が 採用 され ます . 

・〈 バ バッ ク グ ラウ ンド カラ ー ナ ン バ 〉 と は , グラ フィ ッ ク 画 面 の 地 の 色 の こと で , 

CMD COLOR 文 実行 後 , CMD CLS 文 に よっ て グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 する と , 

電 定 し た カラ ー ナ ン バ の 色 に よっ て 画面 が 塗り か えら れ ま す . また , CMD 

PRESET 文 を (カラ ー ナ ン バ >〉 の 指定 な し で 実行 する と , 〈 パ バッ ク グ ラウ ンド カ 

ラー ナン バ >〉 の 色 が 採用 され ます . 

・ 次 に カラ ー ナ ン バ と 人 色 の 関係 を 示し ます . 


テキ スト 画面 の 
色 に 依存 し ます . 





水色 


選択 色 ( 青 ) | 選択 色 ( 黒 ) 


・ 選 択 色 と は , CMD SCREEN 文 で 指定 する < 選択 色 の カラ ー コ ー ド 〉> の こと で , 
( ) の 色 は , CMD SCREEN 文 で < 選択 色 の カラ ー コ ー ド >〉 が 省略 され た と き の も 
の で す . これ ら の 指定 の 仕方 は , CMD SCREEN 文 の 項 を 参照 し て くだ さい . 

<s<〈 く ラー ナン ズバ 〉> は , モノ クロ モー ド , アト リ ビ ュ ー ト カラ ー モ ー ド の と き は 0 
ある い は 1 を 指定 し て いま す が , 0 以外 の 数 値 が 指定 され る と すべ て 1 と みな し 
ます . また , 4 色 カ ラー モー ド 0 , 1 の と き 0^ へ 3 まで の 値 を 指定 し ます が , その 








半 王 1 























範囲 外 の 数 値 は 4 で 割っ た 余り が 採用 され ます . 


CMD COLOR 1,0 
*・ フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー に 1 , ベッ ク グ ラウ ンド カラ ー に 0 を 指定 し ます . 
川 II プロ グラ ム 例 II 上 上 上 風 川上 上 上 上 上 風 風 上 上 風 風 IIIIIIII 


1 1 も を 回 

1 の の 9 / CMD COLOR 

11 の MIDTH 4 の 。25 CUNSULE の 。25 。1 。1 
12 の COULUR 7 

13 の 9 CMD SCREEN 2。 の 

14 の 9 FUR F= の TO 3 

15 の FOR B= の TO 3 

16 の CMD COLOR F。B 

17 の 6 CMHD CL8 3 

1 の LUCATE 11 。12 

19 の PRINT "cmd colon'iFgV "73B 
2 の の CND CIRCLE(15 の 9 。19 の 9) 。7 の 
21 の NEXT B 

22 の 9 NEXT F 

23 の END 

Ok 


・ グ ラフ ィ ッ クモ ー ド を 4 色 カ ラー モー ド 0 に し て , フォ アグ ラウ ンド カラ ー と 
ベッ ク グ ラウ ンド カラ ー の すべ て の 組み 合わ せ を 行い ます . 

・140 行 の FOR 文 の 制御 変数 は , フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー ナン ババ と し て 用 い , 
150 行 の FOR 文 の 制御 変数 B は ベッ ク グ ラウ ンド カラ ー ナ ン バ と し て 用 いま す . 
・160 行 で フォ アグ ラウ ンド カラ ー と ベッ ク グ ラウ ンド カラ ー を 指定 し ます . 170 
行 で , 指定 され た バッ ク グ ラウ ンド カラ ー で グラ フィ ッ ク 画 面 を 消去 し , 200 行 
で は , 指定 され た フォ アグ ラウ ンド カラ ー で 円 を 描き ます . 


II 上 III 


参照 : CMD SCREEN 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


CMD CULUR@ 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ カ ラー・ ア ッ ト マ ー ク : cmd color @ 


機 能 | テキ スト 画面 に 書か れ た 文字 に 色 や 機能 を 設定 する 
書式 | cMpD coLoR@(cx1 , cy1) 一 (cx2 ,cy2) , く フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド >〉 


解説 ・ テ キス ト 画 面 の キャ ラク タ 護 標 の 2 点 (cx1, cy1) , (cx2, cy2) を 対 角 と する 四角 

形 の 領域 に 書か れ て いる 文字 に 色 を 付け た り , ブリ ンク な どの 機能 を 設定 し た り 
まま 
・ 指 定 する 座標 は キャ ラク タ 座 標 で , 次 の 範 胃 と な り ま す . 

cx1, cx2 三 0 一 ( く 桁 数 >ー1) 

cy1, cy2 三 0 一 ( く 行 数 >ー1) 
〈 桁 数 〉, < 行 数 > は WIDTH 文 で 指定 され た 値 で す . 
・〈 フ ァ ン クシ ョ ンコ ー ド 〉 は , CONSOLE 文 の < カラ ー/ 白 黒 ス イッ チ 〉 で 設定 さ 
れ て いる モー ド に よっ て 持つ 意味 が 異な り ま す . この 機能 及び 指定 の 仕方 は , 資 
料 2.3.2 の COLOR 文 の < ファ ンク ション ュー ド 〉 の 場合 と 全く 同様 で すか ら , そ 
ちら を 参照 し て くだ さい . 


CMD COLOR@(0 ,0) 一 (9 ,9).4 (カラ ー モ ー ド の 場合 ) 


・ テ キス ト 画 面 の 左上 (10 桁 X10 桁 ) を 緑 に 設定 し ます . 
川上 プロ グラ ム 例 川 川 川 II 上 上 和風 卓上 上 上 上 風 上 上 


1 1 も 回 

1 の の ′ CMD COLOR@ 

11 の MIDTH の 。25 sCUNSULE 9,25,1 1 
12 の CMD SCREEN 1 siCOLDR 7』CMD CLS 3 
13 の FUR X= の TO 639 STEP 4 

14 の CMD LINE(32 の 。 の ) -(X 。19 の ) 

15 の NEXT X 

16 の FUR Xm= の 9 TO 7 

17 の 9 CMD CULUR@ (XX1 の 0 。 の ) 一 (XX1 の +9。23) 。X 
18 の NEXT X 

19 の END 

Ok 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 に 線 を 描い て 三角 形 を つく り , それ を 8 色 に 色分け し ます . 
・120 行 の CMD SCREEN 文 で イセ トリビュー トカ ラー モー ド を 選択 し て いま す . 
・160 行 か ら 180 行 の FOR 文 で , 画面 を 縦 に 8 分割 し て , 左 か ら 順 に カラ ー ナ ンズ バ 
を 0, 1, 2, 3, 4, 5, 6, 7 に 設定 し ます . 


II 卓上 利 上 上 則 旧 利 IIII 旧 IIIIIIIIIIII 
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CMDU COPY 


入出 カス テー トメ ント 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ コ ピー : cmd copy 


機 能 | 画面 に 表示 され て いる 情報 を プリ ンタ に 出力 する 

CMD COPY 〔 く 機能 >] 

解 説 ・ テ キス ト 画 面 , グラ フィ ッ ク 画 面 に 表示 され て いる 文字 や 図形 を プリ ンタ に 出 
し ます . 


・〈 機 能 > は 1 か ら 5 まで の 値 を と り , 次 の よう に 働き ます . 省略 され た と き は 3 
が 選択 され ます . 


1 : テキ スト 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます . 

2 : グラ フィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に コピ ー し ます . 

3 : テ キス ト 画 面 , グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を プリ ンタ に コピ ー し ます . 

4 : グラ フィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に , 縦 方 向 を 2 分 の 1 に 縮小 し て コ 
Sc 

5 : テ キス ト 画 面 、 グラ フィ ッ ク 画 面 の 両方 を アプ リン タ に , 縦 方 向 を 2 分 
の 1 に 縮小 し て コピ ー し ます . 


CMD COPY 2 


s グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 の み を プリ ンタ に 出力 し ます . 


川 II プロ グラ ム 例 UI 用 軸 有 用 用 川 | 


+3 
1 の の 
11 の 
1 2 の 
13 の 
1 4 の 
1S の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 
29 の 
21 の 
DUk 





/ CMD COPY 

MIDTH 8 の 。25 iCUNSBULE の 。25。1 。1 

CMD BCREEN 2。 の CMD CLBS 3 

FUR 1I=1 TO 39 

LUCATE RND(1) X7 の 。RND( 1 ) X23 

PRINT "CMD COPY" 

CFD LINE(RND( 1 ) %X31 の 。RND( 1 ) %X19 の 9) STEP(19。1 の ) 。。B 


NEXT 1 

FOR I=s1 TO 5 
CMD COPY 1 
NEXT Ii 

END 


・ テ キス ト 画 面 の いろ いろ な 位置 に "CMD COPY" を 出力 し , グラ フィ ッ ク 画 面 
の いろ いろ な 位置 に 四角 形 を 描い て か ら , 画面 を プリ ンタ に 出力 し ます . 
・130 行 か ら 170 行 まで の FOR 文 で , テキ スト 画面 に "CMD COPY" を いろ いろ な 
位置 に 出力 し , グラ フィ ッ ク 画 面 の いろ いろ な 位置 に 四角 形 を 描き ます . 
・180 行 か ら 200 行 で CMD COPY 文 の 機能 を 1 か ら 5 ま で 変化 させ て 実行 し ま 
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UIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIUIIUIIUUUIIIIUUIIIUIUIUUUUUIIUUUUUUUUUUUUUUOUUI 
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注意 : ・CMD COPY が 使用 可能 な プリ ンタ は 次 の と お り で す . これ ら 以 外 の プリ ンタ 
に 対し て の CMD COPY の 動作 は 保証 され ませ ん . 
・ 縦 横 の 比率 が ほぼ 画面 上 と 同等 に コピ ー で きる も の 
PC-8023, PC-8023C, PC-8024, PC-8027, PC-8824, PC-8825, PC-PR101, 
PC-PR201 お よび これ ら の 同等 品 
・ 縦長 ( 約 4/3 倍 ) に な る が コピ ー で きる も の 
PC-8821, PC-8822, PC-PR103, PC-PR202, PC-PR403 お よび これ ら の 同等 品 
・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 画 面 の コピ ー に お いて , 画面 に 表示 され た も の と , プリ ンタ ヒコ 
ピー され た も の と で は , いく ら か イメ ー ジ が 異な り ま す . た と えば , 画面 上 は 真 
円 で あっ て も , プリ ンタ に 出力 し た 場合 に 多少 縮ん だ 形 に な る こと が あり ます . 


CMD GET@ 


機 能 
書式 
解 説 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


エム ・ デ ィ ー・ ゲ ッ ト ・ ア ッ ト マ ー ク : cmd get @ 


グラ フィ ッ ク 画 面 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 に 読み 込む 


CMD GET〔@]〕(gx1 ,gy1 ) 一 陸 寺 | , < 配 列 変数 名 >〔(< 要 素 ナ ン バ >) 〕 
STEP( sx , sy ) 


・ 画 面 上 の グラ フィ ッ ク 座 標 の 2 点 (gx1, gy1) と (gx2, gy2) を 対 角 と する 四角 形 
の 領域 を , 〈 配 列 変数 名 〉 で 指定 され た 配列 変数 に 読み 込み ます . 指定 され た 座標 
が ビュ ー ポ ー ト の 範囲 内 に な いと き は エラ ー と な り ま す . 

・〈 配 列 変数 名 〉? は , グラ フィ ッ ク パ ター ン を 読み 込む 整数 型 の 配列 変数 の 名 前 で 
を が 

・〈 要 素 ナ ン バ 〉> は , グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 変数 に 読み 込む と き に , どの 要 
素 か ら 格 納 し 始め る か の 指定 で す . 1 つの 配列 変数 に 対し て 複数 の グラ フィ ッ ク 
デー タ を 格納 する 場合 に 使い ます . 〈 要 素 ナ ン バ 〉 を 省略 し た と き は 配列 の 最初 
(< 要素 ナン ベ 〉 は 0 ) か ら 格 納 し ます . 

・CMD GET@ 文 に 先だって , この 配列 変数 に 必要 な 大 き さ を DIM 文 で 確保 し な 
けれ ば な り ま せん . この 配列 変数 の 大 き さ は , 読み 込む 領域 の 大 き さ , グラ 
フィ ッ ク モ ー ド に よっ て 異な り ま す . 

・ 1 つの 配列 に 1 つの ペタ ー ン し か 読み 込ま な い 場 合 は , 次 の 計算 式 で 求め る こ 
と が で きま す . 複数 の パタ ー ン の 場合 は , それ ぞ れ の パタ ー ン に つい て 計算 し , 
その 分 確保 し な けれ ば な り ま せん . 


く 必 要 な バイ ト 数 > ニ ((〈 横 の ドッ ト 数 >*※M 十 7 ) \8 ) 
* ネ まく 縦 の ドッ ト 数 > 十 4 

M ニ = テニ 1 一 一 モノ クロ モー ド , アト リ ビ ュ ー ト カラ ー モ ー ド の と き 
M=2 一 4 色 カ ラー モー ド 0 , 1 の と き 

く 添 字 の 値 〉 ニ く 必 要 な バイ ト 数 〉\2 
・ こ の CMD GET@ 文 は , 後述 する CMD PUT@ 文 と 密接 な 関係 に あり , 通常 べ 
ァ で 使用 され ます . 
・CMD GET@ 文 の 実行 後 , LP は (gx2, gy2) に 移動 し ます . 


CMD GET@(0,0) 一 (15 , 15) , G% 
・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 (0, 0) 一 (15, 15) の 範囲 に ある グラ フィ ッ ク パ ター ン を 配列 
変数 G% に 読み 込み ます . 


























II プロ グラ ム 例 II 用 軸 衝 軸 軸 II 有 軸 軸 用 和 軸 軸 軸 衝 和 軸 UI 


1 wt 回 
1 の の ′ CMD BET@ 


11 の 
12 の 
13 の 
14 の 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
19 の 
2 の の 
Ok 


CMD 
CHD 
CMD 
CMD 
CMD 
Dih 
CMD 
FOR 
CND 


SCREEN 2, の 

ELB 3 

LINE (の 9 の) (9 9) 。2。B 

LINE(1 。1)-(B。 昌 ) 。1 

LINE (1 。B)-(B』1) 。1 

BZ(16) 

BET@ (の, の) (9 9) 』GX 

1=1 TO 199 

PUT@(RND (1 ) X31 の 』RND(1) %X19 の ) 。BX 。PBET 


NEXT 1 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 左上 に 較 を 描き , そ れ と 同じ 図形 を いろ いろ な 位置 た 
100 個 描き ます . 
・130 行 か ら 150 行 で , 画面 の 左上 に を 描き ます . 
・170 行 で , 描い た 図形 の パタ ー ン を 配列 C% に 読み 込み ます . 
・180 行 か ら 200 行 で , G% に 読み 込ん だ グラ フィ ッ ク バ ター ン を いろ いろ な 位 - 
置 に 出力 し ます . 
II 上 III 上 上 IIIIIIIII 
注意 : ・ 配 列 変数 は 整数 型 の 一 次 元 配 列 で な けれ ば な り ま せん . 
参照 : CMD PUT@ 


特殊 コマ ンド 


ーー ーーー ーーーーーーー ュ ーーーーーーー キ ーーー ニー ニー ニー ニー 
ーーーーーーーーーーーーー ーー ニーーーーーーー ニ ーー ニー ニーーーーーーーーーーーーー ニ ーーーーー ュ ーーー キーー ニ ーー っ 
ーーーーーーーーーーーーーー ーーーー ーーー ニーーー-ーーーーー= ニ ーー ニーーーーーー ニ ーー ニーーーーーー ニ ーーーーー= ャ ーーー 


CMD INIT 


機 能 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 初期 化す る 
CMD INIT [< 機能 >] 
解 ・Ns-BASIC DISK バ ー ジ ョ ン を 使用 し て いる 途中 で ウォ ー ム スタ ー ト し た 後 , 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス クニ ユニ ッ ト を 初期 化す る た め に 用 いま す . 
・〈 機 能 > は 0 か ら 2 まで の 値 を と り , 省略 され た 場合 は 0 と 解釈 され ます . シス 
テム ディ スク と ディ スク ユニ ッ ト と の 組み 合わ せこ に よっ て 以下 の よう に 使い 分 け 
な けれ ば な り ま せん . 
0 : 最も 一 般 的 な ディ スク ユニ ッ ト の 初期 化 を 行い ます . シス テム ディ スク と 
ディ スク ユニ ッ ト の 関係 が 次 の よう な 場合 で す . 
PC-8087 PC-8881, PC-8881(1) お ょ びそ の 同等 品 
PC-8037-1W PC-8031-1W お よび その 同等 品 
PC-8037-2W PC-8031-2W, PC-80S31 お よび その 同等 品 





シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ イ ニッ ト : cmd initialize 


中 
貞 


1: デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 片面 モー ド に 初期 化し ます . 特に 〈 機 能 〉 を 1 に する 必 
要 が ある の は , 次 の 組み 合わ せ の よう に 両面 用 の ディ スク ユニ ッ ト を 片面 
モー ド で 使用 する 場合 に 限ら ちら れ ます . 

PC-8037-1W PC-8031-2W, PC-80S31 お よび その 同等 品 
片面 用 の ディ スク ユニ ッ ト を 片面 用 の シス テム ディ スク で 使用 し て いる 
場合 は , CMD INIT 1 と CMD INIT 0 は 同じ 動作 を し ます . 

2 : デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 両面 モー ド に 初期 化し ます . た だ し , 片面 用 の ディ ス 
ク ユ ニッ ト を 使用 し て いる 場合 は 片面 モー ド に 初期 化し ます . CMD INIT 
2 は CMD INIT 0 と 同じ 動作 を し ます か ら , 通常 は 使う 必要 は あり ませ ん . 


| 例 | cMpiNr 


・ フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト の 初期 化 を 行い ます . 






ッ ー 
川 川 川 実 人生 例 IIUIIIUIIIIUIIIIIIIIIIIIIIIIUIIIIIIII 有 II 利和 和 有 和 有 和 山 


cad ni も 回 
Ok 


川 III 


*・ フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト の 初期 化 を 行い ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 昌利 利和 III II 


注意 : ・ 両 面 腹 の ディ スク ユニ ッ ト を 両面 モー ド で 使用 し て いる と き に CMD INIT 1 は 
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絶対 に 実行 させ な いで くだ さい . 実行 させ た 場合 に は , ディ スク ユニ ッ ト が 片面 
モー ド に な っ て し まい , Ns-BASIC(DISK バ ベー ジョ ン ) が 正しく 動作 し な く な り ま 
ま 。 

・N-BASIC(DISK バー ジョン ) の 使用 中 に ウォ ー ム スタ ー ト を し た 場合 , CMD 
INIT コマンド に 相当 する 命令 は 用 意 さ きれ て いま せん . 


CMD LINE 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ラ イン : cmd line 





機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 に 直線 や 長方形 を 描く 
書式 | CMDLINE[I(gx1,gy1) 回 還 人 6 [, く カラ ー ナ ン バ 〉〕 
STEP ( sx1 , sy1 ) STEP( sx2 , sy2 ) 
[,| B 
BF 
解 説 ・ グ ラフ ェ ィ ッ ク 座 標 系 の 2 点 (gxl, gy1) , (gx2, gy2) を 結ぶ 直線 を 描き ます . 


(gx1 
よる 
・ 線 
COL 
デー 
・ 次 
の 意 


, gy1) が 省略 され た 
指定 と な り ま す . 

の 色 は 〈 カ ラー ナン バ 〉> に より 指定 し , も し これ が 省略 され た 場 CMD 
OR 文 に よっ て 設定 され て いる グラ フィ ッ ク 画 面 の < フォ アグ ラウ ンド カ 
ナン ズバ >〉 が 採用 され ます . 

の バラ メー タ に は B か BF の どちら か を 指定 する こと が で きま す . B は Box 
味 で , 指定 され た 2 点 を 対 和 角 と する 長方形 を 描き , BF は Box F 由 の 意味 で , 


場合 , 


LP の 値 を と り ま す . STEP を 付け る と 相対 座標 に 


っ の 
ロラ 























その 長方形 を 塗り つぶ し ます . 

CMD LINE(100 , 100) 一 (200 , 150), 1,B 
・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 有 座標 (100, 100), (200, 
ラー ナン バ >〉 1 の 色 で 描き ます . 
wmwmwwwmm プ ログ ラム 人 mttntnmmmmmmmmmmmmmmmmmnmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmmemmm 


150) の 2 点 を 対 角 と する 長方形 を く カ 


1 ig も 
1 の の 
11 の 
12 の 
1 コ 3 の 
14 の 
15S の 
1 6 の 
1 7 の 
1 の 
19 の 
2 の の 
0k 





回 
/。 CMD LINE 

CMD SCREEN 2., の 

CMD CLS 3 

FUR 1=1 TO 19 の 9 

X1=RND( 1 ) X32 の 』Y 1 =RNLI( 1 ) X2 の の 
X2=RND( 1 ) Xd2 の 』Y2=RND( 1 ) X2 の の 
C=RND( 1 ) X コ +1 

CMD LINE(X1。Y1)-(X24Y2) 。 ビ 
CND LINE(X134Y1)-(X2。Y2) 。CiB 
NEXT I 

END 


・ 対角線 が 1 本 人 入っ た 長方形 を いろ いろ な 位置 に 100 個 描き ます . 
・140 行 か ら 160 行 で , 乱数 を 使っ て グラ フィ ッ ク 座 標 2 点 と カラ ー ナ ン バ を 得 ま 
す . そし て 170 行 で 2 点 を 結ぶ 直線 を 描き , 180 行 で それ を 対角線 と する 長方形 を 
当 き ます . 

昨 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 上 II 上 卓上 上 上 和則 


参照 : CMD COLOR 


| 


30 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


CMD PAINT 


機 能 | 指定 され た 境界 色 で 囲ま れ た 領域 を , 指定 され た 色 で 塗る 


CMD MI 0 
STEP ( sx , sy ) 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ペ イン ト : cmd paint 


解 説 ・(gx, gy) で , 塗り 始め る グラ フィ ッ ク 座 標 を 指定 し ます . 
・< 領 域 色 〉, < 境界 色 〉> は 共に カラ ー ナ ン バ で 指定 し ます . < 領域 色 > が 省略 され た 
場合 , CMD COLOR 文 で 指定 され た く フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー ナン ズバ >〉 が 用 いら 
れ ま す . 〈 境 界 色 > が 省略 され た 場合 は , < 領域 色 〉 の 指定 と 同じ カラ ー ナ ン バ が 用 
いら れ ま す . 
・ 指 定 さ れ た 座標 が , 指定 され た 境界 色 と 同 じ 色 で あっ た 場合 に は , CMD 
PAINT 文 は 何 の 画 面 操 作 も 行い ませ ん . 
*・ ビ ュー ポー ト の 境界 は CMD PAINT 文 動作 の 境界 と みな され ます . また , 塗り 
始め の 座標 が ビュ ー ポ ー ト の 範囲 外 に 指定 され た 場合 は , 何 の 動作 も し ませ ん . 


CMD PAINT(50 , 50),0,1 


・ カ ラー ナン 1 で 囲ま れ た 領域 を . グラ フィ ッ ク 護 標 (50, 50) を 基点 と し て カ ヵ カ 
ラー ナン ズ 0 の 色 で 落 り つぶ し ます . 


川 IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII プロ グラ ム 例 則 川 UIIUIUIUIUIIIII 有 II 用 有 軸 四 II 田 用 有用 肌 前 四 四 四 回 山 


1 1 も 回 

1 の の ′ CMD PaINT 

11 の 6 CMD SCREEN 2。 の 

12 の CMD CLS 3 

13 の FOUR Im1 TO 1 の の 

14 の XmRND( 1 ) X32 の 1YmRND( 1 ) X2 の の 
1S の CmRND( 1 ) X+ 1 

16 の 9 CMD CIRCLE(X 』Y) ,1 の 。 ビ 

17 の 9 CMD PAINT(X』Y) 。E。 ビ 


1B の NEXT 1 

19 の END 

Qk 

・ 画 面 の いろ いろ な 位置 に 円 を 描き , その 中 を 塗り つぶ し ます . これ を 100 回 繰 
り 返 し ます 。 


・140 行 か ら 150 行 で , 円 の 中 心 座標 と 色 を , 乱数 を 使っ て 求め ます . 
・170 行 で , 160 行 で 描い た 円 の 中 を , 円 を 描い た 線 の 色 で 塗り つぶ し ます . 
ititttttttttttttItttttitttItItItItItttttttittttt(t(t 和 (ti の (の (Titttttititiittttttttttttttitttttittttttt(t(t( の ("の (tt(t( の (の (の ( の (ttt"tItttttttttttttttttttttitt 
注意 : ・ 複 雑 な 図形 を 塗り つぶ す と き , "Out of memory" エ ラー と な る こと が あり ま 
まう 
参照 : CMD COLOR, CMD VIEW 


























グラ フィ ックス テー トメ ント 


CMD POINT 


LP(Last referenced point) を 変更 する 
書式 | cMD 6 | 
STEP(sx , sy ) 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ポ イン ト : cmd point 


・NrBASIC は , 最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 座標 を 覚え て いま す . この 
基点 の こと を LP(Last referenced point) と いい ます . 
・CMD POINT 文 は , グラ フィ ッ ク 操 作 な し に 単に LP を 設定 する 場合 に 使い ま 
ま ら 
・STEP を 付け る と 相対 座標 に よる 指定 と な り ま す . 


CMD POINT(10 .,30) 
・LP の 値 を (10 , 30) に 設定 し ます . 
ml プ 曲 グラ ム 例 I 上 川上 風 上 上 目 貞和 上 川 III 


1 1w も 回 

19 の 9 ′ CMD POINT 

11 の CML SCREEN 2。 の 

12 の CMD CLS 3 

13 の FOR 1= の TO 35 

14 の CMD PUINT STEP(B,3) 

15 の GOSUB 18 の 

16 の NEXT Ii 

17 の END 

18 の CMD LINE-BTEP(-5 の 。5 の ) ,1 
19 の 9 CMD LINE-STEP( 19 の 9 。 の ) 。2 
29 の CMD LINE-STEP(-5 の ,。-S の ) 。3 
21 の RETURN 

Ok 


・ 画 面 の 左上 か ら 右 下 に 向け て 三角 形 を 描い て いき ます . 

・120 行 の CMD CLS 3 で LP は (0, 0) に な り ま す . 

・140 行 の CMD POINT 文 で LP を 少し ずつ 右 下 に 移動 きせ て いま す . 
・180 行 か ら 210 行 は , 三角 形 を 描く サブ ルー チン で す . 


UIUUUIIIIIIIIIIIIIII 導 用 II 有 IIII 是 目 胃 箇 和 田 車田 軸 軸 山 軸 四 胃 田邊 岬 四 


ハバ い 
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グラ フィ ックス テー トメ ント 


CMD PRESET 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ピ ー・ リ セッ ト : cmd point reset 


機 能 | グラ フィ ッ ク 画 面 上 の 任意 の ドッ ト を 消去 する 


書式 】 CMD NR , gy ) 眼 , く カラ ー ナ ン バ >〕 
STEP ( sx , sy ) 


・ 指 定 し た グラ フィ ッ ク 座 標 の ドッ ト を 消去 し ます . いい か えれ ば , CMD 
COLOR 文 に よっ て 設定 され て いる 〈 く バック グラ ウン ドカ ラー ナン ズバ 〉 で ドッ ト を 
描き ます . 
・〈 ヵ カラ ー ナ ンズ >〉 を 指定 し た 場合 は CMD PSET 文 と 同じ 動作 を し ます . 
* 座標 値 に STEP を 付け た 場合 は 相対 座標 に よる 指定 と な り ま す . 
・CMD PRESET 文 の 実行 後 , LP は (gx, gy に 移動 し ます . 


CMD PRESET(30 , 40) 


・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 (30, 40) の ドッ ト を 消去 し ます . 
川 川 IIIIIIIII 吊 プロ グラ ム 例 山肌 山 軸 有 胃 毅 間 胃 吊 前 四 四 


1 1 gt 回 

196 の ′ CMD PRESET 

11 の 9 CMD BCREEN 2。 の 

12 の CMD CULOR 1。 の ICMD CLB 3 

13 の 9 X=1 3Y=1 

14 の FOUR 1=1 TO 169 の 

15 の CMD PSET STEP(X。Y) 

16 の GX=STQATUS PUINT( の ) 

17 の 9 BY=STaATUS POINT(1) 

1 の 9 1F BX く < の DR BX>319 THEN X=ーX 
19 の 9 IF BY く < の ロ R BY>199 THEN Y=ーY 
26 の 9 CMLI PRESET STEP( の 。 の ) 

21 の 9 NEXT 1 

22 の 9 END 

Hk 


・ 画 面 の 中 を 赤い 点 が 移動 し ます . 

・150 行 で 赤い 点 を 描き ます . 色 は 120 行 の CMD COLOR 文 の フェ アグ ラウ ンド 

カラ ー ナ ン バ に よっ て 指定 され て いま す . 

・180 行 と 190 行 で は , 赤い 点 が 画面 か ら は み 出 し そう に な っ た 場合 , 移動 する 方 

向 を 逆 に 変え て いま す . 

・200 行 で , 描い た 点 を 消去 し ます . 
ml 


参照 : CMD COLOR, CMD PSET 





上 


グラ フィ ックス テー トメ ント 


由 


CMD PSET 


機 能 グラ フィ ッ ク 画 面 上 の ドッ ト を 描く 


CMD PSET |(gx , gy) , く 〈 く カラー ナンバ 〉〕 
STEP(sx , sy ) 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ピ ー・ セ ッ ト : cmd point set 


解 


誤 


・ 指 定 し た グラ フィ ッ ク 座 標 に ドッ ト を 描き ます . 

・ ド ッ ト の 色 は 〈 カ ラー ナン バ 〉> に よっ て 指定 し , 省略 され た 場合 は 現在 の 〈 く フォ 
テア グラ ウン ドカ ラー ナン ズバ > が 用 いら れ ま す . 

・CMD PSET 文 実行 後 , LP は (gx, gy) に 設定 され ます . 


CMD PSET(30 , 40), 1 


・ グ ラフ ィ ッ ク 座 標 (30, 40) に カラ ー ナ ン バ 1 の 色 で ドッ ト を 描き ます . 


川上 / ログ ラ 7 や lll 


11 5 も 回 

1 の の 9 ” CMD PGET 

11 の CMD SCREEN 2, の 

12 の 9 CMD CHLOR 1 。 の 9gCML CLS 3 

13 の 9 X=1 sY=1 

14 の 9 FUR 1=1 TO 169 の 

15 の 6 CMD PSET STEP(X 。Y) 

16 の 9 BX=BTATUB _ POINT (の ) 

17 の 9 BYs=BTATUS POINT(1) 

1 の IF BX く < の UR BX>319 THEN X=ーX 
19 の 9 IF BY< の OR BY>199 THEN Y=-Y 
2 の の NEXT 1I 

21 の 6 END 

Uk 


一 筆 描 き を し ます . 
s CMD PRESET 文 の ブログ ラム 例 か ら CMD PRESET 文 を 削除 し た プロ グラ ム 
で す . ドッ ト を 消し て いな い の で , 線 を 描い て いる よう に 見 えま す . 


I 有 有用 用 有朋 軸 軸 有 用 用 吊 用 箇 朋 吊 軸 軸 吊 UUUIOUUUUUUUUUUUUUUU 


参照 : CMD COLOR, CMD PRESET 








グラ フィ ックス テー トメ ント 























CMD PUT@ 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ プ ッ ト ・ ア ッ ト マ ー ク : cmd put @ 





機 能 グラ フィ ッ ク 画 面 に グラ フィ ッ ク パ ター ン せ 漢字 を 表示 する 
書式 】 () CMD PUT〔@〕(gx , gy) , く 配列 変数 名 〉〔(〈 要 素 ナ ン バ >〉)〕〔, く 機能 >〕 
[, く フォ アグ ラウ ンド カラ ー ナ ン バ >〉, く バッ ク グ ラウ ンド カ 
ラー ナン パッ >〕 
(2) CMD PUT(@]〕(gx , gy ) , KANJI (<〈 漢 字 コ ー ド >〉)[, く 機能 >][ , く フォ アグ ラ 
ウン ドカ ラー ナン バ パ 〉, く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー ナ ン バ >〕 
・①⑪ の 書式 は , CMD GET@ 文 に よっ て 配列 に 読み 込ま れ た グラ フィ ッ ク ベ ター 
ン を グラ フォ ィ ッ ク 画 面 上 の 任意 の 位置 に 表示 し ます . 
・< 配 列 変数 名 〉 は 表示 し た い グ ラフ ィ ッ ク ペ パターン が 格納 され て いる 配列 名 で あ 
り , < 要素 ナン ズバ 〉 は 配列 内 の どこ か ら デ ー タ を 取り 始め る か の 指定 で す . <〈 要 素 
ナン ズバ 〉> が 省略 され た 場合 は , 配列 の 最初 (< 要素 ナン ズバ > は 0 ) か ら 取 り 始 め ま す . 
これ ら の 指定 は , CMD GET@ 文 で 使っ た も の を 指定 し ます . 
・< 機 能 > と は , グラ フィ ッ ク バ ター ン を 画面 に 表示 する 際 , いろ いろ な 機能 を 指 
定 す る も の で , 次 に 示す も の が 用 意 き れ て いま す . 
PSET 配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ター ン を その まま 表示 し ます . 
PRESET モノ クロ モー ド , アト リ ビ ュ ー ト カラ ー モ ー ド の 場合 は 配列 内 の パタ ー ン 
を 反転 させ て 表示 し ます . 4 色 カ ラー モー ド の 場合 は , 名 ドッ ト の カラ 
ー ナ ン バ を 3 一 (その ドッ ト の カラ ー ナ ン バ ) と し て 表示 し ます . 
OR 配列 内 の グラ フィ ッ ク パ ペタ ー ン と 上 既に 画面 上 に 表示 され て い 
る グラ フィ ッ ク バ パターン を 1 ドッ ト ご と に OR( 論 理 和 ) し , 
その 結果 を 画面 に 表示 し ます . 


解 


ビ は 


AND 配列 内 の グラ フィ ッ ク ペ ター ン と 画面 上 の ペタ ー ン を ドッ ト 
ご と に AND( 論 理 積 ) し, その 結果 を 画面 上 に 表示 し ます . 
XDR 配列 内 の パタ ー ン を ドッ ト ご と に XOR( 排 他 的 論理 和 ) し , 


その 結果 を 画面 に 表示 し ます . 

・ こ れ ら の < 機能 > は 画面 モー ド に よっ て 演算 の 対象 が 違い ます . モノ クロ モー 
ド , アト リピ ビュ ー ト カラ ー モ ー ド の 場合 , ドッ ト が ある か な いか を 対象 と し , カ 
ラー モー ド の 場合 , カ ラー ナン を 対象 と し ます . も し , < 機能 〉 が 省略 され た 場 
合 は XOR と みな され ます . 

・〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー ナン ズバ >〉, 〈 バ ベック グラ ウン ドカ ラー ナン ズバ 〉 は , モノ 
クロ モー ド , プア トリビュート カラ ー モ ー ド の と き に 読み 込ん だ パターン を カラ ー 
モー ド に お いて 表示 する と き に の み 有 効 な オプ ショ ン パ ペラ メー タ で す . この 2 つ 


の パラ メー タ は 両方 と も 指定 する か , 両方 と も 指定 し な いか の どちら か し か 許さ 
れ ま せん . 

*・〈 フ ォ ア グラ ウン ドカ ラー ナン ズバ 〉 は , モノ クロ モー ド , アト リ ビ ュ ー ト カラ ー 
モー ド で 読み 込ん だ 際 に カラ ー ナ ン バ 1 に 対し て の 色 指 定 で , これ を 4 色 カ ラー 
モー ド で 実行 する と 任意 の 色 に 変え る こと が で きま す . 

〈 バ ベッ ク グ ラウ ンド カラ ー ナ ンズ バ 〉 は 同様 に 黒 で あっ た ドッ ト に 対し て の 人 色 指 定 で 
す . これ ら は 共に 0 て 3 の カラ ー ナ ン バ に よっ て 指定 し ます . 

・CMD GET@ 文 と CMD PUT@ 文 は 上 記し た 〈 く フォアグラ ウン ドカ ラー ナン バ 〉, 
〈 く バッ ク グ ラウ ンド カラ ー ナ ンズ > を 指定 し て , モノ クロ モー ド , アト リ ビ ュ ー ト 
カラ ー モ ー ド で 読み 込ん だ パタ ー ン を 4 色 カ ラー モー ド で 表示 する 用 途 の 他 は , 
原則 と し て 同一 画面 モー ド で 使用 する よう に し て くだ さい . 

・(② の 書式 は , 別売 の 漢字 ROM ボー ド を 接続 する こと に よっ て , < 漢字 コ ー ド 〉 
で 指定 され た 漢字 な どの 文字 を 画面 に 表示 し ます . 

・ こ の 書式 で は , 配列 内 の デー タ に 当たる も の が あら か じ め 用 意 さ きれ て いる こと 
を 除い て , その 使い 方 お よび 機能 は (1) の 書式 の 場合 と ほぼ 同様 で す . 

た だ し , 漢字 パター ン は 原則 と し て 縦 16 ド ッ ト , 横 16 ド ッ ト の 大 き さ と 決め られ 
て いま す (8X8, 8X16 の も の も あり ます ). また , 漢字 パタ ー ン は モノ クロ モー ド で 読 
み 込 ん だ 場合 と 同じ 形 で 格納 され て いま すか ら , 4 色 カ ラー モー ド に お いて , 
く 〈 く フォ アグ ラウ ンド カラ ー ナ ン バ 〉, 〈 く バック グラ ウン ドカ ラー ナン ズバ > で 指定 し て 
カラ ー 表 示さ せる こと も 可能 で す . 


CMD PUT(10,10),G%,PSET 
・ グ ラフ ォ ィ ッ ク 座 標 (10, 10) に , 配列 C% に 格納 され て いる デー タ を 表示 し ま 
す . 


II プ 口 グラ ム 例 上 則 II 


す 1W も 回 

1 の の ′ CMD PUTe 

11 の CMD SCREEN 2。9 

12 の CMD CLB 3 

13 の CMD LINE( の , の )-(⑨9。9) 。2。B 
14 の CMD LINE(1 。1) 一 (日 8) 。1 
15 の CMD LINE(1 8B) -( 日 。1) 。1 
16 の DINM BX(16) 

17 の 9 CMD GET@( の ②, の ) 一 (9。9) 。BX 
1B の FUR Im1 TO 199 

19 の 6 CMD PUT@(RND(1 ) X31 の 。RND(1 ) %X19 の ) 。BX 。PBET 
2 の の NEXT 1 

nk 


・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 の 左上 に 凶 を 描き , そ れ と 同じ 図形 を いろ いろ な 位置 に 
100 個 描き ます . 


・ こ の プログ ラム は CMD GET@ 文 と 同じ も の で す . 


II 上 上 卓上 上 上 上 上 II 風 


参照 : CMD GET@ 


次 87 


機 能 
書 式 
解 


CMD SCHREEN 


画面 制御 ステ ー ト メン ト 


シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ス クリ ー ン : cmd screen 


グラ フィ ッ ク 画 面 に 対し て 種々 の モー ド 設 定 を 行う 
CMD SCREEN 〔( く グラ フィ ッ ク モ ー ド >〉〕[ , く グラ フィ ックス イッ チッ >〉[ , く 選択 色 
の カラ ー コ ー ド >] 

・〈 く グラ フィ ッ ク モ ー ド > は グラ フィ ッ ク 画 面 の 最も 基本 的 な モー ド を 設定 する も 
の で , 次 の 値 を と り ま す . 

0 : モノ クロ モー ド (640xX200 ド ッ ト ) 

1 : ア トリ ビュ ー ト カラ ー モ ー ド (640x200 ド ッ ト ) 

2 : 4 色 カ ラー モー ド 0(320xX200 ド ッ ト ) 

3 : 4 色 カ ラー モー ド 1 (320X200 ド ッ ト ) 
・< グ ラフ ィ ッ クス イッ チ 〉 を 0 以外 の 数 字 に する と , 現在 グラ フィ ッ ク 画 面 に 描 
か れ て いる パタ ー ン な ど は 一 時 的 に 消去 され ます . また , 0 に すれ ば も と に 戻り 
ます . 
・< 選 択 色 の カラ ー コ ー ド 〉> は カラ ー ナ ン ベ バ と 容 接 な 関係 に あり , 次 の よう に な り 
ます . 8 色 あ る カラ ー コ ー ド の 中 か ら 任 意 の 1 色 を カラ ー ナ ン バ に 対応 させ る こ 
と が で きま す . 


4 色 カ ラー | 4 色 カ ラー 
ドモ ー ド 0 モー ド 1 








選択 色 ( 黒 ) 





5372 7 キス ト 画 面 の 
選択 色 ( 自 ) 1 27 の! 四 間 の 
(4 色 に 依存 し ます . 




















選択 色 ( 青 ) | 選択 色 ( 黒 ) 





・CMD SCREEN 文 が 実行 され る と , ビュ ー ポ ー ト は 初期 化 さ れ て , 画面 の すべ 
て が 表示 可能 と な り ま す . 

CMD SCREEN 2 ,0,3 

・ グ ラフ ィ ッ ク 画 面 を 4 色 カ ラー モー ド 0 に 設定 し ます . 選択 色 は カラ ー ナ ンズ バ 
3 ( 三 上 ) と し ます . 
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フ II 
II プロ グラ / ふ mmm'm1l パ lll 


1 は を 回 

1 の の / CMD BCREEN 

11 の MIDTH BB の 。25 』CONSOLE の 。25。1 。1 
12 の CMD BCREEN の 

13 の 9 CMD CLB 3 

14 の FOR Is= の TOD 199 BTEP 3 
15 の CMD LINE( の , の ) 一 (639 。1 ) 
16 の NEXT 1 

17 の FOR Is639 TO の STEP -B 
18 の CMD LINE( の 。 の ) 一 (1 。199) 
19 の 9 NEXT Ii 

2 の の FOR Is の TO 3 

21 の CMD SCREEN I 

22 の 9 FOR J=1 TO 2999』NEXT J 
23 の 9 NEXT 1 

24 の END 

Ok 


・ モ ノ ク ロ モー ド の 状態 で 画面 に 直線 を 敷き つめ , グラ フィ ッ ク モ ー ド を 0 か らち 
3 まで 変化 させ ます . 

・120 行 で モノ クロ モー ド に 設定 し ます . 

・140 行 か ら 190 行 で 直線 を 描き ます . 

・200 行 か ら 230 行 で グラ フィ ッ ク モ ー ド を 0 か ら 3 ま で 変化 させ せま す . グラ 
フィ ッ ク モ ー ド が 2, 3 の と き は 微妙 な 色 の 変化 が 生じ ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII 風 上 則 I 上 上 上 峯 川 峰 III 


グラ フィ ックス テー トメ ント 























シー・ エ ム ・ デ ィ ー・ ビ ュー : cmd view 
機 能 ゲラ フィ ッ ク 画 面 上 で の 表示 領域 (ビュ ー ポ ー ト ) を 指定 する 
書式 | CMD VIEW(gx1, gy1) 一 (gx2, gy2) 
解 説 ・(gxl, gy1), (gx2, gy2) を 対 角 と する 長方形 の 枠 内 を グラ フィ ッ ク 表 示 領域 と 


し て 指定 し ます . この 領域 は ビュ ー ポ ー ト と 呼ば れ ま す . 
・CMD VIEW 文 は , グラ フィ ッ ク の 表示 領域 の 指定 を 行う だ け で , すでに 表示 
され て いる 画面 に 対す る 操作 は 行い ませ ん . 
・ ビ ュー ボー ト の 指定 を 変え 0 る だ け で , 1 つの 図形 を 描く プロ グラ ム で も 画面 上 
の 異な る 位置 で 描く こと が で きま す . 
・gx1<gx2, gy1< く gy2 が 成り 立た な い 場 合 , ある い は これ ら の 座標 が 絶対 座標 の 
範囲 か ら 外 れ て いる 場合 に は "Ilegal function call' エ ラー と な り ま す . 
・ 一 度 設定 され た ビュ ー ポ ー ト は , 次 に CMD VIEW 文 , ある い は CMD 
SCREEN 文 が 実行 され る まで 変化 し ませ ん . 
・LP は , ビュ ー ポ ー ト の 左上 の 頂点 (gx1, gy1) に 設定 され ます . 
・ シ ステ ュ 起 動 時 , CMD SCREEN 文 実行 後 の ビ ュー ポー ト は 次 の よう に 設定 さ 
れ て いま す . 
モノ クロ モー ド , アト リ ビ ュ ー ト カラ ー モ ー ド の と き 
CMD VIEW(0 , 0) 一 (639 , 199) 
4 色 カ ラー モー ド 0 , 1 の と き 
CMD VIEW(0,0) 一 (319 , 199) 
・CMD CLS 2 また は 3 を 実行 する と , グラ フィ ッ ク 画 面 は ビュ ー ボ ポー ト 内 の み 
が 消去 され ます . 
CMD VIEW(20 , 20) 一 (300,70) 


・ ビ ュー ポー ト を (20, 20) 一 (300, 70) に 設定 し ます . 


IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIII / 口 グラ ム 例 II 山肌 吊 肌 胃 導 IIUUUIIIUOUUIUU 目 四 加 中 


1 1 を 回 

1 の の 9 / CMD VIEM 

11 の CMD BCREEN 2CMD COLOR 2。 の 
12 の FUR 1I= の TU ヨ の BTEP 2 の 

13 の CMD VIEM(TI 。1)-(319-】 。199-1 ) 
14 の 9 CMD CLB 2 

15 の FUR R=1 TO 29 の STEP 5S 

16 の 9 CM CIRCLE(169 の 。199) 。R 

17 の NEXT R 

18 の NEXT Ii 

19 の 9 END 

ロ k 
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・ ビ ュー ポー ト を 変化 させ な が ら 円 を 描き ます . 
・130 行 で ビュ ー ボ ポー ト を 設定 し ます . 制御 変数 T が 大 きく な る に つれ て , 
ビュ ー ポ ー ト は だ ん だ ん 小さ く な り ま す . 


I 
ll 有 有用 加 田 軸 軸 用 有 有川 衝 有用 有 有用 UUUUIIOOOUOUOUUI 


参照 : CMD SCREEN, CMD CLS. 
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グラ フィ ッ ク 関 数 


1 STATUS POINT 


ステ ー タ ス ・ ポ イン ト : status point 


LP(Last referenced point) の 値 を 返す 
STATUS POINT (< 機能 >) 
・ 最後 に グラ フィ ッ ク 操 作 の 行わ れ た 点 の 位置 (LP) を , < 機能 〉 の 指定 に より グ 
ラフ ィ ッ ク 座 標 で 返し ます . 
・〈 機 能 〉 は 0 と 1 の 整数 値 を と り , 返す 値 は 次 の よう に な り ま す . 
0 : XX 座標 を 返し ます . 
1 : Y 座 標 を 返し ます . 


STATUS POINT(0) (X 座 標 ) 


STATUS POINT(1) (Y 座 標 ) 


mn プ 日 グラ ム 例 用 有 有用 用 昨 川 川 胃 吊 軸 軸 有 p ぎ 昌 DEDL100 人 時 昌明 前 川 





1 1 gt 
1 の の 9 / (1) BTaATUS PUINT 

11 の CMD SCREEN 2。 の 

12 の 9 CMD CLS 2 

13 の FOR 1=1 TO 1 の 

14 の CMD PSET(RND( 1 ) X329 。RND( 1 ) X2 の の ) 

15 の PRINT "2" ラ フィ w フ 2 サ " ヒ ョ ウ (" STATUB PUINT( の ) 』 
16 の 9 PRINT " 』" BTATUS PUINT(1 ) 』" ) ニ テン 9 ウチ マシ ダグ 。 リ 
17 の 9 NEXT 1 

18 の END 

Ok 


・ 画 面 の いろ いろ な 位置 に ドッ ト を 描き , 描い た 座標 を 出力 し ます . 
・150 行 と 160 行 の STATUS POINT 文 で , 140 行 で 描い た ドッ ト の 座標 を 求め て 
いま す . 


III 用 軸 OUUUUUUUUUUUUUUUUUOU 











らい 


資 一 42 


グラ フィ ッ ク 関 数 


[2] STATUS POINT 


ス ・ ポ イン ト : status point 


機 能 | 指定 され た 座標 上 に 表示 され て いる ドッ ト の カラ ー ナ ン バ を 返す 
STATUS POINT(gx , gy ) 


・ グ ラフ ィ ッ ク 護 標 (gx, gy) で 指定 され た 座標 上 に 表示 され て いる ドッ ト の 色 を 
カラ ー ナ ンズ バ で 返し ます . 指定 され た 座標 が ビュ ー ポ ー ト の 外 に ある 場合 は ー! 
を 返し ます . 


STATUS POINT(100 , 100) (グラ フィ ッ ク 護 標 (100, 100)0 に ある 


ドッ ト の カ ラー ナン バ ) 
山川 プロ グラ ム 例 ll 


1 ist 回 

1 の 6 の / (2) STaATUS PUINT 

11 の 9 CMD SCREEN 2 の 

126 CMD CLS 2 

13 の 9 FUR R=1 TO 16@ の 9 

14 の 9 CMD CIRCLE(16 の 9 。1 の の) 。RjR MO 4 
15S の NEXT R 

16 の 9 FOUR 1=5 の 9 TO 14 の STEP 1 の 

17 の PRINT "2" ラ フィ ゅ 2 ササ ヒョウ ("EE Pa リ s 
1 の PRINT " ニ アル テ ノ カラ ー ナ NT NT 
199 PRINT BTATUS POINT(T。T) 9 デス ャ | 


2 の NEXT 1 

219 END 

Ok 

・ 画 面 に 4 種類 の 色 で 同心 円 を 100 個 描き , いろ いろ な 座標 の カラ ー ナ ンズ を 出 
力 し ます . 


・ 130 行 か ら 150 行 で 円 を 描き ます . 
・190 行 で , 点 (1, DD の カラ ー ナ ンズ バ を 出力 し ます . 


川上 上 


5IATUS VIEW 


グラ フィ ッ ク 関 数 


























ステ ー タ ス ・ ビ ュー : status view 


機 能 | 現在 の ビュ ー ポ ー ト の 設定 位置 を 返す 
書式 | STATUS VIEW (< 機能 〉) 
. CMD VIEW 文 に より 設定 され て いる 現在 の ビュ ー ボ ー ト の 位置 Cgxl, gyl) 一 
(gx2, gy2) を 返し ます . 
・〈 機 能 > は 0 て 3 の 整数 値 で す . 


0 : 


1 
2 
3 


ビュ ー ポ ー ト 左上 の 頂点 の X 座 標 (gx1) 


・ ビ ュー ポー ト 左 上 の 頂点 の Y 座 標 (gy1) 


ビュ ー ポ ー ト 右 下 の 頂点 の X 座 標 (gx2) 


・ ビ ュー ポー ト 右 下 の 頂 点 の Y 座 標 (gy2) 


STATUS ViEW 0) 司 zst( ば きま ご 洲 一 友 上 の 上 6 


ーー 
川 II 7 口 グラ ム 例 II 田 田山 軸 田 田 軸 田 田 軸 軸 軸 ( い ll 


1 1 を 


1 の の 
11 の 
12 の 
13 の 
14 の 
15 の 
16 の 
17 の 
18 の 
Ok 


回 


/ STATUS VIEM 
CMD SCREEN 2。9 
CMD VIEM(1 の 。2 の ) 一 (3 の 。4 の ) 


PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT 
PRINT 
END 


リカ テンサ トイ ノ ヒド ュー ポリー ト いい "* 
"VIEM(" 5STATUS VIEM( の ).57 9 5 
BTATUS VIEM(1) 5879ー("j 
STATUB VIEM(2) 517 75 

BTATUB VIEM(3) 7) デ " ス s" 


run 回 
が フサ トイ ノ ヒ に "ュー ホッ ー ト in VIEM( 1 の 。 2 の 9 )-( 39 。 4 の ) デス * 


Ok 


s 現在 の ビュ ー ポ ー ト の 位置 を 出力 し ます . 
・140 行 か ら 170 行 で , 120 行 で 指定 し た ビュ ー ポ ー ト の 位置 を 出力 し ます . 


Im パシ miiimmim 和 む ラ ハラ mmmmmmmmmmllllllUUUUUUUMMMMMMuu 


参照 : CMD VIEW 
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資料 2.4.3 N-BASIC 専 用 命令 


FURMAT 


機 能 | ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 初期 化 ( フ ォ ー マ ッ ト ) す る 

書式 | FORMAT[〈 ド ライ ブ 番 号 〉〕 

解 説 ・FORMAT コマ ンド は ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 初期 化 を 行い ます . し か し 
FORMAT コマ ンド を 実行 し た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は , FAT, ディ レク トリ , 
ID の 初期 化 が 行わ れん て いま せん か ら , N-BASIC か ら 使う こと は で きま せん . 
N-BASIC か ら 実 行 で きる の は , DSKIS$ 関数 , DSKO$ 文 だ け で す . 
・FORMAT コマ ンド ば 通常 使う 必要 は あり ませ ん . 逆 に FORMAT コマ ンド に 
よっ て 重要 な デー タ を 消し て し まう 危険 性 も ありま すか ら , 使わ な い 方 が よい で 
し ょ う . フロッピ ィ デ ィ ス ク を 初期 化す る 場合 は , N-BASIC DISK バ ベー ジョ ン 用 
の シス テム ディ スク に 入っ て いる "format' と いう ユー ティ リティ を 使用 し て く 
だ さい 。 


FORMAT 2 


・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 初期 化し ます . 


特殊 コマ ンド 





」] 














ディ スク 





フォ ー マ ッ ト :format 









mt 容 行 例 川 川 II 上 上 昨 上 上 川 風 川 IIIIIIIIIIIIII 
format 2 回 
ロ nk 


・ ド ライ ブ 2 に 入っ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 初期 化し ます . 

WII 
注意 : ・FORMAT コマ ンド を 実行 する と , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 書き 込ま れ て いた 

ファ イル は すべ て 消 友 され ます . し た が っ て , 重要 な ファ イル が 書き 込ま れ て い 

る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対し て FORMAT コマ ンド を 実行 し な いよ うに 注意 し て 

くだ さい . 

s FORMAT コマ ンド が 使用 で きる の は イン テリ ジェ ント タイ プ ブ の ミニ フロ ッ 

ピ ィ ディ ズ スク だ け で す - 














MUUNT 


機能]】 ディ スク の ファ イル 配置 表 (FAT) を 読ん で 以後 ディ スク の 入出 力 を 可能 に する 

MOUNT[ く ドラ イブ 番号 〉〔, く ドラ イブ 番号 〉 .… ]] 

・ フ ロッ ピ ィ ディ スク と の 入出 力 (FILES, LOAD, OPEN. PRINT お ) な ど を 行う 
前 に は MOUNT ュ コマ ンド を 実行 し な けれ ば な り ま せん . 
・ く ドラ イブ 番 与 〉 を 省略 し た と き は , 現在 接続 きれ て いる すべ て の ドラ イブ が 入 
出力 可能 と な り ま す . この 場合 , MOUNT コマ ンド は ドラ イブ 番号 の 大 きい 方 か 
ら 順番 に 行わ れ ます . 

MOUNT 1 


・ ド ライ ブ 1 を 入出 力 可能 と し ます . 





マウ ント : mount 


レーー 3 
川 II 実 人生 例 UI 用 軸 田 軸 有 有田 四 風 s 還 川 川上 中 胃 





ディ スク 


mount 1 回 
0k 


・ ド ライ ブ 1 を 入出 力 可能 に し ます . 
川上 上 上 上 上 上 上 利和 


参照 : REMOVE 


入出 力 コ マン ド 


HEMUVE 計 - 


リム ー ブ プ : remove 


機 能 | フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 配置 表 (FAT) を 書き 込ん で フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 入出 力 
を 終了 する 

書式 | REMOVE〔 く < ドラ イブ 番号 〉[, く ドラ イブ 番号 >.. 上 ]] 

・REMOVE コ ユマ ンド は MOUNT コマ ンド の 逆 の 動作 を し ます . フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク を ドラ イブ か ら 取 り 出 す 前 に 必ず 実行 し た けれ ば な り ま せん . 
・REMOVE コマ ンド を 実行 する と , その と き メ モリ 上 に ある 配置 表 (FAT) を フ 
ロッ ピ ィ ディ スク の ディ レク トリ トラ ッ ク に 書き 込み ます . 

REMOVE 
・ 現在 接続 きれ て いる すべ て の ドラ イブ の 入出 力 を 終了 し ます . 


川 II 実 行 例 昨 上 II 上 上 上 上 上 上 上 上 II 





の 和則 人 OV 介 回 
Ok 


・ 現在 接続 され て いる すべ て の ドラ イブ の 入出 力 を 終了 し ます . 
III 有用 軸 軸 有 利 有用 胃 岬 用 II 軸 朋 軸 貞昌 山上 利用 UIIUUIUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUUI 


注意 : ・ フ ロッ ピ ィ ディ スク の 入出 力 を 終了 し , ドラ イブ か ら フ ロッ ピ ィ ディ スク を 取 
り 出 す と き は , 必ず REMOVE ュ コマンド を 実行 し て くだ さい . 
も し REMOVE コマ ンド を 実行 し な か っ た 場合 , 取り 出し た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
の 更新 が 行わ れず , また , その ドラ イブ に 入れ られ た 次 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 
は 誤っ た 配置 表 が 書き 込ま れ て し まい , 両方 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 配置 表 
(FAT) が 破壊 され て し まい ます . 

参照 : MOUNT 
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資料 3 


ABS 
AND 
ASC 
ATN 
ATTRS 
AUTO 
BCD$ 
BEEP 
BGM 
BLOAD 
BSAVE 
CDBL 
CHRS 
CINT 
CIRCLE 
CLEAR 
CLOAD 
CLOSE 
CLS 
CMD 
COLOR 
CONSOLE 
CONT 
COPY 
COS 
CSAVE 
CSNG 
CSRLIN 
CVD 
CVI 
CVS 
DATA 
DATES 
DEC 
DEF 


Nsss-BASIC の 予約 語 


DEFDBL 
DEFINT 
DEFSNG 
DEFSTR 
DELETE 
DIM 
DSKF 
DSKIS 
DSKOS 
ELSE 
END 
EOF 
EQV 
ERASE 
ERL 
ERR 
ERROR 
EXP 
FIELD 
FILES 
FIX 

FN 

FOR 
FPOS 
FRE 
GET 
GOSUB 
GOTO 
HEXS 

IF 

IMP 
INIT 
INKEYS 
INP 
INPUT 


INSTR 
INT 
KEY 
KILL 
LEFTS 
LEN 
LET 
LFILES 
LINE 
LIST 
LLIST 
LOAD 
LOC 
LOCATE 
LOF 
LOG 
LPOS 
LPRINT 
LSET 
MERGE 
MIDS 
MKDS 
MKIS 
MKSS 
MOD 
MON 
MOTOR 
NAME 
NEW 
NEXT 
NOT 
OCTS 
ON 
OPEN 
OR 


OUT 
PAINT 
PEEK 
PLAY 
POINT 
POKE 
PORT 
POS 
PRESET 
PRINT 
PSET 
PUT 
READ 
REM 
RENUM 
RESTORE 
RESUME 
RETURN 
RIGHTS 
RND 
ROLL 
RSET 
RUN 
SAVE 
SCREEN 
SET 

SGN 

SIN 
SOUND 
SPACES 
SPC( 
SQR 
STATUS 
STEP 
STOP 


STRS 
STRINGS 
SWAP 
TAB( 
TALK 
TAN 
THEN 
TIME$ 
TO 
TROFF 
TRON 
USING 
USR 
VAL 
VARPTR 
VIEW 
VOICE 
WAIT 
WIDTH 
XOR 


表 人 


資料 4 FM 音源 と シン セ サ イ ザー 


この 節 で は , 音 作り に 必要 な FM 音源 と シン セ サ イ ザーIC(OPN) に つい て 解説 し ます . し た 


が っ て , 自分 で 音色 を 作り た い 方 , ある い は OPN の レジ スタ を 知り た い 方 以外 は 読む 必要 
は あり ませ ん . 


資料 4.1 FM 音源 
PC-8001MK ISR の OPN に は 49 種 類 も の 音色 が すでに 用 意 き れ て いま す が , ここ とこ で は OPN 
を 制御 し て さら に 自分 で 音色 を 作る 方 の た め に , FM 音源 の 原理 に つい て 解説 し ます . 


1 FM 音源 と は 

FM 音源 は デジ タル 音源 が 基礎 と な っ て いま す . デジ タル 音源 は 音 を 何 も な い 状 態 か ら 『 発 
生 ” させ る の で は な く , コン ピュ ー タ に 使わ れ て いる の と 同じ よう な 記憶 回 路 か ら , いろ いろ な 
タイ ミン グ で 音 を 読み 出し “ 再 現 *” する 方 式 を と っ て いま す . 

この 記憶 回 路 に は サイ ン 波 だ けが , "1" と "0" だ け で デジ タル 符号 化 さ れ て 入っ て いま す . 
そし て 入力 信号 (読み 出す タイ ミン グ ) に より 基準 と な る 信号 (記憶 回 路 ) の 形 を 変え て 出力 す 
る 方 式 (周波 数 変調 , Frequency Modulation) を 使用 し て いる た め FM 音 源 と 呼ば れ て いま す . 
以下 に デジ タル 音源 の 概要 を 説明 し ます . 


2 “波形 十 時 間 " が “ 音 " に な る 

ここ に ひと つの 記憶 回 路 が ある と し ます . その 中 に は サイ ン 濾 が, 図 4.1 の よう に 10 個 の 電 
圧 と し て 鞭 えら れ て いま す . a^」 の 電圧 が 四 捨 入 され , 二 進 化 さ れ て 入っ て いま す . 大 切な 
の は 最も 下 側 の 欄 で , サイ ン 濾 は すべ て この よう な “1" と “0” に 置き 換 わ っ て いる と いら こと 
で す . し か し これ は 説明 の た め の 単 な る 一 例 で , MM サイ ン 波 は 必ず し ゃ 10 個 の 
電圧 に 分 割 さ きれ て いる わけ で は あり ませ ん (も っ と 多く の 電圧 に 分 割 さ れ て いる ) し , 電圧 の 値 
も こう と は 限り ませ ん . 

この よう な 形 で 記憶 回 路 に 入っ て いる の は , “サイ ン 濾 の も と ” で し か あり ませ ん . と いう 
の は , 記憶 回 路 に は サイ ン 波 を 構成 する 電圧 が 順番 どおり に 入っ て いる だ け で , それ ら を どう 
いっ た タイ ミン グ で 並べ る か の デー タ は 入っ て いな いか ら で す . 

a と b, b と c の 間 を , どの くら い の 時 間 に す る か (1 マイ クロ ・ セ カン ド な の か 1 秒 な の 
か …… う の デー タ は 全然 入っ て お ら ず , それ が 決ま ら な けれ ば 『 埋 "” に は な り ま せん . a と b, 
b と c と いっ た 各 電 圧 の 間 の “時間” を 決め て , 初め て “ 音 " に な り ま す . も し ゃ も “時間” が 
決ま ら な けれ ば サイ ン 濾 の 1 サイ クル の 時 間 も る わからない わけ で すか ら , 周波 数 が 決ま り ま せ 
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ん . 渡 形 と 周期 (1 サイ クル の 所 要 時 間 ) が 決ま っ て , 初め て “ 音 " に な り ま す . 
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3 記憶 回 路 に “時間 "を 与え る と …… 

記憶 回 路 に “時 間 " の デー タ を 与え る に は どう し た らい い の で し ょ うか ? 図 4.2 は ノコ ギリ 
濾 で す . 今 か り に , この ノ ュ ギリ 濾 が 0V か ら 上 上昇 し , 10V で スト ン と も と に 戻る よう な 振幅 
だ っ た と し て これ を 記憶 回 路 に ケ を ます. そし て , ノコ ギリ 波 の 電圧 が 1V の 時 に 記憶 回 路 の 
a. の 電圧 を , 2V な ら b. …… と し て いき , 10V に な っ た ら j. の 電圧 を 記憶 回 路 か ら 出 力 さ せる 
よう に し て お きま す . この よう な 約束 に し て お く と , ノコ ギリ 波 の 電圧 は 直線 的 に 上 昇 し ます 
か ら , a. と b. , b. と c. と いっ た 隣り 合っ た 電圧 が 一 定 の 時 間 間 隔 で 出力 に 出 て くる こと に な り 
ます . 図 4.3 が その よう す で す . 
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図 4.3 


この 方 法 に よっ て , 記憶 回 路 か らき れい な サイ ン 波 が 出 て きま す . そし て , ここ で 大 切な の 
は 「 読 み 出 され た サイ ン 波 の 周波 数 は , 読み 出し に 使っ た ノ ュ ギリ 波 の 周波 数 と 同じ で ある 」 と 
いう こと で す . 図 4.4 を 見 て わか る よう に , ノ ュ ギリ 濾 の 1 サイ クル と サイ ン 濾 の 1 サイ クル 
は 常に 一 致し て いま す . そし て , 1 サイ クル に 要する 時 間 が 同じ で あれ ば 周波 数 も 同じ に なり 
ます . (1 サイ クル が 1 ミリ ・ セ カン ド の 流 形 は , これ が 連続 し て いる 場合 , 1 秒間 に 1000 回 く 
り 返 され ます . つま り 1 秒間 (に 1000 サ イク ル で すか ら , これ は 1000Hz の 周波 数 に あたり ま 
すす 22 

これ が , “デジ タル 音源 ” の 基礎 で す . 


記憶 回 路 | 一 人 あき 


まみ 出す | し ッッ 
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図 4.4 


4 記憶 され て いる の は “サイ ン 波 "だ け 


FM 音 湖 は , デジ タル 音源 の ひと つの 発展 型 と 考え られ ます . で すか ら , “記憶 回 路 か ら ノ 
コギ リ 渡 を 使っ て サイ ン 濾 を 読み 出す ” の が 第 一 歩 と な り ま す . 

図 4.4 を も う 一 度 見 て くだ さい . ここ で , ノ ュ ギリ 濾 を 図 4.5 の よう に 細工 し て 記憶 回 路 を 読 
み 出 し て み ま し ょ う . 出 て くる の は ひし ゃ げた サイ ン 波 に な っ て し まい ます ( 図 4.6). どう し 
て で し ょ うか ? 図 4.7 を 見 る と わか る よう に 折れ 曲っ た ノコ ギリ 濾 は , 2 つの ノコ ギリ 波 が 合 
成 さ れ た も の , と 考え れ ば 簡単 に な り ま す . 

それ で は 図 4.8 の よう に , 今度 は 逆 に 折っ た ら ど うな る で し ょ うら うか? さっ き と は 逆 に 


ひし ゃ げた サイ ン 濾 に な り ま す ( 図 4.9). 
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記憶 回 路 ーー 


は 


図 4.9 


読み 出し に 使う 9 の が , 必ず し も 正しい ノ ュ ギリ 濾 で な く て も いい の な ら , た と えば 図 4.10 の 
よう な も ゃ も っ と 複雑 な 折れ 線 の 波形 で 読み 出し て み ま し ょ う . この 折れ 線 で 問題 な の は @ て の @ 
間 で す . な ぜ な ら の ⑦ て @, の て @ 間 は , 図 4.11 の よう に 考え れ ば それ ぞ れ “ ノ ュ ギリ 波 の 一 
部 ” と 見 な せま す が , @ て ②⑦ で は 傾斜 が 逆 で す . つま り , 逆 向 き の ノ コギ リ 濾 に な っ て し まい 
ます ( 図 4.12) . 


〇 





図 4.12 
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そし て 図 4.13 が 記憶 回 路 か ら 出 て くる 形 で す . これ は も う ひ し ゃ げす ぎ て いて サイ ン 波 と 
は 呼び が た いで すね . し か し , これ で “ 送 向 き の ノ コギ リ 波 ” で も , 読み 出し に は 全く 支障 が 
な いこ と が わか り ま し た . どう し て で し ょ うら 9? 


図 4.13 


図 4.14 で 説明 を し まし ょ う . これ は た だ , 読み 出し 用 の 濾 形 を 90 度 回 転 し た だ け の も の で 
す . まず の ⑦ の て で は , 記憶 回 路 の 中 の 電圧 を 順番 に 読み 出し ます . ここ まで は 普通 で す が , 次 


に ⑤ て の ②⑳ で は , 今度 は 記憶 され て いる 電圧 を 逆 の 順番 で 読み ます . a. b. c…… と 読ん で いた 
も の が , 逆 に な る と g.f. e……| (に な り ま す . そし て , の て ②⑤ で は 再び 正しい 順番 に 戻り ます . 




















選 の 間 は 逆 読み する 
図 4.14 
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この よう に 記憶 回 路 を 読み 出す の は , どん な 形 (フラ コギ リ 濾 で な く て も ) で も か まい ませ 
ん . そし て , 読み 出し に 使う 波形 に よっ て , 記憶 回 路 に 入っ て いる サイ ン 濾 は , いろ ん な 形 に 
変形 され て 出力 され ます . これ が FM 方式 の 最も 大 切な 基本 で す . 


ら 5 “ノコ ギリ 波 十 サイ ン 波 "で 読み 出す 

と ころ で 図 4.10 を も う 一 度 見 て くだ さい . 一 見 メチ ャ クチ ャ な 波形 で す が , 実は これ は , 
コギ リ 濾 と 三角 濾 が 足 し 合わ され た も の で す . 図 4.15 の よう に , シン プル な 波形 どう し で も , 
足 し 合わ せる (以後 “加算” と いう ) こ と に よっ て , か な り 複 雑 な 波形 に する こと が で きま す . 


図 4.15 


三角 濾 の 代わ り に サイ ン 波 を ノ ュ ギリ 波 に 加算 し た ら ど うら で し ょ う . 図 4.16 が それ で す . そ 
し て , 図 4.17 が 記憶 回 路 か ら 出 て くる 波形 で す . 

図 4.16 で は , ノ コギ リ 波 に くら べ て サイ ン 渡 の 振幅 を 小さ くし て お きま し た . 今度 は , サ イン 
渡 の 振幅 を 大 きく し て み ま し ょ う . 図 4.18 を 見 て くだ さい . これ を 使っ て 記憶 回 路 を 読み 出す 
と , 図 4.19 の 波形 が 得 ら れ ま す . 図 4.17 と 比べ て みて くだ さい . 同じ [ノコ ギリ 濾 二 サイ ン 液 ]〕 
で 読み 出し て も , 加算 し た サイ ン 波 の 振幅 を 変え る と , 読み 出さ れる 渋 形 は 違っ た も の に な っ 
て きま す . 


十 


ン イフ 


図 4.16 





図 4.19 


6 ノコ ギリ 波 が “周波 数 ". サイ ン 波 が “音色” を 決め る 


今 ま で 書い た “読み出し” の 例 を よく 見 直し て みる と , サイ ン 濾 の 振幅 を 変え た たり, ある い 
は サイ ン 濾 の 代わ り に 三角 波 を 使っ た 場合 で も , 読み 出さ れ た 波形 の 1 サイ クル の 時 間 は すべ 
て ノ ュ ギリ 波 に よっ て 決定 され て いま す . ノコ ギリ 濾 に どん な 波形 を 加算 し よう と も , それ に 
よっ て 読み 出さ れ た 波形 の 1 サイ クル は , ノコ ギリ 濾 の 1 サイ クル の 時 間 と 一 致し て いま す . 
これ は デジ タル 方 式 の 場合 と 全く 同じ で , ノコ ギリ 濾 が すべ て の 周波 数 を 決め て いる こと に な 
り ま す . 

一 方 , ノコ ギリ 濾 に 加算 さき れ た サイ ン 濾 は どん な 役割 り を 持っ て いる の で し ょ うら うか? これ 
ら は , 記憶 回 路 か ら 出 て くる 波形 自体 を 決め て いま す . つま り , 音色 を 決定 し て いま す . 

この よう に ノコ ギリ 濾 と サイ ン 波 は , それ ぞ れ 決定 すべ き 大 き な 役 割り を 持っ て いま す . 


7 2 つの 波形 の 周波 数 を 変え る と 


これ まで の 例 で は , ノ ュ ギリ 波 に サイ ン 波 を 加算 する と き , 両者 の 周 小数 比 は 1 : 1, つま り 同 
じ 周 波数 で し た . そこ で 今度 は , 周 小数 比 を 変え て 考え て み ま し ょ うら . ノコ ギリ 濾 は , 出力 の 
周波 数 を 決定 する も る の で すか ら そ の 周 小数 は 変え た ませ ん . 変え る の は サイ ン 注 の 周波 数 で す . 

まず , ノコ ギリ 渡 の 周波 数 に 対し て , サイ ン 波 の 周波 数 を 2 倍 に と っ て み ま し ょ う . 周波 数 
比 は 1 : 2 で す . 図 4.20 が その 濾 形 で す . 


0 語 | 記憶 回 路 > 


図 4.20 


中 圧 ま 癌 1 


出力 波形 


次 に 周波 数 比 を 1 : 5 に し て み ま し ょ う ( 図 4.21) . 1 ・ 


2 の と き に くら べべ て , ます ます 複雑 な 波形 
に となり ます . 
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出力 波形 
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図 4.21 


この よう に ノコ ギリ 波 に 同じ 振幅 の サイ ン 波 を 加算 し た 場合 で も , サイ ン 注 の 周波 数 を 変え 
て いく と 記憶 回 路 か ら 読 み 出さ れる 波形 も 大 きく 変化 し ます . この よう に ノコ ギリ 波 : サ イン 
波 の 周 涼 数 比 は , 自由 に 変え られ ます . また , この 比 は 整数 比 で な く て も よく , た と えば ぱ ば, 
1: 8.265 の よう な 半端 な 数 字 で も か まい ませ ん . 例 と し て 図 4.22 に , 1 : 2.5, 1: 3, 1 : 4 の 場 
合 に 読み 出さ れ た 波形 を 載せ て お きま す . これ ら は , 加算 し た サイ ン 波 の 振幅 を 一 定 に し て 周 
波数 比 だ け を 変え た と き の 例 で す . 
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図 4.22 


まとめ と し て ここ で , 特に 重要 な こと を 要約 し て お きま し ょ うら . 





・ ノ コギ リ 濾 の 周波 数 一読 み 出 され る 波形 の 周波 数 を 決定 する . 
・ サ イン 濾 の 振幅 一 読み 出 され る 波形 の か ヽ た ち を 決定 する . 
・ ノ コギ リ 濾 と サイ ン 波 の 周 小数 比 一 読み 出 され る 波形 の か た ち を 決定 する . 











これ で FM 音源 の 基本 的 な 知識 が 身 に つき まし た . 
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8 オペ レー タ の 仕組 

FM 音源 の 基本 構成 は , 図 4.23 の よう に 考え られ ます . 周波 数 を 決め る ノコ ギリ 流 と , 出力 
の 波形 を 決め る サイ ン 濾 な ど ( ど ん な 注 形 で も いい ) が 加算 器 で 加算 きれ , それ で 記憶 回 路 を 読 
み 出 し ます . 記憶 回 路 か ら の 出力 は , 一 た ん 掛 算 器 を 通っ て 出力 に 出 て きま す . 図 4.24 の よう 
に , 振幅 が 一 定 の 波形 を 掛 算 器 に 加え て お いて , エン ベロ ー プ ・ デ ー タ 入力 に 出力 され る 音 の 
輪郭 を 入れ る と , 波形 の 振幅 は エン ベロ ー プ ・ デ ー タ に 従い ます . 
図 4.23 の 基本 構成 を 描き 直し て みる と 図 4.25 の よう に な り ま す . そし て これ を “オペ レー 
久 ” と 呼ん で いま す . 

加算 器 の 2 つの 入力 に は それ ぞ れ 名 前 が 付い て いて , “ビッチ ( 三 周 渡 数 )・ デ ー タ 入力 " と 
“変調 ( 王 波形 ) デ ー タ 入力 ” に な っ て いま す . 
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図 4.23 
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図 4.25 オペ レー タ 
図 4.24 














注 本 エン ベロ ー ブ プ 
音 の 振幅 は , 発生 し た 瞬間 か ら 消 を える まで 微妙 に 変化 し て いま す . その 時 間 的 な 変化 の 様子 を 
エン ベロ ー プ と いい ます . エン ベロ ー プ は , エン ベロ ー プ デー タ を 与え る こと に よっ て Key-on 
(鍵盤 楽 准 に た と えれ ば , 鍵盤 を 押す こと を Key-on と いい ます . 逆 に 鍵盤 か ら 指 を は な すこ と を 
Key-off と いい ます .) す る と 同時 に エン ベロ ー ブ プ ジ ェ ネ レ ー タ (EG) に よっ て 自動 的 に 作ら れ ま 
す . 
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9 オペ レー タ の 組み 合わ せ ーー FM 音源 で の 音 の 作り 方 


FM 音源 らち らしい 音 の 作り 方 は どん な も の な の で し ょ うか ? 先程 出 て きた 図 4.16, 4.17 の 動作 
を オペ レー タ を 使っ て 描き 表し て み ま し ょ う . 周波 数 は , ここ と で は 仮に 440Hz と し て 考え ま 
す . 

図 4.26 が その 動作 で オペ レー タ 1 は 440Hz の ノ ュ ギリ 波 で 440Hz の サイ ン 波 を 作り 出し て い 
ます . エン ベロ ー プ ・ デ ー タ 入力 に は 何 も 加 えて いま せん か ら , 出力 に エン ベロ ー プ は 付か 
ず , 一 定 振幅 の サイ ン 濾 が 出 っ ぱ な し に な り ま す . 

その サイ ン 波 と 基 に な っ た 440Hz の ノ ュ ギリ 濾 を , それ ぞ れ オペレータ 2 の 変調 デー タ 入力 
と ピッ チ ・ デ ー タ 入力 に 加え る と オペ レー タ 2 の 記憶 回 路 か ら 読 み 出 され た 注 形 は 図 4.17 と 同 
じ に な り ま す . この よう に だ 実際 の FM 音源 で は , ノコ ギリ 濾 だ け を 用 意 し て お け ば , どん な 流 
形 も 作り 出す こと が で きま す . 


440Hz 
オペ レー タ 1 440Hz 


440Hz 


オペ レー タ 2 





図 4.26 


また 図 4.26 で , オペ レー タ 1 の エン ベロ ー プ ・ デ ー タ 入力 に ある 渡 形 (の 輸 ) を 入れ る と , 
オペ レー タ 1 の 出力 の サイ ン 波 に 輪郭 が 付き ( 図 4.27), これ を オペ レー タ 2 に 加え る と , 最終 
的 に 得 ら れる 波形 (オペ レー タ 2 の 出力 ) は 時 間 と と も に 変化 し , これ は , 音色 の 変化 に 当たり 
ます . つま り , 音色 に 変調 を か けた こと に な り ま す . 
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オペ レー タ 1 


2 隊 と の あ 


440Hz 


LT 
2" サイ ン 波 


オペ レー タ 2 の 
変調 デー タ 入 力 へ 


図 4.27 





これ と は 別に , エン ベロ ー プ ・ デ ー タ を オペ レー タ 2 に 加え る と , オペ レー タ 2 の 出力 に も 
輪郭 が 付き , これ は 音量 の 変化 と し て 聴こえ ます . 

FM 音源 で は この よう に オペ レー タ を 組み 合わ せる こと に よっ て いろ ん な 音色 を 作り 出し て 
いま す . 

また FM 音源 で は オペ レー タ を , その 使わ れ 方 に よっ て 2 つの 種類 に 分 け て 考え る よう に し 
て いま す . 図 4.26 の 例 で す と , オペ レー タ 2 は 最終 的 な “ 音 " に な る 波形 を 作り 出し て いま す 
が , オペ レー タ が こと の よう な 使わ れ 方 を し た 場合 , それ を “キャリア” と 呼び ます . また , オ 
ベレ ー タ 1 は , キャ リア に 与え る た め の 変 調 用 の 小形 (この 場合 は サイ ン 波 ) を 作っ て いま す . 
この よう な オペ レー タ を , "モジュレータ ” と 呼び ます . 

も うら 一 つ , 2 個 の キャ リア で 音色 を 作る 例 を 挙げ て お きま し ょ う . 図 4.28 が それ で , FM 音 
源 で は いろ ん な 周波数 の ノコ ギリ 波 を 同時 に 発生 させ る こと が で きる こと を 利用 し て いま す . 
先程 の 図 4.26 の 例 を “直列 形 ” と 呼ぶ なら, こちら は “ 普 列 型 " に な り ま す . 

この よう な オペ レー タ の 接続 の 仕方 を アル ゴリ ズム と いい ます . そし て , この アル ゴリ ズム 
が 音色 を 決定 する 大 き な 要 素 と な っ て いま す . 

PC-8001MKISR に 内 蔵 き れ て いる シン セ サ イ ザー1IC は , 1 音 に 対し て 4 つの オペ レー タ を 
持ち , 図 4.29 の よう に 8 つの アル ゴリ ズム を 選ぶ と こと が で きま す . 

図 4.29 で は , 図 4.25 の オペ レー タ を 箱 の 形 で 表し , 変調 デー タ 入 力 と 出力 以外 は 省略 し て い 
ます . 複数 の 入出 力 が か ある も の は それ ぞ れ の 入出 力 が 加算 され て いる こと を 意味 し ます . た と 
えば 図 4.29 の 3 : の アル ゴリ ズム の 場合 , オペ レー タ 2 と オペ レー タ 3 の 加算 きれ た も の が オ 
ベレ ー タ 4 に 入力 され ます . 5 : の アル ゴリ ズム の 場合 , オペ レー タ 2, オペ レー タ 3 , オペ 
レー タ 4 の 加算 きれ た も の が 出力 され ます . 

周波 数 は ピッ チ デ ー タ と し て オペ レー タ に 与え られ ます . 本 体 に 内 蔵 き れ て いる シン セ サ イ 
ザーIC で は , 各々 の オペ レー タ に 独立 し た ビッ チ デ ー タ を 与え て いま せん . 基本 と な る 周波 数 
が あり , その 周 濾 数 を 何 倍 か し た も の が 各 オ ペレ ー タ に 与 えら れ ま す . そし て その 倍数 を 
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Multiple( マ ル チ ブ フル ) と 呼び ます . 

た と えば , 440Hz の A の 音 を シン セ サ イ ザーIC に 与え た と き に , ある オペ レー タ の 
Multiple が 2 だ っ た 場合 , その オペ レー タ の ビッ チ デ ー タ は 440Hzx2=880Hz に な り ま す . 
Multiple の 範囲 は 0 て 15 ま で の 整数 で , 0 を 指定 し た 場合 周波 数 は に な り ま す . 


440Hz 
ン | ルル 1320Hz(440X3) 


1320Hz 











440Hz 
1320Hz 


- 和 ゆ 


-UP=. れ た 波形 


図 4.28 
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図 4.29 


資料 4.2 実際 に 音 を 作る 


今 ま で の 知識 を も と に , 実際 に 音 を 作っ で み ま し ょ う . 

音 作り で 最も 重要 な の は 音 の 時 間 的 変化 , つま り エ ン ベ ロ ー プ で す . そし て , 作り た い 楽 器 
の 特徴 を よく 理解 する こと も 大 切な こと で す . 

た と えば ピアノ で あれ ば , 鍵盤 を 押し た と き 鋭 い 音 の 立ち 上 が り が あり , その 後続 け て 押し 
て いれ ば 除 々 に 音 が 消え て いく エン ベロ ー プ を 持っ て いま す . また , 倍音 の 構成 も ゃ 立ち 上 が り 
の と き に 多く , 時 間 が 経つ に つれ て 倍音 の 数 は 少な く な り , 一 定 の 倍音 構成 に 近づい て いき ま 
す . 以上 の よう な 特徴 を つか ん で 音 作り を 進め て いき ます . 

エン ベロ ー プ を 人 工 的 に 作る 機能 を EG(Envelop Generator) と いい ます . その パラ メー タ 
と し て AR(Attack Rate), DR (Decay Rate), SR (Sustain Rate), RR(Release Rate), SL 
(Sustain LeveD) な ど が あり ます . 

これ ら を 設定 し て いく た め に は 配列 変数 を 使い ます . この 配列 変数 の 各 値 は , それ ぞ れ 特別 
な 意味 を 持っ て お り , それ ら の 値 を VOICE 文 で 音色 と し て 設定 し ます . 配列 変数 の 意味 は 2 
章 VOICE 文 を 参照 し て くだ さい . 

まず 配列 変数 を 使う た め に DIM 文 で 宣言 し ます . 

dim a%(4 ,9) 


FM 音源 で 音 を 出す た め に は , オペ レー タ と いら も の が 重要 な 役割 り を 果たし て いま す . こ 
の オペ レー タ は 4 つ あ り , それ ぞ れ を いろ いろ と 組み 合わ せる こと に よっ て 出る 音 が 全く 違っ 
て きま す . その 組み 合わ せ を アル ゴリ ズム (Algorithm) と いい 8 つの パタ ー ン が あり ます . (2 
童 VOICE の アル ゴリ ズム ょ ム 表 を 参照 し て くだ さい .) 

4 つ あ る オペ レー タ は モジ ュ レ ー タ と キャ リア に 分 か れ , これ は アル ゴリ ズム に よっ て その 
対応 が 変わ り ま す .「9 オペ レー タ の 組み 合わ せ 一 一 FM 音源 で の 音 の 作り 方 」 で 述べ た よう 
(に, キャ リア は 出力 する 周波 数 が その まま 音 の 周波 数 に な り , モジ ュ レ ー タ は 出力 する 周波 数 
が 変調 信号 と し て キャ リア に 対し て 出力 され ます . 

キャ リア と モジ ュ レ ー タ の パラ メー タ の 効果 は , 次 の よう に な っ て いま す . 


設定 値 に よる 音 の 変化 


関与 する パラ メー タ 値 
MIN つつ MAX 


項 目 





キャ リア の 出力 レベ ル 


モジ ュ レ ー タ の 出力 レベ ル 


各 オ ペレ ー タ の Output 
Level 
(AR, DR, SR, RR, SL ) 





モジ ュ レ ー タ の フィ ー ド バ 


ッ ク レ ベル 


Feedback 


音量 大 > 音量 小 
( 注 : Level は 0 が 最大 と 
な り ま す ) 





元 い 音色 明る い 音 色 
普通 の 音 や 鋭い 音色 ノ 
色 イズ 





キャ リア の 周波 数 


モジ ュ レ ー タ の 周波 数 


各 オ ペレ ー タ の Detune, 
Multiple 





ピッ チ ナ 低 < ピッ チ 高 





近い 倍音 忌 離 れ た 倍音 





次 に , 8 つの アル ゴリ ズム の 特性 を 説明 し ます . 
1 ) キャ リア 数 1 の アル ゴリ ズム (番号 0 て 3) 
1 つの キャ リア に 対し て 残り の すべ て の オペ レー タ が モジ ュ レ ー タ と な る わけ で すか 
ら , 強力 に 明る い 音 に な り ま す . また こと の アル ゴリ ズム は 極端 な 音色 変化 だ け で な く , モ 
ジュ レー タ の 出力 レベ ル を 控え 気味 に すれ ば , 複雑 な 濾 形 を 持つ 微妙 な 音色 を 作る こと も 
加 能 で あり , ソロ 楽器 向き と いえ ます . 
Il) キャ リア 数 2 の アル ゴリ ズム (番号 4) 
キャ リア が 2 つの アル ゴリ ズム は , 音 作り の 結果 を 想像 し や すい わり に , 幅広 い 音 色 が 
作れ る オー ル マ イ ティ な パタ ー ン で す . 2 つの キャ リア の ピッ チ を ずら し て コー ラス 効果 
を 出し た り , 一 方 で 基本 的 な 音色 を 作り , 他方 で 味付け 的 な 効果 (た と えば , 息 の 音 ) を 出 
し た りす る こと も 可能 で す . 
四 ) キャ リア 数 3, 4 の アル ゴリ ズム (番号 5 て 7) 
厚み の ある 沙 ち 着い た 音色 を 作る の に 向い て いま す . すべ て の キャ リア の ピッ チ を 少し 
ずつ ずら し て や る と , 多数 の 楽器 を 同時 に 弾い て いる よう な ュー ラス 効果 が 作れ ます . ま 
た アル ゴリ ズム 7 の よう に 4 つの オペ レー タ の 出力 を すべ て 加え あわ せる パタ ー ン は , オ 
ル ガ ン 系 の 音色 を 作る の に 最適 で す . 


それ で は , これ か ら エ レク トリ ッ ク オ ル ガ ン の 音 を 作る こと に し まし ょ う . 
そこ で まず 初め に , これ ら 4 つの オペ レー タ を ON に し て 使用 可能 ( 音 を 出せ る 状態 ) に する 
た め に , 次 の よう に し て くだ さい . 


a%(0,1)=15 [回 


この 値 の 意味 は , 2 章 VOICE 文 の 配列 変数 の 意味 を 参照 し て くだ さい . 

次 に アル ゴリ ズム を 選ぶ わけ で す が , 前 に も 述べ た よう に , オル ガン 系 は アル ゴリ ズム 7 が 
良い の で す が , ノイ ズ を 付け て ボリ ュー ム 感 の ある 音 を 作る た め に アル ゴリ ズム 5 を 選び ま 
す . 





テル ゴリ ズム 5 


モジ ェ ュ レ ー タ で ある オペ レー タ 1 が すべ て の キャ リア (オペ レー タ 2, 3, 4 に 対し て 変調 を 
か ける こと に よっ て ノイ ズ を 付け る こと が で きま す . 
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テ ァ ル ゴリ ズム の 設定 は 配列 (0, 0) で 行い , フィ ー ド ベッ ク (Feedback…… 自分 自身 に 対し て 
変調 を か ける 度合 を 設定 する ) の 値 も 一 緒 に 設定 し ます . この フィ ー ド バック は オペ レー タ 1 
に 働く も の で , 先ほど も 述べ た よう に 歪ん だ 感じ を 出し て ボリ ュー ム あ る 音 に する た め に , こ 
こ で は 最大 値 の 7 に し て お きま す . この 設定 方 法 は , 2 章 VOICE 文 の Feedback/Algorithm 
を 参照 し て くだ さい . 

a%(0,0) ニ 7*8 十 5[M 


これ で フィ ー ド バッ ク と アル ゴリ ズム の 設定 が で きま し た . 


次 に 音 を 出す た め に は AR(Attack Rate) を 設定 し ます . AR を 設定 し な い 場 合 は , 音 の 立ち 
上 が る 速 さ が 設定 され な い の で 音 が 出 ま せん . また RR(Release Rate) も 設定 し ます . この 


RR は Key-off し て か ら EG 出 力 レ ベル が 減衰 し て いく 速 さ を 決め ます . この RR を 設定 し な け 
れ ば (RR=0 の と き ), か な り 長 い 間 音 が 続き ます . も し この よう な 状態 に な っ た と き は , 違う 音 
色 (RR が 設定 され て いる 音色 ) を 出し て 前 の 音 を 消し て くだ さい . と りあ え ず 両方 と ゃ 最大 値 
に し て お きま す . 

for op 王 1 to 4:a%(op,0) 三 31 : next op 

for op 三 1 to 4:a%(op ,3) 三 15 : next op 


こと で オペ レー タ 1 < 4 の 現在 の エン ベロ ー プ を 概念 的 に 表す と 下図 の よう に な り ま す 


On off 


key-on/off | | 








| 

| 
ゴ ーー 時 間 
音 を 出す た め に , VOICE 文 で デー タ を 音色 と し て 設定 し まし ょ う . 


voice a26 
play " v15o4cdefg " 


どら で すか . か な り 激 し い 雑 音 が し た と 思い ます . これ は モジ ュ レ ー タ の Output Level が 高 
すぎ る た め に 起こ り ま す . モジ ュ ェ レ ー タ の Output Level が 高 す ずる と , その モジ ュ ェ レ ー タ が か が 
キャ リア に 対し て か ける 変調 度 が 大 きく な りす ぎ て 雑音 の よう な 音 に な り ま す . 
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一 方 , キャ リア の 方 の Output Level は 他 の キャ リア と の 兼ね 合い も あり ます が , キャ リア が 
1 つ だ け の 場合 は , 出力 され る 音量 の 大 小 に 関係 し ます . 
モジ ュ レ ー タ の Output Level は 作ら うと する 音質 に も より ます が , 最大 で も 10 く らい に と ど 
め て お いた ほう が よい で し ょ う . 
こと で は , モジ ュ ェ レ ー タ は オペ レー タ 1 だ け で , オペ レー タ 1 に は フィ ー ド ベック を 最大 に 
か け て いる の で , Output Level を 30 に 設定 し て お きま す . 
a%(1,5) 三 30 [dl 


ゃ も う 一 度 音 を 出し て み ま し ょ うら . 次 の よう に 入力 し て くだ さい . 


voice a% 
play " v15cdefg " 


いく ら か いい 音 に な っ た と 思い ます . まだ 実際 の エレ クト リッ クオ ル ガ ン の 音 と は 全く 違っ 
て いま す が 細 か い 修 正 は あと に し て , 先 に 次 の パラ メー タ を 設定 する こと に し ます . 

次 は DR(Decay Rate) を 設定 し ます . Key-on され て AR の 値 に より EG 出 力 レ ベル が 最高 に 
な っ て か ら こ の レベ ル が 下がっ て いく 速 さ を , DR と SR(Sustain Rate) で 決め ます . この DR と 
SR は SL(Sustain LeveD に よっ て 分 か れ ま す . EG 出 力 レ ベル が 最高 か ら SL に 達する まで の 
速 さ が DR で , SL か ら 出 力 が 0 ある い は Key-off され る まで が SR の 値 に な り ま す . この SL を 
0 ( 滅 衰 量 を 0 と し ます . し た が っ て 出力 レベ ル は 最高 値 ) に する と EG 出 力 レ ベル が 最高 に 達 
し た 時 点 か ら SR に な り ま す の で , DR の 値 は 意味 を 持た な く な り , また それ と は 逆 に SL を 15 
に する と , EG 出 力 レ ベル が 0 に な る まで DR の 値 に より 減 衣 し て いく の で SR の 値 は 意味 を 持 
た だ た なくなり ます . 

各 オ ペレ ー タ の SL を 15 に し ます . 


for op 三 1 to 4 :a%(op , 4) 三 15 : next op 


オペレータ 1 て 4 の 現在 の エン ベロ ー プ を 概念 的 に 表す と 下図 の よう に な り ま す . 


on off 

key-on/off | | 
1 i 

1 AR=31 1 

ーー レー | 

1 





SL =15 





1 
ーー レー RR =15 一 - 時 間 
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これ で だ いた い の 人 準備 が で きま し た . それ で は これ か ら オ ペレ ー タ を 分 け て 部 分 的 に 修正 し 
て 音 を 作り 上 げ て いき まし ょ うら う . 

まず , オペ レー タ 4 だ け ON に し ます . (この オペ レー タ と 設定 値 の 関係 は 2 章 VOICE 文 
を 参照 し て くだ さい ) 


a%(0,1) ニ 8 [ 問 


現在 , Multiple( 周 波数 比 ) の 値 が 0 に 設定 され て いま す . これ を 1 に し て お きま す . この 
Multiple は , 入力 され た 周波 数 を 何 倍 に する か を 決め る も の で す . 
a%(4,7) 三 1 [回 


これ で 音 を 出し て みみ まし ょ う . 
voice a%6 
play "cdefg " 


あま り 音 に 表情 が 感じ られ ませ ん ね . これ は 正弦 渡 に よっ て 音 が 作ら れ て いる か ら で す . 
そこ で , 次 の キャ リア で ある オペ レー タ 3 を ON に し て ハモ っ た 感じ を 出す た め に Multiple 
を 2 に し て 音 を 出し て み ま し ょ う . 
a%(0 , 1 ) 三 4 : a%(3,7) 三 2 
voice a2% 
play "cdefg " 


音程 は 高く な り ま し た が , や は りこ れ も 正 弦 渡 1 つ な の で 単純 な 音 で すね . 今度 は オペ レー 
タ 3 と 4 を ON に し て 音 を 出し ます . 

a%(0,1) 三 12 [g 

voice a% 

play "cdefg " 


今度 は , 原音 の オペ レー タ 4 と 倍音 の オペ レー タ 3 の 音 が ミッ クス され て オル ガン らし い 音 
色 に 近づい て きま し た . 次 に 最後 の キャ リア で ある オペ レー タ 2 で 高い 周波 数 を 出す た め に , 
Multiple を 10 に 設定 し ます . 

この と き , オペ レー タ 2 を ON に する の を 忘れ て は いけ ませ ん . 

a%(0,1) 三 14 : a%(2,7) 三 10 [al 
voice a2%6 
play "cdefg " 





高音 部 は 出る よう に な り ま し た が , 音程 が くる っ て いる よう に 聞こ える の で も ゃ もう 少し 下げ ま 
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a%(2,7) 三 8 
voice a26 
play "cdefg " 


これ で 良く な り ま し た ね . 次 に モジ ュ レ ー タ で ある オペ レー タ 1 を ON に し て 音 を 出し て みみ 
ま ボ 。 
a%(0 , 1) 三 15 
voice a%6 
play "cdefg " 


多少 いび つ な 音 に 聞こ を えま す の で オペ レー タ 1 の Multiple を 5 に し て Output Level を 少し 
下げ ます . 
a%(1,7) 三 5 : a%(1 ,5) 三 40 
voice a%6 
play "cdefg " 


ずい ぶん と オル ガン らし い 音 に な っ て きま し た . し か し , まだ 歪ん だ 感じ が し ます の で オペ 
レー タ 2, 3 の Output Level を 下げ ます . 
a%(2,5) 三 20 : a%(3,5) 三 30 
voice a% 
play "cdefg " 


まだ 歪ん だ よう に 聞こ を えま すね. これ は オペ レー タ 1 に よる 変調 が オペ レー タ 2, 3, 4 全部 に 
同様 に か か っ て いる た めで す . そこ と で オペ レー タ 1 の 出力 レベ ル を 音 が 立ち 上 が っ た 状態 か ら 
少し 下げ る よう に し ます . それ に は , SL を 2 に 設定 すれ ば よい で し ょ う . そし て DR が 0 で は 
EG 出 カレ ベル が 下がら な い の で , 立ち 下がり を 少し 速め の 20 に 設定 し ます . 

a%(1 , 4) 三 2 : a%(1,1) 三 20 
voice a%6 
play "cedef " 


オペレータ 1 の 現在 の エン ベロ ー プ を 概念 的 に 表す と 下図 の よう に な り ま す . 


on off 


key-on/off | | 





これ で 少し 丸み が 出 て き て , エレ クト リ ッ ク オ ル ガ ン の 感じ に な っ て きま し た . あと は も う 
少し 音 の 幅 を 持た せる た め に , 沈ま っ ニ ジ ODetumes を 設定 し て , 周 小数 の ピッ チ を ずら し ま 
す . 

a%(1 ,8) 三 3 : a%(2,8) ニ ー1 [ 記 


a26(3 , 8) ニ ー3 : a%6(4 ,8) 三 3 


その あと Keyboard Rate Scaling Depth を 設定 し て , 音程 が 高く な る ほど 各 Rate に よる 変 
化 速度 が 速く な る よう に し ます . オペ レー タ 2, 3, 4 の 各 Rate 値 が 最大 か , ある い は 0 で 設定 
され て いな けれ ば Keyboard Rate Scaling Depth を 設定 し て も 意味 が な い の で , ここ と で は オペ 
レー タ 1 だ け 3 に し ます . 


a%(1 ,6) 三 3 [ga 


そし て 最後 に , LOF(Low Frequency Oscillator) の パラ メー タ を 設定 し て ビブ ラー ト ( 音 程 を 
細か く 変 化 さ せる ) や トレ モロ (音量 を 細か く 変 化 さ せる ) な どの 効果 を 付け ます . し か し , こ 
の LFO を あま り 深 く か け す ぎる と 音程 が くる うこ と が ある の で 注意 し て くだ さい . 

この エレ クト リッ クオ ル ガ ン の 音 に は , ビブ ラー ト だ け で トレ モロ は 付け ませ ん が , トレ モ 
ロ を か ける た め の パ ペラ メー タ の 設定 は , LFO ス ピー ド が 1500 て 2500 く らい , Ams(Amplitude 
Modulation Sensitivity) を 3 て 8, Amd(Amplitude Modulation Depth) を 低く する と な め ら か 
な 効果 が 得 ら れ ま す . トレ モロ を か ける と き は , 最初 に この 程度 の 値 を 設定 し て お いて , あと 
は 音色 に よっ て 修正 し て いく と よい で し ょ う . 

ここ で は ビブ ラー ト を か ける た め に , ビッ チ (Pmd(Pitch Modulation Depth), Pms(Pitch 
Modulation Sensitivity)) を 変え ます . 細か い ビ ブラ ー ト を か ける 場合 , LFO ス ピー ド は 3000 て 
4000 く らい が いい で し ょ う . 


エレ クト リッ クオ ル ガ ン は , それ ほど 強く ビブ ラー ト を か ける 必要 は な い の で , Pms を 5, 
Pmd は 10 に 設定 し ます . 


a%(0 , 4) 三 3000 
a%(0,7) 三 5 
a%(0,5) 三 10 [ 過 


次 に Wave form で す が , ビブ ラー ト に は 三角 濾 が 適し て いま す の で , 2 を 設定 し て 音 を 聞い 
て み ま し ょ う . LFO は や や 高め で 長い 音 に する と わか りや すく な り ま す . 
a%(0 , 2) 三 2 
voice a% 
play "Io6c " 


も う 少 し は っ きり 表す た め に Pms を 上 げ ま す . し か し この まま で は , か か りす ぎる の で 
Pmd を 少し 下げ る こと に し ます . 次 の よう に し て くだ さい . 
a%(0,7) 三 6 : a%(0,5) 三 8 [ 過 
voice a% | 記 | 
play "Io6c"' 回 


これ で ほど 良い 効果 が 得 ら れ た と 思い ます が , も っ と 長い 音 を 出し て LFO の 効果 を 確認 し 
まし ょ うら . それ に は , "@W" を 使う と 便利 で す . 

この "@W" は , 指定 され た と き の 状 態 を 指定 され た 長 さ だ け 維 持 し ます . わか りや すく 説明 
し ます と , "@W" が 指定 され た と き に Key-on( 音 が 出 て いる ) 状 態 で あれ ば , その まま Key-on 
され て いて , 音 が 出 て いま す が , 指定 され た と き に Key-off され て いれ ば , その まま Key-off の 状 
態 , つま り 音 が 出 な い 状 態 が 続き ます . よっ て , 音程 (CB) の 後に 指定 し て も , この 音程 
(CCB) は , Key-off し て か ら 次 の MML パラ メー タ を 実行 し ます の で , 結局 は "R'"( レ スト ) と 同 
じ 効 果 し か 生み ませ ん . そこ で 長い 音 を ずっ と 出す 場合 に は , "Y" を 使っ て OPN レジ スタ に だ 直 





Key-on, off を 設定 する レジ スタ 番号 は 40(28H) で す の で , そこ へ 240(FOH) を 設定 する と 
Key-on 状 態 に な り ま す (OPN レジ スタ に つい て は 資料 4.3 シン セ サ イ ザーIC の 構造 を 参照 し 
て くだ さい ). 

play " y40 , 240@w1@w1@w1@w1 " 


以上 で エレ クト リッ クオ ル ガ ン 音 の 出来 上 が り で す . 


今回 挙げ た 例 は , 全く 何 も な い 状 態 か ら 音色 を 作っ て いき まし た が , 作ら うと する 音 に 近い 
音 , ある い は 特徴 の 似 て いる も の を 皮 存 の 音色 か ら 見 つけ だ し て , その 音 を も と に し て 修正 を 
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重ね 音 を 作る よう に すれ ば , も う 少 し 簡単 に 音 を 作る こと が で きま す . 
その 方 法 は , 似 て いる 音色 を VOICE COPY 文 で 配列 変数 に パラ メー タ を コピ ー し て , その 
後 は 各 パ ラメ ー タ の 値 と 音 と を 比較 し な が ら , 今 ま で 説明 し て きた よう に 修正 し て くだ さい . 





注 来 デ チ ュー ン (Detune) 
FM 音源 の オペ レー タ の ピッ チ を 微妙 に ずら すこ と に よっ て 音色 に うら ね りや 深み を 与え る こ 


と が で きま す -. 
オル ガン , エレ クト リッ クビ アノ , ストリ ング ス に , この 機能 を 号 え る こと に よっ て , より 自 
然 な 楽 准 の 感じ が 得 ら ちら れ ます . 


注 玉 来 : キー ボー ドレ イト スケ ー リ ング デプス (Keyboard Rate Scaling Depth) 
音程 に よっ て エン ベロ ー ブ プ の 各 Rate を 変化 させ ます . 自然 の 楽器 の エン ベロ ー プ は ピア ノ 
の 低音 部 と 高音 部 を 聞い て も わか る よう に 音程 に よっ て 微妙 に 異な っ て いま す -. 
この キー ボー ドレ イト スケ ー リ ング デプス を 設定 する こと に よっ て 高音 部 で の 各 Rate が 束 
く な り , より 自然 な 楽器 の 音 に 近い 感じ が 得 ら れ ま す . 
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資料 4.3 シン セ サ イ ザーIC の 構造 


OPN は FM 音源 , SSG 音 源 , 2 つの タイ マ A と B か と 構成 され ます . こ と こと で は , FM 音源 , 
SSG 音源 を 中 心 に 説明 し ます . 


資料 4.3.1 シン セ サ イ ザー|IC の 概要 

FM 音源 部 は , FM 音源 を や コ ント ロー ル す る デー タ の レジ スタ (REG), フェ イズ ・ ジ ェ ネ 
レー タ (PG), エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ (EG), FM の 演算 を 行う オペレータ (OP) 及 び 各 ス 
ロッ ト の 和 を 求め る アキ ュー ムレ ー タ (ACC) か ら 成 り 立 っ て いま す . 


〇 OP-O 


ANALOG 
CHANNEL 
知 形 波音 源 B 
ノイ ズ 発 生 器 


I/O ポ ー ト コン トロ ー ル 


IOA0 一 IOAZ7 IOB0 一 IOB7 


レジ スタ アレ ー 





ブロ ッ ク ダ イア グラ ム 
(a、 レジ スタ (REG) 


レジ スタ に は , FM 音源 に 対す る レジ スタ と , SSG 音 源 に 対す る レジ スタ の 2 種 が あり 
に っ 
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FM 音源 部 の レジ スタ の エリ ア は , 表 1 の アド レス マッ プ で 示さ れる よう に 20H か ら 
B2H まで の 147 バ イト の な か で 割り 当て られ て いま す . こと で いう アド レス と は , OPN 内 
で 各 レ ジス タ に 割り 当て られ た サブ アド レス で あり , この アド レス の 割り 当て は デー タ 
ビッ ト D0O-D7 で 行い ます . し た が っ て , ある レジ スタ に デー タ を 書き 込む 場合 に は , 
デー タ に 先立っ て サブ アド レス の デー タ を 送り , 次 に FM デー タ を 送る こと に な り ま す . 
サブ アド レス に つい て は , 一 度 あ る アド レス を 書き 込む と , 次 に アド レス を 書き 換え る ま 
で , その アド レス は 有効 で あり , 同一 の アド レス を 何 度 も アク セス する 場合 は , アド レス 
の 書き 込み は 最初 に 設定 する だ け で , その 後に つい て は 不要 で す . アド レス と FM デー タ 
の 切り 替え は , AO 入力 で 行わ れ , A0="0'" す な わ ち Low レベ ル の と き は , デー タビ ッ ト 
D0CD7 上 の デー タ は サブ アド レス を 意味 し , A0="1" す な わ ち High レベ ル の と き は FM 
デー タ と な り ま す . この 手法 は , FM 音源 部 の デー タ が 書き 込み だ けし か で き な い の に 対 
し て , SSG 部 で は レジ スタ の 内 容 を 読む こと も で きる と いう 点 を 除け ば , SSG 部 に お いて 
も 同様 に レジ スタ の アク セス を 行う こと が で きま す . 

な お , 全 レ ジス タ と る 初期 設定 (イニ シャ ル ・ ク リア :1C 端 子 ="0") の と き に , オー ル 
0 に され ます . 


表 4.1 OPN ア ドレ スマ ッ プ 1 


※ WRITE DATAFM 音源 部 ) 


ADDRESS 


21H 
24H 
25H 
26H 
27H 
28H 
2DH 
2EH 
2FH 
30H 


3EH 
40H 





4EH 
50H 





SEH 
60H 





6EH 
70H 





7EH 
80H 





SEH 
90H 


9EH 


AOH 
A1H 
A2H 


DE 


TEST 
TIMER-A 


TIMER-A 


TIMER-B 


RESET E 
BA 


See 











SSG_-EG 





F-Num. 1 





A4H 
A5H 
A6H 


ASH 
A9H 
AAH 
ACH 
ADH 
AEH 


BOH 
B1H 
B2H 











Block IF-Num.2 





3CH *F-Num. 1 


3CH * 3CH * 
Block F-Num. 2 


晃 
晃 





CONNECT 


COMMENT 
LSI の TEST-DATA 
TIMER-A の 上 位 8bits 
TIMER-A の 下位 2bits 
TIMER-B の DATA 
TIMER-A/B の Control 及 び 3CH の IMode 
Key-on/off 
プリ スケ ー ラ を Set 
1/3, 1/6 分 周 の 選択 
分 周 器 を 1/2 分 周 に モット 








Detune / Multiple 
(33H, 37H, 3BH の Address は 無し ) 








Total Level 
(43H, 47H, 4BH の Address は 無し ) 





Key Scale / Attack Rate 
(53H, 57H, 5BH の Address は 無し ) 





Decay Rate 
(63H, 67H, 6BH の Address は 無し ) 





Sustaim Rate 
(73H, 77H, 7BH の Address は 無し ) 





Sustain Level / Release Rate 
(83H, 87H, 8BH の Address は 無し ) 





SSG- Type Envelop Control 
(93H, 97H, 9BH の Address は 無し ) 





F-Numbers / Block 





3CH-3slot 
F-Numbers / Block 





Self-Feedback / Connection 





表 4.2 OPN テ ドレ スマ ッ プ 2 
※READ/WRITE DATA(SSG 音源 部 ) 


ADDRESS COMMENT 





Channel-A Tone Period 








02H 
03H 


Channel-B Tone Period 





Channel-C Tone Period 



































06H ンー | Period Contol | Noise Period 

07H /Noise | /Tone /ENABLE 

08H Level Channel-A Amplitude 
09H Level Channel-B Amplitude 
0AH Level Channel-C Amplitude 
0BH Fine Tune Envelop Period 

0CH Coarse Tune 

0DH Envelop Shape, Cycle 
Pe 人 1/O Port Date 

OFH 1/O Port-B 








※READ DATA 


ADDRESS 


COMMENT 
00H 一 OFH 


al 間 還 TT 


資料 4.3.2 FM 音源 部 


(a 一 1) TEST : ADDRESS[21H] 
この アド レス は , OPN を テス ト す る た め に 設け られ た の で あり , 常に "0" レベ ル に し 
て お か な けれ ば な り ま せん . 
(a 一 2) TIMER 
タイ マ は 2 個 持 っ て お り , 1 つ は 10 ビ ッ ト ・ プ リセ ッ タ ブル ・ タ イマ (TIMER 一 A) で, 
も うら 一 つ は 8 ビッ ト ・ プ リセ ッ タ ブル ・ タ イマ (TIMER 一 B) で す . 各 タ イマ は 始動 ・ 停 
止 及 び フ ラグ の 制御 が 可能 で す . 


(TI) TIMER 一 A : ADDRESS[24H] ・[25HI] 
タイ マ A は , アド レス 24H と 25H の 10 ビ ッ ト か ら な り , こと の 10 ビ ッ ト の 値 を プリ 
セッ ト 値 と し て カウ ンタ を 動か し ます . そし て , カウ ンタ が オー バー フロ ー を 生じ た 
と き に タイ マ A の フラ グ を 立て , 同時 に プリ セッ ト 値 を ロー ド し ます . 
タイ マ A は 通常 の タイ マ 機 能 以外 に CSM の コン トロ ー ル と し て も 働き ます . この 
場合 は , オー バー フロ ー が 生じ た と きのみ で す . チャ ネル 3 の 各 ス ロッ ト を ON に し 
て , チャ ネル 3 の 全 ス ロッ ト の 音 を 出し ます . これ に より 複合 正弦 波 合成 に よる 音声 
合成 が 可能 に な り ま す . 


24H |D7  D6 D5 D4 D3 PD2 D1 DO 


T 0VA(ms) 三 12*※(1024 一 NA)/f FM(kHz) 
NA : P9※29 十 P8 氷 2 十 P7 玉 27 十 … 士 P1 来 2! 十 PO 
fFM: プ リス ケー ラ の 項 (a 一 4) 参照 
例 ) T 0VA(MAX) 三 20 . 48ms(@ { FM= テ 600kHz) 
T 0VA(MIN) 三 0 . 02ms(@ f FM=600kHz) 
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(II) TIMER 一 B : ADDRESS[26H] 
タイ マ B は 8 ビッ ト の プリ セッ タブ ル ・ タ イマ で あり , タイ マ と 同様 に カウ ンタ の 
オー バー フロ ー 時 に フラ グ を 立て ます . 


T 0VB(ms) 三 192 *※(256 一 NB)/f FM(kHz) 
NB : P7※ ま 2 十 P6※2 の 十 … 十 P1※2! 十 PO 
例 ) 0VB(MAX) 三 81 . 92ms(@ f FM= テ 600kHz) 
T 0VB(MIN)=0 .32ms(@ f FM=600kHz) 


( 四 ) タイ マ ・ コ ント ロー ル 及 び チ ャ ネル 3 の MODE 設 定 : ADDRESS[27H] 
アド レス 2 では, タイ マ A, タイ マ B の 始動 ・ 停 止 ・ フ ラグ の 制御 を DO て D5 の 
ビッ ト で 行い ます . また , D6, D7 の 2 ビッ ト で チャ ネル 3 の MODE を 決定 し ます . 


27H| D7 D6 D5 D4 D3 PD2 D1 DO 


各 ビ ッ ト の 意味 
DO0 : タイ マ A の 始動 ・ 停 止 の 制御 を し ます . この ビッ ト に "1" が 立っ た と き に , そ 
の 立ち 上 が り で , タイ マ A の プリ セッ ト 値 を ロー ド し て タイ マ A を 動か し ま 
す . そし て , この ビッ ト が "0" に な る と タイ マ A は 停止 し ます . 
D1 : タイ マ B の 始動 ・ 停 止 の 制御 ビッ ト で , 働き は タイ マ B に 対し て D0 と 同様 な 
ご を を 人 生 い ま す 
D2: こ の ビッ ト に "1" が 立つ と , タイ マ A の オー バー フロ ー を 受け て A フ ラグ に 
"1" を 立て ます . "0" の と き は オー バー フロ ー は 受け 付け ませ ん . 
D3: この ビッ ト は タイ マ B に 対し て D2 と 同一 の 働き を し ます . 
D4: この ビッ ト に "1" が 立つ と A フ ラグ を リセ ッ ト し ます . た だ し , この ビッ ト の 
"1" は 保持 され ず , A フ ラグ を リセ ッ ト す る と , クリ ア さ れ ま す . 
D5:B フ ラグ を リセ ッ ト し ます . リセ ッ ト デ ー タ は 保持 され ませ ん . 
D6. D7: この 2 ビット は 上 記 の DO て D5 と は 違っ た 意味 を 持っ て お り , チャ ネル 3 
の モー ド を 設定 し ます .( 表 4.3) 
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表 4.3 MODE 設 定 


チャ ネル 3 は 通常 の 発音 モー ド で す . F-Number は 
A2H・A6H で 指定 され ます . 








チャ ネル 3 の FE-Number は 各 ス ロッ ト ご と に 指定 で 
きま す . 1 スロ ッ ト は A9H・ADH, 2 スロ ッ ト は AAH, 


AEH, 3 スロ ッ ト は ASH・ACH の デー タ を 使い ます . 
チャ ネル 3 の F-Number は 10 の 場合 と 同様 で す が , 
MODE は CSM の 音声 合成 モー ド と な り , チャ ネル 3 
の Key-on/off は タイ マ A で コン トロ ー ル され ます . 








(F-Number に つい て は (b 一 1) 参照 ) 


(a 一 3) Key-on/off : ADDRESS[28H] 

と の レジ スタ に よっ て , FM12 ス ロッ ト の Key-on/off が ユン トロ ー ル され ます . レジ 
スタ の 下位 2 ビッ ト が チャ ネル を 指定 し ます . そし て 上 位 4 ビッ ト が 各 チ ャ ネル の ス 
ロッ ト を 指定 し ます . 指定 し た チャ ネル ・ ス ロッ ト に "1" を 立て る と Key-on と な り , 
"0'" を 書き 込む と Key-off と な り ま す . 





スロ ッ ト 割 り 当 て 


第 1 スロ ッ ト の ON/OFF 
第 2 スロ ッ ト の ON/OFF 
第 3 スロット の ON/OEF 


第 4 スロ ッ ト の ON/OFF 
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チャ ネル 1 の 全 ス ロッ ト を 
ON 


チャ ネル 2 の 全 ス ロッ ト を 
OFF 


チャ ネル 3 の 1 , 2 スロ ッ ト 
の み ON 





* は DONT CARE 


(aー4) プリ スケ ー ラ 機能 : ADDRESS[2DH]・[2EH]・[2FH] 
ここ で は , FM・SSG 各 音 源 の 周波 数 を コン トロ ー ル し ます . この 3 つの アド レス に 
関し て は , デー タビ ッ ト は な く , アド レス を 指定 する だ け で す . 分 周 数 と アド レス の 関 
係 は 表 4.4 の よう に な り ま す . た だ し , FM 音源 の 出力 は この 周波 数 の 倍 で 出さ れ ま す . 
表 4.4 入力 クロ ッ ク と 内 部 クロ ッ ク の 関係 
FM 音源 の | SSG 音 源 | OPN に 入力 で きる 
分 周 数 の 分 周 数 | 最大 周波 数 


1/2 1/1 1.4 MHz 


2DH | 2EH | 2FH 





1/6 1/4 4.2 MHz 
1/2 2.1 MHz 





(A は その アド レス を 入力 し , 一 は 入力 し な いこ と を 意味 し ます .) 


この プリ スケ ー ラ の 注意 点 と し て , 初期 設定 時 は , FM 音源 に 対し て は 1/6 , SSG 音 
源 に 対し て は 1 / 4 の 分 周 数 に 設定 され て いま す . 


(a 一 5) Detune/Multiple : ADDRESS[30H--3EH] 
Multiple は F-Number と Detune で 得 ち れる 位相 情報 に 対し て , 表 4.5 で 表 さ れる よう 
な 倍率 の 情報 で あり , Detune は F-Number に わずか の 周波 数 ベレ を 与え る 情報 で す . 


30H 一 3EH 有 D6 D5 D4|D3 D2 D1 DO 
Detune 0 
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MSB 
LSB 
MSB 
LSB 


表 4.5 倍率 


Multiple 情報 0 1 2 ぅ 3 4 5 6 7 8 9 A BC DEF 
倍 率 1/2 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 











Detune/Multiple より SSG-EG まで の 7 種類 の FM 制御 情報 は , 各 ス ロッ ト ご と に 決 
め る こと が で きま す . 各 ア ドレ ス と スロ ッ ト ・ テ チャ ネル の 対応 は 表 4.6- a の と お り で 
す . 表 か ら も わか る よう に , チャ ネル と アド レス の 下位 2 ビット が 対応 し て いる た め , 
アド レス の トト 位 2 ビッ ト が “11”" に な る こと は あり ませ ん . また , 2 スロ ッ ト と 3 ス 
ロッ ト の 順序 が 逆 に な っ て いま す . 


表 4.6-4 アド レス と チャ ネル ・ ス ロッ ト の 関係 


スロ ッ ト |ADDRESS | チャ ネル スロ ッ ト 














( 氷 は 3 より 9 まで の 値 


また , F-Number/Block と Self-Feedback/Connection の デー タ は チャ ネル ご と 決め 
られ る も の で あり , その デー タ は , 対応 する 4 スロット に 共通 で す . アド レス と チャ ネ 
ル の 関係 は 次 の と お り で す . 


表 4.6-b アド レス と チャ ネル の 関係 


ADDRESS | チャ ネル | ADDRESS | チャ ネル |ADDRESS | チャ ネル 
*OH, *4H 1 *1H, *5H 2 *2H, *6H 3 


( ま ポ は A あ る い は B) 








(a 一 6) Total Level : ADDRESS[40H4EH] 

トー タル レベ ル と は , エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ の 出力 に 対し て , 減衰 量 を 加算 し , 
変調 度 (音色 ) 及 び 音 量 の 制御 を する た め に 用 いら れ ま す . 減 哀 量 は 最小 分 解 能 
0.75dB と し て , 各 ビ ッ ト の 重み 付け は 表 4.7 の と お り で す . 


40H - 41H 剛 D6 _ D5 D4 D3 PD2 Di DO 


表 4.7 トー タル レベ ル で の 減衰 量 


デー タビ ッ ト | D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 





減衰 量 (dB) | 48 24 12 6 3 1.5 0.75 





トー タル レベ ル に は , も うら 一 つの 働き が あり ます . それ は , CSM の モー ド を 選択 し た 
協 合 で す . この と き ト ー タ ルレ ベル は 3 チャ ネル の 音 (CSM 合成 音 ) に 対し , エン ベロ ー 
プ の イニ シャ ルレ ベル と な り ま す . し た が っ て , エン ベロ ー プ の 途中 で トー タル レベ ル 
を 変え て も , エン ベロ ー ブ プ の 減 裏 量 は 変化 せ ず , 次 の Key-on 時 の レベ ル が 変わ り ま す . 


・ 通 常 の エン ベロ ー フ 


0dB 







トー タル レベ ル 変 更 


1 


96dB 





・CSM モー ド の エン ベロ ー フ 







0dB 
トー タル レベ ル 変 更 





(aーー7) Key Scale/Attack Rate : ADDRESS[50H-5EH] 
Key Scale は エン ベロ ー プ の Rate を 音程 に よっ て 変化 させ る た め に 設け られ て いま 
す . Key Scaling 後 の Rate は 次 式 に よっ て 表 さ れ ま す . 式 中 の R は 入力 し た Rate で あ 
り , Rks は Key Scaling 量 で この 値 は 表 4.8 の と お り で す . 


Rate 三 2 ま R 十 Rks 


(た だ し , R= テ 0 の 場合 は , Rate 三 0 と する .) 
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表 4.8 Rate の Key Scale 


Key-Code 
7 8 9 








Key-Code 
22 23 24 25 
2 2 3 3 
5 5。 6 6 


中 削 : 選 、』 
22 23 24 25 














Key-Code に つい て は (b 一 1) を 参照 


Attack Rate は 音 の 立ち 上 が り の 時 間 を 設定 し ます . 
な お , エン ベロ ー ブ プ の 形状 は 資料 4.3.3 (60 の エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ の 項 を 参 
曲 し て くだ さい . 





m m 敵 m 

の の 

ミ 婦 回 
50Hー5EH 1 DZ7 D6 隊 】 D4  D3 D2 D1 DO 








ー ゴ 


(a 一 8) Decay Rate : ADDRESS[60H- て 6EH] 
DecayI 衝 の Rate を 設定 し ます . 


Attack me 


MSB 
LSB 


60H- 6EH 
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(a 一 9) Sustain Rate : ADDRESS[70H-7EH] 
Sustain 時 の Rate を え ます . 


ーー 


(a 一 10) Sustain Level/Release Rate : ADDRESS[80H--8EH] 
Sustain Level は Decay Rate と , Sustain Rate の 切り 替え 点 を 与え ます. その 重み 付け 
は 表 4.9 で 表 さ れ , 値 は 減衰 量 を 示し ます . 


MSB 
SB 


表 4.9 サス ティ ー ン ・ レ ベル と 重み 付け 


D7 D6 D5 D4 








減衰 量 (dB)|24 12 6 3 


(た だ し , D4 ぐ て D7 が すべ て "1" の 場合 は , 93dB と な り ま す .) 
Release Rate は Key-off の と き の Rate を 与え ます. た だ し , Release Rate は LSB が 
中 "に 固定 され て いる た め , 他 の Rate と 異な っ て 4 ビッ ト し か 入力 で きま せん . 
m 


le] 
の 
9 - 室 


80H 一 8EH 1 DZ7 D6 D5 D4|D3 D2 D1 DO 
トーssan Le 一 一 neeee Rue 一 - 


(a 一 11) SSG-Type Envelop Control : ADDRESS[90H---9EH] 

SSG-Type Envelop と は , 後述 の SSG 音 源 で 作ら れる エン ベロ ー プ と 同一 形状 を ケ え 
る 機能 で す . この 4 ビッ ト の デー タ 中 , D3 が この タイ プ の エン ベロ ー フ を と る か 舎 か の 
スイ ッ チ と な っ て お り , 残り 3 ビッ ト が デュ コード さ れ , 図 4.30 の 形状 の エン ベロ ー フ を 
発生 し ます . 

この エン ベロ ー プ が 使わ れ た 場合 の 注意 点 は , Rate の 使い 方 が 通常 の 場合 と は 異な っ 
て いる こと で す . この モー ド で は , パラ メー タ は Decay, Sustain, Release の 各 Rate で 
す . この 中 で Release Rate は Key-off 時 の み 有 効 で ある の は , 通常 モー ド と 変わ りあ り 
ませ ん . し た が っ て , Key-on 中 に 音量 が 増加 し た り , 減少 し た りす る 場合 の 制御 は , 


MSB 
LSB 
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Decay 及 び Sustain の 2 つの Rate で な され ます . (音量 の 増加 は 減少 の 場合 を 逆 に た どっ 
て いく 形 に な り ま す .) も うぅ 一 つ 通 常 モ ー ド と 異な る 点 は 減衰 時 間 の 違い で す . 通常 
モー ド よ り 変 化 が 速く な り ま す . 


Attack Rate は 1FH に 固定 され て いな けれ ば な り ま せん . 


D3 D2 Di エン ベロ ー ジ 波形 





























図 4.30 SSG-Type の エン ベロ ー プ 


この エン ベロ ー フ は エン ベロ ー プ ジェ ネ レ ー タ 出力 の 波形 で あり , 対数 出力 で す . 
OPN の 出力 で は リニア に 変換 され ます の で 増減 の 傾き は 変化 し ます . 

SSG-Type EG を 使っ た と き の 注 意 点 と し て は , 次 の 2 つが 挙げ られ ます . 

(1) Attack Rate は 通常 1FH に し な けれ ば な り ま せん が , 08H, 09H, 0BH な ど は 普通 
の エン ベロ ー プ 時 の Rate で 変化 し ます . その 他 の も の に つい て は 十分 な 制御 は で 
きま せん . 

(②) Decay Rate, Sustain Rate, Sustain Level は エン ベロ ー プ が , UP 時 又は , 
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DOWN 時 で は 異な り ま す . 


UP : 
S-Rate 
Sus. Level 
D-Rate 
DOWN : 
D-Rate 
Sus. Level 
S-Rate 


(aー12) F-Number と Block デ ー タ : ADDRESS[A0H--A2H, A4H--A6H] 
この アド レス で F_-Number と Block の デー タ が セッ ト さ れ ま す . デー タ を セッ ト す る 
場合 の 注意 点 と し て は , まず 最初 に Block と F-Number の 上 位 3 ビッ ト (F-Number2) を 
セッ ト し , 次 に F-Number の 下位 8 ビット (F-Numberl) を 入力 し ます . F-Number と 
Block の 内 部 の レジ スタ へ の ロー ディ ング は F-Numberl が セッ ト さ れ た と きのみ 動作 


し ます か ら , デー タ の 入力 の 順序 が 異な り ま す と , Block と F-Number2 の デー タ は 違っ 
た デー タ と な り ま す . 


AOH-A2H| D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


F-Number 1 


D5 D4 D3 D2 D1 DO 


Block F-Number 2 


] 
四 | 


A4H 一 A6H 


由 
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例 ) 音程 デー タ (@eM=1.2MHz) 








| 
ーー A4H 一 A6H ー- 二 ーーーーー 一 A0H 一 A2H ーーーーーーー- 


(a 一 13) 3 チャ ネル の 「-Number と Block : ADDRESS[A8H--AAH , ACH>AEH] 
この アド レス で セッ ト さ れる F-Number と Block は 効果 音 モ ー ド や 音声 合成 モー ド で 
使わ れる デー タ で す . デー タ セ ッ ト の 方 法 は (a』ー12) で 述べ た 方 法 と 同様 で 先 に Block, 
F-Number2 の デー タ を , 次 に F-Numberl の デー タ を セッ ト し ます . 
ここ で セッ ト し た デー タ と スロ ッ ト の 関係 は 次 の よう に な り ま す . 


F_Number/Block の アド レス 
A9H. ADH 





AAH, AEH 
ASH, ACH 
A2H, A6H 





上記 の スロ ッ ト と アド レス と の 関係 は 効果 音 モ ー ド と 音声 合成 モー ド の と き に 適用 さ 
れる の で あっ て , 通常 モー ド で は 全 ス ロッ ト と も A2H と A6H の アド レス で 与え られ 


に 有 
A8H-AAH | D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 


F-Number 1 
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ACH 一 AEH 関 定 D5  D4  D3I D2 D1 DO 


Block F-Number 2 


(a 一 14) Self-Feedback/Connection : ADDRESS[B0H-B2H] 

Self-Feedback と いう の は , 各 チ ャ ネル の 第 1 スロ ッ ト の 変調 度 を 決め る デー タ で す . 
つま り , 第 1 スロ ッ ト は 自分 自身 の 出力 を 変調 信号 と し て いる た め , その 変調 度合 を こ 
の デー タ で 制御 し ます . 変調 度 は 表 4.10 に 示す と お り で す . 

表 4.10 変調 度 


D3 一 D5 0 1 2 








変調 度 OFEF z/16 z/8 z/4 /2 


Connection は 4 つの スロ ッ ト を どの よう に 変調 濾 と 被 変調 流 に 分 け , どう らい うら ふら に 
組み 合わ せる か を 指定 する デー タ で す . それ ら の 組み 合わ せ は 全部 で 8 つ あ り , その 構 
成 に つい て は , 2 章 VOICE 文 の アル ゴリ ズム 表 を 参照 し て くだ さい . 


all 
の 
ニテ 


Self Connection 
Feedback 
(b) フェ イズ ・ ジ ェ ネ レー タ (PG) 


フェ イズ ・ ジ ェ ネ レー タ は 必要 な 周波 数 に 応じ た 増分 を 単位 時 間 (1 DAC サ イク ル ) ど ご 
と に アキ ュー ムレ ー ト し て 位相 値 を 得る 回 路 で す . この 増分 は レジ スタ か ら 送 られ て くる 周 
波数 情報 ( Block/F-Number/Detune/Multiple ) か ら 作 られ ます . 4 つ あ る 周波 数 情報 の 
中 で 柱 と な る の は , F-Number で あり , これ に より 1 オクターブ プ 中 の 音程 が 決定 され ます . 
そこ で , まず FE-Number か ら 説 明 し ます . 

(b 一 1) F-Number/Block 
位相 の 増分 は , 発音 し た い 周 濾 数 と , 入力 クロ ッ ク 周 波数 (サン プリ ング 時 間 ) が 決ま 


LSB 
MSB 
LSB 
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る と , すぐ に 求め る こと が で きま す . これ は 次 式 に な り ま す . 
へ ヘ P テ f Mus*227/f SAM ff SAM 三 fM/(12 ネ n) ュー テ 2, 3, 6 
{ Mus : 発音 し た い 周 波数 
f SAM : サン プリ ング 周波 数 
{f M: 入力 クロ ッ ク 周 波数 
n: プ リス ケー ラコ ント ロー ル で 得 ら れる 定数 
L(a 一 4) 参照 ] 


これ で 位相 の 増分 は 求 ま り ます が , この 増分 を 管理 する の は ビッ ト 数 が 多く て 大 変 で 
す . そこ で , 増分 は 1 オク ター ブ 分 の デー タ の み を 管理 で きる ビッ ト 数 に 制限 し , 指定 
し た オク ター ブ ど と に その 増分 を シン フト する こと に より , 位相 を 求め る こと と し ます . 
これ に より , オク ター ブ プ 情報 の 指定 を Block デー タ に , 増分 を F-Number に 入力 すれ ば 
全音 域 を カバ ベー で きる こと に な り ま す . 以上 の 操作 と F-Number を 11 ビ ッ ト で 表現 する 
こと に し た た め , 結局 F_Number は 次 式 で 求め られ ます . 

F 三 ( Mus 来 29/f SAM)/2! (b は オク ター プ デ ー タ ) 


例 ) 3.6MHz の 入力 クロ ッ ク で A4(440Hz) の F-Number を 求め る . 
F A4 三 (440 玉 2/50000)/2"'!ー1153 (誤差 一 0.65 セ ント ) 


次 に Key Scale を 行う と き に 間 題 と な る 1 オク ター ブ 内 の 分 割 に つい て 少し 説明 し ま 
ま 。 
Key Scale は 通常 1 オク ター ブ 内 を 4 分 割 ( 3 音 ず つの 組 ) し て 行う こと が 多く あり ま 
す が , F-Number を 用 いる と 一 定 の セン ト で 分 割 す る こと は 困難 と な り ま す . そこ で , 
OPN で は F-Number の 上 位 4 ビッ ト を デー タ と し て 分 割 を 行っ て いま す . た だ し , この 
方 法 で は 入力 周波 数 に よっ て 分 割 が 異な り ま す . 

1 オクターブ 内 の 周波 数 分 割 
N4=F11 
N3 ニ F11・(F10+F9 十 F8) 十 FI1・F10・F9・F8 
以上 の 操作 で 得 た N4, N3 の 2 ビット と オク ター ブ デ ー タ の 3 ビッ ト の 計 5 ビ ッ 
ト で Key Scale を 行い ます . 
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Block, Note を 分 離し た 量 み 付 ( D2 D1 DO0 D1 DO 








Block, Note を まとめ た 場合 の 重み 付け D4 D3 D2 D1 DO 





(b 一 2) Detune/Multiple 
レジ スタ の 項 で も 説明 し た よう に , Detune は 与 えら れ た だ た F-Number に 対し て 周波 数 変 
位 を 与え る た め に , 周波 数 に 応じ た 定数 を 加算 ある い は 減算 し ます . また Multiple は 
Detune の 操作 を 受け た F-Number に 指定 され た 倍率 を 乗 ず る 働き を し ます . 
(bー3) アキ ュー な レー タ 
Detune 及び Multiple の 回 路 を 通っ た F-Number を 素 積 加算 し , その 結果 を オペ レー タ 
に 送り ます . この アキ ュー ムレ ー タ は 加算 の み を 行い 、。 オー バー フロ ー が 生じ て て も 無視 
し ます . これ は , オー バー フロ ー が 起こ っ た こと は 弧 度 法 で いう 2 ァ を 通過 し た に すぎ 
な いか ら で す . 


資料 4.3.3 SSG 音 源 部 

SSG 音源 部 は DAC を 内 蔵 し た 音源 で あり , その レジ スタ アレ ー に デー タ を 書き 込む だ け で 
楽 音 を 発生 し ます . SSG 音源 内 部 の レジ スタ アレ ー は FM 音源 部 と 異な り , READ/WRITE が 
可能 で す . 以下 , 各 レ ジス タ ご と に その 機能 を 説明 し て いき ます . 


(4。 トー ン ・ ジ ェ ネ レー タ ・ コ ント ロー ル : ADDRESS[00H-05H] 

SSG 音源 部 も FM 音源 部 と 同様 に 3 チャ ネル の 楽 音 を 発生 する こと が で きま す . この 3 チャ 
ネル の 楽 音 の 周波 数 を 設定 する の が この レジ スタ で す . 楽 音 周波 数 は 12 ビ ゥ ッ ト で 構成 され 
る た め , 1 チャ ネル に つき 2 つの アド レス を 必要 と し , その ビッ ト の 対応 は 下記 の と お おり 
で す . また , 発信 周波 数 は 次 式 で 求め られ ます . な お , 出力 波形 は 1 : 1 の 知 形 渡 で す . 

f tone 三 f m/(8※n ネ Tp) n 三 1, 2, 4 
fm : 入力 クロ ッ ク 周 波数 
n : プ リス ケー ラ ・ コ ユ コントロール で 定め られ る 定数 
Tp : 発信 周波数 設定 値 


[01H] A [00H] 
[03H] B [ 02H] 
[05H] G [04H] 












Tp Tpio Tpe Tps | Tpz Tpe Tps Tp。 Tps Tpz Tpi Tpo 


注意 : この 分 周 に お いて Tp=0 と Tp=1 は 同一 値 と な り ま す . 
(b) ノイ ズ ・ ジ ェ ネ レー タ ・ コ ント ロー ル : ADDRESS[06H] 
ノイ ズ 源 は 系 列 長 の 疑似 ラン ダム ノイ ズ で す . そし て , この 系 列 の 発生 を コン トロ ー ル 
する の が この レジ スタ の 働き で す . 系 列 発生 周期 (メイ ズ 周 波数 ) は レジ スタ の ト 位 5 ビッ 
ト で 決め られ , 次 式 で 求め る こと が で きま す . 
fN 三 fM/(8※n*※Np) nn テ 1, 2, 4 
fM : 入力 クロ ッ ク 周 濾 数 
n : プ リス ケー ラ ・ コ ント ロー ル 設 置 値 


Tp : ノイ ズ 周 波数 設定 置 


mn pe ps pe pi po 


Np。 Nps Npz Npi Npo 


注意 : この 分 周 に お いて Np=0 と Np 三 1 は 同一 値 と な り ま す . 


(c)O ミキ サー・|/O コ ント ロー ル : ADDRESS[07H] 
この レジ スタ は 3 つの ノイ ズ / ト ー ン ・ ミ キサ ー と 2 つの 油 用 II/O ポ ボート の コン トロ ー 
ル を し ます . ミキ サー は 3 つの チャ ネル 毎 に , ノイ ズ と トー ン と も に 出力 する の か , い ず 
れ か 一 方 だ け を 出力 する の か , ある い は 両方 と も 出力 し な い の か を ビッ ト 0 て 5 で 制御 し 
ます . (デー タ "0" で 発音 し ます .) また , 2 つの I/O ポ ー ト の 入出 力 制 御 は ビッ ト 6 と 7 で 
な され ます (デー タ "0" で INPUT で す )。 
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on ps ps palos pi po 


INPUT 


ENABLE 





(d) 振幅 コン トロ ー ル : ADDRESS[08H 一 0AH] 
A, B, C 3 つの チャ ネル に 対応 する D/A ュ ン バ ベー タ の 振幅 は , この レジ スタ に よっ て 決 
め ら れ ま す . レジ スタ の ビッ ト 4 が 振幅 の モー ド を 決め る デー タ と な っ て お り , "0" の と 
き 固 定 振幅 モー ド と な り , 残り の 4 ビッ ト で 決め られ る 値 を と り ま す . また "1" の 場合 は 
品 変 振幅 モー ド と な り , 後述 する エン ベロ ー プ ・ コ ント ロー ル の 出力 で 決ま る 振幅 と な り 
ます . な お , D/A ュ コンバータ は , 入力 5 ビッ ト の 能力 を 持っ て お り , 固定 振幅 モー ド 時 の 
4 ビット の 振幅 デー タ は , D/A ュ ン バ ー タ の 入力 上 位 4 ビッ ト に 対応 し ます . 


還 
了 振幅 デー タ 
| 
出 


(e) エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ ・ コ ント ロー ル : ADDRESS[0BH--ODH] 
変化 の ある エン ベロ ー プ を 発生 する た め に , 2 つの エン ベロ ー プ ・ コ ント ロー ル が あり 
ます . その 1 つ は , アド レス 0BH と 0CH で 定め られ る エン ベロ ー プ 周波 数 を 制御 する こと 
で あり , も うら 一 つ は アド レス 0DH の エン ベロ ー プ の 形状 を 制御 する こと で す . 
まず , エン ベロ ー プ 周波数 に つい て 説明 し ます . 指定 され た アド レス の 2 バイ ト 16 ビ ッ 
ト の デー タ で 入力 周波 数 を 分 周 す る こと に より , エン ベロ ー プ 周波数 は 求 ま り ます . それ 
は 次 式 で 呈 を られ ます . 
fE 三 fM/(128 ネ n ネ ※Ep)  nー1,2,.4 Ep 三 256*CT 十 FT 
fM : 入力 クロ ッ ク 周 波数 


n : プ リス ケー ラ ・ コ ント ロー ル 設 定 値 
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CT : 0CH で 与え を られ る エン ベロ ー プ 周期 設定 値 
FT : 0BH で 与え られ る エン ベロ ー プ 周期 設定 値 


この エン ベロ ー プ を 作る カウ ンタ の 上 位 5 ビ ッ ト が D/A ュ ン バ ベータ へ 送ら れ , 振幅 
デー タ と な り ま す . 


0BH 1D7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
Fr Fre Frs Fr4 Frs Frs Fri Fm 


0CH ID7 D6 D5 D4 D3 D2 D1 DO 
Cr, Cre Crs Cr Crs Cr Cri Co 


MSB LSB 


Cr, Cre Crs Cr。 Crs Crs Cmi Cm | Fr7 Fre Frs Fr4 Frs Frs Fr Fm 


次 に エン ベロ ー プ の 形状 に つい て 説明 し ます . 先 に 述べ た よう に エン ベロ ー ブ は エン ベ 
ロー プ ・ カ ウン タ の 上 位 5 ビ ッ ト で 決ま り ま す . し た が っ て と ここ で コン トロ ー ル する の 
は , この 上 位 5 ビ ッ ト の ヵ カウ ント の 方 法 と いう こと に な り ま す . アド レス 0DH の 下位 4 
ビッ ト が これ を 決定 し ます . 各 ビ ッ ト の 機能 は 次 の よう に 定義 8 され , それ ら の 組み 合わ せ 
により, 図 4.31- a で 与え られ る エン ベロ ー プ の 形状 が 得 ら れ ま す . 


Ci: "1" に セッ ト さ れ た だ とき は HLD の デー タ で 定め られ る 状態 に な り , "0" の 場合 
は , エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ は 1 サイ クル 経過 後 す べ て "0" に リセ ッ ト さ 
れ ま す . 

ATT : "1" に セッ ト さ れ た と き は エン ベロ ー プ ・ ジ ェ ネ レー タ は すべ て "0" か ら す べ 
て "1" へ カウ ント ・ ア ッ プ し , "0" で あれ ば すべ て "1" か ら す べ て "0" へ カウ ン 
ト ・ ダ ウン し ます . 

ALT: "1" に セッ ト さ れ た とき は ば は, 各 サ イク ル ど ご と に エン ベロ ー プ ・ カ ウン ト の 方 向 
を 逆転 し ます . 

HOLD : "1" の と き は , エン ペロ ー プ ・ カ ウン タ を 1 サイ クル ・ カ ウン ト し た 後 , カウ 
ンタ の 最終 値 を ホー ルド し ます . た だ し , ALT も "1" の と き は , 直前 の サイ ク 
ル の 初期 カウ ント 値 に リセ ッ ト さ れ ま す . 











0DH 
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D3 D2 D1 DO 
っ 









































X : Don t care 


図 4.31- a SSG 部 の エン ベロ ー ブ フ プ 流 形 








図 4.31- b 1000 デ ー タ の 詳細 


参考 資料 4.1 は . | デジ タル キー ボー ド ハ ン ドブ ッ ク | (「 日 本 楽器 製造 株 式 会 社 」 発 行 ) か ら 


衣 一 94 


引用 し て いま す . また , 資料 4.3.1 一 4.3.3 は , 「YM-2203 ア プリ ケー ショ ンマ ニ 
ュ ア ル 」(「 日 本 楽器 製造 株 式 会 社 」 発 行 ) か ら 引 用 し て いま す . 
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資料 5 ち ディ スク ファ イル の 構造 


Nass-BASIC DISK バ ベー ジョ ン に お ける フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の ファ イル 構造 に つい て 解説 し 
ます . 

Nass-BASIC DISK ペ バージョ ン で ディ スク ファ イル を 扱う と き は , すべ て ファ イル 名 で 行い ま 
す . し た が っ て , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 直接 管理 する サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 
番号 を 使う 必要 は ほとん ど あ り ま せん . な ぜ な ら ば , ファ イル 名 を 実際 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
の サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 に 変換 する 仕事 は Nass-BASIC が 自動 的 に 行っ 
て くれ る か ら で す . 





し た が っ て , BASIC で ファ イル を 扱わ れる 方 は 以下 の 説明 を 読む 必要 は あり ませ ん . 
DSKIS 関数 , DSKO$ 文 や 機械 語 モ ニタ を 使う 必要 の ある 方 の みお 読み くだ さい . 


資料 5 ち .1 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
Nass-BASIC DISK バ ベー ジョ ン で 使用 で きる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は 次 の 3 種類 で す . 
(1) 5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ( 両 面 倍 宙 度 ) 
(2) 5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ( 乾 面 倍 審 度 ) 
(3 8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディ スク (両面 倍 窒 度 ) 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に は メモ リ と 同じ よう に 番地 が 付い て いま す . フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 
番地 指定 に は サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 号 を 使用 し ます . サー フェ ス 番 号 
は , 両面 倍 密度 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 する と き に 必要 で す . 「0」 を 指定 する と 表面 , 
「1」 を 指定 する と 裏面 に な り ま す . フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 最小 読み 書き 単位 は セク タ で , 3 
種類 と も 1 セク タ は 256 バ イト か ら な り ま す . 


Nsx-BASIC DISK バ ベー ジョ ン で 使用 で きる 3 種類 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 構成 は 次 の よ 
うに な っ て いま す . 








、 ーーー ト ラッ ク 33 


ヽ 





~ーーー ト ラッ ク 34 
5.25 イ ンチ 片面 倍 密 度 ミ ニ フ ョ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 


い ヽ 
、 ト ラッ ク 0 
N 
トラ ッ ク 1 
ヽ 
い ーーーー ト ラッ ク 75 


ーーー ト ラッ ク 76 


8 インチ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
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図 を 見 て も わか る よう に , トラ ッ ク 数 , セク タ 数 は フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 種類 に よっ て 異な 
り ま す . これ を 表 に まとめ る と 次 の よう に な り ま す . 





5.25 イ ンチ 
画面 倍 密 度 





5.25 イ ンチ 
片面 倍 密 度 
8 インチ 

画面 倍 密 度 








資料 5.2 トラ ッ ク の 割り 当て 

各 ト ラッ ク の 割り 当て は 次 の よう に な っ て いま す . 

ンス テム ディ スク と は DISK コ ユー ド を 含ん だ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の こと で , Nss。--BASIC 
DISK バ ベー ジュ ョ ン を 起動 さき せる 際 に 必要 な も の で す . DISK コ ー ド と は , Nas。BASIC イ ンタ プ 
リタ の 拡張 部 分 (フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 関 係 の 命令 の サポ ー ト ) の こと で す . それ と は 逆 に DISK 
ラー ド を 含ま な い フ ロッ ピ ェ ディ スク の と と を デー タデ ィ ス ク と 呼び ます 、 デー タデ ィ ォ ズ スク で 
は Nsk-BASIC DISK バ ベー ジョ ン を 起動 させ せる こと は で きま せん . 

プロ グラ ム や デー タ は , シス テム ディ スク と デー タデ ィ ス ク の 両方 に 記憶 させ る こと が で き 
ます . 

(1) 5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 


ンス テム ディ スク 








Iprsk ュー ド 
2H-27H ュー ず ザ 領域 
OH-1H DISK コー ド 
2H-11H ユーザ 領域 
12H ディ レク トリ 
12H D 


12H 
13H 一 27H ユー ザ 倒 域 
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デー タデ ィ ス ク 


16 進 





0H-27H ュ ユーザ 和 領域 





0Hー11H ユー ザ 領 域 
12H シス テム ディ スク と 同じ 
13H 一 27H ユー ザ 領 域 











② 5.25 イ ンチ 全面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 


ンス テム ディ スク 





1H 3H Ipisk コー ド 


4H-11H ュー ザ 領 城 
1 ディ レク トリ 
12H TD 


12H 計 
2 ユー ザ 領 域 














アーデ ゲッ が み 











シス テム ディ スク と 同じ 






(3③ 8 イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ビィ デ ィ ス ク 
8 イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で は サー フェ ス 0, トラ ッ ク 0 は 1 セクタ 128 
バイト の 単 密度 に な っ て いる た め , BASIC で は 使用 で きま せん . 


ンス テム ディ スク 


トラ ッ ク 





10 進 16 進 





OH すべ て | 未 使用 

1H 1H IPL 

1H 2H-1AH 

2H 3 すべ て 
3H-22H すべ て | ユー ザ 領 域 

23H 1Hー-16H | ディ レク トリ 

23H 17H |TD 

23H 18H-1AH 
24H-4CH すべ て | ユー ザ 領 域 

OH すべ て | 未 使用 

1H すべ て | DISK コ ー ド 

すべ て | ユー ザ 領 域 


Iprsk ュ ー ド 


























未 使用 

ュー ザ 領 域 

シス テム ディ スク と 同じ 
ユー ザ 領 域 

未 使用 

ユー ザ 領 域 




















資料 5.3 クラ スタ 

フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク で 読み 書き 可能 な 最小 単位 は セク タ で す が , Nssw-BASIC が 管理 する 最 
小 単 位 は クラ スタ と 呼び ます . 

5.25 イ ンチ ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク は 8 セク タ , 8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディ スク は 26 セ クタ を 
ひと まとめ に し て , 1 クラ スタ と し ます . クラ スタ と サー フェ ス , トラ ッ ク , セク タ の 関係 は 
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次 の 表 の よう に な っ て いま す . 


5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ ミニ フロッピ ィ デ ィ ス ク の 場合 








5.25 イ ンチ 旧 面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 


10 進 16 進 

















8 イン チ 両 面 倍 密度 フロ ッ ピ ビィ ディ スク の 場合 


サー フェ ス ッ セグ 
io io iom 進 | 1o 進 | ie 


0 |OH | 0 1 一 26 
1 1H 1 一 26 
0 | 0H 1 一 26 
1 1H 1 一 26 
0 | OH 1 一 26 











OH 1 一 26 
1H 1 一 26 























資料 5.4 ディ レク トリ 


フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 格納 され て いる すべ て の ファ イル の 名 前 , 属性 , 格納 され て いる 先頭 
の 場所 を 表し て いる 表 で す . 各 デ ィ レ クト リ は , 16 バ イト か ら な り ま す . 各 バ イト は , 次 の 
よう な 内 容 を 持っ て いま す . 


ディ レク トリ 





内 








ファ イル 名 


拡張 子 
属性 


その ファ イル が 格納 され て いる 先 
頭 の クラ スタ 番号 





ファ イル 名 の 先頭 バイ ト (0 ベ イト 目 ) の 内 容 が FFHC16 進 数 ) の と き , その ディ レク トリ は 未 
使用 で ある こと を 示し ます . 

00 の と き , 削除 (KILL) さ れ た ファ イル で ある こと を 示し ます . 

属性 は 次 の よう に な っ て いま す . 


属性 コー ド 


ぶ 、 





0H アス キー 形式 
1H 機械 語 フ ァイル 
アス キー 形式 。 書き 込み 人 禁止 


40H アス キー 形式 , リー ドア フタ ー ラ イト 
非 ア スキ ー 形 式 
非 ア スキ ミー 形式 , 書き 込み 禁止 
非 ア スキ ミー 形式 、 リ ー ド アフ ター ライ ト 





資料 5 ち .5 FAT 


FAT は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 記憶 場所 の 使用 状態 を 示す 表 で す . FAT は 3 セク タ に わ 
た っ て 書き 込ま れ て お り , 各 セ クタ に は 全く 同じ 内 容 が 書か れ て いま す . フロ ッ ピ ィ デ ィ ス タク 
を アク セス し た と き に , FAT の 内 容 (3 セ クタ ) が メモ リ に コピ ー さ れ ま す . FAT は フロ ッ ピ ィ 
ディ スク の 使用 状態 を クラ スタ 単位 に 管理 し て いて , 各 ク ラス タ に 付き 1 ベイト で , その 使用 
状態 を 表し ます . 
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5.25 イ ンチ 両面 倍 密度 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 場合 , 各 セ クタ の 0 て 159 バ イト が クラ ス 
タ 番 号 0 て 159 に それ ぞ れ 対応 し て いま す . すなわち , 各 バ イト の 持っ て いる 値 が 各 ク ラス タ 
の 使用 状態 を 志 し て いま す . 


FAT 


バイ ト の デー タ (16 進 ) クラ スタ の 使用 状態 








5.25 イ ンチ 両面 の と き 0H 一 9FH | 使用 中 . 連続 し た クラ スタ の 一 部 で あり . 
5.25 イ ンチ 片面 の と き 0H 一 45H | 後続 する クラ スタ を 持つ 値 が , 後続 する 
8 イン チ の と き OH-99H クラ スタ の 番号 を 示し て いる . 





5.25 イ ンチ の と き C1H 一 C8H 
8 イン チ の と き CIH-DAH 


予約 済み の クラ スタ で , ファ イル と し て 
使う こと は で き な い .(DISK コー ド , IPL, 
ディ レク トリ , FAT 自身 を 含む クラ スタ 
が これ で ある . ) 





な お , 表 の 説明 で [連続 し た クラ スタ | と いい まし た が , これ は 物理 的 に 連続 し た クラ スタ を 
意味 し ませ ん . Nsss-BASIC DISK バ ベー ジョ ン が 管理 する ファ イル は 一 般 に 物理 的 に と びと び の 
クラ スタ を つない で 構成 され て いる の で す . 


資料 5.6 ID 


ID に は 1 セク タ ( 三 256 バ ベイト) が 割り 当て られ て いま す . 各 バ イト は 次 の よう な 意味 を 持っ 
て いま す . 


1 バイ ト 1 バイ ト 254 バ イト 
ID の 構造 


・ 最 初 の 1 バイト は その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の 属性 を 示し て いま す . 値 の 意味 は 次 の と お り で 
8 


値 (16 進数 ) 





OH | 読み 書き 可 


10 H 書き 込み 袋 止 
40 H リー デ ド アフ ター ライ トド 
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・ 次 の 1 ベイ ト は 起動 時 に 設定 する ファ イル の 数 を 示し て いま す . 通常 の シス テム ディ スク 
で は <〈 フ ァイル 数 > と し て 255(16 進 数 で は FFH) が 指定 され て いて , この よう な と き は 起動 
時 に , 


How many files(0-15) ? 


と た ず ね て きま す . この 〈 フ ァイル 数 > に 0 て 15 を 指定 する と Nask-BASIC DISK バ ベー ジョ 
ン を スタ ー ト させ る と き に , "How many files(0-15)?" を 表示 せ ず に , 自動 的 に その 値 が 
設定 され ます . 


* 次 の 254 バ イト は 起動 時 に 実行 する BASIC の 命令 令 を 示し て いま す . 


ID は , 〈 属 性 〉 が 0 , < ファ イル 数 >〉 が 255(FFH) , <BASIC テ キス ト 〉 が すべ て 0 か 32(OH か 20H) 
が 通常 の 状態 で す . 
例 ) ID セク タ 


u) (n) (")(A)(" ) 
この 例 の よう に ID セク タ の 内 容 が 書か れ て いる 場合 , 自動 的 に 5 個 の ファ イル ベッ ファ が 


意 さ きれ , "A" と いう 名 前 の プロ グラ ム が 走り 出し ます . 
ID の 〈 属 性? は SET 文 に よっ て 書き 換え る と と が で きま す . 
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資料 6 PD8251 の 使い 方 


PC-8001MKISR は , RS-232C 通 信 ポ ー ト 制御 用 と し て , PD8251 を 使用 し て いま す . 
PD8251 は , デー タ 通 信 に お ける シリ アル イン タフ ェ ー ス で , 普 列 デー タ を 直列 デー タ に , 
また 直列 デー タ を 並列 デー タ に 変換 し て デー タ の 送受 信 を 行い ます . 
RS-232C 通信 ポー ト を 使用 する 際 に は , あら か じ め こ の ょ PD8251 を モー ド 設 定 し て お きま 
す . 
INIT% 文 は , この モー ド 設 定 を 行う も の で , 書式 は 次 の と お り で す . 
INIT%% 〈 ポ ー ト 番号 〉, く モ ー ド 〉, 〈 く コマ ンド > 


〈 モ ー ド 〉, 〈 コ マン ド 〉> は , それ ぞ れ 1 バイ ト ず つの 整数 値 で す . 各 ビ ッ ト の 意味 を , 図 6.1 て 
図 6.2 に 示し ます . 


D7 De Ds D4 Ds Ds Di Do 








パリ ティ ・ イ ネー ブル 
1: イネ ー プ ブル 
0: デ ィ ス エイ ブル 


= 偶数 パリ ティ 発生 / チ ェ ッ ク ** 


1 : 偶数 
0 : 奇数 
スト ッ プ ・ ビ ッ ト 数 


























図 6:1 《 王 ーー6 う 


ポ ) ボー レイ ト の 倍数 は 通常 "xX16" ま た は "Xx64" を 使用 し ます . 
ネ まま ) パリ ティ が ディ スエ テイ ブル (D。 三 "0 の と き は , "0", "1" の どちら で も か まい ませ ん . 


D7 De Ds D4 D 


3 D2 Di Do 
|| | mms| 還 | snk 


Tx Enable (送信 イネ ー プ ブル ) 





2 ニニ ニニ 


Data Terminal Ready 
0 | Data Terminal Ready を ON に する 
Data Terminal Ready を OFF に する 


Rx Enable( 受 信 イ ネー ブル ) 














Error Reset( エ ラー・ リ セッ ト ) 


| 


すべ て の エラ ー・ フ ラグ を リセ ッ ト 




















Request to Send 
1 0 | Request to Send を OFF に する 
Request to Send を ON に する 








Internal Reset (内 部 リセ ッ ト ) 水 





gPD8251 を モー ド ・ イ ンス トラ クシ 
ョ ン ・ フ ォ ー マ ッ ト へ も ど し ま す . 





Enter Hunt( エ ンタ ・ ハ ント ) ※※ 


SYN キャ ラク タ の 検出 を 開始 し ま 





す . 
図 6.2 < コマ ンド > 


※ INIT% 文 で は Internal Reset は 必ず 0 に し て くだ さい . 
※※ 非同期 モー ド で は 意味 を 持ち ませ ん . 


注意 : / PD8251 に は , 同期 モー ド と 非同期 モー ド が あり ます が , PC-8001MKISR で は , 非 
同期 モー ド だ けが サポ ー ト され て いま す . 
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資料 7 コン トロ ー ル コー ド 表 
。 キー 入力 時 の 動作 
和 作 
2 


CTRLI+[B] カー ソル を 前 の 項目 の 先頭 へ 移動 させ ます . 


CTRL| 二 [E] | カー ソル の 位置 か ら , その 行 の 終わ り ま で 
を 消し ます . 


プ ザ ー を 鳴ら し ます . 
1 文字 を 削除 し ます . [a 避 と 同じ 働き で す . 


タプ 位置 まで カー ソル を 移動 きせ ます . タ 
プ 位 置 は 8 桁 ご と に 設定 され て いま す . 
休 AB] キー と 同じ 働き で す . 


行 分 割 を 行い ます . 
カー ソル を ホー ム ポ ジ シ ョ ン ( 左 上 スミ ) に 
| 動き せま す . [SHIFT ]+[ 賜 想 ] と 同じ で す . 
テキ スト 画面 を 消去 し ます . [関屋 と 同じ で 
す . 
[ 還 と 同じ で す . 
カー ソル を 次 の 項目 の 先頭 へ 移動 きせ ます . 
スペ ー ス を 皇 入 し ます . 〔SHIFT] + [ 鷺 ] と 
同じ で す . 
実行 を 一 時 停止 し ます . 
カー ソル を 1 つ 右 へ 移動 きせ ます . 
























































カー ソル を 上 の 行 へ 移動 きせ ます . 
SHIFT] + [| カー ソル を 下 の 行 へ 移動 きせ ます . 














s 画面 表示 の と き の 動 作 
PRINT 文 で CHR$ 関数 を 用 いて 出力 し ます . 
例 ) print chr$(7): 





動 
プ ブザー を 鳴ら し ます . 


タプ 位置 まで カー ソル を 移動 きせ ます . タブ 位置 は 8 桁 ご と 
に 設定 され て いま す . 


カー ソル を 1 つ 下 の 行 へ 移動 きせ ます . 














カー ソル を ホー ム ポ ボ ポジション ( 左 上 スミ ) に 移動 きせ ます . 
テキ スト 画面 を 消去 し ます . 

カー ソル を 行 の 左端 へ 移動 きせ ます . 

カー ソル を 1 つ 右 へ 移動 きせ ます . 














カー ソル を 1 つ 左 へ 移動 きせ ます . 
カー ソル を 上 の 行 へ 移動 きせ ます . 
カー ソル を 下 の 行 へ 移動 きせ ます . 
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ラク タコ ー ド 


資料 B キャ 


上 位 4 ピッ トー 



























































8 引 98| へ 


十 
































| ア 
D 





に 








ら 
P 


















IVIflv 較 中 を か | 
































O[1 12| は |4 


上 位 4 ヒッ トー 










































































(カタ カナ モー ド ) 


ゆめ めか が 准 当 ず 


2 





ら 





















プリ ンタ を 標準 モー ド , ひら が な モー ド に 切り 替え る 方 法 
テキ スト 画面 の 表示 を 標準 モー ド ( カ タカ ナ モ ー ド ) あ る い は ひら が な モー ド に 切り 替え る 
に は , CONSOLE 文 を 使い ます . この CONSOLE 文 は , テキ スト 画面 の 表示 モー ド の 変更 を 
行う だ け で プリ ンタ に 対し て は 何 の 操作 も 行い ませ ん . し た が っ て , LPRINT 文 や LLIST 
文 , また COPY 文 な ど で プ リン タ に ひら が な を 出力 する 場合 は , プリ ンタ を ひら が な モー ド 
に する 必要 が あり ます . 
プリ ンタ の 標準 モー ド ( カ タカ ナ モ ー ド ), ひら が な モー ド を 切り 替え る に は , 次 の よう に 
し て 切り 茜 え コマ ンド を プリ ンタ に 送り ます . 
・ ひ ら が な モー ド に する 
Iprint chr$(27):" "| 
・ 標 準 モ ー ド に する 
Iprint chr$(27):"$": 
な お , この 機能 を サポ ー ト し て いる プリ ンタ は 次 の と お り で す . 
PC-8023C, PC-8024, PC-8027 
PC-8821, PC-8822, PC-8824, PC-8825 
PC-PR101, PC-PR103, PC-PR201, PC-PR202 
お よび これ ら の 同等 品 
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資料 9 キー ボー ドレ イア ウト 


[1 fr2 | f-s | fr4 | fr5 
関 罰 EoEIBE 國 同 還 国 図 
(CECE9CHCIC 靖国 困 

国 還 軸 還 還 還 全 賠 因 回 
CO5 コ ココ HRC 
本 し し 


文字 キー お よび 特殊 キー 















Ni 
LLIILI | 衝 MB 科 愉 秒 軒 軒 中 |) 
し LIM に NIIelw 還 | 
し | 較 更 elolej* 較 LIL 
ーー 

ニニ 





グラ フィ ッ ク ン シン ボル キー 
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右 回 回 回 
回 回 回 回 胃 


[rrHrh 
LHEHHHH LU) 
騙 過 田 題 属 
し 上 IILL 


資料 10 エラ ー メ ッ セ ー ジ 


Nass-BASIC, Ns-BASIC お よび N-BASIC は プロ グラ ム 実 行 時 に プロ グラ ム の 実行 を 中 断 さ 
せな けれ ば な ら な いよ うら な エラ ー を 検出 し た と き , エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し , ユマ ンド レベ 
ル に 戻り ます . 

ダイ レク トモ ー ド で の エラ ー メ ッ セ ー ジ の 書式 は , 


XX 


プロ グラ ム モ ー ド で の 書式 は , 
XX in 


XX は エラ ー メ ッ セ ー ジ で , Illll は エラ ー が 検出 され た 行 番号 で す . 
た だ し , 以下 の メッ セー ジ は エラ ー メ ッ セ ー ジ で は あり ませ ん の で , ON ERROR GOTO 文 
(に こよ る エラ ー 処 理 は 行わ れ ま せん . 
(1) ?Redo from start 
プロ グラ ム 中 の INPUT 文 で , 指定 し た 変数 の 型 か キーボー ド か ら 入 力 し た 変数 の 型 と 
一 致し て いな いこ と を 表し ます . この 場合 は , も う 一 度 正しく 入力 し て くだ さい . 
(2) ?Extra egnored 
INPUT 文 で 指定 し た 変数 の 個数 より , キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ の 個数 が 多い 
場合 ,。 この メッ セー ジ が 表示 され , 多い 分 は 無視 され ます . 
3) 
INPUT 文 で 指定 し た 変数 の 個数 より , キー ボー ド か ら 入 力 さ れ た デー タ の 個数 が 少な 
い 場合 , この メッ セー ジ が 表示 され 足り な い デ ー タ の 入力 を 促し ます . 
(4) 1 copies of allocation bad on drive< く ドライブ 番号 〉>, また は , 
2 copies of allocation bad on drive< く ドラ イブ 番号 > 
この メッ セー ジ は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 使用 し て いる 場合 , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 
の 内 容 が 壊れ か か っ て いる と き に 表示 され ます . この よう な 状態 に な っ た と き は , その フ 
ロッ ピ ィ ディ スク の コピ ー を と る こと を お 薦め し ます . 


次 に , Nsss-BASIC, Ns-BASIC, N-BASIC で 表示 され る エラー メッ セー ジ を アル ファ ベッ ト 順 
に 表記 し , エラ ー メ ッ セ ー ジ の 意味 , エラ ー が 起こ っ た 原因 と その 解説 を し ます . 

コー ド 番 号 は エラ ー 別 に 決ま っ て いて , その エラ ー が 起こ っ た と き , ERR 関 数 に 代入 され ま 
す . 上 記 3 つの BASIC と も 同じ コー ド 番 を 持ち ます . また , DISK バージョ ン 使 用 時 だ け に 
出力 され る エラ ー メ ッ セ ー ジ は [9 ] マ ー ク で 表し て いま す . 


ディ スク 


次 一 111 


Bad allocation table コー ド 番 号 64 
意味 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 の FAT( フ ロッ ピ ィ ディ スク の 中 の ファ イル 管理 を し て いる 部 
分 ) が 壊れ て いる . 
原因 ・ フ ロッ ピ ィ ディ スク が 入っ て いな い ド ライ ブ に 対し て , ロー ド や セー ブ を 行っ た . 
(ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ュ ユニ ッ ト 使 用 時 の みみ) 
* フ ロッ ピ ィ ディ スク の あぁ た が し まっ て いな い . (ミニ フロ ッ ピ + ィ ディ スク ユニ ッ ト 


使用 時 の みろ ) 

・ フ ロッ ピ ィ ディ スク に 対し OPEN 文 を 実行 し ファ イル を 書き 込ん だ あと , CLOSE 
文 を 実行 し な か っ た . 

・DSKO$ 文 や 機械 語 そ ニタ (MON) の [CTRL| 二 W] コマ ンド で FAT を 書き 直し て し 
まっ た . 


解 記 ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ユ ニッ ト を 使用 し て いる と き , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 入れ ず 
に ある い は ドラ イブ の ふた を 閉め ず に フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を アク セス する と , ドド ライ 
ブ の アク セス 表示 用 LED ラ ンプ が つき っ ぱな し に な り , し ば らく する と 上 記 の エラ ー 
メッ セー ジ が 表示 され ます . 
また , OPEN 文 を 実行 し た あと に CLOSE 文 を 実行 し な か っ た り , DSKO$ 文 や 機械 語 
モニ タ で FAT を 書き 直し て し まっ た 場合 , その フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対し て ファ イ 
ル の 入出 力 は 不可 能 に な り ま す . 

Bad drive number コー ド 番 号 65 国 
意味 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク の ドラ イブ 番号 の 指定 が 誤っ て いる . 
原因 ・ シ ステ ム に 接続 され て いな い ド ライ ブ 番 号 を 指定 し た . た と えば , フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク ドラ イブ が 2 ドラ イブ だ け の シス テム に 対し , ドラ イブ 番号 に 3 を 指定 した. 

解説 シス テム の 起動 時 に , 指定 可能 な ドラ イブ 番号 が 決定 され ます . (起動 時 に 電源 が 
入っ て いな か っ た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ は , 接続 きれ て いな いも の と みな され 
ます .) それ より も 大 きい 番号 を 指定 し た と き に こと の メッ セー ジ が 表示 され ます . 


Bad File Data コー ド 番 号 25 
意味 カセ ッ ト テ ー ブ プ 上 に ある デー タ の 形式 が 間違っ て いる . 
原因 *・ カ セッ ト テ ー プ に 書か れ た デー タ の 型 が INPUT 基文 で 読も うと し て いる 変数 の 型 
と 一 致し て いな い . 
解説 カセ ッ ト テ ー プ か ら デ ー タ を 読み 込む 場合 , デ ー タ の 型 は 書き 込ん だ と き の デー タ 
の 型 と 一 致し て いな けれ ば な り ま せん . 


Bad file name コー ド 番 号 62 
意味 ファ イル 名 の 指定 の 仕方 が 誤っ て いる . 
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原因 ・LOAD, SAVE, KILL, NAME, OPEN, RUN な どの 命令 で ファ イル 名 を 指定 する と 
き , ファ イル 名 人 使え な い 文 字 や 記号 が ある . 
解説 ファ イル 名 の 中 に コン トロ ー ル コー ド ( キ ャ ラク タコ ー ド 0 へ 31) を 含む こと と は で きま 


せん . また , ファ イル 名 の 先頭 が キャ ラク タコ ー ド 255 の 文字 で あっ て は な り ま せん . 


Bad file number コー ド 番 号 52 還 ] 
意味 使用 で き な い ファ イル 番号 を 使う と し た . 
原因 ・ 起 動 時 に 指定 し た ファ イル 番号 より 上 の ファ イル 番号 を OPEN 文 , PRINT# 文 , 
INPUT 婦 文 , GET 婦 文 , PUT 女 文 等 で 使っ て いる . 
人 解説 ファ イル 番号 は , 「How many files(0-15)?」 が 表示 され た 時 に 入力 し た ファ イル 数 し か 
使用 で きま せん . 指定 で きる ファ イル 番号 の 範囲 は 1 か ら 15 ま で で す . 


Bad file mode ” コー ド 番 号 54 
意味 シー ケン シャ ル で オー ブン し た ファ イル 対し て ラン ダム アク セス を し よう と し た 
また は その 逆 を 行 お うと し た . (PC-8001MK IISR で は この エラ ー は 発生 し ませ ん .) 
Bad surface/track/sector コー ド 番 号 66 
意味 サーフェス, ト ラック , セク タ 番 号 の 指定 が 誤っ て いる . 
原因 ・DSKI$ 関数 , DSKO$ 文 の パラ メー タ 中 の サー フェ ス 番 号 , トラ ッ ク 番 号 , セク タ 番 
号 が 指定 で きる 値 の 範囲 に な い . 
解説 DSKI$ 関数 や DSKO$ 文 で 直接 フロ ッ ピ ビィ ディ スク に 対し て 入出 力 を 行う と き , フ 
ロッ ピ ィ ディ スク ドラ イブ や シス テム ディ スク の 種類 に よっ て , 指定 で きる ペラ メー 
タ の 範囲 は 異な り ま す . この 値 は DSKF 関数 を 使っ て 調べ る こと が で きま す . 
Can't continue コー ド 番 号 17 


意味 CONT コ マン ド で プロ グラ ム の 続行 が か できない . 
・ プ ログ ラム を スト ッ プ させ て か ら 編 集 を する と , CONT コマ ンド に よる プロ グラ ム 


原因 
の 再開 ・ 続 行 が で き な い . 
ぅ プログ ラム 中 に ステ ー ト メン ト と し て CONT コマ ンド が 書い て ある . 

解説 プロ グラ ム を スト ッ プ させ て 変数 の 値 を 調べ た り , 変数 に 値 を 代入 し た り , LIST ュ 


マン ド を 実行 し て も CONT ュ コマ ンド に よる 実行 の 再開 は 可能 で す が , プロ グラ ム を 一 
部 で も 書き 換え た り , CLEAR 文 を 実行 し た り , 画面 に 表示 し た プロ グラ ム 上 に カー 
ソル を 移動 し て [| を 押し た だ け で も この エラ ー の 原因 と な り ま す . 
Communications Buffer Overflow コー ド 番 号 27 


意味 周辺 機器 と の 入出 力 の た め の バ ベッ フ ァ が オー ベー フロ ー し た . 


原因 ・RS-232C 通 信 ボ ポー ト の 入出 力 ベ ヘッ ファ (127 ベ バイト) の デー タ が 容量 を 超え た . 
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・ ア スキ ー 形 式 の プロ グラ ム フ ァ イル を ロー ド し よう ら と し た と き に , 入力 ベッ ファ が 
mer だ 。 

解説 RS-232C 通 信 ポ ー ト の 入出 力 ベ ッ フ ァ は 127 バ イト (127 文 字 ) か か ら な り , デー タ が 127 

文字 を 超え る と 上 記 の エラ ー メ ッ セ ー ジ が 表示 され ます . PORT 関 数 を 使っ て ベッ 

ファ 内 の 文字 数 を 調べ て バッ ファ が ある 程度 いっ ぱい に な っ た ら , INPUT% 文 な ど 

で デー タ の 読み 出し を 行っ て くだ さい . アス キー 形式 の プロ グラ ム 中 に , 1 行 の 長 さ 

が か な り 長 いも の が あっ た 場合 , それ を ロー ド す る 際 に この エラ ー が 出る こと が あり 


ます . 
Deleted record コー ド 番 号 67 
意味 消去 済み の レ ュ ー ド を 読み 書き し よう と し た . (PC-8001MKISR で は , こと の エラ ー は 
発生 し ませ ん .) 
Direct statement in file コー ド 番 号 63 


意 呆 アス キー 形式 の BASIC プ ログ ラム ファ イル 中 に 行 番号 の な い 行 が 存在 し た . 
原因 ・SAVE コ マン ド で アス キー セー ブ し た BASIC プ ログ ラム 以外 の アス キー 形式 ファ 
イル を ロー ド し た . 
・SAVE コ マン ド で アス キー セー ブ し た BASIC プ ログ ラム ファ イル の 内 容 が 何ら か 
の 原因 で 破壊 きれ て いる の に , その ファ イル を ロー ド し よう と し た . 
解説 BASIC プ ログ ラム の 各行 は 必ず 行 番号 で 始ま り ま す が , アス キー 形式 の ファ イル を 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク か ら ロ ー ド する と き に は , どん な デー タ が 読み 込ま れる か 予測 で 
きま せん . し た が っ て , BASIC で は 各行 の 先頭 に 行 番号 が 正しく 付け られ て いる か を 
チェ ッ ク し , 行 番号 が な けれ ば この エラ ー メ ッ セ ー ジ を 表示 し ます . 


Disk already mounted コー ド 番 号 59 国 

意味 MOUNT され て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ヒ 区 対し て MOUNT コマ ンド を 行っ た . 

原因 ・MOUNT され て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対し て MOUNT コマ ンド を 行っ た . 

解説 N-BASIC DISK バ ー ジ ョ ン で は , 既に MOUNT され て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対し 
て , MOUNT コマ ンド を 実行 す も こ と は で きま せん . (Nsss-BASIC, Na-BASIC で は こ 
の エラ ー は 発生 し ませ ん .) 


Disk BASIC Feature コー ド 番 号 26 
意味 使用 で き な い 命令 を 実行 し た . 
原因 ・DISK バ ベー ジョ ン が 起動 し て いな いと き に DISK バ ベー ジョ ン の 命令 を 実行 し た . 
・TALK 文 な どの 拡張 用 の 命令 を 実行 し た . 
解説 DISK バ ベー ジョ ュ ン 用 の 命令 を 実行 する 場合 は , DISK バ ー ジ ョ ン を 起動 さき せ て か ら 実 行 
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し て くだ さい . 


Disk full コー ド 番 号 60 
意味 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 に 書き 込む セス ペー ス が な い の に 書き 込む 命令 を し た . 
原因 ・ フ ロッ ピ ィ ディ スク 上 の 空き 領域 より も 大 き な プ ログ ラム を セー ブ し よう と し た . 
・ フ ァイル を 書き 込む と き に , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク が いっ ぱい に な っ た . 
解説 この エラ ー が 出 た た ときには, その フロ ッ ビ ピ ィ ディ スク に は それ 以上 の デー タ は 書き 込 
め ま せ ん の で , フ ァイル を オー プン し て いる と き は CLOSE 文 を 実行 し た あと に 他 の 
フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 取り 替え て くだ さい . N-BASIC DISK バ ベー ジョン を 使用 し て い 
る 場合 は , REMOVE ュ コマ ンド を 実行 し て か ら 他 の フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 取り 替え て 
くだ さい . フ ロッ ピ ィ ディ スク 上 の 空き 領域 の 大 き さ は , DSKF 関数 で 確認 で きま す . 


Disk not mounted コー ド 番 号 56 
意味 MOUNT され て いな い フ ロッ ピ ィ ディ スク を 読み 書き し た . 
原因 ・MOUNT され て いな い フ ロッ ピ ィ ディ スク に 対し て 読み 書き を 行っ た . 
解説 N-BASIC DISK バ ベー ジョ ン で フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク を 読み 書き する 場合 に は , 最初 に 必 
ず MOUNT コマ ンド を 実行 し て か ら 読み 書き する よう に し て くだ さい . 


Disk |/O error コー ドド 番号 57 国 
意 味 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク と の 入出 力 中 に エラ ー が 発生 した. 
原因 *・ フ ロッ ピ ィ ディ スク が 初期 化 さ れ て いな い . 
・ フ ロッ ピ ィ ディ スク に 傷 や 汚れ が ある . 
・ フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト に 改 障 が ある . 
・ ラ イト プロ テク ト さ れ て いる フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 書き 込み を 行っ た . 
解説 この エラ ー が ある 特定 の フロ ッ ピ ビィ ディ スク に 関し て の み 出 る 場合 に は , フロ ッ ピ ォ 
ディ スク KC 傷 や 汚れ が 付い て いる と 考え られ ます . また , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 関係 
な く こ の エラ ー が 出る 場合 に は , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス クニ ユニ ッ ト が 改 障 し て いる 可能 性 
が あり ます . 
注意 : コピ ビープ ロ テ ク ト が か けら れ た ソフ ト を コピ ー し よう と する と この エラ ー が 出る こと 
が あり ます が , これ は 改 障 で は あり ませ ん . 
Disk offline コー ド 番 号 73 
意味 フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 対し て 入出 力 が か できない. 
原因 *・ フ ロッ ピ ィ ディ スク が 入っ て いな い ド ライ ブ に 対し , ロー ド や セー ブ を 行っ た . 
* フ ロッ ピ ィ ディ スク ドラ イブ の と た が し まっ て いな い 、。 
解説 この エラ ー は 8 イン チ フ ロッ ピ ィ ディ スク ユニ ッ ト を 使用 する と きのみ 出 ます . 
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Division by zero コー ド 番 号 11 

意味 0 に よる 除算 が 実行 され て , その 結果 が オー バー フロ ー し た . 

原因 ・ 未 定義 の 変数 (初期 値 と し て 0 に な っ て いる ) で 除算 を 行っ た . 
演算 の 結果 除 数 と な る 変数 が 0 に な っ て いる . 
・TAN 関 数 の 引数 が z/2 に な っ て いる . 
・0 に 対し て 負 の べき 乗 を 行っ た . 

解説 エラ ー が 出 た と き に , 除 数 に 使っ て いる 変数 を PRINT 文 を 実行 し て 値 を 確か め ま 
す . 0 で あれ ば な ぜ 0 に な る か , プロ グラ ム の 中 で その 変数 を 使っ て 演算 を 行っ て い 
る 部 分 を 検討 し て み ま す . 除算 に は 実数 除算 "/", 整数 除算 "\", 剰余 "MOD" の 3 つ 
が あり ます . 


FIELD overflow コー ド 番 号 50 国 
意味 FIELD 文 に お いて 256 バ イト を 超え る 大 き さ の 領域 を 指定 し た . 
原因 ・FIELD 文 に お いて 1 つの 文字 変数 の フィ ー ル ド 幅 , も し く は 1 つの ベッ ファ の 
フィ ー ル ド 幅 の 合計 値 が 256 文 字 を 超え て いる . 
解説 1 つの バッ ファ の 合計 文字 数 は 256 文 字 で で す . FIELD 文 を 使用 する 場合 は , 1 つ 
の バッ ファ に 対す る フィ ー ル ド 幅 の 合計 が 256 文 字 を 超え ん な いよ うに 設定 し て くだ さ 
い . 


File already exists コー ド 番 号 58 
意味 NAME 文 に よっ て 変更 し よう と し た 新 フ ァイル 名 が 上 怒 に 存在 し て いる . 
原因 ・NAME 文 に よっ て 指定 し た 新 フ ァイル 名 が 既に フッ ピ ィ ディ スク 人 存在 し て い 
る . 
解説 NAME 文 に よっ て 指定 し た 新 フ ァイル 名 が フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 存在 し て いる と こ 
の エラ ー が 発生 し ます . 他 の ファ イル 名 を 使用 する か , フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に 存在 す 
る ファ イル を KILL コマ ンド で 削除 する な ど し て か ら 実 行 し て くだ さい . 


File already open コー ド 番 号 55 

意味 同じ ファ イル 番号 で 2 度 OPEN 文 を 実行 し よう と し た . また は , 既に オー プン され て 
いる ファ イル に 対し て OPEN 文 , KILL コマ ンド な ど を 実行 し よう と し た . 

原因 ・OPEN 文 の 実行 後 CLOSE 文 を 実行 する の を 忘れ て いる . 
・KILL ュ コマンド 実行 の 前 に CLOSE 文 を 実行 する の を 忘れ て いる . 

解説 オー プン 中 の ファ イル 番号 を , 他 の ファ イル を オー プン する た め に 使う こと は で きま 
せん . また オー プン され て いる ファ イル を クロ ー ズ せ ず に 再び オー プン する こと も で 
きま せん . いずれ の 場合 も , ファ イル を オー プン し た ら ク ロー ズ す る の を 忘れ な いよ 
ら うに し ます . KILL コマ ンド を 実行 する と きゃ 同様 で す . 
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File not found コー ド 番 号 53 
意味 指定 し た ファ イル が 見 つか ら な い . 
原因 ・LOAD コ ュ コマンド, SAVE ュ コマ ンド , KILL コマ ンド , OPEN 文 な ど で 指 定 し た ファ 
イル 名 が 指定 し た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク 上 に ない. 
解説 この よう な エラ ー を な る べく 避け る た め に , ファ イル 名 は わか り 易 い 名 前 を 付け , 拡 
張子 を 付け て お く と よい で し ょ う . 


File not OPEN コー ド 番 号 71 
意味 オー プン され て いな い フ ァイル を 参照 し よう と し た . 
原因 ・ ま だ OPEN 文 で ファ イル を 割り 当て て いな い フ ァイル 番号 を 使っ て PRINT 旭 文 な 
ど を 実行 し た . 
解説 PRINT 尋 文 , INPUT 尋 文 , PRINT 尋 USING 文 , LINE INPUT 婦 文 , INPUT$ 関 数 , 
GET 婦 文 , PUT 尋 文 で 使う ファ イル 番号 は , 事前 に OPEN 文 に よっ て 対応 する ファ イ 
ル を 割り 当て て お か な けれ ば な り ま せん . 


File write protected コー ド 番 号 72 国 

意味 書き 込み 禁止 属性 が 付け られ て いる ファ イル に 書き 込 も うと し た . 

原因 ・ 書 き 込 み を 行 お うと し た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク や ファ イル に 書き 込み 禁止 属性 が 付け 
られ て いる . 
・ ミ ニ フ ロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル が 貼っ て ある . 
・8 イ ンチ フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク に ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ が 切り 込ん で ある . 

解説 書き 込 も うと し た フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ま た は ファ イル に SET 文 で 書き 込み 禁止 属性 
が 付け られ て いる 場合 , 書き 込み 禁止 属性 を 解除 し ます . また . ミニ フロ ッ ピ ィ デ ィ 
スク に ライ ト プ ロ テク トシ ー ル が 貼っ て ある 場合 は シー ル を は が し , 8 イン チ フ ロッ 
ビ ピ ィ ディ スク の ライ ト プ ロ テク トノ ッ チ に 切り 込み が 入っ て いる 場合 は , ライ ト プ ロ 
テク トノ ッ チ に 銀色 の シー ル を 貼っ て くだ さい . 


lllegal direct コー ド 番 号 12 

意味 ダイ レク トモ ー ド で 使用 で き な い 文 を 実行 し よう と し た . 

原因 ・ コ マン ド と し て 使え な い ス テー トメ ント を ダイ レク トモ ー ド で 使っ た . 

解説 この エラ ー が 表示 され た ステ ー ト メン ト は プロ グラ ム モ ー ド で し か 使用 で きま せん . 
(た と えば , DEF FN 文 を ダイ レク トモ ー ド で 使用 し た 場合 ). 


lllegal function call コー ド 番 号 5 
意味 _ ステー トメント や 関数 に お いて 機能 の 呼び 方 が 間違っ て いる . 
原因 ・ ペ ラメ ー タ の 値 が お か し い . 
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・PRINT USING 文 で の 数 値 の 桁 指定 が 24 桁 を 超え て いる . 
・RENUM コ マン ド で 行 の 順番 を 入れ 替え よう と し た . 

解説 原因 が 多岐 に わた り , 頻発 する エラ ー の 1 つ で す . 各 関 数 や ステ ー ト メン ト の 使い 方 
を 区 別して 覚え る こと が 大 切 で す . プロ グラ ム 中 の エラ ー が 生じ る の は ほとん どの 場 
合 , パラ メー タ に 使用 し て いる 変数 が 演算 の 結果 予定 條 の 値 に な っ て し まう こと に よ 
り ま す . これ は エラ ー が 出 た 直後 に その 変数 の 値 を 表示 し て みれ ば すぐ わか り ま す . 
パラ メー タ に 使う 変数 名 は 極力 わか り 易 いも の に し て , 他 と 区 別 す る よう に する と 良 





WV し よう 。 
Input past end コー ド 番 号 61 L81 
意味 ファ イル 中 の すべ て の デー タ を 読み 尽く し た 後に INPUT 尋 文 , GET# 文 等 が 実行 さ 
れ た だ た. 


原因 ・INPUT 却 文 , INPUTS 関 数 , LINE INPUT 尋 文 , GET 尋 文 を 実行 する 回 数 が ファ イ 
ル の デー タ 数 より 多い . 

解説 INPUT 尋 文 , GET 尋 文 な ど で デ ー タ を 次 々 と 読み 出す と き . ファ イル 中 の デー タ 数 以 
上 読 ませ な いよ うに し ます . ファ イル 中 の デー タ 数 が わか ら な いと き は , EOF 関数 あ 
る い は LOF 関数 を 使っ て デー タ の 最後 を 確か め て か ら INPUT 尋 文 , GET 趣 文 を 実行 
し ます : 


Internal error コー ド 番 号 51 

意味 BASIC 内 部 に エラ ー が 生じ た 。 

原因 ・BASIC ブ ログ ラム に 他 の エラ ー メ ッ セ ー ジ で 表せ な い エ ラー が 発生 し た . 

解説 ハー ドウ ェ ア の 改 障 ( た と えば , シン セ サ イ ザー1IC の 故障 等 ) か ある と き に この エ 
ラー が 発生 する 場合 が あり ます . 


Line buffer overflow コー ド 番 号 23 
意味 プロ グラ ム の 入力 バッ ファ が オー バー フロ ー し た . 
原因 ・ プ ログ ラム 中 の 1 行 を 入力 し た と き に , 変換 され た 内 部 コー ド が 318 文 字 を 超え た . 
解説 入力 され た プロ グラ ム は メモ リ 内 に 記憶 する 前 に 内 部 コー ド に 変換 され ます . この エ 
ラー は 変換 され た コー ド が 変換 バッ ファ の 長 さ を 超え た 場合 に 表示 され ます . この よ 
うな と き は , 行 を 分 割 し て くだ さい . 


Missing operand コー ド 番 号 22 
意味 ステ ー ト メン ト 中 必要 な パラ メー タ が 指定 され て いな い . 
原因 ・ コ マン ド や 関数 で 省略 で き な い ペラ メー タ や 引数 が 欠け て いる . 
・ 代 入 文 の 右辺 が な い . 
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・ 演 算 子 か ある の に 被 演算 子 が かない. 

解説 コマ ンド ・ ス テー トメ ント , 関数 の 使い 方 や 第 1 章 の 式 と 演算 な ど を も う 一 度 確認 し 
て くだ さい . 

NEXT without FOR コー ド 番 号 1 

意味 FOR<NEXT 文 が 正しく 対応 し て いな い (NEXT が 多い ). 

原因 ・FOR の 数 が NEXT の 数 と 合っ て いな い . 
sFORCNEXT ルー プ の 中 に GOTO 文 や GOSUB 文 で 飛び 込ん で くる . 
・EFOR^NEXT 文 の 多重 ループ が 正しい 入れ 子 に な っ て いな い . 

解 語 FOR の 数 と NEXT の 数 は 必ず 一 致す る よう に プロ グラ ミン グ を し ます . し た が っ 
て , IF 文中 に NEXT 文 を 置く こと が で き な い 場合 が あり ます . 入れ 耶 構 造 を 理解 する 
た め に は , NEXT 文 の 後に 制御 変数 (カウ ンタ ) を 付け て お き , 複数 を まとめ て 指定 し 
な い 方 が 見 や すく な り ま す . 


No RESUME コー ド 番 号 19 
意味 RESUME 文 が な い . 
原因 ・ エ ラー 処理 ルー チン の 中 に RESUME 文 が な い . 
解説 エニ ラー 処理 ルー チン は 必ず RESUME 文 , END 文 , ON ERROR GOTO 0 の どれ か で 終 
わっ て いな けれ ば な り ま せん . 


Out of DATA コー ド 番 号 4 
意味 読む べき デー タ が な い の に READ 文 が 実行 され た . 
原因 ・DATA 文 の デー タ 数 が 足り な い . 
・RESTORE 文 の 使い 方 が 間違っ て いる . 
解説 同じ デー タ を 何 度 も 読ま せる 場合 や , デー タ を グル ー プ ご と に 違っ た 行 に まとめ て お 
いて 扱う と き は RESTORE 文 を 使い ます が , RESTORE 文 で 指定 し た 行 番 与 が 間違っ 
て いる と この よう な エラ ー が 発生 し ます . READ 文 と DATA 文 の 対応 を 正しく 行っ 
て くだ さい . 
Out of memory コー ド 番 号 7 
意味 スモ リ 容 量 が 足り な く な っ た . 
原因 ・ ブ ログ ラム が 長 す ぎ て メモ リ の 中 に 収まり きら な い . 
・ ブ ログ ラム は 収まっ て も , それ を 走ら せる の に 必要 な メモ リ ( 変 数 , スタ ッ ク 用 な 
ど ) が 息 り ない. 
・ 配 列 が 大 きす ぎ て , メモ リ 上 に その 領域 を と る こと が で き な い . 
・FOR 文 や GOSUB 文 に よる ネス ティ ング (入れ 子 ) が 深く な りす ぎ て , スタ ッ ク が 
いっ ぱい に な っ た . 
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・ 機 械 語 用 の メモ リ 領 域 を (既に プロ グラ ム や ファ イル で 使っ て いる 領域 を 壊す 程 ) 大 
きく あの うみ と し た 。 

・PAINT 文 で 複雑 な 図形 を ペイ ント し よう と し た . 

解説 この エラ ー が 表示 され た ら , FRE 関 数 を 使っ て フリ ー メ モリ を 調べ て くだ さい . プロ 
グラ ム が 短い の に フリ ー メ モリ が 異常 に 少な い 場 合 は , 起動 時 に 多く の ファ イル ベッ 
ファ を と っ て いた り , 機械 語 領域 を 指定 し た まま 忘れ て いる 可能 性 が あり ます . また 
変数 や 配列 は で きる だ け 和 整数 型 に し ます . 
また , 間違っ て 10 GOSUB 10 の よう に 無限 に サブ ルー チン ュ コール を 繰り 返し て し ま 
うと , 戻り 番地 を 覚え る た め の ス タッ ク が 無限 に ふく れ 上 り , メモ リ が 足り な く な っ 
て し まい ます . 


Out of string space コー ド 番 号 14 
意味 文字 列 を 格納 する メモ リ 領 域 が な い . 
原因 ・ 文 字 列 を 扱っ て いる と き に メモ リ 領 域 が な く な っ た . 
解説 スト リン グ 領 域 の 初期 設定 は Nas-BASIC で は 512, Ns-BASIC お よび N-BASIC で は 
300 に な っ て いま す . 多く の 文字 列 濱 算 を 行っ た り , 大 き な 文 字 配 列 を 用 いる 場合 は , 
CLEAR 文 で この 領域 を 大 きく 指定 し な いと エラ ー が 起こ り ま す . 


Overflow コー ド 番 号 6 

意味 入力 され た 数 値 , 代入 され る 数 値 , 演算 結果 な ど が 許さ れる 範囲 を 超え て いる . 

原因 ・ 整 数 演算 の 結果 や 整数 型 変数 に 代入 する 値 が ー32768 か ら 32767 の 範囲 外 で ある . 
・ 実数 演算 な どの 結果 が 一 1.70141E 十 38 か ら 1.70141E 二 38 の 男 囲 に な い . 
・PEEK 関数 , POKE 文 , OUT 文 , DIM 文 な ど で 指 定 す る パラ メー タ や 添字 の 値 が 正 

し い 竿 囲 に な い . 

解説 変数 の 型 と その 範囲 , コ マン ド ・ ス テー トメ ント の ペラ メー タ の 範囲 , 関数 で 扱え る 

範囲 , 論理 演算 の 範囲 な ど を 把握 し て お く こ と か 必要 で す . 


Port not initialized コー ド 番 号 28 
意味 イン タフ ェ ー ス 用 の LSI の 機能 設定 か が され て いな い . 
原因 ・ イ ニシ ャ ライ ズ を 行っ て いな い 状 態 で RS-232C イ ンタ フェ ー ス を 使用 し た . 
解説 RS-232C 等 の イン タフ ェ ー ス を 使用 する 場合 , INIT% 文 を 使用 し て イン タフ ェ ー ス 用 
の LSI に 機能 設定 を 行っ て くだ さい . 
Position not on screen コー ド 番 号 24 
意味 指定 し た カー ソル 位置 な ど が , 画面 の 範囲 外 に な っ て いる . (PC-8001MK ISR で は , 
この エラ ー は 発生 し ませ ん .) 
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Redimensioned array コー ド 番 号 10 

意味 配列 を 二 重 定義 し よう と し た . 

原因 ・ 一 度 宣言 し た 配列 を 再 定義 し た . 
・ 宮 言 を し な いで 配列 を 使っ て も , 添字 の 上 限 を 10 と し て 自動 的 に 宣言 し た こと に な 

る の で 再 定義 は で き な い . 

解説 一 度 宣言 し た 配列 は , NEW コマ ンド , RUN コマ ンド , CLEAR 文 な どの 命令 が 実行 き 
れる まで は , 再 定義 で きま せん . これ ら の 命令 が 実行 され る と 他 の 変数 も すべ て クリ 
ア さ れ て し まい ます . 特に 配列 の 添字 の 上 限 だ け を 変え る と と は で きま せん の で , こ 
らい う 場 合 は , 別 の 名 前 の 配列 を 新しく 宣言 し て 定義 むす る し か あり ませ ん . 
特定 の 配列 だ け 再 定義 し た いと き は , ERASE 文 を 使用 し て その 配列 を 消去 し て か ら 
DIM 文 を 実行 し て くだ さい . 


Rename across disks コー ド 番 号 68 
意味 NAME 文 に お いて , 異な る フロ ッ ピ ィ デ ィ ス ク ド ラ イブ 間 で ファ イル の 名 前 を 変え 
よ : が と だ > 
原因 ・NAME 文 で 指定 する ドラ イブ 番号 が く 旧 ファ イル 名 〉 と 〈( 新 ファ イル 名 〉 と で 異な っ 
CA の :。 
解説 ドラ イブ 番号 は く 旧 ファ イル 名 〉 と く 新 ファ イル 名 〉 の 両方 に 指定 し な けれ ば な り ま せ 
ん . 


ドラ イブ 番号 を 省略 し た 場合 , ドラ イブ 1 が 指定 され た と みな され ます . 


RESUME without error コー ド 番 号 20 
意味 エラ ー 処 理 ル ー チ ン に 制御 を 移さ なか っ た の に RESUME 文 が ある . 
原因 ・GOTO 文 や GOSUB 文 で エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 中 へ 分 岐 し て いる . 
・ メ イン ルー チン 終了 後に END 文 が な く , 後に 続い て いる エラ ー 処 理 ル ー チ ン の 実 
行 が 始ま っ て し まう . 
解説 メイ ン ル ー チ ン の 終わ り に は END 文 を お き , エラ ー 処 理 ル ー チ ン に 不要 意 に 飛び 込 
む の を 人 遊 け ます . 
RETURN without GOSUB コー ド 番 号 3 
意味 GOSUBCRETURN 文 が 正しく 対応 し て いな い . (RETURN が 多い ) 
原因 ・ サ ブル ー チ ン へ GOTO 文 で 飛び 込ん で いる . 
・ メ イン ルー チン 終了 後に END 文 が な く , 後に 続い て いる サブ ルー チン の 実行 が 始 
まっ て し まう . 
解説 メス イン ルー チン の 終わ り に は END 文 を お く よ う に し ます . また , サブ ルー チン と サブ 
ルー チン の 間 に は 必ず RETURN 文 を お く よ う に し て くだ さい . 
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Sequential after PUT コー ド 番 号 69 
意味 PUT 文 の あと に シー ケン シャ ル 出力 を 行っ た . 
原 財 ・ ラ ンダ ム フ ァ イル に 対し て PUT 却 文 で デー タ を 書き 込ん だ あと , PRINT 即 文 を 実 
行 * じ た 。 
解説 ファ イル に デー タ を 書き 込む 場合 , PRINT 尋 文 と PUT 趣 文 を 混在 し て 使用 する こと 
は で きま せん . シー ケン シャ ルフ ァイル と ラン ダム ファ イル は 区 別して 使用 し て くだ 
さい . 


Sequential 1/O only コー ド 番 号 70 功 
意 味 シー ケン シャ ルフ ァイル の 入出 力 以外 は 行っ て は な ら な い . 
原因 ・MERGE コ マン ド な ど ア テア ス キー 形式 の ファ イル し か 指定 で き な い 命令 に お いて バイ 
ナリ 形式 の ファ イル を 指定 し た . 
解説 MERGE 文 は スモリ 上 の プロ グラ ム と 〈 フ ァイル 名 〉 に よっ て 指定 され た プロ グラ ム 
ファ イル を 1 つ に し て メモ リ 上 に 置き ます が , 指定 する ファ イル は 必ず アス キー セー 
ブ さ れ て いな けれ ば な り ま せん . 


String formula too complex コー ド 番 号 16 
意味 文字 式 が 複 槍 す ぎる . 
原 財 ・ カ ッ コ の ネス ティ ング が 深 す ぎる な ど , 文字 式 が あま り に 複雑 で 解析 で き な い . 
解説 めった に 起こ る エラ ー で は あり ませ ん が , 複 維 すぎ る 文字 式 は 2 つ 以 上 に 分 割 し て く 
だ さき さい. 


String too long コー ド 番 号 15 

意味 文字 列 が 長 す ぎる . 

原因 ・ 文 字 演 算 の 結果 , 文字 列 の 長 さ が 255 を 超々 えて し まっ た . 

解説 文字 列 の 長 さ は 255 ま で と 決ま っ て いる の で , A$= A$ 二 "LONG" な どの 演算 を 繰り 
返し て いる と A$ の 長 さ が 256 に な っ た 時 点 で エラ ー が 発生 し ます . 文字 列 演算 が 無限 
ルー プ の 中 に あっ た り , 演算 の 要素 に な る 文字 列 ( 特 に 文字 弄 変 数 ) が 予定 外 の 長 さ に 
な っ て いる と いう こと の な いよ うに 気 を つけ ます . どう し て も 256 以 上 の 長 さ の スト 
リン グ を 扱い た けれ ば , 2 つ 以 上 の 変数 名 を 使っ て 分 割 処 理 し な けれ ば な り ま せん . 


Subscript out of range コー ド 番 号 9 
意味 配列 の 添字 が , DIM 文 に よっ て 宣言 され た と き の 大 き さ の 範囲 を 超え て いる . 
原因 ・ 添 字 に 変数 を 使っ て いる 場合 , この 変数 の 値 が 演算 の 結果 大 きく な り 過 ぎ て いる . 
・ 配 列 の 次 元 数 を 誤っ て いる . 


次 一 122 


解説 ニテ テー が 起こ っ た ら す ぐに , その 添字 と し て 使っ て いる 変数 の 内 容 を 表示 し て 調べ ま 
す . 予定 外 に 大 きけ れ ば , その 変数 を 使っ た 演算 が 原因 で す . 


Syntax error コー ド 番 号 2 

意味 文 の 記述 が 文法 どおり に な っ て いな い . 

原因 ・ タ イプ ミス で BASIC 文 法 に 合わ な いも の が プロ グラ ム に まぎれ 込ん で いる . 
・ 関 数 や 数 式 が 代入 文 の 左辺 に あっ た り , ステ ー ト メン ト の よう に 単独 で 使わ れ て い 
る . 
・ 変 数 名 が 英字 で 始ま っ て いな い , ある い は 変数 名 に 予約 語 を 使用 し て いる . 
・ マ ル チ ス テー トメ ント の 区 功 り 記号 ":" が 抜け て いる . 
・ 行 番号 が 0 か ら 65529 の 範囲 に な い . 
・ 行 番号 の 指定 に 変数 を 使 お うと し て いる . 
・IE 文中 で , 対応 する THEN の な い ELSE が 使わ れ て いる . 
・ コ マン ド の ペラ メー タ や 関数 の 引数 の 個数 に 過 不 足 が あ る . 
・ プ ログ ラム 編集 中 に 2 つの 行 が つなが っ て し まっ て いる . 

解説 エラ テー が で た と き に LIST. を 実行 する と , ほとん どの 場合 テラー の ある 行 を 示し て く 
れる も の で , この 中 で 原因 と な る 間違い を 探し ます . 単純 な タイ プ ミ ス な ど は すぐ わ 
か り ま す が , 次 の よう な も の は な か な か 気がつか な いこ と が あり ます . 
wl まま OO ば 導 ドリ の て PE だ ミロ ヤン GO の 導い 
・ 複 雑 な 数 式 で カッ コ が 正しく 対応 し て いな い . 
・ 2 つの 行 が 接合 し て いる . 


Tape read ERROR コー ド 番 号 29 
意味 カセ ッ ト テ ー プ か ら の 読み 込み 時 に エラ ー が 発生 し た . 
原因 ・ テ ー プ レ ュ コー ダ の 人 不良, テー プ の 不良 , 録音 時 の 不良 ,. ロー ドレ ベル の 不良 等 の 原 
因 で 読み 込ん で いる デー タ の フォ ー マ ッ ト に 誤り が あっ た . 
解説 この エラ ー が 発生 し た 場合 に は 次 の 点 を 再 確認 し て くだ さい . 
・ テ ー フ プレ コー ダ の 音量 調節 は 適 当 か (テー プレ ュー ダ の 音量 , 音質 ツマ ミ を 調節 し 





て みる )、. 
・ テ ー プ レ ュ コ ュー ダ と の 相性 は よい か ( 他 の テー プレ ュー ダ を 使用 し て 読み 込ん で み 
る ). 


・ テ ー ブ プ へ の 録音 状態 が 悪く な いか ( 他 の CPU 本体 を 使用 し て 読み 込ん で みる ). 


Type mismatch コー ド 番 号 13 
意味 式 の 左辺 ・ 右 辺 , 関数 な どの 引数 な ど に お いて 変数 の 型 が 一 致し て いな い . 
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文字 型 変数 に 数 値 を 代入 し よう と し た . 

・ 数 値 変数 に 文字 列 を 代入 し よう と し た . 
・FOR 文 の 制御 変数 に 倍 精度 実数 型 を 使 お うと し た . 
解説 CHRS 関 数 と ASC 関 数 , STRS 関 数 と VAL 関数 の よう な 関数 の 使い 方 を 確認 し て く 
だ さい . 変数 や 定数 に つい て 正しく 理解 し て お く と 間違い を 見 つけ る の が 容易 に な り 
ます . 
また , FOR 文 の 制御 変数 は 整数 型 と 単 精度 実数 型 し か 使え ませ ん . 


NN 

| 
凶 
思 


Undefined line number コー ド 番 号 8 

意味 飛び 先 と し て 必要 と され る 行 番号 が 存在 し な い . 

原因 ・RENUM ュ マ ンド 実行 時 に 参照 すべ き 行 番号 が な い . 
*・GOTO 文 , GOSUB 文 な どの 分 岐 先 の 行 番号 が 存在 し な い . 
・RESTORE 文 , RUN コマ ンド で 指定 し た 行 番号 が 存在 し な い . 
・ 存 在 し な い 行 を 消去 し よう と し た . 

解説 GOTO 文 の 分 岐 先 の 行 を プロ グラ ム 編 集 時 に 消去 し た まま 忘れ て いる こと が あり ま 
す . 編集 で 一 行 消し て し まう と き は , そこ に 分 岐 する 命令 が プロ グラ ム 中 に な いこ と 
を 確か め て くだ さい . 


Undefined user function コー ド 番 号 18 
意味 DEF FN 文 に よっ て 定義 され て いな い ニ ユー ザ 定 義 関 数 を 引用 し よう と し た . 
原因 ・DEF FN 文 で 関数 を 定義 きず に ユー ザ 定 義 関数 を 呼ん だ . 
解説 ユー ザ 定 義 関数 を 呼ぶ た め に は , その 前 に DEF FN 文 で 関数 を 定義 する 必要 が あり ま 
す . 定義 の 方 法 は 2 章 の DEF FN を 参照 し て くだ さい . 


Unprintable error コー ド 番 号 21 
意味 メッ セー ジ の 定義 され て いな い エ ラー を 出 そ う と し た . 
原因 ・ERROR 文 に より , 定義 S さ れ て いな い エ ラー コー ド 番 号 の エラ ー を 発生 し た . 
解説 "Unprintable error" は , BASIC の 拡張 や ュー ザ 定 義 の た め に 残さ れ た コー トド 番 号 に 制 
り 当 て て ある も の で 21 の 他 30 て 49 及 び 74 て 255 の コー ド 番 号 に 対応 し て いま す . 
ERROR 文 で ユー ザ が 定義 し た エラ ー メ ッ セ ー ジ を 出す に は , テラー 処理 ル ルーチン で 
その 処理 を 行わ な けれ ば な り ま せん . 
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漢字 コー ド 表 


資料 11 


漢字 は 16X16 ド ッ ト で 表示 され ます の で , 字体 の 一 部 が 省略 され て いる も の も あり ます . 


コー ド は 16 進 数 で 表現 さき され て いま す . た と えば , “ 亜 ' の コー ド は 3020H 十 1 三 3021H と な り ま 


空白 文字 の コー ド は 2121H で す . 


す . 


は 定義 


守 


され て いな い コ ー ド の 漢 


表示 


の 表 に 


ー 
ヽ ー 


漢字 コー ド XX20H, メメ 7FH お よび 
され て いま せん . 


注意 : 


iC D E 


89... ん.)B 


3i4 5 6 7 


H 
X 


A _ B CiD EE F G 


P Q R S 


(@ 
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Y 


TUV W 


CL CR SO SI 


SH SX EX 
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ー> < 一 
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A_ B C 
P Q R S 
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2 3 
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C D E F 


el 
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IN 
〇 
Te】 
寺 








0040 


0050 





00FO| み む め 


0100 





0110 | DE Di D2 D3 


0120 


0140 
0150 
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01C0| タ チ 


01FO 
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資料 12 誘導 関数 


Nss-BASIC が “組み 込み "関数 と し て 用 意 し て いな い 三 角 関 数 の うち , いく つか は , 用 意 さ 
れ た 関数 を 使っ て 作り 出す こと と が で きま す . 以下 の 数 式 を 参考 に し て くだ さい (誤差 の 範囲 に 


注意 が 必要 で す ). 


目的 と する 関数 





セカ ント 
コ セ カ ント 


組み 込み 関数 か ら の 誘 導 式 
SEC(X ) ニ 1/COS(X ) 
COSEC( X ) =1/SIN(X) 














コタ ンジ ェ ン ト 


COT(X)= テ 1/TAN(X) 








アー クサ イン 


ARCSIN(X)= ニ ATN(X/SQR (一 X*X 二 1 ) ) 
ARCCOS(X ) ニ ーATN(X/SQR( 一 X*※X 二 1 ) ) 十 1.5708 











ARCSEC(X) ニ ATN(SQR(X*Xー1 ) ) 十 (SGN(X) 一 1 ) *1.5708 





ARCCOSEC(X)=ATN(1/SQR(X*Xー1 ) ) 十 (SGN(X ) 一 1)*1.5708 





アー クコ タン ジェ ント 


ARCCOT(X) テ ニーATN(X) 十 1.5708 








ハイ バ パー ボリ ッ ク ・ 
サイ ン 


ハイ パー ボリ ッ ク ・ 
コサイン 


ハイ パー ボリ ッ ク ・ 


タン ジェ ント 





2 イノ パー ボリ ッ ク ・ 
セカ シト 


SINH(X)= ニ (EXP(X) 一 EXP( 一 多 ) )/2 





COSH(X)= ニ EXP( 一 X)/ 





TANH(X) ニ テーEXP( 一 XX)/(EXP(X)+EXP( 一 ) ) *2 十 1 





SECH(X ) ニ 2/(EXP(X) 二 EXP( 一 叉 ) ) 








ハイ ノバ パー ボリ ッ ク ・ 
コ セ カ ント 


COSECH(X)= ニ 2/(EXP(X) 一 EXP( 一 多 X) ) 





ハイ ノー ボリ ッ ク ・ 
コタ ンジ ェ ン ト 


COTH(X)=EXP( 一 XX)/(EXP(X) 一 EXP( 一 叉 ) ) *2 十 1 








ハイ ノバ パー ボリ ッ ク ・ 
アー クサ イン 


ハイ バー ボリ ッ ク ・ 
アー クコ サイ ン 





ARCSINH(X) ニ LOG(X 十 SQR(X*※X 二 1 ) ) 





ARCCOSH(X ) ニ LOG(X 十 SQR(X*Xー1 ) ) 





ハイ ノバ パー ボリ ッ ク ・ 
アー クタ ンジ ェ ン ト 


ARCTANH(X)= テ LOG((1 填 XX)/(1 一 X) )/2 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ 
アー クセ カン ト 





ARCSECH(X)= ニ LOG((SQR( 一 X メ ※X 二 1 ) 十 1 ) /) 





ハイ パー ボリ ッ ク ・ 
アー クコ セカ ント 


ハイ パー ボリ ッ ク ・ 
アー クコ タン ジェ ント 





ARCCOSECH(X)= ニ LOG((SGN(X ) *SQR(X*X 十 1) 十 1)/X ) 


ARCCOTH(X)=LOG((X 二 1)/( メ ー1) ) /2 





LOGio(X)= テ LOG(X)/LOG(10) 
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資料 13 メモ リマ ッ プ 


PC-8001MKISR の メモ リマ ッ プ は 次 の よう に な っ て いま す . 


0000H 0000H 

Ngosh Neo/N 

SM So00H ERow ] [Eov ] ROM 600H テ ニテ ニュ ニコ 
7FFFH 7FFFHL_EROM_」 7FFFH 7FrFH 8 


(32K バ イト ) (8K バ イト ) (32K バ イト ) (8K バ イト ) 


・ROM 


s RAM 
0000H 
eo 
lewww | 
(16K バ イト )x3 
FFFFH 
(64K バ イト ) 
PC-8001MKISR の 全 メ モリ 
s ROM 
レ rc 1 
ンク | [ 
ング i 1 
シノ レン ンク グ eu:6 2 | 
s RAM 


ク 


Nsss-BASIC で 使わ れる メモ リ 
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SN 
RS 


レン NN No 
の 
Ns-BASIC で 使わ れる メモ リ 


N-BASIC で 使わ れる メモ リ 
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